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藏氏造 》[! 坂 小 像 S 人 筆幽探 


自序 

本卷 は、 前卷 までに 收め 得なかった 人 麿に 關 する 雜事諸 篇を收 めた ものである。 そのうち 歌 

に關 して は、 「柿 本 集 考證. 一と、 「勅撰集 選出 歌 考證」 とが 主な ものであるが、 前者 は 所謂 歌仙 歌 

集 (三十 六 人 集： 一中の 柿 本 集で、 純 粹に人 麿 作と 看做し 得ぬ 紛亂 した ものである。 併し 或 時代に 

人 麿の 歌が かかる 有樣を 以て 傳 へられつつ あつたと いふ こと を觀 察する に 便利で あり、 訓 など 

の 上に も 少しく 參考 とすべ きものの あらむ こと を 思 ひ、 夙く から その 小 考證を 志して ゐた もの 

である。 後者 は 評 釋篇と 幾た び も 重複す る 嫌 ひ ある ものであるが、 古今 集 以後の 勅撰集に 人 麿 

の 歌が いかに 取极 はれた か を 知る うへ に 便利 だら うと 思って 纏めて 見た ので ある。 そのうち 

例へば、 人 麿 作と 謂 はれて ゐる、 『ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧に 島が くれゆく 舟 をし ぞ思 ふ』 と 

いふ 歌 は、 實は 古今 集に 作者 不詳の 歌で あるから、 評 釋篇に は 出て 居ない。 また、 小 會百人 一 

1 


二 

曾に 人 麿 作と せる" 『足 引の 山鳥の 尾の しだり 尾の ながながし 夜 を 一 人 かも 寐む』 とい ふ 歌 も、 

萬 葉 集で は 作者 不詳の 歌で あるのに、 拾遺 集に 人 麿 作と して 載った ために、 小 倉 百人一首 も そ 

れを 踏襲した ので ある。 さう いふ 種類の 歌 は 總て評 釋篇に は 出て 居ない ので、 やはり 此卷で 記 

して 置く 方が 便利で あ るから、 煩瑰 重複 を 厭 はす それ を 纏め たのであった。 

「鴨 山 後 考」、 「辛 乃埼 考」、 「藤 原宫 御井 考」 等 は 皆 小 考證に 過ぎぬ けれども、 私の 主觀 では 全 五 

卷を 通じて 最も 心樂 しい 部分に 屬 する ものである。 特に 人 麿 臨終 地に 關 する、 「鴨 山 後考」 は、 

つのめ やま.  かも やま 

嘗て 「鴨 山考」 で 結論した 柏 淵 村 小 原の 津目 山から、 淵 村 湯 抱 湯 谷の 鴨 山に 移動した もので あ 

り、 私 はこの 小發 見を樂 しんで 終身 厭か ざら むとして ゐる。 

その他の 雜纂 は、 取 立てて 云 ふ ほどの もので はなく、 神道で 人 麿 を 取扱った 部分、 人 麿 肖 

像、 人 麿 地理 踏 查錄、 文獻 補遺 等 若干の 小 文 は、 寧ろ 總論篇 の 補 遣と して 役立つ に 過ぎぬ もの 

である。 

數篇の 「小 考」 は、 これ もまた 評 釋篇の 部分的 補訂に 類す る ものである。 評釋篇は能ふかぎh^ 


勉強した ので あつたが、 執筆 年代に よって 齊 一の 手際 を缺 き、 いまだ 顚 倒錯 認の 缺點を 免れ 得 

ない とお も ふので、 先づ この 志 を 示した のであった。 向後 も 先輩の 敎をぁ ふぎつつ、 みづ から 

獨 斷に惜 する こと を懼 れつつ、 この 企を續 行したい と 念 ふので あるが、 この 拙著 も旣に 冗長に 

わたって しまったので、 本卷を あはせ た 五 冊 を 以て 一 先づ打 切る ことにし たいとお もった ので 

ある。 

顧れば、 總論 篇を發 行した 昭和 九 年 以来、 この 雜纂 篇を發 行す るに 至る まで 足掛け 七 年の 歲 

月を閱 した。 その 間 諸 先生 諸 友人の 敎 示鞭楗 助力 を 得た こと 極めて 多大で ある。 私 はこ こに 深 

き 感謝の念 を ささげる。 

布 本人 麿 は皇國 歌人のう ち 最も 尊敬すべき 一 人で ある。 それにむ かって 縷々 として 論 謂の 語 

を 聯ね來 つたの は 分を踰 えた 所爲 であった かも 知れぬ けれども、 然も 私の 心中に は 常に 一 家 見 

の妄縱 に陷ら ざら むこと を 期して 居た ものの 如くであった。 若し 不幸に して 世の 人 麿 を 崇ぶ人 

, 、のために 阻碍 とな h^-m 粋と なったならば、 それ は 私の 力の いまだ 足らざる がた めで ある。 

三  ， 


四 

本卷の 原稿 は大體 昭和 十四 年 春 纏った。 爾來 原稿 校閱 . 校正 . 索引の 作製に は、 柴生 田稔、 

佐 藤 佐 太郞、 山 口 茂吉三 氏の 盡カを 煩 はし、 發行萬 端 は 岩波 茂 雄 氏の 厚意に よった こと を 衷心 

感謝す る ものである。 昭和 十五 年 一 月 吉日、 齋藤茂 吉識。 
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ロ繪 採 幽筆人 腐 像 (小 坂 順 造 氏藏) 
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境內 出土)。 齋部式 及 彌生式 土器 (粕淵 村 小學校 附近 出土)。 石器 (粕淵 村小學 校境內 出土)。 繩紋 土器 

「粕淵 村 小學 校境內 出土〕。 彌生式 土器 及敲石 (濱原 村 上川戶 出土)。 石器 (粕淵 村 小 原 及 高 畑 出土)。 

揷圖 辛 乃 51? 考附圖 唐 鐘. 疊浦 • 犬 島。 唐 鐘 *疊 浦。 カラ ノ浦 (國郡 全 圖)。 カラ ノウ ラ (大日 本 輿地 便 覽)。 

カラ/浦 (大日 本 國細圖 )。  ， 

摘圖 藤原宮 御井 考附圖 第一 部 (a)  H. 成 山。 第二 部 (b) 傳藤原 宫址土 壇の 森-鴨 公小學 校" 第一 部 (C)  土 

壇の 森 • 鴨 公小學 校。 第一 部 (a)  土 壇の 森 • 鴨 公小學 校。 第一 部 (a) 水中 狀態。 第 一 都 (b) 水中 狀 

態。 第二 部 (=0 耳 成 山。 第二 部 (6  土 壇の 森. 鴨 公小學 校。 第二 部 (b) 高殿 部落 內。 第二 都 (c)。 

第三 都 (a  .b)  土 壇の 森-耳 成 山 • 高殿 都 落。 第三 部 (aj。 第三 都 (b)。 第 四 都 (a) 別 所 八幡 森. 

耳 成 山-土 壇の 森。 第 四 部 (a) 曰 高山。 第 四 都 (b) 香具 山。 第 四 都 (b) 曰 高山。 第 四 部 (C) 別 所 八 

幡森. 土 壇の 森. 耳 成 山。 常 願 寺 井。 第一 部 (b) 。第一 都 (a)。 第一 部 (a)  土 壇の 森。 

揷圖 入耆 地理 圖 大津宫 址圖。 大 津志賀 宫址 • 唐椅。 宇治 河。 吉野川 • 喜 佐 山 • 御船 山。 吉 野川宮 瀧。 吉野 
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川 • 御園 村 • 喜 佐 山 • 御船 山。 宫瀧村 •  宫扯 • 御園 村 • 喜 佐 山 • 御船 山。 喜 佐 山 • 喜 佐 谷 • 吉野山 • 

御船 山 • 柴橋。 初瀨町 • 泊 瀬 山。 三輪 山。 飛鳥 川より 南 淵 山。 三輪 山 • 纏 向 連山。 纏 向山 • 穴師 村。 大 

和 三 山。 畝 傍 山 • 傳藤原 宮址土 境の 森 • 鴨 公 小學校 • 鶯巢 神社。 耳 成 山。 雷 岳 • 飛鳥 川 . 豐浦 村。 三輪 

山の 一部 • 纏 向 連山。 纏 向山 . 衾 田 墓地。 飛鳥 村 . 矢 釣 山。 駕川 ニー 上 山. 畝 傍 山。 雷 岳。 香具 山 • 

南 浦" 畝 傍 山 • 一 一 上 山。 耳 成 山 . 傳藤原 宫址土 壇の 森。 大輕 •  a 瀬の 一部. 畝 傍 山。 五條 野 . 眞弓丘 の 

一 部。 岡 寺より 橘 • 眞弓 丘。 甘欞 丘より 雷 . 香具 山 . 耳 成 山 • 鶯巢 神社。 嫩草山 • 三 笠 山 • 春 曰 山 • 高 

圓山。 東大寺 大佛殿 • 奈良 公園 • 嫩草山 • 三 笠 山 • 春 日 山。 三 瓶 山 • 石 見 安濃 都 佐比賣 村の 高原。 石 見 

安濃 郡 浮 布 池。 石 見 安濃 都 山道 S 笹。 砂彌 島。 砂彌 島の 礎。 淡 格 野 島埼。 明 石 海峡。 加 古川 口  • 高 砂 町 

秘 原。 飼 飯の 海 . 慶野 ® 原。 飼 飯の 海。 

痛圖 入膂 肖像 宗 武考按 (著者 藏)。 宗 武考按 (ヒ岐 善 麼氏藏 )。 小 堀 辆昔筆 (宇都 野 研 氏 藏」。 小 堀 g 音 筆 (宫 

森 麻 太 郞氏藏 )。 瀧 上 寺藏。 土 佐 光高 筆 (著者 藏； r 渡 邊綱亲 氏藏。 仁 阿 彌道八 作陶像 (高 欉道八 氏 藏)。 

北大 路魯卿 氏藏。 文字が き 人 磨。 人 B 大明 神火 防 神託" 傳小野 篁 作 石像 (秋 元 氏 藏)。 木像 「福 岡 某氏 蔵)。 

高 取 燒陶像 (仲 田 氏 藏)。 


柿 本 集考證 


lit 本 集に 就いて 


I 

it 本 集 は、 公に せられた ものに、 歌仙 家集 本 ニニ 十六ん 集 本) と 群 書類 從 本との 二種が ある。 前者 

は、 正 保 四 年刊 行の 流布本の ほかに、 和歌 叢書、 歌仙 家集、 國歌 大系、 續國 歌大觀 等に 收め もれ、 

後者 は 覆刻の 群 書類 從ニ 種類 Q 中に 收錄 せられて ゐる。 私の 校合に 用ゐた 底本 は 前者であって、 後 

者 及び 其 他 を 以て 比較 對校 した。  • 

【歌仙 家集 本 r 歌仙 家集 本 柿 本 集の 歌數 は、 博 文 館 和歌 叢書 本 (佐 佐 木 信耦氏 校訂)、， 及び、 歌學 書院 

歌 寄 刊行 會本 歌仙 家集 (中 川 恭次郎 氏 校 G 共に 合計 三百 一 首で ある。 然るに、 續國歌 火觀本 (松 下 大三郞 

氏 校お 及び 國歌 大系 本 3 連恒氏 校訂) 共に 二百 九十 九 首で ある。 此は 流布本 歌仙 家集に 據っ たもので 

ある。 同書に は、 『書寫 本色 紙 手跡-：: 體也、 -M 長 五 年 六月 日、 此本以 三ケ之 本校 正 了， 同 六 年 三月 
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四 

日、 藤 原 朝臣 帖』. 『正 保 四 丁亥 曆 八月 書林 中 野道 也綠 梓』 と ある。 そして 二 首 不足した の は、 

秋風の 日 ごとに 吹けば 露お もみ 获 のした 葉 は 色 づきに けり (ニー 七番) 

秋の 田の かわ ほに つくりい ほ b して ひまな く  1^ を 見る よし も 哉 (一四 五番) 

の 二 首であって、 それ を 他の 古鈔 本に よって 增補 すれば 三百 一首と なる わけで ある。 右の 如く 歌 

仙 歌集 本 柿 本 集の 歌數は 三百 一首で あるが、 少しく 形 を變， へて、 寧ろ 重出と 看做しても いい 程の も 

のが ある。 

さ、 なみの しがの からさき 行て みれ ど 大宮人の 船 まちかねつ (五 四番) 

さ 、なみ やしが のから さき 來 たれ ども 大宮人の 船 まちかねつ (ニー 一番) 

しきた への 袖 かへ してし 君 や たれのう ちの すき を または あはむ や (S 三番) 

しきた への 袖 かへ しきみ 玉 たれの をち に 過ぎた る 玉 も あらむ や は (ニー 一 三番) 

やまの かひ そこと も 見えす しら かしの 枝に も 葉に も 雪の ふれ、 ば (六 四番) 

あしび きの やま ぢも 知ら すし. ら かしの 枝 もた わ、 に 雪の ふれ、 ば (一 五 九 *) 

あすかが はし がらみ 渡しせ かませば ながる、 水 もの どけから まし (四 四番) 

あじろ 木の しらなみより てせ かませば 流る 、水 もの どけから まし (ニー  四番〕 
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あわ 雪の 降る に 滑えぬ ベ く 田 わへ ども 逢 ふよし もな み 年ぞ經 にけ る (ニハ Jfi 番) 

降る 雪の 空に 消 え ぬ ベ くお もへ ども 逢 ふよし もな し 年ぞ經 にけ る (ニー 一一  五番) 

いも やまの 岩ね における 我 を かも 知らす てい もが 待ちつ 、あらむ (六 二番) 

かみ 山の いはね のた まにある 我 を しらぬ. か いもが まちつ 、ませる (六 三番) 

お ふの 海に 船乘 すらむ つまと もに 玉藻の 裾に しほみ ちぬらむ かも (三 六番) 

須 磨の 浦に 船の りすら む を とめ子が あか もの 裾に しほ やみつら む (五 七番) 

〔群 書類 從本 ：！。 群 書類 從本柿 本 集に は 六 百 四十 二 首 f れ fml, ほ， m 賴み と、 一 本 所載 歌 十四 首、 

合計 六 百 五十六 首を收 めて ゐ るから、 歌仙 家集の 約 二倍の 歌數 になる。 また その 揭载の 嚼 序 も 違つ 

てゐ る。 今 試に 表に して その 大體 を. に 示す。 數字は 各 本に 所載の 歌の 番號を 表して ゐる。 
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歌仙 歌集 本に あって、 類從 本に 無い 歌 は 次の 如くで ある。 tfllf^J- 

しき やみの 路の つ 、みの かくれぬ の 行方 もしら す こねり まど ひぬ (1! 六番) 


ふすま ぢみ ひくての 山に 妹 を 置きて 山路 を g けばい けり ともなし (五 OS 

あまの が は 霧た ちわた るた なば たの 天の羽衣 とひ 別る かも (八 五番) 

秋され ばか， り 飛び越 ゆるた つた 山た ちても ゐても 君 を こそ 思へ (二 五 一番) 

夜 を 寒み あさ 戶を あけて 出で ぬれば 庭 も はだら に 雪 ふりに けり (一 六 〇 番) 

あさ きりあ ひ 降來る 雪の 消えぬ とも 君に は 逢 はむ と 我歸， 0 きたる (一 六 六番) 

こひつ つもけ ふ はありな む 玉く しげ あけなむ あす をい かで 暮 さむ (一 九 四番) 

まき もく の 山べ ひびきて 往く 水の みな わの ごとに 世 をば わが 見る. (二三 一番). 

秋田莉 るかり 庵つ くり わが 居れば ころも 手 さむし 露ぞ 置きけ る (二三 三番)  - 

右のう ち、 『こひつつ もけ ふ は あ， 0 なむ』 は、 直ぐ その 前の、 『わびつつ も 今日は 暮 しつ 霞た つ あ 

すの 春 日 をい かで 暮 さむ』 (一九 一一 一番) が類從 本に あるので、 類從 本で は、 重出 歌と して 取极 つたの か 

も 知れない。 

類從 本の 本 をな したと 思 はれる 寫 本の 終に は、 『萬治ニとせ小錄後の八日豐の前中^！^河 にし て書 

人の 歌 あり。 詠譽宗 連坊。 華 押』 とい ふ 識語が あり、 なほ、 この 寫 本に 無くして、 歌仙 家集 本に あ 

る 十四 首の 歌 を、 一 本所载 歌と して 增 補して ゐる。 それから、 その 終に、 『右人 磨 集 以橋本 肥 後 守 經 

九 


一 〇 

亮 本書 寫以 一 本 印本 及 萬 薬 集 校正』 と 記して ある。 

類從 本に あって、 歌仙 家集 本に 無い もの を 次に 列. 記す る。 

昨日 こそ 年 はくれ しか 春霞 卷 日の 山に はや 立に けり 

きの ふこ そ 月 は 立し か い つ のまに 春の 霞の 立に ける ぞも 

雪 さむみ 咬け どき かれぬ 梅花な ほこの ころ はしかと あるか は 

梅花 さきて 散と はしらぬ かも 今まで 妹 か 出て あ ひみぬ 

河水に 蛙 なくなり 夕され ば 衣手 さむみ つまま くらせむ 

わがせ 子 をなら しの 岡の 呼子 鳥 f_ よびか へ せ 夜の 更けぬ とに 

よそに 有て 雲 ゐに見 ゆる 磯の 上に 散る 花 を とらで は あ ら じ 

朝 な /、 わがみる 柳鶯の きゐて 鳴く ベ き 時には あらぬ 

とまりる て かづら. き 出 を 見渡せば み ぞ れぞ 降る まだ 冬ながら 

靑柳 の かづら にす ベ く あるまでに まて どもな かぬ 鶯 の 聲 

春雨 のうち， ふる ごとに わが 宿の 柳が 枝 はいろ づきに けり 

今 さらに 雪 ふらめ や も かげろ ふの も ゆる 春 曰と なり にし 物 を 


春雨に も ゆる 靑柳 手に 持ちて 日 ごとに みれ ど あかぬ 君 かな 

こ 、にきて^|^日の原を見渡せば小松が上に霞たなびく 

わが 宿に 鳴きし 雁が ね 雲の上に 今宵 鳴くな りくに へ 行く かも 

春され ば 野べ に 鳴きて し 鶯の聲 も 聞え す戀 のしげ きに 

卷霞 たなびく 山の 櫻 花 はやくみ てまし 散り 過ぎに け， 0 

櫻 花 枝に なれたる 鷥 のうつ し 心 も わがお も はなく に  . 

我 宿の 花 橘に 時鳥 さけびて なかむ こ ひのしげ きに - 

我がせ こ をう らまち かねて 時鳥いた くな かなむ 戀 もやむ やと 

我が ごとく  i; を まつと や 時鳥 こよ ひす がらに いねが てに する 

萩の 花 枝 もた わ 、に 露のお きさむ くも 夏の なりに ける かな 

わたし 守 舟 はや わたせお とよば ふ聲 もき かぬ か梶音 もせす 

夕立の 雨 ふる 每に 日 野の 尾花が 上の しらつゆ おも ふ 

この くれに 秋風 吹きぬ 白露の あら そ ふ 花の あす み ざ ら む 

てま もな く う ゑ し 草ば を 出で みれば 宿の 初 萩-^ き にけ るか も 

一 一 


一 二 


秋風 はす、 y しくな りぬ 駒な ベ ていざみ に ゆかむ 萩の 花み に 

秋 霧の たなびく を 野の 萩が 花 今や 散 るら むい まだ あかなく 

秋風 は 日 ごとに 吹きぬ 高 松の 野べ の 秋 萩 ち ら まく をし み 

雁が ねの きな かむ 曰 迄み つ 、 あらし 此の 萩原に 雨な ふ， こ 

わが 衣 すれる に は あらす 高 松 の 野 を 行きし かば 萩 の すれる 

さきぬ 共 しられ じ 我 はた、：/ にあら む此秋 萩に しらで を あら 

みま ほしく 我 待ち 戀 ひし 秋 萩 は 枝 もた わ 、 に 花 きに けり 

秋 萩 はち，.^ はてぬ ベ み 立より て みれ ども あかす 君と しあれ 

夜 をさむ み ころも 雁が ね 鳴くな ベ に 萩の 下葉 は 色 づきに けり 

雁が ねの さむき 夕べ の 露なら む 春 日の 山 を もみだす 物 は 

かりがねの 聲聞 くから にあす より は 春 日の 山 も 紅葉 そめな む 

雁が ねの さむくな るよ b 水 く きの 岡の 木の葉 は 色 づきに け， 0 

ことさらに 衣 はす、；/ し 女郎花 さく 野の花に 句 ひて をら む 

おく 山に ありて ふ 鹿の よ ひさら す 妻よ ぶ 萩の ちら まく をし も 


そ 

む 


白露に あらそ ひか 

た づ がね のけさな 

むば 玉の 夜中ば か 

此の ごろの 秋の あ 

秋 萩の さ き た る 野 

.E へま で い た せ る 

きりん、 す 我が 床 

白露 をと らばけ ぬ 

ます か、；^ みみな ふ 

曉の 時雨の 雨に ぬ 

秋 山 を ゆめ 人 かく 

物お も ふと かくれ 

紅葉ち る 時になる 

秋の 田の ほむけ の 


ねて さけ る 萩ち らば をし 

くな ベ に 雁が ねの い づ く 

りは覺 束な 幾よ を へ て か 

さけの 霧が くれ 妻よ ぶ 鹿 

ベ は さ を ^i- の 分 れ つ 、 ね 

年 はお ほかれ ど嶺 にも 尾 

の 上に なき 明す おき 出で 

ベ み いさ もに も 露に いそ 

ち 山 はけ ふ も かも 白露お 

れゎ， にわかす がの 山 はい 

な 忘れに しその 紅葉ば の 

の み ゐ て け さ みれば 春 日 

らしつ ま をと こ 桂 Q いた 

風の かたよりに 我 は 物お 


くも 雨な 降 6 こそ 

を さ し て雲隱 るら む 

おのが 名 をよ ぶ 

の聲 のさ やけき 

は妹戀 を. する 

にも さ を 鹿の 鳴く 

ぬるに ぬれ ど ねられす 

ひて 萩の 遊びせ む 

き て 紅葉ち るら む 

ろ づ きに け， り 

おも ほ ゆる かも 

の 山 は 色付きに け. 

く 色付きぬ れば 

も ふつれ なき 物 を 


一 四 

橘 を もな への 家の た わせ かると て 過ぬ こしと すらし も 

さ を 鹿の を 野の 草ぶ しいち じる く 我 もとはぬ に 人の 知 るら む  . 

わが 宿の はぎ さきにけ. リ 散らぬ まに とくみ にこな む 都 里人 

草深み き， 0 ん、 すお ほく 鳴く 宿の 萩 見に 君 はいつ かき まさむ 

故里の はつ 紅葉ば を 手 折りつ 、今ぞ わがくる みぬ 人の ため 

心なき 秋の 月夜の 物 思 ひに ぬれ ど ねられす てらしつ 、ふる 

朝な/、 立つ 川ぎ り を 寒み かも たかはし 山の もみ 訂 そめけ む 

秋 くれば かぶりの 山に 立つ 霧 を 海と ぞ みつる 波た 、なくに 

さ を 鹿の 戀を しのぶと. f  / 、聲 のい はむかぎ り はなびけ 获原 

など 鹿の わ ひなき すらむ よそ にても 秋 野の 萩に 繁く あるら む 

足 引の 山の 木 かげに 鳴く 鹿の 聲 もしのば す 山 田 もらす と 

秋風 はさむ く 吹くな り わが 宿の 淺ぢが もとにき り ん、 すなく 

秋の 野の 尾花が くれに 鳴く 蟲の聲 を 聞けば か 我 も 我 妹 も 

秋 萩の 枝 もた ゎゝ に 露 もお き 寒く も 秋の な. 0 にけ るかな 


春 はもえ 夏 は みどりに くれな ゐの ぃろにみゅめる孜の山-^-な 

い も が 袖 ま き の 朝霧 を. しむら む 紅葉 は ち れる くち をし きか も 

紅葉ば の 句 ひは繁 くな， 0 ぬと も 妻な しの木 を 手 折り かざさむ 

露霜の さむき 夕べ の 山風に 紅葉し にけ る 妻な しの木 は 

雁が ねの きな きしから にから 衣 立 田の 山 は 紅葉 はじまる 

屈 吹けば もみむ 散りつ 、暫く も 我 まつ はらに きょ ら なく  二 

^  > 」 そ は 今お きて ゆけ 伊 駒 山 打ち こえ くれば もみた- '散りつ、 

秋 萩の 下葉の もみ 訂 色に 出で て 時 過ぎ ぬれば 後戀 ひむ かも 

色付きぬ 有 明の 月 もな ふり こそ 妹が たもと もま か ぬ の 日よ 

くれな ゐの 八し ほの 雨 はふ， 0 けらし 春 日の 山の 色付ぐ み e ば 

あやしく もき なかぬ かり か 白露のお きて 朝 はさび し き 物 を 

わが 宿の 淺茅 生まで も 色付 き ぬまだ こぬ？ は な に の 、い】 ぞ 

秋 霧のお とろへ なむ 思 ふか も 野べ に 出で つ 、さ をし かの なく 

妹 力 紐と くと むす ふと 立 田 山 今 こそ もみお はじめた りけ 1 

1 五 


足 引の 山 田の 稻は ひて すと もつな だに は へ よもる としる がね 

たかまつ の 此のみ ね 每に風 吹きて 紅葉た えたる 秋の， 月 かな 

妹 を こ ひとこし の 池の 波 まより とりの ね 聞 ゆ 秋 はきぬ らし 

け ふくれて あすに ならな む 神無月 時雨に まが ふ 紅葉 かざさむ 

君が 家のと もしき 紅葉 とくは 散る 時雨 の 雨に ぬらさ ざら なむ 

おしてる や 難 波 堀江の 蘆べ に はかりね たるら し 霜の ふれる に 

いそぐ ともよぶ かく 行くな 道の へ のこ 笹が 上に 霜の ふれる に 

あさ 月の 峯 なほく も るうべし こそ 籬 のうちの 雪げ さえけ り 

ことならば 袖 さへ ぬれて 通 ふべ く 降， 0 なむ 雪の 空に 晴れ 行く 

いといた く ふ らぬ雪 ゆ ゑ こ とお ほけ に 天つ み 空 は 曇 あ ひつ > - 

妹が 家 は 我 まど はしつ 久 堅の 空より 雪の なべて ふれ、 ば 

笹の 葉に はだれ ふり 被 ひけ 永く も 忘れす とい はば 我も賴 まむ 

霰 ふりいた くも ふぶき さむき よは はたのに 今宵 かり 人の ねむ 

天 少女 のぼるの 山の 峯に ふる 雪 は 消えし とつげよ そのこに 


天と ぶ やかり の翅 のお ほひば の いづく も h 二し か 霜の 置 くらむ 

我がせ こと 朝な/.、 に 出で みれば あは 雪 ふりぬ 庭 も はだら に 

常 はさ も 思 はぬ 物 を 此の 月の 過ぎ かくれ 行く をし きょひ かな 

あすの 夜 を 照す 月影 かたよりに 今宵に よ， 0 て 夜な がから なむ 

玉 だれの こすの ま 遠し 獨りゐ てみ る しるしな き 夕月よ 哉 

百 敷の 大宮人の まかり 出て あそぶ こよ ひの 月の さやけ き 

ます か、；^ み 照る 月影 を 白妙の 雲 かくせる か 天つ き.. >  かも 

足 引の 山川の せの あるな ベ にっき ゆみな がく 雲 立ち わたる 

お ほうみ はし まも あらな くに 海原 やた ゆた ふ 波に 立てる 白雲 

我がせ こ が 袴の 裏 を そ めむ とてけ ふの こし 雨に 我ぞ ぬれぬ る 

いにしへ のこと はしらね ど 我 みても 久しくな りぬ 天の かぐ 山 

さほ 川に 遊ぶ 千鳥の さよ ふけて 鳴く 聲 聞けば い こそ ねられね 

比，：： 人の 戀 ひしみよ しのけ ふみれば むべ もい ひけり 山川き よみ 

うぢ 川に おひた る も河淸 みとらで 來に ける つとにせ まし を 


さよ 更けて 堀：： d こぐな る 松 浦 舟 かぢ音 たかしみ を はやみ かも 

いとま あらば とりに きませ よ 住吉の 岸に 生 ひたる 戀 忘れ 草 

住吉の 岸に 心 をお きつべ によす る 白波み つ 、思 ふらむ 

すみよし の 沖つ 白波 風 吹けば きょれ る はま を み れば きょし も 

夕され ば梶 音すな り あま を 舟お きつ めかり に 出 づ る なるべし 

草 まくら 旅に しあれば 秋風の さむき 夕べ にかり 鳴き わたる 

玉つ 島 みれ ども あかす いかにし てつ 、み もたらむ みぬ 人の 爲 

むば 玉の 黑 かみ 山 を 朝 こえて 山 下つ ゆに ぬれに ける かも 

さほ 山に たな 引く 雲の た ゆた ひに 思 ふ 心 をい まぞさ だむ る 

あまとぶ やかり の 使 もえて しがな ならの 都に ことづて やらむ 

た ひに なほ ひもとく 物 を ことしげみ まろね 獨 する 長き 今宵 を 

ふな 風の かく 吹く まで もい つまで か 衣 かたしき わが 獨り ねむ 

こ 紫 ほす かはくれ ぬ いづく にかた ま 宿から むさと はらに して 

離れい そに 立む ろの 木うた かた も 久しき 年の 過ぎに ける かも 


こ ね 山した ゐの 下に 嗪く 鳥の 聲 だに きかば 何 かなげ 

もがみ 山す がきせ しょり 心 あ，^ てま かり 歸 せる やかた 

、れ 行く さ を 鹿 はみ えね ども 妹が あたり は みれば 


か も 

をの 鷹 


草が く 

春雨に 

朝 さく 

くだら 

旅に し 

いにし 

朝な / 

m -〕 は や 

おして 

出た か 

t ど h 


の いろは ひ. ぢ つと も 妹が 家お の 山 はこえ な む 

ベ はし ぼむ 月 草のう つろ ふ 色 は 人に ぞ ありけ 

か はせ を はやみ 我せ こが あしの 底に も ふれて 

あだね する 夜の 戀 しくば 我が家の 方に 枕せ よ 

の ふるき 翁の いは ひつ 、楠 ゑし 小 松 は 苦 生 ひ 

みすば 戀 ひなむ 草枕た び 行く 君が かへ， 9  くる 

吹く 秋風 か 旅ね して 衣 かすべ き 妹 も あらな く 

きまた いぶかしく 思 ひける 古 へ 人に あ ひみつ 

や 山す げか さ をお きふるし 後 は 誰き む 物なら 

ド行く 水のお ちた ぎつ うら 波 みれ ど あかぬ 君 

くみ 吉野 川の 河 ご ゑの な， 0 やむ 時 はなき に 思 


る 

ふる 哉 

き み 

二け り 

ま で 

かも 

るかな 

なくに 

力 も 

ふきみ 

一 九 


二 〇 


瀧の 上の みふね 

あ ら のらに あれ 

稍 まじる 我が 玉 

わたつ 海の もた 

臂は 時々. けど 

都ぢは 我れ もし 

うち ひさす 宮ぢ 

かの 岡に 萩 かる 

さ 、波 やしが の 

さ 、波 や 志賀の 

か た絲 もて 莨く 

力ら 錦。 もとき 

月し あれば 明く 

さ を 鹿の 岡の か 


の 山 はおきながら 思 ひ 忘る 

は あれ ども 大君の しきます 

の緖 をお ほくに は 大和へ か 

る 白玉み まほし き 岩 ふち 巡 

東路の 君が たより はまて ど 

りたり その 道 は 遠く も あら 

にあり し 人妻 はねた し 玉の 

をの こし かな かり そ ありつ 

てこら のま かりにし 川せ の 

-K わたよ ど むと もい にしへ 

玉の緒 をよ わみ 亂れ やしな 

あけて ゆ ふ 人 も 知らぬ 命 を 

らむ わき もしら すして ねて 

やぶし いちじる く 我 はしら 


、時の まもな し 

よ ひ は 都と なり 

とも 同じと ぞ田 J 

り あさ， 0. する 力 

こぬか も 

す， はふれ ども 

をの 思 ひ 亂れて 

、 も 君が きま さ 

道 を みれば 悲し 

人に 叉 あはめ や 

む 人の しるべく 

戀 ひつ 、や あら 

明し 、 も 人 見け 

ぬに 人の しるら 


ぬ 

も 


ねに し夜ぞ 多き 

むみ まぐ さに せむ 

も 

むか も 

む  ； 


つるば みの あはせ の 衣の 裏にせば 我が 袖 ひめ や 君が きまさぬ 

奧. E の 岩 かきぬ まの みごもりに 戀 ひや 渡らむ あ ふよし をな み 

わぎも 子に 逢坂 山の しの 薄 ほに は 出です て戀 ひわた るかな 

朝 はさき 夕べ はし ぼむ 月 草の けぬ ベ き 戀も我 はする かな 

^が あたりみ つ 、 を をら-む 伊 駒 山 雲な かくし そ 雨 はふる とも 

け ふの 日の 曉方 になく つるのお も ひ は あかす 戀こ そまされ 

^こふと 庭に し をれば うちな びき 我が 黑 かみに 霜 置き まよ ひ 

み 狩す る 狩ば の を 野の なら 柴の なれ はま さらで 戀ぞ まされる 

紅の あさ はの 野ら にかる 草の つ かの まもなく 忘られな くに 

この頃の 有 明の 月の あ， 9 つ 、も 君 をば おきて 待つ 人 もな し 

よそに して 戀 はし ぬれ どい ちじる く 色に は 出で じ 朝顔の 花 

宮木 ひく  C 水の 杣に 立つ 民の やむ 時 もな く我戀 ふらく は 

戀る ひのけ 永く あれ ど 御園 ふのから あやの 花の 色に 出に け .、 

久 堅の あまて る 月 も かくれ 行く 何に よそ へ て 妹 をし のばむ 

二 一 


ニニ 

港 日 山雲ゐ かくれ て 遠 けれど 家 はお も はす 妹 をし ぞ 思 ふ 

この 山の 嶺に 近し とわが みつる 月の 空なる 戀 もす るかな 

波 まよ， o- み ゆる. こ 島の はま ひさぎ 久しくな り ぬ fj?^ にあ はすて 

わぎもこ は 衣なら なむ 秋風の さむき 此の頃し たにき まし を 

膝の 花 咬き て 散りに き 秋 萩 はさきて 散りに き 君 待ちが てに 

さくら あさのお ふの F 草-惑し あらば 明して ゆかむ お や 知 共 

三輪の 山 やました とよみ 行く 水の み をし 絶えす は 後 も 我が 妻 

久か たの あまて る 月の 雲 まに も 君 を 忘れて 我 思 はなく に - 

い へ の 井の たまわけ 里に 妹 をお きて 戀 ひや 渡らむ 長き 春 日 を 

天雲 をち へに かき 分け あまくだる 人 も 何せむ 妹が あはす は 

こと 絕 えて 今 はこ じと は 田 5 へ どもせ き あへ ぬ、 いなほ 戀ひ にけ り 

梓弓 引き はり 持ちて ゆるさぬ にわが 思 ふ 心 君 はしらす や 

今 も 思 ひ 後 も 忘れ じか. 0- ごもの 亂れ ての みぞ 我戀 ひま さる 

打ち 靡き 人 もね つれば ます 鏡と ると 夢に みつ 我戀 ひま さる 


あ ひ 思 はぬ 妹 は 何せむ うば 玉の 一 よも 夢に みえ もこな くに 

夏草の しげき わが 戀住吉 の 岸の 白な み 千 重に つもりぬ 

さかきに も 手 はふるな る をう つたへ に 人妻 なれば こ ひぬ 物 かも 

島 づたふ はや ひと 舟の 浪 高み ひとよよ どます たえむ と 思 ふな 

獨， 0 ゐて思 ひみ だれて あま 雲の た ゆた ふ 心 わが 思 はなく に 

我がせ こが 家を賴 みて 足 引の 山 すげ 笠 をと もで 來に けり 

妹み て は 月 もへ だてす いその さき 道な き 戀も我 はする かな 

夕され ば 野べ に 鳴くて ふか ほ 鳥の かほに みえつ 、忘られな くに 

時 鳥^く さほ 山の 松の 根の ね も ごろみ まく ほしき 君 かな 

み 熊 野 に 立つ 朝霧 の絕 えす して 我 は あ ひみむ た 、むと 思 ふ な 

後つ ひに 君 を み むと てう ち な び き わが 黑 かみに 雪の ふるまで 

け ふ/、 と i; を 待つ 夜の ふけ ぬればな がき 心 を 思 ひかね つる 

雨 ふるに よは 更けに けり 今更に 君き まさめ や 誰かき てね む 

かくてし も戀 ひし わたれば 玉き はる 命 もしら す 年 は へ にけ り 

二三 


二 四 

つくも 川た ゆる 時な く 思 ふに は ひと ひも 妹 を 忍び かねつ 、 

かく 戀 ひむ 物と しりせば 梓弓す ゑの なか 頃 あ ひみて しがな 

かさ 、 ぎの はねに 霜 ふり さむ きよを 獨ぞ ねぬ る 君 を 待ち かね 

石 上 ふるの わさ 田の ほに は 出す 心のう ちに こ ひや わたらむ 

わが 戀 ふる 心 を しらす 後つ ひに か 、る戀 にも あは ざ. ら め や は 

立 田 山嶺 の 白雲 た ゆた ひに 思 ひしゃれば まつ ぞ すべ なき 

あざみ つ む 春 日の 露のお きそめ てし ばし もみねば 戀 しきき を 

靑 柳の しげり に 立ちて まど ふと も 妹と むす^し 紐と け め や は 

山越え て遠く い にし を い か で か は此 の 山 こ え て夢 に みぇ^^ む 

たらち めの 母が て 離れ かくば かり しき 戀は いまだせ なくに 

いっとても 戀 せぬ 時 はな けれども 夕 さる 、 ま は戀 しき はなし 

わが 後に うまれむ 人 は 我が ごとく 戀 ひせむ 道に あ ひ あ ふな 夢 

よしやよ し こざらむ： を 如何せ む 厭 はぬ 我は戀 ひつ 、 をら む 

君 を われみ まく ほしき はこの 二 夜 年月の ごとお も ほ ゆる 力な 


秋風の jjf?? く 吹くなる わが 宿の 淺 茅が もとに ひぐ らし も 鳴く 

玉 だすき かけぬ 時な く我戀 ふる 時雨し ふらば 行きつ 、もみむ 

さも こそ は 身 は、 いに も あら ざらめ 身 さ へ ひに たが ふなり け 

玉 かつらと いふけ きつ 、さぬ るよ は 年の まれよ にた、；/ 一  よの み 

うち ひさす みやお に 人 は 多 かれ ど 我が 思 ふ 人 はた、；/ 一  人な り 

(ママ) 

あら 玉の 年 はふれ も わが 戀 ふる あしなき 戀の やまぬ かなしき 

行き ゆけ ど あはぬ 物 ゅゑ久 堅の 朝露 しもにうる ひぬ るかな 

戀 ひしき に ひ を やれ ど やられぬ は 山 も 川せ もしらぬ な. 0 けり 

.E しなの 木幡の 里に 馬 は あれ どかち より ぞ ゆく  を 思 へ ば 

水の 上に 數 かくが ごと わが 命 君に あはむ とうか ひつる かな 

我 § ゑ にい はるる 妹が たかき 山嶺の 白雲す ぎに けむ かも 

むば 玉の 黑か み 山の やくさに 小雨 ふりしきます/、 ぞ思ふ 

わが 妹 も 我 を 思 はばます か .v> みと， 0  二し も 月の 影 ぞみざ ら む 

曉 にさす つげぐ しの ふる けれど 何ぞも 君が みれ ど あかぬ かも 


五 


二 六 


玉ば この 道 ゆきぶ りに うらなへば 妹に あ ひぬ と 我に つげけ 一つ 

數 妙の 枕 をし きて ねす 思 ふ 人 は 後に も あひなむ 物 を 

誰か この 宿に 來て とふたら ちね のお やにい はれて 物 思 ふ 我 を 

さ ぬ るよ はちよ に 有と も わかせ こる 思 ひく ゆ ベ き 心 はもた す 

お ほよ そ は 誰かみ むに かむ ば 玉の わが 黑髮 をけ づ りて をら む 

獨， 0 ぬ る 床く ちめ や は あや 筵 をになる まで にぎ を 忍ばむ 

た そかれ とと はば こたへ むす ゑ をな み 君が 使 を 返しつ るかな 

妹戀 ふと わがな く淚數 妙の 枕と ほりて そで ぞひぢ ぬる 

たちて おも ひゐ てもぞ なげく 紅の あか ものす そ を 引きし 姿 を 

思 ふ 事 あま る 時には かひ もな し 出で てぞ 行きし その 門 を 見よ 

夢に 見て 猶 かくば かり 戀 ふ る われ 現に あはば ましてい かに ぞ 

あ ひみて はお もて 隱る 、 物から に 常にみ まくの ほしき 君 かな 

昨日より 今 こそよ なれ 吾妹 子が い かばり かもみ まく ほしき かも 

むば 玉の 妹が 黑 かみ 今夜 もやわが なき 床に なびきて ぬらむ 


色に 出で て こ ひば 人 皆し， 0 ぬべ し 心のう ちの かくれ 妻 かも 

あ ひ み て はこ ひ 慰 むと 人 はい へ どみ ての 後 こ そ 戀 まさりけ 

僞， 0. もに つきて； てす るいつ よ、 りかみ ぬ 人 ゆ ゑに 戀 にしに する 

5tw しなむ 後 は 何せむ わが 命い き た る 日 こそみ まく ほし けれ 

しき 妙の 杈ぅ ご きてい ねられ す 物 思 ふ こよ ひ はやく 明けな む 

夢に だに など か は 見えぬ みえね ども 我 かも 惑ふ戀 のしげ さに 

な ぐ さむる 心 もな きに かくての み戀 ひや 渡らむ 月日 かさねて 

J, 力に して 忘る 、 も のぞ 我せ こに 戀は まさ I ど £ ら X なく： 

力 ひもな き戀 もす るかな 夕され ば 人の 手枕ね ぬる もの ゆ ゑ 

百よ しもち よし もい きて あらめ や は 我が 思 ふ 妹 をお きて 歎 かむ 

玉 ぼ この 道行き ぶ り に 思 はすに 妹 を あ ひ み て な げく 顷 かな 

妹が 袖 わかれし 日よ， 0 久 堅の 衣 かたしき 戀 ひ つ ゝぞぬ る 

むば 玉の わが 黑 かみ を な きくら し 思 ひみ だれて 戀ひ 渡る か な 

今 さらに？^ が 手枕 さだめめ やわが ひもの をのと くと もな しに 

二. V 


大 原の 荒野ら に 我 妹 をお きていね こ そ かねつ 夢に み ゆれば 

夕け にも 夢にも 見えよ 今宵 だ に こざらむ 人 をい つと か 侍た む 

敷 妙の 枕 かさねて 君と われぬ ると はなしに 年ぞ へ にけ る 

山里の 棋の板 の 音 はやみ 君が あたりの 霜の 上に ねむ 

足 引の 山 櫻戶を あけ 置きて わが 待つ 君 を 誰かと.：^ むる 

月淸み 妹に あはむ とた だ もから 我 はくれ ども 夜ぞ ふけに ける 

朝かげに我身はな，.^ぬから衣たもとのぁはでさびしくなれば 

す， 0 衣き ると 夢に みつう つ 、 に はたが 言 の はか 繁く ある ベ き 

しかの あまの しほ たれ 衣な るれ ども 戀てふ 物 は 忘れ かねつ も 

さと 遠み 戀 ひわび にけ ります 鏡面 影 さらす ゆめ にみ ゆれば 

たちの をのお ひに 尺 さす ますら を も 戀てふ 物 は 忘れ かねつ も 

時 も， 0, が う ちな す鼓數 ふれば 時にはな りぬ あはざる も あやし 

灯の かげに か、. - よふうつ 蟬の いもが ゑみが ほ おもかげに み ゆ 

おはたら やいた の 橋の 崩れな ば 桁より ゆかむ こふな 我 妹 子 


八 


せ 戀ふ 

紅の す 

ま の の 

わぎも 

い き の 

玉 の を 

いせの 

思へ ど 

我 妹 子 

明け ぬ 

風 吹か 

H5 ねか 


と ぬ 

そ ひ 

池の 

子が 

み 谷 

を に 

の く 

あ ま 

と て 

の 木 

ぬう 


れ どね も れ 

, 、 道 を 中に 

小 菅の笠 を 

袖 を賴み て 

べに はへ る 

思/ば V、 る 

り よせつ 

の 朝な 夕な 

へ も かねつ 

ふるに あら 

千鳥し ばな 

の 葉が くれ 

につ /  \  ,M  _  J 


き 真 ひ む 時 もま 


つとめて は 

き て 君 やき 

はやし てん 

のの 浦の 小 

か づ ら た ゆ 

玉の をのた 

あ は ざ ら ば 

か づ く て ふ 

引 の 山鳥 の 

沖に すむ 鴨 

敷 妙 の 君 手 

行く 水 の お 

き 名 をば わ 

め や はい つ！ 


誰が のる 馬の足 音 かする 


ま さ む 我 や 行 く ベ 

の と ふ な を 立つ ベ 

菅 の 笠 を と ら で き 

る 時な くみる よし 

え. て 亂れむ 人 は 知 

我 同じ をに あはむ 

あはび の 貝の 片思 

をのな がき こよ ひ 

のうきね の 安け く 

枕い まだ あかなく 

と 聞きし よ b 常に 

が 上に 立つ あ ふと 

しかみ むと 問 ひつ 


き 

き 物 か 

にけ り 

もがな 

ると も 

と ぞ 3-J ふ 

にして 

を 

もな し 

一 J 

忘れす 

はなしに 

る 我 を 

二 九 


わぎも 子に 戀 ひて かひな き 白妙の 袖 か へして は 夢に み え つ 、 

我がせ こが 袂 返せる よるの 夢に まさで 妹が あ ふか こと/ \ に 

おしてる や 山 すげ 笠 をお きふるし 後 は 誰き む 物なら なくに 

紅の 花し ありせば 衣手に そめ つけむ とて 行く ベ くぞ おも ふ 

河 上に あら ふ 若な のな がれても 君が あた， 0 のせに こそ よらめ 

百數の 大宮人 は 玉 ぼ この 道 も 出で ぬに こふる こんかな 

さ を 鹿の なくら む 山 を 越 ざら むひた にや 君が. あは じと はする 

石 上に 生 ひたる あしの 名 を惜み 人に しられで 戀 ひつ ゝぞ ふる 

わぎもこが きすて ふりぬ る あか 衣穢れ ふりな ば戀 やしぬ ベ き 

冬 ごもり 春 さく 花 を 手に と. 0 て 千 か へ ，0 恨み 戀 もす るかな 

山 の 霞 に ま よ ふ 鶯 も 我 に ま さ りて 物 は お も は じ 

吾妹 子が 朝け の顏 をよ くみれば け ふの あい ふ を戀暮 しつる 

さきて 散る 梅が 下 枝に おく 露の けぬべく 妹を戀 ふる 頃 かな 

朝霞 かひ やが 下に 鳴く 蛙聲 だに きかば われ こ ひめ や も 


ひ 


樱 花時 過ぎ ぬれ ど わが 戀 ふる 心のう ちの やむ 時 もな し 

山吹の 匂へ る 妹が はねす 色の あか ものす がた 夢に みえつ 、 

秋の 野の 尾花が 末のう ちな びき 心 もい もに 我. よす るか も 

秋^に 霜 ふりお きて 木の葉ち る 年 は 行く とも 我 忘れめ-や 

紅葉ば に. 5- へ る 衣 我 はきし 君が まつち はよ もき こえ かね 

わが 宿に 今 さく 花 は 女郎花 さらぬ 色に は な ほ戀 ひに けり 

获の 花：？ ふ を みれば 君に あはぬ まの 久し くもなり にけ るかな 

秋され ばかり 人 こ ゆる 立 田 山 立ちても ゐて も！^ をし ぞ おも ふ 

秋の W をつ とに 押 をり おける 露 消え もしな まし 君に あはす は 

ますら をの 心はなくて 秋の 田の 戀には 花 をみ つ、 有な む 

我が 袖に ふりつむ 雪の 流れ出て 妹が たもと に 今 も 消えな む 

夢 の ごとお にあ ひみて かきく らし 降 6,  くる 雪の き え ぞ 返れ る 

ひとめみ し 人 はこ ふらく 搔き暮 し 降， 0  くる 雪の き えぞ 返れる 

かきくもり 降 くる 雪の 消えぬ とも fj;!^ にあ はむ と 永ら へ 渡る 
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梅の 花う ち み 見 ら れす 降る 雪の い 

獨 して 物 をお も ふが すべ なさに い 

うちの 海に 釣す る あまの 舟に のり 

今 さらに 妹に あはで や 春霞た な 引 

相 見す て年ぞ へ にけ る あやしく も 

直 鴨 の 入りて なくね の白菅 のしら 

衣手 もさし かへ つべ く 近 けれど 人 

露草の かりなる 命 ある 物 をい かに 

さ を 鹿の ふす 草 村の みえね ども 妹 

たけと 餘り たかねと 長き 妹が 髮此 

山 草の 白つ ゆお ほみ 袖に ふ る 心 ふ 

よ ならべ て 君 をき ませ も 千 早 振 神 

夕づ くよ 曉が たの 朝 かげに 我が身 

ま 袖 もて ゆか 打ち 拂ひ君 まつと を 


ちじる くし も： K な や り そ 

けど も 妹が あ ふ 時 もな し 

のりに し 心 常 に 忘 れ す 

くの ベ の 花 も 散な む 

妹は戀 すて 戀ひ 渡る かな 

す や 妹 を かく 戀ひ むと は 

め をお ほみ こ ひつ 、ぞ をる 

しりて か 後に あはむ 君 

が あたり を ゆかば かなし も 

の 頃み ねば あげつらむ かも 

かくて 我戀 ひやます 

の 心 をね がぬ 日 はなし 

はなり ぬ 妹 をお も ひかね 

りつる ほどに 月 かたぶきぬ 


おがす む： 一一 笠の 

タ け と ふわが 袖 

待ちわび て う ち 

朝露の 消えみ き 

足 引の 山鳥の を 

妹が 名 も 我 名 も 

白波の 立ちよ る 

お ほと ものみつ 

お ほ 舟の た ゆた 

A さ ご ゐる 沖の 

/、船の 沖に もへ 

な か / ヽ に 君に 

if とる あまの た 

うまや ぢに ひき 


山に ゐ る "直 のた てば 別る 、戀 もす るかな 

に おく 露 を 重み 妹に みせむ ととれば 消 え 

へ は い ら じ 白妙の 我 手に つゆ はおくと も 

えす み 思 ひつ 、また 駒 かへ し を こそみ 

の 人め をば ひとめみ しこ を戀 ふべ きもの 

たて はせ しと こそ ふじの ー咼ね ももえ つ 、 

かたの 荒 機に あら まし 物を戀 ひつ 、あら 

の 白波 妹 をな ほこ ふらく 人の しらで 久し 

ふ 浦に 錨お ろしい かにして かも 我戀 やま 

荒い そに 立つ 浪の 行へ もしら す 我が 戀し 

にも ゐる浪 のよ る ベ も 我 は tic がまに/、 

逢 はす はまきの 浦の 誓な ら ま し を 玉 も か 

く 火の ほのに だに みぬ 人 ゆ ゑに こふる 頃 

舟 渡した I /のりに 妹が 心に の. 0 て ふる か 


め 

渡れ 

す 

く 

さ は 

6 つ > 

か な 

も 
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我 宿の ほたて ふ た 

わが！！ の こと も か 

現に は あ ふよし も 

こむ とい へ ばた-く 

G 妙の 袖 かけし よ 

をぐ る まの 錦の ひ 

忍 ぶ ベ しむす び も 

小.； 車の 錦の ひも を 

あらが ふに しひて 

しほ 衣 あまの 身 か 

孺衣を ほす さ を 鹿 

田 子の 浦 缓の儒 衣 

吹く 風の したの 塵 

ほし わびし 人 を ぞ 一 


か .h つ み は 

た ら む な ぐ 

無し 夢に だ 


；土 だれ 

も をと け 

あへ. f 小 

と き そ め 

もヌ 力お 

と ぞ 思 ひ 

の #t 聞 け 

きたれ ど 

にも あら 

聞 き し ぬ 


の 

一ぎ 

も 

な. 


やし 

さ む 

に ま 

パ く 

を す 

力 も 

の 錦 

る 


ま 

つ 

ン 


みになる 迄 にお を 

る 1^;? が 使 を 待 ち や 

なくみ む 君が 戀 に 

も 心のう に 我 が 思 

のす 力 ざ る ま た も 

我 を 忍 ばば われ も 

の ひも をよ ひ 

たはね す はた、. - 一 


衣 わ 


よに そやな そ ：： ハ 

よに ふれば きぬ 

か ひ よ と ，g-  く に 

に 物 は いよす も 

さ も 立 ち やすき 我 

が 身に な し て 今 ぞ 


こ ュ、 

か ね 

し ぬ 

はな 

あ は 

s は 

ご と 

よ の 

一 よ 

人 も 

ぞ あ 

あ る 


ま て 

て む 

ベ し 

く に 

ぬ に 

み 

の み 

なし 

り ける 

か な 


な き 名 

か な し き 


四 


陛奧 にあり とい ふなる 名 取 川な きな とりて は 

渡.^^ ぬる 身に こそ あ h ける 名と" 川 人の 淵せ 

なき 名 立つ 身の きる 物 は ぬれ 衣 いくか さ  ね と 

しつの をに 掛けて 留めよ 大方 はたが 立 そめし 

我が 屋 にも 55;^ がきるな る ぬれ 衣 をよ にも 嵐の 

同じ 名 を 立つ とした 、 ば ぬれ 衣き て を 慰む う 

おりた、 ぬ ほどば かり を や 名 取 川 渡らぬ 人 も 

夢 な ら で ぁ ふ こ と 難 き ^；^ ゆ ゑ に 我 も 立 つ 名 を 

あ 訂 き なく 名 をのみ たて 、唐衣 身に もなら さ 

君 を われ いくたの 浦の いく 度 かう き 名 を 立て 

なきた むる 淚の 川のう きぬな はくる しゃ 人に 

j!;; とい へ ば 何 かなき 名の をし からむ ょュ、 へ て 

うつ くしと 思 ひし 妹 を 夢に 見て お き て さ ぐ る 

たのむべき 我 だに こ 、 ろ つらからば 深 き 山 に 


く る 

と © 

ぞ限 

なき 

風 も 

らぶ 

な に 

た，、 に 

で や ま 

と 思 ひ 

あ は で 

聞く ち 

に な き 

も 入ら 


力り けり 

ける かな 

ざ -5 ける 

ならねば 

力なむ . 

v_ ま で 

ら なくに 

や は 聞く 

むと や 君 

し 物 を 

立な は 

嬉しき 物 を 

ぞ 悲しき 

むと ぞぉも ふ (^や S 耿都) 
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一一 一力 

この 最後の 歌 は、 諸國の 歌の 中で 歌仙 歌集 本に は、 『たに ご』 (丹き が缺 けて； 丹 後 國不見 如何』 

と 注した 書物 も あるの だが、 類從本 (圖書 寮 本 第二 も) には此 歌が 载 つて ゐる。 勝手に 補充した もの 

か、 歌仙 歌集 本で 脫落 せしめた もの か 不明で ある。 

歌仙 家集 本 柿 本 集 をー讀 した 時、 右の 如くに 群 書類 從本 を參 照した ほかに、 宮內お 圆番 御藏の 

二 本 をも參 照す る こと を 得た。 その 一 つ (53 ぜ) は、 歌仙 家集 本 系統の もので あり、 他の 一 つ 

一) は、 群 書類 從本 系統の ものである。 

【圖書 寮 本 第一】。 岡 書 寮 本 第一 は、 歌仙 家集 本 系統の ものであるが、 大體は 歌仙 家集と 順序 も 等 

しいが、 終の 方の 散 內五筒 國の歌 等は缺 如して 居，. -、 その他に も缺 如して ゐる のが ある。 顺 序の 違 

ふの は、 例へば 一 〇 八番 がー 〇 七番 になり、 一三 二番が ニニ 〇番 にな， 9、 一六 八番 がー 六七番 にな 

つて ゐる 如きで あ. o、 缺如 は、 例へば 二 四番、 二 五番、 四 二番、 四 九番、 五 〇 番、 五六 番、 五七番 

等 を はじめ 三十 二三 首と、 畿內 五箇 國の歌 等で、 また 圆書寮 本 第一 にあって、 歌仙 家集 本に 無い の 

も ある、 例へ ば、 『秋 霧の たなびく をの 、はぎの 花い まや はるらん いまだ あかなく に』 (一 〇 四番の 次) 

の 如きで ある。 その 一々 は  一^一  首の 部に 記して 置いた。 それから、 歌の 違った の も 可な.^ ある。 

その 數例を 云 へ ば、 


あき 山の もみ ぢ お し な み まど ひぬ る 妹 を を し む と 山お く ら し つ (歜； W 家集) 

あき 山の もみ ぢを しげ み ま どひぬ る 妹 を もとむ と山訂 くらしつ (園 書 寮 本 第 一 ) 

かみ 山の いはね のた まにある 我 を しらぬ か 妹が まちつ、 ま せ る (一 欲 仙 家集) 

かも 山の いはね しまけ る われ を かもしら すて 妹が ま ちて らむ かも 广圖書 察 本 第 一 ) 

住 吉の岸 を 田 に ほ ，0. ま きし 稻の ^ る， ほ どまで も あはぬ 君 か な (歜仙 家集し 

住 吉の岸 を 田に ほり さきし 稻 かるまで 妹が あ は ぬ な りけ- 9  (圔書 察 本 第 一 ) 

右の ごとくで、 圖書寮 本 第一 の 方が 萬 葉 集の 歌に 近いの が あり、 或は 反 對のも ある。 そのこと は 

1 首 一 首のと ころに 記入して 置いた。 

【圆書 寮 本 第二】。 次に、 圖書寮 本 第二 は、 殆ど 群 書類 從 本と 同じく、 類從本 はこの 本 を 本と した 

ので あらう と 想像し 得る ものである。 ただ、 順序が 少しく 違 ふところが あ， o、 例へば、 類從 本の 番 

號で いへば、 八 一番が 八 三番の 次に 入， -、 九 一番と 九 二番が か はり、 一二 〇 香が ニー 三番の 次に 入 

わ，、 一七 五番と 一七 六番 とか はり、 三 八 一番が 三 七 三番の 次に、 三 九 四 番が三 四 四番の 次に 入って 

る 如くで ある。 なほ、 1 〇 八番の 下の句， 『秋の 海の うらの 秋 萩す、 きおも ほ ゆ』 を缺 如し、 一 一 

〇番 の 初 句， 『秋の 花』 が、 『萩の 花』 となって 居たり する 程度で あり， 『こ ひし さはけ ながき もの を 

一二 七 


三 八 

こよび た，.^ ひさし かる ベく あ ふ ベ きもの を』 と い ふ のが、 二 九^ 番に 載って ゐる， - 

【應. ^偉 本〕。 なほ、 私 は 鷹 司家傳 本と いふ 寫本を も參 照す る こと を た。 卷 末に、 『本 云、 花園 

左府 うへ の 自筆 云. - 右近 衞大將 在 判』 、ぷ 『眞親 自筆 奥 書、 自院卿 書 達 之 由 被 仰 下 以件本 光事寫 之、 色 

、、色紙 在 薄靑羅 表紙、 右 火將ハ 前相國 云.^。 建 長 四 年 六月 九日 書 之 翌日 相 具 貰 之集邊 云.^。 御料 紙 内 

色紙 也。 阿 門 眞親』 M  ^,弘 安 s: 年 秋 比 書 之』 ば 右三^りの 識語が ある。 なほ 表紙 裏に、 『鷹 ぼ 二 代 

忠公。 元祖 ま 平 公 5K、 文、 水 五年關 白、 弘 安八 年 太 政大 お、 正 和 二 年 七月 七：！！^、 六十 七" 號 M 

光院』 と ある。 これ はお ぼえ 書で あらう。 この 寫本 を假 に、 鷹.？ 本と 名 づけて 置いた。 此寫本 は、 

歌仙 {么 集 本 系統の 如くで あるが、 顺 序が 不： 1: である。 歌仙 本の 一七 〇 番が 一番、 一七 一番が 二番、 

一六 四 番が 三番に なって ゐる 如くで ある。 また 歌の 数も少 い。 ただ 歌仙 家集 本に 無い もの も 入って 

ゐる、 例へば 次の 如き ものである。 

やましな の こはだの 森に うま は あれ どかち よ &ヌ」 くる：!^ をお も へ ば 

この を かにく さかる わら はしかな かりる ありつつ もお がき まさん みまく さに せむ 

か す が 山 く も ゐ は な れ て と ほ け れ ど 家 は お も は す ff;^^ を こ そ お も へ 

私 は、 it 本 集の、 『國々 の 名』 を 詠んだ 歌 は、 後の 人の 恣に 作った もの だとい ふこと が 分かる が、 


岡^ 本 第一に は、 この 部分 缺 如して ゐる ので、 こり 本に はどう かと W) つたので あつたが やはり 

缺 如して ゐ ない。 た..^ 詞 書と 歌に 小さい 差別が ある ほかに、 國名は 漢字で 書いた のが 多い。 それ 等 

の  一. N は 一せ 一首のと ころ に 書し る して 置いた。 

，丄 il 柿.^ 奥】。 公 壬の 三十 六 人 S 飞 i| 本 集 (SS5 從) に は 次の 十 首が 載って。 る。 

昨 口 こそ 年 はくれ しか 养霞 かすが の 山に 早立ちに けり (SS ペ まがに ある，.) 

明闩 から は 若菜 摘まむ と 片^の あしたの 原 は 今日 ぞ燒 くめる 

梅の 花 それとも 見えす 久方の 天 ぎ る 雪 の な ベ て 降れれば 

」 邪 公な くや 五月の 短 か 夜 も 一 人し ぬれば 明し かねつ も 

、- ti-.j^iljli  二 本と も 無ノ 

あすかが は 紅 i^r は 流る かつらぎ の 山の 秋風 ふ き ぞ し.^ らし (リ泉 持 # に ある) 

ほ のん、 とあかし の 浦の 朝霧に 4 ズ, く い 行 く 船 を し ぞ 思 ふ 

賴 めつ ゝ來ぬ 夜 あまたに な h- ぬれば 待た. じと 忍ふぞ 待に まされる 

足 引の 島のお のし だり おのな が/、 し 夜 を 一 人 かもね む 

三 九 
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わぎもこが ねむたれ 髮を 猿澤の 池の たまもと 見る ぞ かなしき 

もののふの 八十 氏 川の 早き 瀨に 漾ふ浪 の， 寄邊 知らす も 

右の 十 首が 眞に 公任が 選んだ 歌 だか どうかと いふ こと は 甚だ あやしく、 歌仙 歌集 本： 本 集に 無い 

ものが 二 首 も あると いふの は、 その 疑問 を 濃 摩なら しめる し、 誤寫 など 多くて、 傳 本の 善くない こ 

と を 示して at" る。 

三 

〔萬 葉 集】。 柿 本 集の 歌 は、 大部分 は その 原 歌 を 萬 葉 集中に 見出し 得る ので あるが、 今 それ を卷別 

に すれば 次の 如くで ある。 番號は 萬 葉の 國歌 大観の 番號 である。 0- 或 本 欲) 

卷 一、. -8 忍お 卷 -I  、ぼぼ ぼ ？啦 き 川 ，功 卷 -rg^g 雷、 §§§ 卷セ、 

-  II  IUHIHIU22222222222 

OOOOOOOOOOI1111I! II 11 じに に  4  zc^c^c^66f-6677778889990122222233 

§8 §8 JiigB B  ¥-^1111 


Sg$:2^ssgsss5g§g§ ゆ g§gm£§ 卷 十二  卷 十五、 卷 十七、 § 卷 十九、 M 

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^  ^^^^^3 きう 3333  3  4 

右の 如くで あるが、 右の 萬 葉の 歌 は、 人 麿 作 又は 人 麿 歌集 出と いふので はなく、 他の 人の 歌が 混 

入して ゐる。 ん麿、 人 麿 歌集 出、 三 一首 (Is: 一一 一お si 誠醒 5 

う ちくら 

ぼ" lglff、 こ)。 古歌 集 二 首。 天武 天皇 一首、 但馬 皇女 一首。 長 忌 寸意吉 麻呂. 一首 內 藏总寸 m 

れを合 づォ. ：i 三  一一 I Is  、 

麿 一 首、 共 g 越 一 首、 依 羅娘子 一 首、 作者 不詳 一 四 〇 首， (構 

【古今 集】。 萬 葉 集に 無くて、 お 今 集に あろ もの は 次の 如き ものである。 

うめの 花 それとも 見えす ひさ 方の あまきる 雪の なべ て ふれ、 ば (冬、 誼 人 不知) 

b* い 宿の いけの I なみ きに け b 山 ほととぎす いつ か來 なかむ (夏、 讀人 イダ) 

たった 川 もみお 葉な がる 神な びの 三 室の 山に しぐれ 降る らし (秋 下、 讀人 不知) 

b よぬ 衷の ふる 白雪と つも，.^ なば 我 さ へ ともに 消ぬ ベ きもの を (戀 ヨ、 讀人 不知) 

風 ふけば 浪 うっきし の 松 なれ やねに あら はれて なきぬ ベ らな， 0  (戀 一一 一、 躋ん 不知) 

ほの ； f とあかし の 浦の 朝霧に 島が くれ 往く船 をし ぞ ST ぶ Q お 旅、 M 人. 小知し 

陸 奥に あわ-と いふなる 名 取 川な き 名と りて は 苦し かりけ り § 忠き 


s  ニー 


初の 六 首 は、 いづ t 歌仙 案 I 本 集で は下卷 2 方に のみ あ t ので ある。 そして、 §^ 

の 歌の I の、 『この 歌 は ある 人の いはく 梳 本人 麿が きな、 り』 とい ふの S 考 として 拔 出した も 

ので ある。 最後の 一 首 は類從 本のみ にある ものである。 

【古今 六 帖】。 次に、 怖 本 集の 歌と 同じ 歌が、 多少の 相違 を ：- て 古今 六帖に 4 つて t、 大體百 

二十  一 I る。 今後 曰の 便利の ため、 家 仙 家集 本の 歌の 番號を 示せば 次の 如くで ある。 

>'-5Tt37  37-343637389023 


34789 o-^v-^„ 

22  222- 


-222333 

si 2 2 2 2 2  2 

右の I、 人 麿お して あるの も あり、 If  、 作者 相違の もの， おじ ご t。 字句 は蕃 

の 如くに $ の 相違が あるが、 その 一々 は 後に 見えて ゐ る。.. 今 六帖に は、 國々 の 名 を 詠 込んだ 歌 

は 一つ も 載って ゐ ない。 これ も 成立 年代 を 推測す る のに 一顧して いい 點 で あ る 。 

【I 集 r 後纖に 裏の 歌 i5 て、 そ、 t;., 梳本 集に まる. ま 春で ある。 

來て 見べき 人 も t じ I がお の 梅の 初花 折りつ くして む sl、5 不知) 

來て 見べき 人 も あらな くに 我が 宿 S の 初花ず ぬれ どよ し I 集、 一 I) 


天 り 川 遠き 渡り は な け れ どもお が， 卅出 は 年に こ そ ま て (後 秋 上、 ^人 不.？ ) 

天 の 川 遠 き わたりと 無 けれども が 舟 出. は 年に こ そ 待 て (神 本 集、 八 三番) 

天の川 瀨々 の 白波 高 けれどた だ 渡， 9 來ぬ 待つ に 苦しみ (後 撰 秋 上、 if^ 人 不知) 

天の川 淺瀨 白浪 高ければ た 、.- 渡 6 なむ 待てば 術な し (it 本 集、 九 二番) 

白露のお かまく 惜しき 秋 萩 を 折りて は 更に 我 やか ざ さ む (後 撰 秋 中、 讃人 不知) 

~  >  ィち 1  ィの  ィらさ 

白露の ？ 力まく 惜しき 秋 萩の 折りて み 折りて 置き やか くらむ (柳 本 集、 九 五番) 

かりがねの 鳴きつ るな ベ に- li: 衣 立 田の 山 は 紅葉し にけ， 0  (後 撰 秋 下、 ベ 不知 ) 

かりがねの 鳴 き つ る な ベ に 唐衣 立 W の 山 は 色 づ きに けり (W 本 集、 ： 一 一 九番) 

これ を 以て 見れば、 大體の 印象と して、 後 撰 集の 歌と 柿 本 集の 歌と は 直接 關聯が 無い ごとくで あ 

る。 卽ち、 本 集 は 直接 後 撰 集に 據ら なかった ことが 分かる。 なほ 『天の川 遠き 渡. 9 は』 の 歌 は 拾 

猿に， 4： 載って ゐる。 

〔拾遺 集】。 拾遺 集に 載って ゐて、 柿 本 集に ある 歌 も 可な り 多く、 九十 四 首ば かり ある。 これ も 後 

日 の 参考 の た めに、 家 仙 家集 本の 歌の 番號を 記 せ ば 次 の 如 く で あ る 。 
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最後の 二三 七番 は、 諸 國を詠 込んだ 中の 『やまと』 で、 拾 遣 集に 輔相、 抬遣抄 に 元 輔 と あろ もの 

である。 また、 一九 九番は 拾遺 集卷 九の、 藤 原 爲賴の 作で、 『廉義 公の 家の 紙繪に 旅人の ぬす 人に 逢 

ひたる かたかける 所』 とい ふ詞書 ある 二 首 中の 二 首で ある。 

【原 歌 不明】。 國々 の 歌 も 一首の ほか、 原 歌 不明 だが、 次の 二 首 も 原 歌 を 見出し 難い ものである。 

ィら なむ 

山里 は 月日 もお そくう つなら むこ 、 ろの どかに もみお 葉 も 見む (六 六 #) 

ィゅ  ィ いけり  - 

しらすと もまた ひく 道 を しらすと もす まぢを ゆけば ゆけ ろ ともなし (ral 八番) 

これ 等 は 原 歌 不明の もの だが、 四 八番の は、 五 〇 番の 異傳の 如く、 『すま ぢ』 は 衾路の 誤： ST 『ひく 

道』 は 一本 『ゆく 道』、 『ゆけ ろ』 は 一本 )- いけり』 であるから、 大體原 歌 を 想像す る こと だけ は 辛 

、つじて 出來 る。 その他の 一 つ は 不明で ある。 

右の 如くに、 萬 葉 集、 古今 集、 古今 六帖、 拾遺 集 等と 柿 本 集が 關聯の ある こと は 明かで あるが、 

古今 集の 歌 は 直接 古今 集の 左. 註に 擦って 拔 出した もの だら うとい ふこと は大體 の見當 がっくが、 そ 

の 他の もの は 直接 それらの ものに よつ た か 奈何 は 速斷 が出來 ない。 或 は 拾遺 集 の 人 麿 作と いふの を 


拔 出した こと も 可能で あり、 ト：： 今六帖 から 拔 出した こと も 可能で あるが、 拾遗 集の 资料 となった、 

萬 葉 集の 同じ 系統の 寫本 等に 據っ たもの からの 拔 出しで ある こと もまた 可能で ある。 恐らく その 可 

能 性が 最も 多い ので は あるまい か。 そして、 上帖 が先づ 出來、 下帖は その 增補 であり、 國々 の 歌 は 

その 次の 增補 である やうに おもへ る。 類從本 は、 それに また 增 補し、 類聚 的に 整理 を 加へ たもの の 

如くで ある。 

四 

【赤 人 集 r  ii 本 集と 赤 人 集の 二 集に 共通の もの 十八 首 あり、 次の 如くで ある。 それに 柿 本. 赤 

な . 家 持 三 集 共通の 六 首が あるから、 W 本 集と 赤 人 集と に 共通の もの は 合計 二十 四 首 ある ことにな 

る 0 

ほ i ひ (赤 人) 

わび (ィ戀 ひ) つ 、も 今日は 暮 しつ 霞た つ 明日の 春 日 をい かで 暮 さむ 本 集 一九 一！ 一番) 

ほととぎす^  くや さっきの 短夜 も獨し ぬれば 明かし かねつ も (一 七 三番) 

草と ハ赤 人)  は (赤 人)  ，  ，， 

なごと は- 野の 草の 广ィ と) し げくと もき み (ィぃ も) と われと したつ さは， 0 なば (六 五番) 

し li らく (赤 人)  はらへ ども (赤 人)  しげる ごと ハ赤 人) 

このごろの 戀 のしげ け む (ィ けく) 夏草の かわ はつ れ (ィ はち へ) ども 生 ひしく がごと (六 七番) 
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かたよりに 糸 を こそ よれ 我せ こが 花 たちばな をぬ か むと 思 ひ て C 六- <  称) 

ほ と と ぎ す 通 ふ か き ね の 卯 の 花 の う き こ と ぁ れ や Ij;^ が き ま さ ぬ ( ーハ 九番) 

は (赤 人) 

我 こ fj.- はにくく も あらめ わが 宿の 花 たちばな を 見に も來 じと や (七 〇 番) 

,  きもせ ねに (赤 人)  我 衣手の ひるよ しもた き (赤 人)  .， 

夏草の つゆ 分 ころも きぬもの を (ィ きもせ ぬに) な どか わが 袖の かわく ときな き (士：¥) 

河せ な ゆきて (赤 人)  、- -、： ノ 

あまの 川 こぞの わたりの 移ろへ ば河瀨 ふむ まに 夜ぞ ふけ にけ る (七 ナ番) 

たく は。 ーホ、 あせす し 一」 (赤 人) ー本>ものは〔^;^人) 隔てて 又 や (赤 人)  一木、 わが g か-せん 〔赤 人) 、， 、 ，に 

逢 はすて はけな がき もの を 天の川へ だつ るまで やわが 戀ひ 居らむ (七 八 番) 

逢 ふ (赤 人)  か はら ハ赤 人)  .  -,, r  ノ  ， 

ひこ 星と たなば たづめ とこよ ひ逄 はむ 天の河 瀨に浪 たつな ゆめ C 七 九^) 

天 の 川霧た ちわたり ひ こぼしの かぢ 音き こ ゆ 夜の 更け ゆけば (八 二番) 

い へ すかよ へ Otg 人)  、 』 ： / 

あまの 川 橋 打ち わたす 妹が いへ にやます かよ はむ 時 またす とも 0<si 番) 

js: は あけつ つ (*^ 人) 

あまの が は瀨を はやみ かもぬ ばた まの 夜 は 更け 行け ど 逢 はぬ 彥星 (八 七 *) 

通 ふ (赤 人) 一本、 ^9 (赤 人)  . 

わたし 守 ふね はや わたせ ひととせに ふたたび 來 ます？ |；5 ならな くに (八」 ハ番) 

今 だ. にも。 一本、 今お だに (赤 人) 一本， 乏しむべし や (赤 人)  ， 」 

戀 ふる 日 はけ 長き もの を 今夜 さ へ ともし か. るら む 逢 ふ ベ きもの を (七 五番」 

あけな it  (赤 人)  Ms も 隔てて 年 はこえ なむ (赤 人) 

たなばた のこよ ひ 逢 ひなば つねの ごと 月日へ だつ る 年な からな む (八 九 #) 

や". i- けるな、 ー氺、 荒れに ける (* 人) * らむ (赤 人) 道の，？ ら なく ハ 赤、) 

あまの 川 こぞの わたり は あせに け b  がき まさむ あと 殘ら なむ (. 九  一 #.> 


以上 を 以て 觀 るに、 赤 人 集の 歌 は、 称 本 集の 或 一部の 歌、 ，： へ體 同て M にかた まって 居る 歌が まざ 

れ 込んで ゐる らしく おも はれる。 そこで、 柿 本 集 も 赤 人 集 も 時 を 同じう して 撰ばれた もの でな く、 

恐らく 赤 人 集の 方が お くれて 撰ばれた もので はなから うかと 思 はれる。 

〔家 持 集： T  it 本 集と 家 持 集と に 共通して ゐる歌 は 二十 首ぁ义 5 碰林 =  次の 如くで ある。 (この 

外に 柿 本、 赤 人、 家 持 三 集に 共通 歌が 六 首 あるから 合計 二十 六 首と なる。) 


g; らせ ども (家 SS)  3 こし-, -,b\ 

こそ： ：！^ てし 秋の 月夜 はや どれ ど も (ィ J-:?  JCJi) あ ひみし いも はい や と ほ ざ か る 

！ a はむ 夜な かたまつ. 0(！i 拌)  E- はへ にけ b  (家 持)  - 

妹に 逢 ふとき みまた まつと 久方の あまの 川原に 年 そへ にけ る 广九 四番) 

くれに S にこめて 見せ ざり し t おさきに けり (家 拮) 

おされば 霞が くれに 見え ざ 6. し 秋 萩 さけり 折 り て か ざ さ む 广九 八番) 

わがや どに^け る秋获 つねなら ば われ 待つ ひとに 見せ まし もの を (10 一番) 

折れば (Isiis)  その 白 S の (家 持)  惜し も (.-s^ib  ,/ 

Hi^ に とれば 袖 さへ に ほふ をみ なへ しこの 下つ ゆに 散ら まく も 惜し (ー0ーー¥) 

こ ゑ i) 

秋風に 山 飛び こ ゆる かりがねの いや 遠ざかり 雲が くれつつ (一 0 八番) 

- こら-、  >  よそに (^持)，， .  0-0^  ふる 寒き 今夜 か (家 持) 

天雲の よその かりがねき 、しょり はだれ 霜 ふり さむし こよ ひ は (； 0 九 番) 

秋の SSI? お 持) 

秋田^る か， 0 いほつ く， 0 わが 居れば ころも 手 さむし 露ぞ 置きけ る (二三 三 #〕 

'-,  .  られは (象： S) 

^さわ は く 白露に わが や ど の 淺サォ がう はは 色 づ き に け 6.  (二； 六 * し 
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四 八 

. .> 1 ) なる はべに (gs: - .  紅^し らむ g き 

力り 力ね の^きつ るな ベ に」 is 衣た つたの 山 は 色 づきに け. 9  (ニー  九番) 

心に も あらや ® し (薪 持) 

ひととせに ふたたび 行かぬ 秋 山 をと ころに も あらで 過し つるかな (ニー  八 形 y 

さ を 鹿の 妻と ふ 山の を か ベ なる わさ 田 は 刈ら じ. 新 はおくと も (赚 赌賴 のみ) ( 一三 。番) 

& きもて，； 家 持) 

しら 露 を 玉に つくれるな がっきの 有 明の 月 は 見れ ど 飽かぬ かも (一一 一一 五番) 

散らす (家 持) 

もみす-葉 をお とすし ぐれの 降るな ベに 夜 さへ ぞ 寒き 獨し ぬれば (一四 一番)  . 

：  8< きい. つる (家 持)  タ |$に (翁 持) 

^はきの 疾 きけ る マち る」 野 ベ の 夕 ぐれ (イタ 露) に ぬれつ 、來 ませ 夜 は 更けぬ とも (一 四ナ、 #) 

,こ - , L  J  見 わたせば (家 持)  泡»ぞ ふる (家 持) 

夜 を さもみ 朝 la- を あけて 出で ぬれば 庭 も はだら に 雪 ふ， 0 にけ り (一 六 〇 香：； 

塞く.^么るらし(家.*|^,> 

や た の 野 に ぁ さ ぢ 色 づ く ぁ ら ち ゃま峯 の ぁ わ 雪 さ む く ぞ^§ る ら し (赚赌 g のみ) ニー  三 E 番) 

來て 見べ き 人 も あらな くに わが 宿の 梅の 初花 散， 9 ぬれ ど (ィ 散りぬ ともしよ し (一 ナ 四番) 

-b  ,  g きょ \ み， C 家掉リ ： -- 1^ せむ 君 もこ そ 待て (》, 、掉) 

わ 力 やどに" あきたる 梅 を 月 かけに 夜な夜な 來っ、 見む 人 もがな (一 六 七番) 

あしび きの 山した かせ は 吹かね ども 君が 來ぬ夜 はかね て 塞し も (ニハ 八 #) 

【：it 本. 赤 人. 家 持 三 集】。 i| 本 集、 赤 人 集、 家 持 集の 三 集に 共通の もの は 六 首 ある。 

人 れ ャ (赤 人)  £、 きいで よ (^^ 人) 

^.^hf^ み戀 ふれば くるし なでしこの 花に さかなむ 朝な朝な 見む (七 一番) 

T にの み f 家 i-)  S< きいで よ (象； S-) 


君 は (赤 人)  4 に (赤 人) _  、.，  ^_ノ 

し ズ.. も あ ひ 見ぬ 妹 を あまの が は 船出 はやせよ 夜の ふけぬ とき (八 0 番) 

君 は (1J«:S)  とき (家 持) 

わたる (赤 人)  ヽ >  , ,F  ノ 

秋 かせの 淸きゅ ふべ にあ まの が はふね 漕ぎ わたせ 月 人 をと こ (八 一番) 

わたせ (家 持) 

わた h- (ま 人)  I  一  || の 衣の あへ る 空かな (赤 人)  ヽ、」 F ノ 

あまの が は 霧た ちわた る たなばたの 天の羽衣 とび 別る かも (八 五番) 

のぼる 〔家 持)  雲の 衣の た び く 袖 かも (家 持) 

はら 人) 

秋 虱の 吹きに し 日より あまの がは瀨 にたちい でて 待つ とつげ こせ r 九 〇 番) 

？/  出で立ち 一」 (家 持)  つに こそ ass 

妹よ ぶ； 《 の ひく 網の (赤 人)  ， を われ £f 人〕、  、-, ,.p ノ 

ひこぼしの つま、 つ 船の ひきつな のた えむ と 君に わが 思 はなく に 一， 九 三番) 

よぶ (0^ 持)  そこに +i えむ と (cs 持) . 

藤 原 公任の 三十 六 人 撰に 據 つて、 誰かが 銘々 の 家集 を 編んだ のが 三十 六 人 集 だとい ふの は 大體間 

違 はないだ らう。 公任の 三十 六 人 撰に ついて、 後 拾遺 集の 序に、 『この 外， 大納言 公任 卿 三十お あま 

わ 六つの 歌人 をぬ き 出で ゝ、 これ かれた へなる 歌 も、 ち あまり 五十お を かきいだ し、 又 十 あまり 五 

つが ひの 歌 を 合せて 世に 傅へ た，. 9。 (中略) 畏 きも 賤 しき も、 知れる も 知らざる も、 玉く しげ あけく 

れの心 を やる なかだち とせす とい ふこと なし』 と 云って ゐる。 卽ち 公任の 十 五番 歌合、 和漢 朗詠 #r 

九 品 和歌 等 六 種の 編著の 中に、 三十 六 人 撰 も 入って ゐ たの だら う。 『ももち あまり 五十ち』 は、 百 

.  四 九 


五十 首で あらう。 

三十 六 人 撰に 本づ いて 誰かの 編んだ 三十 六 人 集の 文獻に 見えた 始は 千載 集であって、 卷 十七 雜歌 

中に、  . 

大納言 實 家の もとに 三十 六 人 集 を かりて 返しつ か はしける なかに、 故大炊 御門 右 

大臣の かきて 侍りけ る さう しに かきてお しつけられて 侍りけ る 

太 皇太后 宮 

この 本に かき 集めた る 言 の 葉 を 別れし 秋の 形見と ぞ 見る 

かへ し  .  權 大納言 實家 

この 本に かく 言 の 葉 を 見る度に 賴 みし 蔭の なき ぞ 悲しき 

と あるの が卽 ちそれ である。 そこで 三十 六 人 集の 成った 年代 は、 大凡、 少く とも 後 拾遺 集の 後、 卽 

ち 堀 河 天皇の 應德 三年 九月 十六 日 以後、 實 家が 大納言で ある 頃までの 間に 出來 たと 推測す るの は そ 

のた めで ある。 

三十 六 人 集に ついては、 定 家の 泳 歌火槪 に、 『殊 可，： 見習， 者 、い：： 今、 伊勢 物語、 後 撰、 拾遺、 三十 

六 人 集 之內、 殊 上手 歌、 可， 懸， 心』 と あり. 頓 阿の 愚 問 賢 註に、 『三十 六 人 作者 集 も 百 首に 及びた る 


は 少なし" 花 山 僧正、 齋宮 女御、 本院 中納 言忠辨 などの 集、 歌 僅かに 侍る を や』 と あるが、 頓阿ご 

ろで も、 sfis) 歌數 がそん なに 多くなかった ことが 分かる。 

なほ 契 沖の 河 社に， 『みづ から あ つめたる も あ，.^、 後に 人の あつめた る も あり、 貫 之 集な どの やう 

に、 みづ から あつめた る だに、 いかなる § ゑに か あらん、 おぼつかなき 事 まじれ、 ば、 まして 後に 

あつめた るに は、 うたが ひのこら ざるに あらす。 叉 康秀、 喜 撰、 黑主、 文、 棟梁、 元方、 千里、 

深 養父、 忠房等 を 除て、 これらに は 及ぶ まじき 後の 作者 を 入られた る 事お ほき も、 おぼつかなし。 

これお ほよ そな り』 と ある 如く、 當 時の 三十 六 人 集 も旣に 杜撰な ものであった のに、 途中で 恣に增 

補な ど を じて、 原形 をと ど め なくなったら しいと いふので ある。 

なほ 契 沖の 河 社に、 『人 まろの 集 は、 ひた ふるに 信じが たきもの なり。 むなしく 萬 葉 集の 中より、 

ぬし しらぬ 歌まで ぬき 出た， 9。 六十よ こく を、 物の 名に よめる 歌 は、 ことに 用る にたらぬ ものな，.^ 

さすがに 歌の すがた は、 延喜天 暦の 後の 作者の しわざ なるべし』 と ある。 

この 國々 の 名 を 物 名と した 中、 大和 を 詠んだ、 『やまと。 ふるみちに 我 やまと はむ いにしへ の 野 巾 

の 草 もしげ， 9 あ ひに け， OJ とい ふ 歌 は、 第 四 句、 『草 は』 で- 拾遺 集 卷七物 名" 藤原輔 相の 作に なって 

居り， 拾？ 返抄 卷九雜 上に は 元輔の 乍に なって ゐる。 そこで 群 書 一 覽の 著者 尾 崎雅嘉 は、 『雅 慕按 する 

五 一 


,  五 二 

に、 I 此六 十六 首 元 輔の哥 なる を、 後の 人 こ. とがき を そへ て 人 丸 集の 中に 收め たるなる べし。 契冲 

拾遺 抄を考 へ もらされ たるに や、 この 沙汰に 及ばれす』 と 云って ゐる。 然るに、 長 連恒氏 は、 國歌 

大系の 解題に 於て、 『この 六十 餘首は 恐らく 輔 相の 詠と 見る が 正しから うと 思 ふ。 輔相は 藤 原 弘經の 

男で ある。 尊卑 分脈に 據れば 無官、 號藤 六、 歌人と あって、 昭宣 公基 經は 其の 伯父に 當 つて 居る。 

當意卽 妙に して 機智に 富んだ 歌人であった。 宇治 拾遺 物語 卷三、 第 十一 話の 「藤 六の 事」、 或は 袋 草 

子卷 三の 獄 前の 菊 を 詠 じた 事 は、 其の 間の 消息 を 雄 辯に 傳 へる もので あらう。 和歌 は 拾遺 集に も あ 

るが、 今日、 輔相集 又は 藤 六 集と 稱 する ものが 稀に 存在す る。 歌 員三 十九 首 殆どす ベて は 物 名 を 詠 

んで 居る。 景樹が この 國 名歌 を 承 平より 天德 頃に 至る 調と 言った の は、 中ら すと 雖も 遠から すで あ 

らうと 思 ふ。』 と 云って 居る。 

大體 さう 想像しても 好から うが、 或は、 輔 相の 「やまと」 を 詠んだ 拾遺 集の 歌 を 本と し、 それ を 動 

機と して、 輔 相よりも 後の 誰かが ほかの 諸 國の歌 を 作，.^ あげたと 想像す る ことが 出來 る。 類從 本の 

「名 立ちけ る 女の 十 首 よみてお くりけ る」 の 中に、 拾遺 集 第 九、 藤 原爲賴 の、 『なき 名のみ たったの 山 

の』 から 來てゐ る 歌が あわ、 それ を 本と して、 いろいろに 十 首 作り あげ、 「返し 十 首」 の 方に も、 拾 

遣 集に ある 二 首 を 使って ゐる、 その 心理 を考 へれば、 六十 六 首 全部 を輔 相の 作と せす とも 好い やう 


な氣持 もして ゐ るが、 これ は 私の 想像で ある。 

前言の ごとく、 類從 本の、 戀部 終の 方に、 『名 立ちけ る 女の 十 首よ みて 送り-ける』 と 返歌 十 首と が 

載って ゐる。 

名 立ちけ. る 女の 十 首よ みて 送りけ る 

しほ 衣 あまの 身 かと ぞ思 ひける うきよに ふれば きぬ 人 もな し 

なき 名のみ いはれ の 池の みぎ はかなよ にも 嵐の 風 も 吹かな む 

濡衣を ほす さ を 鹿の 聲 聞けば いつしか ひよ と 鳴く にぞ ありけ る 

田 子の 浦 蟹 の濡 衣き たれ ども ほしき に 物 は いはす も ある かな 

吹 く. 風 のした の 塵に も あらな くにさ も 立ち やすき 我な き 名 哉 

ほし わびし 人をぞ 聞きし ぬれ 衣 わが 身に なして 今ぞ かなしき 

陸奧 にあり とい ふなる 名 取 川な きな とりて はくる しかりけ り 

渡りぬ る 身に こそ あわけ る 名と， 0 川 人の 淵せ と 思 ひける か な 

なき 名 立つ 身の きる 物 は ぬれ 衣 いくか さねと ぞ 限ら ざ. 0 ける 

しつ の をに 掛けて 留めよ 大方 はたが 立 そめし なきな ならねば 


五 四 

右の 十 旨の 中、 歌仙 家集 本に あるの は、 『なき 名のみ』 だけで あり、 然 かも、 拾遺 集の 歌 ど ほりに、 

『なき 名のみ 立 田の 山の ふもとに は 世に も あらしの 風 も 吹かな む』 になって ゐる。 そして、 拾遺 集 

に は 別に 讀人 不知で、 『なき 事 をい はれの 池の 浮きぬな は 苦しき 物 は 世に こそ あり けれ』 とい ふ 歌が 

あり、 類從 本の 方 は 他の 歌の 句の 攙 入して ゐる ことが 分かる。 或は 意識して さう 企てた のか も 知れ 

ない。 なほ、 『陸 奥に ありと いふなる 名 取 川』 の 歌 は、 古今 集、 忠-: 今の 歌で あ b.、 『人の 淵！ m』 の 入 

つて ゐる歌 は、 拾 遣 集讀入 不知に、 『行く 水の 泡なら ば こそ 消え か へ， „ ^人の 淵瀨を 流れても みめ』 が 

f, 『蟹の 濡衣』 は、 源氏物語 夕霧に、 『松 島の 蟹の 濡衣 なれぬ とて 脫更 へって ふ 名 をた ゝめゃ は』 

が ある。 なほ、 『吹く 風の 下の 塵』 の 歌 は、 後 撰 集、 伊勢の， 『吹く 風の 下の 塵に も あらな くにさ も 

(散)  、 

たち やすき 我な き 名 哉』 と 全く 同じで ある。 また， 『ほし わび』 の 入って ゐる 歌に は， 拾遺 集、 躬恒 

の 『かりて ほす 山 田の 稻を ほし 詫びて 守る 假 庵に 幾夜へ ぬらむ』 が ある けれども、 斯 くの 如く、 人 

麿の 歌と 關係 無き のみなら す、 古今 集、 後 撰 集から 作者 明瞭の 二 首 を 持って 來、 他 も 類似 句の ある 

歌 を 持って 來て、 十 首 連作なる かの 如くに 組立て たもの だとい ふこと が 分かる。 そして 歌仙 家集 本 

にこの 連作の 無い の を 見れば、 類從本 は、 歌仙 家集に 恣に增 補して 行った もの だとい ふこと も 推察 

する こ 難く よよ 1  リ 


返し 十 首 

我が 屋 にも 君が きるな る ぬれ 衣 をよ にも 嵐の 風 も 吹かな む 

同じ 名 を 立つ とした、 ば ぬれ 衣き て を 慰む うらぶ る、 まで  . 

鲁 

なき 名のみ た つ の 市と は 騒げ どもい さまた 人 をうる 由 もな し 

お， 0 た 、 ぬ ほどば か b. を や 名 取 川 渡らぬ 人 もな になら なくに 

夢なら であ ふこと 難き 君 ゆ ゑに 我 も 立ら 名 をた、：^ にや は 聞く 

ぁぢ きな く 名 をのみ たて 、唐衣 身に もなら さ で やまむ とや 哲 

君 を われい くた の 浦の いく 度 かう き 名 を 立てと 思 ひし 物 を 

竹の はに おち ゐる 露の 轉びぁ ひて ぬると はなしに 立つ 我 名 哉 

なきた むる 淚の 川のう きぬな はくる しゃ 人に あはで 立な は 

君と い へ ば 何 かなき 名の をし からむ よそへ て 聞く も 嬉しき 物 を 

、つ つくしと 思 ひし 妹 を 夢に 見て おきて さぐ る になき ぞ 悲しき  - 

返し 十 首と あるが、 十一 首 ある。 また、 この 屮に 拾遺 集に あ， 0- 歌仙 家集 本に 入って ゐ るのに、 『な 

き 名のみ』 (一九 八番) と 『竹の 葉に』 (一九 七番) が ある。 そして、 後者 は、 抬遣 集. 歌仙 歌集 共に 第二 


句 『お きゐる』 となって ゐる。 それから、 最後. の. 『うつくしと 思 ひし 妹 を』 の 歌 は、 拾 遣集卷 二十 

讀人 不知の 歌であって、 歌仙 家集 本に は 無い。 そのほか、 次の 如き 歌 を參考 しつつ 作った と 想像し 

得る ところが ある。  >  . 

きて 歸る名 をの みぞ 立つ 唐衣した ゆ ふ ひもの 心 解けねば (後 撰 集、 讀人 不知) 

幾度 かいくた の 浦に 立ち か へ る 浪に我 身 を 打ち 濡 すらむ (後 撰 集、 讀人 不知) 

立歸 b ぬれて は 干ぬ る沙 なれば いくたの 浦の さがと こそ みれ (後 撰 集、 讀人 不知) 

泣きた むる 袂こ ほれる 今朝 みれば 心と けても 君 をお も はす (後 撰 集、 讀人 不知) 

流れ いづる 淚の 川の 行末 は 遂に あ ふみの 海と たのまむ (後 撰 集、 讀人 不知) 

君と い へ ば 見 まれ 見す まれ 富士の 根の 珍しげ なく 燃 ゆる 我が 戀 (古今 集、 忠行) 

ふ， 0 ぬと て 思 ひも 捨て じ 唐衣よ そ へ て あやな 恨もぞ する (後 撰 集、 雅正) 

右の 如き 狀態 であるから、 歌仙 家集 本が 旣に、 人 麿 以外の 歌 を 載せて ゐ るのに、 類從本 は、 二た び 

それに 增 補し、 古今、 後 撰、 拾遺 あたりの 讀人 不知の 歌、 或は 作者 明瞭の 歌 を參考 して 作り かへ つ 

つ、 贈答 連作 歌の 如き 體 裁に 作り あげた もの だら うと 推察 せられる ものである。 


六 

次に、 沛本集 は 諸 本に よって 異同の あるの は、 いづれ かが 誤寫 をして ゐる ためで ある。 

しら 露のお かまく 惜しき 秋 はぎの をり てみ を， 9 て おきや かくら む (歌仙 歌集 本、 九 五番) 

しら 露のお かまく 惜しき 秋 はぎ を を、 りの み をり て おきや からさむ (圖書 察 本 第 一 ) 

しら 露 を あか まく 惜しみ 秋 はぎ をお りの みおり てをき やかく さむ (圜書 寮 本 第二) 

白露のお かまく をし き 秋 萩 を 折の み 折て おきや からさん (類從 本) 

白露 乃 置 卷惜秋 芽 子 乎 折 耳折而 置哉枯 (萬 葉 集卷十 ニー  0 九九) . 

この 歌 は、 歌仙 歌集 系統 本に も、 類從本 系統 本に もあって、 萬 葉 集の 原 歌 も 分かる ものであるが 

各 本 同一で はない。 つまり 傳寫 されて ゐるぁ ひだに、 斯 くの ごとくに 違って 來 たもので ある。 さう 

いふ 事實を 一-小さ うとして この 一 首 を 選んだ が、 若し 後世 このうち から 一 つ に 整理しょう とするなら 

ば、 岡 書 寮 本 第一、 類從 本に 據ら ねばならぬ ことと なる。 

わびつ つも 今日は 暮 しつ 霞 立つ あすの 春 日 をい かで 暮 さむ (欲 仙 歌集 本、 一 丸一 一 一番) 

こひつつ も 今日は 暮 しつ 霞 立つ あすの 赛日 をい かで 暮 さむ (鬭書 祭 本 第一) - 
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五八 

こひつつ も 今日は 暮 しつ 露 立つ あすの 春 曰 をい かで 暮 さむ (類從 本) 

0  0  0  0  0 

こりつ つも 今日は 暮 しつ 霞 立つ あすの 春 日 をい かで 暮 さむ (拾 遣 集) 

； J.^ ッ ツモ ヶ フ ハ クー； -. レツ カス； タツ ァ ス ノ  、， ルヒ チ イカ 二 クラ サム 

戀乍毛 今日 者 暮都霞 立 明日 之 春 日 乎 如何 將晚 (萬 葉集卷 十. 一九 一四) 

はじめ 歌仙 歌集の 『わびつつ も』 をば、 當 時の 萬 葉の 或る 一 つの 訓に據 つた もの かと もお もつ こ 

が、 同じ 系統の 圆書寮 本 第一 に は、 明かに、 『こひつつ も』 と あると ころ を 見る と、 こ は傳 J3| のち 

ひだに 誤った ので、 最初の 柿 本 集の は、 『こひつつ も』 であった だら、 つと 考 へて 間違が 酸" い。 かう、 

ふの も 若し 一 つに 整理す るので あったら， 『こひつつ も』 と 極める の だが、 今 はた だ 有りの 儘に 記す 

にと どめ るので ある。 

0  0  0  0 

時雨の みめに はふれ、 ば まきの 葉 も あらそ ひかね て 紅葉し にけ り (歜 仙缺集 本、 一八 一番) 

0  0  0  0 

時雨の 雨 まなく しふれば まきの 葉 も あらそ ひかね てうつ ろ ひに すい (圖書 察本笫 一 ) 

0  0  0  0  0 

時雨の あめ まなく しふれば まきの 葉 も あらそ ひかね ていろ づきに かい (類從 本) 

.^ グ， r  y:n  ク シ- フ. レ メ マ キノ：， モ ァラ 7 ヒ 力.！ 4 ティロ  r キ-ー ケ ； 

四 J 禮能雨 無 間 之 零 者眞木 葉毛爭 不勝而 色付 爾家里 f 萬 葉集卷 十. 二 一  九 六) 

斯 くの 如く だが、 かう 比較して 見る と、 歌仙 歌集 中の、 『時雨の みめに はふれ、 ば』 とい ふの は 確 

かに 誤寫 である。 結.？ の、 『紅葉し にけ り』 も ほかに 根據が 無い とすると、 筆 寫のぁ ひだに 都 八 口で 恣 


に變へ たもの の やうで ある。 圆書寮 本 第 一 の. 『うつろ ひに けり』 も、 古鈔 本の 訓に 無い からこれ も 

勝手 こ變へ たもの と 看做せば、 どうしても" 『色 づきに けり』 とせねば ならぬ ところで ある。 

たが の 梅の 花ぞも ひさかたの 淸き 月夜に のこら ざり けり (欺 仙 歌集 本、 一 .1 ハ 二番) 

たが 宿のう めの 花 かも ひさかたの 淸き 月夜に ここら 故り たる (圖書 寮 本 第 一 ) 

たが 宿の 梅の 花ぞも ひさかたの 淸き 月夜に ここ だ 散 わくる (類從 本) 

タガ リ /  ノ ウメ  /  C ナゾモ t サカタ ノ キヨ キック ョ-ー ココダ リ クル  . 

誰苑之 梅花 毛久 堅之淸 月夜 爾 幾許 散來 (萬 葉 集卷十 ニニ 一三 五) 

萬 葉の、 『梅花 毛』 は、 舊訓 ウメノ ハナ ソモ。 古寫本 (元) ウメノ ハナ カモ。 岡 書 害 本 第一 クズノ  、ノ 

ナカ モ。 『幾許 散』 は、 舊訓 コ コラ チリ クル。 古 寫本中 (類) コ コ タフリ クル。 代 匠. お コ コ -ダ チリ タグ * 

岡 書 $ ^本 第一 の、 『梅の 花 かも』 は元曆 校本に 等しく、 『ここら 散りた る』 は 舊訓に 近いから、 . ^い 

^に 根據を 置いて ゐる。 歌仙 歌集の、 『のこら ざ わけり』 は 恣に變 へた ものと 見える。 類從 本が 一番 

よいが、 圖書寮 本が 或は 原本に 近いと もお も ふ。 

0 にいで てい はば ゆゆしみ 山川の 瀧つ 心 をせ きぞ かねつる (欲 仙缺集 本、 一 八 S 番) 

言 に いでて いはば ゆ ゆし も 朝顔の 句 ひひら けぬ 戀も する 哉 (類從 本) 

n トニイ-一二 アイ ハパ ュュシ ミヤ マ カハノ タギッ n  n  p テセ. H- ァ へ ニケリ 

萬 葉集卷 十一 am 三 二) に、 言 出 云 忌 忌 山川 之當 都心 塞耐 在。 結句， 舊訓 セキゾ カネ タツ 古寫 
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.  六 〇 

本 中 (嘉. 類. 古) セ キゾ カネ ッ ^が あるから、 歌仙 歌集 本 は 大體萬 葉に 據っ たことの 推測が 出來 るが、 

類從 本の 方 はどうして、 かう いふ 風に なった か、 推測 も出來 ない 有樣 にある。 そこで 類從 本に は 二 

たび 一本 所載 歌 中に 一八 四番と 同じ 歌を收 めた。 

長 弓 を 君二戀 ひっつ 生けら すば.^ きて 散りに し 花なら まし を  <  歌仙 欲 集 本、 一 五 五番) 

長き 夜 を 君に 戀ひ つ つ 生けら すば^き て 散， 9 にし 花なら まし を (頻從 本) 

この場合 は、 萬 葉の 原 歌 は、 『長夜 乎』 (卷 十。 ニニ 八 二) であるから、 類從 本の 方が 正しい ので ある。 

また、 圖書寮 本 第一 に は 第 四 句、 『. ^きて 散りぬ る』 となって ゐ るが、 これが 原 歌が， 『落 西』 だか 

ら、 『散りに し』 と訓 むの が順當 で、 『散りぬ る』 は誤寫 とい ふこと になる。 

かりがねの 初聲 ならで へお、 きて 散る 宿の 秋 萩 見に こわがせ こ (歌仙 歌集 本、 一 i 番) . . 

雁金の 初聲 ききて き 出た る 野べ の 秋 萩 見に こわがせ こ (颜從 本) 

I 鳴 之始音 聞而開 k 有 屋前之 秋 i 升 子 見 來吾世 古 (S 葉集卷 十二 三 七 六) 

第二 句の、 『初聲 ききて』 と ある 類從 本の 方が 萬 葉に 同じで、 第三 句， 『t ^きで たる』 も類從 本の 方 

が 正しい。 然るに、 第 四 句の、 『野べ の 秋获』 になろ と、 寧ろ 歌仙 歌集の 方が 原 歌に 近いので あるか 

ら， 兩 本が 一 部分 づ つ 原 歌に 同じ だとい ふこと になる ので ある。 そして 圃書寮 本 第一 では， 『初聲 き 


きて』 と あるから- 『ならで』 の誤寫 なること は 確か だが、 『唉 きて 散る』 は 勝手に 變 へた ものの や 

う で ある。  ， 

なにす とか 君 をい と はむ 秋 萩 の その 初花の 戀 ひしき もの を (欲 仙 欺 集 本、 一 五 二番) 

なにす とか 妹 をい と はむ 秋 萩の その 初花 のうれ しきもの を (類從 本) 

ナ ニス ト 力 キミ チ イト ハム アキ ハ ギ ノ リノ ハツ ハナ ノ ウレ シキ モノ チ 

何 爲等加 君 乎 將厭秋 芽 子 乃 其 始花之 歡寸物 乎 (萬 葉集卷 十二 三 七三) 

これ を 見る と、 歌仙 歌集 本 (圖書 寮 本 第一) の 方が 萬 葉と 同じのと ころも あ， り、 類從本 (E 書 察 本 第二) の 

方が 萬 葉と 同じと ころも ある。 傳冩の 間に 一 部分 づ っ變 化して ゐる 有様が これで 分かる ので ある。 

類從 本の 『妹 を』 は 誤寫か 或は 恣に變 へた ものである。 

このよ ひ はさよ 更けぬ らし か， 9 がね の 聞 ゆる 空に 月た ちわた る (欲 仙缺集 本、 ニー ニー  番) 

このよ ひ はさよ 更けぬ らし か，^ -が ねの 聞 ゆる 空に 月 わたる 見 ゆ (圖書 寮本笫 一 ) 

このよら はさ 夜更けぬ らし か， 0 がね の 聞 ゆる 空に 月 さえわたる (圔 書. 本 第二) 

0  0  0  にィ おち わたる ィ 

このよら はさ 夜更けぬ らし かりがねの 聞 ゆる 空 は 月 わたるみ ゆ (類從 本) 

n ノョ ラ ハ サ ョ フケヌ ラ シ カリ ガネ ノ キ n ュル リラ ュ ツキ タチ ワタル 

此夜等 者 沙夜深 去 良 之 應鳴乃 所 聞 空 從月立 渡 (萬 葉 集卷十 ニニ 三 5 

かう 並べて見ると、 歌仙 家集 本が 一番 萬 葉の 原 歌に 近い ことになる。 圖書寮 本 第一 • 類從 本の 結 
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六 二 

句 は誤寫 であらう し、 圖書寮 本 第二の 結句 は 恣に變 へた もので あらう。 それに も拘ら す、 圆書寮 本 

第二. 類從 本初 句の、 『このよら は』 が 萬 葉 ど ほりで あるから、 相 交錯して ゐ るので ある。 

かりがねの 鳴きつ るな べにから ごろ も 立 田の 山 は 色 づきに けり (欲 仙 欲 集 本、 一 二. = -番) 

かりがねの 來 鳴きし 日よ， 9 から ごろ も 立 田の 山 は 色 づきに け. 9  (圖書 寮 本 第 一 ) . 

かりがね を 聞きつ るな ベ に髙 松の の 、 う へ の 草 はもみ ぢ はじまる ( 圖書寮 本 第 一 一 ) 

かりがね を 聞きつ るな ベ に 高 松の の 、うへ 草 は 色 づきに けり (類從 本) 

かりがねの 鳴くなる なべ にから ごろ も 立 田の 山 は 紅葉し にけ り (古 八丄 ハ帖) 

カリが ネノ キ ナキシ ナベ 二 カラ ゴロ モ タッタ ノ ャマ パ モミ ヂ リメ々 -リ 

應鳴乃 來鳴之 共 韓衣裁 田 之 山 者 黄 好 有 (萬 葉集卷 十. ニー  九 四) 

かう して 見る と、 萬 葉 集の 原 歌に 同じな の は 一 つもな く、 少しづつ 違って ゐる。 『黃好 有』 を 『色 

づきに けり』 と訓 めば 圖書寮 本 第 一 が 一 番原 歌に 似る とい ふこと になる。 

秋 萩 の きけ る 野べ の 夕 ぐれに ぬれつ  >  來 ませ 夜 は 更け ぬと も (K 仙缺集 本、 一 四」 ハ番) 

秋获の 咬き ちる 野べ の 夕霧に ぬれて をい ませ さ 夜 はふく とも (圖書 察本笫 一 ) 

秋 萩の きちる 野べ の 夕 露に ぬれつ っ來 ませ 夜 は 更けぬ とも 「類從 本) 

秋 芽 子 之 開 散 野 邊之暮 露 爾沾乍 來益夜 者 深去辆 (萬 葉 集卷十 •  ニニ 五一 一〕  . 


これで 見る と類從 本のが 萬 葉 集の 歌と 同じ だから、 どれ か 一 つに 極める 場合に は類從 本の を 採用 

するとい ふこと になる。 

以上 は 大體を 示した に 過ぎぬ けれども、 誤寫 とい ふ 事實が 意外に 多い とい ふこと が 分かる。 なほ 

1 首 一 首の く はしい こと は 後に 載せる 各論の 部に ゅづ る。 

、旣 に 記した ごとく、 柿 本 集 は 單に萬 葉 集 のみでな く、 その他の 歌集の 歌 をも収 入れられて ゐ るが、 

次に その 趣 をな ほ 一 應 分析す る ことと する。 一 首 一 首の く はしい 事 は 後段の 柿 本 集 各論の 部に 讓り、 

此處に は その 一 端 を 示す に とどめる ので ある。 

梅の 花 それとも 見えす 久方の あまぎる 雪の なべ て 降れれば (歌仙 欲 集 本、 一七 〇 番 

古今 集卷 六に 題 しらす、 讀人 不知と して 載り、 『この 歌 は ある 人の いはく 沛 本人 麿が 歌な り』 と 注 

I^,.^;セ コ 二  ：. 二-二 トォ モヒシ ウメ- 

して あるが、 それに 據っ たもので あらう。 萬 葉卷八 (ーョ 一， 1ハ)、 赤 人の 歌に、 吾 勢子 爾令見 常 念 之 梅 

花 其 十方不 所見 雪 乃 零 有 者と いふの が ある けれども、 初 句が 違って 居る。 

わがや どの 池の 藤な み疾 きに けり 山 時鳥い まや (？ 鍵輕 林よ お 一一) 來 鳴かむ 鶴 本、) 
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この 歌 は、 萬 葉 集に は 類歌が 無い 〇 に、 古今 集卷 三に、 題 しらす、 讀人 不知、 結句 『いっか 來 鳴か 

む .3 として 載り、 『この 歌、 ある 人の いはく、 柿 本人 麿が なり』 と 注して ある。 . ^ち、 柿 本 集の 此歌 

は， 古今 集の 歌に 本づ いて ゐる ことが 分かる ので ある。 

あはぬ よの ふる 白雪と 積り なば 我 さ へ 共に 消ぬ ベ きもの を f 缺仙缺 集 本、 一七 九番) 

古今 集卷 十三、 題 不知、 讀人 不知。 左 注に、 『この 歌 は ある 人の いはく 柿 本人 麿が 歌な， o』 と ある。 

萬 葉 集に は 類歌がない。  • 

風 吹けば 浪 立つ (龍 fj 、寮 gsi.) 岸の 松 なれ やねに 現 はれて なきぬ ベら なり (ffl 、鶴 本、) 

古今 集卷 十三、 題 しらす、 讀人 しらす、 第二 句 『浪 うつ 岸の』、 左 注 『この 歌 は 或 人の いはく、 柿 本 

人 麿が なり』 に據 つた もので あらう。 萬 葉 集に は 類歌が 見つからない。 

ほのぼの と 明 石の 浦の 朝霧に 島が くれゆく 船 をし ぞ思 ふ (欲 仙 歌集 本、 二 一  七番) 

古今 集卷 九、 題 しらす、 讀人 不知、 『この 歌 は ある 人の いはく 柿 本人 麿が なり』 とい ふ 左 注が ある。 

萬 葉 集に 類歌が 無い。 

たった 川 もみお 葉 流る 神な びの みむろの 山に 時雨 降る らし (歌仙 欲 集 本、 一 七 八番) 

古今 集卷 五に、 題 しらす、 讀人 不知と して あり、 古今 六帖、 拾 遣 集に も 載った。 萬 葉 集に 類歌 は 


無い。  . 

ますら をのう つし 心 も 我 はなし 夜晝 わかす 戀 ひし わたれば. (歜仙 欲 集 本、 一九二 #0 

この 歌 は、 歌仙 歌集 本 (圖書 寮 本 第一)、 類從本 (圖書 寮 本 第二)， 鷹 司 本 共に 同一 であるが、 萬 葉 集 

(卷 十. ニー 一一 七 六) の、 『夜 晝不 云』 が 『夜晝 わかす』 とい ふ訓が 無く、 この 歌が 古今 六帖 にかく 載って 

ゐる ところ を 見る と、 六 帖に據 つた かと もお も ふが どうで あらう か。 

なき 名のみ たつの 市と は驟げ どもい さ 叉 人 をうる 由 もな し (欲 仙 歌集 本、 一九 八番) 

この 歌 は、 諸 本 皆 同一 で、 拾遺 集卷 十二、 題 しらす、 人 麿と して 載って 居り、 萬 葉 集に 類似の 歌が 

見當ら ない。 拾遺 集 はどうい ふ 系統の 萬 葉 集に 據っ たか 不明で あるが、 柿 本 集 は 同一 系統の 萬 葉に 

據っ たか、 或は 直接 拾 遣 集に 據っ たか いづれ かで あらう。 併し、 抬 遺集の 爲賴. 輔相 等の 歌が 入つ 

てる. ると ころ を 見れば、 直接 拾遺 集に 據 つたと 考へ る 方が 穩當 である。 

いはみ なる たかまの 山の 木の間より わが ふる 袖 をい も 見け むか も C 歌仙^ 集 本、 一 番) 

この 歌 は 人 麿の 歌で、 結句 は、 『妹 見 つらむ か』 (卷 ニニ 三 5 で、 袖屮抄 にも さうな つて ゐ るのに、 

拾遺 集卷 十九に はこのと ほりに あるから、 柿 本 集 は 直接 萬 葉 集に 據ら すに、 拾遺 集に 據 つたこと が 

分かる。 

六 五 


いはしろ の 野中に 立てる 結び 松 心 もとけ すむ かしお もへば (欲 仙 歌集 本、 一一 一番) 

これ は 拾遺 集卷 十九に 人 麿と して 載つ てゐ るが、 萬 葉で は 長 忌 寸意吉 麿の 歌 (卷ニ  • 一  四 四) である 

ところ を 見る と、 直接 拾 遣 集に 據 つたこと が 分かる。 

明日より は (lg:lj、) 若菜 摘まむ と片 岡の 朝の 原 はけ ふぞ燒 くめる (欲 仙 欲 集 本、 二 ハ九番 ) 

從 明日 者 ifj^ 菜將採 跡標之 野爾， 昨日 毛 今日 毛 雪 波布 利 管 (萬 葉 集 卷八ニ 四 二 七) 

下の. 5- はどうしても 萬 葉の 諸古寫 本に 見つからな いが、 拾遺 集卷ー に は 人 丸と して 斯く载 つて ゐ 

るから、 柿 本 集の 此歌 は、 拾遺 集 あた， 9 に據 つた もので あらう とい ふこと は大體 考察す る ことが 出 

來る。 

た ごの 浦の 底 さへ 匂 ふ 藤浪を かざして 往 かむ 見ぬ 人の ため (欲 仙 欲 集 本、 一七 二番) 

秋風の 日 ごとに 吹けば 我 宿の 岡の 木の葉 も 色 づきに け，？  (K 仙耿集 本、 一 七 六番) 

あしび きの 山 下と よみ ゆく 水の 時ぞ ともなく 戀 ふる 我 身 か (欲 仙歜集 本、 一 八 0*) 

一七 二番の 歌 は 萬 葉 集 (卷 十九 * 四 二  00) では、 內藏 总寸繩 麿で あるから、 拾遗 集で 人 麿 作と したの 

に據 つたこと が 分かる。 一七 六番 は、 萬 葉 集 (卷 十二 二 九 三) では 讀人 不知で あるから、 拾 遣 集の 人 

麿 作に 據っ たもの か。 一八 〇 番は、 萬 葉 集 (卷十 了  二 七 OST). から 來てゐ るが、 結句 は、 拾遺 集 『こ ひ 


わたる かな』， 圆書寮 本 第一 『こ ひわた るかな』 であるから、 拾遺 集に 據っ たとい ふ 可能性が 多い： 

靑 柳の かつらぎ 山に ゐる 雲の 立ちても 居ても 君 を こそ 思へ (欲 仙^ 集 本、 一八 二番) 

あしび きの か つらぎ 山に ゐる 雲の 立ちても 居ても 君 を こそ 思 へ (圖甞 .1^ 本 第 一 ) 

あしび きの か つらぎ 山に ゐる 雲の 立ちても ゐても 妹 をし ぞ思ふ (圖書 寮 本 第二  。 频從 本) 

足曳の か つらぎ 山に ゐる 雲の 立ちても ゐて も；^ を こそ 思 へ (ね 遣 集) 

ハル ャナ ギカ ッラ ギヤ マ 二 タック モノ タチテ モヰテ モイ モ チシゾ ォモフ 

潘楊葛 山 發雲立 座 妹 念 (萬 葉集卷 十一 五三) 

萬 葉の 初 句、 .£ 為本 中ァヲ ャギノ  (嘉- 細) と訓ん だのが あ， 0 ヽ なほ、 漢字の 左に ァヲ ャギノ  (w> 

HI* 京. 矢) と 書いた のが ある。 然 らば 柿 本 集 歌仙 歌集 本 は、 萬 葉 集に 據っ たかと いふに、 結句の 『5!;; 

を こそ 思へ』 は 拾遺 集に 據 つて ゐる。 次に、 圖書寮 本 第二、 類從 本の 結句 は、 『妹 をし ぞ思 ふ』 で、 

萬 葉 集に 據っ たかと おも ふと、 初 句 は 、『あしび きの』 で、 寧ろ 抬遣集 系統で ある。 斯 くの 如くに、 

互に 交錯して ゐ るので ある。 併し、 歌仙 歌集 本 系統と 考 へられる、 圖書寮 本 第一 が 拾遺 集と 同じで 

あると ころ を 見る と、 初 句 だけ 變 化して ゐる、 歌仙 歌集 本 は、 や は， 0 拾遺 集に 據っ たものと 推考す 

る こと もまた 可能 だと 思 ふので ある。 或は 拾遺 集の 據 つた 萬 葉 集と 同じ 系統の 萬 葉 集に 據っ たとい 

ふ 方が 好い かも 知れない。 

六 七 


六 八 

みなそこに 生 ふる 玉藻のう ち 靡き 心 をよ せて 戀 ふる 此 ご ろ (歜仙 歌集 本、 一 八 一一 ¥) 

みなそこに 生 ふる 玉藻のう ち 魔き 心 をよ せて 戀 ふるころ かな (類從 本) 

みなそこに 生 ふる 玉藻のう ち 靡き 心 をよ せて 戀 ふるころ かな (拾遗 集) 

ミナ" コ ニォ フル タマ モノ ゥチ ナビ キコ コロ ハ ヨリ テ n フ々 n  ノ. ゴ P 

水底 生 玉藻 打 靡 心依戀 比日 (萬 葉集卷 十一 ニー  四 八 二) 

歌仙 歌集 本 (圖書 寮 本 第 一 同じ) は 結句 は 萬 葉 集と 同じく、 類從本 (圆書 寮 本 第二 同じ) は 結句 は 拾 

遺集と 同じで ある。 この 關 係が 交錯して ゐて 一様で はない が、 圖書寮 本 第一 及び 歌仙 歌集 本 は、 直 

接 萬 葉 集に 據っ たか、 或は 一 たび 拾遺 集に 據っ たかはつ きり しないの である。 

渡し守 船 はや 渡せ ひととせに ふたたび 來 ます 君なら なくに (耿仙 歌集 本、 八 六番) 

渡し守 はや 船 寄せよ ひととせに ふたたび 來 ます 君なら なくに (拾 遣集卷 十七) 

ヮ な シ モリ フネ ハヤ ヮタセ 

これ は 萬 葉卷十 (二 0 七 七) の、 渡 守 舟 早 渡世に 據っ たもの だから、 拾遺 集に 據 つたので ない こと 

が 分かる。 卽ち 直接 萬 葉 集に 據 つた 例で ある。 

たま ゆらに 昨 曰の 暮に 見し 物 を 今 曰の あしたに 問 ふべ き (5 ほ If む もの か (4gff 鶴 本、) 

タマ ユラ 一一 キノ フ / ュフべ ：、 シモ/ テケフ / ァシタ 二  n フ べキ モノ 力 

玉 響 昨夕 見物 今朝 可戀物 (萬 葉集卷 十一 •  二三 丸一) 

これ は、 萬 葉 集に 原 歌が あって 拾遺 集に ない。 卽ち 直接 萬 葉 集に 據 つた 朋 かな 證據 である。 


秋の 夜の 月 かも 君 は 雲隱れ しばし も 見ねば ここら 戀 ひしき (；欲 仙 欺 集 本、 一 五ナ 

秋 夜 之 月 疑 意 君 者 雲隱， 須臾 不 見者 幾許 戀敷 (萬 葉集卷 十. ニニ 九九) 

この 萬 葉の 訓は 新訓萬 葉に 據 つたが、 『須臾』 は舊訓 及古寫 本シバ シモ。 『幾許』 も、 舊訓 及. 寫 

本コ コラ で、 コ コダは 代 匠 記の 訓 である。 しかし 此歌は 拾遺 集に も 人 麿 作と して この 儘载 つて ゐる 

から、 或は 拾遺 集に 據 つた かも 知れない。 

さ を 鹿の いる 野の 薄 はつ 尾ばない つし かい もが 手枕に せむ (欲 仙歜集 本、 一 五 四 番) 

サチシ カノ イリ ヌ / ス ス キ へッテ .バ4 ィ ヅレノ トキ カイ モガ テ マ カム 

左 小 牡鹿 之 入 野 乃 爲酢寸 初 尾花 何時 加 妹 之 手將枕 (萬 葉集卷 十. ニニ 七 七) 

この 萬 葉の 訓は新 訓萬葉 集に 據っ たけれ ども、 『入 野』 は舊訓 及び 古寫本 ィルノ であり、 四 五 句 も 

舊訓 及び 古 寫本ィ ッシ カイ モガ . タマ クラ 一一 セム であるから、 その あたりの 訓に據 つた もの だとい 

ふこと が 分. かる。 イリ ノは考 の訓、 ィ ヅレノ トキ 力. ィ モ-ガ テマ 力 ムは代 匠 記の 訓 である。 この 歌 

は抬 遺集に ないから、 直接 萬 葉 集に 據 つたこと が 分かる。 以上の 如き 直接 萬 葉 集に 據 つた 例 は 多く、 

各論の 方で それ を 示して 置いた し、 前項に 萬 葉 集の 國歌 大觀の 番號を 示して 置いた から、 それによ 

つ て檢 出す る こと も ま た 容易で あ る 。 

六 九 


it 本 集の 大部分が、 萬 葉 集の 歌に 直接 據 つたこと は 動かすべからざる 事實 であるが、 その 萬 葉 集 

は 現在 分かって ゐ る古寫 本のう ち、 どの 系統に 屬 する 萬 葉 集であった だら うか。 この 事 は 一 槪には 

云 はれない とお も ふが、 ま づ神田 本 系統の ものに 據 つた 形跡が ある やうで ある。 今次に その 數例を 

；; r- す ことと する。 

秋 田 かる ひたの 庵に しぐれ 降 b わが 袖 ぬれぬ ほす 人 もな し (歌仙 * 集 本、 一 一 ：一 九番) 

アキ タ カル タビ / ィホリ 二 シグレ フ リ ；^ ガ リ .テヌ レ ヌホス ヒト .f シ 二 

秋 田 I 刈 客 乃 廬入爾 四 具 禮零我 袖 沾干人 無二  (萬 葉 集 卷十. ニニ 三 五) 

第二 句、 客乃廬 入爾』 であるから、 ヒ タノと なる わけはな いが、 神 田 本に はヒ タノ ィホ リニと な 

つて ゐる。 

たま ぼ この 君が 使の たをりた る 此秋萩 は 見れ ど 飽かぬ かも C 欲 仙^ 集 本、 一 00 番) 

玉 梓 公之 使 乃 手 折 來有此 秋ず 子 者 雖見不 飽鹿裳 (萬 葉集卷 十. 二  一二) 

この 初 句 * 『たま ぼ この』 はどうして かうな つた か、 これ は 神 田 本 . 元曆 校本に ケ マ ボコノ と ある こ 

據っ たもので ある。 


さ を 鹿の 妻と ふ 山の 岡べ なる わさ 田 は 刈ら じ 霜 はおくと も (歜仙 欲 集 本、 一 三 0番) 

左 小-牡鹿 之ぎ 喚 山 之 岳 邊在早 田ず 不巧霜 者雖零 (萬 葉 集 # 千. ニニ 二 〇) 

萬 葉 集の 第一 一句. 『麥喚 山 之 J1 は 舊訓ッ マ ョ ヅ ャ マ ノ であるが、 神 田 本に は ッ マト フャ マノと あり、 

結句、 『霜 者雖 零』 は、 古 寫本中 (元 • 頻. 祌) シ モ 、ノ オタ トモと 訓 じて ゐ るの が ある。 卽ち柿 本 集の 此 

歌 は、 それらの 古寫 本に 據っ ただら うと 想像す る ことが 出來 る。 

戀 ひしく ば 形見に せむ と 吾 背 子が 植 ゑし 秋获 花^きに け， 0. (欲 仙缺集 本、 一 0 五番) 

戀 しくば かたみにせ よと 吾 背 子が 植 ゑし 秋 萩 花.^ ゆ、 きに け. 0  (類從 本) 

萬 葉 集 (卷 十-一二 一九 ：} は 『形見 爾爲與 登』 であるが、 神 田 本に は 力 タミ 二 セントの 訓が ある。 そこ 

で 歌仙 歌集 本 は その 系統の ものに 據っ たもの か、 或は、 恣に 分かり易 きに 從っ たもの か、 一概にい 

ふこと が出來 ない が、 少 くも 歌仙 歌集の 歌 は 神 田 本 系統の 萬 葉 集に 據っ ただら うと 想像す る ことが 

出來 る。 

なほ あら じこと なし 草に いふ こと をき 、 てし あらば 嬉しから まし (欲 仙 欲 集 本、 二 五番) 

モ ダ ァ- フジ ト n ト/ ナ グサ 一-. -. フ コトテ キキシ レ-ソ ， ^ ウー， クハ アリア リ 

默然不 有 跡 事 之 名 種 爾云言 乎 聞知 良久 波少可 者有來 (萬 葉 集卷七 • 一 一-五. 0 

かう で、 原 歌と その 形態が 類似して るす、 何に 據っ たか 不明であった が、 神 田 本に は、 第一 二 句 

七 一 


七 二  . 

を 『なほ あら じと ことな しぐさに 5 と 訓んで る。 

手に とれば 袖 さ へ に ほふ 女郎花 こ の 下つ ゆに 散ら まく も 惜し (欲 仙 歌集 本、 一 〇 三番) 

手に とれば 袖 さへ に ほふ 女郞 花木 下つ ゆに 散ら まく 惜しみ 1- 類從 本」 

右の 結句の 差に つき 萬 葉 集 (卷 十. ニー 一  五) の 原文 は、 『散 卷惜』 で、 舊訓 チラ マクヲ シモ。 神 田本チ 

ラマ クモ ヲシ。 類聚 古集チ ラ マ ク ヲ シミ。 京大 本チ ラマ クオ シ ミ 等が ある。 これで 二 本の 系統が 大 

體區 別せられ る やう に 思 ふの で あるが、 必 すし もさう ではなから うか 否か。 

0  0  0  0  0  0 

足曳の 山より 聞け はさ をし かの 妻よ ぶ聲 をき かまし もの を (歌仙 歌集 本、 一二； 番) 

0  0  0  0  0  0 

足 引の 山なら ませば さ をし か の 妻よ ぶ聲 をき かまし もの を (類從 本) . 

第二 句、 萬 葉 集 (卷 十二 二 四 八) の 原文 は. 『山 從來世 波』 で、 舊訓ャ マ ヨリ キ セバ。 古寫本 中、 神 

田 本のみ、 ャマ ヨリ マセバ である。 さう すれば 類從 本の 方が 神 田 本 系統の 萬 葉 集に 據っ たやう にも 

見える が、 或は 類從 本の 方 は 全くの 誤寫 だか も 知れない。 鬼に 角 書留め 置く ので ある。 

もののふの 八十 うぢ 川の あじろ 木に いさよ ふ浪 のよ るべ 知らす も (歌仙 敬 集 本、 二 一番) 

圃 書 寮 本 第 一 に は、 『ただよ ふ浪 の』 と あ， o、. 神 田 本に は、 『ただよ ふ浪 のよ るべ しらす も』 と あ 

るら し い。 


但し、 全部 神 田 本に 據 つて は ゐす、 寬永 流布本 舊訓に 同じい のが 幾つか ある。 或は、 神 田 本に 從 

はな いのも あり 2  2 ハ番、 ハナ チリ- ケリ。 )* 或は 類聚 古 集の 訓と 同じの も あり (九 0 番、 マツ トツ ゲコセ y 

或よ 元 管^ 本に 同じ いのも あ， 0  (九 一番、 ァセ 一一 ケリ ：>、 必ゃ しも 神 田 本 だけによ つて 律す る ことが 出來 

ない けれども、 さ、 つ いふ 様子 を 感じた ので 書留め 置く ことと した。 

以上 を か いつまんで いへ ば 次の 如くになる だら う。 

:t 本 集 は、 公任の 選んだ 三十 六 人 を 本と して、 誰かが 三十 六 人 集と い， ふ もの を 作った、 その 一 つ 

である だら う。 

內容は 人 麿の 歌と 人 麿 歌集 出の 歌 のみでな く、 萬 葉 集で も天武 天皇の 御製 はじめ 數 人の 作と、 讀 

人 不知の 歌と を 混じて ゐる。 古今 集の 讀入 不知の 歌で、 『こ の 歌 は ある 人の いはく 楠 本人 麿が (f) な 

り』 とい ふ 左 注の ある 六 首が 入って 居り、 また、 拾遺 集に 載った 藤 原 爲賴、 藤 原輔相 (または 元輔) 

の 歌 も 入 .0、 その他 は 作者 不明が 多く 入って ゐる。 柿 本 集に は、 歌仙 歌集 本 (圖耆 寮 本 第一) と、 群 

害 類從本 (圖書 寮 本 第二) と 二つの 系統が あ 6、 歌仙 歌集 本の 方が 古く、 類 從本は 後に 恣に增 補した 

七三 


ものの 如くで ある。 歌仙 歌集 本で も、 上 帖が先 づ出來 て、 下帖 がそれ に增 補した もので あらう。 を 

は， 0 にある 諸 國の歌 六十 六 七 首 は、 前言の 輔 相の 歌が 一首 入って を， り、 他 は 作者 不明 だから、 或は 

輔相 (または 元輔) 等の 作った もので はなから うかと 想像 せられる。 柿 本 集の 成立 は 後 拾遺 集の 後 遠 

くな い 頃 だら うと 考へ ら れてゐ る。 文獻に 見えた の は 千載 集の 太 皇太后 宮の御 歌の 詞 書が はじめで 

ある。 

柿 本 集の 歌 は、 萬 葉 集の 歌から 直接 取った ものが 一番多い らしく、 その 萬 葉 集 は 神 田 本 系統に 屬 

する ものではなかった だら うかと おもへ る樣 子が ある。 併し 成立 は數 次に わたって ゐ るから、 必す 

しも 一 本のみ に據 つたので はなから う。 萬 葉 集の ほかに、 古今 集に 據っ たもの、 .W 今 六 帖に據 つた 

もの、 拾遺 集に 據っ たもの 等の 歌が ある。 

柿 本 集 は 萬 葉 校合の 發 達した 時に あって、. もはや 價 値の 無い もの だが、 三十 六 人 集の 一 つと して、 

尊重 せられた 時代が あり、 作歌 稽古 上に も 利益 を與 へた ものと 謂 ふこと が出來 る。 さう いふ 意味で 

常に 一顧すべき ものである。 


この 集 が 作歌 稽古 上 參考 せ ら れ て も 、 そ の 當時 の 歌 言葉 に 適す る やうに 按配しつつ 採用 せられて、 

純 粹の萬 葉 調と いふ もの は その 儘 は 探 用せられ てゐ ない。 人 麿 は 歌聖と して 尊敬 せられて ゐて も、 

その 人 麿の 歌と いふ もの は、 この 程度の ものと して 受納れ むれて ゐ たもので ある。 

ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧に 島が くれ 行く 船 をし ぞ思ふ 

この 歌 をば 人 奢の 歌と 信じき つて、 そして それ を 學んだ 歌人 も 幾人 か 居た であらう。 試に、 藤 原 

公任の 撰と いはれ る、 「九 品 和歌」 に、 上品 上と して、 この 『ほのぼのと』 の 歌が 載り、 『これ は 言 

葉 まにして、 あまりに 心さへ あるな り』 とさへ 說 明せられ て 居る ものである。 また、 この 歌と ー處 

に、 『i^ たっとい ふ 許りに やみよし 野の 山 も 霞みて 今朝 は 見 ゆらむ』 とい ふ 壬 生 忠岑の 歌が、 やはり 

上品 上の 歌と して 置かれて ゐ るから、 大體の 目安と すると ころが 分かる ので ある。 さう であるから- 

縱ひ萬 葉の 言葉 を 取る にしても、 名詞と か 動詞と かいふ もの を 部分的に 取る に 過ぎなかった。 例へ 

ば、 俊 賴の散 木 力 大歌 集の、 『きぎす 鳴く すだのに 君が くち 据 ゑて 朝 踏ま すらむ いざ 行きて 見む』 と 

な マキ ハル ゥ チノ す ホス 二  ゥ マナ メナ . アサ フ マスつ 厶  リノ 

いふ 歌の、 『朝 踏ま すらむ』 は、 萬 葉卷ー (S の、 玉 刻 春、 內乃 大野 爾、 馬 數而、 朝 布 麻須等 六、 其 

草深 野に 本 づき、 『さくら あさの を ふの 浦波た ちかへ-^ 見れ ども 飽かぬ.^ 梨の 花. 1 は、 卷 十一 (一二 ハ 

八 七」 _$、 樱麻 乃、 苧原之 下草、 露 有 者、 令 明而射 去、 母者雖 知に 本づ いて ゐる。 その やうに 部分的 
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の 採用であった。 併し、 さう いふ 部 一分 的の 採用で も 採用 しないよりも 好い のであって、 さう いふ 氣 

運が 遂に 實 朝の 歌の 如き 萬 葉 調 を 見得る やうに なった ので ある。 さう いふ 意味に 於て、 柿 本 集の 如 

きも 亦棄て 難い ものと 弊釋 すべきで あらう。 (昭和 十一 年 四月)  - 
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柿 本 集 上 

〇  - 

いはみ の國 よりきけ る 人に 

1 いはみ なる たかまの 山の 木の間より わが ふる 袖 をい も 見け むか も . 

詞書、 流布 一本に は， 『きけ る 時に』。 圖書寮 本 第一 に は、 『いはみ のく にから 來 たる 女に』。 圖害 

$_>^本第ニ及び類從本には、 『いはみ にて 京 をお も ひやり て』。 鷹 司 本に は、 『石 見國 にあり ける 女 Q 

きたりけ るに』 と ある。 この 歌 は 拾 遣集卷 十九の 歌と 全く 同じで あるが、 拾遺 集の 歌の 詞 書に は、 

『いはみ に 侍， 0 ける 女の まう で來， 0 ける に』 と ある。 『たかまの 山』 は、 拾遺 集 も同樣 であるが、 

圆書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本 等 皆、 『たかつ の 山』 であり、 六帖 にも、 『石 見の やた かつの 

山の 木の間より 我が 袖 振る を 妹 見 つらむ や』 と あるし、 袖中抄 にも、 『石 見ノ ャ 高角 山ノ コノ マコ リ 

フカ フル ソテ ヲィモ ミツ ラム 力』 とあって、 昔タ カツ ノヤ マで ある。 また タカ マ は 萬 葉 集卷七 ( 一 ；： 一 
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三 七) に、 葛 城 乃 高 間 草 野が あるの みで 他の 卷には 無い か そこで、 拾遺 集で 誤 b それ を 踏襲した もの 

と 思へ るが、 他 本が 皆 タカ ッノ であるの は 注意すべき 事で ある。 この 歌 は、 萬 葉集卷 二、 柿 本 朝臣 

人 麿 從石見 國別妻 上 來時歌 ニ首幷 短歌 中 (一三 二) の、 石 見 乃 也 高角 山 之 木 際從我 振袖 乎 妹 見 都良武 

お  ィ； ミ+ル 々カツ ヌャマ ノコ， マエ モ ヮガ ツギ. フル テ ィ モミ ケ ムカモ 

香と、 (一 一-一四) の、 石 見爾有 高角 山 乃 木 間 從文吾 袂振乎 妹見監 鴨と に本づ いて ゐる U 

〇 

2 秋 山に 散る もみ ぢ ばの 暫く も 散りな 亂れそ 妹が あたりみ む 

萬 葉 集卷ニ  (一三 七). やはり 人 麿上來 時の 歌に、 秋 山爾落 黄葉 須臾 者 勿 散 亂曾妹 之當將 見， 

が ある。 そして 古 寫本中 (神. 細) にはシ バラク モ、 (元 • 金 • 類. 細) に は チリ ナミ タレ ソ になって 居る- 

六 帖には 第二 句 以下、 『落つ る もみお 葉 暫く もい りな 亂れ そ』。 圖書寮 本 第一、 鷹 司 本 はこの 流布本 

に 同じく、 圖書寮 本 第二 及び 類從本 は、. 初 句、 『秋風に』、 第 四 句、 『散りな みだり そ』、 類從 本は更 

に、 結句、 『君が あたりみ む』 となって 居る。 

〇 


ォ いはしろ の 野中に 立てる 結び 松 心 もとけ ずむ かしお も へ ば 

拾遺 集卷 十四 及び 卷 十九に も斯く 載って ゐる。 萬 葉 集卷ニ (一四 四)、 長 总寸意 吉磨見 結 松哀咽 歌に、 

磐 代 乃 野中 爾立有 結 松， 情 毛不解 古所 念が あり、 結句、 舊訓ム カシオ モへバ 。古寫 本の 多く もさう 

である。 そこで 此歌は 萬 葉 集の 歌の 紛れ こんだ のに 相違ない が、 人 麿と 關係 なきもの である。 圖書 

寮 本 第一、 第二、 類從本 これに 同じい。 鷹 司 本、 結句、 『むかしお も ほ ゆ』。 六帖に は、 結句、 『む 

かし をぞ おも ふ』。 

〇 

4 紫に 匂へ る いもが かくし あらば 人妻 ゆ ゑに われ 戀 ひめ や も 

萬 葉 集卷ー (一二)， 皇太子 答 御 歌に、 紫 草 能- 附保敝 類 妹 乎 爾苦久 有 者 人 蠕 故 爾吾戀 目 八方が ある。 

卽ち、 天武 天皇 (大海 人皇 子) が 額 田 王に 答 へられた 御 歌で あるが、 どうして 柿 本 集に 紛れ こまし め 

たもの か、 萬 葉の 歌 を 材料に して 興味本位に 作った. のか、 そして、 『佾く あらば』 が當 時の 心 持 

に <P はぬ ので、 『かくし あらば』 とした もの か。 いづれ に. しても 人 麿と は 關係は 無い。 圖書寮 本 第 
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人つ まィ 

一、 『人つ まゆへ にわれ こ ひめ や は』。 同 第二、 『ゆ へ にわが こ ひめ や は』。 類從 本、 『一 もと ゆ ゑに 

わかこ ひめ や は』。 鷹 司 本 此歌缺 く。 六帖に は、 第二 句、 『いも をに くく あらば』 となって ゐる。 

5 み 熊 野の 浦の 濱 木綿 百 重なる 心 は 思 へどた だに あはぬ かも 

拾遺 集卷 十一 にも 六帖 にも 斯く载 つて ゐる。 圆書 I 本 第一、 第二、 類從本 同樣。 鷹 司 本、 結句、 

『あはぬ かな』。 萬 葉集卷 四、 柿 本 朝臣 人 麻 呂歌四 首 中 (四 九 六) に、 三 熊 野 之 浦乃濱 木綿 百 重 成 心 者 

モ へドダ タニア C ス カモ 

雖念 直不相 鴨が ある。 そして 第三 句 は、 舊訓 モモ へ ナグ。 古寫 本の 多く もさう であって、 代 匠 記 初 

稿本で、 モモへ ナスの 1 訓を 試み、 諸家 それに 從 ふに 至った の だから、 柿 本 集 は舊ぃ 訓に據 つたこ 

とがわ かる。  ， 

かみ かぜ  はま を ざ  はま ベ 

6 神風の 勢の 濱荻 をり ふせて たびね かすらむ あらき 濱邊に 

流布本、 初， り， 『秋風の』。 萬 葉 集卷四 500)、 基 擅越往 伊勢 國時留 作歌 一首に、 神風 之 i 勢 乃 


(マチ リフセ テタビ 木 ャ ス ラム ァラキ ハマべ 二 

； m 获 折伏 客 宿 也 將爲荒 濱邊爾 が あるが、 此は 無論 人 麿の 歌で はない。 併し、 その 次に 直ぐ 柿 本朝 

臣人麻 呂歌三 首が あって、 その 一首が 柿 本 集に 載って ゐ るから、 不注意に して 紛れた のか も 知れな 

い。 萬 葉の こ の 歌、 初 句、 舊訓カ ミカ ゼノ。 略解 カン カゼ ノ。 圖書寮 本 第 一 、 初 句、 『神風と』、 第 

g\?> 『たびね やすらん』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 詞書、 『旅の 歌、 伊勢の みゆきの 時』、 初 句、 『神 

風 や』、 第 四 句、 『たびね やすらん』。 類從 本、 第三 句、 『折 敷て』。 鷹 司 本に 此歌缺 く。 この 歌 は、 

六帖 にも 新 古今 集卷 十に も讀人 不知と して 載り、 六帖、 初 句、 『かみ かせ や』、 第 四 句、 『旅寢 やす 

らむ. f 新 古今、 第 四 句、 『旅寢 やすらむ』 となって ゐる。 

7 夏野 行く を じかの 角の 束の間 も わすれず 思 ふ 妹が こころ を 

圆書寮 本 第一、. 第 ra 句， 『わすれす ぞ おも ふ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句、 『忘れす おもへ』。 

-1 'ッヌ ュ クチ ジ 力 ノ ッヌ/ ッ カノ マモ ィ モガ nnp チ ヮスレ テオ モへ 

^司 本此 歌缺。 萬 葉 集卷四 (五 〇 二) に、 人 麿 作と して、 夏野 去 小 牡鹿 之 角 乃 束 間 毛 妹 之 心 乎 忘而念 

哉が ある。 六帖 に、 『夏野 ゆく 牡鹿の 角の つかのま も 見ねば 戀 しき 君に も あるかな』。 新 古今 集卷十 

五に、 『夏野 ゆく 牡鹿の 角の つ かの まも 忘れす 思 へ 妹が こころ を』 として 载 つて ゐる。 いづれ も 下の 
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句を變 化せし めて ゐる のは當 時の 氣 持に 合はなかった からで あらう。 

8 朝寢髮 われ はけ づら じうつ く しき 人の 手枕 ふれて しもの を 

アサ ネ ザ ミワ レハ ケヅラ ジゥッ クシ キキ ザ ケ マ クラ 

拾遺 集卷 十四に も 同様に 載って ゐる。 萬 葉集卷 十一 (一一 五 七 八) に、 朝 宿髮吾 者不梳 愛 お 之 手枕 

フリテ シ モノ チ 

觸義之 鬼 尾が ある。 此は讀 人 不知の 歌で あるの を 人 麿 作と した もので、 實は人 麿と は 關係は 無い。 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本 同樣。  ， + 

〇  . 

9 夕され ば君來 まさむ と 待ちし 夜の 名 殘ぞ今 も いねが てに する 

*此 歌 は 新 勅撰集 卷 十四に 柿 本人 丸と して 載って ゐ るの はこれ に本づ いた ものと も 思 ふが、 萬 葉 集 

ユマ サレパ キミ キマ サム トマ チショ / ナ ゴリゾ イマ モイ ネガ テニ スル 

卷 十一 (一一 五- 0 八) に、 夕 去 者 公 來座跡 待 夜 之 名 凝 衣 今 宿 不勝爲 が あり、 讀人 不知の 歌で ある。 圖書寮 

本 第一、 第二、 類從本 同樣。 鷹 司本此 歌缺。 


s おも ひっつ 昔に は 泣く とも 著く 人の 知るべく なげきすな 君 

ナ- モヒィ デ テ .ス 二；： ふク トモ ィ车ジ P クヒ トノ シルべ クナゲ カス ナ ュメ 

萬 葉集卷 十一 (二 六 0 四)、 讀人 不知の 歌に、 念 出 而哭者 雖泣灼 然人之 可 知 嘆爲勿 謹が ある。 結句、 

舊訓 及び 古寫本 訓ナゲ キス ナュ メ、 第三 句、 嘉曆本 イチ ジル ク。 圖書寮 本 第一、 第三 句、 『いちじ 

ろく』、 結句. 『なげきすな ゆめ』。 鷹 司 本、 初 句、 『おも ひいでて』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀 部の 

終に 近く あり、 初 句、 『おも ひ 出て， 一一、 結句、 『なげきすな ゆめ』。 六帖に は、 初 句、 『おも ひいでて』， 

第三 句、 『いちじろ く』、 結句、 『なげきすな ゆめ』 と ある。 

とき ぎ .t"  み〃  な  ， 

n 解 衣の 思 ひ亂れ てこ ふれ どもな ど 汝. が ゆ ゑ と いふ 人 もな し 

トキ ギヌノ ォ モヒミ ダレ テ n フレド モナ ゾ ナ ガ ユマ； ト トフ ヒ トモ ナシ 

萬 葉集卷 十一 OH ハニ  c)， 讀人 不知の 歌に、 解 衣 之 思 亂 而雖戀 何 如 汝之故 跡 問 人 毛 無が あり、 第 

四 句、 古 寫本中 (慕，. 古) ナド ナガぶ へト とい ふ訓が ある。 萬 葉 集の 結句、 『問 ふ 人』 が、 『いふ 人』 

になって ゐる。 然る に 圖書察 本 第 一 に は、 『なと な か ゆ へ とと ふ 人な し』 と あるから 流布本の 『い 

ふ』 は 途中からの 變化 であらう。 圖書寮 本 第一 の 『とふ 人な し』 は 『も』 字を脫 した。 圖書寮 本 第 
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二、 類從 本、 第 四. 五 句、 『な そ 何 ゆ-へと とふ 人 もな き』。 鷹 司本此 歌缺。 六帖に は、 『なぞ 何故と 問 

ふ 人 もな し』 と ある。 

〇  . 

よ, V 

^ 梓弓 引きみ 引かず みこず はこず こ ば こそ は なぞ 外に こそ 見め 

.  ァヅサ ユミ ヒ キミ ュル ベ：、 コ ズ ハ 

流布本、 第 四 句、 『こばこ そ を なぞ』。 萬 葉 集卷十 1 ( 二 六 四 ◦). 讀人 不知に、 梓弓 引見 驰見 不來者 

ぎぎ 者來， 其 乎 奈何 不來者 來者其 乎が ある。 第二 句、 古 寫本中 (嘉 • 頻. 古 • 細) ヒ キミ ヒ カズ ミ。 圖 

書 察 本 第 一 に は、 『こ はこ そ 人 を こす はこ はし を』 と ある から いづ れも， m 力む づ 力し 力 つたので 斯 

く諸訓 があった ので あらう。 圖書寮 本 第二、 類 從本此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 第 四 句、 『こばこ そ もな 

ど』。 六帖 に、 きの 女郞 として、 第 四 句、 『こばこ そ をな ど』、 拾遺 集卷 十八に、 題 しらす、 柿 本人 麿 

として、 第 四 句、 『こばこ そな ほぞ』 となって ゐる。 此歌、 それらの 訓に據 つた もので あらう。 

た i ほこみ ちゆ 

玉 梓の 道行き 度れ いなむ しろし きても 人 を 見る よし も 力な  • 


圖書寮 本 第一、 第二、 類從本 同樣。 鷹 司本此 歌缺。 新 勅撰集 卷 十四に 人 丸 作と して 入る。 萬 葉 集 

タマ ボ n  ノ ミチ ユキ ッ カレイ ナ ム シ 口 シキテ モ キ -.. チ ：、 ム ヨシ モ ガモ 

卷 十一 0 一六 四 一一 一)、 讀人 不知に、 玉 戈 之 道行 疲 伊奈 武思侶 敷 而毛君 乎 將見因 母 鴨が ある。 袖 中 抄-釋 

日本 紀に、 萬 葉 集の 如く 載り、 六帖. 和歌 色 葉 集に、 『君 を 見む よし もがな』 として 載って ゐる。 

〇 

ひだ  すみな は  ， 

M とにかくに 物 は 思ばず 飛驊 たくみう つ 墨繩の ただ ひと 筋に 

圆書寮 本 第 一 、 結句、 『 一 すじに』、 同 第二、 『 1 すお に』、 類從 本、 『 一 すじに』。 鷹 司 本此に 同。 

拾遗 fl^ 卷 十五に かく 载り、 六帖に は、 『言 ひし 言 はば 物 は 思 はじ 飛驊 人のう つ 墨繩の 唯 一 道に』 と あ 

力 二 カク 二 モノ ハ すモハ V 、ヒ ダ V トノ ゥッス ミナ ハノ タ ダヒト ミキ 二 

る。 此等 は、 萬 葉集卷 十一 (二 六 SI 八) に、 云云 物 者 不念斐 太 人 乃 打 墨繩 之 直 一道 二と あるに 本、 つい 

て 居る。 此は讀 人 不知の 歌で ある。 萬 葉 集の 古 寫本中 (嘉 *類* 古. 細) ト 二 カク ュ、 (類) ヒダ タク ミの 

訓が あり、 また 結句 は舊訓 及び 多くの 古寫本 タグ ヒ トス デ-ー となって ゐる。 

やまた も  かぴ 

55 足. の 山 田 守る をの 置く 蚊 火の 下 焦れ つつ わが 戀 ふらく は 

.  八 五 


八 六 

萬 葉 集卷十 一 OH ハ四丸 y 讀ん 不知の 歌に- ァ足ンヒ日^;ぇ^タ田|^;きガ^&が^ずタ^^^^".|,チ1ク久がぁる。 

圖書寮 本 第 一 に、 『した こがれの、 み わが こ ひ をら ぐ』 とあって、 萬 葉の 下の句に 同樣 であるの は 注意 

すべきで ある。 六帖に は、 下の句、 『した こがれの み わが 戀ひ をら む』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 

二 句， 『山 田 もる 港に』。 鷹 司本此 歌缺。 新 古今 集卷十 一 に 載り、 第二 句- 『山 田 もる 庵に』 となって 

ゐる。 萬 葉、 『山 田 守 翁』 は 舊訓ャ マタモ ルヲノ であるから、 其に 據っ たもので あらう。 そして， お 

今 は 類從本 系統の 柿 本 集に 據っ たもので あらう か。 

すぎた  いたま 

W 杉 板 もて ふ け る 板 間 の 合 は ざら ばいかに せむ とか あ ひみ 初めけ む 

1 本、 結句、 『わかれ そ めけ む』。 一 本、 『わがね そめけ む』。 圖書寮 本 第 一、 第二、 初 句、 『杉い 

たもて』 と ある。 類從 本、 『杉 板 もて』。 拾遺 集卷 十二に、 結句、 『わがね そめけ む』 として 載り、 六 

帖には 下の句、 『いかにせ よと て わかね そめけ む』 となって ゐる。 萬 葉集卷 十一 (二 六 五 ◦)• 蟹 人 

I  、 ソ キ イタ モチ フケル ィ タメ  ノ ァ： セ ズ ハ イカ 二 セムト 力 ヮガネ リメ. b 厶 

不知に 十寸板 持盖. 流 板目 乃 不令相 者 如何 爲跡可 吾宿始 兼が ある。 第二  . 三 句、 舊 訓フケ ルイ タマ 

ノ  • ァ ハザ ラバ。 初 句、 舊 訓ソギ イタ モテ。 古 寫本中 (嘉. 古. 細) スギ イタ モテ、 (類) ス ギタモ テと訓 


ん だの も あるから 其訓が 此に傳 はった ので ある。 鷹 司 本 もや は b 初 句， 『すぎた もて』 である。 

n 難 波 人 葦 火た くや はすす たれ ど 己が 妻 こそと こめ づら なれ 

拾遺 集卷 十四に かく 載った。 流布本 一本、 第三 句、 『すき たれ ど』、 園 書 寮 本 第一、 第二、 類從本 • 

脾】 司 本-、 『す、 たれ ど』。 六帖 に、 上句、 『難 波 女の 蘆 火た く屋 はすし たれ ど』 と ある。 萬 葉 集卷十 j 

ナニハ ビト ァシビ 々クャ ノ ス シ テ ァレド オノ ガッ マコ ゾ トコ メ ィ ラシ キ 

(1 一六 五一). 讀人 不知に、 難 波 人 葦 火 焼 屋之酢 四手 雖有己 妻 許 增常目 頻次吉 が ある。 舊 訓スス タレ 

ド であるから 此に傳 はって ゐる。 神 田 本に は スス タレ ドと あり、 スの 右に シィ と 記入が ある。 第二 

句、 類聚 古 集 ァシビ タク ャハと ある。 

S 妹が 髮 うつ を ささの の 放れ 駒た はれに けらし あはぬ 思へば 

六帖 に、 第二 句、 『あげ を ささの の』 となって ゐる。 圖書寮 本 第 一、 第二 句、 『あげさ、 はの の』。 

圆書察 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『あげ を ささの の』、 第 四 句、 『こかれ にけ らし』。 鷹 司本此 歌缺" 
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. - ： , , ■  ,  -  /  ィ モガ 力-: ァゲ タカ パス ノ ハナ レ ゴマァ レエ キケ ラシ ァ C  + クモ へ-" 

萬 葉集卷 十一 (一二 ハ五 一一). 讀人 不知に、 妹 之 髮上小 竹 葉 野 之 放 駒 蕩去家 良 思 不合思 者が あり、 舊訓ァ 

ゲサ 、 バ ノ  、、 類聚 古集ゥ へ ハサ、 ハノ、 となって ゐる。 柿 本 集 流布本の 『うつ を ささの の』 は、 

『うへ を ささの の』 の誤讀 であらう か。 なほ 萬 葉の 結句、 舊訓ァ ハヌォ モへバ であり、 京都 大學 本、 

『蕩 去』 の 左に 赭くタ 、ノ レ と 記して ある。 

W 夭 雲の やへ 雲が くれ る 神の 音に のみや はきき わたるべき 

拾遺 集卷 十一 にかく あり、 六帖に 結句、 『きき わたりな む』 として ある。 萬 葉 集卷十 1 0 一六 五八)、 

アマ グモ / ャ へ グ モガ ゥリ 4 ルカ ミノ オト ノ ミニ ャ モ キキヮ 々リ+  二 

讀人 不知に 天雲 之 八重雲 隱鳴神 之 音耳爾 八方 聞 度 南が ある。 第 四 句 は、 舊本 及び 多くの 古寫本 

に 音ぎ 耳 八方と あり、 和歌 童 蒙抄も 同じく、 嘉曆 本. 類聚 古 集はヲ トー 一 ノ ミヤ ハと訓 んでゐ る。 圖 

書 寮 本 第一に は、 結句、 『きき わたりな む』 と あると ころ を 見れば、 流布本 及び 拾 遣 集の は 如何なる 

徑路を 取った 變化 であらう か。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 結句、 『こ ひわた， 0 なむ』。 鷹 司 本、 結句、 

『きき わた. 0 なむ』" 

〇  - 


さみの 郞女ぁ ひわ かれ 侍りけ ると きの 

g  m 心 ふなと 君 はい へど も 逢 ふ 事 をい つと 知りて かわが 戀 ひざらむ 

流布本 一 本、 第二 句、 『人 はい へど も j 一。 圖書寮 本 第 一 には詞 書、 『をむな の あ ひわ かれけ ると き』。 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 詞 書が 無い。 鷹 司本此 歌缺。 拾遺 集卷 十二に、 題 しらす 人 麿と して 載り、 

六帖 に、 第二  • 三 句， 『妹 は 言へ ども 逢 はむ とき』 として 载 つて ゐる。 此は萬 葉 集卷ニ  (一四 0)、 柿 本 

ナ ォモヒ トキ ミハ ィへド モア ハム トキ ィ ッ ト シリテ 力 ヮガ n  i- ザ ラ ム 

朝臣 人 麿 妻 依 羅娘子 與人麿 相 別 歌 一 首、 勿 念 跡 君 者 雖言相 時 何時 跡知而 加吾不 戀有牟 に本づ いて ゐ 

る。 『依 羅娘子 ，11 を、 『さみの 郞女』 として ゐる。 萬 葉、 『勿 念 跡』 は、 舊 訓ォモ フナト であり、 『雖 

言』 は、 舊 訓ィフ トモで あるが、 古 寫本中 (元 • 金. 祌) ィ へドモ と訓ん だのが ある。 

近 江よりの ぼり て 宇治川 のほとりにて 

S もののふの 八十 うぢ 川の あじろ 木に いさよ ふ浪 のよ るべ 知らず も 

圖書寮 本 第一 に、 詞書、 『近 江よ， 5 のぼるう ちか はの ほと， 0 にて よめる』、 第 四 • 五 句、 『ただよ ふ 
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浪の よるべ しらす も』 に^^. ってゐる。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四. 五 句、 『いさよ ふ 浪の行 し 

らす も』。 類從 本、 詞書、 『近 江より のぼるに 宇治川の ほとりに てよ める』。 鷹 司本此 歌缺。 六帖 に、 

結句、 『よるべ 知らす も』 として 載り、 新 古今 集卷 十七に、 題 しらす、 結句、 『ゆく へ 知らす も』 と 

して 載って ゐる。 此は萬 葉 集卷三 a 一六 四). 柿 本 朝臣 人 麻 呂從近 江 國上來 時 至 宇治 河邊 作歌 一首、 g 

/ フ ノ ャ ゾ ウーて ザ：/ ァ ジロギ 1 一 ィサ ョ フ ナミ/  rJ クへ シーツ ズ モ 

乃 部 能 八十 氏 河 乃 阿 白木 爾 不知 代 經浪乃 去 邊白不 母に 本づ いて ゐる。 萬 葉 古寫本 中、 神 田 本 は 『た 

だよ ふ浪 のよ るへ 知らす も』 と訓ん だら しく、 また、 袖 中抄に は、 『ィ サョフ ナミ ノョル ヘシ ラス 

モ』。 和歌 童 蒙抄に は、 『タ、 ョフ ナミ ノュク ヘシ ラス モ』 になつ て 居る" 

^ 我 背 子 をき ませ の 山と-人 は いへ ど 山の 名なら し 君 もき まさぬ 

流布本 一本、 結句、 『君 もき まさす』。 圖書寮 本 第一、 鷹 Fi- 本- 第 四. 五 句、 『きみ もき まさぬ やま 

の 名なら し』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『君が きまさぬ 山の 名なら し. f 拾遺 集卷 十三に 載， 0 へ 題し 

もす 人 麿 下の句、 『君 もき まさぬ 山の 名なら し』 になって ゐる， - 叉 六帖に は、 石河郞 女の 歌と し 

て、 第二 句、 『こませの 山と』、 第 四 . 五 句、 『君 もき ませぬ 山の 名なら し 11 になって ゐる。 萬 紫 集 


ヮザセ n チ コキ n セ ャ マト ，u ト！； ィへド キミ モ キ マサ ズャ マノ ナ 二 ァ-: シ 

卷七 (一 C 九 七)、 讀人 不知に、 吾 勢子 乎 乞 許 世 山 登 人 者 雖云君 毛 不來益 山 之 名爾有 之が あり、 第 四 句、 

舊訓 キミ モキ マサ ヌ。 結句、 元 層 本 ャ マノ ナナ ラシと ある。 

〇  . 

か は を  . 

？ S 大君が みかさの 山を帶 にす る ほそた に 川のお との さやけ さ 

ォホキ ミノ ミ カサ ノヤ マノ オビ 二 

流布本 一本、 第二 句、 『みかき の 山 を』。 萬 葉集卷 七、 詠 河 中 (一 一 〇 一一) に、 大王 之 御笠 山 之帶爾 

セル ホ リタ ニガハ /オト ノサ ャケサ 

爲流細 谷川 之 音乃淸 也が ある。 此は讀 人 不知で ある。 第二 句、 古葉 略 類聚 鈔には ミカ サ ノヤ マヲと 

ある。 六帖 に、 黑 主の 作と して、 第一 二 丁 三 句、 『まがね ふくき びの 中山帶 にせる』 となって ゐる 

の は 古今 集卷 二十に ある 讀人 不知の 歌と 同じで、 古今 集に は、 『此歌 は 承 和のお ほむべ のきび の國 

の哥』 とい ふ 注が ある。 圖書寮 本 第 一 、 上句、 『すべ ら ぎの みかさの 山のお びに せる』。 圖書寮 本 第 

二、 類從 本、 山の 部に あり、 初 句、 『大君の』、 第三 句、 『帶 にせる』.) 類從 本、 第二 句， 『みかさの 山 

の H 魔 司 本 無題。 
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S! つき 草に 衣ぞ染 むる 君が 爲色 どり ごろ も すらむ とお も ひて 

ツキ クサ 二 コロ モゾ シム^ キミ ガ 々メ f ロドリゴ n モスう ム ト &ヒ？ 

萬 葉 集卷七 (ニー 五 五)、 臨時、 讀人 不知に、 月 草 爾衣曾 染流君 之 爲線色 衣 將招跡 M ふ而が ある。 此 

は 古歌 集に 出づ とい ふ 注の ある ものである。 第二 句、 舊訓コ 口 モゾソ ムル。 第 四 句、 舊訓ィ ti トル 

コ C1 モ。 古 寫本中 c; 古-西-細) ィ P トリ コ ti モの訓 が ある。 結句、 舊 訓スラ ム トォモ ヒテ。 圖書寮 本 

第一 、 鷹 司 本、 此 歌：^。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 . 五 句、 『色の わか はの かけと おも ひて』。 

0 

お なほ あら じこと なし 草に いふ 事 を 聞きて しあら ば 嬉しから まし 

萬 葉 集卷七 (一一 一 五 6、 古歌 集 出、 臨時、 讀人 不知に、 默然 ト跡 之 fsiK-i  一一 叫 i^er 久 すがん 

ク ハ ァ リケリ 

可 者 有 來がぁ 6 第一 ニー 句 神 田 本に ナホ ァラ シ トコ トナシ クサ 二の 訓が ある。 圖書寮 本 第 一 、 

鷹 司本此 歌を缺 く。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『猶 あへ とこと なし 草に いふ 事 を 聞ても しらば うれし 

か. らまし』。 


s 山た かみ 夕日が くれの 淺茅 原の ち 見む 爲 にしめ ゆ はまし を 

六帖 に、 同様に 載り、 拾遺 集卷 九に、 題 しらす、 人 麿と して、 第二 句、 『夕日 かくれぬ』 となって 

ヤマタ カミュ フヒ 

载 つてる る。 一本、 第二 句、 『夕日 かくれぬ』。 萬 葉 集卷七 (ニー 一 gn 一). 寄 草、 讀人 不知、 山 高 夕日 

隱奴淺 茅 原 後見 多 米 爾標結 申 尾が ある。 第二 句， 舊訓 ュフヒ カク レヌ。 圖書寮 本 第 一 、 『夕日 かくれ 

ぬ淺ち ふの のち 見む ためと』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 この 歌仙 流布本に 同。 鷹 司 本、 此 歌缺。 

〇 

おの 

^ みしま 江の 玉 江の 声 をし めしより 己が と ぞ思ふ 未だから ね ど 

岡 書 寮 本 第一、 第二、 類從 本、 同樣。 鷹. li- 本、 第二 句、 『玉 江の こも を』。 萬 葉 集卷七 (ニー 一四 A)、 

i シ マエ ノ タマエ ノ コモテ シメシ ヨリ オノ ガ ト ゾ ォモフ イマ ダ カラ， 5f ド 

寄 草、 讀人 不知に、 三 島 江 之 玉 江 之 薦乎從 標之己 我 跡 曾 念雖未 I 刈が ある。 斯く原 歌が 『玉 江之薦 

乎』 で、 魔^ 本に、 『玉 江の こも を』 と あるの だから、 もとは、 『玉 江の こも を』 であった だら うと 

推す る こと も 出來 る。 然るに、 此歌 拾遺 集卷 十九に、 題 しらす、 柿 本人 麿と して 载， o、 『玉 江の 芦 


九 四 

を』 となって ゐ るから、 もとは 拾遺 集に 據っ たと せば、 必す しも、 『玉 江の こも を』 であった と解釋 

せす とも 好い ことと なる。 なほ 六帖に は、 讀人 不知で、 同樣 『玉 江の 芦 を』 として 載って ゐる。 

〇 •  • 

^ つき 草に 衣 はすら む 朝つ ゆに ぬれての 後 はう つろ ひぬ とも 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 同樣。 圖書寮 本 第一、 『うつろ ひねと も』。 一本、 『あさ 霧に』 

ツキ クサ 二 コロ モ ハス ラム アサ ッ丄ニ ス レ テ /チニ ハウ ッロ ヒヌ トモ 

萬 葉 集卷七 (一一 一一 五一)、 寄 草、 讀人 不知に. 月 草爾衣 者將措 朝露 爾所沾 而後 者徙去 友が ある。 第 四 

句- 葡訓ヌ レテノ  ノチ、 ノ。 代 K 記 精 以來ヌ レテノ チニハ となった。 古今 集卷 四と、 六帖 とに、 讀人 

不知、 拾 遣集卷 八に、 人 麿 作と して 載り、 訓み方 は 皆 柿 本 集と 同様で ある。 

〇 

ぬな は 

？ 5 わが 心 ゆた のた ゆた にう き蓴邊 にもお きに も 成りに ける かな 

一本に 第三 句、 『うき ぬれば/結句、 『よらん 方な し』。 六帖に 結句、 『より や 兼ね まし』 となって 

ヮがコ コロェ 々ユタ ユタ ニゥ キヌ 十. ハ へ -ーモ すキニ モヨ リカ ツマ シジ 

ゐる。 萬 葉 集卷七 (一一 一一 五 二). 寄 草、 讀人 不知に、 吾 情 FJI 谷 絕谷浮 尊 邊毛奧 毛 依 勝 益士が ある。 結 3. 


舊訓 ヨリ カタ マ シヲ。 古寫本 の 多く は、 ヨリ ャ カネ マシ， - 代 匠 記 ヨリ、 ガ テマ シヲ。 ヨリ カツ マシジ 

は 橋 本 博士 訓 である。 圖書寮 本 第一、 結句、 『より やし ぬらむ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 

『，「きぬれば』、 結句、 『よらむ かたなく』 『よらむ かたなし』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 

. 〇 

き  ころもで 

^ 久方の 雨に は 着ぬ を あやしく も わが 衣手の ひると きもな き 

圆窨寮 本 第一 、 第二、 類從 本、 同様。 鷹 司 本、 缺。 拾遺 集卷 八に、 題 しらす、 人 麿と して 載って 

ヒサ 力 タノ ァメニ ハ キ ヌ ュ. ァ ヤシク モヮ ザコロ モモ ハヒル 、-キ 十 ギカ 

ゐる。 萬 葉 集卷七 (ニー 一七 一)、 寄 雨、 讀人 不知に、 久堅. 之 雨 爾波不 著 乎 依 毛 吾 袖 者 干 時 無 香が ある 

結句、 古寫本 等に 如是の 訓 がない。 恐らく 拾遺 集に 據っ たもので あらう。 

^ふ  ひとめ 

^ 木綿 かけ て 祈る みむろ の 神 さびて 否に は あらず 人目 繁 みぞ 

岡甞寮 本 第一、 『祌さ ひしい むに は あらす ひとめつ、 みそ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『神 さ ひて 

いもに は あはす 人め お ほみ そ』。 鷹 司 本、 缺。 萬 葉 集卷七 (一三 七 七)、 寄 神、 讀人 不知に、 木綿 懸而 

九 五 
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マツ ルミ モ ロノ カム サ ビ ティ ハフ 二 パ ァラズ ヒ トメ ォホミ n ゾ  ュノ カケ ティ： フコ メモリ 七 n ェヌ べクす モホュ ルカ モ nil/ シ ，1' キ 

祭 三 諸 乃 神 佐備而 齋爾波 不在 人目 多 見 許增。 (ニー 一七 八) に、 木綿 懸而 齋此 神社 可 超 所 念 可 毛 戀之繁 

爾が ある。 (一 三 七 七) の 歌の 舊訓、 ミム C1 ノカ ミサ ビ ティ ム 二 ハ ァラズ となって ゐる。 

^ ももった ひ 八十の 島邊 にこぐ 船に のりに し 心 わすれ かねつ も 

流布 一 本、 第二 句、 『やすのし まべ に』。 圖書寮 本 第 一 、 『百傳 ひ 八十の 島へ にこぐ 舟の』。 圖書察 

本 第二、 類從 本、 『も、 へなる 八十の 島へ を こぐ 舟に』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷七 (一三 九 丸)、 寄 

モモ， ッ タフ ャ ヅ ノ シ マミ チ. コグ フネ 二  ノリ 二 シココ ロワ スレカ 木 ツモ 

船、 窗人， 不知に、 百修 八十 之 島 週 乎 榜船爾 乘西情 忘不得 裳が ある。 

言繁き 里に 住まず は 今朝 鳴きし 雁に 比 ひて いなまし もの を 

六帖 にかく 出て ゐる。 圖書寮 本 第一、 同樣。 同 第二、 類從 本、 初 句、 『ことしけ に』、 結句， 『きな 

1 t  ,、：  コ トシ. ゲキサ トニ ス マ ズハ 

まし もの を』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷八 (一 五一 五」、 但馬 皇女 御 歌 一首 子、 事 繁里爾 不住者 

ケサ 十キシ カリニ タグ ヒテ ユカ マジ モノ チ 1 云國. ；：^ 

今朝 鳴 之 臈爾副 而去益 物乎ァ  1^ ぎ が ある。 結句、 古 寫本中 (類. 神) イナ マシ モノ ヲの訓 が ある。 


〇 

^ 河の 瀨に 渦卷く 見れば 玉藻 かる 散亂れ たる か はの ふね かな 

圆書寮 本 第一、 『河の せの …… はりみ たれた るか はの ふね かも』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 結句、 

『川の 舟 かも， r 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集 卷九ニ 六 八 五 y 泉 河 邊間人 宿 欄 作歌に. 河， 4,^ 激ぉ タ llf 

リミ. タシ. S ル カハ ノゾ 大力 モ 

鴨 散 m 而在河 常 鴨が あ-り-、 人 麿 歌集 出で ある" 第二 句、 古 寫本中 (藍. 壬. 類. 古. 祌 y クヅマ クミ レ 

バ と訓ん だのが ある。 舊訓 タギ〃 ヲミレ バ つ 古義 タギッ ヲミレ バ で ある。 な ほ、 古寫 本屮、 初 句、 

力" ノセニ  (古；)、 第三. 四 句、 タマ モカ モ チリ ミ タレ タグ (藍 . 壬 • 類. 神)、 タマ ヲカモ チリ ミ タレ タ 

ル (古) と訓ん だの も ある。 拾遺 集卷 八に、 『藻 を 詠める、 人 磨』 『川の 瀨の うづ まく 見れば 玉 も かる 

ちりみだれ たる 川の 舟 かも』 とい ふの が 載って ゐ るから、 柿 本 集 は 恐らく それに 據っ たもので あら 

う。 六帖に は、 『川の 瀨 になび く を 見れば 玉 も かも 散りみ だれた る 川の 常 かも』 となって ゐる。 

よ しの 山に みゆきす る 時 Q 
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お 見れ ど 飽かぬ 古野の 山の 常 滑に た ゆる 時な く乂か へりみ む 

圖書寮 本 第一、 詞書、 『芳野 川の みゆきのう た』。 第二 句、 『よしの、 か はの』。 圖書寮 本 第二、 類 

從本、 上句、 『みよしのの あ. きつの 河の 萬 代に』。 類從 本、 結句、 『叉 かへ .0 こむ』。 無題。 そして、 

終の 二 本 所載 歌』 巾に、 上句、 『見れ ど 飽かぬ 吉 野の 河と こなめ に』 として 此歌を 補って ゐる。 

鷹. E 本、 此 歌缺。 六帖 に、 上句、 『みよしのの あきつの 川の 萬 代に』 として載.^、 拾 遣集卷 九、 『吉 

好の 宮に たてまつる 歌、 人 麿』 の 反歌に、 第二  ニニ 句、 『吉 野の 川の 流れても/ 結句、 『行き かへ り 

ミレ ドア カヌ ョ シ 

む』 として 載って ゐる。 萬 葉 集卷ー (一一 一七 ヽ幸于 吉野宮 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 反歌、 雖見飽 奴 苦 

野 乃 河 之 常 滑 乃絕事 無久復 還 見 牟がぁ る 。 

〇  • 

伊勢の 國に みゆきす る 時に 京に とどめられて 詠める 

^ お ふの 海に 船乘 すらむ つまと もに 玉藻の 裾に 汐滿 ちぬらむ かも 

あか もィ 

一本、 初 句、 『み をう みに』、 第 四 句、 『抉の すそに』。 圖書寮 本 第一、 『伊勢 國に みゆき あ. 0 しとき 


京に とどめられて。 いせの 海に ふなのり すらむ つまど もの 玉藻の すそに しほみ つらん か』。 圖書寮 

生 Q 海に ィ 

本 第二， 『おみの うらに 船の りすら む わぎもこが』。 類從本 * 『おみの 海に 舟の りすらん わぎもこが 玉 

も のす そ に鹽み つらん か』 『あすの 海に 花の 香 すらむ わ ぎ もこが 玉 も のす そに 浪 やよ， すらん』。 鷹..？ 

本、 『あみの 浦に 舟乘 すらむ わぎもこが ころもの 裾に 沙 やみつら む 萬 葉集卷  一 s〇). 幸于 伊勢 國 

ァ？ /ノ ゥラニ フナ ノリス ラ ム ！^トメ ラ ガ タマ モ ノ ス ゾ 二 シ ホ ミ ッ ラム 力 

時 留京柿 本 朝臣 人 麿 作歌に、 鳴 呼 見 乃 浦爾船 乘爲良 武嬉燸 等之珠 裳乃須 十二 四寶三 都良武 香が ある。 

六帖 に、 人麿ィ として、 『を ふの 浦に 舟乘 すらん 少女 子が 玉藻の 据 に潮满 つらむ か JT 拾遺 集卷 八に、 

「伊勢の みゆきに まかりと まりて、 人 麿』 として、 『を ふの 海に 舟乘 すらむ 我 妹 子が 赤 裳の 裾に 汐满 

つらむ か』 と ある。 なほ、 後出 (： 五 七 番」、 『須 磨の 浦に 舟乘 すらむ』 0 歌參 照。 

S 潮さゐ にいつ し の 浦に 漕ぐ 船に 妹乘 るら むか 荒き はまべ に 

阅書寮 本 第一 、 『いちしの うらに』。 圖書寮 本 第二、 『ぬるら むか. r 類從 本、 『いつものう みに こ 

〔の〕  しまわ  ，： 二、. サ ヰ 二 ィ - ソゴノ シ マべ コグ 

く 舟に 妹る らん か あらき 磯へ に. 一一。 萬 葉 集卷ー (en 一)、 前の 歌の 續 きで、 潮 左爲ニ 五十 等兒乃 島邊榜 

マ 木 二 ィモ / ル-ソ 二 カァ- マキシ マミ f 

船荷 妹 乘良六 鹿 荒島囘 乎が ある。 この 島囘は 舊訓. シ マフで、 代 匠 記 • 僻 案抄. 考. 略解 *燈 等 皆 其に 

九九 


1 〇〇 

.1 プ.' サキ n キ タミ ェケハ  カナ 

從 つたが、 荒木 田久老 が、 シ マミと 訓み、 『其 證は卷 三に 機 前 榜手囘 行者と ありて 同 を 美の 假 字に 

弔 ひたり。 叉 四に 船. 日 都ぎ 浦 k 乎過而 など』 S 濃 i;> と 云 ひ、 古義で 贊 成し、 卷 十七の 之 麻 未を證 

ミ チノ ク マミ  イリ ノウ ラミ 

とし、 守 部 も 鐘の 響 一一 檜 蠕 手 等に て贊 成し、 註疏、 講義 も同說 で、 講義 は、 道 乃久麻 愿、 礒浦箕 

をも證 例と しお。 併し、 放 澄は宣 長の シ ママ 說を 持し、 美 夫君 志はシ マソ を 持して ゐる。 

^ たち はきの たぶ さの すゑに 今 も かも 大宮人 の-玉藻 刈 るら む 

圖書寮 本 第一、 第二 句、 『た ふさの さきに f 圖書寮 本 第二、 類從本 * 『たち はきの たま さの 末にい 

つし かと 大宮人の 玉 も かるらん』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷ー (四 一)、 やはり 三 首 中の 一 首. 叙 著 

手 節 乃埼ニ 今日 毛 可 母 大宮人 之 玉藻^ 良武が ある。 初 句 は舊本 『叙 著』 で、 舊 訓タチ 、ノ キノ。 古寫 

本 巾 r 細) タチヮ キノ。 『叙』 は 古 寫本中 (類. 文. 神. 西) 『叙』 に 作って をり、 美 夫君 志で 『叙』 の 

誤と して ク シ & ック と訓ん だ。 それより 先、 僻案抄 で、 『釧』 の 誤と して ク シ 0 ック と訓ん だ。 第 

三 句 は、 舊本、 『今 毛 可 母』 となって をり、 古 寫本屮 (京) イマ モカ モと訓 んでゐ る。 

0 


石 見 國に女 をお きての ぼ. c. 二し ； W め る 

^ 笹の葉 はみ 山 も そよ に亂 るら む われ は 妹 思 ふ 別れき ぬれ ズ 

一本、 結句、 i きて 來 つれば』 と ある。 墨 寮 本 第一に、 『石 見 國に女 をを きての ほる とてよ め 

の 葉に み 山 急よ とみ だるえ われ はい も ナ つかれき ぬれば』 i. 圖書寮 本 第二、 

類從本 マ」、 の はの み 山 も そよ にみ だるめ り』 C 鷹 司 本、 此 歌缺。 薦蒙ニ  (ーーき、 柿 本朝 チ、 

磨從 石 見 國別妻 上 來時歌 二首幷 III 二に、 00f0SX.^Mm0 

力き 元曆 本、 ミヤ マ モソョ 一一と 一訓んで ゐる。 新 古今 集卷 十に、 人 麿 作 )％ 山， 暴よ に亂 るな 

』 て f  一 ノ巾 に、 人 麿 作、 『み 山 もよ そに 別 るら む 我 は 妹に し 別れき ぬれば』 として 载 つた。 


なる の宮 のうせ たると き 

^久方の 雨 ふる こ と に □□□□□ 宮 のみことの あれ まく も をし 

r 第三 句、 『あ ふぎみ し』 と ある。 圖書康 第一で は、 上卷の 終の 方、 『竹の 葉に お I る 露 

一 C 一 


び あ ひて ， の 歌の 次に あり. 『ひさかたの あめ を-見る ごと あ ふぎみ し宮 のみことの あれ まくお 

しも』 と ある。 萬 紫 集卷ニ (二 (八). Hr 並 皇子 尊殆お 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一首 幷 短歌の 反歌 第一 に、 

;|カち乃ァ^^^^ク久ァきギ；-ゲ^51玉？^^-^£?-^^ぉぎボがぁ...、 新 拾 遣集卷 十に、 人 麿 作、 『H 置 皇子 かくれ 

給 ひける 時よ み 侍りけ る』 『ひさかたの』 み 見る ご とく』、 以下 萬 葉と 同じで 採ら れ て ゐ る 。 

圖書寮 本 第一 に は、 『南の 宮 うせ 給へ ると き』 とい ふ詞 書が あり、 『たま ゆらに きの ふの 暮に 見し 

物 をけ ふいつの まに こ ひし かるらむ』 『かくば かりこ ひしき もの 一と レ らませば よそに ぞ 見やべ く あ 

ける もの を』 と ニ首續 けて あるが、 この 二 首 は 流布本に は 下卷に 出で てゐる ものである。 圜省^ 

本 fcl 一一、 鼠：^^本、 『ひなみ のうせ たまへ ると. き』 『久 堅の 雨の ふ， る こと あ ふきみ し^この.^ ことの あ 

れ まく^し も』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 

« 茜 さし H は 照らせ どもぬ ば 玉の 夜 渡 る 月の かくら く をし も 

ァ カネ サスヒ ハ テラ セレド ヌパ タマノ ョ ワタル ッ キノ 力け ラ ク. ひ.， シモ  ， ^  - 

萬 葉 集卷ニ  (一六 九)、 前の 反歌 第二に、 茜 刺 日 者 雖照有 烏 玉 之 夜 渡 月之隱 良久 惜毛カ あり 第二 

句、 古寫 本お (金. 類. 古. 神. 溫) テラ セドモ の訓が ある。 圃書寮 本 第一に は 前の 歌の 次に、 上 卷の終 


り. 二 配列され て.^ る こと 同前で ある。 『あかね さす 日 はてら せど もむ ばた まの よわた る 月の 力げ し 

, 、らし も』 となって ゐる。 圖書寮 本 第二、 鷹.^ 本、 此 歌缺。 類從 本に は. - 一- 1 本 所載 歌』 中に 收む。 

しヽ.^ こよ、 『茜 さす 日 は 照りながら …… 隱ら くも をし』 となって 载 つて ゐる 

ある 人に いはく 

« しまみ やの みかりの 池の 放ち 鳥人 目 きら ひて 入に およばず 

一 本、 第三 句、 『はま 千鳥』。 圖書寮 本 第一、 鷹.^ 本、 此 歌缺。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 題 無し。 

『しま 宮の まか. 0 の 池の はまちと， - 人め をち かみおきに 及ばす」 一。 萬 葉 集卷ニ  (一七 〇)• 或 本 歌 一き に 

シ％.£1  ん^: ^ナ あ； IMSH-kim ィ 4.ぎナぉ 鎖が ある。 初 句、 古 寫本中 (金 .類- 神. >  シ マ ；、 ヤノの 訓 あり。. 

〇 

はせ の わ う 女お さかへの 宮に 奉る 

お 敷 妙の 袖 かへ し てし 君 や たれ の うちの すき を 又は あはむ や 
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ひとつに いはく、 をち にす きぬと。 叉 ある 本に いはく、 はっせの わう 女に 

奉れるな り 

圆書寮 本に. 詞書. 『伊勢 王女 を 、さめな てまつ る。 しきた えの 袖 かへ しきみ たま たれの を ちのに 

すきぬ または あはし や』。 左 注缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 詞書、 『八 さ 伊の 女王のお さかへの 御子 

に 奉る 哥』、 歌、 『しきた への 袖 かへ し 君た またれ のおち のす きせるき えて あらん や は. r 左 注 無。 

鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷ニ (一九 五)， 柿 本 朝臣 人 麿 獻泊瀨 部 皇女 忍 坂 部 皇子 歌 一首 幷 短歌の 反歌に 

シキタ へ ノ. 一力 ヘシ キミ タマ ダレ ノ チチヌ ニス ギ ヌマタ モア ハメ ャモ  1 , 

敷 妙 乃 袖 易之 君 玉 垂之越 野 過去 亦 毛將相 八方が ある。 結句、 古 寫本中 (類. 祌) ァ Z ンャハ と んた 

のが ある。 

〇 

飛鳥の わう 女 をさむる 時に 詠め る 

5  鳥 川し がらみ 渡しせ かませば 流る る 水 もの どけから まし 

ひとつに いはく、 見む と 思 ふや。 また、 見む と 思 ふらむ。 わか 大君の みな を 

忘れぬ。 ひとつに いはく、 みな 忘れす と 


圜書寮 本 第一 に、 詞書. 『あすかの 王女 を か.^ にお さむる によめ る， r 第二 句、 『しらなみ 力 L』 

左 注缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 詞書、 『あすかの 女王 をお さむる 時に よめる 歌』、」 歌 同じ。 鷹 司 本、 

第二 句、 『しらなみた かし』。 詞書 無。 拾遺 集卷 八に、 『あすかの 女王 を をさむる 時よ める、 人 麿』 

として、 司 じく 载 hs、 六 帖には 第二 句、 『柳 かけて』 になって ゐる。 萬 葉 集卷ニ (一九 七)、 明日 香皇 

了スカ ガハシ ガ ラ ミ ヮタシ セカ マセパ 十 ガルデ、、，^ *f  /  > ド ^ 

女 木 避 殯宮 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一 首幷 短歌の 短歌に、 明日 香 川 四 我 良 美 渡 之 塞 益 者進留 水母 能杼 

爾, 有 萬 思が ある。 結句、 古 寫本中 (金 • 類 *古* 神) ノドケ カラ マ シ の訓か ある 

たけち のかみ をし きのかみ にかり にお さめた てまつ ると きのうた 

お 久方の あめにし をる る 君 故 に 月日 も 知らで 戀 ひわた るら む 

流 1  巾 一本、 『しくる る』、 『月日 もしら す』。 圖耆寮 本 第一、 前 歌に つぐ。 詞書、 『たけち のかみ を 

しまに おさめた てまつ りけ るに』。 第三 句 以下、 『君に より 月日 もしら す こ ひわた るか も』。 圖書寮 

本 第二、 類從 本、 詞 書. 『な. X の 御 かと をお さめた てまつ ける をみ て』。 第 四. 五 句、 『月日 も t ら 

す戀 ひわた るか も』。 鷹 司 本、 缺。 新 古今 集卷 八に、 『奈 良の 帝 を を さめ 奉りけ る をみ て、 人 麿』 と 
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して 乾って ゐる。 萬 葉 集卷ニ  (一一  ooy 高 市 皇子 尊 城 上 殖宮之 時 柿 本 朝臣ん 麿 作歌 一首 井 短歌の 短歌 

第一 に、 ；^! N 一 s<»«^i- お^^お^お^ 喝^ 鴨が ある。 舊訓 ァメュ シー フ^グ。 

0  、 

^ しき やみの 路 のつつ みの 隱れ 沼の 行方 も， ら. す こねり" ひぬ 

圖 I 本 第一、 『はに やすのい けので みの か，、 れ ぬの ゆ i もしら すと ね.； m:!』L 圖！！ 察 

本 第二、. 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌缺。 舊集卷 二 i 一)、 前の 管 短歌 第二に、 I 乃 池 之堤 之 雷 

ノ 乃お _ ^チ 乎お-ベ 仏： フ 惑が ある。 第三 句、 舊訓 カク レ ヌノ。 第 g • 五 句、 舊 訓ュク へ ヲ シラズ トネリ 

，. マ ドスで、 古 寫本中 (金. 類. 古) トネリ マド ヒ ヌ と訓ん だの も ある 

女の 死にて 後に 詠める 

"秋 U の もみ ぢ をし なみま どひぬ る 妹 を をし むと 山ぢ くらしつ 

圖奮本 第一、 詞書、 『妻の しにて 後に よめる』。 第二 句、 『もみ ぢを しげみ』、 第 四 句、 『いも t 


とむ と. r 圖書寮 本 第二、 類從 本、 詞書、 『めに おくれて』、 第二 句、 『紅葉 を しげみ』 第 四 句. 

も を もと ひし 二。 鷹.. t 歌缺" 萬 葉 集卷ニ  (一一 〇 八)、 柿 本 朝臣 人 麿 妻 死 之 後 泣 血哀慟 作歌 ニ首幷 

短歌の ：| 第一に、 ，き 氧愿 Ifi^ がず が ある。 第一 二 句、 舊訓 マドヒ ヌグ。 

第 四 句、 舊訓 ィモヲ モト メム。 古 寫本中 つ 古) モトム ト、 ぐき モトム ル： 

^ 知らず とも また ひく 道 を 知 ら ず ともす まぢ. を 行けば ゆけ ろ 1 一 一 もな し 

しらすと も 叉い はく、 みち しら- r- とも 

ル#节 一 結句、 一 「ゆけ に ともなし』。 圖耆寮 本 第一、 第二 句、 『また ゆく 道 を/結句， 『いけ." と 

もな し  一- C ん注缺 •」 圖書寮 本 第二、 鷹 司 本、 此 歌缺。 類從 本、 『 一 本 所載 歌』 中に あり、 結句、 『マ 

" 一 一 ザ』 -1 キテ ノ ャ マ 二 ィモ 子 ォキテ ャ マ- ヲ ュケノ 

ひお も ほ ゆ』。 萬 葉 集卷ニ  (ニニ 一)、 右 第二 長歌の 短歌 第二に、 衾 道 乎 引手 乃 山 爾妹乎 置而山 徑往者 

？ ず. 無が ある。 併し 著しく 訛って しまって ゐ るから、 この 歌に 本づ くと いふ ことが 直ちに は 分か 

h 難い 程で あり、 また. 『衾 道 乎』 云々 の 歌 は 一 つ 置いて 次に 出て 來て 居る。 
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5 もみ ぢ 葉の 散りぬ る 秋 を玉づ さの 使 を 見れば つか ひ 思 ほ ゆ 

圖書寮 本 第一、 鷹 司 本、 此 歌缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『ちりぬ るな へに』、 類從 本、 

結句、 『あ ひし ひお も ほ ゆ』。 萬 葉 集卷ニ (二 〇 九). 右 第一 長歌の 反歌 第二に、 黄葉 之 落 去 奈倍爾 玉 梓 

ノ ッカヒ チミ レバ ァヒ シヒォ モホュ  J に 义 

之 使 乎 見者 相 日 所 念が ある。 第二 句、 落 去 を 代 匠 記 初 稿本 書 入 I 科 に チソヌ 〃とい ふ 一 訓 ある ほか 

古寫 本に 此訓は 無い。 

〇 

ふすま ぢ  ひ/て  いも  やま ぢ 

S 衾 道の 引手の 山に 妹 を 置きて 山路 を ゆけば いけり ともなし 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 二つ ニー 一)、 右 第二 長歌の 短歌 第二に、 

「 ス マユ ひ ヒキテ , ヤマニ ィモ ひ. ォ チア 4- マヂヰ ニケ バイ ケ" ト モ .1 .-ー 

衾 道 乎 引手 乃 山 爾妹乎 置 而山徑 往者生 跡 毛 無が あり、 この 方 は 直ちに こ の 歌に 本づ くと いふ ことが 

分かる.^ 六 帖には 第二  • 三 句、 『衾；，， を 引き手の 山に』、 第 四 句、 I 山べ を 見れば』 になって ゐる。 

〇 


こぞみ てし 秋の 月夜 は 宿れ ども あ ひ 見し 妹 はい や 遠ざかる 

圖書寮 本 第一、 詞 書缺。 第三 句、 『わたれ ども』 つ 圖書寮 本 第二、 類從 本，、 詞書、 『か へ ると しの 

秋 月お もしろ きに』。 第三 句、 『てらせ ども』 (第二)、 『照らす とも』 (類 從)。 鷹. F 本、 此歌缺 。拾遺 集卷 

二. 1. 六帖、 家 持 集に 載り、 いづれ も 第三 句、 『照らせ ども』 になって ゐる。 拾遺 集の 詞書、 『妻に 

まか. りお くれ 一， - 叉の 年の 秋 月 を 見 侍りて、 人 麿』。 萬 葉 集卷ニ (ニー 一)、 第二 長歌の 短歌 第一 に、 

年 見 而之秋 乃 月夜 者 雖照相 見 之 妹 者 彌もサ めが ある。 第三 句、 舊訓テ ラセ ドモ。 考テ ラセ レド。 

〇 

家に いきて わがや を 見れば 玉 ゆかの ほかにお きけ る 妹が こ 枕 

流 1^1 本 ， ^三. 四 句、 『玉 ささの ほのかに をけ る』。 圖書寮 本 第一、 第 四. 五 句、 『ほかにお きた 

るい もが を まくら』。 圖書^^^本第ニ- 類從 本、 詞書、 『めの しにた る を かなしみて よめる』。 第三 句、 

『しきた へ の』、 結句、 『妹 か 手 ま，、 ら』 (第 5、 『妹 か こ 枕』 (類從 )。 鷹 司 本、 此歌 無。 拾 遣集卷 二十 

一 0 九 


に、 『妻の 死に 侍.^ て後悲 びて よめる、 人 麿』 とし * 『玉 僚の ほかに 置きた る』 ともなって 居る。 萬 

ィへ ニキ テ ワガャ チミ L パ々 マ ドニ  ノホカ 二 厶キケ リイ モガ コマ ケ . 

葉 集卷ニ  (ニー. 5 に、 家來而 吾屋乎 見者 玉 床 之 外向 來妹木 枕が ある。 第三 句、 舊訓 タマ ュ カノ。 第 

四 句、 (麵： 讀：  一 I： 瞧 •) ホカ ニム キケグ 。(古) ホ 力-一 ム 力へ ぐの 訓が ある。 

〇  . 

ひきて の采女 身なくなる 時よ める 

S5 あめの こがみつ の：！： にあ はむ 曰 ぞぉ ほの みし かば 八/ ぞ 悔しき 

一本、 結句、 『今 もく やしき』。 圖書寮 本 第一、 此 歌缺。 圆書寮 本 第二、 類從 本. 詞書、 『ひきての 

身.^ なけた る (類 *0 

うねへの 身な けたる 時の 歌』 と あり、 圖書寮 本 第二に は、 或 本 『わき もこ かす、 し S のへの あは も 

ひ をお ほの みし かはい ま そくやし き』 と あ b、 類從 本に は、 戀 部に、 『あめの こる す、 しののへ の あ 

はん 日 をお ほの はしか は 今そ戀 しき』 と あるの は、 この 歌の 變 化で、 甚だしく 亂れ て. Q る ことか 分 

かる。 ただこの 二 書に は詞 書に つづ いて、 『さ 、波 やし かの てこら かま か. りに しか はせ の み ち をみ 

れ はかなし も』 が 載って 居る。 萬 葉 集卷ニ  (ニー  九)、 吉備津 采女死 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一首 幷 短歌 

アマ カゾフ すホッ / コ が ァ ヒシヒ 二す ホ 二  ：- シカパ イマ ゾク ヤシ キ  』 一  J 

の 短歌 第二に、 天 數凡津 子 之 相 日 於 保 爾見敷 者 今 叙悔と 比較 すれば、 その 變 形の 趣が 知れる 


〇 

近 江の 荒れた る宮を 見て 

S さ さ なみの しがの 辛 崎 行 きて みれ どお ほみ や 人の 船待ち かねつ 

圆書察 本 第二 に、 詞書、 『近 江宮の あれた る をみ て』。 第三 句 、『さち は あれ ど. 「と ある。 圖書寮 本 

第二、 類；^ 本、 『さ、 なみ ゃ志賀 のから さきさきく あれ ど』 と ある。 鷹 司 本、 詞書 無。 第三 句 『き 

た C- とも』。 下卷 U; 一 一  番) に、 『さ、 浪 やしが のから さき 來 たれ どもお ほみ や 人の 船待ち かねつ』 

と あるの は、 重出で あらう。 そして 鷹 司 本と 一致して ゐる。 萬 葉 集卷ー (一一 一 〇)， 過 近 江 荒 都 時 柿 本朝 

臣人麿 作歌の 反歌 第一 に、 * きま， 之 思 賀が辛 硫雖幸 有 大宮人 之 船 麻 知 兼 律が ある。 第三 句、 古 寫本は 

サチ" ァレ ド、 サ チア レド、 サ キク ァレド で、 『行きて みれ ど』、 『來 たれ ども』 等の 訓は 無い。 

^ あま. さかる 鄙の 長 路を漕 行けば 明 石 のとより や まと 嶋見ゅ 

流布 一本、 結句、 『家の あたりみ ゆ』。 圆書寮 本 第一、 第三， り、 『こ ひくれば』. 結句、 『家の あたり 
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一 一 二 

見 ゆ』。 圆耆寮 本 第二、 類從 本、 第三 句. 『こぎ くれば』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 新 古今 集卷 十に、 題 しら 

す、 人 麿と して 載り、 第三 句、 『漕ぎ くれば』 となって ゐる。 萬 葉 集卷三 (二 五 五)、 柿 本 朝臣 人麻呂 

アマ ザ 力 1 十/  +ガギ f 一  コヒク レバ アカン/トヨ リャマ トシ マミ ュ  -  t 

覉旅歌 八 首の 中に、 天 離 夷之 長 道 從戀來 者 自明 門 倭 島 所見が ある。 第二 句. 舊節 ナガ デヲ 第 

三 句、 古 寫本中 (類 • 神) コ ギクレ バ 。 

〇  . 

いさり  あま 

S みこ の 海 はよ くこ そ あるら し 漁す る 蟹の 釣船 波のう へに 見 ゆ 

一 本、 第三 句、 『いさり せる』。 圖書寮 本 第 一 に此 歌缺。 圖書察 本 第二. 類從 本、 『むこの うらの し 

よよく あらし  , 

i;^ り 成らし』。 鷹 司 本、 缺。 玉 葉集卷 十五に、 題 しらす、 人 麿、 『武庫の 浦のと まりなる らし …… 波 

間より 見 ゆ』。 萬 葉 集卷三 (一一 五六)、 右覉旅 歌の 一 本 云に、 武庫 乃 海 能 爾波好 有 之 伊 射 里 爲流海 部 乃 

釣船 浪 上 從節 見が ある。 第二 句、 (古. 細.) トマリ 一一 "ァ ラシ。 結句、 (細，) ナミ ノウへ 二 ミ ュ。 

〇  . 

しほ 

^ 頻 磨の 浦に 船の りすら む を とめ子が 赤 裳の 裾に 潮 やみ つらむ 


ァ i  ノ ゥラニ フ 十-リス ラ ム 守 トメ ラ ガ タマ モ ノ ス 

圖書 $5- 本 1.$ 一  に此 歌缺。 旣 出の 萬 葉 集卷ー 「四 0) に、 鳴 呼 見 乃 浦爾船 乘爲良 武媳糯 等之珠 裳乃須 

十二 四寶三 都良武 香が あるが、 これよりも 寧ろ、 卷 十五 (三 六 一 0) に、 安 胡 乃 宇 良 爾布奈 能 里 須良牟 

テ トメ ラガァ カモ/ スマ ニシホ ミツ ラム 力  あご  うら 

乎 等 女 良 我 安 可 毛 能 須素爾 之 保 美 都 良 武賀と あるのに 本づ いて ゐる であらう。 その 頃、 安 胡の 浦よ 

りも須 磨の 浦が 有名で あるから さう 直し、 『少女 等』 を 『少女 子』 とし、 『潮み つらむ か』 が 調子が 

惡 いとい ふので、 『潮 やみつら む』 と 直した もので あらう。 併し 兎も角 萬 葉集卷 十五の 歌 あたり を も 

のぞいて ゐる ことが 分かる。 類從 本、 戀 部に、 詞書、 『伊勢の みゆきに 京に 丄 かりと まりて』 とし 

て、 『あすの 海に 花の香す らん わき もこ か 玉 ものす そに なみ やよ すらん』 と あるの は此 歌に 據った 

ものら しいが、 旣に 出で た (三 六 番)、 『お ふの 海に 船乘 すらむ つまと もに』 と 重複して ゐる こと もま 

た 明かで あ 。類從 本に は、 なほ、 『一本 所載 歌』 中に、 この 歌 を 載せて ゐる。 拾遺 集卷 八に、 『伊 

勢の みゆきに まか. ^とまりて。 お ふの 海に 船乘 すらむ 我 妹 子が 赤 裳の 裾に 潮み つらむ か』、 六帖 に、 

『お ふの 浦」 船乘 すらむ を とめ子が 玉藻の 裾に 潮み つらむ か』 が ある こと、 前述の 如くで ある。 

S 大船に まか ぢ しげぬ きうな ちとり 漕ぎで て 渡る 月 人 をと こ 
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一 一 四 

一 本、 第二 句、 『まかち のしぬ に』。 圖書察 本 第 一 に此 歌缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三. 四， ほ、 

『おはかち を こきつつ わたる』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 十五 (一一 二 ハー 一)、 七夕 歌 一 首、 於 保 夫. S 爾 

麻 可 治 之自奴 伎宇奈 波良チ 乎許藝 ati 天 和 多 流 月 人 乎登鈷 (右 称 本 朝臣 人 麿 歌) に本づ いて ゐる。 

〇 

* 

近 江の 宮の 荒れた る を 見て 

S ささな みや 近 江の 宮は 名のみ して 霞た なびき 宮木 もりな し 

流布本、 第二 句、 『あ ふみお ほつ のうら は』、 結句、 『え あき もい なん』。 圆書寮 本 第一、 第二 句、 

『しがの みやこ は』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『お ふつの 宮 は』。 鷹 司 本、 『お ほつ の宮 は』。 拾遺 集 

卷 八に、 『大津 の宮の あれて 侍りけ る を 見て、 人 麿』 として、 かう 載って ゐ るから、 此歌は 恐らく 

其に 據っ たもので あらう か。 萬 葉 集に は、 『名のみ して』、 『宮木 も.^ なし』 の 句の ある 歌 は 無い。 そ 

ハ ル クサ ノシゲ クオ ヒ タル カス ミタチ ハ ルビ ノ キレル モモ 

して 拾遺 集の 歌 は 何に 本づ いたかと いふに、 卷ー (一一 丸)、 長歌の、 春 草 之 茂 生 有 霞 立春 日 之 霧 流 百 

シキ / ォホ ミヤ ドコ ロミ レバ カナシ モ 

磯城 之 大宮處 見者 悲毛 あたりから、 恣に 作った もので は あるまい か。 


〇 

.  讃岐 のみ 井の こしまに して 岩の 上に て 死にた るく ひ をみ て 

0 妻 も あらば つみて たかまし さみ 山のと このお はしき 過ぎぬべし や は 

圆書寮 本 第一、 詞書、 『讃岐 のさみ の、 しまに てし にたる 人 をみ て』。 第三 句 以下、 『さみの 山の か 

みのお はぎす ざぬべし や は』。 圖書寮 本 第二、  1^ 從本、 詞書、 『さぬ きの さみね の 山に して 岩の 上に な 

さみの 山へ 頹從)  ら. 類從) 

く なれる 人 をみ て』。 歌. 『つまし あら はつみて ゆか まし さみ 山のう へのお はりに 過ぎに けらし も』。 

臈. 本， 此 歌缺。 萬 葉 集卷ニ  (ニニ 一)、 讃岐狹 岑島視 石 中 死人 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一首 幷 短歌の 短歌 第， 

ツマ モ アラバ ッ ミナ タゲ マ シ サ ミ / ャマ ヌノへ ノ ゥ 、， -キ 二 ケ ラ ズ ャ 

一、 妻 毛 有 者 採 而多宜 麻 之 佐 美 乃 山野 上 乃 宇 波 疑 過去 計良受 也が ある。 第三 句、 金 澤本サ ミヤ マノ。 

第 四 句、 舊訓ノ カミ ノウ ハギ。  . 

.  石 見の 國 にて なくなりぬ ベ きを， 0 に 詠 め る 

S おきつ 浪 よる あら 磯の しきた への 枕と なりて なれる 君 かも  ， 

.  1 1 五 
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圆書寮 本 第一 に、 詞書、 『なくなりぬべき お. ^いはみ のく ににてよ める』。 第二 句、 『よる あら 磯 

を』、 第 四 句、 『まくらに なして』 と ある。 圖書寮 本 第二、 類從本 は、 詞書 なく、 直に 前の 歌に つづ 

いて ある。 第二 句、 『よる あらいそ を』、 第 四 句、 『まくらと しても』。 萬 葉 集卷ニ  (ニニ 二)、 同じく 短 

歌 第二、  «ッ き 礒ぞ m まかお is 配 本 气 ち香モ 聞が あ， -、 卷ニ  a ニー 5、 丹比眞 人名 闕擬 it 本 

ァラ ナミ 二 ョ リクん 々マチ マ クラ 二 ォキヮ レココ 二 ァ リトタ レ カツ ゲ ナム  )  ( ) r  i  5  4^  Ly  ；  ^ 

朝臣 人 麿 之 意 報 歌 一首、 荒 浪爾緣 來玉乎 枕 械置吾 此間有 跡 誰 將吿が ある つまり 歌の 力 はお 岑島 

人の ことで、 詞 書の 方 は 石 見で 死んだ ときの 歌に なって ゐる。 これ は 順序が 誤 まった ので、 圖書寮 

本 第二、 類從 本の 方が 正しい。 萬 葉 集の 第二 句、 舊訓 キヨ グァ ライ ソヲ" 金 澤本ョ 产ァ ライ ソヲ 

結句、 金澤本 ナレル キミ. カモ。 拾 遣集卷 二十に、 人 麿 作、 詞書、 『讃岐 のさみ ねの 島に してい はや 

のなかに て なくなり たる 人 を 見て』。 第二 句、 『よる あら 磯 を』、 下句、 『枕と まきて なれる^ かも』 

と あり、 六帖 に、 人 麿 作、 第二 句、 『よる あら 機 を』、 下句、 『枕に まきて 臥せる 妹 かな』 と ある 

〇  . 

^ いも 山の 岩ね における 我 を かも 知らず て 妹が 待ちつつ あらむ 

圖書寮 本 第一 に此 歌缺」 圖書察 本 第二" 類從 本に は、 『石 見國に 有て なくなりぬ へき 時に の そみ 


て』 とい ふ詞 書が あ， り、 第 四 句、 『しらすと いま か』 (第二べ 結句、 『待ちて や あらむ』 と ある。 鷹.^ 

本、 此 歌缺。 拾遺 集卷 二十、 人 麿 作、 『石 見に 侍りて なくなり 侍りぬべき 時に のぞみて』 とい ふ詞書 

があって この 歌が ある。 六帖に は、 第一 ニー 句、 『神 山の 岩根し まける』、 結句、 『待ちつつ をら む』 

カモャ マノ ィ" ネ シ マケル 

となって ゐる。 萬 葉 集卷ニ  0  ニニ 一つ、 柿 本 朝臣 人 麿 在 石 見 國臨死 時自傷 作歌 一首、 鴨 山 之 磐 根 之卷有 

ヮレチ 力 モシ ラニ ト ィモガ マ チッツ ァ-！ '二 

吾 乎 鴨 不知 等 妹 之 待乍將 有が ある。 第 四 句、 舊訓シ ラス トイ モガ" 古 寫本中 (金 .祌- 細) シ ラス ティ 

モガ。 

〇 

S かみ 山の 岩根の たまに ある 我 を 知らぬ か 妹が 待ち つつませる 

圆書寮 本 第一、 『かも 山の いはれ しまけ る われ を かもしら すてい もが まち てらむ かも』。 圓書寮 本 

第二、 類從 本、 『かも 山の 岩ね のた かに ある 我 を しらすて 妹 かまちつつ ませる， r 鷹 司 本、 此 歌缺。 

此 もまた 萬 葉 集 0 ニーき の 歌に 本づ くと おも ふが、 餘程變 化して ゐる。 六帖 に、 『かみ 山の いはね し 

まける 我 を かも 知らす て 妹が 待ちつ つ 居らむ』 と ある こと 前述の 如くで ある。 
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s 山の かひ そこと も 見えず 白 樫の 枝に も 葉に も囂の ふれれば 

下卷 (一 五 九番) に、 『あしび きの やま ぢも 知らす しら かしの 枝 もた わ わに 雪の ふれれば』 とい ふ 歌が 

また 出て ゐる。 圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 ともに 『あしび きの』 の 方 だけ を 載せ、 そ 

の 第 四 句が、 『枝に も 葉に も』 になって ゐる。 萬 葉集卷 十七 (一一 一九二  ™0. 紀 朝臣 男 梶應詔 歌 一首、 山 乃 

可 此曾許 登 母 見 延受乎 登 都 H 毛 昨日 毛 今日 毛 由吉能 布禮禮 婆が あり、 卷十 (ニー 一二 五)， 冬 維 歌、 足 引 

ャ tM 卡モ シラズ シ-マ 力 シ /エダ モ トチ子 二 ユキ / 7 い レバ 

. 山道 不知 白 杜找枝 母 等 乎 乎 爾雪落 者 g§  (右 柿 本 朝臣 人 麿 之 歌集 出 也但件 一 首 或 本 云 三方 沙彌 作) 

が ある。 六帖 に、 『山の かひ そこと も 見えす 一 昨日 も 昨日 もけ ふ も 雪の 降れれば』 と 『あしび きの 山 

路も 知らす 白 樫の 枝に も 葉に も 雪の 降れれば』 と 二 首 並んで ゐる。 拾遺 集卷 四に、 題 しらす、 人 麿 

として、 後者が ある。 

以上で、 柿 本 集 上卷が 終って ゐる。 


T 圖書寮 本に 

f ズ勇 _ 柿 本 集下帖 


〇 

^ 人 ご と は 夏野 の 草の 繁く とも 君と われと し たづ さはり なズ 

拾遺 集卷 十三、 人 麿と して 載って ゐる。 六帖に は、 作者 名な く、 第 四 句、 『妹と 我と し』 となって 

ゐる。 萬 葉 集卷十 (一九 八 一一 一)、 寄 草、 讀人 不知、 だ 1 き， 乃 r 之 シタ， 禁が ある。 萬 

葉古寫 本卞、 一 つも 『君と 吾と し』 とい ふの は 無く、 叉 結句 も元曆 本. 類聚 古 集の 書 入 以外に、 『な 

ば』 とい ふの は 無い。 然るに-和歌 豪 抄に は、 『ヒ トゴ丄 ナツ ノ、 クサ ノシ グク トモ ィモ トワレ 

トシ タ.、 ッサ ハジ ナバ』 と あ. 。、 赤 人 集に は、 『ひとこと はなつ の、：：：； r にしげ くと もい もと われと し 

たづ さはり なば』 と ある。 なほ 園 書 寮 本 柿 本 集 第一に は、 第 四 句 『妹と われと し』 と あるから、 こ 

れは 『妹と 吾と し』 に據る 方が 好い と 思 ふ。 結句の 『なば』 と變 化した の はどうい ふ 徑路に 由った 

もの かとい ふに、 これ も 當時 の 人に 理會し 易かった ためであった だら う。 一本 第 四 句、 『君と』 に 
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一 二 〇 

なって ゐ るの もさう であらう。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句、 『妹と われと し』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 

g 山里 は 月日 もお そくう つなら む 心の どかに もみ ぢ葉も 見む 

一本、 第三 句、 『うつらな む』。 圖書寮 本 第一、 第三 句、 『うつらな む』。 圖書寮 本 第二、 鷹 司 本、 

此 歌缺。 類從 本、 『一本 所載 歌』 中に ある。 これに 類似の 歌 は 萬 葉 集、 拾遺 集 等に 無い やうで あるか 

ら Y 凌 考を俟 つ。 後 撰集卷 九に、 『夢に だに 見る 事ぞ なき 年 を經て 心の どかに ぬる 夜なければ』。 拾遺 

集卷 三に、 『紅葉 を 今日は 猶 みむ 暮れぬ とも 小 倉の 山の 名に はさ はら じ』 が あるが、 いづれ もた だ 

參考 になる 歌の みで、 無論 類似の 歌で はない。 

^此 頃の こ ひの 繁 けむ 夏草の 刈り 果 つれ ども 生 ひしく がごと  . . 

圖書寮 本 第一 に、 『こ ひのしげ けく 夏草の か， 9 はらへ ども 生 ひしげ るらん』 と あり 圖書寮 本 第二 

類從 本に は、 『此 比の 嚴 のしけ 、 は 夏草の かり そくれ どもお ひらく の ごと』 と ある。 鷹 司 本 此歌 @_ 


一本、 第二 句、 『戀 のしけ らん』。 叉 一本、 第 四 句、 『か， - そくれ ども』 と ある。 萬 葉 集卷十 (一九/ 

四)、 寄 草、 讀人 不知に、 讓ノ 之， r き IT 乃觀 ぉ聽ゴ 如ンが ある。 結句の 訓は、 裏 本の 多く、 

及び 葡訓ォ ヒ シク ガゴ ト である。 第 四 句 は舊訓 カリ ハラス トモ。 古寫 本に カリ ソク レドモ のま 力 あ 

るが、 カリ ハツ レドモ の訓は 無い。 六帖に は、 『このごろの 戀の繁 くて 夏草の 刈り そくれ ども.^ こし 

,f  おも ひける こと (西本願寺 本) >  , - 0 

くが ごと』， 赤 人 集に は、 『このごろの 戀 の^らく 夏草の 刈り 拂へ ども 生 ひ 茂る ごと』 となって ゐる 

さう すれば 柿 本 集の 『刈り 果 つれ ども』 は、 恣に 改めた ものの やうに おもへ る 

S かたよりに 糸 を こそ よれ 我がせ こが 花 橘 をぬ かむ と 思び て 

ss$ 第一 に、 第 四 • 五 句、 『□□□ に はな をぬ かんとお も ひし』 と ある。 圆書寮 本 第二、 類從 

本 夏 部に あり、 結句、 『ぬか は 類^と 思 ひて』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (一九 八 七〕、 寄 花. 讀人不 

知に、 力 d^i ま ィ％ 叫ゾ曾 Igg セ背； 14&タ» ナチ 乎&カ ト跡 モ母ヒ 日ぎ が ある。 第一 一句、 舊訓 イト ヲゾ フガョ レノ。 

古 寫本中 (元 .祌} イト ヲ コソョ レの訓 が あるから、 それに 據っ たもので あらう。 赤 人 集に はや はり、 

『花に よす。 片 よりに 絲を こそ よれ 我がせ こが 花 橘 をぬ かむ とお も ひて』 になって ゐる。 
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s 時鳥 かよ ふかきね の 卯の花の うきこと あれ や 君が きまさぬ 

圖書寮 本 第一、 同様。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 夏 部に あり、 同樣。 拾遺 集卷 十六に、 題 しらす 人 

-リ グ ヒス ノ カヨ：， 

麿と して あり、 一本、 初 句、 『鶯 の』 と ある。 萬 葉 集卷十 2 九 八 ひ、 寄 花、 讀人 不知に、 鷲 之往來 

力 キネ ズ ウノ： ナノ ゥキ 「卜 ァレャ キミ ガキ マサ ヌ  • - , ) . 

お 一 根 乃 宇 能 花 之 厭 事 有 哉 君 之不來 座が ある。 そこで 初 句 『鶯 の』 と ある 方 は 原 歌に 近いので ある 

が、 萬 葉 集 (一九 九 こ に、 霍公鳥 來鳴 動 崗部 有が 接近して ゐ るので それ を 取って 用ゐ たの かも 知 

れ ない。 赤 人 集に は、 『花に よす。 時鳥 かよ ふ 垣根の 卯の花の うきこと あれ や 君が 來 まさぬ』 と ある 

から、 柿 本 集のと 同 一 である。 初 句 を 『時鳥』 としたの は、 どちらが 早い ので あるか 不明で ある。 

TO 我 こそ はにくく も あらめ わが 宿の はな 橘 は 見に も來 じと や 

圖書寮 本 第一に、 第 四. 五 句、 『はなた ちば なを 見に はこ じと や』 と ある。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 

夏 部。 第 四 • 五 句、 『花 橘 を 見に はこ じと や』。 鷹 司 本、 缺。 萬 葉集卷 十二 九九 0、、 寄 花， 讀入 不知 


：、 $spp^^m^pf^f^^. 六帖、 赤 人 集に も、 萬葉 集と 同様に 

なって ゐる。 西本願寺 本の 赤 人 集に は、 第一 一句、 『きく、 も あらめ』 となって 居り、 『このうた 人 丸 

集に あ. o』 とい ふ 注が 附 して ある。 

n かけての み戀 ふれば 苦し 撫子の 花に かなむ 朝な朝な 見む 

慕寮本 第一、 初 句、 『かくての み』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 此 歌に 同。 ，本、 缺。 萬 

隐卷 十二き 一)、 寄 花、 讀人 不知に、 sfsftf 花 雷出與 朝旦將 見が ある。 初 句、 舊 

訓カ クシ ノミ。 喜 本 中へ 教. 神) シ ター フミ、 (神 別訓) カク レノ ミ、 匕 トシ レズ。 第 四 句、 i ハナー 一 

サキ イデ。 裏 本 中 (類) ハ ナサ キイ デョ、 (神)、 メナ 一一 サキ テョ、 (西 i- 細ズナ 一一 サ キイ テョ。 結 

リ、 截 アサ ナサ ナ ミム。 古寫本 t 類. 神 リア サナ /、ミム、 邑 アサ ケサナ ミム。 赤 人 集に は、 7 

しネ こふれば 苦し 撫子の 花に， よ あさな/、 みむ』、 家 重に は、 『下にの み戀 ふれば 苦しお 

子の 花に f」 いでよ 朝な/、 みむ』 に. なって ゐる。 柿 本 集の 『かけての み』、 5 かなむ』 は 恣に改 

めた やうで も あり、 或は かう いふ 傳 本に 據 つた やうで も ある。 

1 ニー 一  一 


1 二 四 

〇 

くれな ゐ すゑ 

^ よそに のみ 見つつ ゃ戀 ひむ 紅の 末 摘む 花の 色に いでぬ とも 

一本、 結句、 『いろに 出ぬ と』。 圖書寮 本 第一、 此 歌と 同様。 圖書寮 本 第二、 結句、 『いでな む』。 

類從 本、 『出な で „r 鷹 司 本、 『いです とも』。 拾 遣集卷 十一 に、 よみ 人 しらすと して、 第二 句、 『見 

て ゃは戀 ひむ』、 結句、 『色に 出です は』 と あり、 六帖 に、 第二 句、 『見つつ を戀 ひむ』、 結句、 『色に 

ョソノ ミニ ミツ ツチ コヒ ムクレ ナヰ ノ ウレ ツム： ナノ イロ  ニイ 

出です とも』 と ある。 萬 葉 集卷十 (一九 九 一一 一/ 寄 花、 讀人 不知に、 外耳 見 筒 戀牟紅 乃 末 採 花 乃色不 

，チズ ト モ 

出 友が ある。 第一 ニー 句、 古寫本 及び 舊訓ョ ソ  一一 ノミ. ミツ ツヤ コヒ ム。 第 四 句 古寫本 及び 舊， 節ス 

ェ (ェ) ツム 、ノ ナノ。 ウレ ツム 、ノ ナノ は 略解 宣長 訓。 結句、 古寫本 及び 舊訓ィ P 一一  イデ ズ ト モ 。 

^ なつ 草の 露 分 衣 藩ぬ もの をな どか わが 袖の かわく ときな き 

圖書寮 本 第一 に此 歌缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 第三 • 四 句、 『きもせ ぬに など わが 袖の』。 

鷹 司 本、 缺。 新 古今 集卷 十五に、 作者 人 丸、 第三. 四 句、 『着 もせぬ にな ど わが 袖の』 として 載り、 


六帖 に、 作者 を 記さす、 『きもせ ぬに わが 衣手の』 として 載った。 萬 葉 集卷十 2 九九 四、 寄 露 讀人 

ナック サノ ツユ ヮケゴ P モッ ケナ クニ ヮガコ ロモデ ノ ヒルト キモ ナキ，  5  -  -  -  I  »  -.  I  3  -  *  r  I  ] 1 . 

不知に、 夏草 乃 露 別 衣不著 w. 我 衣手 乃 干 時 毛 名寸が ある 第三 句 舊^^^キモセヌーー 古 寫本同 p„ 

第 四 • 五 句、 舊 訓ヮガ コ P 乇 デノ- ヒル トキ モナ キ。 古寫本 同訓。 赤 人 集、 『夏草の 露 分 ごろ もき も 

せぬ に 我が 衣手の ひるよ しもな き』 (流布本、. 『夏草の つゆ わけ ごろ もま だきぬ にわが ころもでに ひる 

よし もな し』 (西本願寺 本)。 

〇 

" みな 月の 土 さ へ さけて 照る 曰に も 我 袖 ひめ や 妹に あはず て 

圆書寮 本 第一、 此 歌缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 歌 同。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六 帖に载 り、 同 

樣。 拾 遣集卷 十三に は、 讀人 不知と して、 結句、 『妹に あはす して』。 萬 葉 集卷十 (一九 九 五〕、 寄 日、 

ミナ ヅ キノ ッ チサへ サケテ テル ヒ -ー モ ヮ ガリ.. チヒ メ ャ キミ 二 プハズ シテ  3  ,  、-- 1 *  、、 

7M 人 不知に、 六月 之 地 副 割 而照日 爾毛吾 袖 將乾哉 於 君不相 四手が ある 第 四 句 舊 P ワカ ソテ ヒヌ 

ャ、 .sal 本 中 (元 *類. 神 矢) フ ガソデ ヒメ ャ。 結句、 古 寫本中 (類. 神) ィモ 一一 ァたズ シテ。 赤 人 集 

そ で 

に は、 『日に よす。 みなつきの つち さへ さけて てる 日に も わが 袖 ひめ やい もに あはす して。 このう 

た 人 丸^に あり』 (西本願寺 本) と ある。 流布本に は 見えない やうで ある。 

一 二 五 


は戀 ふる 日 はけ 長き 物 を 今夜 さ へ ともし かるらむ 逢 ふべき もの を 

圖書寮 本 第一、 此 歌缺。 類從 本、 第 四 句、 『ともし かるべく』。 圖書寮 本 第二、 初 句、 『戀 しさ は』、 

第三. 四 句、 『こよ ひた だ ひさし かるべく』。 鷹.？ 本、 缺。 萬 葉 集卷十 (二  0 七 九)、 七夕、 讀人 不知に、 

i^f  ぞゲョ おお ^ずが ある。 初 句、 舊訓 n フレ /ヒ、 ノ。 第 四 句、 舊訓 トモ. シ ム ベ 

シ ャ。 赤 人 隼： は、 『こ ひする はけな がき もの を こよ ひだに くる、 ベ しゃ はとく あけす して』 

寺 本 『戀 ふる 日 はけ 長き もの を ひ；：； ぽ. が は 乏しむべし や 逢 ふべき もの を』 (流布本、 重きと ある。 

〇 

g 天の川 こぞの 渡りの 移ろ へ ば河瀨 踏む まに 夜ぞ ふけに ける 

ふ i に (類 從)  ： , C  , 

圖書寮 本 第一、 缺。 阖書寮 本 第二、 類從 本、 秋 部。 第 四 句、 『あさせ ふむ まに』。 鷹 司 本 缺 一 

本、 第二 句、 『秋の 渡 b. の』、 第 四 句、 『淺瀨 踏む まに』。 萬 葉 集卷十 (一一 〇 一八). 七夕、 柿 本 朝臣 人 麿 歌 

集 出に、 ァ HTA^^Klii リ代遷 閉者河 瀨於蹈 夜 深 去來が ある。 第二 句、 渡 伐 C 流布本、 渡 代 (想： 一 5〕 ぎ： i) 


舊訓コ ソノヮ タリハ。 古寫本 中へ 類. 元. S コソ ノソタ リノ。 第 四 句、 舊訓カ ハセ ヲフム 一つ 古寫本 

い (元. 神) 力 ハセ フム マユ。 拾遺 集卷 三に， 柿 本人 麿と して， 『天の川 こぞの 渡りの うつろへば 淺瀨ふ 

むまに 夜ぞ 更けに ける』 と あり、 赤 人 集に、 『あまの が は そこの わたりの うつろ へ ばか はら を 行く に 

夜ぞ ふけに ける』 (•£ 本願 寺 本)。 K 天の川 こぞの 渡りの 移ろへば 川瀨を 行きて 夜ぞ 更けに ける』 (流布本). 

と あり、 和歌 童蒙抄 に、 『アマ ノガ" コゾ ノソタ リノ クッロ へバ 力" セフム マ 一一 ョソ タケ 一一 ケ" 

同 (f し 一一 ァリ』 と ある。 

〇 

"年の 戀 今夜 つくして あすより は 常の 戀 にや わが こ ひ をせ む 

同書 寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 秋 部。 第 四 句、 『常の ことに ゃ我戀 をらん』。 

本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (二  C 三 七)、 七夕、 讀人 不知に、 年之戀 今夜 盡而 明日 從者如 常 哉 吾戀居 

、  1 二 七 


TO 逢 はずて はけ 長き もの を 天の川 隔 つる 迄 やわが こ ひ 居らむ 

圆書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句、 『へたて てまた そ』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 

• ァ ハナ ク C ケ ナガ キ モノ テ アマ ノガ ハへダ テテ マ タヤ ヮガコ ヒチー マ ム •  J  i 1 二 

萬 葉 集卷十 (一 12 一八)、 七夕、 讀人 不知に、 不 合者氣 長物 乎 天 漢 隔 又 哉 吾戀將 居が ある 初 <p 舊 

W ァ、 ノザレ 、ノ。 古 寫本中 0兀* 類) ァ ヒ ミ テ 、ノ、 (神) ァ ヒミ ヌハ。 ァ、 ノ ナクハ は 代 匠 記 精の 訓 である。 

4.=- 人 集 こ は、 『あけす ぐし けなが きもの は あまの が は 隔てて また やわが 戀を せむ』 (西本願寺 本) 『あ 

はなく はけ 長き もの を 天の河 隔てて 叉 やわが 戀ひ をら む』 (流布本) と ある。 

〇  , 

TO 彦星と たなばた つめと 今宵 逢 はむ 天の河せ に浪 立つな ゆめ 

圖書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 此 歌に 同。 類 從本. 第 四 句、 『天河 原に』。 鷹 司 本、 缺- 

ヒコホ シト タ十パ タツ メト コ ョ ヒア ファマ ノ カハト 二 ナミ々 ッ十 は"  rf'^J 

萬 葉 集卷十 aloao)、 七夕、 讀人 不知に、 牽 牛 與 織女 今夜 相 天漢 門爾 波立 勿 謹が ある 第三 句 I 

舊訓 及び 古 寫本コ ョ ヒア ハム。 『天の河 瀨』 は 改めた もので あらう か。 赤 人 集に、 『彥 星と たなばた 


つめと 今宵 あ ふ 天の河 原に 波た つな ゆめ』 となって をり、 それが 續干 載集卷 四に、 作者 山邊赤 尺と 

して 載って ゐる。 ， 

〇 

0 しばしば も あ ひ 見ぬ 妹 を 天 の 川 船出 早せ よ 夜の ふけぬ とき 

圓書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書察 本 第二、 類從 本に、 秋 部。 『あはす て はけな がき もの を 天河 ふな 

ではせ まし 夜の 深ぬ 時』 と ある。 前半 は誤寫 であらう。 萬 葉集卷 十一 三 0 四 二)、 七タ、 讀人 不知に、 

數 裳相不 見君矣 天漢 舟 出 速 爲夜不 深間が ある。 第二 句、 舊訓ァ ヒ ミヌキ ミヲ。 古 寫本中 OS ァ ヒ 

ミ ズ キ ミ 二  、 (祌) ァヒ ミヌキ ミ 一一 、 (京) ァ ヒ ミ ズ キミ ヲ。 赤 人 集に 、 『しばしばもぁひ見ぬ^：^はぁま 

のが はふな では やせよ よの ふけぬ ときに』 (西本願寺 本)。 『しばしば も 相 見ぬ 君 を 天の河 舟 出 はやせよ 

夜の 更けぬ まに』 (流布本〕 と ある。 又、 家 持 集に、 『しるしる も あ ひ 見ぬ 君 は』 と ある。 

SS あきかぜの きょき ゆ ふ ベ に 夭の 川 船 清ぎ わた せ 月 人 をと こ 

,  一 二 九 


一 一一 一 o 

圜書寮 本 第一、 此歌 無し" 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀 部の 少し 前に あり、 初， り、 『祌 風の』。 鷹 司 

.  . .  アキ カゼ ノキ ヨキ ュフ ベ 二 アマ ノガ ハフ ネコ ギ t なに ツキ じ トテト 「 

本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 十つ 一 0 四 一一 一). 七夕、 讀人 不知に、 秋風 之淸 夕 天 漢舟榜 度 月人壯 子が ある。 

第 四 句、 舊訓 フネ コギ ワタル。 古 寫本中 (神 9 一訓) フネ コキソ タセ。 赤 人 集に、 『秋風の きょき ゆ ふ 

べに 天の川 ふね こぎ わたせつ きひと をと こ』 (西本願寺 本 }。 『秋風の きょき 夕に 天の が は 舟 こぎ わたる 

月 人 をと こ』 (流布本) と ある。 家 持 集に、 やはり 第 四 句、 『ふね こぎ わたせ』 となって ゐる。 

S3 天の川 霧た ち 渡り ひこぼし のか ぢ音 きこ ゆ 夜の 更け ゆけば 

圖書寮 本 第二、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 き 部。 鷹 司 本、 此 歌缺」 萬 葉 集卷十 20 四 四，)、 

ァ マ/ ガ ( キリ タチヮ タリ ヒ コ， ホシノ 力 ヂ\ トキ コ ェョ ノフケ ュケパ 

七夕、 讀人 不知に、 天漢 霧 立 度 牽牛之 檝音所 聞 夜 深往が ある。 第二 句、 舊訓 キリ クチ ワタル。 古 

寫本中 (類 -祌) キリ タチ タリ。 第 四 句、 舊 訓カデ ノオト キコ ュ C 古 寫本中 00 力- ヂォ トキ コ ュ、 

C 神-京」 カジ ヲ トキ コ ュ。 赤 人 集に、 『あまの が は 霧た ちわた る ひこぼし のか ぢ おとき こ ゆよ の ふけ 

ゆけば』 「西本願寺 本. 流布本) と ある。 績後 拾遺 集卷 四に、 讀人 しらすと して 载 つで。 

〇 


天の川と ほき わたりと な 1; れ ども 君が 船出 は 年に こそ 待て 

圆書寮 本 第一、 第二 丄ニ 句、 『とほき わたりい なけれ ども』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二  ニニ 句、 

『わたりに あらね ども』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 一本、 第二. 三 句、 『遠き わた b にあら ね ども』。 拾遺 集 

卷三、 六帖 にも さう あ.^、 作者 人 麿と して ある。 後 撰集卷 五に は、 讀人 しらすと し、 第二  ニニ 句、 

アマ ノガハ トホキ t タリ 

『遠き わたり はな けれども』 となって ゐる。 萬 葉 集卷十 20 五 五 y 七夕、 讀人 不知に、 天河 遠 度 

ハ ナ ケレド モキ ミガ フナ. テ ハ トシ 二 ー1ゾ マテ 

者 無 友 公之 舟 出 者 年爾社 候が ある。 

〇 

S 夭の 川 橋う ちわた す 妹が い へに やまず 通 はむ 時 またず とも 

圆書寮 本 第一、 第 四 句、 『たえす かよ はむ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『打 橋渡し』。 鷹 司 

本、 此 歌缺。 一本、 第三 句、 『いもい かに』。 萬 葉 集卷十 (一一 〇 五六)、 七夕、 讀人 不知に、 天河 打 橋 

^ssy^ ぉョ I ム^ S ^おが ある。 第二 句、 舊訓 クチ シヮ タス。 古 寫本中 (類. き クチ ハ シソタ 

シ。 赤 人 集に、 『あまの が はう ち 橋 わたす 妹が 家と どまら すかよ へ 時 またす とも』 S 本願 寺本ヽ r 
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1 三 二 

まらす 通へ』 (流布本：) と ある。  . 

^天の 川霧た ち 渡る たなばたの あまの は ご ろ もと ひ 別る かも 

圆書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌缺。 一 本、 第三 句、 『たなばた は JT 萬葉菓 卷十 (二 〇 

アマ ノガハ キリ タチ， ホル々 ナパ.. V  ノ ゥモ ノコ 口 モノ 力へ W  " ，チカ モ  ： » 

六 三/ 七夕、 讀人 不知に、 天漢 霧 立 上 棚 幡乃雲 衣 能飄袖 鴨が ある。 赤 人 集に 『天の川き りたち 

のぼ， 0, たなばたの 雲の ころもの あ へ る そら かな』 (西本願寺 本」。 『天の川 霧た ちわた る 七夕の くもの こ 

ろ もの かへ る 袖 かな』 (流布本) と ある。 家 持 集に、 『天の川 霧た ちわたり 七夕の 雲の ころもの なびく 

袖 かも』 と あり、 續後 撰集卷 五に、 人 丸と して、 『雲の 衣の かへ る 袖 かも』 となって ゐる。 

^ 渡し守 船 はや 渡せ ひ ととせ に ふたたび 來 ます 君なら なくに 

圖書寮 本 第一 に、 第二 句、 『ふね はや かくせ』、 第 四 句、 『ふたたび 來 べき』。 圖書寮 本 第二、 類從 

本、 第二 句、 『はや 舟 わたせ』。 なほこの 前に、 『渡 守 舟 はや わたせお とよば ふ聲 もき かぬ か梶音 も 


せャ』 を载 す。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 歌 他 歌集 本と 同樣 にあり、 拾遺 集卷 十七に、 題 しらす、 

人 磨と して あるが、 第二 句、 『はや 舟 寄せよ』、 一本、 『はや 舟 かくせ』 になって ゐる。 萬 葉 集卷十 

I： タリ モリ フネ ハヤ ヮタセ ヒト トセ 一一 マ タタ ビ カヨ フ キミ 二 ァー， 4 ク 二 

(二  0 七 七)、 七夕、 讀人 不知に、 渡 守 舟 早 渡世 一年 爾ニ遍 往來君 爾有勿 久爾が ある。 古寫本 中、 初 

り、 0 兀 • 類 • 神) ヮタシ モリ。 第 四 句、 (元 • 類 • 神) フタ タビキ マス。 結句、 (元 • 祌). キ ミ ナ ラナ ク 一一。 

赤 人 集に、 『わたしもり 舟 はや はたせ ひとことに ふたたび かよ ふきみ ならな くに』 (西本願寺 本)。 『渡 守 

ひととせ 

舟 はや わたせ 一 年に ふたたび かよ ふ 君なら なくに』 (流布本」 と ある。 

^  .^ の 川瀨を 早み かもぬ ばた まの 夜 は 更け 行け ど 逢 はぬ 亲星 

流布本、 n 書 寮 本 第一、 類從 本、 第三， お、 『むば たまの』。 圖書寮 本 第二、 此 歌に 同。 鷹.^ 本、 此 

アマ ノゲ (セ チ ハヤ i カモヌ バタ マノ ョ ハ マケニ ッッァ ハス ヒ n ボシ 

歌缺。 萬 葉 集卷十 (二 〇 七 六)、 七夕、 讀人 不知、 天漢 瀨平早 鴨 烏珠之 夜者閲 _附 乍 下合牽 牛が ある。 

赤 人 集に、 『あまの が は瀨を はやみら む ゝ ばた まの よる は あけつ ゝ あはぬ ひこ ほし』 (西本願寺 本)。 

『瀨を はやみ かも』 (流布本) と ある。 

1 三 三 


一三 四 

8 天り n 夜 はふけ につつ さぬ るよ の 年の まれら にた だ 一夜の み 

圖蓄本 第一、 同じ。 圖書察 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『夜 はふけ ゆきて』、 第三 •  ァ四ノ  f セ 『チ さノ  n 

夜 はとし の わたりに』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 裏集卷 十 i 七 六)、 七夕、 讀人 不知に、 ヮタ 天漢 タ^ 早 鴨 

が あり、 同卷 (一一 0  45 に、 r 葛 き 物 可 良 佐 宿 者 年 之 度爾 直 一 夜 耳 力 

ある。 第三 句、. 『佐 宿 者』 の訓、 古 寫本中 0 兀. 類. 祌) サヌレ ノョ" が あるひ 六帖 に、 『玉 かづら たえ- 

ものから さぬ るよ は 年の わずに ただ 一夜の み』 が f  、後 纖卷 五に、 『玉 かづら たえぬ ものから 

あら 玉の 年の わたり はた だ 一夜の み』 が载 つた。 

〇 

S たなばたの 今宵 逢 ひなば 常の ごと 月日 隔 つる 年な からな む 

圖 I 本 第一、 謹 句、 ： めす をへ だ I。 圖 |本第 一一、 類從 本、 菌句 f.;: 秋ァを ナヘ だ I" 

ことなから なむ』。 鷹 司 本、 此 歌缺レ 萬 葉 集卷十 0 一  C 八 C/ 七夕、 讀人 不知、 織女 之 今夜 相奈婆 如^ 


了 明 ス日チ fg-ss^ife ケ あが ある。 結句、 舊訓 ナガ ケレ。 古 寫本中 (き：？ ナガ ケム、 「神) ナカ ナム 

赤 人 集に、 『たなばた のこよ ひ あかねば つねの ごと また こ ひて やわた さむ たなばた わたせ』 (西本願寺 

本)。 『七夕の 今宵 あけなば 常の ごと あす をへ だてて 年 は 越えな む』 (流布本) と ある。 

〇 ■ 

S 秋風の 吹きに し 日より 夭の 川 瀨に立 出て て 待つ とつげ こせ 

阅害棗 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 謹 部の 直ぐ 前に あ-.、 第 四 句、 『瀨 にいで たちて』。 

fT:v. フ.？ ノ-  アキ カゼ ノ っキ ニシヒ ョ" アマ/ザ ハセ. -ー ィ.- ータ； h ァ ッ. tM ジケコ P. 

本、 此歌缺 。萬 葉 集卷十 (三 0 八 三)、 七夕、 讀人 不知に、 秋風 乃 吹 西日 從 天漢 瀨爾 出立 待 登告許 

曾が ある。 結句、 観 マツ トツ ゲコソ C 裏 本 中 S マット ッゲ コセ」 家 持 集に、 第 四 句、 『瀨 にい 

でた ちて』 と あり、 赤 人 集に、 『秋風の ふきに し 日より あまのはらせ にいで たちて まつと つけこせ』 

re 本 § 寺本ヽ 『たちいで て』 (流布本) と ある。 萬 葉の 連用 段から 續く 願望の コソが 、コセ になって ゐ 

る。 連用 段 を 受ける 願望の 助詞 コソ は、 柿 本 集成 立 時代に は旣に 用法が 絕 えて ゐれ ので、 分かり易 

きに 就いた もので あらう。 

一 三 五 


1 夭 orr こぞの 渡り は あせに けり 君が 來 まさむ あと 殘ら なむ 

圖霧本 第一、 此歌 無し。 阖塞 本 第二、 類從 本、 『あとの 白浪』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 薦 

集卷十 OKX 四 r 七夕、 讀人 不知に、 KlilA ノ之 SIfe? 一一 一家 里 君 將來道 乃 不知 久が ある。 第三 句、 

I ァ レ ニケリ。 占寫本 中、 元 暦 本に はァ .レ の 右に 墨 を以 て ァセィ と 記して ある。 赤 人 集に は、 『あ 

まの が-は こぞの わたせ はありけ る I がきたら むみち のしら なく』 (西 本願 室。 『f は 荒れけ る を』 

(流布本) と ある。 

〇 

天の河 あさせ 白浪 高ければ ただ わたりな む 待てば すべな し 

圖藝本 第一、 第三 句、 『たどりつつ』 圖書寮 本 第二、 第亍三 句、 『せせ の 白浪 まけれ ど』、 

類從 本、 『せせ の 白浪 ふか けれど』。 兩本、 第 句、 『たた わた h しぬ』。 鷹 ほ 本、 此 歌缺。 一 本 

二の 以下、 『せせ の 白波 ふか けれどた だ わた.. しぬ まてば すべな し』 と ある。 萬 I 卷十 § き、 


ヒ 讀人 不知に、 ァ 1^,漢%|^ 爾 £1+ ま雖 高直 渡 來沼待 者 苦 三が ある。 第三 句、 舊訓 タカ ケレド C 古 

寫本屮 c 神」 タカ ケレ ハ C 結句、 舊訓 マ テ バ クル シミ。 古 寫本中 (元) マ テ バ クル シモ、 (溫」 マチ ハク 

^シ ミ。 後 溪集卷 五に、 讀人 しらすと して、 『天の川せ せの 白浪 高 けれどた だ わた. 9 きぬ まつに 苦 

しみ』 と あり、 それと 同樣の ものが 友 則 集に も载 つて ゐる。 

S 彥 星の 妻 待 つ 船の ひきつな のた えむ と 君に わが 思 はなく に 

11 書 寮 本 第一 に、 第三 句、. 『つなひきの」 一。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二  ニニ 句、 『つまよ ぶふね の- 

ひくつな の JT 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 十二 3 八 六)、 七夕、 讀人 不知に、 牽牛之 儒 喚丧之 引綱 乃將 

ぎぎ" か お^ i が ある C 第三 句、 舊訓 ヒクッ ナノ" 元 曆本ク の 右に 朱で キ。 京大 本、 引の 左に 赭 

く ヒキぁ h-.c 卞人 集に * 『ひこぼしの いもよ ぶこ ゑの ふ き つ な の た え むと きみ を わがお も はなく に』 

(西 本 g 寺 本 ；>。 『よぶ 舟の 引綱の』 ("^e本) と ある。 家 持 集に、 『彥 星の 妻よ ぶ 舟の 引綱の i 仝に たえむ と 

我 思 はなく に』 と ある。 

.  ニー 一七 


s 妹に 逢 ふ レーき みまた まつと 久方の 天の川 原に 年ぞ へに ける 

圖書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 第二 句、 『君 かたまつ と』" 類從 本、 第 丁 二 句、 『妹に 

あ ふとき かたまつ と. f 兩本、 結句、 『月ぞ へに ける』」 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (二  0 九 三)、 長 

ィモニ アマ トキ カタ マット ヒサ 力 タノ ァ マノ 力 ハラ 二 ツキ ゾ へ ニケル 

歌の 反歌， 讀人 不知に、 妹 爾相時 片待跡 久方 乃 天 之 漢原爾 月 叙 經來が あさ。 叉、 家 持 集に も ある。 

% 白露のお かまく 惜しき 秋获の をり てみ をり て おきや かくら む 

圖書寮 本 第一、 第三 句 以下、 『あき 萩 をお りの みおり てをき やからさん r 圖書寮 本 第二、 『白露 

を あか まく をし み 秋 はぎ をお りの みお. 0 てをき やかく さむ』。 類從 本、 『秋 萩 を 折の み 折て おきや か 

ら さん』。 鷹 司 本、 缺。 後 撰集卷 六に、 讀人 不知と して、 第三 句 以下、 『秋获 を 折りて はさら に 我 や 

かざさむ』 とい ふの が あり、 宗于 集に、 『白露のお かまく 惜しみ 秋 萩の 折りて はさら におき やま さ 

シー f ツユ ノ ォカマ クチ シミ アキ ハ ギ チ ネ リノ ミチ リテ 

らむ』 とい ふの が ある。 萬 葉 集卷十 a 一 0 九九)、 詠 花. 讀人 不知に、 白露 乃 置 卷惜秋 芽 子 乎 折 耳折而 


0^ 枯が ある c 古寫本 中、 第 四 句、 (西. 溫) オリ \ ミオ リーズ、 (細，) ォ リノ ミヲ リテ。 結句、 (類) ォ 

キヤ 力 ク サ ム、 (神.. 溢) ヲ キヤ 力 ラサ ム 

0 

% 秋の 田の かりほの 宿の 句 ふま で^ける 秋获 見れ ど 飽かぬ かも 

圆書寮 本 第一、 第二 句、 『かりい ほの やどの』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 此 歌に 同。 廳.？ 本、 此歌 

*s- どィ 

缺。 一本、 第二 句、 『した ほの やとの』。 後 撰集卷 六に、 讀人 不知と して、 第二 句、 『かりほの 庵の』 

アキ タ 力〃 カリ ホ /ャ ドリ 二 十； プ 了 ニケル アキ： ギ ミレド ァカヌ 力 

と ある。 萬 葉 集卷十 (一二 〇〇)、 詠 花、 讀人 不知に、 秋田^ 借 盧之宿 爾徳終 及 秋^ 子雖見 不飽香 

聞が ある。 

〇 

^. 朝顔 の 朝露 おきてへ 呋く とい へど 夕顔に こそに ほひ まし けれ 

圆書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 『夕 かげに こそ さき かかり けれ』。 類從 本、 初 句、 『朝 

顔 は/ 第 严* 五 句、 『タ 影に こそ 疾 きかか h けり』。 患 司 本、 此 歌缺。 一本に、 第 四. 五 句、 『夕 かげ 

一 三 九 


一 四 〇， 

にこ そ疾 きかかり けれ』 と ある。 六帖に は、 初 句、 『朝が ほ は』、 第 四. 五 句、 『夕 かげに こそ 咬き ま 

ァ 斗 ガホ -, ァ ナ ツエ ォヒ テサク トイへ ド 力. ケ 二  n ゾサ+ 

さ けれ』 となって ゐる。 萬 葉 集卷十 (一二  C 四)、 詠 花. 讀人 不知に、 朝杲 朝露 負 咬 雖云暮 陰社唤 

益 家禮と ある。 第二 句、 舊訓 アサ ッ ュォ ヒテ。 古 寫本中 (類) アサ ツユ ォ キー ァ。 

S 春され ば 霞が くれに 見え ざり し 秋获 咬け り 折りて かざさむ 

圖書寮 本 第一、 鷹 司 本、 此 歌缺。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 此 歌に 同。 新 拾 遣集卷 四に、 題 しらす- 

人 麿と して 載った。 なほ、 家 持 集に、 『春 くれば 霞に こめて みせ ざ.^ し 萩 咬き にけ り 折りて かざさ 

(ルサ レバ カス ミガク リテミ ェザ リシ アキ： .V サ. t リ ひリテ 力. ササ 

む』 と ある.。 萬 葉集卷 十二 二 〇 五)、 詠 花、 讀人 不知に、 卷去者 霞 隱 不 所見 有 師秋芽 子 折 而將揷 

頭が ある。 第二 句、 舊訓カ ス ミガク レ テ。 古 寫本中 0 兀. 類. 神) カス ミニ カク レ。 

S ひとはみ な获を 秋と はい ふなれ ど 尾花が すゑ を 秋と は いはむ 

圆書寮 本 第一 に、 第二 ニニ 句、 『秋と いふい なわれ は』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初， り、 『比， = 人 は』， 


第二. 三 句- 『萩 を 秋と いふい なわれ は』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 一本、 第 四 句， 『をば なのす ゑ を』。 萬 葉 

ヒ トミ ナハ ハギテ アキ トイ フヨ シヮ ンハュ パ ナガ ウレ テ ァ キト C ィ ハム 

集卷十 2  一  一  or 詠 花- 讀人 不知に、 人 皆 者 芽 子 乎 秋云縱 吾等 者 乎 花 之 末 秋 跡者將 言が ある。 初 

句、 舊訓 ヒト ミナ"。 古 寫本中 ニ兀. 類) ミナ ヒト ハ、 f 類 或 本.) ヒト、 ノ ミナ。 第二， w、 舊訓 "ギヨ アキ 

トイ フ" - 古 寫本中 C 兀，) "ギヲ アキ テフ、 (京) r ギヲァ キト ノフ。 第三 句、 舊訓 及び 多くの 古 寫本ィ 

ナソレ ハ。 第 四 句、 舊訓ヲ バ ナガ スヱ ヲ。 古 寫本中 (元 • 神) ヲバナ ノス ュヲ。 

辦 たま ほこの 君が 使の たをりた る この 秋 萩 は 見れ ど 飽かぬ かも 

11 書 寮 本 第一、 第 四 句、 『な この あきはぎ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 此 歌に 同。 鷹 司 本、 缺。 萬 

々マ ヅ サノ. ェ： -ザッ カヒノ な ユリ ケ ル n  , アキ ハ ギ 、， i ン K ァ 力- ヌ 力 モ 

• 葉 集卷十 (： ニー 一  -1:)， 詠 花， 讀人 不知に、 玉 枠 公之 使 乃 手 折 來有此 秋 芽 子者雖 見不飽 走 及が ある。 初 

句 は古寫 本 中に、 玉祥と 注した もの も あり、 元曆 本. 神 田 本に は クマ ホコ の訓が あるから、 柿 本 集 

のこの 初 句 は恣に 改めた ので はなく、 さう いふ 系統の ものに 據っ たもの かも 知れない。 第三 句、 舊 

訓 タヲリ クル。 古 寫本中 (元 .類* 祌) タヲリ タル。 

一 四 一 


§ わが 宿に へお ける 秋获 常なら ば 我 待つ 人に 見せ まし もの を 

圖書寮 本 第一 、同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 • 四 句、 『あきなら ば わが 待つ 人に』。 鷹 司 本 

此 歌缺- 家 持 集に 載り、 第 四 句、 『わが 待つ 人に』。 萬 葉 集卷十 (一二  一二)、 詠 花、 讀人 不知に、 吾屋 

ド 二 サケ； i アキ ハ ギ ッ 木ナ ラバ ヮ ガマ ッヒ トニ ミ セ マ シ モ ノ チ 

前 爾開有 秋 芽 子 常 有 者 我 待 人爾令 見猿 物 乎が ある。 

撤 わが 宿に 植 ゑて 置きた る 秋 萩 を 誰かし めさし 我に 知らせぬ 

圖書寮 本 第一に、 『我 やどに うへ おほした る』、 『我に しらせす』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 • 

五 句、 『たれ かしめ さす 我に 知らせで』。 類從 本、 第二 句、 『う ゑ 生した る』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 

ヮガャ ド 一一 ゥヱォ ホシ々 ；； J- アキ ハ ギ チタ レカ シメ サスヮ レニ シ -1- ュ V 

集卷十 0 二 lgo、 詠 花、 讀人 不知に、 吾 屋外 爾殖生 有 秋 芽 子 乎 誰 標刺吾 爾不所 知が ある。 結句、 

舊訓 シ ラ セ 、デ 。 古 寫本中 (類) シ ラ セ ズ , (神) シ ラ レズ。  * 


m 手に とれば 袖 さ へに ほふ をみ なへ しこの 下つ ゆに 散ら まく も 惜し 

圖書寮 本 第一 に、 第 四. 五 句、 『この しらつゆに を かまく おしみ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『ちら 

まくお しみ』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 結句、 『散ら まく 惜し も』 と ある。 新續 古今 集卷 四に、 題 

しらす、 柿 本人 丸と して、 歌仙 歌集 本の 形の ものが 載って ゐ る- 萬 葉 集卷十 (ニー 一 五)、 詠 花- 讀人 

チニト ：パ "V サへニ ホフ ュノ ミナへ シ コノシ 一 マツ マ； 二 チーフ マ クチ シモ 

不知に， 手 取 者 袖 幷丹覆 美人 部師此 白露 爾散 卷惜が ある。 結句、 神 田 本で チラ マ クモヲ シと訓 み、 

類聚 古 集 チラ マクヲ シミ。 家 持 集に、 初 句、 『手に 折れば』、 第 四 句、 『その 白露の』 と ある。 

ゆ 舌 あ ひ 

旗 吾妹 子が 行 合 の稻の 刈る と きになり にけ るかな 萩の 花^く 

圆甞寮 本 第一 に、 第二 句、 『ゆき あ ひの わせ を/ 第 四 句、 1- な. りに けらし な』。 圖書寮 本 第二、 類 

從本、 初 句、 『わき もこに』。 第二 句、 『ゆき あ ひの わせ を』 (圖 )、 『わさ を』 (類)。 第 四 句、 『なりに 

けらし も』 (画)、 『けらし な.』 (類)。 新 拾 遣集卷 十八に、 題 しらす、 人 丸と して、 圖書寮 本 第二の 形の 

I' トメ ラニ ユキ ァヒ/  ： セ チ カル トキ 二 ふ リー！ ケー， シモ ( 

ものが 載って ゐる。 萬 葉 集卷十 21 一 さ、 詠 花， 讀人 不知に、 撼嫱等 行 相 乃速稻 乎^ 時 成 來下芽 

一 四 三 


一 四 四 

ギガ：：. ナ サク 

子 花 が ある。 結句、 舊訓 ハギノ ハナ サク。 

〇  . 

衞 戀 ひしく ば 形見に せむ と 吾 背 子 が植 ゑし 秋， W 花へ きに けり 

圆書察 本 第一 に はこの 歌の 前に、 『あきき りの たなびく をの、 はぎの はない まや はるらん いまた 

あかなく に』 一 首が ある。 此歌 第三 句， 『わぎもこが』 となって ゐる。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二  . 

三 句、 『かたみにせ よと わがせ こが JT 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 十つ 二 一九)、 詠 花、 讀人 不知に、 

コヒシ ク，： カタ ミニ セョ トヮ ガセコ ガウ ヱシ アキ： や：； +サキ ニケリ  . 

戀之久 者 形 見附 爲與登 吾 背 子 我 殖之秋 芽 子 花、 咲、 爾家 が ある。 第二 句、 舊^ カタ ミー 一 セョト 。神 田 

本 カタ ミニ セント。 

,  〇 

^ 秋 获は斶 にあ はじと い へ れ ばか 聲 をき きて は 花 散り にけ り 

圖著寮 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『秋 萩 を. r 結句、 『花の 散らん』。 鷹 司 本、 

此 歌缺。 一本、 第 四 • 五 句、 『聲 をた てて は 花^に けり』。 萬 葉 集卷十 (ニニ  HO、 詠 花- 讀人 不知に、 


マキ、 V- ； 力-ヒー マ ：ジ トイ.、.，： 力 ^ 一、, コ； 二 1- キキ十 ： 、- 一二 ェ，— ：/ ル  ー  - 3 

秋 15^. 子 者 於 應不相 常 言 有 者 香 fc^l^ 音 乎 聞 而者花 爾散去 流が ある。 結句、 舊^^ハ ナ 一一 チ リ ヌ ル。 古 

ゾ T 本屮 (頻. 祌)、 ノ ナノ チリ スグ。 

衞 秋され ば 妹に 見せむ と植 ゑし 萩 露霜 置き て 散りに けらし も 

n 睿寮本 第一、 第二 句、 『いもに せんと』。 園 書 寮 本 第二、 領從 本、 結句、 『ちりに ける かも』。 0 

"^本、 此 歌缺。 續後 撰集卷 七に、 人 丸と して 載り、 一本の 結句、 『散りに ける かな』 になって ゐる。 

アキ や 一， パイ モニ ミセ ム ト ウス シ 、， ギ ツエ ジモ ォヒテ ，-リ ニケ ルカ モ 

萬 葉 集 $:^=3十 (一二  二 七)、 詠 花、 讀人 不知に、 秋 去 者 妹 令視跡 殖 之 i 牙 子-露霜 負而散 來毳が ある。 初 句、 

アキ サレ バ。 第 四 句、 神 田 本に、 負而の 左に ォキテ の訓が ある。 

贈 秋風に 山 飛び こ ゆる かりがねの いや 遠ざかり 雲が くれつつ 

圆書察 本 第一 に、 第二 句、 『峯 とびこ ゆる』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀 部の 中程に あり、 此 歌に 

：^。 鷹. E- 本.、 缺。 六帖、 新 古今 集卷 五に、 人 麿 作と して、 かく 載り、 家 持 集に、 第 四 句、 『聲 とほ 

一 四 五 


一 四 六 

アキ カゼ 二 ャ マト へコュル^^リザ木ハ ィ ャト t: ザ 力 《• 

ざ かり』 として 載った。 萬 葉 集卷十 0  ニニ 八 ：>、 詠應、 讀人 不知に、 秋風 爾山跡 部 越 應鳴者 射 矢 遠 放 

isl が ある。 第二 句、 奮訓ャ マト ヒコュ レ/。 諸 本み なャ マト ヒコュ レノ で、 ただ 元 曆本ヒ の 右に 

へ を 書いて ゐる。 第 四 句、 舊 訓ィャ トホサ カレ ノ。 古 寫本屮 (神) ィャ トヲサ カリ、 S ィャト ホサカ 

リ。 結 化、 舊訓ク モガ クレッツ。 

〇 

S 夭 雲の よその かりがねき きしょり はだれ 霜 ふり 寒し 今宵 は 

圆書寮 本 第一、 同じ。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『よそに かりがね』、 結句、 『さむし 此ょ 

は. f 一本、 第 四 句、 『いたく 霜 ふり』。 鷹.^ 本、 此 歌缺。 六帖 に、 作者お とくろ として、 第二 句、 

『よそに か" がね』、 第 四. 五 句 、『はだれ 雪 ふり さえし この 夜 は』 となって をり、 家 持 集に、 第二 句- 

『よそに かりがね』、 第 四 • 五 句、 『あられし も ふる 寒き こよ ひか』 となって ゐる。 また 新 拾 遣集卷 

アマ ゲモ/ ョソニ 

五に、 人 丸と して、 類從本 同様に 載って ゐる。 萬 葉 集卷十 (一二三 二い、 1. 讀人 不知に、 天雲 之 外 

I ぎ 從聞之 薄 垂霜零 寒此夜 者が ある。 結句、 舊 訓コノ ョ"。 ト：； 寫本中 一-元 • 教) コョヒ ハ、 ， む 漢字 

の 左に コョ ヒ"。 ：w 本 集の この 結句 はさう いふ 系統の 訓に據 つた もので あらう。 


§ 垣根なる 获の花 さく 秋風の 吹くなる なべに かり， きわたる 

SI 書 寮 本 第一、 第二 句、 『获の 花 さき』。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 戀部、 『かき ほなる 荻の はさ や 

ぎ 吹 風の 吹なる なべに 雁ぞ 鳴なる， f 鷹^ 本、 此 歌缺" 萬 葉 集卷十 2  ニー 一四)、 詠 應、. 讀人 不知に、 

ベ ふ々 It  ノ  r  ノ ハ サ ャ ギ アキ カゼ/  r キク つ 十 ベ 二 カリ ふ キ L, な -し 

邊在荻 之 葉 左夜藝 秋風 之 吹來苗 丹臈. 渡が ある。 楠 本 集の、 『ほ-根なる 萩の 花』 は、 『葦べ なる 荻の 

葉』 を恣に 改めた ものの 如くで ある。 『垣根』 の 用例 は、 萬 葉 集卷十 (一九 八 八.) に、 鷲ス 之往來 お-根 

乃 卞能花 之が あり、 拾 造集卷 二に、 『山賤 の 垣根に 疾 ける 卯の花 はたが 白妙の 衣 かけし か』。 卷 三に、 

『^こすば 誰に 見せ まし わがや どの 垣根に 咬け る 朝顔の 花』 等が ある。 六帖 に、 人 丸と して、 『葦べ 

なる 荻の 葉 そよ ぎ 秋風の 吹き 來る なべに 雁 鳴き わたる』 と あり、 新 古今 集卷 五に、 人 麿と して、 r 垣 

ほなる 荻の 葉 そよ ぎ 秋風の 吹くなる なべ に雁ぞ なくなる』 と ある。 

S 山 近く 家 si^ を せれば さ を 鹿の 聲をき きつ つ いもね かね つも 

一 四 七 


一 四 八 

岡 書 察 本 第一、 結句、 『い をね かねつ も』。 圆書寮 本 第二、 額從 本、 結句、 『いねん ころ かも』。 類 

從本、 第二 句、 『家 をし をれば/ 鷹.？ 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (ニー  四 六；/ 詠：！， や 吸、 窗人 下！；， ハこ、 

や 力 クイへ ャ ，ル べキサ チシ カノ コ：し チ キキッ ツイ.^ サチヌ カモ 

近 家 哉 可 居 左 小 牡鹿 乃 音 乎 聞 乍 宿不勝 鴨が ある。 『家居 を せれば』 は 分かりお く 改めた もので あら 

う。 萬 葉集卷 十二 八 四 二) に， 山 片就而 家居 爲流 君く が あり、 小：： 今 集卷ー に- 『野べ 近く 家 ほし をれば 鶯 

のなくなる 聲は 朝な朝な 聞く. f 拾遺 集卷 二に、 『この 里に いかなる 人 か 家居して やま 郭公 絕 えす 開 

くらむ』 等が ある。 

〇 

n あしび きの 山より 聞けば さ をし かの 妻 呼ぶ 聲 をき かまし もの を 

園 書 寮 本 第一、 第 四 句、 『妻 呼ぶ こ ゑ は』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『山なら ませば』。 i 

司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 .= ^麻： C として、 第 四. 五 句、 『妻 呼ぶ 聲も かつ 聞か まし を』 となって ゐる。 

萬 葉 集 t 十 (： 一二  a 八 r 詠 鹿 鳴、 讀人 不知に、 ^^^^が|^^^^^ぎだゲ^"«,ー5£^|«¥がぁる。 

第二 句， 舊訓ャ マ ヨリ キ セバ。 神 田本ャ マ ヨリ マセバ C 六帖、 柿 本 集の は、 分かり：：, 力い やうに 恣に 

改めた もので あらう。 


s 夕 影 こ 鳴く ー矛蜩 の こ こばくに 日 ごとに 聞け ど 飽かぬ 君 力な 

圖窨寮 本 第 一 に、 初 句- 『夕 かけて』、 第 四. 五 句、 『なけ ども あかぬ 君に も あるかな』。 なほこの^ 

より 直ちに、 『なき 名のみ たつの 市と は』 の 歌に つづき、 『ます かがみ』 の 歌で 一段落 をな して ゐる „ 

圆書寮 本 第二、 第 四 句 以下、 『日 ごとに なけ ど あかぬ 君 かも』。 類從 本、 初 句、 『夕 かけて』、 第三 句 

以下、 『そく はくの 日 ごとに 聞と あかぬ 君 かも』。 鷹 司 本、 此歌缺 U 六帖 に、 第二  . 三 句 『きな くひ 

ぐらし いく そばく』、 結句、 『あかぬ 聲 かな』。 萬 葉 集卷十 (ニー 五 さ、 詠蟬、 讀人 不知に、 暮影來 鳴 

ヒグ ラシ nn ダクモ t ゴト ニキ ケ ドア カヌ， コヱ カモ，  ， - I  ,、  3  >f  C 1 H-  J 1 7 ぐ 7-0 

日晚之 幾許 每日聞 跡 不足 音 可 聞が ある 第三 句 舊 P コ、 ダクノ 元曆 本に f の 右に イカ ノ カリ 

『ここ はくに』 は、 萬 葉 集卷四 (七 五 二 の 幾許 久毛。 同卷 (六 六 六) の 幾許 吾 者。 卷八 2 四 七 五 d の 幾 

許 幾お など を、 ココバ クモ、 ココ バクヮ レ"、 ココ パク コフ だと 訓んだ 例に 等しい ので、 これ は 

卷 十七 (ーー一 九九 二 の 許 己 婆 久毛見 乃 佐 夜氣吉 加の 訓に據 つたので あらう。 今 は 多く コ コ ダクと 訓んで 

ゐる こと 此處 (二 一 五 七) に 示した ごとくで ある。 

1 四 九 


一 五 〇 

m 秋風の く 吹くなる わが 宿の 淺 茅が もとに rw ぐらし もな く 

圆書寮 本 第一 は、 『ます かがみ』 の 歌で 一段落 をな し、 この 歌から 、『竹の 葉に お きゐる 露の』 の 

歌まで 1 群 をな し、 『ひさかたの あめ を 見る ごと』 の 歌に つづいて ゐる。 此歌第 四 句、 『あさおが は 

ら に』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『塞く 吹くな べに』、 第 四 句以- 卜、 『あさ ぢが すゑ は 色 づき 

にけ り』。 鷹 司 本、 結句、 『日ぐ らし ぞ なく』。 拾遺 集卷 十七に、 題 しらす、 人 麿と して、 かく 載って 

アキ カゼ/ 廿二 クづ： S 十 ベ t-v- ャ ド ノ アサ デ ガ モト ニコ ホ CVt ナクモ 

ゐる。 萬 葉 集卷十 (一二 五八)、 詠 蟋輕、 讀人 不知に、 秋風 之 寒 吹 奈倍吾 屋前之 淺茅之 本 蜂蟋鳴 毛が あ 

る。 結句、 蔡訓 キリ. ギリ スナ クモ。 元曆本 ヒダラ シナ クモ。 訓の 右に if 一で キリ ギリス ナ クイと ある。 

m かげ 草の 生 ひたる 宿の 夕 影に 鳴く 茅蜩 はきけ ど 飽かぬ かも 

圖書寮 本 第一、 此歌 無。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『夕 露に』。 鷹 司 本、 此歌 無。 萬 葉集卷 

■  力- ゲ クサ ノ ォヒ タル ャ ド ノ ュ フカ >  二  4 クコ ホロ ギ〔 キケド ァガヌ 力 モ 

十 (ニー  五 九)、 詠蟋 蜂、 讀人 不知に、 影 草 乃 生 有 屋外 之 暮陰爾 鳴蟋蛑 者雖聞 不足 可 聞が ある。 『蟋 蜂』 


は舊训 キリ ギリス。 ここ は 元 替本も キリ ギリス と， ゆん で ゐ る 。 

〇  - 

S 神な びの 山 下と よみ 行く 川に かはづ 鳴くな り 秋と いはば や 

^^^本 ^一、. 第三 句、 『行く 水に』、 結句、 『いはんと や』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『ゆ 

く 水に. f 鷹. E 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 2  二 ハー 一」， 詠 蝦、 籠 人 不知に、 神 名 火 之 山 ド動去 水 丹 川 5i 

4- ゥ. V リア キト V ハム トャ 

鳴 成 秋 登將云 鳥屋が ある。 

m 庭 草 に 村雨 ふりて 日ぐ らしの 鳴く こ ゑ 聞けば 秋は來 にけ り 

^省察 本 第一、 結句、 r 秋 づきに けり』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹.？ 木、 此 歌缺。 

拾^ 集卷 十七に、 题 しらす、 人 麿と して、 また 六帖 に、 村雨と 題し、 讀人 不知で、 かく 载 つてなる， 

二  〔クサ 二 ムーマ ヤメ？' リテ n ホ P ギノ ナク n ヱキ ケ. ハ アキ ヅキニ ケ リ 

萬 葉 槳卷十 (ニニ ハ 0)、 詠蟋 婢、 讀人 不知に、 庭草爾 村雨 落 而蟋蜂 之 鳴 昔 聞 者 秋 付 附家见 が ある。 リ蟋 

!■』 は、 i«l 調 キリ ギリス。 元曆本 ヒグ ラシ ノ。 訓の 右に 墨で キリ ギリス ィ。 この あたりの ヒグ ラシ 

一 五 一 


1 五 二 

は元曆 本に さう あるの だから、 ただ 恣に 改めた もので は あるまい。 

，枕^ こ， 物 思 ふわが きけば ゆ ふかた かげに なく  H ぐらし 力 

圖書寮 本 第一、 第 四. 五 句、 『ゆ ふかた かけて なく かはづ かも』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句 

下、 『わ. が 聞ば ゆ ふかげ つ？? \ ^鳴か はづ かも』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 一本、 第 四. 五 句、 『夕 かけつき 

てな く かはづ かも』 と ある。 六 帖に载 り、 第三 句 以下、 『わが 聞く に 夕 かたかけて なく かはづ かも』 _ 

クサ マ クーマな. ヒーぶ： ゲモ ヒリす キ亇 * パ ュ フカな マ ケ-厂 4.- カハヅ カモ  - . , 1、 

萬 葉 集卷十 (二 一  六 一一 一)、 詠 蝦、 讀人 不知に、 草枕 客 物 念 吾 聞 者タ片 設而鳴 川津可 聞が ある 第二 句 

舊 訓タビ 一一 モノ ォモ フ。 略解 タビ 二 モノ モヒ。 第 四 句、 舊訓ュ フカ タマ ケテ。 古寫 本屮 つ 神 一訓) ュ 

フカ タカ ケテ。 原 歌の 力 、ノ ヅ は此處 では ヒ グ ラシと なって ゐる。 

〇 

しら たみ  あさゆ ふ 

S 瀨を 早み 落ち たぎつ らし 白浪に か はづ， くな り 朝夕 ことに 

岡 書 寮 本 第一、 第二 句- 『おちた ぎる らし』。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 ^！^部にぁり、 初：？、 『風 はや 


み』。 鷹 司 本、 缺。 六帖に 載り、 第二 句、 『河 落ちた ぎつ』。 萬 葉 集卷十 (ニー 六 四)、 詠 蝦 * 讀人 不知 

セ チ ハヤ ミ す, f タ ^'チ J,. ルシラ ナミ-一 力； ジ ナクナ リ ァ. サ ョヒゴ トニ 

に、 瀨乎速 見落 當知足 白浪 爾川津 嗚奈里 朝夕 每が ある。 第二 句、 舊訓ォ チタ ギ チタ^。 古 寫本中 

(元) ォ チタ キッ ラシ。 結句、 蔡訓 アサ ョ-ヒ コ トニ。 古寫本 中 (元. 類-神. 京) アサ ュフ ゴ ト 二  。 

§ 秋获に 置け る しら つゆ 朝な朝な 玉と ぞ見 ゆる 置け る しら 露 

圆書察 本 第一、 初 二 句、 『わがや どに ける 秋 はぎ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句 >  『玉と こそ 

アキ、 

見れ』。 魔 司 本、 缺。 六帖 に、 家 持と して 斯く ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ ハ A)， 詠 露、 讀人 不知に、 冷 芽 

ギ 一一 矛ケ クシ ラ ツユ アサ ナサ 上々 マ 卜シゾ ミ ルすケ 〃シラ ツユ  タマ ト ゾ ミュ^ 

子 丹 置 白露 朝朝珠 年せ 見 流 置 白露が ある。 第 四 句、 流布本、 『珠斗 曾 見 流』 であるが、 古 寫本屮 

(元 • 類-神) 『斗』 が 『年』 になって ゐ るので、 今 新 訓に從 つて さう して 置いた が、 古寫 本の 訓は 皆タ 

マ トゾミ ュ ^であるから、 柿 本 集の は 大方 それによ つた もので あらう。 

m しら 路と 秋の 花と を こき まぜて わくこと かたき わが 心 かな 

一 五三 


一 五 四 

一本、 第 四 句、 『あく ことかた き ir 闘 書 寮 本 第一、 結句、 『わがこころ かも』。 岡 書 寮 本 第二、 類 

從本、 第 四 句、 『あく ことかた き』。 麿. H- 本、 此 歌に！： じ。 六帖、 tM 人 不知， 『しら 露 を 秋の 萩原に』 

と ある。 此歌、 柿 本人 丸と して 新 勅撰集 卷 四に 入った。 萬 葉 集卷十 (一二 七 一)、 詠 露、 讀人 不知に、 

シー マツ エト アキ/  (ギ ト 〔コ ヒミ ダレ ワク コトカ V キヮ ザココ ロカ モ 

白露 與秋芽 子 者戀亂 別事 難 吾 情 可 聞が ある。 第二 句、 神 田 本 アキノ  、ノ ナト" になって ゐる。 

〇 

S 我 ffi の 尾花お しなみ 置く 露に 手 ふれ 吾妹 子 散ら まく も ^ し 

圖書察 本 第一、 結句、 『ちら まく 惜し も』。 圖書寮 本 第二、 此 歌に 同じ。 類從 本、 第三 句、 『おく 

露の』。 魔.^ 本、 此 歌缺。 六帖、 讀人 不知. 下句、 『手 ふれ 我が 兄 子 散らさで も 見む』 と ある。 萬 葉 

ヮ ガヤ ド ノ チ パ 十 オシ ナベ ォク ツユ 二 タ フ レワ Vr モ つ 卞-, マ ク モ .Z ム 

集卷十 (一二 七 二、 . 詠 露、 讀人 不知に、 吾 屋戶之 麻 花押 靡 置 露 爾手觸 我 妹 2： 儿ケ浴 卷毛將 見が ある。 第二 

句、 舊^ オシ ナミ。 第 四 句、 舊訓 テフ レ。 

〇  . 

このごろの 秋風 塞し 萩が 花 散らす しらつゆ 置きに けらし な  ト 


岡 香 察 本 第一、 此歌 無し。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 第二 句、 「秋風 塞み』、 第三 句、 『萩の 

花』、 結句、 『けらし も』。 鷹 司 本、 無。 六帖、 讀人 不知、 第二 句、 『秋風 寒み』、 結句、 『おきに けら 

しも no 新勒 撰集卷 四に 入り、 題 しらす、 讀人 しらす、 歌 は類從 本に 同じで ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 

コ， ゴロ ノ アキ カゼ サム シハギ ガ ；： ナチ ラス シラ ツユ ォキ -.^ サ シモに  II  ,, 

七 五)、 詠 露、 讀人 不知に、 日來之 秋風 寒 芽 子 之 花 令 散 白露 置爾來 下が ある 第二 句 舊罰 アキ カセ 

サ ムシ。 古 寫本中 (元. 類. 神) アキ カゼ サム ミ。 第三 化、 舊訓" ギノ ハナ。 

〇  • 

m 此 ご ろの あかつき 露に わがや どの 萩 の 下葉 は色づ きに けり 

^番察 本 第一、 此 歌に 同。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『秋風 さむみ』。 鷹.^ 本、 此 歌に 同。 

^s:!^ 卷 十し、 題 しらす、 人 麿と して 載った。 六帖、 第一 ニー 句、 『このごろ も曉 露に』 になって ゐ 

n  ノ ゴロ  ノア 力 トキ ツユ 二  〔ザ 二  、ノ  ■  ノ  、， ギ ノ シタハ ハ ィ". い.？ 一  け., リ,. ゝ 

る。 萬 葉 集卷十 (一二 八 二)、 詠黃 葉、 讀人 不知に、 比日 之 曉露丹 吾 屋前之 芽 子 乃 下葉 者 色付 • 郎^せ が 

ある。 第二 句、 舊訓ァ カツ キッ ュ 一一。 第三 句、 舊訓フ ガヤ ドノ。 童 蒙 抄ゾガ  一一 、ノ  ノ。 新訓も それに 

從 つたので i"  くさう して 置いた。 

.  一 五 五 


g 雁が ね は 今 はきな きぬ わが 待ちし もみ ぢ 早つ げ 待てば 苦し も 

圜書寮 本 第一、 第 四 句、 『もみお はやせよ』。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『今ぞ きな きぬ』。. 

カリ ガネハ イマ ( キ ナ キス ヮガ マチシ モミ ヂ ハヤ ッゲ マテ 

鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (ニー  八 一一 一 S 詠 黄葉、 讀人 不知に、 應鳴者 今 者 來鳴沼 吾 待 之 黄葉 早繼待 

者 辛苦 母が ある。 古寫本 中、 元曆 本はナ キヌの 右に 赭で 力と 書いて あり、 類聚 古 集 は イマ" キ ナカ 

ヌ であるから、 類從 本の キ ナカ ヌは、 ただ 恣に替 へたので は あるまい。 

〇 

*  うは f 

§ あきされば おく 白露に わがや どの 淺 茅が 上 葉 色 づきに けり 

一 本、 第 四 句、 『あさおが うへ は』。 圖書寮 本 第一 、 第 四 句、 『あさおが うへ は』。 圆書寮 本 第二、 

類從 本、 第 四 句、 『淺 茅が うれ は』。 鷹 司 本、 初 句、 『秋 なれば』、 結句、 『淺 茅の 色 は 移ろ ひに けり』 

新 古今 集卷 五に、 人 麿と して 入った。 家 持 集に、 第 四 句、 『淺 茅が うれ は』。 萬 葉集卷 十二 二八 六)、 

アキ サ レバ オクシ ラ ツユ 二 ヮガカ ドノ アサ ギ ガ ゥラハ イロ ヅキニ ケ リ 

詠 黄葉、 讀人 不知に、 秋 去 者 置 白露 爾吾門 乃 淺茅何 浦 葉 色付 爾家 里が ある。 第三 句、 舊訓ヮ ガカド 


ノ  。 古 寫本巾 (元 • 類) ソ ガヤ ドノり 和歌 童蒙抄 に、 t ァ キクレ バ ヲ ク シ ラ ツユ ニソ ガヤ ドノ アサ デ ガ 

ハラ" ィ tl ヅキ ニケリ. I と あ る 。 

m 秋風の 日 ご とに 吹けば 露お もみ f 秋の した 葉 は 色 づきに けり 

流布 一 本、 此 歌缺。 圖書寮 本 第一 、 第三 • 四 句、 『みづ くきの を かの 葛 葉 は』。 圖書寮 本 第二、 類 

從本、 第三：？、 『つゆ かさね』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 第三. 四 句、 『水 室の 岡の 木 葉 も』。 萬 葉 

集卷十 r ニニ Q 四；)， 詠 黄葉， 讀人 不知に、 秋風 之 日 異吹者 露 重 芽 子 之 下葉 者 色付 來が ある。 第二 句、 

薛^ ヒニ ケニフ ケバ。 古 寫本中 (元-類. 神〕 ヒ イト ニス ケバ。 第三 句、 舊訓 ツユ ヲ モミ。 古寫 本. E- 

(元) ツユ ヲォモ ミ、 (類) ッ ュ シゲ ミ。 また 同じく 萬 葉 集卷十 Q 一 一  九 ミ)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 秋 屈 

,之^1:異吹者-が莖，能岡之木葉毛^?3付爾家里がぁる。 第二 句、 古寫本 中. (元 *類* 神) ヒゴト 一一。 圆書察 本 

第一 は、 六帖 とと もに この 方から 來てゐ ると 見るべき である。 

1 五 七 


m ひととせに 再び ゆかぬ 秋 山 をと ころに も あらで 過し つるかな 

圆書寮 本 第一、 第 四 句、 『こ、 ろに も あらす』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句、 『心に あかす』。 

鷹 司 本、 缺。 家 持 集に、 第三 句 以下、 『秋 山に 心に は あらす 暮 しつる かな』。 萬 葉 集卷十 (ニニ 一八)、 

詠 黄葉、 讀人 不知、 一 年 二 遍不行 秋 .3 乎 情 爾不飽 過 之 鶴 鴨が ある。 『ところに も あらで』 は 『ここ 

ろに- あかで』 の誤寫 かも 知れない。 

〇 

からこ ろ も 

§ かりがねの なきつる なべ に， 衣た つたの 山 は 色 づきに けり 

一本、 第二.：？、 『鳴に しと もに』。 簡書寮 本 第一、 第二 句、 『來 鳴きし 日より』。 圆書寮 本 第二、 類 

もみ ぢ はじまる (10 

從 本に は、 この 歌な く、 『か， 9 がね を 聞きつ るな ベ に 高 松の の 、 う へ の 草 は 色 づきに けり』 が ある。 

鷹 司 本、 『雁の きな きし 日よ. 0』0 後 撰集卷 七に、 讀人 不知、 『大和に まかりけ るつ いでに』 と 題し、 

結：？、 『紅葉し にけ h-no 六帖、 第二 句、 『鳴くなる， r 第五， rt" 『紅葉し にけ，. -』。 家 持 集に、 第二， リ 


『鳴くなる』、 第五 句、 『紅葉し ぬらむ』。 玉 葉集卷 五に、 赤 人 作と し、 第二 句、 『鳴くなる J 第五 

句、 『紅葉し ぬらし』。 家 持 集に はな ほ、 類從本 系統の 方の 『かりがね を 聞きつ るな べに 高圓の 野べ 

の 草葉 ぞ色 づきに ける』 とい ふ 歌 も ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 九 四、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 臈^ 乃來 

シムタニ カラ コ D モ^^ ッタ / ャマ "モミ デゾ メ タリ  •  I  5  .  "  r  I  t ヽ t ノ  V  ：  5 

么共 韓 衣 裁 田 之 山 者黄始 有が ある。 第二 句 舊 P キナキ シ トモ 二。 古 寫本中 (類) キナケ 〃テベ 二。 

ナベ ュ  力 リガ ネ チ キキ ッやナ へ 一一 

類從本 系統の 方の 原 歌と して は、 萬 葉 集卷十 (ニー  九 1)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 應之鳴 乎 聞 鶴 奈倍爾 

* 力 マト ノ ヌノへ ノ クサ ゾ イロ ヅキニ ケ k 

高 松 之 野 上 之 草 曾 色付 爾家留 が ある。 第 四 句、 舊 P  ノ  ノウへ ノク サン 

§ さ を 鹿の 妻と ふ 山の 岡べ なる わさ S はから じ ffi はおくと も 

一 本、 第 四 • 五 句、 『わさ 田 はからす 霜 はふれ ども』。 圖誊寮 本 第 一、 第二、 類從 本、 同じ。 應.^ 

本、 缺。 六帖、 馥人 不知、 第二 句， 『妻 まつ 山の』。 新 古今 集卷 五に、 人 麿 作と し、 歌 ここと！ 1： じ。 

サチシ カノ ツマ ヨブ ャ マノ チカべ 十ル ヮサダ ハ ガラジ シモハ "ル トモ 

萬 葉：！^ 卷十 (ニニ 二 0)、 詠 水田、 讀人 不知、 左 小 牡鹿 之^ 喚 山 之-: 邊在早 田 者 不_ 刈 霜 者雖. 太 "が ある。 

第二 句、 舊訓ッ マ ヨブ ャ マノ。 古 寫本中 神) ツマ トフ ャ マノ。 第 四 句、 舊訓 フサ ダ 、ノ カラジ。 古 

寫本屮 • 細 . .6 ソ サ， ダ 、ノ 力 ラ ズ 。 結句、 00 シモ "フグ トモ。 +リ J=| 本 巾 (一： ル • 類) シモ "ォク トモ、 

1 五 九 


一 六 〇 

(神) シモ ハヲク トモ。 家 持 集 (類從 本) にも 出て ゐ る。 

m 我 宿の まもる W みれば さはの 內に秋 はみ つに て 思 ほ ゆる かな 

一 本、 第三 句、 『さはの うらに』。 圖書寮 本 第一、 此歌 無し。 圖書寮 本 第二、 下の句 缺。 類從 本、 

『我 宿に まもる 田 みれ ど 秋の 海の うらの 秋 萩す、 きおも ほ ゆ』。 鷹 司 本、 缺。 萬 葉集卷 十二 三 ニー」、 

t: ぐ 力 ドニ モルな ^ ミレバ サ ホ，' ゥ チノ アキ ハ や ススキ すモホ ユ^カ モ 

詠 水 S. 讀人 不知に、 我 門 爾禁田 乎 見者 沙糠内 之 秋 芽 子 爲酢寸 所 念 鴨が ある。 『さはの 內に』 は耆 

誤で あらう が、 『澤 のうちに』 として 味って ゐ たもの か。 『秋 はみ つに て』 は難讀 であった ために か 

うした もの か 不明で ある。 類從本 もいた く 亂れて 居り、 圆書寮 本 第二の 如き は 下の句 を 書かす に 居 

る。 

〇 

m 此{货 はさよ 更けぬ らし かりがねの 聞 ゆる そらに 月た ち 渡る 

圆書寮 本 第一、 『さ を 鹿の』 の 前に あり、 結句、 『月 わたる 見 ゆ』。 圆書寮 本 第二.、 初 句、 『このよ 


にィ たちわお るィ 

らは/ 結句、 S 月 さえわたる』。 類從 本、 初 句、 『このよら は/ 第 四. 五 句、 『空 は 月 わたるみ ゆ』。 

n  ノョ ラ ハ サ ョ フケヌ ラ シ カリ だネノ  i  n ュル "11- ュ ツキ タチ 

鷹 司 本、 缺レ 萬 葉集卷 十つ 一二 二 四)、 詠 月、 讀人 不知に、 此夜等 者 沙夜深 去 良 之 應鳴乃 所 聞 空 從月立 

が あ る。 初 句、 舊訓 コノョ ラハ。 古 寫本中 (元) コョじ 一 フノ、 (類」 コョヒ ヲバ、 ハ神) コョヒ ーフ 、ノ  0 

第 四 句、 舊訓キ コ ュルソ ラー 一。 

m 我 背 子が かざし の 枝に 置く 露 を淸く 見せむ と 月 は 照る らし 

51 書 寮 本 第一、 第二 句、 『さ、 の、 はなに』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『かざしの 花に』。 

胜 い.：^ 本、 此 歌缺。 一 本、 第二 句. 『かざしの 花に，』。 叉 一 本、 第三 句， 『をく 露の』 と ある。 萬 葉集卷 

ヮガセ n ガ カザ シ ノ. ハ ギ 二 ォク ツユ チサ ャカニ ミヨ ト ツキ ハ テル ラ シ  ■  , 

十 0 三 二 五)、 詠 月、 讀人 不知に、 吾 背 子 之 揷頭之 芽 子 爾置露 乎 淸見世 跡 月 者 照 良 思 か ある 第 四 句 

蔡訓サ ャカニ ミヨ ト。 古 寫本中 (元. 頻. 神) キヨ クミ セム ト。 

〇  ， 

3 おも はずに しぐれの 雨 は 降り たれ ど 夭 雲 はれて 月は洁 きを 

1 六 一 


H 書 寮 本 第一、 第三 句、 『降り たれば』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 冬 部。 此 歌に 同。 鷹.^ 本、 制 

モ、， Z  二  -ン グ レ ノ ァメハ フリ々 レド アマ グモ： レナ "クョ ャ ヤノ r  ：  ,  0  nj 

萬 萬 集卷十 (一一 ニニ 七)、 詠 月、 讀人 不知に、 不念爾 四. 禮乃雨 者 零 有 跡 天雲 霽而 月夜 淸焉か ある 初 

句、 舊 訓ォモ 、ノズ 二。 結句- 舊訓 ツキ ヨキ ヨキ ヲ。 古 寫本中 (元) ツキ ョサャ ケシ」 その 右に 赫く、 

キ 3 キ ヲ。 

〇 

お 白露 を 玉に つくれる なが 月の 有 明の 月 は 見れ ど あかぬ 力 も 

圖書察 本 第一、 第 四 句、 『殘月 は』。 圆書寮 本 第二、 鷹 司 本、 此 歌缺。 類從 本、 二 本 所載 歌』 屮に 

ある。 六. こ、 讀人 不知 第二、 句、 『玉に なした る/第 四 句. 『有 明の 月よ』。 家 持 集に、 第二 句. 『玉 

シラ ツユ テ タマ ニナ シ タル 十 ガ ツキ/ ァ „7 ァケ/  -ック 7  ド，， マ、 カー U ひ 

にぬ きもて』。 萬 葉 集卷十 (ニニ 一一 丸〕. 詠 月、 讀人 不知に、 白露 乎 玉 作 有 九月 在 明 之 月夜 雖見 不^可 

I が ある。 第二 句、 舊訓 タマ 一一 ナシ タレ/。 古 寫本中 (額) タマ 二 ックレ ベ 然るに. 校本 萬 葉 集に 據 

，よ、 田 本に は、 『作 有』 の 左に、 『ッ クレ グ人丸 集說， - と あ. る。 これ は、 此柿本 集に 據 つて 記し 

- こもの か、 或は 後に 仙覺 などの 記した もの か、 識者の 增補を 待つ。 


m 戀ひ つ つ も稻葉 かき 分け 家居れば 乏しく も あらず 秋の 夕暮 

圆書寮 本 第一、 結句、 『秋の 夕 かげ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句， 『我 をれば』、 結句、 『秋の 

初 風』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖、 讀人 不知、 第三 句， 『家居せば』、 第 四. 五 句， 『や j しく も あら じ 秋の 

夕風』。 新續 古今 集卷 五に、 柿 本人 麿と して、 第三 句、 『家居して』、 結句、 『秋の 夕風， r 萬 葉集卷 

n レー ッ ツモ ノ： 一." .ー  - レバ トモ シ. ゥ モア- フズ アキノ ュフ カゼ 

十 (ニニ 三 〇)、 詠 風， 讀人 不知に、 戀乍裳 稻葉接 別家 居 者 乏 不有 秋之暮 風が ある。 舊訓ィ へ ヰセバ 

トモ シク モア-フジ。 

〇 

m 薪の 花^きた る 野 邊は茅 蜩の嗚 くなる ともに 秋 かぜ ぞ 吹く  - 

圆書察 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句， 『tu にる 野べ の』。 初 化、 類從本 『秋の 花』 

な ル ス ベニヒ グ ラ シ ノ ナ ク ナ ；；； ム タ 二 

は 誤寫" 應司 本、 缺。 萬 葉 集卷十 (三 二三 一)、 詠 風、 讀人 不知に、 い に ん有野 邊日晚 之 乃 鳴 奈流共 

アキノ カゼ フ < 

秋 風 吹が ある。 初 句、 舊訓 、ノ ギ ノ  、ノ ナ。 第二 句ノ 舊訓サ キ タ , ノ ベ 二  。 古 寫本屮 (類」 サキタ  〃ノ 

ベ ノ , 第 四 句、 舊訓ナ クナル トモ 一 一。 代 匠 記精ナ ク ナルム ター 一 。 結句、 舊訓 アキ カゼ ノ フク。 古寫 

1 六  一二 


1 六 四 

本 中 (元. 频. 神. 溫) ァ キ 力 ゼ ゾ フ ク 0 

〇  . 

^ 秋 山の 木の葉 も いまだ もみ ぢ ねばけ さ 吹く 風 は 霜き えぬ ベ し 

圖書察 本 第 一 、 『今 はもみ むつ、 け さ 吹く 風に 霜お きに け， 0』。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 

『もみお ね ど』、 結句、 『霜 も けぬべし』。 鷹 司 本、 缺。 續後 撰集卷 七に、 題 しらす、 人 丸と して- 圖 

蓍寮本 第一と 同じに なって ゐる。 萬 葉 集卷十 0  ニー 三 5、 詠 風、 讀人 不知に、 秋 山 之 木 葉 文 }| モ^" 1^ 

ケ  4:,- フゥ カゼ、 シ & モ 1J キヌべ ク 

今 旦吹風 者 霜 毛 置 應久が ある。 萬 葉 古寫本 中に、 モ ミ ヂネド とい ふ訓は 無い。 

§ 秋 田 かる ひたの 庵に しぐれ 降り わが 袖 ぬれぬ ほす 人 もな し 

圖書寮 本 第一、 此 歌缺。 園 書 寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『秋 田 もる』、 結句、 『ほす 人な しに』。 鷹 

司 本、 此 歌缺。 六帖、 人 麿と し、 第二 句、 『旅の {<y にて』、 結句、 『乾す 人な しに』。 新 勅撰集 卷 五に、 

題 しらす、 人 丸と して、 初 句、 『秋 田 もる/  下 ここと 2^ じに なって ゐる。 萬 葉 集卷十 (ニニ  一！ 一  5、 


つ.^ 雨、 讀人 不知に、 秋田^ 客 乃 廬入爾 四 具 禮零我 袖 沾干人 無二が ある。 第二 句、 舊 訓タヒ ノィホ 

リ 二  。  .fc ヌ T 本 巾、 神 田 本 ヒ タノ ィホ リニ と あるから 柿 本 集と 同じで ある。 

I 玉 だすき かけぬ 時な く我戀 ふるし ぐれし ふらば 濡れつ つも こむ 

闹書察 本 第一、 第三 句、 『我戀 ふと』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『行きっ っも見む』^:圖)。 『わが 待ち 

し 時雨し あらば つつ も ゆかん』 (類。 六帖、 讀人 不知、 結句、 『濡れつ ■ つもい かむ』。 萬 葉 集卷ト 

(ニニ 一一 Ho, 詠 雨， 讀人 不知に、 玉 手 次 不懸時 無 吾戀此 具禮志 零者沾 乍毛將 行が ある。 第二. 三 句、 舊 

訓 カケス トキ ナシ ソガコ ヒ 、ノ  0 古寫 本屮 元) カケヌ トキ ナク ヮガコ フタ。 

〇 

m もみ ぢ葉を 落す 時雨の 降るな ベ に 夜 さへ ぞ 寒き 獨し ぬれば 

21 害 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『ふるころ は』。 鷹 司 本、 缺。 玉 葉 集卷六 

に、 題 しらす、 人 麿と して 載った。 家 持 集に、 第二 句、 『ちらす しぐれの』。 萬 葉 集卷十 (三 三 一一 さ、 

一 六 五 


一 六 六 

モミ ヂ， ハチ チラス シ グレノ フル ナベ 二 ョ サへゾ サム キヒト リシ ヌレパ •  -1、 -1 [»  , . 

詠 雨、 讀人 不知に、 黄葉 乎 令 落 四 具 禮能零 苗 爾夜副 衣 寒 一 之 宿 者が ある。 第二 句 舊 P チラス シグ 

レ ノ。 古 寫本中 (元. 類) オト スシグ レノ。 第 四 句、 舊 訓ョサ へゾ サム キ。 古 寫本小 (額) フス マモサ 

ムシ。 古義が フス マモサ ムシ 訓を探 用して ゐる。  . 

〇 

§ たれかれと 我 をな とひ そ 長月の 時雨に ぬれて 君 まつわれ ぞ 

圖書察 本 第 一 、 同じ。 一 本、 『君 まつ 我 を』。 圖書寮 本 第二、 鷹 司 本、 此 歌缺。 類從 本、 『 一 本 所載 

歌』 中に ある。 六帖に 載り、 結， の、 『君 待つ 人 を』。 压 葉集卷 十に、 題 しらす、 人 麿と して 載り、 第 

四 句、 『露に ぬれつつ』。 萬 葉 集卷十 (一二 一四 0)、 秋 相 聞、 人 麿 歌集 出に、 誰彼 我莫間 九月 露沾乍 

ポハ STly が ある。 初 句、 舊訓 タレ カレ ト。 古 寫本中 (類) タレ カラ 二、 (西 • 細 •&) タソ カレ ト等。 結 

句、 舊訓 キミ マツ フレ ヲ。 神 田 本 キミ マ ッ ヮ レゾ。 『露』 をば. 『時雨』 に 直した ので あらう か。 

«  iH 吉 の alf- を 田 に ほ. り まきし いねの 刈る 程 ま、. て も あはぬ 君 か 


一本、 第 四. 五 句. 『かるまで いもに あはぬな りけ， り- r 圖書寮 本 第一 『さきし いね かる まてい も 

にあ はぬな りけ り』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 . 四 句. 『蒔きし 稻 かりほす まで も』。 鷹 司 本、 缺- 

ス ゾ 二 ノ , ギジ チ タ 

拾遺 集卷 十三に 載り、 題 しらす、 人 麿- 萬 葉 集卷十 ニニ 四 四)、 寄 水田、 讀人 不知に 住 吉之岸 乎 田 

二  、： マキ-. ブス- シカ カ^マ V 一二 ァ、 ノヌ キミ カモ    -*7<、J、；af  4«r  ノ  、  /  0 

爾墾薛 稻乃而 及 ザ 刈 不相公 鴨が ある。 初 句 舊^ ス ミノ ュノ 古 ま 本 中 ハ類. 剩」 ス ミ ョ. シノ 

〇  . 

" 秋の 田の ほのかに 置け る 白露の けぬべく 我 は 思 ほ ゆる かな 

圆書寮 本 第一、 第二 句、 『ほのう へに 置け る』。 圜書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『ほの 上に』。 一 

本、 第 四 句、 『すきに ぬへ くも 「。 拾遺 集卷 十三に 前の 歌と 共に ある。 第二 句、 『ほの 上に 置け る』。 

アキ，々/ ホノへ 二 オケ ルシ 1マ ッ ニノ ケヌべ クヮレ ハヤ モ-; 5^ ユウ-力 モ ,  0  f  -  -  TJ、 

萬 葉 集卷十 (ニニ 四 六)、 寄 水田- 讀人 不知に、 秋 田 之 德上爾 置 白露 之 可 消 吾 者 所 念 鴨が ある 第二 句 

舊 訓ホノ ゥへ 一一 オケ〃。 ホノカ 二 は恣に 改めた もので あらう。 

お 秋の E のかり ほに つくり 庵して ひまな く 君 を 見る よし もがな 

1 六 七 


流布 一 本に 此歌 缺。 圖書寮 本 第 一 、 『かりほに いほ b つくり. しで まなく もい も を』。 圖書寮 本 第二、 

類從 本、 『つくる 庵して まつらん 君 を』。 鷹 司 本、 缺。 萬 葉 集卷十 (ニニ 四 八)、 寄 水田、 讀人 不知に、 

アキノ々， ト 力 リイ ホック リイ-つ- リ シ -厂 ァ； -ラ厶 キミ ケ ：、 ム ヨシ モ ザ モ 

秋 田 W 借 廬作五 百 入 爲而有 藍 君^ 將見依 毛 欲將が ある。 初 句 は、 古 寫本中 (元. 類 • 神) 『田』 を 『山』 

に 作った。 第二 句、 舊訓 カリ ィホ ッ クリ。 古 寫本中 (元) カリ ィホ ニック リ、 (類」 力 リイ ホック リテ、 

(神 J カリ ホ ニック リ。 結句、 舊訓 ミム ヨシ モガ モ。 古 寫本中 (元 ，類) ミル ヨシ モガ ナ。 

I 秋获の きけ る野邊 の夕暮 にぬ れつ っ來 ませ 夜 は 更けぬ とも 

圆書寮 本 第一、 『秋 萩の さきち る s?- ベの ゆ ふ 霧に ぬれて をい ませ さ 夜 はふく とも』。 圆書寮 本 第二、 

類從 本、 第二 句， 『咬き ちる のべの 夕 露に』。 鷹 司 本、 缺。 六 帖に载 り、 讀人 不知 >  『咬け る 岡べ の 夕 

露に』、 『濡れつつ もませ， r 家 持 集に 载， o.、 『咬 出る 野 邊の夕 露に』。 新 古今 集卷 四に 载り、 題 しら 

アキ ( ギ ノ サキチ ルス ベ 

す 人 麿、 『t ^き 散る 野 邊の夕 露に』。 萬 葉 集卷十 (ニニ 五 二/ 寄 露、 讀人 不知に、 秋 芽 子 之 開 散野邊 

之 暮露爾 沾乍來 益 夜 者 深去辆 が ある。 


^ 秋 获の枝 もた わ わに 置く 露の 消え もしな まし われ 戀ひ つ つ あらば 

圆書寮 本 第一. 『きみ もしぬべし こひつ、 あはす は』。 圖書寮 本 第二， 類從 本、 第二 句、 『枝 もと を 

ァ キ -, ゾリ / ェ .々 モ 

、 に/ 結句、 『われ』 無し。 鷹. IE 本、 缺。 萬 葉 集卷十 (ニニ 五八)、 寄 露、 讀人 不知に、 秋 芽 子 之 枝 

ト1^ チ 二 ォク ッ ュ ノ ケ カモ シ+ マ シ コ ヒ ッ ッァーマ ズ ハ  シ 、二 ン  , /  , 

十 尾 爾置露 之 消 毳死猿 戀乍不 有 者が ある。 第 四 句、 舊訓ケ 力 モシ ナマシ 1^1寫本中 っ兀し ケュ モシ ナ 

マシ。 六帖 に、 讀人 不知、 『秋の ほ を 膝に 押な ベ 置く 露の 消え もしな まし 戀 ひっつ あらす は』。 玉 葉 

集卷 十二に、 題 しらす、 家 持、 『秋の 田の しのに おしなみ 置く 露の 消え やしな まし 戀 ひっつ あらす 

は』 と あるの も 同じ 歌で あらう か。 

§ 秋 萩に おとす 時雨の ふる 時 は 人 をお き 居て 戀 ふる 夜 ぞ 多き 

ら (類) 

21 省察 本 第一、 『秋 萩 を』。 『ひとりお き A て』、 圆甞寮 本 第二、 類從 本、 上.？ 『秋获 をお とすな が 

力の ふるころ は』。 類從 本、 下句、 『ひとりお きゐて 戀 ふること お ほき』。 鷹 司 本、 缺" 萬 葉 集卷十 

アキ ハ ギ チ チラス ガメ  ノ フル n  U  、ノ 1- トリオ キヰケ コマ ルョソ ナ -ホキ 

し H ハー；)、 寄 雨、 讀人 不知に、 秋 芽 子 乎 令 落 長雨 之 零 比 者 一起 居而戀 夜せ 大寸が ある 『時 禅』 は 

i 六 九 


一 七 〇 

『長雨』 を 改めた もので あらう。 『ひと をお きゐて』 は、 『ひとりお きゐて』 の誤寫 に本づ いて、 斯 

くな つた もので あらう。 圖書寮 本、 類從 本に 據 つて それ を證 する ことが 出來 る。 萬 葉元曆 本に 『人 

りお きゐて』 と あるの も參考 すべきで ある。 六帖 に、 讀人 不知で、 『秋获 をお とす ながめの ふる ほど 

は ひとり 起 きゐて 戀 ふる 夜 ぞ 多き』 及び 『秋 萩 を 散らす ながめの 降るな べに ひとり 起 きゐて 戀 ふる 

夜ぞ 多き』 が ある。 また 玉 葉集卷 十二に、 題 しらす、 人 麿と して、 『秋 萩 を ちらす 時雨の 降る 頃 は ひ 

とり 起 きゐて 戀 ふる 夜 ぞ 多き』 となって ゐる。 

〇 

§ さ を 鹿の 朝 ふす を の の草^：ぉみ隱れかね て か人に知られ ぬる 

圖書寮 本 第 一、 『かくろ へ かねて 人に 知らる、』。 圖書寮 本 第一 一、 類從 本、 第 四句以 -チ、 『かくろ ひ 

かねて 人に 知らるな』。 鷹 司 本、 缺。 新 勅撰集 卷 十二に、 題 しらす、 讀人 しらす、 第 四 . 五 句、 『か 

くろへ かねて 人に しらるな』 として 載った。 萬 葉 集卷十 (ニニ 六 七)、 寄 鹿、 讀人 不知に、 左 小 牡鹿 之 

き 伏 小 野 之 草 若 美 隱不得 而於人 所 知名が ある， - 第 四 句、 舊訓 カク ヒ カネ テ。 古 寫本中 (親. 神 

細 ニヒ カク へ カネ テ。 結句、 舊訓ヒ トニ シラ ルナ。 類聚 古集ヒ トー ーシラ 声ナの 右に シレ ヌルの 一 1 


が ある。 シラ ュナは 略解の 訓に從 つた。 

^ わが 宿 に^ける 秋获 散り はて て 秋に も あへ ぬ 身と やなりな む 

一本、 第三. 四 句、 『ちり はてば 秋に も あばぬ， r 圖耆寮 本 第一、 第二、 此歌 無し。 旣 出の、 『我 宿 

に^ける 秋 萩 あきなら ば』 と 同一 に 看做して 棄 てた るか。 鷹. 本、 缺。 類從 本， 『一本 所載 歌』 中に 

あり、 第三 句、 『ち h. はてば， f 第 四 句、 『秋に も あはぬ』。 萬 葉 集卷十 (ニニ 八 六)、 寄 花. 讀人 不知に 

吾 爾開秋 芽 子 散 過 而實成 及 丹 於 君不相 鴨が ある。 『みになる までに』 のと ころ を、 『身と やなり 

け ひ』 とし、 『おに あはぬ かも』 のと ころ を、 『秋に も あへ ぬ』 とした。 第二 句 は、 舊訓 サケル アキ 

、ノ ギ。 古 寫本中 (類) サキシ アキ" キ。 

m 秋され ば 鳩 飛び越 ゆる 立 田 山 立ち て も 居ても 君 を こそ 思 へ 

一本、 第 四 句、 『立つ と 居る とに』。 圖書寮 本 第一、 第 四 句、 『たっと ゐる とに』。 圆書寮 本 第二、 
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類從 本、 鷹 司 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 0 ニー 九 四 y 寄 山、 讀人 不知に、 秋 去 者 i 飛越 寵田 山立而 1S^S5 

而毛君 乎 思 曾 念が ある。 新 古今 集卷 十七に、 題 しらす、 人麼 として、 第二 句、 『狩人 こ ゆる』、 結.？、 

『もの をし ぞ思 ふ』 となって ゐる。 

g なにす とか 君 をい と はむ 秋获 の そ の 初花 の戀 ひしき もの を 

圆書寮 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二.：？、 『妹 をい とはん』、 結句、 『うれしき もの 

を』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖に 載り、 讀人 不知、 結句、 『うれしき もの を』。 萬 葉 集卷十 2  二 七 5、 

寄 花， 讀人 不知に、 何 爲等加 君 乎 將厭秋 芽 子 乃 其 始花之 歡寸物 乎が ある。 

〇  • 

g かりがねの 初聲 ならで 咬き て 散る 宿の 秋获 見に こわがせ こ 

圖書寮 本 第一、 第二 句、 」. はつ 聲 ききて』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句 以下， 『初聲 ききて き 

でた るの ベの 秋 はぎ』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 讀人 不知、 『初聲 聞きて たつ 宿の 秋 萩. が、 けり』。 萬 


力 リガれ ノ ハツ n ヱキ キテ キぅ なルニ  、ノ  / アキ； ギ ミニ コ ヮガセ コ，  1 

藥集卷 卜 (ニニ 七 六). 寄 花- 讀人 不知に、 應鳴之 始音聞 而開出 有 屋前之 秋 芽 子 見來吾 世せ 力 ある "初 

聲なら で 一 はさう 改： §た ものである。 『散る』 もまた さう であって、 古寫 本の 異訓 も、 サキ イデ タ^ 

ぐら ゐで、 チレ/の 訓はー つも 無い。 さう いふ 點で、 類從 本の 方が 原 歌に 近い。 それでも、 『，ュ ど i』 を- 

『野べ 』 に變へ てゐ る。 

〇 

S さ を 鹿の いる 野の 薄 はつ 尾ばない つし かい もが^ 枕に せむ 

ま 

岡 甞寮本 第一、 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 此 歌缺。 新 古今 集卷 四に、 人 麿と して 入る 

六帖 に、 人 麿と して 載り、 下句、 『いつしか 君が 手枕 をせ む』。 萬 葉 集卷十 (ニー 一七 七)、 寄 花. 讀人不 

知に、 yvi! 力 野が 爲酢寸 初 尾花 何時 加 妹 之手將 枕が ある。 『人 野』 は、 舊訓 及. W 寫本ィ レノノ 

イリ ノは 考の訓 である。 第 四 • 五 句 は、 舊訓及 古 寫本ィ ッシ カイ モガ. クマ クラ ュセ ム。 ィヅレ ノト 

キカ. ィ モガ テマ カム は 代 匠 記 精 撰 本の 訓 である。 - 

. 一 七 三 


g 長月 を 君に 戀 ひっつ 生けらず はへ 快き て 散りに し 花なら まし を 

圖書察 本 第一、 第 四 句、 『t ^きて 散りぬ る』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『長き 夜 を 君. 5 ほ/。 な 

ほ、 類從 本に は、 『 一 本 所載 歌』 に 此歌を 載せ て^る。 鷹 司 本、 此 歌缺。 一本、 第一 •  二 句、 『長き 

夜 を 君を戀 ひっつ』 と ある〕 萬 葉 集卷十 al 二八 5、 寄 花 • 讀人 不知に、 長夜 乎 於 君 戀乍不 生ぎ J|tg 

落 西 花 有益 乎が ある。 結句、 舊訓 ハナー 一 アラマ シヲ。 古 寫本中 (元 • 類* 神. 細丄 00 ハナ ナーフ マ シヲ。 

『長月』 の 語 は古寫 本に も 見當ら ない。 ただ、 (二三 00) に 九月 之 在 明 能 月夜 云々 が ある。 ■ 

^ 秋の 夜の 月 かも 君 は 雲隱れ しばし も 見ねば こ こら 戀 ひしき ， 

一本、 結句， 『君 ぞ戀 しき』。 圖書寮 本 第一、 第二 句、 『つき かも 君 か』、 結句 二 「こ、， りこ ひしき』、 

ここら こ ひし まィ 

『こ ひし かるらん』。 圖書寮 本 第二  - 類從 本- 結句、 『戀 しかるら む』。 鷹 司 本- 初ノ /ながつきの』。 

拾遺 集卷 十三に、 人 麿と して かく ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 九九」、 寄ガ、 讀人 不知、 秋 夜 之 月 疑 IMr;^ 者 


ク モガ リシ マジ モミ. K バコ コダコ ヒシキ 

雲隱 須臾 不 見者 幾許 戀 敷が ある。 『雲 隱』 『幾許』 は、 舊訓 及古寫 本訓ク モカ クレ。 コ コ ラ。 

.  〇 

g 長月の 有 明の 月の ありつ つも 君し 來 まさば われ 戀 ひめ や も. 

一本、 結句、 『我 こ ひんか も』。 圖書寮 本 第一、 結句、 『われ こ ひす かも』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 

『戀 しきま さば わが こ ひめ や も』。 鷹 司 本、 『君 を をき て は 待つ 人 もな し』。 i 口 遺集 卷 十三に、 

題 しらす、 人 麿と して 載った。 六帖、 人 麿.、 結句- 『我 も 忘れ じ』。 小町 集に、 下句、 『君し もま さば 

待ち こそ はせ め』。 萬 葉 集卷レ (： 三 一一 00)、 寄 月- 讀人 不知、 九月 之 在 明 能 月夜，！ 1^ 乍^ 君 

戀 八方が ある。 第二 句、 舊訓 アリア ケノッ キヨ。 古 寫本中 0 兀〕 アリア ケノッ キノ。 第 四 句、 舊訓キ 

三 ガ キ マ サ バ 。 古 寫本屮 (元. 神. 西. 溫) キ ミ シキ マサ バ 。 結句， 舊訓 フレ コヒム ャモ。 古 寫本中 、元 • 

神) ヮレコ ヒメ ャハ、 (類) フレ コヒム カモ、 (細) フレ コヒヌ ャ乇、 「西 • 溫) フレコ ヒメ ャモ。 

0 

^ 祝 子が 祝 ふ 社の もみ ぢ葉 もしめ をば こえて 散り 來る もの を 
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圖窨寮 本 第一、 結句- 『ちる て ふ もの を』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 題、 『たびのう た』。 結句、 『散 

と、. ふ もの を』。 i 司 本、 結句、 『しめな はくちて ちる て ふ もの を』。 拾遺 集卷 十七， 題 しらす、 よみ 

尺 しら t 結句、 『散る とい ふ もの を』。 六帖 に、 讀人 不知、 結句、 『散る て ふ もの を』。 なほ、 六帖 

に は、 まろと して、 第一 ニー 句、 『い 垣し， て 守る 社の』、 結句、 『散る て ふ もの を』 となった の も あ 

る。 萬 葉 集卷十 omo 九、 譬喩 歌、 讀人 不知に、 祝 部 等 之 齋經社 之 黄葉 毛 標繩越 而落云 物 乎が ある ( 

第 四 句、 舊訓シ メナ ハ コ ュテ。 古 寫本中 (元. 神) シ メヲバ コ ュテ。 結句. 舊訓 チタ テフ モノ ヲ 古寫 

本 中 (元. 類 • 古) チダ トイ フ モノ ヲ。 

〇 , 

S あしび きの 山路 も 知らず 白 樫の 枝 もた わ わに 雪の ふれれば  . 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 第 四 句、 『枝に も 葉に も』。 拾 遣集卷 四、 人 麿、 第 句、 

『：K にも 葉に も』。 六帖、 作者 無。 第 四 句、 『枝に も 葉に も』。 萬 葉 集卷十 Q ニー 二 五)、 冬 維 歌、 人 磨 歌 

アン じキ ノヤ マぶ モシつ ズ シラカ シノ エダ モ トチチ 二 ユキノ フ レレ パ - . エダ モ _ タ， P なに"；..，？ - 

集 出 (或 本 云 三方 沙彌 作)、 足 引山 道 不知 白 杜找枝 母 等 乎 乎 爾雪落 者 或 云 枝毛 多 和 多 和 力 ある 

歌 山 歌集 本の 此歌 は- 卷 上の^の 方に (六 四番 7 『やまの かひ そこと も 見えす 白搜の 枝に も 葉に も 雪 


の ふれれば』 と 重出した やうに おもへ る。 併し、 『山の かひ』 の 方 は、 萬 葉集卷 十七 (一一 一丸 二  S の、 

山 乃 可 比 曾 許 登 母 見 延受乎 登 都 日 毛 昨日 毛 今日 毛 由 吉能布 禮膿, に本づ くだらう。 

^ 夜 を 寒み あさ 戶を あけて 出で ぬれば 庭 も はだら に 雪 ふりに けり 

圆書察 本 第一、 第三 句、 『けさ 見れば』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌缺。 六帖 に、 讀人 

不知、 第三 句、 『出で 見れば/ 結句、 『雪 はふりつつ， 一一。 家 持 集に、 第三 句、 『見 わたせば』、 結句、 

『泡 雪ぞ ふる』。 續後 撰集卷 八に、 題 しらす、 人 丸、 第三 句、 『けさ 見れば』 として 載った。 萬 葉 集 

卷十 (二三 一八)、 詠 雪、 讀人 不知に、 夜 乎 寒 三 朝 Jtu ザ 開 出 見者 庭 毛 薄！ ぎ. 一二 si?^ は 一 *f が 

呂爾雪 曾 零而有 

ある。 第二 句、 舊訓 アサ トヲ ァケ -ズ。 結句、 舊訓ミ ュ キフリ タリ。 類聚 古集ュ キ フリー 一 ケリ。 

〇 

1 ^1^^ しろ たへ そま き 

S 泡 雪 はけさ はな 降り そ 白妙の 仙 木 を ほさむ 人 も あらな くに 

21 仕 本笫 一、 第 四 句、 『袖 まき ほさん』。 圖書寮 本 第二、 初 句、 『あわ 雪の』、 第 四. 五 句、 『袖 ま 

.  1 七 七 


一 七 八 

き ほさん 妹 も あらな くに』。 類從 本、 初 句、 『淡雪 は/ 第 四 • 五 句、 『袖 まき ほさん 妹 か あらな くに』. 

鷹 司 本、 缺。 六帖、 讀人 不知、 第 四 句、 『袖 まき ほさむ』。 萬 葉 集卷十 (三 一三 一」、 詠 雪、 讀 人 不知に- 

ァヮ キハ ケ フ パ ナフ リゾシ tl タへノ  "ゲ マキホ サム ヒ トモ ァ ラナ クニ  Z  ：  、  ：  0 

沫雪者 今日 者莫零 白妙 之 袖 纏 將干人 毛不有 君が ある。 ソ デマ キをソ マキと した ものて あらう ， 

〇  . 

^ たが 宿の 梅の 花ぞも ひさかたの 淸き 月夜に の こら ざり けり 

圖書寮 本 第一、 第二 句、 『うめの 花 かも』、 結句、 『こ、 らち， 9 たる』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 春 

部。 結句、 『ここらち りくる』。 鷹 司 本、 缺。 萬 葉 集卷十 (三 一三 五)、 詠 花、 讀人 不知に、 誰苑之 梅花 

ゾモ ヒサ 力 タノ キヨ キック ョニ ココダ チリ ウル  )  , ュ1,  ,  > 

毛久 堅之淸 月夜 爾 幾許 散 來が ある。 結句、 舊訓コ 、ラチ リク〃。 古 寫本中 (類) コ コ ダフ リク ル。 

^ 梅の 花 まづ^く 枝 を 折 持ちて つと とな づけて 袖 を 見む かも 

圖書寮 本 第一 、 『た を， 9 もてい と、 なつけて よそへ 見む かも』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『手 をり も 

よそへ て もみん (類)  ： 

てつと となつ けて よそへ てむか も』。 鷹 司 本、 缺。 一本、 第 四 句、 『いと、 なつけく』。 萬 葉 集卷十 


is, 詠 花、 讀人 不知に、 •  ノ！^ だ チ Hf« ぎ ぎぎ ハカ 香 そ 聞が ある。 ョソへ テム 力 

モを ソデヲ ミム カモ とした もので あらう。 この場合 は、 圖書察 本が 正しい。 

〇 

m 來て 見、、 へ き 人 も あらな くに わが 宿の 梅の 初花 散り.. ぬれ  どよ し 

圆書寮 本 第一、 鷹 司 本、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 結句、 『ち， o- ぬ ともよし』。 家 持 集に、 41? 

句、 『散， 5 ぬと もよ し』。 萬 葉 集卷十 (ニー 一三 0- 詠 花. 讀 A 不知に、 

ー站 寸 方吉が ある。 第三 句、 舊 訓ヮギ へ ナル。 古 寫本中 OS フ ガイ へ ナル、 (溫) フカ へ ナル等 ひ 

^ 泡 雪の 降る に 消えぬ ベ く 思 へ ども 逢 ふ 由 もな み 年ぞ經 二け る 

後に 諸國の 歌の 前 2 一一  一 五番」 に、 『降る 雪の 空に 消えぬ ベ く 思へ ども 逢 ふ 由 もな し 年ぞ經 にけ る』 

が あり、 重出と 認められる。 圖書寮 本 第一、 第二 句、 『降る に けぬべく』。 園 書 寮 本 第二、 頃從 本、 

題、 『ゆきに あ ひきて』。 第 一 二 一 句、. 『降雪の 空に けぬべし』、 第 四 句， r あ ふよし をな み』。 鷹. T 本、 
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フル ェ キノ ゾラ ニケ ヌべク 

缺。 ー卞、 結句. 『程ぞ へに ける』。 萬 葉 集卷十 (三 一二 一二 一一)、 冬 相 聞、 入 麿欲棠 出に， 零 雪 虚空 可 消 

¥«ァ抓^1 アツ. Ti-l が ある。 第 四 句、 舊訓ァ フヨ シヲ ナミ。 類聚 古 集ァフ ヨシ モナ ク。 結句、 舊訓 

ツキ ゾ へ 一一 ケ产。 『虚空』 は 舊訓ソ ラ。， 古寫本 中、 元曆本 『心 二 ケ ヌ ベ ク』 と訓 んでゐ たの を 墨 を 

以て 『心』 を 消して、 その 右に 『ソ ラ』 と 入れて ある。 柿 本 集の は、 『泡 雪の 降る に』 と 直して しま 

つた もので あらう。 

〇 

g あさぎり あ ひ 降 来る 雪の きえぬ とも 君に は 逢 はむ と我歸 りきた る 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹.^ 本、 此 歌缺。 萬 葉 集卷十 (三 一一 四 五)、 寄 雪、 讀人 不知に、 天 霧 

ヒ相が^£|之キ素ぉキ於；；|,-^|^1フ »|^ダぁる。 初 句、 舊訓ァ マキ リア ヒ。 古寫本 同。 第三 句、 舊訓キ ュ レ 

ドモ。 古 寫本中 (元」 キユヌ トモ。 代 匠 記 之 を 認容した。 柿 本 集の は、 ナガ ラへ ワタル を、 似た 音調 

のフ. ガカ ヘリ キク，^ に 改めた ものである。 


^ わが 宿に へお きたる 梅 を 月影に 夜な夜な 來っ つ 見む 人 もがな 

圖書寮 本 第一、 第三 句、 『月き よみ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句 以下， 『t ^きちる 梅 を 月淸み 

よる/、 きつつ』。 鷹 司 本、 缺。 續 古今 集卷ー に、 題 しらす、 柿 本人 丸と して 載った。 家 持 集に、 

『我が 宿に^ きたる 梅 を 月き よみ 夜々 見せむ 君 を こそ まて』。 六帖 に、 讀人 不知、 『わが 宿に ベ 快き た 

る 梅の 月淸み 夜な夜な 見せむ 君 を こそ まて』。 萬 葉集卷 十二 一三 H 丸)、 寄 花. 讀人 不知に、 吾 屋戶爾 開 

5^.き"乎がぉョ好ぎ3^^^な見^^チ乎^ぉ也がぁ る。 第 四 句、 舊訓ョ ナョナ ミセた 結句、 舊訓キ ミ ヲ ゾ マ 

ッ ャ 。 古 寫本中 (元-類. 祌) キミ ヲ コ ソ マテ。 

，あしび きの 山 下風 は 吹かね ども 君が 来ぬ 夜 はかね て 寒し も  . 

！！赛^ 本 第一、 同じ。 順序 は 『わが 宿に』 の 前に ある。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部 にあ， *^。 六 

せに、 人 麿、 新 勅撰集 卷 十四に、 題 しらす、 柿 本人 丸と して 载 つた〕 家 持 集に、 結句、 『たもと さむ 

ァシヒ キ / ャマ/ ァー "力 十- ドモ ネ ミナ キ； r-  二 力. K 'テ サム。 モ 

しも』。 萬 葉 集卷十 (三 一一 五 0〕、 寄 夜、 讀人 不知に、 足 檜 木 乃 山 下風 波 雖不吹 君 無 夕 者豫寒 毛が ある。 
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第二 句、 舊訓ャ マシ タカ ビ、 ノ。 考ャマ ノア ラシ ハ 叉 はァラ シノ カゼ 、ノ。 第 四 句、 舊訓キ ミナ キヨ ヒ 

、ノ  。  in 寫本屮 (元 . 神) キミ ガコヌ ョハ。 

W 明 R より は 若菜 摘まむ と片 岡の あしたの はら はけ ふぞ燒 くめる  • 

圖書寮 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 春 部。 初 句、 『明日から は』。 鷹 司 本、 初 句- 『明日 

から は』、 第二 句、 『若菜つ ませむ』。 拾遺 集卷ー に、 題 しらす、 人 丸と して 载り、 初 句、 『あすから 

は』 とも ある。 萬 葉 集卷八 2 四 二 七)、 山 部 赤 人 歌に、 從 明日 者 春菜將 採跡標 之野爾 昨日ぎ 今 フ日ず S 

波布 利 管。 初 句、 舊訓ァ ス ヨリ、 ノ。 古 寫本中 (類) ァス カラ ハ、 (京) 漢字の 左に 赭くァ スカーフ、 ノ と 記 

す。 『春 菜』 は、 舊訓 及古寫 本訓ヮ カナ。 い；： 今集卷 五に、 『霧た ちて 雁ぞ なくなる 片 岡の あしたの 原 

は 紅葉し ぬらむ』 が ある。 此歌 は， 拾遺 集に 據 つたこと は 大體 想像せられ るが- 『片 岡の 朝の 原 はけ 

ふぞ燒 くめる』 は何處 より 來た か、 なほ 孜 ふべき である。 


g 梅の 花 それ とも 見えず 久方 の あまぎる 雪の な ベ て ふれれば 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌に 同じ。 古今 集卷 六に、 題 しらす、 讀人 不知と して 

載り、 『この 歌 は ある 人の いはく ^ 本人 麿が 歌な り』 と 注して あり、 叉 拾遺 集卷ー に、 題 しらす、 柿 

：  一  - -  L, ザ-て n  二 ミセ 二 ト す モレー- ンゥメ  / 

本人 丸と して 載った ものである。 そして、 萬 葉 集卷八 (一四 1 一六)、 赤 人 歌に-吾 勢子 爾令見 常 念 之 梅 

二  - --ト モ ミ 二  V ユキノ フ レ ，- -パ 

花 其 十方不 所見 雪 乃 零 有 者と あるのに 本づ いたの かも 知れない。 

.  〇 

m わがや どのい けの 藤な み 咬き にけ り 山 ほととぎす 今や 來 なかむ 

岡き ^本 第一、 第二、 類從 本、 結句、 『いっか 來 なかん』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 古今 集卷 三に、 題し 

らす、 讀人 不知と して 載り、 結句、 『いっかき なかむ .11 、『この 歌 ある 人の いはく 柿 本人 麿が な， o』 と 

注して ある。 また、 人 麿と して、 六帖に 入った。 萬 葉 集卷十 (一九 九 一)、 寄 花- 讀人 不知、 寝 公鳥來 

^動 51 部 有藤浪 見者 君 者 不來登 夜。 同卷十 2 九 四 0」 、詠 鳥、 讀人 不知、 朝霞 棚引 野 邊足檜 木 乃山霍 

公 鳥 何時 來將 鳴。 同卷 十九 < 四 ニー 0)、 詠 霍公鳥、 久 米廣繩 作、 敷 治， k$ 美 乃 志 氣里波 須疑奴 安志 比紀 
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乃 夜 麻 保 登等藝 須奈騰 可， 伎奈賀 奴等が ある けれども、 直接 この 歌に は關係 はなく、 古今 集の 歌の 左 

注 を その 儘 採用した もので あらう。  、 

〇  • 

たこの 浦に て 藤の 花 を 見て 思 をのぶ 

g たこの 浦の 底 さ へ 匂 ふ 藤浪を かざして 往 かむ 見ぬ 人の ため 

圆書寮 本 第 一 、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『田 子の 浦』。 鷹 司 本、 缺。 拾遺 集卷ニ に、 『田 

ィ 花 を 見て 

子の 浦の 藤の はな を 見 侍りて、 柿 本人 麿』 として 載って ゐ るが、 これ は 萬 葉集卷 十九 (sn 一 00)、 內 

タ コ ノ  "に；. リコ サへ 二 ホフ フ デナ ミチ カザ シ テ H カム .... ス ヒト， タメ 

藏忌寸 繩麻呂 作、 多 祜乃浦 能 底 左 倍 爾保布 藤 奈美乎 加 射 之 將去不 見 人之爲 に本づ くので、 實は繩 

麻呂の 作な ので ある。 そこで 柿 本 集 は、 直接 萬 葉 集に 據 つたと いふよりも、 この 歌の 場合 は 拾遺 集 

に據 つた ものの やうで ある。 なほ 六帖に は、 讀人 不知で 载 つて ゐる。 

g ほととぎす 鳴く やさつ きのみ じか 夜 も獨し ぬれば あかし かねつ も 


w 書 寮 本 第一、 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 缺。 拾遺 集卷 二、 題 しらす、 讀人 不知と し 

て 載って ゐる。 また 六 帖に载 り、 讀人 不知。 赤 人 集に も 載った。 萬 葉 集卷十 2 九 八 一)、 寄 略- 讀人 

^  、 オト トギス キ ナ クサ ッ キノ ミノ カヨ モヒ トリ シス レバ アカン 力 太：/ モ 

不知に 霍公鳥 來鳴 五月 之 短夜 毛 獨宿者 明不得 毛が ある。 第二 句、 古 寫本中 0 兀. 類. 神) ナク ャと訓 

ん だのが ある。 

〇 

S 年に ありて 一 夜 妹に 逢ふ彥 星の 我に まさりて 思 ふらむ やそ 

圆書察 本 第一、 初 句、 『年に あ ひて』、 第三 句、 『天人 を』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『年に 

あ ひて』。 拾遺 集卷 三、 題 しらす、 人 麿、 第三 句、 『彥星 も』、 結句、 一本、 『思らん や は』 と ある。 

丄ノ^ 讃ノ ィ.^ 第三 句、 『彥星 も』、 結句、 『思 ふらめ や は』。 萬 葉集卷 十五 (一一 一六 五 七 y 遣贺？ ^使 人 

等が、 .V 夕仰觀 天漢 各陳 所思 作歌 中、 5 寺 ffe 女リ里 V 比ト气 欲气母 きお it/ 母 ^t^ir 里气於 

毛布 良 米 也 母が あり、 讀人 不知で ある。 

〇 
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g 吾妹 子が 赤 裳ぬ らして 植 ゑし 田 を 刈り て收 めむ 倉な しの 濱 

圖書寮 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 結句、 『くらな しの 山』。 鷹 司 本、 第 四 句、 『かりて 

收 めよ. 5。 拾遺 集 卷十ヒ に、 題 しらす、 人 麿と して、 第 四 句、 『刈りて をさむる』。 六帖 第二に、 夏の 

田、 人 まろ、 上句、 『濡れつつ 植 うる 田 を』。 同 第三に、 濱、 人 麿、 初 句、 『わが 背 子が』 になって 居 

"ギモ コ ガ ァカモ ヒ". チ テ ゥニシ タ チ 力 リナ； t サ，' 厶. ノラ ナジ ノ ハマ 

る。 萬 葉 集 卷九ニ 七 一 0)、 吾妹 兒之赤 裳 泥 塗 而殖之 田 乎 莉將藏 倉 無 之濱が あり、 『或 云 柿 本 朝臣 人 

麻呂 作』 と 注されて ゐる。 『泥 塗而』 は、 舊訓ヒ ツチ テ。 古 寫本中 (藍 • 壬 .古* 神) ヌ ラシ テ。 

g 秋風の 日 ごとに 吹けば わが 宿の を かの 木の葉 も 色 づきに けり 

一本、 第三 句、 『久方の』。 圖書寮 本 第一、 第三 句、 『みつくき の』、 第 四 句、 『を かの 葉 は』。 圖書 

寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『みづ くきの』。 鷹 司 本、 第 四 句、 『岡の 葛 葉 も』。 拾遺 集卷 十七に あり、 

初 句、 『秋風し』、 第 四 句、 『木の葉 は』、 題 しらす、 人 麿と ある。 六帖に は、 讀人 不知、 第三 句、 『み 

アキ カゼ ノ ヒニケ 二  7 ケパ ミづク キノ  IV カノ コノ 

づ くきの』 になって ゐる。 萬 葉 集卷十 0  二 九 三)、 詠 黄葉、 讀人 不知、 秋風 之 日 異吹者 水 室 能 岡 之 木 


葉 毛色 付爾家 里。 第二 句、 舊訓ヒ 一一 ケ 一一 フケ バ。 古 寫本中 (元 • 類 • 神) ヒゴ トー ーフケ バ。 

m 我 背 子 を わが 戀ひ 居れば 我 宿の 草 さ へお も ひ うらがれに けり 

圖書寮 本 第一、 初 句、 『我 妹に』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 謹 部。 此 歌に 同じ。 拾 遣集卷 十三に、 

人 麿と して 載って ゐる。 六帖に は、 作者 笠の 女郎、 初 句、 『わが 背 子に』 になって ゐる。 萬 葉集卷 

ヮ v' セ n  二  rv- コヒチ I パ ヮ ガヤ ド / クサ サ へォモ i 一 ゥ-" ガレ ニケリ、 

十一 (二 四 六 五)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出、 我 背 兒爾吾 戀居者 吾 屋月之 草 佐 倍 思 浦 乾來が ある 

0 

みかどた つた 川の わた、 りに おはし ますみ 供に つかう まつりて 

g た つ た 川 もみ ぢ葉 ながる 神な び のみむ ろの 山に しぐれ 降る らし 

圆甞 $w 本 第一、 詞 書缺。 第三 句、 『神な みの』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹.^ 本、 此 歌に 同じ。 圆 

書 $5- 本 第二、 類從 本に は， 詞書. 『天皇 立 田 川の わたりに 行幸 ありけ るに 御供に まゐ りて 紅葉お もし 

ーハ かりけ るに、 天皇 御 立 田 川 紅葉 一 、たたれて ながる めり 渡らば にしき 中ゃ絕 えなむ、 と ありけ る 
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に， - となって ゐる。 古今 集卷 五に、 題 しらす、 讀人 不知と して 人り、 『叉 は あすか 川 もみお 葉 流る』 

とも 注して ある。 拾遺 集卷 四に は、 『奈 良の みかど 龍 田 川に 紅葉 御覽 じに 行幸 あ， りけ る 御と もに つ 

かう まつりて、 柿 本人 麿』 となって ゐる。 また 六帖 にも 人 麿と して 載った。 大和 物語に も 出て ゐる。 

すホ サカチ ヮザ コェク レバ フタ 力..、 二 モミ-デバ ナガル シ グ レ フリッツ  ： . , カバ ザ， え ノ 

萬 葉 集卷十 (一二 八 五) に、 大坂乎 吾 越來者 ニ上爾 黄葉 流 志 具禮零 乍。 同 卷こニ 九 SC に 應鳴 乃來鳴 

ジム タエ カラ ゴ D モ タッタ /. ャマ C,1J ミヂ リメ タリ  、 

之共韓 衣 裁 田 之 山 者黃始 有が ある。 

〇 

m あはぬ よの ふる 白雪と 積り なば 我 さへ 共に 消ぬべき もの を 

圖書寮 本 第一、 結句、 『きえぬべき かな』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 結句、 『消ぬべき 哉. r 

鷹 1^ 本、 此 歌に 同じ。 古今 集卷 十三、 題 しらす、 讀人 不知、 『この 歌 は ある 人の いはく 柿 本人 麿が 

歌な. 9』 とい ふ 左 注が ある。 六 帖に人 麿と して 載って ゐる。 萬 葉に は 類歌が 餘り 見當ら ない。 卷八 

ァヮニ キノ ケヌ べキモ /. チイ ママ -チ ニナ ガラ へ ヌル ハイ モニ ァハ ムトゾ  ヒ トメ  シ \ ート 二 コ フラ ，ク / マ. 产-; - -ー , 

(一六 六 二) に、 沫雪之 可 消 物 平 至 今 流經者 妹爾相 曾。 卷十 0  ニー 一四 C) に- 一眼 見 之 人爾戀 良久 天 霧 之 

r リ クル ユキノ ケヌべ ク モホ ュ 

零 來雪之 可 消 所 念が ある。  . 


g あしび きの 山 下と よみ ゆく 水の 時ぞ ともなく 戀 ふる 我 身 力 

圖書寮 本 第一、 結句、 『こ ひわた るかな』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 結句、 『戀 わたる かも. r 

廳. H- 本、 結， の、 『戀 わたる かな」 一。 拾遺 集卷 十一、 題 しらす、 讀人 不知と して 載り、 結句、 『戀 ひわ 

たる かな』 になって ゐる。 六帖、 讀人 不知、 結句、 『思 ほ ゆる かな』。 萬 葉集卷 十一 (一一 七 05、 寄 物 

ァ-ソ こ キ ノ ャマ, ン ョミ, -ーク •、、-"■  ノ  U  . . ： ヒヮ タ；， -カ モ 

陳思、 讀人 不知に、 惡氷木 之 山 下 動 逝 水 之 時な 無 .7: パ戀度 鴨が ある。 第 四 句 舊 P トキ トモ ナクモ 

古 寫本中 (嘉- トキ ゾ トモ ナク。 

〇 

まき  は 

m 時雨の みめに は ふれれば 愼の 葉 も爭ひ かねても みぢ しにけ り 

圆寄察 本 第一、 初 二 句、 『しぐれの 雨 まなく しふれば』、 結句、 『うつろ ひに け，.^』。 圆書寮 本 第二 

類從 本、 第一 . 二 句- 『時雨の 雨 まなく し 降れば』、 結句、 『色 づきに け， 9』。 鷹. H- 本、 缺。 新 古今 集卷 

六に、 題 しらす、 人 麿と して 載った。 第一 . 二 句、 『時雨の 雨 まなく し 降れば』。 萬 葉 集卷十 (ニー 九 

シ レノ ァメマ 4 ク シ フ レバ マ キノ  0 モ ァラ づヒ カ末ナ ィ 「- リキ二 ケ リ 

さ、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 四 具 鱧 能 雨 無 間 之 零 者眞木 葉毛爭 不勝而 色付 爾家 里が ある。 六帖に 『し 
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ぐれの 雨 まなく しふれば 神な びの 森の 木 葉 も 色 づきに けり』 とい ふの も ある。 

§ 靑 柳の かつらぎ 山に ゐる 雲の 立ちて も 居ても 君 を こ そ 思 へ 

圖書寮 本 第一、 初 句、 『あし ひきの』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀部。 初 句、 『あし. ひきの』、 結句、 

『妹 をし ぞ思 ふ』。 類從 本に 初 句 『靑 柳の ィ』 と 注す。 鷹 司 本、 缺。 拾遺 集卷 十三に、 題 不知、 讀人 

、 レャナ ギカ- ノ -7 キヤ マ た々 ゾ 

不知、 初 句、 『あしび きの』。 萬 葉集卷 十一 (一一 四 五三/ 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 春 楊 葛 山發 

ク モノ タチテ モヰテ モイ モチ シゾ ォモフ 

雲 立 座 妹 念が ある。 初 句、 舊訓 ハル ャナギ 。古 寫本中 (嘉. 細」 ァヲャ ギノ。 結句、 舊 訓ィモ 

ヲ シゾォ モフ。 古 寫本中 (嘉) ィ モヲコ ソォモ へ。 

, 〇 

m みなそこ に 生 ふる 玉藻のう ち 靡き 心 をよ せ て戀 ふる 此 ごろ 

圖書寮 本 第一、 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 結句、 『懸 ふるころ かな』。 拾遺 集卷 十一、 

題 しらす、 人 丸、 結句、 『戀 ふる 頃 かな』。 六 帖に人 麿と して 载る。 萬 葉集卷 十一 ハー 一四 八 5* 寄物陳 


ミナ ソ h  二 オフ ル タマ モ.' ゥチ ナビ キ コ fi ロハ ヨリ テ h フル コ ノー コ & 

思、 人 麿 歌集 出に、 水底 生 玉藻 打 靡 心 依戀 比日が ある。 第 四 句、 舊訓コ コ P ヲ ョセテ G 

g 言 にいて てい はば ゆゆしみ 山川の たぎつ 心 をせ きぞ かねつる 

圖書寮 本 第一、 同じ。 圖書察 本 第二、 類從 本、 『ゆゆしみ 朝 貌の匂 ひひら けぬ 戀も する 哉』。 なほ 

類從 本に は、 『 一 本 所載 歌』 中に この 歌 を 載せて ゐる。 鷹 司 本、 缺。 古今 集卷十 一 、 題 しらす、 讀人 

しらすに、 『足 引の 山 下水の こがくれて たぎつ 心 をせ きぞ かねつる』 が あり、 後 撰 集に、 よしの 朝 

臣作 として 苒錄、 六 帖に人 麿 作と し、 第三 句、 『云 はばい み じみ』 と ある。 六 帖には 別に、 古今. 後 

撰と 同じ もの を も、 作者 源よ しの 朝臣と して 載せて ゐる。 然 らば これ は 柿 本 集の 歌と は 別 歌と 見る 

コ トニ ィ， キティ ハバ ュュシ ミヤ マ カハノ タギッ n  n  口 ハセ キアへ ニケリ 

べき か。 萬 葉集卷 十一 (二 ale 一)、 寄物陳 思、 人 磨 歌集 出に、 言 出 云 忌 忌 山川 之當都 心 塞耐在 

が ある。 結句、 舊訓 セキゾ カネ タル。 古 寫本中 (嘉-類- 古) セキゾ カネ ッ \。 

g 風 吹けば 浪 立つ 岸の 松 なれ やねに あら はれて なきぬ ベら なり 

一九 一 


一本、 第二 句、 『波う つ 岸の』。 園 書 寮 本 第一、 第二、 鷹 司 本、 第二 句、 『なみうつ きしの』。 類從 

本、 『浪 たつ 岸の』。 古今 集卷 十三、 題 しらす、 讀人 不知、 第二 句、 『浪 うつ 岸の』， 左 注に， 『この 歌 

は 或 人の いはく 柿 本人 麿が なり』。 六帖、 人 麿、 . 第二 ニニ 句 『波 こす 磯の 磯馴松』。 

.  〇 

碰 日の 曇り 雨 ふる 川の さ ざら 浪 まなく も 人の 戀 ひらる るかな 

圖書寮 本 第  一 、 # 句、 『日ぐ らしに』。 圖書寮 本 第二、 此 歌缺。 類從 本、 『 一 本 所載 歌』 屮 にあり， 

下句、 『人 を戀 わたる かな』。 鷹 司 本、 初 句、 『日ぐ らしに』、 結句、 『君が おも ほ ゆる 1。 拾遺 集卷十 

五、 題 しらす、 人 麿、 初 句- 『かき 曇り』。 六帖、 素性 或 本、 初 句、 『日暮 し-の』。 萬 葉集卷 十二  (三 01 

ト ノ グ モリ ァメ フル カハノ サ ザ レ ナミ マ ナウ モ キミ ハ ォ モホュ ルカ モ 

一一) 寄物陳 思、 讀人 不知、 登 能 雲 入 雨 零 河 之 左 射 禮浪間 無毛 君 者 所 念 鴨が ある。 第三 句、 古寫本 

中 (観. 古) サ、 ラ チミ。 なほ、 後 撰集卷 十九に、 『人每 に 今日け ふとの み戀 ひらる る 都 近く もな， 0 に 

ける かな』 が ある。 


m たらち ねの 親の かふ こ の 繭 ごもり い ぶせ くも あるか 妹に あはず て 

一 本、 結句、 『君に あはす て』。 圖書寮 本 第 一 、 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 結句、 『妹に 

あはす して』。 拾遺 集卷 十四、 題 しらす、 人 麿と ある。 六帖 に、 讀人 不知。 六帖 にな ほ、 作者い へ の 

おとくろ まろと して、 結句、 『妹に まかせて』 となった の も ある。 萬 葉集卷 十二 (一一 丸 九 n、 寄物陳 

タラ チ ネ ノ  ；； ハガ カフ n  ノ マユ ゴ モリ イブ  セク モ アル 力 ィ モ 二 ァハ ズ テ 

思， 讀人 不知、 垂乳根 之 母 我 養 蠶乃眉 隱馬聲 蜂 音 石 花 蜘蛎荒 鹿 異母 二 不相而 が ある。 第二 句、 舊訓 

、ノ た. 力 カフ コノ。 古 寫本中 (元-類) ォ ヤノ カフ コノ、 (西) ヲャガ カフ コノ、 (細) オヤ ガ カフ コノ。 

のち 

^ 戀ひ戀 ひて 後に 逢 はむ と 慰む る 心しな くば 生きて あらめ や • 

圆書寮 本 第一、 同じ。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 鷹.^ 本、 第二 句、 『のち も 逢 はむ と』。 拾遺 集卷十 

四、 題 しらす、 人 麿、 第二 句、 『のち も あはむ と』、 結句、 『いのち あらめ や』。 萬 葉集卷 十二 (二 九 0 

n ヒ n ヒテ ノチモ ァ ハム ト-ナ グサ モルコ コロシ ナクパ ィ  キ テ ァ ラメ ャ モ 

四、 正述 心緒， 讀人 不知、 戀戀 而後 裳 將相常 名 草 漏 心 四 無 者 五十 寸手有 目 八面が ある。 第二 句、 舊 

訓ノチ モア、 ン ムト。 元 曆本ノ チ ユア" ムト。 第三 句、 舊訓 ナグサ ム KO 

1 九 三 


1 九 四 

^ 戀す るに 死ぬ る ものにし あらませば 我 身 は 千た び 死に か へら まし 

圖書寮 本 第一、 『戀 する にしに する ものに あらませば 我 身い くた びし にかへ らまし』。 圖書寮 本 第 

二、 類從 本、 第二 句、 『死にす る ものにし』、 第 四 句、 『千た びぞ われ は』。 鷹.^ 本、 『死にす る もの 

に』、 『いくたび』。 拾遺 集卷 十五、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 第二 ニニ. 四 句、 『死にす る 物 

にあら ませば 千た びぞ我 は』。 六帖 に、 讀人 不知 (fM さ)、 第 四 句、 『ちたび ぞ我 は』。 萬 葉 集卷十 

コ ヒス ゲーシ ニス ル モノ  二 アラマ セパヮ * 力... -ハ チタ ビシニ 力へ. -ラ リシ， J  0  TJ  TJ -、 づ二  3 l 

一 (二三 九 0)、 正述 心緒- 人 麿 歌集 出に、 戀爲死 爲物有 者 我 身千遍 死 反 か ある 初 句 舊期コ ヒ 

ヲ シーア。 嘉曆本 コ ヒス-グー 一。 

〇 . 

糊 こ ひこ ひて 戀 ひて 死ね レー や 我 妹 子が 我家 の 門 を 過ぎて ゆきぬ る 

圆書寮 本 第一、 結句、 『過ぎて 行く らん』。 属書寮 本 第二、 類從 本、 初 句. 『戀 ひて 死ね』、 結句、 

『^て 行 くらむ』。 鷹 司 本、 『戀ひも死なば戀ひ.^死ねとゃ』、 結句、 『行 くらむ』。 拾遺 集卷 十五に、 


題 しらす、 人 麿と して、 圖書寮 本 第二、 類從 本に 同じい。 萬 葉集卷 十一 (二 四 0  1)、 正述 心緒、 人 麿 

歌集 出に、 戀死戀 死 哉 我 妹 吾 家門 過 行 が ある。 第 四 句、 細 井本 フ ガイ へノカ ドヲ。 

〇 

ほか ごころ 

m あら 磯の ほか ゆくな みの 外心 われ は 思 はじ 戀ひは 死ぬ とも 

圆書寮 本 第一 、 鷹 司 本、 同じ。 圖書寮 本 第二、 此 歌缺。 類從 本、 『 一 本 所載 歌』 中に ある。 拾遺 集 

卷 十五に、 題 しらす、 人 麿と して ある。 萬 葉集卷 十一 (一一 四 三 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出、 荒 礒越外 

ェク ナミ/ ホカゴ n 口 ワン ( すモ ハジ n ヒ亍 シヌ トモ 

往波乃 外 心 吾 者 不思戀 而死辆 が ある。 初 句、 舊 訓ァラ イソ コュ。 結句.、 舊 訓コヒ テシヌ トモ。 古 

寫本中 (古) コ ヒ 、ノ シヌ トモ C  . 

〇  . 

g ますら をのう つ し 心 も 我 はなし 夜晝 わかず 戀 ひし わたれば 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 此 歌に 同じ，" 六帖 に、 讀人 不知で かく 載り、 なほ 別に、 

初 句、 11- あらし ほの』、 第 四 句、 『よるひる 人 を』 となった もの も ある」 風雅 集卷 十四に、 題 しらす、 

一 九 五 


讀人 しらす， 第 四 句， 『よるひる 言 はす』 と ある。 萬 葉集卷 十一 (二三 七 六)、 正述ひ 緒、 人 麿 歌集 出、 

健 男 現 心 吾 無夜晝 不云戀 度 が ある。 第 四 句， 舊訓ョ ルヒ ルイ r 、ス。 古 寫本中 (嘉) ョ ルヒ〃 

ィ" ヌ、 (神) ョルヒ ルイ フヌ。 

m わびつつ も 今日は 暮 しつ 霞 立つ あすの 春 日 をい かで 暮 さむ 

圆書寮 本 第一、 初 句、 『こひつつ も』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『こひつつ も』。 拾遺 集卷十 

一 に、 題 しらす、 人 麿、 『戀 ひっつ もけ ふは暮 しつ 霞 立つ あすの 春 日 をい かで 暮 さむ』。 六帖、 『照 

る 日』 と 『霞』 の 二つの 題に 重出し、 共に 讀人 不知、 初 句、 『戀 ひつ. つも』、 『照る 日』 の 方 は、 第三 

句、 『茜 さす』 になって ゐる。 萬 葉 集卷十 (一九 一四)、 寄 霞、 讀人 不知、 戀乍毛今日者暮都カ霞ク^^ぎス：0 

之 春 日 乎 如何 將晚。 結句， 舊訓 イカ デク ラサ ム。 赤 人 集に、 『こひつ 、もけ ふは暮 しっかす みたつ あ 

すの 春び をい かで くらさむ』 と ある。 


g 戀 ひっつ もけ ふ はありな む 玉櫛笥 明けな む 明日 を いかで 暮 さむ 

. 圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 此 歌缺。 鷹 司 本、 此 歌に 同。 拾遺 集卷 十一、 題 不知、 人 麿と して 

ある。 第 四 句、 『あけむ あした を』。 萬 葉集卷 十二  01八 八 四)、 正述 心緒、 讀人 不知、 戀管母 今日， 者 在 

目杼 玉運將 開明 日 如何 將暮が ある。 結句、 舊訓 イカ デ クラ サム。 古 寫本中 (細) イカ.、、. クラ サム。 

^ ちはやぶる 神の s 心 垣 も 越えぬ ベ し 今 は 我 身の 惜しけ くもなし 

圆書察 本 第一、 第二、 類從 本、 同じ。 鷹 司 本、 第 四 句、 『今 は 我 名 も』。 拾遺 集卷 十四、 題 しらす- 

^本人 麿と して ある。 六帖 に、 讀人 不知、 結句、 『惜しから なくに』 になって ゐる。 萬 葉集卷 十一 

チ ハヤ ヅ ルカ ミ/ ィ ガキモ コェ ヌべシ イマ ハ ヮ ガナ ノ  Tt シケク モナ シ 

(二 六 六 三)、 寄物陳 思、 讀人 不知、. 千 葉 破 神 之 伊垣 毛 可 越 今 者 吾 名之惜 無 が ある。 

^ 山の端に さし 人る 月の はつ はつ に 妹をぞ 見つ る戀 ひしき まてに 

一 九 七 


一 九 八 

圖齊寮 本 第一、 第二、 類從 本、 第一 ニー 句、 『山の は を さし 出る 月の』。 鷹 司 本、 『さし いづる』、 

第三 句、 『はっかに し』。 六帖、 人 麿、 第二.：？、 『さし いづる』、 第 四 句，， 『君 をぞ/ 萬 葉 集卷十 一 つ 一 

ャ マノ： 一一  サシィ >  ルッキ ノ ハツ 、ノ ッ 二 ィ モチゾ ミツル コ ヒ シ キ マ -ー r  二 

四， 1ハ1)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出、 山 葉 進出 月 端端 妹 見 鶴 及 戀 が ある。 

〇 

まろ  わが な 

g 竹の 葉に お きゐる 露の 轉びぁ ひて ぬる 夜 はなしに たつ 我 名 かな 

圖書寮 本 第一、 第 四 句、 『ぬると はなしに』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 戀の 終、 『名 立け る 女』 云々 

の 『返し 十 首』 中に ある。 第二 句、 『おち ゐる 露の』、 第 四 句、 『ぬると はなしに』。 拾遺 集卷 十一、 

題 しらす、 人 麿と して あり、 第 四 句、 『ぬると はなしに』。 萬 葉集卷 十一 (二 六 一 五)、 正述心 絡、 讀人 

- ンキタ へ/マ クラ ヲ マキ テ ィモ トワレ ト ヌル ョ パ ナ クテ. トシ ゾ へ ニケル  ,  -， -、, 

不知、 敷 栲乃枕 卷而妹 與吾寐 夜 者 無 而年曾 經來が ある。 後 撰集卷 九に 『逢 ふこと はいと ど 雲居の 

大空に 立つ 名のみ してやみ ぬば かり か』、 同卷 に、 『見 そめす てあら まし もの を 唐衣 立つ 名のみ して 

きる よなき かな』 が ある。 

〇 


^ なき 名のみ たつの 市と は 騒げ どもい さ 又 人 をうる 由 もな し 

圆 書 寮 本 第一、 同じ。 嘅序 は、 前の a 一  三番)、 『夕 かけて』 の 歌に つづく。 圆書寮 本 第二、 類從 本、 

魔. E- 本、 同じ。 拾遺 集卷 十二、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 類似の 歌 萬 葉 集に あるか 奈何 未 

カゼ フカ ヌ ウー フニ デミタ テナ キふチ (モ： ヮレ ハオ ヘル 力 ァフト 、メナ シニ 

考 である。 ただ、 卷 十一 (一一 七 一二 ハ) に、 風不 吹浦爾 浪 立 無名 乎 吾 者 負 香 逢 者 無二が あり、 また、 卷十 

キミ 二 ヨリ ヮガ ナ；' スーィ -ニタ ッ タ ャマ 

七 (n 一九 三 1) に、 吉美爾 餘里吾 名 波 須泥爾 多 都 多 山が ある。 併し 此 歌との 直接 關係は 無い。 

^ なき 名のみ 立 田の 山の 麓に は 世に も あらしの 風 も 吹かな む 

圆 * 寮 本 第一、 初 句、 『うき 名のみ j 一。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二  ニニ 句、 『いはれ の 池の みぎ は 

かな』。 鷹 T 本-第 四 句. 『世に あらして ふ』。 拾遺 集卷 九に、 作者 は 藤 原爲賴 として 载 つて ゐる。 卽 

ち、 人窘 とは關 係の ない 歌で ある I 類從 本に は、 なほ、 『 1 本 所載 歌』 中に この 儘 入れて ゐる。 


一 九九 


二 〇〇 

， みな 人の 笠に 縫 ふて ふ 有 間せ：： ありて の 後 も 逢：^ むと ぞ思ふ 

圖書寮 本 第一、 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 第 四 句、 『ありての 後 は』。 拾遺 集卷 十四、 

題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 六帖、 讀人 不知と し、 結句、 『あは ざらめ や は』。 萬 葉集卷 十二 

ヒ トミ ナノ カサニ ヌフ トフ アリマ ス-; t ァリテ ノチニ モ ァ ハム トゾォ モフ 

(三 〇 六 四)， 寄物陳 思、 讀人 不知、 人 皆 之 笠 爾縫云 有 間菅在 而後 爾毛相 等 曾 念が ある。 初 句、 舊訓ヒ 

トミ ナノ。 古 寫本中 (元 • 頻. 古. W:) ミナ ヒト ノ。 第二 句、 舊 訓カサ 11 ヌフ テフ。 

〇 

m 增鏡 手に とり 持ちて 朝な朝な 見れ ども 君に 飽く とき ぞ なき 

圆書寮 本 第一、 結句、 『あ ふよし ぞ なき』。 圖書寮 本 第一 の 歌 は、 これよ， 0 以下 缺。 圆書寮 本 第二 

類從 本、 第 四 . 五 句、 『見れ ども あかぬ 君に も あるかな』。 鷹 司 本、 結句、 『飽 くことの なき』。 拾遺 

集卷 十四に、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 萬 葉集卷 十一 (一一 五 0  二)、 寄物陳 思- 人 麿 歌集 出、 

眞鏡手取 以朝朝雖見^；^飽事無がぁる。 初 句、 古 寫本中 (嘉. 類. 古. 細) マ スカ ガミ。 結句、 舊訓 


ハク)  o 

キミ ヲァ クコ トモ ナシ。 古 寫本中 C, 慕-古) キミ.、 カァク コト/ ナキ、 (類) キミ ヲァ〃 コト ノナキ 

S ヒ まゆら に 昨日の 暮に 見し もの を 今日の あしたに 問 ふべき もの 力 

一 本、 結句、 『こふべき 物 か』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『け ふ も あしたに こふべき もの か』。 鷹 司 

本、 初：？、 『たま くらに』、 第 四. 五 句、 『今日い つの まに こ ひし かるらむ』。 六帖、 人 麿、 第二 句 

『昨日の ゆ ふべ』、 結句、 『戀 ふべき もの か』。 風雅 集卷 十一 に、 題 しらす、 讀人 しらす、 第二 句、 

『昨日の 夕べ』、 第 四. 五 句、 『今日の あした は戀 ふべき もの か』。 萬 葉集卷 十一 (二三 九 一)、 正述心 

格、 人 麿 歌集 出、 タぁ ュきーキ ぁフく ir.^ きテケ f " 銜-ー ^.まモ 物 力が ある。 第 四 句、 舊訓ケ フ ノア シ タハ。 萬 葉に 

あって 拾 遣に ない 場合で ある。 Z 

〇 

ぬ かくば かり i しきもの を 知らせば や 外に 見 ゆべ く あらまし もの を 

ん (Ig;  ノ 

岡 せれ：^ 本 第二、 類從 本、 『戀 しきものと 知ら ませば よそに ぞ 見つつ 有け る もの を』。 鷹 司 本、 同様- 

二 0 一 


二  c 二 

拾遺 集卷 十四に、 題 不知- 人 麿と して、 『かくば か. 0- 戀 しきものと 知ら ませば よそに 見るべく あ.. け 

る もの を』 と あり、 萬 葉集卷 十一 a ニー m 一」、 正述 心緒、 人 麿 歌集 出、 M.m^ssm^ 

物 力 ある。 第二 句、 舊 訓コヒ シキモ ノト。 第 四 句、 舊 訓ョソ 一一 ミ ルべ ク。 

^ 戀ひ 死なば 戀 ひも 死ねと か 玉 梓の みちゆき 人に 一一 12 解 もな し 

圖書 寮， 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『戀 ひも 死ねと や』. 結句- 『ことづて も か，： 類 一。 鷹 司 本、 結句， 『な 

き』。 六帖、 或 本 作者 人 麿、 第三 句、 『戀 ひも 死ねと や』、 結句、 『言 傳 もせぬ』。 拾遺 集卷十 1、 镇し 

らゃ. 人 麿、 『戀 ひも 死ねと や 玉 梓の 道 ゆく 人に 言傳 もな し』。 萬 葉集卷 十一 0 ニー 一七 ◦)、 正^^ひ猪、 

^6'  i コ，^ シナ： パ 化 モシ ネト ャ タマ ボコ /ミチ ユキ ビトー ーコ トモ ノゲ + ク  メ 

人 麿 歌集 出 戀死 戀死耶 玉祥路 行人 事吿 無が ある。 結句. 舊訓コ トモ ッゲ ケム (事吿 兼)。 嘉曆 

本 『事吿 無』。 古 寫本中 (嘉) コ トッケ モナ シ、 (古. 細) コ トモ ッ ゲ，， ネ。 

〇 

S あしび きの 山より 出 づる月 待つ とひと に はい ひて 君 を こそ tl: て 


圆眷察 本 第二、 類從 本、 鷹 T 本、 同じ。 拾遺 集卷 十三、 題 しらす、 入 麿。 六帖 に、 讀人 不知 『山 

高み 出です いざよ ふ 月 待つ と 人に は 言 ひて 君 待つ 我 ぞ』。 萬 葉集卷 十二  (三 c〇 二，)、 寄物陳 思、 讀人 

不知、 足 日 木が 從山 流 月 待 登 人 爾波言 而妹待 吾 乎が ある。 結句、 舊 訓ィモ マツ ソレ ヲ。 古 寫本中 

西) ィ 乇 ヲコソ マテ。 

^あ ひ 見て は 幾 ひさ さに も あらね ども 年月の ごと 思 ほ ゆる かな 

圆 * 寮 本 第二、 鷹め 本、 同じ。 類從 本、 第二 句、 『いく 久し さに も』。 拾遺 集卷 十二、 題 不知、 人 

ァヒミ テ パ イク パ 7 ヒサ モア ラナ クニ トシ ツキ， ゴトォ モホ ュ ル 

麿" 六帖、 人 麿。 萬 葉集卷 十一 (二 五八 一一 一)、 正述 心緒、 讀人 不知、 相 見 而幾久 毛 不有爾 如 年月 所 田- ん 

可 聞が ある。 第二 句、 舊訓 イク ヒサ シサ モ。 古 寫本中 (嘉. 飼) イク ヒサ、 ニモ。 

§ 山；； 根 ふみか さなる 山 はな けれども 逢 はぬ 日かず を戀ひ 渡る かな 

廳. T 本、 これに 同じ。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『へだてね ど』、 結句、 『戀 わたる かも』。 

二 。三 


二 〇 四 

拾遺 集卷 十五に、 題 しらす、 坂上郞 女と して 載り、 結句、 『戀 ひや わたらむ』。 伊勢 物語に 載り、 『重 

は \ ャ てね どィ  、 ， 

なる 山に あらね ども 逢 はぬ 日 多く』。 萬 葉 集卷十  一 C 二  a  ニニ」、 寄物陳 思- 人 磨 歌集 出、 石 根 1^ ぎ：^ 山 

ァ； ネドモ ァ：： ヌ ヒー. 木；， -コヒ ワタル カモ 

雖不 .Itp 不相日 數戀度 鴨が ある。 第二 句、 舊 訓カサ ナ产ャ マ ハ。 古 寫本中 (嘉 .頻* 古. 細) 力 サナ〃 ャ 

マ 二  。 第 四 句、 舊訓 ァハヌ ヒア マタ。 古 寫本中 (嘉. 類. 古) ァ ハヌヒ カズ ヲ。 ァ、 ノヌヒ マネ ミ は 各 解 

の， ぼに 從 つた。 和歌 童蒙抄 に、 『ィハ ネフ ミカ サナ ルャマ 一 一 ァラ ネト モイ ハヌ ヒア マタコ ヒ ワタル 力 

モ』 となつ てゐ る。 

〇  . 

m 賴 めつつ 來ぬ夜 あまたに なり ぬれば 待た じと 思ふぞ 待つ に 賠れる 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 同様。 拾遺 集卷 十三に、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 

^ 鳴 神 のしば しう ごきて さし 曇り 雨 も 降らな む 君と まるべく 

一 本、 第二 句、 『しばし は 空に』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『しばしは.！^れ！?て』。 魔. F 本、 


此 歌に 同。 六帖、 人 まろ、 第一 •  二 句、 『鳴 神 をと よます ばか 6』、 結句， 『^；^を留めむ』。 拾 遣集卷 

十三に、 題 しらす、 人 麿と して、 第三 句、 『空く もち.』。 萬 葉集卷 十一 (二 五一 三)、 問答、 人 麿 歌集 出、 

|1¥シ 小 ョまテ ぎ 一! 雨ノ零 耶君 將留が ある .0 第二 句、 舊 訓シバ シ トヨ ミテ。 古 寫本中 S. 細 ：} シバ シ 

クゴ キ テ。 第 四. 五 句， 舊 訓ァメ ノフラ バ ャキ ミヤ トマ ラム。 古 寫本中 (嘉) ァ メモ フ ラナム キミ トマ 

レ べク、 (頻. 細，) ァ メモ フ ラナム キミ ヲト ドメ ム、 (a 二お) ァ メノフ ラ バ ャ キ ミ 、、力 トマ ラム 

§ ぬば たまの 今 { せな あけ そ 明け ゆかば 朝 往く君 を 待つ も 苦し も 

一 本、 初 句、 『むば 玉の』、 第三 句、 『明 ゆけば』。 圆書察 本 第二、 類從 本、 初 句、 『むば 玉の』、 結 

句、 『まつ くるしき に』。 鷹 司 本、 『今宵 はな あけ そ』、 『まつ くるしき に』。 拾遺 集卷 十二に、 題 しら 

す、 人 麿、 結句、 『待つ 苦しき に』 『待つ が 苦しき』 として 载ひ、 六帖 に、 『あらたま のこの 夜な 明け 

そ あか ひかる あした ゆく 君 待てば 苦し も』 と 載った。 萬 葉集卷 十一 0 一一 一一 八 九)、 正述 心緒、 人 麿 歌集 

ヌバ タマノ  n ゾ ョ 十 ァケ リア 力-マ t ク アサ ュク キミ ヲマ々 パ々 ルシモ  •  I  5  ,  *  /  C  f  、二， ノ 

出、 烏 玉 是夜莫 明 朱 引 朝 行 公 待 苦 と ある。 第二 句 舊 コノ ョナァ ケソ。 古 寫本中 コョヒ 

ナァ ケン。 

二 〇 五 


二 〇 六 

〇 

m ささ 浪 やしが のから さき 来たれ ども 大宮人の 船待ち かねつ 

前に (五 四番) 、第三 句 『行て みれ ど』 として あり、 此處に 重出 か。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 旣に出 

づ。 第三 句、 『さきく あれ ど』。 鷹 司 本、 旣出。 第三 句 これと同じ。 萬 葉 集卷ー alloy 過 近 江 荒 都 時 

ササナ ミノ シ ガ ノ カーリ ザキ i キ！' ァレ ドォホ ミヤ ビトノ フネ マ チ カネ ッ 

柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 反歌 第一 に、 樂浪之 思 賀乃辛 綺雖幸 有 大宮人 之 船 麻 知 兼 律が ある。 

〇  ， 

^ あしび きの 山鳥. の 尾の しだり 尾の ながながし 夜を獨 かもね む 

圆書寮 本 第二、 類從本 (第一 一一 句、 『の』 脱 r 鷹. E 本、 此に 同じ。 六帖、 讀人 不知、 結句、 『わが 獨， 9 ぬ 

る』。 六 帖には 別に、 第  一 •  二 句が 『に はとり のかけ の垂り 尾の』 となった 歌 も あ る。 拾 造 棠卷十 

三、 題 しらす、 人 麿と して 载， o、 萬 葉集卷 十一 (二八 2 一 或 本 欲)、 寄物陳 思. 讀人 不知、 足 日 木 乃 "山鳥 

之 尾 乃 四 垂尾乃 長 永 夜 乎 一 鴨將 宿が ある。 第 四 句、 舊訓 ナガ ナガ シ ョヲ。 

〇 


^ ちはやぶる 神の たもてる 命 を もた が 爲と思 ふ 我なら なくに 

園 * 寮 本 第二、 類從 本、 第 四。 五 句、 『たが 爲 にか はな がくとお も はむ』。 鷹 司 本、 『たれが ために 

かなが くと 思 はむ』。 六帖、 第二 句 以下、 『神の たもた るいの ち あらば 誰が ためと か は 我 は 思 はむ』。 

拾遺^ 卷十、 題 しらす、 人 麿と して 载り、 『いのち をば たれが ために かなが くと 思 はむ』。 萬 葉集卷 

•  .  ,  '  rf  チ ；ャ フル 力 ミノ モタ セル イノ チテ バタ ガ タメ  二 カモ+ ザクホ リセ ム 

十一 (一一 四 一六)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出、 千 早 振 神 持 在 命 誰爲 長 欲爲が ある。 舊訓カ ミノ タ 

モテル イノ チヲ モタガ タメ  二 カハナ、 ガク ホリス、 ス) グ。 ナガ クホ リセ ム は考 の 訓に從 つた。 

§ 網 代 木の 白浪より てせ かませば 流る る 水 もの どけから まし 

旣出 (四十 四番) の、 『あすかが はし がらみ わたしせ かませば ながる、 水 もの どけから まし』 と 類似 

して ゐる。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 旣出。 四十 四番に 同じ。 鷹.？ 本、 旣出。 第一 丄 一句、 『あすかが 

はしらな みたかし』。 拾 遣集卷 八、 『あすかの 女王 を をさむる 時よ める、 人 麿- 飛鳥 川 柵 わたしせ か 

ませば 流る る 水 もの どけから まし』。 六帖、 讀人 不知、 『あすかが は 柵 かけて』 。萬 葉集卷 ニニ 九 七 r 

二  0 七 


二 〇 八 

ァス カザ 〔シ ガラミ ロタ シ セカ マセパ 

明日 香 皇女 木 逸 續宮之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一首 幷 短歌の 短歌 第一 に、 明日 香 川 四 我 良 美 渡 之 塞 益 者 

進留 水母 能 杼爾賀 有 萬 思が ある。 結句、 古 寫本中 (金. 類 .古* 神) ノドケ カラ マ シ。 

^ 白浪 はたて ど 衣に かさならす 明 石 も須磨 もお のがう らうら 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本、 同樣。 拾遺 集卷 八に、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 叉榮 

花 物語に、 柿 本人 麿 作と して 出て ゐる。 

g あらち をの かる やの さきに 立つ 鹿 もい とわれば かり 物 は 思 はじ 

も (き 

一 本、 第 四 句、 『いとわが ごとに』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 『立つ 鹿の いとわが ごとく』。 鷹 司 本、 

缺。 拾遺 集卷 十五に、 題 しらす、 人 麿と して 載って ゐる。 

〇 


£ ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧に しまが くれ 往く船 をし ぞ思ふ 

11 書 察 本 第二、 缺 (？ r 類從 本、 此 歌に 同。 鷹お 本、 缺。 古今 集卷 九、 題 しらす、 讀人 不知、 『こ 

の 歌 は ある 人の いはく 柿 本人 麿が な とい ふ 左 注が ある。 六帖 に、 人 麿 作と して 入る。 今昔 物語 

では 小 野 篁の 作に なって 居る。 

〇 

ひ はら 

^  g;.- 神の 音に のみ 聞く まき もく の檢 原の 山 をけ ふみつ るかな 

一 本、 第三 句、 『卷 向の』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 題 『山， f 此 歌に！：。 魔. F 本、 缺。 拾遺 集卷 

八に、 人 麿 作、 『山 を 詠める』 と 題して 載る。 六帖に 入り、 讀人 不知。 萬 葉 集卷七 (10 九 二)、 詠 山. 

ナ八 力； -/ オト/ fi- キシマ キム タノ ヒ、， 一；'， ャ マチ- ケ フ ,t ツルカ モ 

入 麿 歌集 出、 動 神 之 音 耳 聞 卷向之 檜 原 山 乎 今日 見 鶴 鴨が ある。 第二  ニニ 句、 舊訓 オト ニノ ミキ クマ 

キモ々 ノ。 結句、 ；兀層 本 ケフ ミツ〃 カナ。  ， 

.  二 〇 九 


g 古に ありけ む 入 も わが ごと やみ わの 檢 原に かざし をり けむ. 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 此 歌に 同じ。 鷹 司 本， 此歌 缺。. 拾遺 集卷 八、 人 麿、 『詠 葉』 として あり、 

また、 人 麿と して 六帖に 入る。 萬 葉 集卷七 (一 一 一八)、 詠 葉、 人 麿 歌集 出. 古 爾有險 人 母 如 吾等 架彌 

"和ノ 乃ぎ S ぎぎ 頭 折 兼が ある。 第三 句、 類聚 古 集ヮ、 ガゴ トャ。 和歌 童蒙抄 に、 r ィ 一丁 シへ ノア リケム 

ヒ トモ フカ コトャ ミフ ノ ヒ；； '1 フニ カサ シヲリ ケム』 

§ よそに して 雲居に 見 ゆるい もが 家に 早くい たらむ 歩め 黑駒 

圆書寮 本 第二、 類從 本、. 初^- 『よそに あ b て』。 鷹 司 本、 此 歌缺。 拾遺 集卷 十四、 『道 を まかりて 

よみ 侍りけ る、 人 麿』 として 載り、 初 句、 『よそに ありて』。 六帖 に、 同じく 作者 人 麿， 初 .句* 『遠く 

ありて』 となって 居る。 萬 葉 集卷七 (ニー 七 一)、 行路、 人 麿 歌集 出， 遠有而 雲居. 蹴 所見 妹 家 爾= ^卜將 至 

ァ ュメク 口  n マ 

步 黑 駒が ある。 


猿澤の 池に 身 をな げたる うねべ を 見て 詠める 

g わぎも 子が ねく たれ 髮を さる 澤の 池の 玉藻と 見る ぞ 悲しき 

岡 書 寮 本 第二、 類從 本、 詞書、 『さる 澤の 池に、 つねべ の 身な げたる を』。 歌此 歌に 同じ。 鷹 司 本、 

缺。 この 歌、 大和 物語に 出で、 拾遺 集卷 二十に、 『さる 澤の 池に 采 女の 身な げたる を 見て、 人 麿』 と 

して 載って ゐ る。 

. 〇 

^ みなとい りの 声 分 小船 さはり 多み 我 思 ふ 人に 逢 はぬ 頃 かな 

一本、 第 四 句、 『こ ひしき 人に』。 圆 書 寮 本 第二.、 類從 本、 此 歌に 同じ。 拾遺 集卷 十四、 題 しらす、 

人 まとして あ， o.、 萬 葉集卷 十一 r 二 七 四 五)、 寄物陬 思- 讀人 不知、 湊入之 葦 別 小舟 障 多 見 吾 念 公一 i 不 

相 者 鴨が ある。 第 四.？、 古 寫本屮 (古) ワカ ヲモフ 人 一一。 


二  一  二 

§ 朝 霜の 消えみ 消えず み 思 へ どもい かで か 今， 狩 明し つ るか も 

n.*^ 本 第二、 此耿に 同じ。 類從 本、 第 四 句、 『いかで こよ ひ を』。 鷹.^ 本、 第三 句、 『思 ひっつ』。 

一本 (御 i き， 『朝 霜の 消えみ 消す み 思 ひっつ また 駒 かへ しお を こそ 見め』 と ある" 萬 葉集卷 十一 (二 

ァサシモノケ+  ，ハケヌべ-^ォモヒッッィカニ コノ.ョ子ァカシナムカモ  . t  -  ,  1-、  I 

四 五八)、 寄 物 陬思、 人 麿 歌集 出、 朝 霜 消 消 念 乍 何 此夜明 鴨 が ある 第 四 . 五 句 舊"^^-ィカ 

デコ ノョヲ ァカシ ナム カモ。 卜：： 寫本屮 (嘉. 細) イカ デカコ ョ ヒア 力 シッ〃 カモ。 

^ みか 月の さやけ くも あら ず 雲 隱れ見 まく ぞ ほ しきうた て此 頃 

II 書 察 本 第二、 額從 木、 此 歌に 问じ。 鷹. H- 本、 上句、 y ひさかたの あまて るパも かくれ ゆく』。 拾 

遣 集^ 卜 三、， 題 しらす、 人 麿と して あり、 第二 句、 『さやかに 見えす』。 萬 葉 集 卷卜ー (三 四」 ハ四ヽ 寄 

ミカ ゾキ， サャニ w ミエ ズク モガ ケリ i マクゾ ホシキ ウタ テ コ, ゴロ  .  、 1 

物陳 思、 人 磨 歌集 出、 若 月 淸不見 雲隱見 欲 宇多 手 比日が ある 第二  ニニ/" 舊， 动サャ 力 二 ミエ 

ズ ク モガ クレ。 rug 句、 舊訓ゥ タタ コ ノコ"。 寫 古本 中 (嘉 • 類 • 細) ウタ テコ ノコ f -。 


ち また ゆ ふけ  うら  - 一- 

g まさして ふや その 衢に夕 占と ふ 占 正にせ よい もに 逢 ふよし 

岡 書 寮 本 第二、 此 歌缺。 類從 本、 『一本 所载 歌』 屮 にあり、 結句、 『妹に あ ふべ く』。 鷹 司 本、 第二 

, 山、 『やそち また そち』。 拾遺 集卷 十三、 題 しらす、 人 麿、 結句、 『逢 ふべ く』。 萬 葉集卷 十一 (. 一一 五 0 

n トダ マノ  6.-  ノ  /ネ V 一一 一一  「-々 トマ ゥ 巧 マユ  一- - / ルイ モ 1; ァ /  -li ョ ：  1 1 

六)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出、 事靈 八十 衝夕占 間 占 正 謂 妹 相 依が ある。 結句、 舊 節ィモ 一一 ァヒョ 

ラ ム 。 小：： 寫本中 (嘉) ィモ ユア ハム ヨシ。 

^ 空の 海に 雲の なみ 立ち 月の 船 星の はや しに 漕ぎ か へる 見 ゆ 

一本、 第二 句、 『雲の 波た つ』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 題 『蒼天』。 初 句. 『あめのう みに』。 鷹.^ 

本、 結句、 『こぎ かくされぬ』。 拾遺 集卷 八、 『詠 天、 人 麿』。 六帖、 人 麿、 初 句、 『天の川』、 結句、 

『こぎ かくる 見 ゆ』。 萬 葉 集卷七 (10 六 八」、 詠 天、 人 麿 歌集 出、 天 海 丹 雲 之 波立 月 船 星 之 林 丹榜隱 

ki^。 初 句、 古寫本 中 S) ソ ラノ クミ  一一、 (S アマ ノカ" が ある。 和歌 童蒙抄 に、 初 句 アマ ノカ" 


結： コキカ クサ レスと 訓ん でゐ る。 

.  〇 

g ちちに 人 はいふと も 人 はおりつ がむ わが はた 物に. {I き 麻ぎ ぬ 

圆書寮 本 第二、 類從 本、 r り 、わくに 人 はいへ ども を. 0 てきむ 我 はた ものに』。 鷹.^ 本、 缺。 拾遺 

集卷 八、 題 しらす、 人 麿、 『ちち わくに 人 はいふ ともおり てきむ わが はた 物に 白き 麻衣』。 六帖、 讀 

人 不知、 『ちな に はも 人 はいふ ともおり つがむ わが はた ものの』。 萬 葉 集卷七 (一二 九 八」、 寄 衣、 人 麿 

歌集 出、 -ト 各人 雖云織 次 我 二十 物 白 麻衣。 初， り、 海 訓チナ 二 ハモ。 卜：： 寫本屮 「- 元. 類 • 古り トニ 力 

クー 一。. 第二 句、 * 古 冩本中 (元. 古. 神」 じト、 ノィ へドモ C 結句、 古 寫本屮 (類. 古. 神) シ P キア サ キス。 

〇  , 

せんとう 歌 

§ ます 鏡 見し かと 思 ふ 妹に 逢 はむか も. む； の 緒の 絕 えたる 思 繁 きこ の 頃 

圆書寮 本 第二、 類從 本、 『たえた る戀 の』。 (？^ 、ノ^ f%)。 拾遺 集卷 九、 柿 本人 磨. 『みし かと 


マ ,: づ f.  I シ 力 トす モフ. 1 モニァ ：ヌ. 力 

ぞ恩 ふ』、 『たえた る戀 の. |;。 萬 葉集卷 十一つ ニー 一六 六)、 旋頭 歌、 い = 歌集 出、 眞十錢 見 之 賀登念 妹 相 可 

緖 之ぎ 有 戀之繁 比 者。 初 句、 古 寫本中 (嘉. 細) マスカ、 ミ。 第三 句、 舊 訓ィモ ユア ハム カモ。 

^ 夕され ば 秋風 寒し わぎもこが とき あら ひ衣往 きて はやき む 

岡 窨寮本 第二、 缺。 類從 本、 此 歌に 同 (第 四 句、 『とき あら ひざぬ』 ，こ 假名 書/ 拾遺 集卷 八、 『. も 

ん こしへ や〕 はしける 時に よめる、 人 麿』 として 此 歌が ある。 第二 句、 『ころもで さむし』。 萬 葉集卷 

十五 (；： 一」 ハ六 六、、 遣 新羅 使 入 等の 海邊 望月 作歌 九 首 巾、 由 布 佐 禮婆安 伎 可 是左牟 思 和 伎 « ^故 我等 伎 安 

比 其 呂 母 由 伎 nr" 波 也 伎牟が ある。 

g お ほな むちす くな ひかみ の 造れり し 妹 背の 山 を 見る が うれし さ 

類從 本、 第二 句. 」 すくなみ かみの』、 結句、 『見る がと もしも』。 抬 遺集 卷十、 『旅に てよ み 侍， -け 

る、 人 磨』、 第二 句、 『すくなみ かみの』、 結句、 『見る ぞ 嬉しき』 と あり、 六帖に は、 人 まろ、 第二 

二 一  五 


\ 


二 一  六 

句、 『少彥 名の 作，， たる』、 結句 『みる はし.. - よし』 になって ゐる。 萬 葉 集卷七 ニニ 四 七」、 覉旅 作、 

人 麿 歌集 出、 お^ 術^ ッ 1 ンシ艇 ^が ある。 結句. 舊訓ミ レバ ショ シモ。 古 寫本中 g 

ミ レ バ ク レシ キ 、(西. 細.) ミル ハシ ヨシ 乇。 ， 

^まき もく の 山べ 響きて 往く 水の みな わの ごとに 世 をば わが 見る 

一 本、 第 四 句、 『みつの あは こと』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 鷹.^ 本、 此 歌缺。 拾遺 集卷 二十に、 

『めの 死 一)^ りて 後 かなしび てよ める、 人 麿』、 第 四 句、 『みな わの ごとく』 として 載って ゐる。 萬 

マキ ムクノ ャ マべ トヨミ テュ クミ ヅノ ミ ナ ヮ： つ トシ ョ /- ヒ，^ ヮ ^  ノ  ， 

葉 集卷七 (ニー 六 丸)、 就所發 思、 人 麿 歌集 出に は、 卷向之 山 邊饗而 往水之 三 名沫如 世人 吾等 者と ある. 

第二 句、 舊訓ャ マべ ヒビ キテ。 第 四 句、 古 寫本中 (類. 神. 細) ミナ フノゴ トク。 

•  ^ しきた へ の 袖 かへ しきみ 玉 だれの をち に 過ぎた る 玉 も あらむ や は 

前 一) S 十一 一 一番/ 『しきた への 袖 かへ してし おや たれの. つちの すき を 叉 は あはむ や』 が ある。 圆書祭 


本 第二、 類從 本、 旣に出 づ。 C きたへの 袖 かへ し 君た まだれ のおち のす きせるき えて あらむ や は』、 

本、 此 歌缺。 萬 葉集卷 ニニ 九 五.)、 姉 本 朝臣 人麼獻 泊瀨部 皇女 忍 坂 部 皇子 歌 一首 幷 短歌の 短歌 厂 

髮乃 望ぎ 誕審蒙 が ある。 

^ 秋 m 刈る かりい ほっくり わが れば _ ^手 さむし 露ぞ 置きけ る 

S5 本 第一 一、 類從 本、 ，本、 此歌 缺。 新 古今 集 I、 題 しらす、 讀1し；：！：、，，^卩【ほ田キ 

もる』 としてず、 裏 蒙 仁 ニー 七 5、 籠， 讀人 不知に、 秋 田 S 擧作重 者 衣手 寒 露 置 

C 气留が ある。 S 句、 舊訓コ . モデサ ム シ。 六帖 に、 讀人 不知、 『秋 田 刈る か 4 を 見つつ こきく 

れば 衣手 さむし 露お きに けり』 とい ふの も ある。 家 持 集に、 初， め、 『秋の 田の』 と ある、。 

〇 

^ やた の 野に it 色づく あらち 山 峯の泡 雪 さむく ぞ あるら し . 

岡 書 察 本 第二 缺 (？ )。 類從 本、 此 歌に 同。 鷹^ 本、 此 歌缺。 六帖、 籠 人 不知、 初 w、  -^. 

二 一 七 


二 一  八 

の』。 新 古今 棠卷 六、 題 しらす、 人 麿と して あり、 萬 葉 棠卷十 (二三 三 n 、詠 帝 (葉、 蘋人 不知に、 八 3 

乃 野 之 淺ゥケ &付有 乳 山. ギ之沫 雪 寒 零 良 之が ある。 結句. 元 暦本サ ムクァ ルーフ シ、 類聚 古集サ ム クゾ 

ァ グラ シ、 神 田本サ ムクゾ フル ラシ。 家 持 集 (類從 本) にも 出て ゐる。 

^ 降る 雪の 空に 消えぬべく 忍へ ども 逢 ふ 由 もな し 年ぞ經 にけ る 

これ は旣出 (一六 五番) の、 『あわ 雪の 降る に 消えぬべく 思へ ども 逢 ふよし もな み 年ぞ經 にけ る』 に 

類似し、 重出と 謂って いい。 一 本、 第二 句、 『空に 消ぬべく』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 旣出。 題、 

『ゆきに あ ひきて』。 第二 句、 『空に けぬべし』、 第 四 句、 『あ ふよし をな み』。 鷹 T 本、 缺。 萬 葉集卷 

十 (二三 一一 二 5, 冬 相 聞， 人 麿 歌集 出に、 零雪虛 1  お Tmii 戀相依 無月 經 在が ある。 第 四 句、 葡 訓ァフ 

ョ シヲ ナミ。 類聚 古 集ァフ ヨシ モナ ク。 結： W -、 舊訓 ツキ ゾ へ 一一 ケ ,。 

〇 

本の 人 丸、 あからさまに 京 近き ところに 下りけ る を、 とく 上らむ と 田 5 ひけれ ど、 

いささかに 障る こと あ， 0 てえ 上らぬ に、 正月 さへ 二つ ありけ る 年に て、 いと^な 


がき ひ 地して、 なぐさめが てらに 此 世-」 ある 國々" 名 を 詠みけ る。 ： 一本れ"； S 

なかに ま TTi. りつ 4 とて、 或 やむ ごとな き 所」 ちよ 了。 け。 る。 き f。8 

この i、 唇 察 本 第二、 類從 本に は、 『怖 本人 麿 ：.：. 直き 所に しはすの 廿 t  (廿 。よる」 :4 

.ナる を ：•：. に つの ぼらむ と ：•：• 正月 さへ ふたつ あると しにて いと ど ：：： なぐさめ かねて •：••• 國々 

r>t る ：：： まかり かいふ ーゲ， r て ：：： 』 云々 となって ぬる。 なほ、 圃書寮 本 第一に は、 この 

國々 の 歌 は 全部 無い。 鷹 I 霧、 『人 丸-あからさまに、 直きと ころへ しはすの 二十よ け 

t、 とく 上らむ とま けれど、 いささか 障る こと t てえ 上らぬ に、 正月 さへ 二つ ある 年 r し L 

あながき 心地して なぐさめが てら 此世 にあき々 を 詠み ける、 これなん ゐ なかに まかりた つる 

つと 二し 或 や ごとな き 所に たてまつり ける』 と ある。 

契 巾の^ 一一- 『入 まろの 集 は、 ひたぶ るに 信じが たき 物な り。 むなしく 萬 葉 集の 屮ミ. ぬしし 

らぬ 歌まで ぬき 出たり。 六十よ こく を、 物 の名 によめ る 歌 は、 ことに 用る にたらぬ ものな ir: 

がー) 歌の すがた は、 延喜 天曆の 後の 作者の しわざなる べし』 とい ひ、 香 川 I の 三十 六 入？ で 

よ- 『梳本 集 は 後人の 物せ し は 本よ き 事ながら-いや 果 にあつ めお る 國名の歌 は 承 平より 天 f た 

：! 二 わ I るすが たにて、 しかも 上手の わざと 見 ゆめれば、 怎證 とすべき 事 或はう つし 謬 まれる 


ニニ 〇 

こと、 かつ，/^ かい 出す』 云々 と ある。 

この 詞 書に 據 ると、 人 麿が 京 近き ところに 下った 趣に して ある。 また、 『正月 さへ 二つ あ， りけ る』 

とい ふの は、 正月と 闺 正月と 二つあった 歲 とい ふこと である。 閏 正月と いへば、 文武 天皇の 慶雲三 

年 か、 聖武 天皇の 神 龜ニ年 か、 天平 十六 年 か、 桓武 天皇の 延曆 元年 か、 延暦 二十 年 かに 當る わけで 

ある。 そして この 詞書は 後人の い たづら だと 着 做しても、 人 麿 マお 年に つき、 神龜 元年 說ゃ、 大同 二 

年說は 除外して いいと 思 ふし、 天平 元年 說も 除外して いいと すれば、 和 銅 二 年說、 慶雲 四年說 など 

が殘 る。 閏 正月の あった 慶雲 三年 ごろ は 大體人 麿 は 石 見に 居た だら うと 推測して いい。 併し それで 

は、 『京 近き ところ』 に は該當 しない。 いづれ にしても 具合の 惡 いもので あるから、 ただ 後人のお も 

ひっきと して 讀 むべき である。 - 

それから、 なせ， 『正月 さへ 二つ あ， „ ^ける 年に て』 などと 書： > お かとい ふに、 これ は、 下の 『いと 

ながき 心地して』 と 聯絡が あるので あって， なほ、 古今 集の、 『ふる 年に 春 立ちけ る 日よ める』 と 

か、 後 撰 集の、 『しはすば か-.^ に， 大和へ 事に つきて まかりけ る ほどに、 りて 侍りけ る 人の 家の む 

すめ を 思 ひかけ て 侍り けれども、 やむ ことなき 事に よりて まか-.^ のぼ b にけ， cs。 あくる 春、 親の 許 

にっか はしける』 などと いふのと、 同一 系統に 屬 する 心の 使 ひ 方で ある。 また、. 當 時の 人々 は、 ^ 


月 こついて ひが 牽 かれたら しく、 『悶 三月 盡 によみ 侍りけ る』 とか、 『閟 六月 ヒ H よめる』 と 力 あ 

るのに よって それ を 知る ことが 出來る ， 

また、 國々 の 名 を咏ん だの は、 萬葉卷 十四 あた， 0 の影饗 とい ふよ -0 も、 古今 集の 物 名の eg- 大ゅ可 

所御||-ぁた.=^の影饗のゃぅでぁる。 

^內 五箇 國 

〇 

やましろ 

^うち はへ て あな 風 さむ の 冬の 夜 やま，：： に 霜の 置け る あさみち 

^-. ？本 二、 結， リ、 『ふ i る 朝 道 一一。 」- 夜 やま 白に』 の 『やましろ』 と、 『山城』 と 言 ひ 掛けて ゐる 

出听 不明。 古今 集卷 十九に、 『秋の 野に なまめ き 立てる 女郎花 あな かしが まし 花 も 一時』。 風雅 集卷 

十五に、 r 山 さむし 秋 も 暮れぬ とつぐ るか も 根の 葉 ごとに 置け る 朝 霜』 が ある。 景樹 評して， 『本末 

よな た h- と 誰もお も ふべ し。 しからす。 叉 朝 道め づ らし』 と 云って ゐる。 お 今 和歌 六帖、 失 木 和 

.  二  二 一 


ニ亍ー 

歌抄 に、 讀人 不知、 _『 朝 道の ふる 道 わけてな く 鹿の 立ち 別れに し 妻ゃ戀 しき』 が 載って 居る。 夫 木、 

第三 句、 『なくし か は』、 結句、 『人 ゃ戀 しき』。 今 和歌 六帖の 『朝 道』 の 語 を 取って、 この 歌 を 作 

つた もの か、 さう いふ 可能性 も ある 訣 である。 . 

やまと 

^ ふるみちに 我 やま ど はむ 古の 野中の 草 もしげ り あ ひに けり 

一 本、 第 四 句、 『草と』。 『我 やま ど はむ』 の 中に 『やまと』 を 含ませて ゐる。 これ は 拾 遣集卷 七、 

,  0  あ ひけり (緩 今) 

續 古今 集卷 三に 載り、 『野中の 草 はしげ り あ ひに けり』 と ある。 拾遺 集に もや はり、 物 名 『やまと』 

すけみ  もとす け 

を 詠み こんだ 歌と し、 藤原輔 相の 作と して あり、 拾 遗抄に は、 淸 原元輔 として 載って ゐる。 續 古今 

集に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』 と あるの は、 この 柿 本 集に よった ので あらう。 群 書 一覧に、 『この 歌 

拾遣抄 に元輔 とて 一 首 入れたり。 されば 此の 六十 六 首 元輔の 歌なる を 後の 人 こと 書き を そ へ て 人 丸 

集の 屮に收 めた るなる べし』 と說 明した。 類似の 語 ある ものに は、 ト；： 今集卷 二十： t あそびの 歌に、 

『神 垣の 三 室の 山の 榊 葉 は 神の みまへ にしげ り あ. ひに け， 9』。 拾 造集卷 t 三に、 r み士 E1 野の 雪 に^れ 


る 山人 も ふる 道と めて ね を や 鳴 くらむ』 等が ある。 

〇 

かう ち 

§ 朝 まだき わが うちこ ゆる 立 田 山 ふかく も 見 ゆる 松の みどり か 

『わがう ち』 の 中に、 『かう ち』 (河 內) を 含ませて ゐる。 この 歌 は 新 後 拾遺 集卷 十に、 題 不知、 人 

丸と して 載った が、 結句 は 『松の 色 かな』 になって ゐる。 景樹 云。 『こ は： E 內を よめる 也。 假字 はか 

ふちなる を、 かう ちとよ める いか、 く。 是を もて 天曆 のころ より 假名の みだれた る をし る。 天曆 のこ 

ろか 、る を 見て、 延 喜の ころも かつ/ ヽは たじろぎ けん 事 しらる。 然るに 誰も 和名 抄の 正しき を 見 

て天曆 のころ まで は、 みだ b たる ことなしと いふ は あたらす。 此 頃し か亂れ たるに よ，. >  て こそ 和名 

抄の えらび はお ほせ ごと も ありつる なめれ。 式み だれて 延喜式 あるた ぐ ひなり』。 元輔 集に、 『增鏡 

二た び 世に やく もる とて 麈を 出ぬ ときく は 誠 か』 とい ふ 歌 あり、 これに は 結句に 『か』 が あるが、 

なほ in 今 集の 『か』 止めの 歌 を 拾 ふと 次の ごとくで ある。 『留 むべき 物と はなしに はかなく も 故る 

花：^ にたぐ ふ 心 か』。 『秋風の 吹 上に たてる 白菊 は 花 か あらぬ か浪の 寄す るか』。 刈れる ffl に 生 ふる 


二  二  pi 

ひつな の ほに 出で ぬ はよ を 今更に あき 果てぬ とか』。 『わがう へ に^.路ぞぉくなる天の川とゎたる船の 

かい の^か. I。 『老いぬ とてな どか 我 身 をせ めぎ けむ 老いす ば 今： n にあ はまし 物 か』。 , , 

. 〇 

いつみ 

^ 蟹なら で 海の 心 を 知らぬ かないつ みて しほに みるめ 刈 るら む 

『いつ 見』 と 『和 泉』 と 言 掛けて ゐる。 類從 本に は、 第 四 句、 『いつみつ しほに』、 結， リ、 『から 

なむ』 と ある。 拾遺 集卷 十九に、 『玉藻 かる 餐 の-ゆきが たさす 竿の 長く や 人 を 恨み 渡らむ』 が ある。 

つのく に 

§ あし 鴨の 騒ぐ 入江の みづなら で 世に 住み 難き 我 身なりけ り 

『み づ』 の 『つ』 と 『律』 とに 言 掛けて ゐる。 類從 本に、 第三 句、 『水の 江の』。 新 古今 集卷 十八 

に、 題 不知、 入 麿、 第三 句、 『みつのえ の』 として 载 つた。 契 沖 云。 『これ は、 新 古今 雜に、 人 丸と 


て 入た る は、 家集に よれる なるべし。 つの くにをば、 いかに かくせる にか。 みづ のえ といへ る は 足 

らす』 。 古今 集卷 十一 に、 『11 尸 鴨の さわぐ 入江の 白波の しらす や 人 を かく 戀ひ むと は』。 後 撰 集卷十 

九に、 『初瀨 川 渡る 瀨さ へや 濁 るら む 世に 住み 難き 我 身と 思へば』 が ある。 

東海道 十五 箇國 

レ 力 

m 散りぬ ともい かで. か 知らむ 巾 ざ くら 春の 霞の 立ちし 隱 せば 

一 本、 第二 句、 『いかで かしらな む』。 類從 本、 題、 『伊賀』。 『いかで』 の 『いか』 と 『伊賀』 と 言 

掛けて ゐる。 續 古今 集卷 二に， 『春の 歌と て、 人 丸』 として 载 つた。 類似の 語の ある 歌 は、 古今 集卷 

一 に、 『山樱 わが 見に くれば 春霞 嶺 にも をに もた ち隱 しつつ， r 『誰し かもと めて 折， 0 つる 春霞 立ち 

かくすら む 山の 樱 を』。 『散りぬ とも 香 を だに 殘せ 梅の 花戀 しき 時の 思 ひ 出に せむ .11 等が ある。 

ニニ 五 


^ 二葉より 引き こそ 植 ゑめ 見る 人の 老いせ ぬ 物と 松 をき くに も 

『老いせ ぬ』 の 中に、 『いせ』 (伊勢) を 含ませて ゐる。 新續 古今 集卷ー に、 『題 しらす、 柿 本人 麿』 

として 載った。 景樹 云。 『老の 假名、 おひなら ざる 證 とすべし。 伊勢 をよ める 歌な り』。 拾遺 集卷五 

に、 『二葉より 賴 もしき かな 泰日山 木 高き 松の 種ぞ とお もへば』 が あり、 後 撰集卷 四に， 『二葉より 

わがしめ ゆ ひし 撫子の 花の 盛り を 人に 折らすな』 が ある。 

し ま 

«  .rr が はの 石 間 を わけて 行く 水 は 深き 心 も あら じと ぞ 田-も. 

類從 本、 -m 『しま ィ のきく に』。 『いしま』 の 『しま』 と 『志 摩』 と 言 掛けて ゐる。 續 古今 集卷 十四に、 

『^しらす、 柿 本人 丸』 として 載って ゐる。 景樹 云。 『石 走るな ど、 古へ 皆い はばし ると よみてい し 


と はよ ますと、 ある 人の いへ る はさる ことなれ ど、 古 4 「集の いしばしる も 後人の さか しらに 直した 

る 也と て、 、- はとの みし ひて よまれた る は 過たり。 こ、 にい はまと いはで いしまと よめり。 さらば 

古今 集の ころ、 いしばしる とよまん こと 論 あるべ からす。 この 歌 は 志 摩 をよ める 也』。 古今 集卷十 

四に、 『石 間 ゆく 水の 白浪 立 返り かく こそ は 見め あかす も あるかな』 が ある。 

〇  . 

を はり 

^ 春た てばう めの 花が さ鶯 のな に を はりに て 縫 ひと ど むらむ 

『何 を 針に て』 の 『を はり』 と 『尾 張』 と 言 掛けて ゐる。 景樹 云。 『尾 張 をよ める 也。 尾 は をの 

かななる ことしるべし』。 古今 集卷 二十に、 『靑柳 を かたいと によりて 鶯 のぬ ふて ふ 笠 はう めの 花が 

さ』。 後 撰集卷 1 に、 『春雨の 降らば 野 山に 交 6 なむ 梅の 花 かさ ありと いふな. o』 が ある。 


ニニ 八 

g あだ 人の 言 に附 くべき 我が身 か は 知ら ば やよ そに 戀 して ふ ら む 

圆書寮 本 第二、 類從 本、 鷹 司 本に は、 題、 『參 河』。 第 四 句 以下、 『知らで や 人の 戀む とい ふらむ』 

と ある。 『我が身 か は』 の 『身 か は』 と 『三 河』 と 言 掛けて ゐる。 後 撰集卷 八に、 『身 を わけて 霜 や 

置 くらむ あだ 人の 言の葉 さへ に 枯れ も ゆく かな』。 古今 集卷 十一 に、 『立ち返り あはれ とぞ おも ふよ 

そ にても 人に 心 をお きつ 白浪』 が ある。 結句の 『戀 して ふらむ』 は、 類從 本の、 『戀 ひむ とい ふらむ』 

の 方が 好い やう だが、 後 拾遺 集卷十 一 に、 『戀 して ふこと を 知らで や 止みな まし つれな き 人の 無き 世 

な-.^ せば』 が ある。 

〇 

とほた あ ふみ 

た を さ 

§ ひね もす にと ほた あ ふみに 種蒔きて 歸る田 長 は 苦し かるらん 

『とほた あ ふみ』 と 遠た 淡 海、 『遠 江』 に 言 掛けて ゐる。 景樹 云。 『遠 江 をと ほた あ ふみと いふ は 

あの 字 あ." まりて あやまり 成 事 誰も しれり。 この ころより はやく 誤れり-。 され ど此 歌い かなる 意と も 


たしかにい ひがたければ、 證 とまで はなしが たし。 もし 遠 田畔踏 か。 さらば、 に 文字ての 誤なる ベ. 

し』。 遠 江 は 遠つ 淡 海の 義で， 和名 抄に止 保 太阿不 三。 萬 葉 集に 等 保 都 安 布 美、 叉 等 倍 多 保 美に 作つ 

てゐ る。 拾遺 集卷 十四に、 『根蓴 の 苦し かるらむ 人よ， 9 も我ぞ ます 田の いける かひな き』 が.^ る。 

〇  . 

する が 

S ふじのね の絕 えぬ 思 をす るから に 常 磐 に 燃 ゆる 身と ぞ なりぬ る 

『する からに』 の 『する か』 と 『駿 河』 と 言 掛けて ゐる。 後 撰集卷 九に、 『人 こふる 淚 は春ぞ ぬる 

みける たえぬ 思の わかす なるべし』。 古今 集卷 十九 長歌に、 『富 じの 根の 燃 ゆる 思 ひも あかす して 別 

るる 涙』。 同じく 卷 十九に、 『ふじのね のなら ぬ 思に 燃えば 燃え 神 だに 消たぬ 空し 煙 を』。 卷 十四に、 

『君と い へ ば 見 まれ 見す まれ 富士の 根の 珍しげ なく 燃 ゆる わが 戀』 が あり、 後 撰集卷 五に、 『明暮 し 

守る たのみ をから せ つ 、 袂 そほづ の 身と ぞ成 ぬる』 が ある，。 


化 逢 ふ 事 を いつしかとの みまつ しまの 變らず 入 を戀ひ 渡る 力な 

類從 本、 題 『伊豆』。 『いつしか』 の 『いづ』 と 『伊豆』 • と 言 掛けた。 また 松と 待と 言 掛けた。 續 

古今 集卷 十二に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』 として 載って ゐる。 古今 集卷 四に、 『け ふより は 今 こむ 年 

の 昨日 を ぞいつ しかとの み 待 渡るべき』。 拾遺 集卷 十一 に、 『逢 ふ 事 をい つと も 知らで 君が いはむ 常 

盤の 山の 松ぞ 苦しき』 が ある。  - 

かひ 

« すまの 浦に § のか ひ 子の ある 時 はこれ か 千世へ む 物と や は 見る 

類從 本、 初， の、 『須 摩の うらの』。 『1』 の 『かひ』 と 『甲斐』 と 言 掛けた。 拾遺 集卷 十八に、 『松 

の 苔 千年 を かけて おひ 茂れ g のか ひこの 巢 とも 見るべく』。 後 撰集卷 十一 に、 『千代へ むと 契 置きて 

し姬松 0 ねざしと めて し 宿 は 忘れ じ』 が ある。  . . 


さがみ 

i 足 柄の さか 見に 行かむ 玉く しげ 箱 根の 山の あけむ あしたに 

養 本、 第 四 句、 『ふたみの うらの』。 『坂 見に』 の 『さかみ』 L  § 喜 掛けた。 拾遺 集卷 

十一 一，、 『戀 ひつ、 もけ ふ はありな む 玉く しげ あけむ あした をい かで 暮らさむ』。 後 撰集 羊 九に、 

『足 柄の 關の 山路 霧く 人 は 知る も 知らぬ もうと からぬ かな』。 千載 蒙 十九に、 『燈 して 箱 根の 山 

一-: H- ナ 一-すり ふたより みより 逢 ふとせ しまに』 カぁズ 


むさし  . 

せむ さして たづね よ あしび きの 山の をち にて あと はと どめつ 

匿，. 本、 5 句、 『尋 に』、 結句、 『きめん』。 鷹 司 本、 『たづ ねん』。 『せむ さして』 の 『むさし』 

を 『武 藏』 とした。 景樹 云。 『六帖 に、 行かよ ふ 山の 細道い かなれば し f も 見えで 跡 はた ゆらん 

ぶよと けて やつけ ぬ 玉 鉢の し？ もしらぬ 空に わび (ぞ ちれば と あると、 此 歌し t の ふるき 

ニー 一二 


證 なるべし』。 千 载集卷 六に、 『跡 も絕 えし をり も 雪に うづ もれて かへ る 山路に 迷 ひぬ るかな』 が あ 

る。 

〇 

あ は 

な はしろ 

§ 春の 田の 苗代 どころ 作る とて あはけ ふより ぞ せき は 始 むる 

『畔 は』 を 『安房』 とした。 類從 本、 題、 『安房』。 結句、 『せき はじめつ る』。 鷹 司 本、 『せき はじ 

めけ る』。 景樹 云。 『こ は 安房 をよ める 也 U 此 ころまで 畔 をば あとのみ いひ けん。 今 雅俗と もに あせ 

とい ふ。 せ は 今 俗に 一う ね を ひとせ とい ふせに て あにへ だての 意まで を そへ ていふ なるべし。 せ は 

へだつ ことなり。 馬 柵 を マ セ、 關をセ キと いふ 類 皆し かわ。 セ キ のキは 城な り』。 後 撰 集卷十 一 に、 

『小山 田の 苗代み づ は絕 えぬ とも 心の いけの いひ は 放た じ』 が ある。 『あは』 は 景樹が 云った ごとく 

『畔』 の 意で あらう。 古事記 上卷 に、 『營田 之 阿 (畔 )』。 祝詞 大赦に、 『畔 放』 の 語が ある。 

〇 

かむ つ ふさ 


つぶさ  しか 

m とめゆ かむ 具に 跡 は 見えず とも 鹿の はかり は 知る とい ふなり 

つ ぶ さ 

類從 本、 第二 句、 『つ ふさに あはと』。 『行かむ 具に』 の 『かむ つ ふさ』 を 『上つ 總』 とした。 契 沖 

云。 『はかり は、 和名 集 云。 續搜神 記 云、 聶支 少時 家 貧。 常 照射。 見， 一 一 白 鹿； 射 中， 之。 明晨 尋ニ蹤 

血 ー矣。 斜膽， iV 照 f 加 ま 今もゐ なかには 申す 詞 にや。 肥 前. の國の もの、 串た る を、 うけた ま はり 

き』。 頭註 云。 『萬 葉 二、 ィュシ 、ヲ トメ ルカ ハへ ノー 一  コ草ノ トヨ メル モ、 ハカ リヲ タツ ネテ、 シ、 ヲ 

モ トメ ュクナ リ』。 景樹 云。 『かみつ ふさとの み 今 はい へど、 かむ つ ふ さと もい ふなる ベ し』。 和名 

抄に、 上總、 加 三豆不 佐と ある。 

しもつ ふさ 

g 梢し も ひらけ ざり けり 樓花 しもつ ふさこ そま づは 咬き けれ 

『下つ 房』 を 『下 總』 とした。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 一一 開け ざ，.^ つる』 になって ゐる。 

E 京樹 云。 『下總 をよ めるな， 0』。 和名 抄に、 下總、 之 毛豆不 佐と ある。 『しもつ ふさ』 は、 『下つ 房』 

二三 三 


二三 四 

であらう。  ， 

ひたち 

0 いつしかと 思 ひたちに し 春が すみ 君が 山路に かから ざらめ や 

類從 本、 第 四 句、 『君が み 山に』。 『思 ひ 立ち』 の 『ひたち』 を 『常 陸』 とした。 景樹 云。 『か、 る 

、 つし かの ついひ ざま を 見て、 寬 治の 頃より いつの まに など やうの 意に 思 ひと， 9 そこな はれ けんか 

し。 これ も猶 いつしかと まち/、 て 思 ひ 立に しとい ふこ、 ろな， 9』。 古今 集卷 十九に、 『思へ ども 猶 

うとまれぬ 春霞 か、 らぬ 山の あら じと 思へば』 が ある。 

一 

東 山道 八箇國 

〇 . 

あ ふみ  • 


^ 流れ あ ふみな との 水のう まければ かたへ も：^ は あまきな りけ り 

圜書察 本 第二、 第三 句， 『む も ふれば』。 類從 本、 『むし ふれば』。 類從 本、 第二 句、 『みかとの 水 

の』。 兩本、 第 四. 五 句、 『かた へ もしもはむまきな-^^けり』 になって 居る。 『合 ふみな との』 の 『あ 

ふみ』 を 『近 江 j とした。 後 撰集卷 十三に、 『たえぬ とも 何 思 ひけむ 淚 川流れ あ ふ瀨も ありけ る もの 

を』 が ある。 圖書察 本 及類從 本の 第三 句 不明。 

〇 

みの 

まだら 

g わたつ うみの 沖に こち 風 早から しかの こ 斑に 浪 たかく 見 ゆ 

類從 本、 題、 『美 濃』。 圖書寮 本 第二、 第三 句、 『たかから し』。 『わたつ 海の J の 『みの』 を 『美 濃』 

にした。 景樹 云。 『こち かせめ づ らし』。 拾 遣集卷 十六に、 『こち 吹かば 匂お こせよ 梅の 花 主人な し 

と て^を 忘るな』。 後 拾遺 集卷 十九に、 『に ほひき や 都の はな は 東路の 東風の 返しの 風に つけん は』 

が あり、 伊勢 物語に、 1 時 知らぬ 山 は 富 士の嶺 いっとて か 鹿 子 斑に 雪の 降 るら む』。 續 古今 集 卷十、 

一一 三 玉 ： 


二三 六 

家 持の 歌に、 『舟 出す る 沖つ：^ さ. 0 白妙の かし はの わたり 波た かく 見 ゆ』 が ある。 

ひだ 

I さして 往く三 笠の 山し 遠ければ 今日は 日た けぬ あす ぞ 到らむ 

圆書寮 本 第二、 類從 本、 題、 『飛 驟』、 第 四 句、 『今 は 日た けぬ』。 『日た けぬ』 の 『ひた』 を 『飛 

驛』 にした。 後 撰 集卷十 K の 問答 歌に、 『さして こと 思 ひし もの を 三 笠 山 かひな く 雨の もりに ける か 

な』 『もる めの み 數多見 ゆれば 三 笠 山 しるしる 如何 さして 行くべき』 が あり-後 拾遺 集卷 四に、 『さ 

して ゆく 道 は 忘れて 雁が ねの 聞 ゆる かたに 心をぞ やる』 が あり、 古今 集卷 八に. 『け ふ 別れ あす は あ 

ふみと 思へ ども 夜 や 更け ぬらむ 袖の露け き』。 卷 十に、 『いさ 、めに 時 待つ 間に ぞ日 は經 ぬる、 レズせ 

をば 人に 見えつ つ』 が ある。 

〇 

しなの 


^ あだなり と 云 ひそめられし 濡衣 ひしな のみこ そ 立ち 增り けれ 

流布本 一本、 第三 句、 『ぬれ 衣 は、 ィ ねれ ごろ も』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 題、. 『信 濃』。 第二 句、 『い 

ひ さめられし』、 第三 句 以下、 『濡衣 は ひしな のみこ そた ちま さるら め』 となって ゐる。 鷹 司 本、 『濡 

衣の』、 『まさるら め』。 『干しな のみこ そ』 の 『しなの』 を 『信 濃』 にした。 景樹 云。 『こ は 信 濃 をよ 

めり。 上の 歌 は 美 濃 也。 此頃濃 はのと よみて、 みぬし なぬ と はは やくい は ざり し證 也。 本より 古今 

など 野 濃の 假 字のと のみかけれ ど、 是に 限らす 假字 をば ちかき 世に 皆 わたくしに 引 直し たれば、 ュ、 

の 世の まゝ にった はれる はなし。 されば みな またく はう けられす。 梅な どみ なむめ とか けれど、 物 

名に あなうめと. ある を もて、 たま/、 あやまち をし る 類 ひに て、 ひし 名のみ わたつみ のな どかく 書 

まきら はされ ぬ 歌に よ， 0 て さ だむ るの 外 あるべ からす。 物の 名の 歌 はいと たはれ てよ からぬ 物な が 

ら、 いにしへの 假字 をし るに うへ なきたま もの 也け り。 貫 之 ある は 道 風な どの 眞筆 にある によ. 0 て 

た す を あきらかな， 0 とする もさる ことな めれ ど、 こと 誠に そのぬ したち のかき 給、 るに や、 後の 

手 かきの かき まがへ たるに や、 ぉぼっ かなき限，.：^はぃかにすともまぬがれす。 ちかき 世に さる 人々 

め眞 跡と ぃュ ものち り ほふる を 見る に、 大かた 疑 はしき 物な り。 歌 は その 世々 のさ ま その 人々 のす 

ニー 一 一士 


力た 外より 似すべき 術な きものに て麈 もまが はぬ 千 歲の鏡 也け り』。 古今 集卷ー に、 『仇な りと 名に 

こそ 立てれ 櫻 花 年に 稀なる 人 も 待ちけ 4 卷 十三に、 『秋の 夜 も 名のみ なりけ り 逢 ふといへば f て 

ともなく 明けぬ る もの を』。 『あ ふ 事 は 玉の緒ば かり 名の 立つ は吉 野の 川の 瀧つ 瀨の ごと』。 後 撰 集 

卷 三に、 『山 櫻 きぬる 時 は 常よりも 峯の 白雲 立ち 增り けり』。 なほ， 後 撰集卷 三に、 『春 くれば 咬く 

て ふ 事を濡 衣に きする ばか， 0 の 花に ぞぁ， 9 ける』。 拾遺 集卷 十九に、 『天の下 遁る、 ひとの 無ければ 

やきて し濡衣 ひる 由 もな き』 が ある。 『ひしな』 は 『干し 名』 であらう。 

〇 

かむ つけ 

^ 音に 聞く よしのの 櫻 見に 行かむ 告げよ 山 もり 花の さかり を 

流布本 一本、 圖書寮 本 第二、 類從 本、 題、 『かんつ け』。 『行かむ 告げよ』 の 『かむ つけ』 を 『ヒ 

野』 にした。 續千载 集卷 一に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』 としてず、 結句. ョ の-さかり は』。 和名 抄 

に 上野. 加 三 豆 介 乃と ある。 上 毛 野 を 略して 上野と 書いた もので あらう。 後 撰集卷 4 五に、 『音に 

きく 松が 浦 島 今日 ぞ見 るむ.^ も 心 ある 餐 はすみ けり』。 抢 遺集 卷 九に、 『音に きく 鼓の 瀧 を 打 見 


ただ 山川の 鳴る にぞ あ， 9 ける』。 後 撰集卷 二に、 『山守 はい は-: Z いはな む 高 砂の 尾の へ の 櫻 をり て か 

ざ さむ』。 拾 遣 集卷ー に、 『告げ やらむ まに も 散.^ なば 櫻 花 偽り 人に われ やなりな む』 が ある。 

しもつ け 

m 赛來 ぬと 人し もつ げず 逢坂 の ゆ ふつ けどりの 聲に こそ 知れ 

類從 本、 第二 句、 『つけよ』、 第 四 句、 『ゆ ふ 付 とりも』 と ある。 『人し も 告げす』 の 『しもつ け .1 

を 『下野』 にした。 績後拾 遣 集卷ー に、 『題 しらす、 柿 本人 麿』 として、 この 歌仙 歌集のと ほりに 载 

つた ノ 和名 抄に、 下野、 之 毛 豆 介 乃と ある。 古今 集卷十 一 に、 『逢坂の ゆ ふつけ 鳥 も わが 如く 人ゃ戀 

しきね のみな くらむ』。 卷 十三に、 『こ ひこ ひて 稀に 今宵 ぞ 逢坂の ゆ ふつけ 鳥 は 鳴かす も あらな む』。 

卷 十四に. 『相 坂の ゆ ふ つけ 鳥に あらば こそ 君が ゆきき を なくなく も 見め』。 なほ 卷 1 に、 『恭來 ぬと 

人 はい へ ども 鶯の 鳴か ぬ 限 は あ もじと ぞ おも ふ』 が ある。 

〇 

むつの くに 

.  三 二 九 
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^ いっか 生 ひむ つ のく に 葦 を 見る 程 は 難 波の 浦 も 名のみ と ぞ思ふ 

流布本 一本、 鷹 司 本、 第二 句， 『つのく む あし を』。 圖書寮 本 第二、 類從 本、 第 四 J^- 『よ ，2 よの， 

の』 と ある。 『生 ひむ 律の くに』 の 『むつの くに』 を 『陸 奥の 國』 とした。 『津 の國 葦』 であるが、 

或は 『つのく む』 のつ もりであった かも 知れぬ。 いづれ にしても 巧で はない。 景樹 云。 『陸奧 をよ め 

る 也。 ひつの くと もい へ. 0 し 澄 也』。 和名 抄 に-陸 奧、 三 知 乃 於久と 注せられ てゐ る。 古今 集卷 十二 

に、 『津の 國の難 波の 声の め も はるに 繁 きわが 戀人 しるら め や』。 後 拾遺 集卷 一 に、 『難 皮 潟 浦 ふく 風 

に浪 たてば つのぐ む i 一 尸の 見えみ 見えす み』。 拾遺 集卷 九に、 『難 波 江の 声の 花げ の 雜れる は 津の國 か 

ひの 駒 にゃあ るら む』 が ある。 流布本 一 本 及び 鷹 司 本に、 『つのい か 葦』 と あるから、 原本が さう あ 

つた だら うとい ふ 推察 は 無理で ないやう である。 併し さう すれば- 『むつの くに』 と 合まぬ。 山 田 孝 

雄 博士 は 『むつの く』 とせば 別に 不可で は あるまい と 云 はれた。 

〇 

いで は 


g 夕 やみ は あな 覺 束な 月 かげ の 出でば や 花の， 色 もま さらむ 

『出でば や』 の 『いで は』 を 『出 羽』 とした。 續せ 今集卷 二に、 『題 しらす、 人 丸』 として 載つ 

た。 出 羽 は、 和名 抄に以 天 波と あり： 出 庭の 義だ らうと 云 はれて ゐる。 萬 葉 集卷四 C 七 0 ちに、 『夕 

やみ は 道 たづ たづし 月 待ちて 行かせ 吾货子 その 間に も 見む』。 後 撰集卷 十三に、 『夕 やみ は 道 も 見え 

ね ど. さと はもと こし 駒に 任せて ぞくる jl。 古今 集卷 十九に、 『そへ にと てと すれば かか， 9 かくすれ 

ば あな 云 ひしら す あ ふさき る さに』。 後 撰集卷 二に、 『表 くれば 木隱れ 多き タづ く夜覺 束な しも はな 

かげに して』 が ある。 

北 f4j 道 七ケ國(| 本) 

〇. 

わかさ 

W 春 立 てば わかさ はみ づに 摘む 芹の 根深く 人 を 思 ひぬ るかな 

,  ： .  ■  二 四 一 
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圆誊寮 本 第二、 類從 本に、 第二 句、 『わかさ、 水に』、 結句、 『思 ひける かな』 と ある。 『わか 澤』 

の 『わかさ』 を 『若 狹』 とした。 拾遺 集卷ー に、 『澤 水に 蛙 なくなり 山吹のう つろ ふかげ やそこに み 

ゆらむ』。 千 载集卷 十一に、 『いかにせ む 御 垣が 原に 摘む 一斤の ねに のみな けどし る 人の なき』。 萬 葉 

集， 十一 a 一七 六 一 } に、 『奧山の石もと菅の根深く.^思ほゅ るかも吾が念妻は』 が ある。 萬 葉 集 も 千 

載 集 もこの 歌と 直接の 關 聯を豫 想す る こと は 無理と おも ふが、 參考 のた め 抽出して 置いた。 

ゑち せむ 

お しが. =1 を 1W1 え ゆく 人 を つづらつ ゑち とせ またす ときく は誡カ 

頃：^ 本、 題、 『越 前』。 『つづら 杖ち とせ』 から 『越 前』 を 導く こと は 困難であって、 誤寫を 想像せ 

しめる が、 圖書察 本 第二、 類從 本に. は、 第二 句 以下、 『越 ゆく 人の つくしつ ゑち せん わたす と 聞く は 

まこと か』 になって ゐる。 景樹 云。 『ゑち せん をよ める 也。 ちとせと いふ 所 かきあやまれり とみ ゆ 

ど， いかにと もお も ひ よらす。 つ、 らっゑ は 鞭 杖 か、 つもの かなの 證 とすべし/後の 例の 如く 

巴 前 を じゼ、 豊前を ゾゼと 云った とせば、 越 前 を ェチゼ と 云って、 ち歲の 歲をセ とのみ 云った とも 


解せられ るが. いかにしても 無理が ある やうで ある。 和名 抄に は、 越 前， 古 之 乃 三 知乃久 知と 注さ 

れて ある。 大日 本國語 辭典に は、 葛 杖 を 藤 杖の ことと し、 『志 賀山を 越え ゆく 人 は つづら づゑ (つく 

しィ) ち せん またす と』 として 引いて ゐ るが、 未解決で ある" 後 撰集卷 十七に、 『わが ためにお きに く 

かりし はした かの 人の 手に ありと 聞く は 誠 か』。 後 拾遺 集卷 十六に、 『生 ひ 立つ を まつと たのめし か 

ひもな く浪 こすべし と 聞く は 誠 か』。 竹 取 物語に、 『年 を 經て浪 立ち よらぬ 住の 江の 待つ かひな しと 

聞く は 誠 か，？ が あり、 その他 『か』 止めの 歌に ついては、 前に 『河 內』 の 歌のと ころに あげた。 

追考。 圆書察 本 第二、 及び 類從 本に は、 『越 ゆく 人の つくしつ ゑち せん わたす ときく はまこと か』 

となって ゐ るが、 『つくしつ ゑ』 は >  『つづらつ ゑ』 の 誤 だとし、 『志 賀山を 越 ゆく 人の 葛籠 杖ち せん 

0  0  0  おちつ 

わたす ときく はまこと か』 とい ふ 一 首に i 洛 著く ことになると ョ 3 ふ。 そして、 『つつら つ ゑ. q は、 山 越 

つづらつ も  V  -  _ 

ゆる 旅人 (修驗 者. 山人.) の 用なる 葛籠と 杖 だと 解し、 『ち せん』 は、 『地 錢』 のこと だと 解したい。 

.ら ビー-  ぢ ぜん 

『地 錢』 は、 古へ 畿內 地方で 私に 鑄た 餞で、 東大寺 文書に、 『地せ にの 內』 云々 と あるの が卽 ちそれ 

である。 私 鑄の 錢 のこと が當 時の 人々 に 特殊な 印象 を 與 へ た ものと 見え、 かう いふ 言 ひ 方 をし た も 

ので あらう。 以上で、 言 掛けの、 『ゑち せん』 (越 前) の解釋 が出來 た。 そこで 歌仙 歌集" 方の， 『ちと 

せまた す』 は誤寫 だら うとい ふこと を大體 確め る こと， X 出來 た" 

.  二  §： 三 
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力 力 

I おのが かく あけけ る もの を 花と 云へば 一 つ 3- に 思 ひける かな  - 

岡 書 $5- 本 第二、 類從 本、 題、 『加 賀』。 第 丁 二 句、 『おのが 香の ありけ る もの を』， 第 四 句、 『一 つ 

3- と』 と あり、 なほ 鷹 M 本に 『あ h- ける もの を』 と あるから、 斯く落 著く.；？ であらう。 『おのが か 

ぐ』 の 『かか』 を 『加 賀』 とした。 い：： 今集卷 九に、 『夕づ く夜覺 束な きを 玉く しげ 二見の 浦 は あけて 

こそ 見め』 が あり、 卷 十六に、 『夢と こそい ふべ か.^ けれ 世 屮に現 ある ものと 思 ひける かな』 が あ 

る。 『花と いへば』 の ごとき 句 は、 續後 拾. 遺集 卷 七に、 『花とぃはば孰れか匂なしと見む散，.^ かふ色 

の 異ならな くに』。 源氏物語 Igi.^ の卷 に、 『花と いへば おこ そ 仇 なれ 女郎花な ベての. おに 亂れゃ はす 

る』 が あり、 共に 紫 式部の 歌で ある。 第一 の 歌、 家集に は、 初 句 『花と いへば. T 第 四 句 『ち h まが 

ふ 色の』 になって ゐる。 なほ 右京 大央 家集に， 『花と い へ ばう つろ ふ 色 も あだなる を^が に ほひ は久 

しかるべし』 が ある。 時代 を 餘.^ 顾處 せす 參考 のた め誊 記して 置く。 

〇 


の と 

g 吹けば か. つ 散りぬ る 山の 樱花 こころの どかに 忍 ひける かな 

1: 書 寮 本 第二、 類從 本、 鷹..？ 本、 題. 『能 登』。 第三 句、 『花 さくら』 と ある。 『のどかに』 の 『の 

と』 を 『能 登』 にした d 續後 撰集卷 三に、 『題 しらす、 人 麿』 として 載って ゐる。 古今 集卷 二に- 『{4i 

蟬の 世に も 似た るか 花 櫻^ くと 見し まに かつ 散りに け b』。 卷 六に、 『ふる 雪 はかつ ぞ消 ぬらし 足 引 

の 山の 瀧つ 瀨 おとまさる なり」 が あわ、 後 撰集卷 九に、 『夢に だに 見る 事ぞ なき 年 を經て 心の どかに 

ぬる 夜なければ』。 拾遺 集卷ー に、 『春 はな ほ われに てし， 0 ぬ 花 ざ かり 心の どけき 人 は あら じな』 が 

あ る。 

〇 

え ち う 

^花の すゑち うに まさりて 匂せば それ を ぞ人は 折りて とら まし 

すゑ t? つに』 の 『ゑち う』 を 『越 中』 とした。 &お樹 云。 『越 中 をよ めるな. o。 ちう に は 巾に とい 

二 四 五 
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ふ 意なる べし』。 和名 抄に、 越 中、 之 乃 三 知乃奈 加と ある。 『花の すゑ』 の 語 は、 玉 葉 集、 風雅 集 

に 見える が、 古今 集、 後 撰 集. 拾遗集 あたりに は 見えない やうで ある。 また、 『ちう』 は 『中』、 『宙』 

で、 あ ひだ、 中間の 義で、 すゑと 對照 せしめて ゐる。 ここ は 字音 その 儘 用 ゐてゐ るの は 注意すべき 

である。 玉 葉集卷 十四に、 『過ぎに ける 花の 今まで 句せば 今日の かざしに 先づぞ 折ら まし 』 と いふ 歌 

が ある。 

〇 

ゑ ち ご 

g 人に 似ず さがな き 親の 心 ゆ ゑち ごさへ にくく おも ほ ゆる かな 

流布本 一本、 第 四 句、 『につ、』。 『心 ゆ ゑち ごさへ』 の 『ゑち ご』 を 『越後』 とした。 5 一： +樹 云。 

『越後 也。 故の 假字ゅ ゑなる 證 とすべし』。 和名 抄に. 越後. .^之乃美知乃之利とぁる。 『さがな し』 

は、 垂 仁紀、 推. fc^ 等に 不良の. 文字 を當 て、 神代 紀には 性惡の 文字 を當 てて ゐる。 伊勢 物語に、 『さ 

る さがな きえび す 心 を 見て は』。 宇津 保 物語に、 『ゆゆしく さがな き 事 をし つ つ』 等の 例が ある。 拾 

遣集卷 十七に、 『ここにし も 何 匂 ふらむ 女郎花 人の 物い ひさが にくき 世に if 『ちご』 は >  乳兒、 孩子、 


赤子、 稚兒。 和名 抄に、 『赤子， 知せ、 今 案 含. 乳之義 也』 と ある。 『にくく』 は惜 くの 意で ある。 

さ と 

あづま ぢ,  た. a の  から ころも 

I  ^路の もろ こし さとに 織りて 裁つ 布 を や 唐の 衣と いはむ 

流布本 一 本、 『きぬ を や』。 圖書寮 本 第二、 鷹 司 本、 『きぬ を やからの ころもと いふら む』。 類從 本、 

『きぬ を やからの きぬと いふら む』。 『里』 を 『佐 渡』 とした。 『もろこし さと』 は、 『唐 里』 で、 東 

國 にさう いふ 物 を 織る 歸化 人の 一 部落が ある ものの 如くに 思った いひ あら はし 方の やうで ある。 或 

は 『もろこし 里』 は 固有名詞で もあった ので あらう か。 『もろこし 里』 とい ふ 名詞 は、 『もろこし 人/ 

『もろこし 舟』 などと 同様な 合成 名詞で ある。 相 模の屮 郡に 高麗 寺 山が あり 、諸 越 原 (唐 原) が ある 

から、 其邊 を、 a- もろこし 里』 と稱 したので あらう と考 へる こと も出來 る。 

山陰 道 


二 四 八 

たに は 

S 春雨に たに は 水 こそ まさるら した はたた きこえ 昔 高 くなる 

流布本 一 本、 題、 『たは、 ィ たに は』。 第二 匇、 『はに は、 ィ たに は』。 第 四 句、 『たはたた きこ ゑ』。 岡 

書 寮 本 第二、 類從 本、 第二 句. 『よに は』、 第 四 句、 『たに はたきえ は』。 魔.^ 本、 第 四 句、 『たに は 

たきこえ』 になって ゐる。 『たに は』 を 『丹 波』 とした。 和名 抄に、 丹 波、 太 谢 波と あ， o、 なほ A 書 

には旦 波と も 作って ある。 和 銅 六 年に 丹 後と 分離した。 『たに は』 は、 『田に は』 であって、 『谷 は』 

では あるまい。 『たはたた きこえ 〈ゑ)』 は、 『田 は 唯 聞こえ』 か、 『田 は 叩き 聲』 かで あらう。 千載 集卷 

一 に， 『三 室 山 谷に ゃ恭の 立ち ぬらむ 雪の下 水お たたくな. = -』 が あるから、 田に 水の 增 さった 趣 を、 

『田 は 叩き こ ゑ』 と 云った もの かも 知れない。 若し 『たに は』 は、 『谷 は』 だとす ると、 第 四 句 も 鷹 

司 本に 從 つて、 『たに は』 を 採り、 『谷 叩き ご ゑ』 と 解しても 解釋 の出來 ない こと はない。 此は 識者 

の 敎を乞 ひたい。 

〇 

たに ご 


ヒ のむべき 我 だに こ 、 ろ つらからば 深き 山に も 入らむ とぞ おも？ - 

『我 だに 心』 の 『たにこ』 を 『丹 後』 とした。 此歌 は、 流布本に も 鷹.^ 本に も缺 けて 居 b、 流布 

本に は、 山陰 道の 下に 『丹 後 國不見 如何』 と 注して あるが、 今、 岡 書 寮 本 第二、 類從 本に よって 補 

つて 置いた。 和名 抄に、 丹 後、 太 通 波 乃 美 知 乃 之 利と ある。 後 撰集卷 二に、 『時し も あれ 花の 盛に つ 

ら ければ 思 はぬ 山に 入り やしな まし』。 拾遺 集卷 十五に、 『恨みての 後 さへ 人の つらからば 如何に 言 

ひて かね を もなか まし』。 後 拾遺 集卷 十二に、 『わが 心 こころに も あらで つらからば 夜. かれむ 床の 形 

见 ともせよ』 が ある。 『深き 山に も』 の 句 は、 他に 見あたらぬ やうで ある。 萬 葉で は、 山に 『深し』 

と は 言って ゐ ない。 後 撰 集に 『山 深み』 が あり、 西 行 あたりに なると 『深き 山』 と 言って ゐる。 『深 

き 山路』. とい ふ 句 も、 古今 集、 後 撰 集 あた- -には 見えぬ が、 新.^ 今集卷 十に， 『白雲の かかる 旅ね も 

なら はぬ に 深き 山路に 日 はくれ にけ り』 が あ b、 新.：^ 今 以後の 勅撰集に は數例 見えて ゐる。 なほ、 

.^^sl^集^十に、 『足 引の 山に お ふて ふ もろ 蔓も ろと もに こそ 入ら まほし けれ』 力 あ f 王 葉 集卷九 

に、 3- うちた のむ 君が 心の つらからば 野に も 山に も 行き かくれな む』 とい ふの 力 ある 

.  二 四 九 


た ぢ ま 

g 春が すみ 立ち まふ 出と 見えつ る はこの も かの もの 櫻な りけ り 

『立ち まふ』 の 『たち ま』 を 『^馬』 とした。 續後 撰集卷 二に、 『題 しら や、 人 丸』 として 载っ 

た。 景樹チ ％ 『かの つくば 山の この も か の も は 山の あなたお もて 山の こなたお もて をい ふ 事と 人 も 

いひ、 さもと. X きこえ たれ ど、 此歌 によりて 思へば、 た， 見渡した る 山の こ、 かしこ 成べ し。 大井 

川の みゆき の^なる は 河のう へ なれば こ、 にか、 はらす』。 新 A 今 集卷五 に、 『薄 霧の 立ち まふ 山の 

紅葉 はさ やかなら ね ど それと 見えけ， 9』。 古今 集卷 二十に、 『筑波 根の この も かの もに 蔭 は あれ ど？ 1^ 

がみ 蔭に 增 すかげ はなし』。 後 撰集卷 七に、 『山風の 吹きの まに まに 紅葉 はこの も かの もに 散りぬ ベ 

ら なり』 が ある。  . 

, 〇 

.  いなば 


g 鶯の聲 を ほのかに うち 啼 きていな ば いづれ の 山 を た づ ね む 

類從 本、 結句、 『山に 尋 む』。 『去な ば』 を 『因幡』 とした。 古今 集卷 g: に、 『秋風に 聲を ほに あげ 

てく る 船 は 天のと 渡る 雁に ぞぁ りけ る』。 濱松 中納言 物語に.、 『み吉 野の 雪の 內 にも 住み 佗びぬ いづ 

れの山 を 今 は 尋ねむ』 が ある。 この あた 6 の 歌 は、 濫， 0 に 句 割が あり、 無理が あって、 決して 巧で 

はない ことが！；^ かる。 

〇 

ははき 

S 山ぎ ははき よく 見 ゆれ ど あまつ 空た だよ ふ 雲の 月 やかく さむ 

岡 書 寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『山の は、』、 第三 句、 『天の原』。 『山ぎ は、 山の は) はきょく』 の 

『ははき』 を 『伯 香』 とした。 續. W 今集卷 四に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』、 初 句、 『山の はは』 として 

载っ た。 E ぉ樹 云。 『山き はとい ふ は、 山の はわたり をい ふと 見 ゆる 證 とすべし』。 和名 抄に、 伯耆、 

波々 岐と ある。 『きょく 見 ゆれ ど』 は 他に 見あたらす、 『ただよ ふ 雲の』 の 如き 用例 も、 古今. 後 撰. 

.  [  .  —-  ！  二 五  一 ： ！ , 


二 五 二 

拾 遣 あたりに は 見えない。 

〇 

いはみ 

g よと ともに 浪 なき 磯の-:；; 見れば かた へぞ 乾く 時 はありけ る 

類從 本、 鷹. E 本、 第二 句、 『浪 なれ 磯の』 と ある。 『岩 見れば』 の 『いはみ』 を 『石 見』 とした。 

景樹 云。 『磯 はやが て 岩の ことにて、 いと^. - ふるく はさ こその み 見 § めれ、 この 時な どより は、 

さる かたのみ にあらざる 證 とすべし』。 古今 集卷 三に、 『夏と 秋と ゆきか ふ 空の 通路 はかた へ凉 しき 

風 や 吹 くらむ』 が ある。 

,  〇 

お き 

g 革の 葉に お きゐる 露の 消えぬ 間 は 玉 かと 見 ゆる • 事の はかな さ 

流布本 一本、 第二 句、 『おきぬ る 露の』。 『置き』 を 『隱 岐』 とした。 新 拾 ー集卷 十に、 『題 しらす、 


尺 丸』 として 載り、 第三 句、 『消えぬ まに』 となって 居る。 後抬 遺集 卷 十七に、 『草の葉に 置かぬ ば 

かりの 露の 身 はいつ 其數に 入らむ とすら む jT 後 撰集卷 九に、 『夕暮 はまつ にも かかる 白露のお くる 

朝 や 消え はは つらむ』 が ある。  ， 

.  鲁 

〇 

いづも  . 

g 程 もな く 今朝 ふる 雪の 朝 まだき い つもと 云 ふ は 虚言 か 君 

岡 * 寮 本 第二、 類從 本に は、 初 句、 『あ ともなく』、 第三-四 句、 『あさまた いつもる と 聞く は』 (魔 

司 本 同) になって ゐる。 『何時も』 を 『出 雲』 とした。 拾遺 集卷 十一 に、 『程 もな く 消えぬ る 雪 はか ひ 

もなし，^^-をっみてこそ哀と思はめ』。 卷 三に、 『朝 まだき 嵐の 山の 寒ければ 紅葉の 錦き ぬ人ぞ なき』。 

卷 二十に， 『思 ふより いふ は 愚に 成り ぬれば 譬へ てい はむ 言の葉 ぞ 無き』 が あ.^, 萬 葉 集卷十  一 (二  S 

.1 ハ六) に- 『淺茅 原 小 野に 標結ふ 空 ごと をい かな，. 0 と 云 ひて お をし 待た む』。 後 撰集卷 十六に- 『雲居 路 

の 遙 けき 程の そ ら ごと はい か な る 風の 吹き て つ げけ む』 が ある。 

二 五一 一一 


,  二 五 四 

山陽 道 

〇 

はり ま 

g 立ち か はります 田の 池の 浮蓴 くれ ども 絕 えぬ 物に ぞ ありけ る 

『か はります 田』 の 『はり. ま』 を 『播 磨』 とした。 『來れ ども』 と 『繰れ ども』 と 言 掛け、 初 句に 

聯關 せしめて ゐる。 拾遺 集卷 十二に、 『なき 事 を 磐 余の 池の 浮きぬな はくる しき 物 はよ にこ そ あ， 0 

けれ』。 後 拾遺 集卷 十四に、 『我戀 はます たの 池のう きぬな は 苦しくて のみ 年 を ふる かな』。 卷 十八 

に、 『出づ る 湯の わくに 懸れ る白絲 はくる 人絕 えぬ ものに ぞぁ， 0 ける』 が ある。  • 

〇  .  . 

みま さか 

§ 君が みま さがな く 常に はなれつ つ わが 花園 を路 みし だくめ り 


流布本 一本、 園 書 寮 本 第二、 類從 本、 第 四 句、 『我が 花 そのに』。 『御馬 さがな く』 の 『みま さか』 

を 『美 作』 とした。 後 拾遺 集卷 三に、 『夏 刈の 玉 江の 芦 を ふみしだき 群れ 居る 鳥の たつ i 全ぞ なき』 が 

あり、 催 馬樂、 竹 河に、 『竹 河の 橋の つめなる 橋の つめなる 花園に 花ぞ のに 我 をば 放て や 我 をば 放て 

やめ ざした ぐへ て』 が ある。 

〇 

びせ 

^ とき は 山. nlK の 松の 年を經 てく ひぜに ならむ 年 を 見て しか 

類從 本、 題、 『ひせに』。 圖書寮 本 第二、 結句、 『ときを 見て しな』 「類從 本 同)、 『ときを こそ まて』。 

『くひせ (に)』 の 『ひせ (に)』 を 『備 前』 にしお。 景樹 云。 『備前 也。 くひの 假 字く ゐ ならざる 證 也』。 

和名 抄に、 備前、 岐比乃 美 知乃久 知と ある。 『くひせ』 は 伐 株の 事で、 和名 抄に、 株、 久比 世と 注 

して ある。 時代 は 後れる が、 散木奇 歌集 卷 九に、 『若 々となりば えしても 見 ゆる かなく ひせに もとは 

まことな り けり』。 夫 木 和歌 抄卷 十六に、 『枯れた てる 楦 のく ひせの わか だち に色づ くと 見し 葉 さへ 

ち b ぬる』 が あ. -、 なほ 後 撰集卷 二十に、 『植ゑ 置きし 二葉の 松 はありながら 君が 千歲 のな きぞ 悲し 

二 五 五 


き』。 .f{: 今集卷 七に、 『秋 くれ ど 色 も變ら ぬと き は 出よ その 紅葉 を風ぞ かしけ る』 が ある。 

〇 

びち う 

g 袂ひぢ うきて 身 さへ ぞ流 れつる わりな きこ ひの あはぬ 淚に 

流布本 一本、 第 四 句、 『わかなき』。 圆書寮 本 第二、 『わ 6 なき』。 類從 本、 『わかなき』。 『ひ； T 浮き 

て』 の 『ひち う』 を 『備 中』 とした。 和名 抄に、 備中、 亩備乃 美 知乃奈 加と ある。 古今 集卷ー に、 

『袖ひぢて結びし水の氷れるを^_^たっけふの風ゃとくらむ』。 後 撰集卷 五に、 『露 かけし 快 ほす まも 

なきもの をな ど 秋風の まだき 吹 くらむ』。 金 葉集卷 四に、 『おとに だに 袂を ぬらす 時雨 かな 根の 板屋 

のよ るの 寐覺 に』 が あ， 0- 後 撰集卷 十二に、 『浪の 上に 跡 や はみ ゆる 水鳥の 浮きて へ ぬらむ 年 は數か 

は JT 卷 九に， 『思 ひだに 驗 なして ふ 我 身に ぞ あはぬ 歎きの 數 はもえ ける』。 -M 今 集卷十 四 に、 『心 を 

ぞ わ，.^ なきものと 思 ひぬ るみる 物から. ゃ戀 しかるべき』 が ある。 


g ひ ご ろ經て 見れ ども あ かぬ 櫻 花 風の さそ はむ ことのね たさよ 

日ごろ， B の 『ひこ， ュ を 『備 後』 とした。 和名 抄に、 備後、 苦 備乃美 知 乃 之 利と ある。 後 拾遺 集 

卷五 に. 『 見渡せば 紅葉し にけ り 山里 はねた くぞ 今日は 一 人き にけ る 』。 拾 遣集卷 一 に * 『足 引の. H が 

くれなる 櫻ば な 散り 殘れ. 9 と 風に 知らるな』 が ある。 風の さそ ふとい ふ 風の 句 は、 勒撰 集で は續古 

今 集 新 後 撰 集. 新 千載 集 等に ある。 『みれ ども あかぬ』 の 句 は、 古今 集. 後 撰 集に は 無，、、 拾遺 集 

卷 -r に- 日ぐ らしに 見れ ども 飽かぬ 女郎花 野べ にや 今宵 旅寐 しな まし』： 卷 四に、 『ひね もす に 見れ 

ども 飽かぬ 紅葉 はいかなる 山の J 風な るら む』 が ある。 

あ き 

m 鶯の あきて たちぬる 花の香 を かぜの たよりに 我 は 侍つ かな 

本 第二、 類從 本、 結 旬、 『しる かな』。 『あきて』 の 一一 あき』 を 『安藝』 とした。 『あきて』 

は 『飽きて』 であらう。 後 撰集卷 五に、 『心 あ 6 て 鳩き もしつ るか 蜩の 何れも 物の あきて うければ』。 

.  二 五 七 


.  二 五一へ 

古今 集卷ー に * 『花の香 を 風の たよりに たぐへ てぞ鷥 さそ ふしる べに はやる』。 拾 遣集卷 二十に * 『君 

まさば まづぞ 折ら まし 楼花 風の たよりに 聞く ぞ かなしき』 が ある。 

す ま う 

I 水鳥の たち ゐて さわぐ 磯の す は 浮べ る舟ぞ よそに 過ぎけ る 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 第三 句、 『みつのす は』、 結句、 『うきて いに ける』。 鷹 司 本、 『みづ のす は 

浮べる 舟ぞ よきて いそけ る』 になって 居る。 『巢 はう かべる』 の 『す はう』 を 『周 防』 とした。 景樹 

云。 『周 防 也。 いそのす は 磯の 洲也 C 沖つ 洲に むか へ る 名な り』。 和名 抄に、 周 防、 須波 宇と ある C 

拾遺 集卷 四に、 『水鳥の したやす からぬ 思に は あたわの 水 も 水ら ざり け， 9』。 - 古今 集卷 十七に-、 『水の 

上に 浮べる 船の 君なら ば こ、 ぞ泊り とい はまし もの を』。 後 撰集卷 十七に、 『大 井川う かべる 舟の 篝 

火に. を ぐらの 山 も 名のみ なわけ り. 』 。 後 撰 集卷十 五に 、『うば 玉の 今宵ば かり ぞ あけ 衣 あけなば 人 を. 

よそに こそ 昆め』 が ある。 


〇 

ながと 

^ ，の 中と き はに 入りて かづく 蟹 も 人に あはび はと もし かりけ り 

圖書寮 本 第二、 第二 句、 『とに いでい. 0, て』、 第 四 句、 類從本 共に、 『人に は あはび』 になって ク. - る- 

『¥1吊 き  11』 の 『なかと』 を 『長 門』 とした。 後 撰集卷 十二に、 『常 磐に と賴 めし 事 は 待つ 程の 久し か 

るべき 名に こそ あり けれ』 が あるが、 『とき はに 入.^ て』 の 句 は 素人 じみて 巧で ない。 古今 集卷十 ra: 

こ、 『伊勢の 蟹の 朝な 夕な に 潜くて ふみる めに 人 を あくよ しもが な』。 古今 集卷 十九に 『人に あにむ 

月の なきに は 思 ひ 置きて むね 走- < ^火に 心 やけ をり』 が あるが、 『人に あはび は』 は 俗調 甚し L もジ 二し 

ある。 

南海 道 

〇 

きのく に 

二 五 九 


I 淺綠野 邊のぁ を 柳 出で て 見む いと を 吹き 來る風 はあり やと 

『吹き』 の 『き』 を 『木』 とした (木 國、 紀 伊)。 新 拾遺 集卷ー に- 『題 しらす、 柿 本ん 丸』 として 

載って ゐる。 景樹 云。 『紀伊 也。 題に きのく にと はいかで かける』。 拾 遣集卷 一 に、 『淺綠 野べ の 霞 は 

つつめ ども こぼれて 匂 ふ 花 ざ くら かな』。 .fe 今集卷 1 に、 r 「靑 柳の 糸よ， 0 かくる 春し も ぞ亂れ て 花の 

ほころびに ける』 が ある。 

〇 

あは ぢ 

g わが 誓 ふ こと を 誠と 思 はずば あは ちはやぶる 神に 問へ きみ 

『あはち 早 振 神』 の 『あはち』 を 『淡 路』 とした。 『あは』 は 感動詞で ある。 拾 遣集卷 六に、 『君 

が 世 を 長月と だに 思 はすば いかに 別れの かなしから まし』。 榮花 物語に、 『住吉 の 神に 問 はば や 古 も 

かかる みゆき は あら じと ぞ思 ふ』 が ある。 『あは』 にっき 山 田 孝 雄 博士の 敎をぁ ふいだ。 


あ は 

よは 告ざ  もと  V 

% す 末の みあ はと 見え つ つ 帚 木の 本 を もとより 見る 人 そな き 

類：^ 本、 結句- 『いる 人ぞ なき』。 『あはと』 の 『あは』 を 『阿波』 とした。 景樹 云。 『その はに" リ 

やのう たにより て、 ゆせ 木の 說 委しく のちの ものに いはれ たる を、 いかに ぞゃ おぼえた るに、 此 歌に 

よりて おもへば さる こと 也 けんかし。 ありと は 見えて 逢ぬ 君 哉と よめる と 時代 いくはく も か はりな 

.^,0 ょヒ。 叉 あはと は 見つ ゝと ありて はき こえす、 いか、. -、 聊か 書 誤 あるべし』。 大鏡及 大和 物語に 

わる、 a-ia 千 21! 飛び 行く 限 ありければ 雲た つ 山 を あはと こそ 見れ』 ， -^、 源氏物語 松風の 『廻來 て^ 

に， るば かりさ やけき や 淡路の 島の あはと 見し 月』 も 『あは』 は 此處も 感動詞 だら うが 、『すりと』 と 

いふ 意^に も 使って ゐる や う で あ る 。 新 古今 集卷 十六 の躬恒 作、 『淡路 にて あはと 遙 かに 見し 月の 近 

きこよ ひ は 所がら かも』 さう であるから、 この 歌 もさう 解して いいやう である 

さぬ き 

二 六 一 


二 六 二 

から ごろ も 

^ 我 はけさぬ ぎて 歸 りぬ 唐衣よ のまと いひし こと を 忘れず 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 第二 句、 『歸 りつ』、 結句、 『忘れで』。 『けさ 脫 ぎて』 の 『さぬ き』 を 『讃 

岐』 とした。 千 载集卷 六、 相模の 歌に、 『哀 にも 暮れ ゆく 年の 日數 かな 歸らむ 事 は 夜の まと 思 ふに』 

があって 參考 となる。 なほ 土 佐 日記に、 r 白 散 を 或 者よ のまと て船屋 形に はさめ， 0 ければ』 云々 と あ 

る。 夜間、 夜中の ことで ある。 この 歌 は 表現 は 巧で はない。 『よの まに いひし』 ぐら ゐの つもりと も 

思 ふが 確かで はない。 古今 集卷 十、. 物 名に、 『我 はけさう ひに ぞ見 つろ 花の 色 を あだなる ものと いふ 

へ かりけ り』 が ある。 

〇 

い よ 

， はかなし や 風に うかべる 蜘蛛の いよ 心細 くも 空 にわ たれる 

流布本 一本、 第 四 句、 『心 ほ (そ) くそ』。 類從 本、 第二 旬、 『風に まがへ る』、 第 四 句、 『心 ほそく 

0  い 

て』。 『巢 よ、 七 細く』 Q 『いよ』 を 『伊豫』 としお〕 『いよ』 は 『いや』 と 同じく 愈の 意も存 する であ 


らう。 景樹 云。 『伊豫 也。 妹の ゐ. と はかくべ からす、 いなる 證 也』。 千 载集卷 十 一 に、 『はかなし や 枕 

定めぬ うたたねに ほのかに まよ ふ 夢の 通路』。 後 撰集卷 十八に、 『風 ふけば 絕ぇ ぬと 見 ゆ， る 蜘蛛の い 

も 又 かきつ かで やむ とや はきく』。 後 拾 遣集卷 十七に、 『大空に 風 まつ ほどの 蜘蛛の いの 心細 さ をお 

も ひやら なむ』 が ある。 

〇 

と さ 

m 湊 さる 舟 こそけ さは 怪し けれ 0= たけて 風の 吹きて かへ るに 

圆害察 本 第二、 類從 本、 第 四. 五 句、 『日た けば 風の ふきて かへ すに r 『湊 さる J の 『とさ』 を 『土 

iH= とした。 拾 遣集卷 十一 に、 『湊 いづる 延 虫 の 小舟の いかりな は 苦しき ものと 戀を しりぬる』。 卷十 

五に、 『怪し くもいと ふに は ゆる 心かない かにして か は思絕 ゆべき』 が ある。 

.u^fe^ 十一 ケ S 「類從 本) 


二 六 四 

ちくせ 

S かた ケ ちくせ につ くれと 言 ひ 遣らむ ましき 若菜 も 生 ひば 摘む ベ く 

圖書 5^4 第二、 類從 本、 初.？、 『かたみちち』 (魔 司 本 同」、 第三 句、 『薛 きし』。 『片道く せに』 の 『ち 

くせ』 を 『筑 前』 とした。 初 句 は 『かたみち』 と訓 んでゐ るが、 『かたつ 道と よむ か』 とい ふ 長連饭 

氏の 說を 參考 とすべき である。 和名 抄に、 筑前、 筑紫乃 三 知乃久 知と ある。 ゼンを 單にゼ として ゐ 

る。 『くせ』 は久 世の 地名 か。 或は 『曲』、 『癖』 の 意 か。 初 句、 類從 本、 『片身 乳 癖』 でも あもう か 

『il. と關係 あるか。 識者の 敎を乞 ふ。 筑後缺 如。 流布本に、 【西 海道』 のドに r りく こ不 見』、 類 

從 本に、 この 歌の 後に、 『ちく こ哥 本に なし』 と 注して ある。 

ひせ 

^  -を戀 ひせめ て淚 のこ ぼ るれば これたか かたの 袖ぞ濡 おける 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 題、 『ひせん』 (1^1.10。 第 四 句、 『こなた かなたの』。 『戀 ひせめ て』 の 


『ひせ，， を 『肥 前』 とした。 續 古今 集卷 十四に 載り、 『戀の 歌の 中に、 人 丸， r 第 四 句、 『こなた かな 

たの』 となって ゐる。 和名 抄に、 肥 前. 比 乃 三 知乃久 知と ある。 後 拾遺 集卷 十一 に、 『逢 ふまでと せ 

め て 命の をし ければ 戀 こそ 人の 命な > ^けれ』。 卷 十一 一 に、 『恨む とも 今 は 見え じと 思 ふ こそせ めて つ 

ら さの 餘， 0 なり けれ』 が ある。 『たか かお』 は播 磨の 地名で あらう。 後 撰集卷 十六に、 『物 思 ふと 行 

きても 見ねば 高 ii の 蟹の 苫屋は 朽ち やし ぬらむ』 が ある。 後 撰 集の 歌で 見る に、 高 潟 は海濱 である 

から、 そこで この 浦で も、 『袖 ぞ濡 れ ける』 といった もの で あ ら う。 

ひご 

ま 誰し かも 我を戀 ふらむ 下紐の 結び も あはず 解 くるひ ごろ は 

圖窨寮 本 第二、 類從 本、 第 四. 五 句、 『結び も あへ す 解く る こころ は』 になって ゐる。 『日ごろ は』 

の 『ひご』 を 『肥 後』 とした C 續 古今 集 卷 十四に、 『題 しらす、 柿 本人 丸』 として 载 つた。 第 四. 五 

句、 類從 本に 同じ C 和名 抄に、 肥 後. 比 乃 美 知 乃 之 利と ある。 古今 集卷ー に、 『誰し かもと めて 折り 

つ る^1|^霞立ちかくすらむ山の樱を』- 後 拾遺 集卷 十一 に、 『朽ちに ける 袖の 印 は 下級の 解く るに など 

二 六 五 


か 知らせ ざ， 9 けむ』 が ある。 

.  〇 • 

ぶせ 

g 春の 野に きの ふうせに しわが 駒 を いづれ の 方に さして 求めむ 

圆書寮 本 第二、 類從 本に、 題、 『ふうせ』 と ある。 『きの ふ 失せ』 の 『ふうせ』 を 『豊 前』 とした。 

景樹 云。 『豊 前な. o。 次の 豊 後に 花に て ふこ、 にて 常に 云々 と あ， 0 て、 ぶ ごとよ みたれば * こ、 もぶ 

せとの みよむべき を、 ぶう せと ある は、 ふの 韻脚う なれば、 ふうとの ばへ たるな らん。 木の 國 をき 

い、 屠蘇 をと おそとの ばへ し 類 也。 此 時まで はもとの ことわ， 0 だに き はめ ぬれば、 心の 行に したが 

ひて、 詞を おのが まに まに、 のべ もつ-:^ めもう た へ る 也け ，0』0 一  本題 ブ ゼ 一一 。 ブ ゼ ンをブ ゼ とも ブ 

ゼ 一一と もして ゐ たものと 思 ふ。 和名 抄に、 豊前、 止 與久遝 乃 美 知乃久 知と ある。 拾遺 集卷 十の 神樂 

歌に、 『わが 駒 は 早く 行かな む 朝日 子が やへ さす 岡の 玉笹 のうへ に』。 後 撰集卷 十四に、 『もる めの 

み 數多見 ゆれば 三 笠 山 しるしる 如何 さして 行く ベ き』 が ある。 


% にこ ここ こてお こ 陸れ なむの どけから ねば 見る 人 もな し 

2 ヌ 1,  »9  •  , 

『g ここに』 の 『ふこ』 を 『豊 後』 とした。 はじめは ブゴと 言った のが ブクゴ とな.^ ブンゴ とな 

つたので あらう。 和名 抄に、 豊後、 止 與久邇 乃 美 知 乃 之 利と ある。 拾遺 集卷 三に 、『女郎花 匂 ふ あた 

りに むつ るれば あやなく 露 や 心 置 くらむ』 が ある。 S 花に 蝶』 とい ふ 句と いひ、 『のどけ からねば』 

とい ふ 句と いひ、 俗調の 甚 しきものの ごとくで ある。 

ひ う が  - 

しろし 

S あま. まう かりけ りと ぞ思 ひぬ る 身 をば 焦せ ど臉 なけれ d 

『ぎひう か の 『ひう か』 を 『日向』 とした。 景樹 云。 『日向 也。 いとせ へ は ひむ かとい ひけ， り" 

はやく 此世 のころ は ひう かとの みい ひし 證也。 是 なん やがて 上の ぶんご をぶ うごと かよ はせ る うら 

う J ぼ h- け，， 」。 後 撰 集卷十 一 に、 『伊勢の 海に；？ - やく 聲の藤 衣なる と はすれ ど あはぬ おかな』。 後 拾 

二 六 七 


遣集卷 十三に、 『來 じと だに 云 はで 絕 えなば うか -9 ける 人の 誠 をい かで 知ら まし』。 千載 集卷 三に、 

『ともしす る 火 串 を 妻と 思へば や 逢見て 鹿の 身 を 焦 すらむ』。 後 撰集卷 十の 貫 之の 歌に、 『涙に も 思 

ひのき ゆる ものなら ばいと かく 胸 は 焦 さ ざら まし』。 卷 九に、 『消え はてて やみぬ ばかり か 年 を へ て 

君 を 思 ひの 驗 なければ』 が ある。 

お ほ す み 

m わが 宿に お ほす み 出の いか なれば 秋 を 知らず て ときはな るら む 

圖書寮 本 第二、 類從 本、 初 句、 『我が やどの』。 『お ほす み 山』 の 『お ほす み』 を 『大 隅』 とした。 

『大 すみ 山』 は 山城の 綴 喜 郡の 大住 のこと であらう か。 ほかのと ころに も 『久 世』 があった から、 

さう 解して いいやう である。 後 拾遺 集卷 五に、 『いか なれば 同じ 時雨に 紅葉す る 称の 森の 薄く 濃 か 

ら む』。 古今 集卷ー に、 『常 磐なる 松の みどり も 春 くれば 今一 しほの 色 まさ. 9 けり J:。 拾 遣集卷 十八 

に、 『花の 色 も常槃 ならな むな よ 竹の 長き よに 置く 露し か、 らば』 が ある。 


さつ ま 

^  の 野の花 を くさぐさ つまむ とて さも-ぼ を もつ くりつる かな 

『くさ 摘まむ 一一の 『さつ ま』 を 5 摩』 とした。 『かたみ』 は 『かたま』 卽ち 籠で ある。 風雅 集卷 

た：、 『くさぐさの 草木の 種と 思 ひし を 潤す 雨 は 一 つなり け 4. 後 拾 I 卷 十一に， 『I はさ も 

-? 人め 難 t めさ-かり はとけ て 見えな む， r 千载着 十二に、 『など やかく さも 暮れが たき 大空 

ぞ我 待つ 事 はありと 知ら I』 が ある C 拾遺 集卷 七に、 『白露 の懸 るか やがて 消え ざら ば 草葉 ぞ 玉の 

输笥 なら まし』 が ある 


9 き 

S ゆき 通 ふ， 井 は路も 無き もの をい かで か 雁の まど は ざるら む 

圆奮本 第二、 類從 本、 第一-二 句、 『ゆきかへ る 雲井に 道 も』。 『ゆき 通 ふ』 の 『I を 『霞』 

としこ。 續 千載 集卷 四に、 『題 しらす、 人 麿』 として 載った。 結句、 i は ざるら む』。 羣書 一覧に 


二 七 〇 

『丹 後筑 前の 兩國 かけ たれ ど、 壹岐尉 馬 入りた る 故、 六十 六 首と なれり.。 壹岐を 假名に て ゆきと かけ 

り』。 景樹 云。 『壹岐 也。 是も いと ふるく は伊岐 島と も かければ、 いきと いはん 事 もとより 論な し。 

壹を ゆと は よむべからざる を、 萬 葉. のころ よ， 9 由吉 とかけ るより さの みい ひきたり て、 此 ころもな 

ほ ゆきと い へれば ぞ此歌 はありけ る。 和名 抄も おなじ。 今 はまたい きとの みい ひて、 ゆきと はい は 

& 卜 

す。 いつよ b もとに かへ りけんお ほつ かなし。 是も本 はいき かよ ふとよ みたる にも や あらんと もい 

はるれ ど、 猶 さに は あら じかし』。 萬 葉集卷 十五 ハ九 5 に、 毛 奈久由 可 牟登由 吉能安 末 能 保 都 手 乃 

ラ チ， ？ ：ヽ -,、 ， -  ン ラ へ 力 ィ へ 二 力 力 へ ル ュ キ ノ シ マ ュ 力 ム タ ド キ モ す モ ヒ 力 .1„、- ッ モ 

宇良敝 乎。. 同卷 (三 六 九 六) に 新羅 奇敝可 伊 敝爾可 加 反 流 由 吉能之 麻 由 可 牟多登 伎 毛 於 毛 比 可 鋼 都 母 

等と あり、 『由 吉』 は 皆、 『壹 岐』 を 示して ゐる。 なほ、 壹岐守 板 氏 安麻 呂。 壹岐目 村 氏 彼方。 到， 一 

壹岐島 I 雪 連 宅 滿忽遇 二 鬼 病, 等の 例が あり、 『壹』 を ュと訓 んでゐ る。 これ は、 漢次 音、 ュ だからで 

ある。 『壹』 の イツ は 阿 行の 伊でなくて、 也 行の 以 であるから、 由と なる ので ある。 これ は 太 田 全 

齋 の解說 である。 『愚案。 是 一一 テ影 1 母 第 四 等の 耶 1 行ナダ ヲ證ス べシ』 (漢 li) 。後 撰集卷 十九に、 

『我 をのみ 思 ひつる がの 越なら ば歸 るの 山 はま ど は ざら まし』。 拾 遣集卷 七に、 『水*^なく舟も通は 

ぬ此 島に いかで か海士 のな がめ かるら， む』 が ある。  . 

〇 


つし ま 

,  みな かみ 

^ 山川 に 水し まさらば 水上に つもる 木の葉 はおとし はつらむ 

類從 本、 初 句、 『山き はに』。 『水し 增 らば』 の 『つし ま』 を 『對 馬』 とした。 新 後 拾遺 集卷 八に 人 

丸 作と して 入った。 初 句、 『山川の』。 金 葉集卷 三に、 『歸る さは 淺瀨も 知ら じ 天の河 あかぬ 淚に 水し 

まさらば』。 後 拾遺 集卷 五に、 『水上に 紅葉な がれて 大 井川 むら ごに 見 ゆる 瀧の 白絲』 が ある。 

右で 大體 の考を 了へ た。 ついでに 對 馬に 關係 ある 歌 は、 萬葉卷 一から 見當 るから、 參考 のた め そ 

の 數首を 記し 置かう とお も ふ。 

三 野 連 名 S 入唐 時 春 日 藏首老 作歌 

ァリ ネ ヨン ッ シ マ ノ ヮ々 リヮタ ナカ 二 ヌサ トリ ニケテ ハヤ 力へ リコ ネ 

在 根 良 對馬乃 渡 渡 中 爾幣取 向 而早還 許 年 f せ 一、 六 二) 

到，： 對馬 島淺茅 浦： 舶泊之 時、 . 不， 得，， 順風； 經停 五箇 日、 於 是瞻ニ 望 物 華， 各陳 H 働 心， 

モ， モ.， "つ ； JL  ノ ハ ッ， つ ッシ マノ ァ サ ヂ ャマシ グ レ / ァ 乂  二 モ i ダ ヒ 二 ケ リ /.;SS!>.JIE、  \ 

毛 母 布 禰乃波 都 流 對馬能 安佐 治山 志 具 禮能安 米 爾毛美 多 比 爾家里 (itjt ハ セ) 

古今 =1^ 以後の 歌で、 氣づ いた もの、 

, 二 七 一 


二 七 二 

嘉言 對 馬に なりて 下り 侍りけ るに 人に か はりて 遣し ける  相  摸 

厭 はしき 我 命 さ へ ゆく 人の か へ ら むまで ぞを しく 成ぬ る 

對馬 にな， 9 てま かり 下りけ るに 津の國 の ほどより 能 因 法師が もとに 

つ か はしけ る  大 江 嘉 言 

命 あらば 今歸 りこむ の 國の難 波 ほ り え の 声 の う ら わ に 

かう いふ 歌が 目についた。 筑 紫に 旅した 歌が 可な り あるし、 新 古今に は、 『人」 し 侍りけ る 時い つ 

ほどか 歸る ベ きと 人のと ひ 侍りければ。 旅 衣た ちゆく 浪路 とほければ いざ 白雲の ほど も しられす』 

とい ふ 歌 もあって、 壹岐、 對馬を 通って 行った ものであるから、 國づ くしの 歌なら ば 自然 壹岐對 馬 

まで も 及ぶ ことと なる ので ある。 對馬 は、 律 島、 津の ある 島の 義 だとい はれて ゐる。 魏 志に 對 島と 

見え、 書紀、 和名 鈔 等に 對馬 島な どと 書いた。 


勅撰集 選出 歌考證 


〔古今 集〕 

卷 三 

卷 四 

卷 六 

卷 九 

卷 十三 

卷 十七 


卷 一 

卷 二 

卷 三 

卷 四 


總 數七苜 

夏 歌 

秋 歌 上 

冬 歌 


： ボ 三 

雜歌上 


〔拾遺 集〕 總數 i 首 (ま變 S 出， 


春 

冬 


三 

三 


卷 六 

卷 八 

卷 九 

卷 十 

卷十 一 

卷 十二 

卷 十三 

卷十 ral 

卷 十五 

卷 十六 

卷 十七 

卷 十八 

卷 十九 

卷 二十 


戀 四 

維 秋 

雜賀 

雜戀 

哀 


十- 


五  (賤頭 i ン) 


三 

七 

十八 

十一 

九 

八 


六 S 出 ご 

ヒ 


二 七 五 


二 七 六 


〔新 古今 集〕 總數 二十 三 首 


〔新 勅撰集〕 總 數六苜 


卷 三 

卷 四 

卷 五 

卷 六 

卷 八 

卷 十 

卷十 一 

卷 十三 

卷 十五 

卷 十七 


夏 歌 

秋 歌 上 

秋 歌 下 

哀傷 歌 

覉旅歌 


戀歌 一一 一 

戀歌五 

雜歌中 

雜歌下 


六 


三 


卷 四 

卷 五 

卷 十四 

卷 十八 

〔續後 撰 集〕 

卷 一 

卷 二 

卷 三 

卷 五 

卷 七 

卷 八 - 


秋 歌 上 

秋 歌 下 

戀歌四 

維歌ミ . 

總數 十一 首 

春 歌 上 

春 歌 中 

春 歌 下 

秋 歌 下 

冬 歌 


三 


卷十 一 

卷 十二 

卷 十五 

卷十 f< 


卷 一 

卷 二 

卷 三 

卷 四 

卷 五 

卷 九 

卷 十 

卷 十一 


戀歌 1 

戀歌ニ 

戀歌五 

覉旅歌 


〔續 古今 集〕 總數 二十 六 首 


春 歌 上 

春 歌 下 

夏 歌 

秋 歌 上 

秋 歌 下 


覉旅歌 


三 


卷 十二 戀歌ニ 

卷 十四 戀歌 四 

卷 十七 雜歌上 

卷 十八 雜歌 中 

卷 十九 雜歌 下 

〔玉 葉 集〕 總數 二十 譽 


卷 一 

卷 三 

卷 四 

卷 五 

卷 六 

卷 八 

卷 九 


春 歌 上 

夏 歌 

秋 歌 上 

秋 歌 下， 

. 冬 歌 


戀歌 一 


六 


二 


三 


二 七 七 


卷 十 戀歌ニ 

卷 十二 戀歌四 

卷 十三 戀歌 五 

卷 十五 維 歌 二 

卷 十八 維 歌 五 

〔續 千載 集〕 總數 首 

卷ー 春 歌 上 

卷四 秋 歌 上 

卷 十二 戀歌ニ 

〔續後 拾遺 集〕 總數十 一 首 

卷ー 春 歌 上 


二 七 八 

卷ニ 春 歌 下 

卷 四 秋 歌 上 

卷五 秋 歌 下 

卷 六 冬 歌 

卷 八 離別 歌 

卷十 一 戀歌 一 

卷 十二 戀歌ニ 

卷 十三 戀歌ミ 

〔風雅 集〕 總數九 首 

卷ー 春 歌 上 

卷ニ 春 歌 中 

卷九 旅 歌 

卷 十四 戀歌五 


一一 四 三 


〔新 千載 集〕 • 總數十 首 

卷 一 寿 歌 上 

卷 三 夏 歌 

卷四 秋 歌 上 

卷五 秋 歌 下 

卷 六 冬 歌 

卷十 一 戀歌 一 

卷 十二 戀歌ニ 

卷 十三 戀歌三 

〔新 拾遺 集〕 總數 十五 苜 

卷ー 春 歌 上 

二 春 歌 下 


卷四 秋 歌 上 

卷五 秋 歌 下 

卷 九 覉旅歌 

卷 十 哀傷 歌. - 

卷十 一 戀歌 一 

卷 十四 戀歌四 

卷 十八 雜歌上 

〔新 後抬 遺集〕 總 數三苜 

卷五 秋 歌 下 

卷 八 雜秋歌 

卷 十 覉旅歌 

〔新續 古今 集〕 總 數三苜 

二 七 九 


二八 〇 

卷 一春 歌 上  一 

卷四 湫歌上  ，ー 

卷五 秋 歌 下. 1 


^が やどの； ffi の 藤 波 さきにけ り 山 ほととぎすい つ 力すな 力む 

古今 集卷 三夏 歌に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 ある 人の いはく 柿 本ん 

麿が な，'』 と ある。 六帖 に、 人 麿と して 載 り、 結句、 『今やき なかむ』 となって ゐる。 柿 本 集に 载 

り、 歌仙 歌集 本 は 六帖に 同じく、 圖書察 本 第. 一、 第二、 類從本 は、 古今 集に 同じで ある。 

〇  . 

夜 を 寒み 衣 かりがね なくなべ に获の 下葉もう つろ ひに けり  . 

古今 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 は ある 人の いはく 沛 

本の 人 麿が な-'』 と ある。 六帖 及び 拾遺 集卷 十七に、 人 麿と して 载， り、 六帖の 結句、 『色 づきに け 


り』、 拾遺 集の 第 四 • 五 句、 『获の 下葉 は 色 づきに けり』 となって ゐる。 

梅の はな それとも 見えず 久方の あまぎる 雪の なべ て ふれれば  . 

古今 集 卷六冬 歌に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 は 或 人の いはく Iwi^ 人 

麿が 歌な り』 と ある。 拾遺 集卷ー に、 題 しらす、 柿 本人 丸と して 載り、 また 柿 本 集に 載った。 萬 葉 

集卷 八 (一四 二 六)、 山 部 宿禰 赤 人 歌に、 r 勢 "子 きが t 轰 l^+r あず, 乃 が ある。 

〇 

ほのぼのと 明 石の 浦の 朝霧に 島が くれ 行く ふね をし ぞ おも ふ 

古今 集 卷九覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 は ある 人の いはく 怖 

本人 麿が なり』 と ある。 六 帖に人 麿と して 載り、 また 柿 本 集に 載った。 今昔 物語に は 小 野 篁の 作に 

なって ゐる。 


逢 はぬ 夜の ふる 白雪と つもりな ば われさへ 共に けぬべき もの を 

今集卷 十三 戀歌 三に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 は ある 人の いはく 

柿 本人 麿が 歌な り』 と ある。 六 帖に人 麿と して 载， り-、 また 柿 本 集に 載った。 

〇 

風 ふけば 波う つ 岸の 松 なれ やねに あら はれて 泣きぬ ベら なり 

古今 集卷 十三 戀歌 三に あり、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『此歌 は 或 人の いはく 柿 本人 麿が なり』 

と ある。 六帖 に、 人 麿と して、 第二  ニニ 句、 『波 こす 磯. の 磯馴松』 となって ゐる。 姉 本 集に 載り、 

領從 本で は 第二 句、 『波た つ 岸の』 となって ゐる。 

〇 

あづさ ゆみ 磯邊の 小 松た がよ にか 萬 代 かけて たね を まきけ む 

古今 集卷 十七 維 歌 上に あり、 題 しらす、 讀人 しらすと して、 左 注に、 『この 歌 は ある 人の いはく 

.  二八 三 


二 八 四 

柿 本人 麿が な. -』 と ある。 一 本、 第 四 句、 『よろ づ よかね て』。 六帖 に、 讀人 不知で、 第三 

『たが 世に も 萬 代 かねて』 となって ゐる。 


四 

句 


の 花 それとも 見えず 久方の あまぎる ゆきのな ベ て， K れ おば 

や t 集卷ー ^にあり、 題 しらす、 称 本人 丸と ある。 古今 集卷 六に、 題 しらす、 讀人 しらすと して 

載り、 左 注に、 『この 歌 は 或 人の いはく 柿 本人 麿が 歌な わ』 と ある。 柿 本 集に 載った。 萬 葉 集卷八 

C 一四 二 六/ 赤 人の 歌に、 SJ^Rfh 爾令見 常 念 之 梅花 其 十方不 所見 雪 乃 零 有 者が ある。 

あすか らは 若菜 摘まむ と片岡 の あしたの 原 はけ ふぞ燒 くめる 

拾 t 集卷 一：； 卞こぁ り、 題 しらす、 人 丸と ある C 怖 本 集に 載り、 初 句、 歌仙 歌集 本、 『あすよ h- は』 

こなって ゐる。 萬 葉 集卷八 (一四 二 七)、 山 部 宿 禰赤人 歌に、 從 明日 者 春 菜將採 跡標之 野爾昨 H 毛 今日 


.  二八 六 

毛 雪 波 利 管が ある。 第二 句、 舊訓フ カナ。 初 句、 類聚 古集ァ スカーフ ハ。 

た ごの 浦の 底 さへ に ほふ 藤浪を かざして 行かむ 見ぬ 人の ため 

拾遺 集卷ニ 夏に あり、 『た ごの 浦の 藤の 花 を 見 侍りて、 柿 本人 麿』 と ある。 萬 葉集卷 十九 S 二  0 

ゥチ /クー マノ 十： マロ  タコノ ウー マ ノ リコ サ へ 二 ホ フ フギ十 チカ ザシテ ユカ 二：、 ヌ ヒトノ 々メ 

0/ 內藏繩 麻呂の 歌に、 多 鈷乃浦 能 底 左 倍 爾保布 藤 奈美乎 加 射 之 &將去 不見人 之爲が ある。 六 

帖に讀 人 不知で 載り、 また 柿 本 集に 載った。 

〇  . 

あま の 川 遠き わたりに あらね ども 君が 船出 はとし に こそ まて 

拾遺 集卷 三秋に あり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (二 〇 五 五〕、 七夕， 讀人 不知に、 天 

ガハト ホキヮ タリハ， f ケレド モキ ミガ フナキ ハ トン 二  n リ マテ 

河 遠 度 者 無 友 公之 船出 者 年爾社 侯が あり、 後 撰集卷 五に も、 七夕 をよ める. 讀人 しらすと して， 

萬 葉 集の 通りに 載って ゐる。 六帖 に、 人 麿と して、 この 拾遺 集の 如く ある。 柿 本 集に 載り、 第二  • 

三 句、 歌仙 歌集 本、 『とほきゎた..^となけれども』、 類 從本は 拾 遣 集の 通りで ある。 


天の川 こぞの わたりの 移ろへ ば淺瀨 ふむ まに 夜ぞ 更けに ける 

拾 遣集卷 三秋に あり、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷十 (二  0 一八)、 七夕、 人 麿 歌集 出に、 

^^^i"^^^まsiK?i脈yまss^lがぁる。 第二 句、 舊訓コ ゾノフ タリ"。 古 寫本屮 ハ元. 類. 神リ 

コゾノ ワクリ/。 第 四 句、 古 寫本中 (元 • 神) 力" セフム マー 一。 沛本 集に 載り、 圆書寮 本 第二 • 類從 

本 は、 拾遺 集に 同じく、 歌仙 歌集 本 は、 『淺 瀨』 が 『か はせ』 になって ゐる。 また 赤 人 集に は、 西 本 

願 寺 本、 第二 句- 『そこの わた. 0 の/第 四 句. 『か はら を ゆく に』。 流布本、 第 四 句、 『川瀬 を 行きて』 

になって ゐる。  ， 

年に ありて 一 夜 妹に 逢 ふ 彥星も われに まさりて 思 ふらむ ゃぞ 

拾 造集卷 三秋に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十五 さ 一六 五 七)、 遣 新羅 使 人 等の 七夕 仰觀 

天漢 各陳 所思 作歌 三 首 中に、 饋人 不知、 之爾 安里 且此等 欲 伊 母 爾安布 此故保 思 母 和 禮爾麻 佐里旦 

二八 七 


二八 八 

ォ於モ 毛ず" k ^^がが ある。 六帖 に、 讀人 不知で 載り、 結句、 『思 ふらめ や は』 になって ゐる。 柿 本 集 

にず り、 第三 句、 『彥 尾の』、 他は抬 遺集の 如くで ある。 

〇  . 

龍 田 川 もみ ぢ葉 ながる 神な びの みむろの やまに 時雨 ふるら し 

拾 遣 集卷四 冬に あ，.、 『奈 良の みかど 寵田 川に 紅葉 御覽 じに 行幸 あ b ける 御供に つかう まつ." て、 

肺 本人 麿』 と ある。 古今 集卷 五に-題 しらす、 讀人 不知と して 載り、 『叉 は あすか 川 もみお 葉 流る』 

と 注して あり、 六帖 に、 入 麿と して 載って ゐる。 柿 本 集に、 詞書、 『みかど 龍 田 河の わたりに おは 

します 御供に つかう まつりて』 (欲 仙 欲 集 本) として 載った。 また 大和 物語に 出て ゐる。 

〇 

浦ち かく 降り 來る雪 はしらな みの 末の 松 山 こす かと ぞ 見る 

拾遺 集卷四 冬に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 寬平御 時 后宮 歌合に 興 風と して あり、 古今 集卷七 

一一 も、 『寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌、 藤 原 興 風』 として 載り、 また 與風 集に も 載って ゐる。 


.s ん典展 の sii' である。 六帖に は、 作者 を 記さす に载 せて ゐる。 

〇 

あし ひきの 山路 も 知らず しら かしの 枝 にも 葉 にもき の 降れれば 

拾遺 集卷四 冬に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 一二 五)、 冬 維 歌、 人 麿 歌集 出 (或 本 

- • - ： ゝ SJ  ： 、 ァ んヒキ Z ャマデ モシ 一 マズシ 一 フカ シ ノエ ダモ トチチ 二 ユキノ フ レレ パ  エタ モ  ヮタヮ 

云 三方：^ 彌作) に 足 引山 道 不知 白 杜找枝 母 等 乎 乎 爾雪落 者 「或 云 枝毛 多 和 多 和) が ある。 六帖 に、 

讀人 不知で、 拾遺 集の 如く 出て ゐる。 柿 本 集に 載り、 歌仙 歌集 本、 第 四 句、 『枝 もた わ わに』 にな 

つ て， n るへ 圔 書.： *5 本 第  一 • 第 ニニ。 

- て.^ る, 教從本 等 拾 遣 集に 同じ j 

あま 飛ぶ やかり の 使に い つし かも 奈良 の 都に ことづて や ら む 

拾遺 集卷六 別に あり、 『もろこし にて、 梳 本人 磨』 と ある。 萬 葉集卷 十五 (一一 一六 七 六)、 遣 新羅 使 人 

等の 引 亭舶泊 之 作歌 七 首 中に、 讀人 不知、 安麻 等 夫 也 可 里 乎 都 可此爾 衣且之 可母奈 良能， 夜古爾 

許 登 都礙夜 良武が ある。 

二八 九 


二 九 CD 

.  〇  . 

月 草に ころも はすら む 朝露に ぬれて のの ち はう つろ ひぬ とも 

拾遺 集 卷八雜 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷七 (ニー 一 五一)、 寄 草、 讀人 不知に、 月 草 

ニコ n も ハス ラム アサ ツユ 二 ヌレテ /チ二 ハウ ッロ ヒス トモ  I  -  ： ：  、 

爾衣 者將摺 朝露 爾所沾 而後 者徙去 友が あ， -、 第 四，；？ 舊節ヌ レテノ  ノチハ である。 古今 集卷 四に 

題 しらす、 讀人 しらすと して 載り、 六帖 にも 讀人 不知で 載って ゐる。 柿 本 集に 載-り、 流布本 一本、 

第三 句、 『あさ 霧に』 と ある。 

〇 

ちち わくに 人 はいふと も 織りて 著む 我が はた ものに 白き 麻衣 

拾遺 集 卷八雜 上、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷七 (一二 九 八)、 寄 衣、 人 麿 歌集 出に、 干 各 

ヒト パ ィフ トモ オリ ッガ 厶ヮザ ： ，メ モノ ノシロ アサ ゴロ モ 

人 雖云織 次 我 二十 物 白 麻衣 が ある。 初 句、 舊 訓チナ  一一 、ノ モ。 古 寫本中 「元 古」 トー 一力 クニ。 

第二 句、 古 寫本中 (元. 古. 神) ヒト ハイへ ドモ。 第 四. 五 句、 古 寫本中 (教. 古. 神) フガ ハタ モノ ハ . 

シ&キ アサ. ギヌ となって ゐる。 六帖 に、 作者 不詳で 載り、 初 句、 『ちな に はも』、 第三. 四 句、 『お 


りつが む わが はた ものの』 となって ゐる C 柿 本 集に、 r りちに 人 はいふと も 人 はおりつ がむ わ は 

たものに 白き 麻ぎ ぬ』 (欲 仙 欲 集 本)、 『ち 、はくに 人 はいへ どもお. 9 てきん 我 はた 物の 白き あさ 衣』 

(類從 本：) と い ふ 具 合に 载っ た 。  . 

•  〇 

久方の あめに は 著ぬ を あやしく も わが 衣手の ひると きもな き 

ヒサ 力 タノ 

拾 遣 集 卷八雜 上、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷七 (ニニ 七 ご、 寄 雨、 讀人 不知に、 久堅之 

琴ぎ 波不 ぞ惟毛 吾 袖 者 干 時 無 香が ある。 古寫本 等に ヒル トキ モナ キの訓 は 見當ら ない。 柿 本 集 

にこの 拾 遣 集の 通 h,- に 載った。 

〇  . 

白浪 ま， 立て ど 衣に かさな らず あ か しも 須磨も おのが う ら う ら 

拾 遣 集 卷八雜 上、 前の 歌に つづき、 以上 四 首 『題 しら や、 人 麿』 となって ゐる" 榮華 物語に 柿 本 

人 麿 作と して 载り、 柿 本 集に 載った。 

二 九 一 


夕され ば 衣手 さむし わぎもこが とき あら ひ 衣 ゆきて はや 著む 

拾遺 集 卷八雜 上、 前 四 首に つづいて あり、 『もろこしへ 遣 はしける 時に よめる』 と詞 書が ある。 

萬 葉集卷 十五 Q 一六 六 六、 遣 新羅 使 人 等の 海邊 望月 作歌 九 首 中、 讀人 不知、 が 布 佐 禮婆安 伎 可 是左牟 

思 和 伎 母 故 我等 伎 安良 此其呂 母 由 伎 rui 波 也 伎牟が ある。 描 本 集に、 第二 句、 『秋風 寒し』 と、 萬 葉 

集 ど ほりに 載った。 

. ノ  〇 

ささ 浪ゃ近 江の 宮は 名のみ して かすみた なびき 宮木 もりな し 

拾遺 集 卷八雜 上に あり、 『大涂 の宮の あれて 侍りけ る を 見て、 人 磨』 と ある。 柿 本 集に、 『あ ふみ 

の宮の あれた る を 見て』 として 載った。 萬 葉 集に 類似の 歌 はない。 


空の 海に くもの なみた ち 月の ふね 星の はやしに 漕ぎ か へる 見 ゆ 

拾 遣 集 卷八雜 上、 『詠 天、 人 麿』 と ある。 萬 葉 集卷七 2  0 六，、：)、 詠 天、 人 麿 歌集 出に、 天 海 丹 雲 

ノ  4  --な チッキ ノフ 木 ホシノ ハヤシ 二 コギ カク ル ；- ュ 

之 波立 月 船 星 之 林 丹榜隱 所見が ある。 初 句、 細 井本 ソラ ノウ ミ 一一と ある" 六帖 に、 人 麿と して、 初 

句、 『天の川』、 結句、 『漕ぎ 隱る見 ゆ』 と ある。 柿 本 集に、 拾遺 集 通り 載った (I 彌ぁ從 め 本の は，； 初 f 广ー』 )。 

〇  、 

川の 瀨の うづ まく 見れば 玉藻 かる ちりみだれ たる 川の 舟 かも 

拾遺 集 卷八雜 上、 前の 歌に つづいて あ. -、 『藻 を 詠める』 と 題して ある。 萬 葉 集卷九 〔： 一六 八 五：)、 白水 

力 ハ ノセノ なや ツナ ミ レバ タマ ヲカモ キリ.，、 タシ タルカ ハ ノッ ネ カモ 

河邊間 人， 据禰 作歌に、 河 瀨激乎 見者 玉 鴨 散 亂而在 河 常 鴨が あり、 人 麿 歌集 出で ある。 第一 ニー 句， 

舊訓 力" ノセ ノ. タギ グヲミ レバ。 古 寫本中 (藍. 壬. 類. 神 J 力、 ノノ セヲ. ゥヅマ クミ レ \  、 (古) 力 

ハノセ  一一 • クヅマ クミ レ バ 。 第三 句、 寬永本 其 他、 『玉藻 鴨』 と あり、 舊訓タ マ モカ モ。 タマ モカ 

\ の訓は 見當ら ない。 第 四 句、 舊訓チ リ 三 ダレ テ アル。 古 寫本中 C 藍 . 壬. 類. 古. 祌) チリ ミ ダレ タル。 

結句、 寛 永 本、 『此河 常 鴨』 と あり、 舊訓 コノカ 、ノト カモ。 古寫 本の 大部分 『此』 字な く、  壬. 

二 九 三 


二 九 四 

類. 古. 神) 力 ハ ノ ツネ 力 モ。 『川の 舟』 はこれ を 誤った もので あらう。 六帖 に、 『川の 瀨 になび く を 

見れば 玉 も かも 散り 亂れ たる 出の 常 かも』 と ある。 柿 本 集に、 大體 この 拾遺 集の 通りに 载 つた。 歌 

仙 歌集 本初 句、 『川の 瀨に』 S 書 * 本 第一、 『川の 瀬の ，0" 結句、 『川の 舟 かな』 (類 從本其 他 『川の 舟 かも』)。 

なる 神の 音に のみ 聞く まき もく の 槍 原の 山 を 今日み つるかな 

拾遺 集 卷八雜 上、 前の 歌に 續 いて あり、 『山 を 詠める』 と 題して ある。 萬 葉 集卷七 (一 0 九 一； )、 詠 

■ 一  ルカ：、 ノ オト/. ミキ キ，， 二、 キム ク Z ヒ 'ノヤ マ..' ケ フ ミ ツルカ モ 

山、 尺 麿 歌集 出に、 動 神 之 音 耳 聞 卷向之 檜 原 山 乎 今日 見 鶴 鴨が ある。 第二. 三 句の 舊訓 オト  一一 ノミ 

キク. マキ モク ノで、 拾遺 集と 等しい。 結句、 元 曆本ケ フミ ツル カナ。 六帖 に、 『山』 の 題、 讀人 

不知と して ある。 柿 本 集に 載った。 

いにしへ にあり けむ 人 も わが ごと や 三輪の ひばら にか ざし 折りけ む 

拾遺 集 卷八雜 上、 前の 歌に 續 いて あり、 『詠 葉』 と 題して ある。 萬 葉 集卷七 (一 一 一八)、 詠 葉、 人 


磨 歌集 出に、， おへ 膨^ 乃^ si ず^^ 折 兼が ある。 第三お、 類聚 古集フ ガゴ トャ。 

ないぶに、 人 麿と 題して ある。 柿 本 集に 載った。  . 

を ふの 海に 船の りすら む 吾妹 子が 赤 裳 の 裾に しほ 満 つらむ か 

拾遺 集 卷八雜 上に あり、 『伊勢の みゆきに まかりと まりて、 人 麿』 と ある。 萬 葉集卷 十五 Q 一二 ハー 

0)、 遣 新羅 使 人 等の 當所誦 詠 古歌に、 ぎぎ 乃产 フ 布ぎ 能 リ里ス 須.^ チ乎 i 寺 女 良 我 安 可 毛 能 須素爾 之 保 

.ff^^K これ は、 卷ー S ミ 幸 于伊舊 時 留京柿 本 朝臣ん 麿 作歌、 S 見 乃 浦 爾船 乘 

ぎ^1^»^等^-ま！-乃ぎ十ーー,き三ぎ良武^に基ぃてゐる。 六帖 に、 『人 麿ィ』 として、 『を ふの 浦 

に舟乘 すらむ をと め ごが 玉藻の 裾に 潮滿 つらむ か』 と ある。 柿 本 集 iif- に、 『み を うみに 船乘 す 

らんつ まともに ％か§ ィ すそに 鹽み ちぬらむ かも』 及び 『須 磨の 浦に 舟の りすらん 乙女 子が あか ものす 

そに 鹽 やみつらん』 と 載り、 諸 本 異同が 多い 


.  二 九 六 

あすか 川し がらみ 渡しせ かませば 流る る 水 もの どけから まし 

拾遺 集 卷八雜 上に あり、 『あすかの 女王 を をさむる 時よ める、 人 麿』 と ある。 萬 葉 集卷ニ  2 九 七リ、 

明日 香 皇女 木 胸 殯宮 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一 首幷 短歌の 短歌に、 明日 香 川 四 我 良 美 渡 之 塞 益 者進留 

水母 能 杼爾賀 有 萬 思が あり、 結句、 古 寫本屮 (金 • 類-古. 神」 ノドケ カラマ シ である。 六帖 に、 第二 

句、 『しがら みかけて』 になって ゐる。 柿 本 集に この 拾遺 集の 通りに 載り、 別に、 第一 ニー 句、 『網 

代 木の 白浪より て』 となった もの も 載った。  ， 

山 高み ゆ ふ ひかくれ ぬ 淺茅原 のち 見む ためにし め 結 はまし を 

拾 遣 集 卷九雜 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷七 C  ニー 一四 二)、 寄 草、 讀人 不知に、 山 高 

ri フヒ カク リヌ アサ デ ハラ.' チミ ムタ メ  二 シ乂ェ (マ シチ 

夕日 隱奴淺 茅 原 後見 多 米 爾標結 申 尾が あり、 第二 句、 舊訓 ュフヒ カク レヌ である。 六帖 に、 讀人不 

知、 第二 句、 『夕日 かくれの』。 柿 本 集に も、 第二 句、 『夕日が くれの』 (圖書 第一、 『タ. "かくれぬ』) 

となって ゐる。 


ます かがみ 見し かと ぞ思ふ 妹に 逢 はむか も 玉の緒の たえた る戀 のしげ 

き こ の ご ろ 

拾 遣 集 卷九雜 下旋頭 歌に あり、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (三 一一 六 六)、 旋頭 歌、 古歌 集 出に、 

眞十鐘 見 之 賀登念 妹 相 一? 聞 玉 緒 之 絕有戀 之繁比 者が ある。 初 句、 古 寫本中 C 嘉. 細」 マ スカ ガミ。 第 

三 句、 舊訓ィ モー ーァ ハム カモ" 柿 本 集に 载り、 第二 句、 『見し かと 思 ふ』 である。 

かの を かに 草 かる をの こし かな 刈り そ 有り つ つも 君が 來 まさむ みまく 

さに せむ 

拾 造 集 卷九雜 下旋頭 歌に あり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉 集卷七 ニニ 九ーヽ 旋頭 歌、 人 麿 歌集 

コ -;! 力 ユウ サ カル t 「 、， シヵ. 一 カリ.：' ァ リツ" モキ ミガキ マ サ 厶 マ ケチ 二 セ 二  ， 

出に、 此崗 草^ 小 子勿然 I 刈 有 乍 君來座 御馬 草爲が ある。 第二 句、 京大 本 『小 子』 の 左に 赭でヲ 

ノ  n と ある。 第三 句、 舊訓シ カナ カリ ソ。 

ニ九セ 


二， 九 < 

〇 

ちはやぶる わがお ほきみ の きこしめす あめのしたなる くさの 

葉 も うる ひに たりと やま か はの 澄める かふち と みこ ころ を 

よしのの くにの はなざかり あきつの 野邊に みやば しら ふとし 

きまして ももし きの お ほ みやびと は ふねなら ベ あさか はわた 

り ふな くらべ ゆ ふか はわたり この か はの 絕 ゆる ことなく こ 

の やまの いやた かからし たまみ づの たきつ のみや こ 見れ ど あ 

かぬ かも 

拾遺 集卷 九 雜下畏 歌に あり、 『吉野 の宮 にたて まつる 歌、 人 麿』 と ある。 i 集 卷ーサ (コ エ^ー： トモ S; 

吉野 宫之時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌に、 、  $ ほず： トほ 思毛： 澤： ー雖 有" 

力き、 ，r 跡、 夢 乃 ま， 之、 舊が、 ，乃 f ま、 ぎ、 太 敷座 波、 百 磯城 乃、 ナ (宮 

f  i  ，,  M  § おか、 0.  mB.  i 瀧之享 


波、 見 鱧 跡 不飽可 聞が ある。 今、 萬 葉 集 古寫本 中から、 拾遺 集に 參考 になる 訓を拾 ふと、 『澤 ニ雖 

有』 は、 冷泉 本 一訓 ゥッ ヒー 一 タリ トが あり、 『船 並&』 は、 元 僵本フ ナナ ラ ベ、 『舟 競』 は、 0 兀- 古. 

祌. 袖- フナ クラべ、 『夕. 河 渡』 は、 舊訓ュ フカ 、ノ フタ ソ であ. C, ヽ 叉 『珠 水激 瀧』 を、 舊訓、 珠水ノ 

激瀧 と^み、 元曆本 • 神 田 本 は、 タギノ ミ ヤコ ハを タギッ ミ ャ コ 、ノ と訓 んでゐ る。 その他 は、 『ち 

はやぶ る』 でも 『くさの 葉 も』 でも、 拾遺 集 特有の 句の 原據 となった やうな もの は 見出せない。 

〇 

見れ ど あかぬ 吉 野の 河の 流れても 絕 ゆる 時な く 行き か へり 見む 

拾遺 集 卷九雜 下、 前の 長歌の 反歌で ある。 前 出 萬 葉 集卷ー ニー 一六) の 長歌の 反歌 (一一 一七) に、 ば見飽 

ヌ ^  ヌ / 力 ハ-, ト f ニノ  ，■ 々 二  ，ハ I ート ナウ マな 力 へ リ、： 厶  川の (^ 1 ) 

奴 吉野乃 河 之 常 滑 乃 絕事無 久^仅 還 見牟が ある。 柿 本 集に、 『吉 野の 山の 常 滑に た ゆる 時な く 叉 かへ 

みむ』 となって ゐる C 

.  〇 

ち はや ふる 神の たもてる いのち をば たれが ために か 長く とお も はむ 

二 九九 


三 〇0 

拾遺 集卷 十神樂 歌に あ. 9、 題 しらす、 人 まろと ある。 萬 葉集卷 十一 (二 四 一六/ 寄物陳 思、 人 麿 歌 

チ ：ャ. r  0 力：、 ノモ な. セ イノ チテパ * ガ タメ 一； 力 モナ ガクホ リセ 二 

集 出に、 千 早 振 神 持 在 命 誰 爲長 欲爲が ある。 第二 句、 舊訓カ ミノ ター；」 テレノ 。第三 句、 舊訓 

イノ チヲ モ。 六帖 に、 『ち はや ふる 神の たもた る 命 あらば 誰が ためと か は 我 は 思 はむ/ 柿 本 集に、 

第三 句 以下、 『命 を もた が 爲と思 ふ 我なら なくに』 (欲 仙 歌集 本，/ 『我が 爲 にか は 長く と 思 はん』 (類從 

本) として 載った。 

〇 

ち はや ふる 神 も 思 ひ の あれば こそ 年へ て 富 士の出 も 燃 ゆらめ 

拾遺 集卷 十神樂 歌に あり、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 類似の 歌 萬 葉 集に なく、 他の 歌集に も 見 

當ら ない。 

〇 

お ほな むち すくなみ 神の 造れり し 妹 背の 山 を 見る ぞうれ しき 

拾遺 集卷 十神樂 歌に あり、 『たびにて よみ 侍りけ る、 人 まろ』 と ある。 萬 葉 集卷七 ニー 一四 さ、 覉 


旅 作、 人 麿 歌集 出に、 ^幅 神"^.. ン嫩ま 能 山 見 吉が ある。 第三 句、 舊訓 ックリ タル 結句 

舊訓ミ レバ シ 3 シモ。 神 田本ミ レバ ウレ シキ。 六帖 に、 『入 まろ』 として、 第二  ニニ 句、 『すくな ひ 

こなの 造りた る/ 結句、 『見る は しもよし』 と あ，.^、 柿 本 集に は、 第二 句、 『すくな ひ 力みの』、 結 

れば ともし も (Is)  -  ,  -  3 

句、 『13- るが うれし さ』 となって ゐる 

〇 

天雲の 八重ぐ もが くれ 鳴る 神の 音に のみや は 聞き わたるべ き 

拾 遣集卷 十一 戀ー にあり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (一二 ハ 五八)、 寄物陳 思、 讀人 不知 

に、 S^^Bls^i^^^* ^0-^-5. 霍ャ へグ モガ クレ。 第 四 句、 寛 永 

本 等 『昔爾 耳 八方』 と あり、 舊訓 オト ニノ ミヤ モ。 古 寫本中 「嘉. 類」 オト ニノ ミヤ ハ。 『聞き わたる 

べき』 の訓は 見當ら ない。 六帖 に、 結句、 『聞き わたりな む』。 柿 本 集 流布本 は、 拾 遣 集に 同じで あ 

ィき きわたる べき  C 

るが、 書 察 本 第一、 『きき わたりな む』、 類從 本、 『戀 渡りな む』 と ある 


三 。二 

みなそこに 生 ふる 玉藻のう ちな びき 心 をよ せて 戀 ふるころ かな 

拾 遣集卷 十一 戀ー にあり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 a 一 EK 二)、 寄 物^ 思、 人 麿 歌集 

ミナ？ コ 二 オフ 〃 タ マ モ - ゥチ ナビ キコ コ ロハ ヨリ テ コ フ^コ ノゴ y 

出に、 水底 生 玉藻 打 靡 心 依 戀 比 日が ある。 第 四 句、 舊訓コ コ&ヲ コセテ 。『戀 ふるころ かな』 

の訓は 見當ら ない。 六帖 に、 人 麿と して 載り、 結句、 『戀 ふるこの ごろ』 である。 柿 本 集で は、 歌 

仙 歌集 本 系統、 『戀 ふるこの ごろ』、 類從本 系統、 『戀 ふるころ かな』 になって ゐる。 

〇 

奥山の いはが き 沼の みごもりに 戀 ひや 渡らむ 逢 ふよし をな み 

拾 遣集卷 十一 戀ー にあり、 題 しらす、 人 まろと ある。 萬 葉集卷 十一 ニー 七 0 七)、 寄物陬 思、 讀人不 

ァヲャ マ/. .1: ザ-キヌ マ ノ ミゴ モリ 二 コ レ-ヤ 〔 V  _.- 厶 ァフ ヨシ チ， I 

知に、 靑山之 石垣 沼 間 乃 水 隱爾戀 哉 渡 相緣乎 無が ある。 初 句、 古寫本 巾- 神) の 一訓に ォクャ マ 

が あり、 和歌 色 葉 集. 和歌 童 蒙抄に いづれ も ヲクャ マと して 引かれて ゐる。 六帖 にも、 拾遺 集と 同 

樣 になって ゐる。 

〇 


み熊^^^の |のはまゅふ百重なる心は思 へどた だに 逢 はぬ 力 も 

拾遺 集卷十 丁戀ー にあり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉 集卷四 3 九 六)、 柿 本 朝臣 人麻呂 歌に、 

一-一一^, ^節 乃お お^ mw^ おお^お S お 歡啭 が あり、 第三 句、 舊訓 モモへ ナグ である。 六帖 に、 人 

麿と して 載り、 また 柿 本 集に 載った。 

戀 ひっつ も 今日は 暮 しつ 霞た つ 明日の 春 日 をい かで くらさむ 

拾慮卷 十一 戀ー にあり、 題 しらす、 人 まろと ある。 萬 葉 集卷十 (一九 一四)、 寄 霞、 讀人 不知に、 

§^^sp£f^m^^^. 結句、 舊訓 イカ デ クラ サムで ある。 六帖 に、 

『霞』 の 題 下に 載り、 又、 『照る 日』 の 題 下に、 第三 句、 『茜 さす』 となった ものが 載って ゐる。 赤 

人 集と 肺 本 集と に 載った。. 称 本 集 諸 本 中 流布本の みが、 初 句、 『わびつつ も』 になって ゐる。 

〇 

1 一一 〇1 一一 


一一 一 〇 四 

戀 ひっつ も 今日は ありな む 玉く しげ 明けむ あした を い かで 慕 さむ 

拾遺 集卷 十一 戀ー にあり、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉集卷 十二つ 一 -< A 四」、 正述 心緒、 讀人 

不知に、 戀管母 今日 在 目杼玉 E 將開 明日 如何 將暮が ある。 結句、 舊訓 イカ デ クラ サム" 柿 本 集に 

載り、 第 四 句、 『明けな む 明 H を』 になって ゐる。 

〇 

無き 名のみ たつの 市と は騷げ どもい さまた 人 をうる 由 もな し 

拾 遣集卷 十二 戀ニ にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 本 集に 載った。 萬 葉 集に 類似の 歌 は 見當ら 

ない。 

〇 

竹の 葉に お きゐる 露の まろび あ ひて ぬると はなしに 立つ 我が 名 かな 

拾遺 集卷 十二 戀ニ にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 柿 本 集に 載り、 流布本、 第 四 句、 『ぬるよ は 


なしに』 であるが、 圆書寮 本 第一、 類從本 等に は、 やはり 『ぬると は』 になって ゐる。 

う ばた まの 今宵な あ け そ 明け ゆかば 朝 ゆく 君 を まつが くるしき 

仏 n 遺集 卷 十二 戀 二に あり、 人 まろと ある。 結句 一 本 『待つ くるしき に』。 萬 葉集卷 十一 つ 一三 八 九〕、 

ヌバ タマ /『一 ノョナ ァケ？ ァ 力-つ， ヒ. アサ ュク キミ チマ * バ クル シモ  ... -,' - J»  ,、  - . 

正述 心緒、 人 麿 歌集 出に、 烏 玉 是夜莫 明 朱 引 朝 行 公 待 苦が ある 第二 句 嘉曆 本コョ ヒナ ァケ 

ソ。 柿 本 集に 拔り、 第三 句、 『明 ゆけば』 (流布本)、 『明 ゆかば』 (類從 本)。 結句、 『まつ もく るし も』 

(流布本/ 『待つ くるしき に』 (類從 本)。 六帖に は、 『あらたま のこの 夜な 明け そ あか ひかる あした ゆく 

君 待てば 苦し も』 となって ゐる。 

〇 

逢 ひ 見て はいく ひさ さに も あらね ども 年月の ごと 思 ほ ゆる かな 

拾遺 集卷 十二 戀ニ にあり、 題 しらす、 人 まろと ある。 萬 葉集卷 十一 (一一 五八 一一 一/ 正述 心緒、 讀人不 

ァヒミ テハ. V て パク ヒサ モアー 了ァ クニ トシ ツキ/ ゴトォ モホュ ルカ モ  I  > 1  - - *  *  7  Z  J ヽ t 

知に、 相 見 而幾久 毛 不有爾 如 年 月 所思 可 聞が ある。 第二 句 舊； sfp イク ヒサ シサモ 古 寫本中 

三 〇 五 


三 〇 六 

き イク ヒサ サ 一一 モ。 六帖 に、 人 麿と して 載り、 叉 柿 本 集に も载 つた。 ともに 拾遺 集と 同じに なつ 

てゐ る。 

〇 

としを 經て思 ひ 思 ひて 逢 ひ ぬれば 月日の みこ そ 嬉し かり けれ 

拾遺 集卷 十二 戀ニ にあり、 前の 歌に つづいて ゐる。 躬恒 集に も 載って 居り、 萬 葉 集に 類似の 歌 は 

見當ら ない。 

〇 

杉 板 もて ふける 板 間の あは ざら ば いかにせ むと か 我が 寢 そめけ む 

拾遺 集卷 十二 戀ニ にあり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉集卷 十一 (二 六 五 0」、 寄物陳 思、 讀人 不知 

ゾ キ イタ モチ フケル メ  ノ ァ ハセ ズ ハ イカ 二 セムト 力 ヮガネ マ メケ厶 

に、 十寸板 持盖流 板目 乃 不令相 者 如何 爲跡 .E^ 吾宿始 兼が ある。 初 句、 古 寫本屮 (嘉. 古. 細.) スギ イタ 

モ テ、 (類」 スキタ モテ。 第二  - 三 句、 舊訓フ ケ グイ タマノ. ァハザ 一 フバ。 六帖 に、 第 四 句、 『いかに 

せよ とて』。 柿 本 集に、 結句、 『あ ひみ そめけ む』 となって ゐる。 


田 s ふなと 君 はい へ ども 逢 ふ こと をい つと 知りて かわが 戀 ひざらむ 

拾 遗棠卷 十二 戀ニ、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷ニ  (二 四 0)、 柿 本 朝臣 人 麿 妻 依羅娘 子與人 

麿 相 別 歌 一首に、 勿 念 跡 君 者 雖言相 時 何時ぎ 知 而加吾 不戀有 率が ある。 初 句、 舊訓 ォモフ ナト。 第 

二 句、 舊訓 キミ 、ノイス ト乇。 古 寫本屮 (元 • 金 • 神) キミ ハイへ トモ。 六帖 に、 第二  • 三 句、 『妹 は 言 

へど も 逢 はむ 時』 となって ゐる。 柿 本 集に、 この 拾 遣 集 ど ほりに 載った。 

あしび きの 山鳥の をのし だり 尾の 長々 し 夜 を ひとり かもね む 

拾 遣集卷 十三 戀三 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (一 K〇 二 或 本 欲/  .i^ ば 物 ii^ 思、 讀人 

アジ ヒ- キ /■ ャマド リノ チ， ノ ン ダリ チ ノ ナガ キ. V ガョチ ヒト リカ モネ 二 

_个 知に、 足 日 木 乃 山鳥 之 尾 乃 四 垂尾乃 長 永 夜 乎 ー鴨將 宿が あり、 第 四 句、 舊訓 ナガ ナガ ショヲ で、 

卽ち 拾遺 集 はこれ に 同じで ある。 柿 本 集に 載った。 六帖 に、 結句、 『わが ひとりぬ る』 となって を 

り、 また 別に、 第一 •  二 句が 『に はとり のかけ の垂り 尾の』 となって ゐるも ■ の も ある。 

•  三 〇 七  . 


1 一一 〇 八 

あしび きの 山より 出 づる月 まつと 人に はい ひて 君 を こそ まて 

拾遺 集卷 十三 戀兰 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十二  ニー 一 0〇 一一)、 寄物陳 思、 讀人 不知 

アン ヒ キ ノ ャマ ヨリ ィヅ， ル ツキ マット ヒ トニ ハ ィヒテ ィモ マツ ヮレテ 

に、 足 日 木 乃 從山出 流 月 待 登 人 爾波言 而妹待 吾 乎が ある。 西本願寺 本 ィモヲ コソ マテ。 六帖 に、 『山 

高み 出です いざよ ふ. 月 待つ と 人に は 言 ひて 君 待つ 我ぞ』 と ある。 柿 本 集に 拾遺 集の 通りに 载 つた。 

三 曰 月の さやかに 見えず 雲が くれ 見 まく ぞほ しきうた て この頃 

拾遺 集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉集卷 十一 (1 一四 六 四)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出 

力-: キ/ サャ二 モ：、 ェズ ？モガ クリミ マ クゾホ シキゥ タ テ コノ ゴロ 

に、 若 月 淸不見 雲隱見 欲 宇多 手 比日が ある。 第二  • 三 句、 舊訓、 拾遺 集に 同じ。 結句、 舊訓 

ウタ タコノ ゴロ。 古 寫本中 C 嘉 *類* 細) ウタ テ コノ ゴロ。 梳本 集に、 第二 句、 『さやけ くも あらす』 

となって 载 つた。 


秋の 夜の 月 かも 君 は 雲が くれしば しも 見ねば ここら こ ひしき 

アキ，' ョノ ツキ 力 モ ギえ 

U 遗集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿" 萬 葉 集卷十 (： ニニ 九九 r 寄 月、 讀人 不知に、 秋 夜 之 月 疑 意 君 

不. が ま戀 敷が あり、 第三 句 以下、 舊訓、 拾遺 集と 同じで ある。 柿 本 集に 載り、 結 

句、 『君ぞ こ ひしき』 『戀 ひし かるらむ』 など ともなって ゐる。 

〇 

ひさかたの あま 照る 月 も かくれ 行く 何に よそへ て 君 をし のばむ 

拾遺 集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉集卷 十一 (二 四 六 一一 一、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 久方 天 

テゥッ キノ カク リナ パナ ニニ ナゾへ ティモ チ シヌ. ハム  3  .  I  、，r  i  .  3 

光 月 隱去何 名 副 妹 偬が ある。 第 四 句 舊訓ナ ュノ ソへテ 古 寫本中 (嘉. 類， } ナニー 一  ョソへ テ 

和歌 竟蒙 抄ナ  一一 二 コソ へ テ C 

〇  . 

長月の あり 明の 月の ありつ つも 君し 來 まさば われ 戀 ひめ や も 

1  一一 0 九 


t;  二 〇  . 

拾遺 集卷 十三 議三、 題し らヤ、 人 麿。 萬 葉 集卷十 (ニー 一一 00)、 寄 E -、 讀人 不知に、 九月 之 在 明 能パ 

夜 有 乍 毛 君 之來座 吾將戀 八方が ある。 第二 句、 古寫本 中つ 兀) アリア ケノッ キノ。 第 四 句、 古寫本 

屮 元. 神 • 1?:  •  ) キミ シキ マナ バ 。 結句、 舊訓 ヮレ コヒム ャ乇。 古 寫本中 0 兀 • 神」 ヮレコ ヒメ ャ 、ノ- 

ー  ei.)  ヮレコ ヒメ ャモ. - 六帖 に、 入 磨と し、 結句、 『我 も 忘れ じ， つ 小町 集に、 下句、 『君し もま さ 

ば 待ち こそ はせ め』。 柿 本 集に 載り、 結：？、 流布 木： 「我 こ ひんか も』、 なほ 諸 本 少しづつ 違 ふ。 

ことならば 闇に ぞ あらまし 秋の 夜の なぞ 月影の 人 だのめ なる 

拾遺 集卷 十三 戀三、 前の 歌に 績き 『=; の あかき 夜 人 を 待ち はべりて』 と詞 書が あって 出て ゐる。 

は (第五) 

六帖 第一 『夏の 月』 と、 同 第五 『人 を まつ』 とに、 『ことならば 閣 にも あらな む 夏の 夜の 照る：^ 影 

ぞ人 だのめ なる』 が ある。 他に 類似の 歌が 見當ら ない。 因に 言 ふ。 さきに 柿 本人 麿 總論篇 の 『人 麿 

評論 史略』 に 於いて、 拾遺 集中 人 麿 作と ある もの を列擧 した 時には (總 論篇ー 一六 頁 r この 歌 を 入れ 

すして、 旋頭歌 短歌 一 〇 二と 數 へたので あつたが、 これ はや はり、 拾遺 集 撰者 は 人 麿 作と して この 

歌 を 載せた ものと 認 むべき であ， o、 總論篇 の數に 一首 を 加 ふべき である。 契 沖の 拾遺 集考耍 にも、 


11- 人 丸と ありて 不審の 歌』 とい ふ屮 にあげて ある。 

まさして ふや そのち またに 夕 占 レー ふ 占 まさにせ よ 妹に 逢 ハ く 

拾 小ば 集卷 十三 戀三、 題 しら や、 ん麿。 萬 葉集卷 十一 2 五 0 六)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に， 事靈八 

チ觀パ C 占 S お マお i きま- V き， おが ある。 柿 本 集に、 拾 遣 集の 如くに 載り、 結句、 一本、 『妹に 逢 ふよ 

し n とも ある。 

〇 

-!n とふお にもよ く あり 今夜 だに 來. さらむ 君 を い つかまつべ き 

拾 造集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 一一 一一」、 正述 心緒、 讀人 不知に、 夕 

ド^5^^^^がロ？1^八「ぉ^41^^ぉぉ，^2紺ぎがぁる.^ 第二 句、 舊訓 ウラー 一 モッゲ ァタ。 嘉曆 本ゥラ ュ 

モ r クァ リ。 第 四 句、 嘉曆 本コザ ラム キミ ヲ d 六帖 に、 『夕け にも うらに もっける 今夜 だに 來 まさ 

ぬ 君 をい つと か 待た む』 が ある。 
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夢 を だに い かで 形見に 見て しがな 逢 はで ぬる 夜の 慰めに せむ  • 

拾遺 集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集 はじめ 他の 歌集 等に 同様の 歌 は 見當ら ない。 

〇 

うつ つに は 逢 ふこと かたし 玉の緒の よる は絕 えせず 夢に 見えな む 

拾遺 集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集卷五 (A〇 七)、 大伴 旅人の 歌に、 宇 豆 都 仁 波 

安 布 余 志 勿 奈子奴 波 多 麻 能 用 流 能 伊 味 仁 越 都 伎 提美延 許 曾が ある。 貫 之 集に、 第 四 句、 『夜 は絕ぇ 

す も』 となって 載って ゐる。 なほ、 拾 遣 集で は、 この 歌に 續 けて、 『いにしへ をい かで かとの み 思 

ふ 身に こよ ひの 夢 を はるに なさば や』 とい ふ 歌 を 載せて ゐ るが、 これ は詞 書に、 『ひろ はたの みや 

す 所 久しう 內 にも 參ら ざり ける 夢に なむ 例の やうに て內 にさ ぶら ひ 給 ひ つると 人の いひ 侍りけ る を 

ひろ はた 

聞きて』 とあって、 人 麿 作と 見るべき もので はない。 廣幡の 御 息 所 は 村 上 天皇の 妃 である。 


货が背 子 をき ませの. H と 入 はい へ ど 君 もき まさぬ 山の 名なら し 

C- ぶ-. V コ ^  fi ネコ .V 

拾遺 集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉 集 卷七ニ  0 九 七 r 詠 山、 讀人 不知に、 吾 勢子 乎 乞 許 世 

お ぶ il^ ぎ 14 君 毛ず 來益山 之名爾 有お が ある。 第二 句、 元 曆本コ 、セ ノヤ マト" 第 四 句、 奮訓 キミ 

モキ マサ ヌ。 結句、 元 曆本ャ マ ノ ナナ ラシ。 六帖 に、 石河郞 女の 作と して 载り、 第二 句、 『こませの 

山と， 一一、 第 四 句、 『君 もき ませぬ』 となって ゐる。 叉、 柿 本 集に 載り、 圖書察 本 第一 • 鷹 司 本 は 拾 

遣 集に 同じく、 圖書寮 本 第二  • 類 從本 は、 第 四 句 『君が 來 まさぬ』 となり、 流布 歌仙 歌集 本 は、 『山 

ムィ  ， 

の 名なら し 君 もき まさす』 となって ゐる 

なる； & のしば しう ご き て 空く もり 雨 も 降らな む 君と ま る ベ く 

拾 遣集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉 集卷十  一 (二. 五 一 三、)、 問答、 人 麿 歌集 出に、 雷； t 小 動 

* 刺 if 雨 零耶君 將留が ある。 第二 句、 舊訓 シバシ トヨミ テ。 古寫本 中-慕. 細) シバ シゥゴ キテ。 

第 四 句、 古 寫本中 CJ^ 類. 細」 ァ メモ フ ラナム。 結句、 舊訓キ ミ ャト マラム。 嘉 曆本キ ミ ト マ レ/ ベ ク 
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三 一 四 

う  一 J き て 空く もり 

ii 本 集に、 第二. 三 句、 『しばし は 空に さしく もり』 となって ゐる。 六帖 に、 人 まろと して、 『鳴 神 

をと よます ばかり さし 曇 雨 も 降らな む 君 を 留めむ』 と あ る 。 

人 ごと は 夏野の 草の しげく. とも 君と われと し たづ さは 力なば 

拾 遣集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集卷十 (一九 A き、 寄 草、 讀人 不知に、 人 言 ％ 夏 

野 乃 草 之 繁友妹 與吾携 宿 者が ある。 結句、 古寫本屮元曆本にネの右に赭でナとぁ.^、 類聚 古 集 

に 『.M 者』 の 右に 朱で ナハと あり、 和歌 童 蒙 抄 • 八 雲御抄 等に、 『たづ さはり なば』 として 引かれて 

ゐる。 六帖 に、 『妹と われと し たづ さはり なば』。 柿 本 集 も 同様で、 なほ 第二 句、 『夏野の 草と』 と 

も ある。 赤 人 集に、 『N- 野の 草に  いもと われと し たづ さはり なば』 と ある。 

秋の の 穗のヒ における しら 露の 消ぬべく 我 はお も ほ ゆる かな 

拾遺 集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉集卷 十つ 三 四. K 人 寄 水田、 讀 入- 个 知に、 秋 田 之 德ヒ爾 


す ケル： つ 二  . ケヌ へ てモ ー，- 「一 に カモ 

置 白露 之 可 消 吾 者 所 念 鴨が ある。 第二 句、 舊訓ホ ノウへ 二 オケ ル。 柿 本 集に 载り、 第二 句、 流布 

本 は 『ほのかに 置け る』 であるが、 他の 諸 本、 『ほのう へ に， 一. - 『ほの 上に』 と ある。 

住士  II の 岸 を 田に ほり 蒔きし 稻の 刈る ほど まても 逢 はぬ 君 かな 

拾遺 集卷 十三 戀三、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集卷十 r 三 一四 Sir 寄 水田、 讀人 不知に、 住 jl^ フ』 

t.  二？  V  -. , リ マネ-.  一 .， .,，■ , 一力 力；； 一-マニア ハヌ キミ カモ 

岸 f 田 附墾薛 稻乃而 及 i 刈 不相公 鴨が ある。 初 句、 類聚 古 集 及び 神 田 本スミ ヨシノ。 和歌 童蒙抄 に、 

『ス ミ F- シノキ シヲタ 二 ホリ』 云々 と ある。 柿 本 集に 載り、 第 四. 五 句、 『. ^るまで 妹に あはぬな り 

け. 0 』 とも ある。 

〇 

我が 北：：： r.^ を わが 戀ひ をれば 我が 宿の 草 さ へ 思 ひ うらがれに けり 

拾 遣 集卷 十三 戀三、 人 麿。 萬 葉集卷 十一 (ニー 四 六 五 y 寄 物 M 思、 人 磨 歌集 出， 二、 ヮ I ず ぎ ぎ 

吾 屋戶之 草 佐 倍 思 浦 乾來が ある。 六帖 に、 笠の 女郎の 作と し、 初 句、 萬 葉 集 同様 『我 背 子に』 と 
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ゴー 一 六 

ある。 抑 本 集に 拾遺 集の 如くに 載って ゐ る" 

〇 

まさ 

賴め つっこ ぬ 夜 あまたに なり ぬれば また じと 思ふぞ two に 勝れる 

拾遺 集卷 十三 戀三、 題 しらす、 人 麿。 柿 本 集に 載った。 萬 葉 集 等に 原 歌ら しきもの を 見ない。 

〇 

朝寢 がみ われ はけ づら じう つくしき 人の 手枕 ふれて しもの を 

拾遺 集卷 十四 戀四 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 五 七 o、 正述 心緖、 讀 人 不知 

アサ. K' ガミ t レハ ケ ヅ- ーフ ジ ゥッ クシ キキ -t ガ な, マ 力； 「リ テ シ モ ノ チ 

に、 朝宿髮吾^<?不梳 愛 君 之 手枕 觸義之 鬼 尾が ある。 結句、 舊訓フ レテシ モノ ヲ。 六帖 に、 讀人 

不知と し、 歌 は抬遣 集に 同じで ある。 柿 本 集に も 同 樣に载 つて ゐる。 

みなとい り の盖 わけ 小舟 さはり 多み 我が 思 ふ 人に 逢 はぬ ころ かな 


拾遺 集卷 十四 戀四 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 ニー 七 四 五)、 寄 物 思、 讀人^ 知 

.. ニト イリ， ァ ミ ヮ ケチ ，1- ネサ： リす 六* ：、 ヮ ガ チ. モ フ キ 二  ；，， ： スコ コ カモ 

に、 湊入之 * 別 小舟 障 多 見 吾 念 公爾不 相顷者 鴨が ある。 第 四 句、 古 寫本中 (古」 フカ ヲモフ 人  一二  it 

本 集に 載り、 第 四 句、 『こ ひしき 人に』 とも ある。 

石し ろの 野な かに 立てる むすび 松 心 も 解けず むかしお も へ ば 

抢 遺集 卷 十四 戀 四に、 前の 歌に つづいて あり、 後に、 卷 十九 雜戀 にも 重出して ゐる。 萬 葉 集卷ニ 

,  »  .1 フン p  ノヌ. + 力 二々 テ ル ム ス ビ マ ッ コ コ 口 モ ト ケ ズ /.  二  -ン へォ モホュ 

二 四 四，) 長 忌 寸意吉 磨 見 結 松哀咽 歌に、 磐 代 乃 野中 爾立有 結 松 情 毛 不解古 所 念が あり、 結， 

舊訓ム カシオ モ へバ である。 六帖 に、 結， リ、 『むかし をぞ おも ふ』 と ある。 柿 本 集に、 拾遺 集の ご 

とくに 載った。 

〇 

ます かがみ 手に 取り もちて 朝な朝な 見れ ども 君に あくとき ぞ なき 

拾遺 集卷 十四 戀四 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 五 0  二、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 
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一一 一. 一 ん 

t 、ゾ カザ ミチ 二 トリ モチテ アサ ナサ ナミ レドモ キミ ハァ々 コ トモ ナシ 

に、 眞鏡手 取以朝 朝雖見 君飽事 無が ある。 初 句、 古 寫本中 (嘉 • 類. 古-細) マスカ ガミ。 『君 

飽事铜 U は、 舊訓キ ミヲ アタコ トモ ナシ。 古 寫本中 (嘉 • 古」 キミ カァク コトノ ナキ、 (類) キミ ヲァ 

ク コトノ ナキ。 柿 本 集に、 拾 遣 集 ど ほりに 載った。 f 類從本 系統 は、 『みれ ども あかぬ 君に も あるか 

な』 一、 六帖 に、 下句、 『見む 時 さへ や 戀の繁 けむ』 となった のが あるが、 これ は 萬 葉集卷 十一 (二 六 一一 一 

, マリ カガミ 千 二 トリ モチテ 了サ + サ. 卞 ミム トキ サ へャ コヒ， :v ケ 二 

一 e 眞十鏡 手 取 持 手 朝 旦將見 時 禁屋戀 之 將繁の 歌で ある。 

〇 

皆 人の 笠に ぬ ふて ふ 有 間 すげ ありて の 後 も 逢 はむ とぞ おも ふ 

拾遺 集卷 十四 戀四、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十二  (一一 一 〇 六 四，)、 寄物陳 思、 讀人 不知に、 人 

トノ カサニ ス マト" アリマ ス. ゲに リナ ，，1  一- C  , ； 厶トゾ すモフ 

比- 3 之 笠- 辦縫云 有 間 fjin 在 而後 附！. ,5 等 曾 念が ある。 初 句、 寬永本 等 『比-:: 入 之』 と あり、 訓は古 寫本屮 

r 元 • 類 • 古. 西) ミナ ヒトノ と ある。 第二 句、 舊訓 カサ 二 スフ テフ。 第 四 句、 ァ リテノ  ノチモ とい ふ 

訓は 見當ら ない。 柿 本 集に、， 拾 遣 集の 如くに 载 つた。 六帖に は、 結句、 『あは ざらめ や は』 となつ 

てゐ る。 

〇 


戀ひ戀 ひての ち も 逢 はむ と 慰む る 心しな くばい のち あらめ や 

I 集卷 十四 窗 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 舊集羊 二  (一一 さョ、 正述 心緒、 讀人 不知 

：、 觀 き ォ？ f 職 目 だ&が ある。 霊 句、 舊訓 ナグ I へ) 柿 本 集 

I, 結句、 S きて あらめ や』、 なほ 第二 句、 流布本に 『のちに』 と あるが、 他の 誰 はや はり 

『のち も』 である。 


かくば かり 戀 ひしき ものと 知ら ませば よそに 見るべく ありけ る もの を 

JI 十四 戀四、 前の 歌に つづいて ある C 舊集卷 十一 C 一三 七 二」、 正述 心緒、 金 歌集 出に、 

s.m.si.sf^ 第二 句、 舊訓 コヒ シキモ ノト。 第 四 句、 舊訓ョ ソ-ー ミ 

レ べク。 卽ち舊 訓は抬 籠と 同じで ある。 I 集に f  、 流布 歌仙 歌集 本 は、 『力く ば 力り 戀ひし 

きもの を 知らせば やき. に 見 ゆべ く あらまし もの を』 で、 大分 違って ゐ るが、 圆塞秦 亍類從 

本よ、 下句、 『よそに ぞ 見つつ 有け お S の を』 の 他 は、 拾 遣 集に 同じで ある。 
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難 波 人牽火 たく や はすす たれ どお のが 妻 こそと こめ づ ら なれ  . 

拾遺 集卷 十四 戀四、 題 しらす、 八 麿。. 萬 葉集卷 十一 OH ハ五 o、 寄物陳 思、 讀人 不知に、 skMI 

火 燎屋之 酢 四手 雖有己 妻 許 曾 常 目 頗次吉 が ある。 第二， ぺ、 類聚 古 集 ァシビ タク ャハ。 第三 句、 舊訓 

ス、 タレ ド。 六 帖に载 り、 下句 は 拾遺 集と 同じで あるが、 上句、 『難 波 女の 廣 火た く屋 はすし たれ 

ど』 と ある。 柿 本 集 は、 拾遺 集に 全く 同じで ある。 

たらち ねの 親の かふ このま ゆ 籠り いぶせく も 有る か 妹に あはず て 

拾遺 集卷 十四 戀 四に あり、 題 しらす、 入 麿と ある。 萬 葉集卷 十二  (二 九九 一)、 寄物陳 思、 讀人 不知 

に、 垂乳根 之 母 我 養 蠶乃眉 隱馬聲 烽音石 花 蜘跦荒 鹿 異母 二 不相而 が ある。 第二 句、 古 寫本中 r 元. 類) 

ォ ヤノ カフ コノ、 (. 細 • 西) 才ャガ カフ コノ。 京都 帝 國大學 本 は 『母』 の 傍に 『オヤ 諸 本 如此』 と 注 

して ある。 六帖の 第五 『わぎもこ』 と 第二 『親』 に 載り、 後者 は、 いへの おとくろ まろ 作、 結. R、 


『, ^こまかせ て』 となって ゐる。 姉 本 集に 載り、 流布本 結^、 『君に あはす て』 と あるが、 他の 諸 本 

『妹に』 である。 

〇 

よそに ありて 雲居に 見 ゆる 妹が 家に 早くい たらむ あゆめ m 駒 

合电 返集卷 十四 戀四、 『道 を まかりて よみ 侍りけ る、 人 麿』 と ある。 萬 葉 集卷七 2 二 七 一)、 行路、 

人 麿 歌集 出に、 ||1^丽«55ま船が.^^&"^?^^..^ず^がぁる。 古寫本 等に ョソ 一一 ァリテ の訓は 

よ、。 」 、おに、 人 麿と して 載り、 初 句、 『遠く ありて』 となって ゐる。 柿 本 集に 载 h. -、 流布本に 

『よそに して』 ともなって ゐ るが、 類從本 系統 『よそに ありて』 である。 

ち はや ふる 神の いがき も 越えぬ ベ し 今 はわが 身の 惜しけ くもなし 

拾 造 築卷十 戀四、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 六 一一 一」、 寄物陳 思、 蘭人 不. に 

UK素之ilsぎ^E^"l^f^$^ぉシiモ«がぁる。 六帖 に、 『今 はわが 身の 惜しから なくに』 となつ 
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てゐ る。 it 本 梨に、 拾遺 集の ごとく 載って ゐる。 

住吉 のきし にむ か へ る 淡路島 あはれ ときみ を いはぬ：：：： ぞ なき 

拾遺 集卷 十五 戀五 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 奥卷 十二  (一一 二 九 七」、 悲別 歌、 讀人 不知に、 

住 吉乃崖 爾向有 淡路島^ 怜登君 乎 不言 日 者 無が ある。 初 勾、 古 寫本中 (元. 類. 古. 西) スミ ヨシノ。 

六帖 に、 拾遺 集と 同じに 載って ゐる。 

こ ひする に 死す る 物に あらませば 千た び ぞ我は 死に かへ らまし 

拾遺 集卷 十五 戀五、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (ニー 一一 九 〇y 正述 心緒、 人 麿 歌#^ 出に- 

戀爲死 爲物有 者 我 身 千遍死 反が ある。 初 句、 蔡訓 コヒヲ シテ。 霜 曆本コ ヒス レノー 一。 六帖 に、 

かさの 郞女 I ると して、 第二 句、 『しぬ る ものにし』、 他 は 拾 遣 集と 同じで 載って ゐる。 ； 本 集に 载 

り、 流布本、 『死ぬ る ものにし』 『我 身 は 千た び』、 類從 本、 『死にす る ものにし』 となって ゐる。 


戀 ひて 死ね 戀 ひて 死ねと や 吾妹 子が 我が家の 門 を 過ぎて ゆ くらむ 

拾遺 集卷 十五 戀五、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十一 (三 四 01/ 正述 心緒、 人 麿 歌集 出に、 

コ ヒ シ十パ n ヒ モシ. K トャヮ ギモコ ガワ ギへノ カドチ スギテ ュ クーマ ム 

戀死戀 死 哉 我 妹 吾 家門 過 行が ある。 第 四 句、 細 井本 フ ガイへ ノカ ドヲ。 柿 本 集に 載り、 流 

布 本、 初 句 『こ ひこ ひて』、 結句、 『過ぎて ゆきぬ る』。 類從本 は拾遗 集に 同じで ある。 

戀ひ 死なば 戀 ひも 死ねと や 玉 鉢の 道行く 人に ことづて もな き  - 

拾遺 集卷 十五 戀五、 前の 歌に つづいて ある。 一 本、 結句、 『ことづて もな し/ 萬 葉集卷 十一 (ニー 一一 

n ヒ シ ナパ コヒ モシ ネト ャ タマ ホコ ノ ミチ 二 キビ トニ コ トモ ッゲ + ク 

七 0)、 正 述心轿 -尺麿 歌集 出に、 戀死 戀死耶 玉稗路 行人 事吿 無が ある。 結句、 舊訓コ トモ ッゲ 

ケ ム (事齿 兼 r 嘉曆本 コ トッケ モナ シ 一： 事吿 無)。 六帖 に、 人 麿 M る として 載り、 結句、 『言 づても 

せぬ』 と ある。 ； W 本 集に 載り、 類從 本、 『ことづて もな し』、 流布本、 『こ ひも 死ねと か』 『ことづて 

もな し』 となつ てゐ る。 


あらち をの かる 矢の 先にた つ 鹿 もい とわれば かり 物 はお も はじ 

拾 遣集卷 十五 戀五、 題 しらす、 人 麿。 柿 本 集に 载り、 第 四 句、 『わが ごとに』 (流布本 y 『わが ごと 

く』 (類從 本) と ある。 

〇  . 

あら い -v  圍. 

荒磯の ほか ゆく 浪の ほか ごころ 我 はお も はじ 戀ひは 死ぬ とも 

拾遺 集卷 十五 戀五、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十一 (一一 四 一一 一四)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 

ァリ リコ エホ カュ ク+ミ / ホ カゴコ ロワ レ：： す モハ. ジコヒ テシヌ トモ  . - 、  ， ノ 

荒 礒越外 往波乃 外心 吾 者 不思戀 而死辆 が ある。 初 句、 舊 訓ァラ イソ コュ。 結句 古 寫本中 OS) コ 

ヒ、 ノ シヌト モノ 柿 本 集に、 拾 遣 集の 如くに 載った。 

かきくもり 雨 ふる 川の さ ざら；？ まなく も 人の 戀 ひらる るかな 


拾遺 集卷 十五 戀五、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十二 (.ーーー〇 二つ、 寄物陳 思、 讀人 不知に 登 

slssspi^^^o 第三 句、 裏 本 中 (類. 古) サ、 ラ ナミ。 上ハ帖 に、 

素性 或， 本と して 載り、 初 句、 『日暮 しの』。 称 本 集に 载ゎ、 初 句、 『日の くもり』 である。 

〇 

度が ごと や 雲の 巾に もお も ふらむ あめ も淚も ふりに こそ 降れ 

拾遺 集卷 十五 戀五、 前の 歌に つづいて ある。 伊勢 集に 載り、 初 句、 『わが 宿 や』 (流布本」、 『わ 力 ご 

とや』 I 類從 本) となって ゐる。 

とにかくに 物 は 思 はず 飛驛 たくみ 打つ すみな はの ただ 一 筋に 

拾 遣集卷 十五 戀五、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉集卷 十一 (二 六 四 八)、 寄物陳 思、 讀人 不知に、 云云 物 者 

ぉぉ£<^か£^;&^&115ーーーがぁろ。 初 句、 古寫本中©^ぞ古.細) トー 一 カク 一一。 第三 句、 類聚 

古 化 ルヒダ タクミ。 結句、 舊訓 タダヒ トス デ 一一。 古 寫本屮 (古. 京) タタ 匕 トミ チ 一一。 六帖 に、 人 麿と 

一一 ニー  五 
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し、 『云 ひし 云 はば 物 は 思 はじ 飛 驛 人の 打つ すみな はの ただ 一 道に』 と ある。 柿 本 集に、 拾遺 集の 

通りに 载 つた。 

〇 

郭公 かよ ふかきね の 卯の花の うきこと あれ やきみ が來 まさぬ 

拾遺 集卷 十六 維 春に あり、 題 しらす、 人 麿。 初：？、 一本に、 『うぐ ひすの』 と ある。 萬 葉 集卷十 

N  -  ^  ^  ^'  %  ,,J*  ゥグ ヒス ノ カヨ フ 力 キネ ノ ゥ ノ  ：  +  ノ ゥ キコト ァレャ キミ ガ キ マサ ヌ 

(一 火 八八レ 寄 花 讀人 不知に、 鷲 之往來 垣根 乃 字 能 花 之 厭 事 有 哉 君 之不來 座が ある。 柿 本 集 及び 赤 

人 集に 载り、 初 句 いづれ も 『ほととぎす』 である。 

わたし 守 はや 舟よ せよ ひととせに 二 たび 来ます 君なら なくに 

拾遺 集卷 十七 雜秋 にあり、 題 しらす、 人 麿。 第二 句の 『よせよ』 は、 一本に 『かくせ』 と ある。 

- I  ： ： . 、- - -'.  ヮ タリ モリ フネ ハヤ ヮタセ ヒト トセ 二 フタ タビ カヨ フ キミ 二 ァラ十 ク 二 

萬 葉 集卷十 (二 〇 七 七)、 七夕、 讀人 不知に、 渡 守 舟 早 渡世 一年 爾ニ遍 往來君 爾有勿 久爾が ある。 初 

古 寫本中 (元 *類* 神) フタ シ モリ。 第 四 句、 古 寫本中 (元. 類. 神) フタ タビキ マス。 結句、 古寫本 


巾 ：兀. 神) キ ミナ ラナ ク 一一。 六帖 に、 第二 句、 『舟 はや わたせ』。 赤 人 集に、 第二 句、 『舟 はや わた 

せ』、 第 四 句、 『ふたたび かよ ふ』 と ある。 柿 本 集に、 第二 句、 『船 はや わたせ』 (流布本〕、 『ふね はや 

かくせ』 (圜書 f  4. 第 一 )、 『 は や 舟 わ た せ 』 (類從 本) と な つて ゐる。 

〇 

蓬 草に むらさめ 降り て ひぐ らしの 鳴く こ ゑき けば 秋は來 にけ り 

拾遺 集卷 十七 維 秋、 題 しらす、 人 麿。 萬 葉 集卷十 21 六 0/ 詠 蟋蜂、 讀人 不知に、 庭草爾 村雨 落 

^1^^^憲遊-|^^^?^^がぁる。 第三 句、 舊訓 キリ ギリス。 元曆 本ヒグ ラシ ノ。 六帖 に、 讀人 

下 F 力と し、 歌は抬 遺集に 同じで ある。 称 本 集に も その 通りに 載った。 

〇 

あさ ぢ  、  \  *J  ノ 

秋風の さむく 吹くなる 我が 宿の 淺 茅が もとに ひぐ らし もば，" く 

拾遺 集卷 十七 維 秋に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (一二 五 6、 詠蟋 蜂、 讀人 不知に、 

^跟^&1?^^!^,ぎぉ銜|^^^4|8^^?ぁる。 結句、 舊訓 キリ ギリス ナ クモ。 元曆 本ヒグ ラシ 

, 一 一二： 一七 
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ナ クモ。 柿 本 集に、 拾遺 集の 通りに 載った。 

秋風し H ごとに 吹けば 我が の を か の 木の葉 はいろ づきに けり 

拾 遣集卷 十七 維 秋に あり、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集卷十 (三 一九 一一 一，)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

アキ カゼ ノ ヒニケ 一； フケパ ミ- クウ キノ チカ，' コ / ハ モ イロ ゾキニ ケ リ 

秋 胭之日 異吹者 水 室 能 岡 之 木 葉 毛色 付爾家 里が ある。 第二 句、 古 寫本屮 (元. 教. 神) ヒゴ トー ーフ ケバ。 

六帖 に、 讀人 不知と し、 初 句、 『秋風の』、 第三. 四 句、 『水 室の 岡の 木の葉 も』 と ある。 柿 本 集に 

載り、 初 句、 『秋風の』。 第三 句、 『久方の』 (流布本)、 『みづ くきの』 (類從 本 等)。 第 四 句、 『岡の 木の葉 

も』 とな つて ゐる。 

〇 

秋 霧の たなびく 小 野の 获の花 今や 散 るら むい まだ あかなく に 

拾遺 集卷 十七 雜秋、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉 集卷十 a 二  了 ひ、 詠 花、 讀入 不知に、 娘 m パ えき . 

ビ.. ヌ , リヤド I-  ：  +て マヤ チル ラム イマ ゲァ カナ クニ 

弓 パ野之 芽 子 花 今 哉 散濫未 ^ 爾が ある。 初^、 神 田 本 アキ 、 リノ 3 第三 句、 舊訓ハ ギノ  、ノ ナ とな 


つて ゐる。 

〇 

こ の ご ろの あか つき 露に 我が やど の 萩の 下葉 は いろづきに けり 

拾遺 集卷 十七 雜秋 にあり、 題 しらす、 入 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (. ニー 一へ 二)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

比日 之 曉露丹 吾 屋前之 f 子 乃 下 f 某 者 色付 爾家 里が ある。 第二 句、 舊訓ァ 力 ツキ ツユ 一一。 六帖 に、 

讀人 不知と し、 初 句、 『このごろ も』 と ある。 柿 本 集に 載った。 

夜 をさむみ 衣 かりがね 鳴くな べに 获の 下葉 はいろ づきに けり 

拾 追集卷 十七 雜秋、 前の 歌に つづいて ある。 先に あげた 如く、 古今 集卷 四に、 題 しらす、 讀 人し 

らゃ、 下句、 『萩の 下葉もう つろ ひに けり』 と あ， り、 左 注に 『この 歌 は ある 人の いはく： _t 本の 人 麿 

がな りと』 と ある。 叉、 六帖 に、 人 麿と し、 下.：^、 『萩の 下葉 も 色 づきに けり』 と ある。 


三 三 o 

わぎもこが 赤 裳ぬ らして 梳 ゑし ffl を 刈りて をさむる 藏 なしの Im 

拾遺 集卷 十七 維 秋に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷九 (一七 10」、 右二 首 或 云 柿 本 朝臣 人 

ヮギモ コ ザ ァガモ ヒパチ テ ゥヱシ ダ チカ リ？  Tt サメニ  7  , ス ナシノ  (マ 

麻呂 作と 注された 歌に、 吾妹 兒之赤 裳 泥 塗 而殖之 田 乎 i 刈 將藏食 無 之 演 が ある 。第二.：？、 古寫本 中 

壬. 古. 神) ァ カモヌ ラシ テ。 六帖 第二、 『夏の 田』 に、 人 まろと して、 第二 句 以下 『赤 裳ぬ れつつ 

植 うる 田 を 刈りて を さめむ』 云々 と あり、 同 第三、 『濱』 に、 人 麿と して、 『我 背 子が ：•••• 刈りて を 

さめむ』 云々 と ある。 柿 本 集に、 第 四 句、 『刈りて を さめむ』 として 載った。 

梓弓 ひきみ 引かず みこず はこず こばこ そ猶ぞ よそに こそみ め 

拾遺 集卷 十八 雜賀 にあり、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 四 0)、 寄物陳 思、 讀人 不知に、 梓 

弓 引見 弛 見 不來ず 不來來 者 來其乎 奈何 不來者 來者其 乎が ある。 第二 句、 古 寫本屮 (嘉. 類 .古. 細) じ 

キミ ヒ カズ ミ。 六帖 に、 きの 女郞 として、 第 四 句、 『こばこ そ をな ど』 と ある。 柿 本 集に 載り、 第 

四 句、 『こばこ そ を なぞ』 (流布本)、 『こばこ そ は なぞ』 C 類從 本) と ある。 結句 は、 六 45-、 拾 遣 集、 ！ 本 


集、 一  であるが、 萬 葉 集古寫 本に 原據が 見當ら ない。 

. 〇 

少女 r.^ が 袖 ふる 山の みづ がきの ひさしき^ よりお も ひそめて き 

合, M 巢卷 十九 雜戀 にあり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉 集卷四 (五 on、 柿 本 朝臣 人 麻呂歌 

：、 お； 衡^い マ かお « ぉサぉ が あ-^、 初 句、 類聚 古 集. 神 田本ヲ トメ ゴガ。 第 

1 7  :y  一  - .  チ トメ ラ チ ブ i ャ マ/ ミゾガ キノ ヒサ シキ 

四 句、 舊訓 ヒサ シ キヨ ヨリ。 卷十 一 ( 一 ま 一 五」、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 處女等 乎 袖 振 山水 垣 久 

モん ヮ吾 と 重出し、 初 句、 嘉曆 本. 類聚 古 集ヲト メラ-力。 第 四 句、 舊訓 ヒサ シ キヨ ヨリで あ 

る。 卷 四の 歌 は、 和歌 童蒙抄 にも、 『ヲ トメ コカソ テフ レ ノヤ マノ ミツカ キノ ヒサ シ キヨ、 リ ヲモヒ 

ソ ノー アキ』 として 引かれて ゐる。 六帖 にも、 人 麿と して 同様に 載って ゐる。 

〇 

三 島 江の 玉 江の 葦 をし めしより おのが と ぞ忍ふ いまだ 刈らね ど 

^遺集 卷 十九 雜戀 にあ，：'、 題 しらす、 姉 本人 磨と ある。 萬 葉 集卷七 (一三 四 〈)、 寄 草、 讀人 不知に 

三 三 1. 


ミ シ マユ ノ  *< マエ ノ コモチ シメ シコリ す/ザ ト ズてモ r  f マ ダカ-：' 太ド 

三 島 江 之 玉 江 之 薦乎從 標之己 我 跡 曾 念 雖未刘 が ある。 六帖 に、 讀人 不知、 第二 句抬 遺集に 同じ。 ：w 

本 集 も同樣 である。 

〇 

石 見なる たかまの 山の 木の間より 我が ふる 袖 を 妹 見け むか も 

拾遺 集卷 十九 雜戀 にあ.^、 『いはみ に 侍りけ る 女の まう で來 りけ るに、 人 麿』 と ある。 萬 葉集卷 

二 2 ミー 一 y 柿 本 朝臣 人 麿 從石見 國別妻 上來時 歌の 反歌に、 t^. 見が yig^^.^ ノ 之お iggi£ ま ihg. 見矿 

良武 香が あり、 その 或 本 歌 (ーョ 四) に、 石 見爾有 高角 山 乃 木 間 從文吾 袂振乎 妹見監 鴨が ある。 この 

拾遺 集の 歌 は その 或 本 歌の 方から 來てゐ ると 思 はれる。 第三 句、 舊訓 コノマ ニモ。 古 寫本中 r 元. 金. 

W.) コノマ ョジ。 第 四 句、 古 寫本中 (元. 金. 類. 神 i) フガフ グソ、 デヲ で、 拾遺 集と 一 致す る。 a し 

『たかまの 山』 の訓 は、 萬 葉の 諸 本に 見當ら ない。 六帖に は、 人 麿と して、 『石 見の や 高角 山の 木の 

間より 我が 袖 ふる を 妹 見 つらむ や』 と ある。 柿 本 集に 載り、 流布本 は 抬遣集 同様で あるが、 他の 諸 

本み な 『たかつ の 山』 になって ゐる。  *  , 


出 科の こはたの 里に 馬 は あれ どかち より ぞ來る 君 を 思へ ほ 

拾遺 集卷 十九 雜戀 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 ニー 四 二 五〕、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 

出に、 一 K^s.^ ま囊 1^ 一 SI§ 無ぎ ある。 第一 一句、 舊訓コ ハタ ノヤ： 一。 第 四 句、 舊訓 

力 チヨ リフ レク。 古 寫本中 0© 力 チヨ ソゾク レ/。 結句、 舊訓ナ レヲォ モヒカ ネ。 古 寫本中 (嘉. 古 • 

細) キ ミヲォ モヒカ ネ、 (頻〕 キ ミ ォ 乇 ヒ カネ で あ る 

〇 

春 日 やま 雲ゐ がくれ てと ほ けれど 家 はお も はず 君 を こそお も へ 

拾 遗集卷 十九 雜戀 にあり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉集卷 十一 (一一 0 五 四)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 

出に、 S がき aiK^i^ おお ¥气甽 が あ-、 舊訓ク モキ ガ クレテ -トホ ケレド である。 

〇 

、ましろの 野中に たて るむ すび 松 心 も 解けず むかしお も は 


拾遺 集卷 十九 雜戀、 題 しらす、 人 麿。 前出卷 十四と 重出して ゐる。 萬 葉 集卷ニ  2 四 四」、 ^^^^ 

野中 爾立有 結 松 情 毛不解 古所 念 (舊 訓ム カシオ モ へバ) が あり、 六帖 (結句 ムカシ ヲゾォ モフ、 稀 本. こ载 

つ てゐる こと 前述の 如くで ある (本書 三 一 七 頁)。 

. 〇 

こぞ 見て し 秋の 月夜 は てらせ ども あ ひ 見し 妹 はい や 遠ざかる 

拾 遣集卷 二十 哀傷に あり、 『妻に まかりお くれて 叉の 年の 秋 月 を 見 侍りて、 人 磨』 と ある。 萬 葉 

集卷ニ  0 二  o、 柿 本 朝臣 人 麿 妻 死 之 後 泣 血哀慟 作歌の 反歌に、 ぉ.|..見ぎ；&か；^;!^鄴"昭ドへ楊見；| 

妹 者彌年 放が ある。 なほ、 右の 或 本 歌に お 年 見 fm;- ァ お 顕. 抓- 艦 .がぁ つて、 この 

方の 結お-を 類聚 古 集で は 『いやと を さかる』 として ゐる。 六 帖に抬 遺集と 同じに t つて ゐる。 家 

持 集 も 同様で、 『この 歌人 丸 集に いでたり』 と 注が ある。 柿 本 集に は、 第三 句が 『宿れ ども』 (流布本)、 

『わたれ ども』 (圖書 察 本 第一/ 『てらせ ども』 (圜書 9^ 本 第二」、 『照らす とも』 (： 類從 本) など 、ろ 、 ろ こよ 

つて ゐる。 


わぎも こがねく たれがみ を 猿澤の 池の 玉藻と 見る ぞ かなし き 

抢 遣集卷 二十 哀傷に あり、 『猿澤 の 池に 采 女の 身な げたる を 見て、 人 麿』 と ある。 この 歌 は 大和 

物語に 出て ゐる。 また 柿 本 集に 載った。 

ささ 波 やしが のて こらが まかりに し 川 瀨の沮 を れば 悲し も 

拾 造集卷 二十 哀傷に あり、 『吉備 .f; の采女 なくなりて 後よ み 侍りけ る、 人麼』 と ある" 萬 葉集卷 

ササ， t ミノ シ ガ ッ, コ ラ ザ マ カリ ヂノカ 〔セノ ミチ 子：、 レパ サ フシ 

二 r 一二  A)、 吉備 采女死 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 反歌に、 樂浪之 志 我^ 子等 何 罷道之 川瀨道 見者 不怜 

毛が ある。 第 四 . 五 句、 古 寫本巾 (き-神) 力" セノ ミチ ハ 三 レバ カナシ モと ある。 和歌ぶ m 蒙抄 にも 

さうな つて をり、 叉 第二 句 『シ カノ ッコラ 力』 と あろの は、 『しかの てこら』 への 轉 訛の 徑路を 想像 

せしめる ものである。 


沖つ 浪 よる 荒 機 をし きた へ のま くらと まきて なれる きみか も 

拾 遣集卷 二十 哀傷。 前の 歌に つづき、 『讃岐 のさみ ねの 島に してい はやの なかに て なくなり たる 

人 を 見て』 と詞 書が ある。 萬 葉 集卷ニ (ニニ 二)、 讃岐狹 岑島視 石 中 死人 称 本 朝臣 人 麿 作歌 一首 井 短歌 

ォキッ 十 ミ キ ョ，： i アリマ チ- シキ なへ ノ マ. M マト マキ テ ナ セ ^ キミ 力 モ 

の 反歌に、 奧波來 依 荒 乎 色 妙 乃 枕 等 卷而奈 世 流 君 香 聞が ある。 第二 句、 舊訓 キヨ グァ ライ ソヲ。 

金 澤本ョ レノア ライ ソヲ。 結句、 金澤本 ナレダ キミ カモ。 卽ち、 拾 遣 集 は、 萬 葉 古寫本 中金澤 本の 訓 

と 全く 一致して ゐる ことが わかる" 六帖 に、 人 麿と し、 下句、 『枕に まきて ふせる 妹 かな』 となつ 

てゐ る。 it 本 奥に 載り、 流布本、 第二.？、 『よる 荒 機の』、 第 四；？、 『枕と なりて』。 

家に いきて 我が家 を 見れば 玉 ^ の ほかにお きたる 妹が こまくら 

拾遺 集卷 二十 哀傷に あり、 『妻の 死に 侍りて 後 悲しび てよ める、 人 麿』 と ある。 萬 葉 集卷ニ  2 一六)、 

ィへ ニキ テ ヮザャ チ. ：、 レ マ ドコノ ボカ. -: ギケリ ー モ〃 コマ-.； 'ラ 

楠 本 朝臣 人 磨 妻 死 之 後 泣 血哀慟 作歌の 或 本 歌 反歌に、 家来 而吾屋 乎 見者 玉 床 之 外向 來 妹 木 枕が あ 

る。 梳 本 集に 載り、 第三 • 四 句、 『玉 ゆかの 外にお きけ る』 となって ゐる。 


〇 

まき もく の 山べ ii きて 行く 水の みな わの 如くよ をば 我がみ る 

拾 i 卷ニ十 哀傷。 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷七 (一二 一六ち、 就所發 思、 人 麿 歌集 出に、 

蒸公き韉爵がぎニ£爵ぶ^^ぞがぁる。 初 句、 霍 マキ モ ムノ。 古寫本 マキ モク ノ。 第 

二 句、 舊訓ャ マべ ヒビ キテ。 第 四 句、 古 寫本中 (類. 神. 細) ミナ フノゴ トク。 結句 は 拾 遣 集の 如き 訓 

みな はの ことに  ^.1  0 

は 見當ら ない。 称 本 集に 載り、 第 四 句、 『みつの あは こと』 となって ゐる 

〇 

いも 山の 岩根に おける 我 を かも 知らず て 妹が 待ち つ つ あらむ 

拾 i 卷 二十 哀傷。 前の 歌に つづき、 詞書、 『石 見に 侍-てな く？ 侍-ぬ. (；； の ケ卩 

と ある。 萬 葉 集卷ニ  (ニニ 一  e、 称 本 朝臣 人 麿 在 石 見 國臨死 時自傷 作歌 一首に、 鴨 山 之 磐 根 之 卷有吾 

ぞ懇 f き ずが ある。 第 四 句、 舊訓 シラズ トイ モ V 裏 本 中 S. 神. 細； シラズ ティモ 

,。 六 占：、 『神 山の 岩根し まける 我 を かも 知らす て 妹が 待ちつつ をら む』 となって ゐる。 柿 本 集 

一一 ニー 一七 


11 ニー 一八 


： 拾遺 集の 如くに 载 つた" 


鳴く 聲 をえ や は 忍ばぬ ほととぎす 初 卯の花の かげに かくれて 

新 古今 集卷 三夏 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集 其 他に 同様の 歌 は 見當ら ない。 

〇 

秋 萩の さきち る 野 邊の夕 露に ぬれつ っ來 ませ 夜 はふけ ぬと も 

新 古今 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 五 二)、 寄 露、 讀人 不知に、 

ァ t- ： ギ ノ サキチ ：>  ス ベ ノ ュフ ツエ 二 ヌン ツッキ マセ ョ： フケス トモ  、- •»  T 1 、 

秋 i 牙 子 之 開 散 野 邊之暮 露 爾沾乍 來益夜 者 深 去辆が ある。 六帖 二、 第二 句 、『、吹け る 岡べ の』 第 四 句 

『ぬれつつ もませ』 と あり、 柿 本 集 流布本に、 第二 丄ュ 句、 『t ^ける 野への 夕暮 に』 (領種 は i きと あ 

り、 家 持 集に、 第二 句、 『咬 出る 野べ の』 と ある。 


三 四 〇 ， 

さ をし かの いる 野の すすき はつ 尾花い つし か 妹が 手枕に せむ 

新 古今 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 七 七：)、 寄 花、 讀人 不知に、 

サ チ シ . 力 ノ  .ー リヌ ノ ス ス キ ハッチ パ十イ ヅレノ トキ 力 f モガ テ マカ厶 

左 小 牡鹿 之 入 野 乃 爲酢寸 初 尾花 何時 加 妹 之手將 枕が ある。 第二 句、 舊訓ィ レノノ ノス スキ。 『手將 

枕』 は、 舊本 『將 手枕』 となつ て をり、 下句の 舊訓ィ ッシ カイ モガ . タマ クラ ニセ ム である。 今の 

訓は代 匠 記の 訓で、 古 寫本中 (元 • 教. 神) に、 『手將 枕』 と あるから、 萬 葉 本 來の訓 み 方と して はこれ 

に從 ふべ きで あるが、 『將 手枕』 と ある 古 寫本も 多く、 古寫 本の 訓は 比お 舊訓 乃至 舊訓 類似の もので あ 

るから、 新 古今 集の 訓み方 は 由來の ある ものである ことが 分かる。 柿 本 集に 同樣 にあり、. 六帖 に、 

人 麿と して、 下^ 『いつしか 君が 手枕 をせ む』 と ある。 

秋され ば 雁の はかぜに 霜 ふりて さむき 夜な夜な 雨 さ へ 降る 

新 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 第一 一句、 一本、 r 雁の つばさに』。 萬 葉 集、 


他の 勅撰集 等に 同じ 歌と 認 むべき ものがない。 萬 葉 集卷ー (六 0)、 志責 皇子 御作 歌に、 葦 邊行鴨 之 

羽 我， 比 爾霜零 而寒暮 夕 倭 之 所 念。 定 家が 『雁が ねの 雲 行く 羽に 置く 霜の 寒き 夜 頃に 時雨 さへ 降る』 

とい ふ 歌 を 作り、 拾 遣 愚 草に 載って ゐる。 

. 〇 

さ を 鹿の 妻と ふ 山の 岡べ なる わさ W は 刈ら じ 霜 はおくと も 

新 古今 集 卷五秋 歌 下に あ .-、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷十 (ニニ 二 0)、 詠 水田、 讀人不 

知に、 左 小 牡鹿 之 妻 喚 山 之岳邊 4! 早 田 者 不^ 霜者雖 零が あり、 第二 句、 古 寫本中 (神〕 ツマ トフ ャマ 

ノ。 結.；？、 古 寫本中 (元 .類. 神) シモ ハオ ク トモ の訓が ある。 卽ち萬 葉の 古訓と 一 致して ゐる。 柿 本 

集に も同樣 にある。 六帖に は、 讀人 不知、 第二 句、 『妻 待つ 山の』 となって ゐる。 

秋され ばお く 白露に わが 宿の 淺 茅が うは 葉い ろ づ きに けり 

新 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー  八 六)、 詠 黄葉、 讀人 不知に- 

三 四 1 


アキ サレパ す，， ハ 1 -_  " ザ ウド ノア サヂ ザ/ N>  ？ ,1 アト 二.  J  . 

\ ^去 者 置 白露 附吾門 乃淺茅 何 浦 葉 色付 爾家 里が あり、 第三 句、 古 寫本屮 (元.， さ フガャ ドノと あり、 

和歌 童 蒙抄の 引用に もさう ある。 柿 本 集に、 第 四 句- 『あさおが うへ は』 とも あり、 家 持 集に は- 『あ 

さおが うれ は』 となって 載って ゐる。 

かき ほなる 荻の 葉 そよ ぎ 秋風 の 吹くなる なべに 雁ぞ なくなる 

亲 古今 集 卷五秋 歌 下に あ.^、 題 しらす、 人 磨と ある。 萬 葉 集卷十 (一二三 10、  .^1. 讀 V 不， こ、 

葦邊在荻之葉左夜藝秋風之吹來^£丹船鳴"^がぁる。 六帖 に、 人 丸と して、 『葷 ベなる 荻の 葉 そよ ぎ 

秋風の 吹き 來る なべに 雁 鳴き わたる』 と ある。 柿 本 集類從 本に、 第二. 三 句、 『荻の 葉 さやぎ 吹 風の 

吹に るな べに』 と あり、 その他 はこの 新 古今 集と 同じで ある。 楠 本 集 流布本 は、 『垣ね なる はぎの 花 

さく 秋 の 吹なる なべに かり 鳴 わたる』 となって ゐる。 

秋 かぜに 山と び 越 ゆる 雁が ねの いや 遠ざかりく もがく， e つつ 


新 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉 集卷十 (二  ニス)、 詠應、 讀人 不知に、 

が * ぎ. W ぎ 部 越 .g.i づ者 矢 遠 放 雲 隠 e が ある。 第二 句、 舊訓ャ マ トビ コ ユレ-。 結句、 舊訓、 クモ 

ガ クレッツ。 第 四 句、 古 寫本中 (神 ほ) ィャ トホザ カリ。 同じく 萬 葉 集卷十 (一二 一一 一六)、 詠應、 讀人 

不知に、 ^^_,爾 山 飛越 鳴 鳴 之 聲遠離 雲隱良 思と いふ 歌 も あり、 第 四 句、 古 寫本屮 (元 ソィ ャトホ 

サ カレ、 (神：) ィャ トヲサ カリと 訓 んでゐ る。 六帖 に、 『人 まろ』 として 载り、 叉 柿 本 集に も载 り、 新 

卜：： と同樣 になって ゐる。 家 持 集 は、 第 四 句、 『聲 遠ざかり』 となった のが 载 つて ゐる。 

飛鳥 川 もみ ぢ葉 ながる か つらぎ の やまの 秋風 吹き ぞし ぬら し 

新 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 it 本人 麿と ある。 一本、 結句、 『吹き ぞし ぬらむ』。 萬 葉 

ァ ス 力 ！っ 〔 モ ミギ パ ナ *カ ル カヅ 一！' キ ノヤ マノ コ， ハ ハ ィ マ シチ 八カモ  、 

集卷十 (ニニ  一  0)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 明日 香 河 黄葉 流 葛 木 山 之 木 葉 者 今 之 散 疑が ある 結/" 

舊訓ィ マシ チレ ノ ラシ。 古 寫本ャ (元) イマ シ チレ ノ ラン、 (教. 神) イマ 力 チレ ノラ ン。 萬 葉 集に は 『山の 秋 

風』 とい ふ 句 は 見當ら ない。 六帖 に、 第三 句 以下、 『かつらぎ や 山に は今ぞ しぐれ ふるら し』 となつ 

て をり、 家 持 集に、 下句、 『山の 木の葉 は 今 か 散 るら む』 となって ゐる。 

三 四 三 


一一 一四 四 

. 〇 

しぐれの 雨 まなく し 降れば 稹の葉 も あらそ ひかね て 色 づきに けり 

新 古今 集 卷六冬 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 九 六)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

シ グンノ ァズマ 十 7 シ フしパ マ キ /  " モ ァ 一；' ゾヒ カ木テ ID ヅキニ ケリ  • 、 

四 具 禮能雨 無 間 之 零 者眞木 葉毛爭 不勝而 色付 爾家 里が ある。 六帖 に、 第三. 四 句、 『神な びの 森の 木 

葉 も』 となって ゐる。 柿 本 集 類從本 は、 萬 葉 • 新 古今に 同じく、 流布本 は、 第一 ニー 句、 『時雨の み 

めに はふれ、 は』、 結句、 『紅葉し にけ り』 となって ゐる。 

あさ ぢ  あらち 

矢 田の 野に 淺茅 いろづく 荒 乳 やま 嶺の泡 It さむく ぞ あるら し 

新 古今 集 卷六冬 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 a ニー 一一 一二)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

八 田 乃 野之淺 i 矛 色付 有 乳 山 峯之沫 雪 寒 零 良 之が ある。 結句、 類聚古集サ ム クゾァ ラ シ、 元曆校 

本 サム ク アル ラシ、 神 田 本 サム クゾ フル ラシと なって ゐる。 六帖 に、 初 句、 『矢 田の 野の』、 結句 は 

新 古今と 同じ。 本 集に も 載り、 これ は 全く 新 古今と 同じで ある。 


久方の あめにし をる る 君 ゆ ゑに 月 = "もしら で戀 ひわた るら む 

新 古今 集卷八 哀傷 歌に あり、 『奈 良の 帝 を を さめ 奉りけ る を 見て、 人 麿』 と ある" 萬 葉 集卷ニ  (二 

ヒサ 力々. ノ ァメシ ラシ ヌ キミ 二 ヱ 二 い- ツキ モ シラ ズ コヒヮ 4 ル 

00)、 高 市 皇子 尊 城 上 殯宮 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 反歌に、 久堅之 天 所 知 流 君故爾 日月 毛 不知 戀渡 

力 モ 

鴨が ある。 第二 句、 舊訓 ァメ  二 シラ ルルで あるから、 『あめにし をる る』 は それから 來てゐ るので あ 

らう。 ツキ ヒ とか シラデ とか コヒ フタ ルーフ ム とかの 訓は、 萬 葉古寫 本に はない 。柿 本 集 流布本 は、 

『あめにし くる、 君 ゆへ に 月日 もしら す戀 わたるらん』、 類從本 は、 『あめにし ほる、 君 ゆ ゑに 刀 日 

もしら す戀 渡る かも』 で、 大 一分 新 古今と 共通 點が 出て 來てゐ る。 

〇  , 

あま ざ かる ひなの 長路を 漕ぎ くれば 明 石のと より 大和 島み ゆ 

新 古今 集 卷十覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷三 q 一 五 五/柿 本 朝臣 人 麻 呂篛旅 歌 

八 首の 屮に、 天 離 夷之 長 道 從戀來 者 自明 門 倭 島 所見 一本 云 家門 當 見出 が ある。 第二 句、 舊訓ヒ ナノ 

,  三 四 五 


.  三 四 六 

ナガ デヲ。 第三 句、 古 寫本中 (教. 神) コギ クンバ。 卽ち新 古今 は これらの 訓 によった ものである こ 

とが 分かる。 柿 本 集 流布本 は、 第三 句、 『こぎ ゆけば』、 結句、 『家の あたりみ ゆ』 となって を わ、 

じく 類從本 は、 新 古今 集と 一致して ゐる。 

〇 

膝の 葉 はみ 山 も そよ に亂 るな り われ は 妹 思 ふ 別れ 來 ぬれば 

新 古今 集 卷十覉 旅 歌、 前の 歌に 續 いて 出て ゐる。 萬 葉 集卷ニ (ニー ニー 一)、 柿 本 朝臣 人 麿 從= 石 見國- 

H  -  -  -  F  *k  サ サノハ ハミ ャマモ サャニ ミ ダレ ドモ ヮレハ ィ モすモ フワ カレ キヌ レ.、 ハ 

5^ レ妻 上來時 歌の 反歌に 小 竹 之 葉 者 三 山 毛 淸爾亂 友 吾 者 妹 思 別來禮 婆が ある。 第二 句、 元曆 校本 

に はソョ 二と あるが、 ミダ ルナ リと いふ 訓は、 萬 葉古寫 本に 見當ら ない。 六帖 に、 人 麿と して 1 つ 

たが、 これ は 『み 山 もよ そに 別 るら む 我 は 妹に し 別れ 來 ぬれば』 となって ゐる。 柿 本 集 流布本 は、 

『みやま も そよ にみ だるらん 我 はい も 思 ふお きてき つれば』 であり、 同じく 類從本 は、 『そよこみ だ 

るめ り 我 は 妹 思 別き ぬれば』 である。 

〇 


あしび きの m もる 庵に おく かびの 下 こがれつつ 我が 戀 ふらく は 

新 古今 集卷 十一 戀歌 一 にあ. 5、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (一二 ハ四九 y 寄 物 田， r 寶人 

； 0  、 ァ. -) ヒ 、ノ- ヤマダ モル チ ギガす クカビ ノ シタコ ガン ノ ミワ ガコ t チラ ク 

不/ S に 足 曰 木 之 山 田 守 翁 置 蚊 火 之 下 粉 枯耳余 戀居久 が ある。 新 古今 集の やうな 訓は 古寫本 等に も 

見當ら ない。 六帖に は、 『山 田 もる をの をく かびの 下 焦れの み 我- 戀ひ をら む』 と あり，、 柿 本 集 流布本 

いまこ 

にに 『山 田 もる おの をく かびの した こがれ つつ わが こふら く は』 と ある。 兩 者の 第二. 三 句 は、 

萬 葉の 舊訓ャ マダ モレノ ヲノ. ォクカ ピノに 一 致し、 楠 本 集の 下の句 は 新 古今と 一 致す る。 一 本、 『い 

ほに』 と あるの は、 類從本 系統が さう であって、 これなら 全然 新 古今と 同じで ある。 

いそ かみ 

石の 上 ふるの わさ 田の ほに は 出で ず 心のう ちに 戀 ひや わたらむ 

新 古今 集卷十 ー戀歌 一、 前の 歌に 續 いて 出て ゐる。 萬 葉 集卷九 (一七 六 八)、 拔氣大 首 任，， 筑紫， 時 娶，， 

二  J3TJ  く 二  t  IJ  -1 C  -  *  '  It  * ソ リノ や： フル ノ ヮサタ ノ ホ 二 ハ イデ- ズココ D  ノウ チ ニコ フ-〉 コ/ ゴロ 

ism 國^ 子 紐兒， 作歌 三 首の 中に、 石 上 振 乃 早 田 乃德爾 波不出 心中 爾戀流 比日が ある。 六帖 にも、 萬 

葉のと ほりに、 結句、 『こふる このごろ』 となって ゐる。 

三 四 七 


.  三 四 八 

みかりす るかり ばの をのの なら 柴の 馴れ はま さらで 戀ぞ まされる 

新 古今 集卷 十一 戀歌ー にあ， oZ 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十二  (ョ 0 四 5、 寄物陳 思、 讀人 

不知に、 御 獵爲應 羽 之 小 野 之 櫟柴之 小 禮波不 益戀社 益が ある。 第 四 句、 葡 訓ナレ 、ノ マサ ラデ。 結句、 

西本願寺 本の 一訓に コヒゾ マサ レ ルが ある。 

〇 

衣手に 山お ろし 吹きて 寒き 夜 を君來 まさず ば ひとり かも 寢む 

新 古今 集卷 十三 戀歌 三に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十三 (一一 三 八 二)、 讀人 不知に、 衣 

チ 二 ァ- プシノ フキテ サム キヨ テ キミ キ マサ， 7、 ハヒ トリ カモ 木厶 

袖 丹 山 下吹而 寒夜 乎 君 不來者 獨鴨寢 が あり、 tcj 一句、 舊訓ャ マオ D シ フキテ である。 六 帖に载 り、 

第 四 句、 『君來 まさねば』 となって ゐる。 


Is- 野 ゆ く 牡鹿の 角の つかのま も 忘れず ぞ思ふ 妹が こころ を 

新 古今 集卷 十五 霞 歌 五に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 一本、 第 四 句、 『忘れす 思へ』。 萬 葉集卷 

ま。 二)、 柿 本 朝臣 人 f 歌 一一 一首の 中に、 ^^^£^0^s^s^^^^. 丄ハ 

帖に、 人 麿 作と して 、『鹿， q と 『夏野』 の 二 筒 所に 載った が、 これ は 下の句が 『見ねば 戀 しき 君 こも 

あるかな』 となって ゐる。 柿 本 集 流布本に は、 『忘れす 思 ふい もが 心 を-一一、 一本、 『みねば こ ひしき 君 

にも 有 哉』 と あり、 なほ 『忘れす 思へ』 (類從 本 y 『忘れす ぞぉも ふ 二相 J さ など ともなって ゐる。 

な つくさの 露 分 ご ろ もき もせぬ にな ど わが 袖の かわく 時な き 

新 古今 集卷 十五 戀歌 五、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷十 (一九 九 so、 寄 露、 讀入 不知に、 

ナック サノ ツユ ヮケ ゴロ モッケ i クニ ヮガ n ロモ ヂノ ヒルト キモ ナ キ 

夏草 乃 露 衣 不著爾 我 衣手 乃 干 時 毛 名寸が あり、 第三 句、 舊訓キ モセヌ 一一で ある。 六帖 に、 第 四 句、 

『我が 衣手の』、 他 は 新 古今 集と 同じに なって ゐる。 柿 本 集に 載り、 類從本 は、 新 古今 集と 同じく、 

流布本、 第三 句：^ 下、 『きぬ 物 をな どか 我 袖の かわく 時な き』 となって ゐる。 叉、 赤 人 集に も载 り、 

1   ；     i. ： . 


三 五 o 

流布本、 『きもせ ぬに 我が 衣手の ひるよ しもな き』。 西本願寺 本、 『まだき ぬに わが ころもでに ひる 

よし もな し』 である。 

〇 

もの の ふの 八十 うぢ 川の 網 代 水に いさよ ふ 波の ゆく へ 知らず も 

新 古今 集卷 十七 雜歌 中に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷三 (二 六 四)、 柿 本 朝臣 人 麻呂從 一一 

モ.' ノ フ ノ ャ ゾ ゥヂ ガハ/ ァ ジロキ 二 1 サ ョ フ 十 ミノ ュ.' へ シー マ. ズ モ 

近 江國， 上 來時至 二字 治 河邊， 作歌 一 首に、 物 乃 部 能 八十 氏 河 乃 阿 白木 爾 不知 代 經浪乃 去 邊白不 母が 

ある。 六帖 に、 人 麿と して 载り、 結句、 『寄べ 知らす も』 となって をり、 柿 本 集 も 六帖と 同様で ある。 

(伍し 新從本 系統 は 『行衞 しらず も， 0。 因に、 その 『よるべ』 とい ふ訓 も、 萬 葉 古 寫本中 神 田 本に あり、 叉 

袖中抄 でも さう 訓ん でゐ るので あるが、 新 古今 集 は それ を 採用し なかった らしい。 和歌 童蒙抄 では 

『タ、 ョフ ナミ ノュク ヘシ ラス モ』 として ゐる。  . 

秋され ば 狩人 こ ゆる 立 田 山た ちても 居ても も の をし ぞ田 5 ふ 


新 古今 集卷 十七 雜歌屮 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 九 四)、 寄 山、 讀人 不知に- 

ァ, サレパ カリ トビ n ユリ タッタ ，^ マ々 チテ モ ヰテモ キ：、 テ シ ゾ ォモフ  、  -、、 

秋 去者蹈 飛越 寵田山 立 而毛居 而毛君 乎 思 曾 念が ある。 古寫本 等に、 『狩人 こ ゆる』 S もの をし ぞ m あ 

ふ』 等の 訓 はない。 ii 本 集に あり、 第 四. 五 句、 『たっと ゐる とに 君 を こそ 思へ』、 或は 『立ちても 

居ても 物 を こそ 思へ』 になって ゐる。 

〇 

蘆 鴨の 騷ぐ 入江の 水の 江の 世に すみが たき 我が身な りけ り 

新 古今 集卷 十八 雜歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 第一 ニー 句に 就いては、 萬 葉集卷 十一 

(二 七 六 八)、 寄物陳 思、 讀人 不知に、 牽多 頭乃颯 入江 乃 白 菅乃知 爲等乞 痛 鴨が あり、 古今 集卷 十一 

戀歌ー に 、『廣 鴨の さわぐ 入江の 白波の しら やや 人 を かく 戀ひ むと は』 が ある けれども、 同じ 歌と 見 

るべき もの は、 萬 葉 集に も 他の 勒撰 集に も 見當ら ない。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 中 『つのく に』 の 歌 

として あり、 流布本、 第三 句、 『みづなら で』 ともなって ゐる。 


1 一一 五 二 


白露と 秋の 花と を こき まぜて わくこと かたき わが、 i かな 

新 勅撰集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 七 一)、 詠 露、 讀人 不知 

に、 秋 芽 子 者戀亂 別事 難 吾 情 可 聞が ある。 第二 句、 神 田 本 アキノ ハナ トハ。 第三 句、 舊訓 

コ ヒ ミ ダレ。 コキマ ゼテ とい ふ 訓は萬 葉 古訓に 見當ら ない。 六帖 に、 第一 ニー 句、 『白露 を 秋の 萩原 

に』 として 載り、 第三 句以 F 新勉 撰と 同樣 である。 柿 本 集に は、 第 四 句、 『あく ことかた き』 と ある 

ほか は (一本 は 『わくこと』)、 新 効 撰と 同様にな つて ゐる。 

秋 田 もる ひたの い ほりに 雨ふり わが 袖 ぬれぬ ほす 人 もな し 


アキ 

新 蠢集靈 秋歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉卷十( ニー ーーーー五)、 I、 讀人 不知に、 ^ 

k 親 乃， が fesa 蛇 一が ある。 第二 句、 神 田 本 は ヒ タノ ィ ホリー 一と, んでゐ る 

-、 に、 入 麿と して、 第一 . 二 句、 『秋 田 かる 旅の空に て』、 結句、 『乾す 人な しに』 と ある。 W 本 

集 流布本 は、 初 句、 『秋 田 かる， つ 同類 從本 は、 結句、 『ほす 人な しに』 と、 それぞれ 一部分 づっ新 勅 

撰と 小 差異が ある。 

〇 

夕され ば君來 まさむ と 待ちし 夜の 名殘ぞ 今も寢 ねがて にす る 

新 I 集卷 十四 誰 四に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 舊集羊 一 (二 五八 八)、 正述 心緒、 

讀人 不知に、 Msmsis^^f.-. 第一 一句、 霍キ i マスカ トで t 

古寫 本" S. 細) キミ ヤキマ スト、 (西) キ ミキ マス ャト で、 新勒 撰と 一致す るキ ミキ マサ ムトさ 

ふ訓 は、 考に 始まる ので ある。 第 集に、 全く 同樣に 載って t  (一本、 i 一 i てに する. 0、 新 § 

はこれ から 採った ので あらう" 


1 一一 五 四 

あしび きの， H 下風 は 吹かね ども 君が 來ぬ夜 はかね て さむし も 

新 勅撰集 卷 十四 戀歌 四、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷十 (二三 五 〇)、 寄 夜、 讀人 不知に、 

ァシヒ キ ノ ャマ ノア-フシ ハ フカ， 不ドモ キ ミナ キヨ ヒハ 力 木 テサ 厶シモ 

足 槍 木 乃 山 下風 波 雖不吹 君 無 夕 者豫寒 毛が ある。 第二 句、 舊訓ャ マシ タカ ゼハ。 第 四 句、 古 寫本中 

(元. 神) キミ ガコ ヌョ ハ である。 六帖 に、 人 麿と して、 新 勅撰と 同様に 載 り、 ^！本集も諸本皆新勅 

撰と 一致して ゐる。 家 持 集に は、 結句、 『袂 寒し も』 となって ゐる。 

玉 ほこの 逍 行きつ かれいな 筵し きても 人 を 見る よし もがな 

新 勅撰集 卷 十四 戀歌 四に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 四 一一 D、 寄物陳 思、 讀人 

* マ ホコノ ミチエ キッ 力し くナ ム シ a シキテ モ キ ミ ュ， ミ ム ョ シ モ ガモ 

不知に、 玉 戈 之 道行 疲 伊奈 武思侶 敷 而毛君 乎 將見因 母 鴨が ある。 六帖 に、 結句、 『見む よし もがな』 

と载 つた。 柿 本 集に は、 新 勅撰と 同じく、 『見る よし もがな』 と 載って ゐる。 

み吉 野の 御舟の 山に たつ 雲の 常に あらむ とわが 思 はなく に 


新 勅 芻集卷 十八 維 歌 三に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷三 (二  S5)、 或 本 歌、 人 磨 歌集 出 

：、 三 吉野之 御船 乃 山 爾立雲 之 常 將在跡 我 思莫苦 二が ある。 家 持 集に も载 う、 第 四 句、 『常なら む 

T も』 となって ゐる。 


三 五 五 


三 五 六 

續 後 撰 集 

〇 

靑 柳の かづら にすべく なる までに まて どもな かぬ 鶯の聲 

續後 撰集卷  一^歌 上に あり、 題 しらす、 ii 本人 丸と ある。 他の 歌集 等に 見當ら ない。 

春霞 立ち まふ 山と 見え つる はこの も かの も の楼 なりけ り 

續後 撰集卷 ニ^ 歌屮 にあり、 題 しらす、 人 丸と ある _  ii 本 集、 國 名の 歌の 屮、 『但 馬』 

して 載って ゐる。 それ を 採った もので あらう。 


へ呋 けば かつ 散りぬ る 山の さくら 花 こころの どかに おも ひける かな 

續後撰 集 卷三养 歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 柿 本 集、 國 名の 歌の 屮 『能 登』 の 國の歌 

にある。 (類 從本等 第三 句、 『花 さくら， 0。 續後撰 は それ をと つたので あらう。 

〇  -. 

あまの 川霧た ちわた る たなばたの $--4 の 衣の か へる 袖 かも 

續後撰 集 卷五秋 歌 上に あり、" 七夕の 心 を』 と 題した ー聯の 終に、 人 丸と して 出て ゐる。 萬 葉集卷 

アマ ノカハ キリ々 チノ ボルな ナバ々 --/ クモ ノコ 口 モノ 力へ ゾー Vr カモ 

十 (二  0 六 一一 一)、 天漢 霧 立 上 棚 幡乃雲 衣 能飄袖 鴨が ある。 キリ タチ ワタルと いふ 訓は 見當ら ない。. 

赤 人 集に、 『あまの が はきり たちのぼり たなばたの くもの ころもの あへ る そら かな』 (？； 本願 寺 本)、 『天 

の 川霧た ちわた る 七夕の くもの 衣の かへ る 袖 かな』 (流布本) と あり、 柿 本 集に、 『天の川 霧 立ち わた 

る たなばた は あまの は 衣と ひわ かる かも』 と あり、 家 持 集に、 『天の川 霧た ちわたり 七夕の 雲の こ 

ろ ものな びく 袖 かも』 と ある。 卽ち赤 人 集 流布本が ほとんど 同 1 である。 

.  三 五 七 


三 五八 

秋され ば いもに 見せむ と植 ゑし 获 露霜お きて 散り にけ らし も 

續後撰 集 卷七秋 歌 下に あり、 『秋の 歌の 中に』 と 題した 歌に つづき、 人 丸と して ある。 一本、 結 

アキ サ 一：'. バ ィモニ ミセ ムト ゥヱシ ハ ギ ツユ ジモ ォヒ 

句、 『散り. にけ るかな』。 萬 葉 集卷十 (ニニ 一七 )- 詠 花、 讀人 不知に、 秋 去 者 妹 令 視跡殖 之 芽 子 露霜 負 

テ チリ ニケ ルカ モ 

而散來 違が ある。 初 句、 舊訓 アキ サレ バ。 第 四 句、 神 田 本の 一 訓にォ キテが ある。 結句、 元曆 校本 

チリ ニケム カモ。 柿 本 集に、 後 撰と 同樣に 載って ゐる。 (频從 本 系統 は 結句、 『ちリ にけ るか も』)。 

秋 山の 木の葉 も 今 はもみ ぢ つ つ 今朝 吹く 風に 霜お きに けり 

續後撰 集 卷七秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ  一一！  二)、 詠 風、 讀人 不知に、 

ァ キヤ マノ コノ  C モ f マダモ ；■ チネ バケ サ フク カゼ：； シ モモ ォ キヌべ ク 

秋 山 之 木 葉 文 未 赤 者 今 且吹風 者 霜 毛 置 應久が ある。 第 四 句、 京都 大學本 ケサ. フク カゼ 一一と ある ほ 

か は、 續後撰 集に 一致す る 古訓 は 見當ら ない。 称 本 集に 載り、 流布本、 『いまだ もみお ねば 今朝 吹 風 

は しもきえぬ べし』、 類從 本、 『いまだ もみ ぢね どけさ 吹 風 は 霜 も けぬべし』 であるが、 圖書察 本 第 


一 のみ は 全く 續後 撰と 一 致して ゐる。 

〇 

夜 を 寒み 朝 II： を あけて けさ 見れば 庭 も はだら に 雪 ふりに けり 

續後撰 集 卷八冬 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (三 一二  6、 詠 雪、 讀人 不知に 夜 

ぞ lii 一一ぎ .「n お iigiBJ^f iyJJ^I^ 太 良爾ー 1 一雪 落 有 il 保 t 爾雪曾 f 有 が ある。 第二 句、 舊訓ァ サド 

ヲァ ケテ。 結句、 類聚 古 集 ユキ フリ ニケリで ある。 六帖 に、 第三 句、 一一-出で 見れば/ 結句、. 『零 は 

降りつつ』 と 載り、 家 持 集に、 第三 句、 『見渡せば』、 結句、 『あわ 雪ぞ 降る J と载 つた。 柿 本 集 は、 

流布本で は、 第三 句、 『出で ぬれば』 となって ゐ るが、 圖書寮 本 第一 は、 第三 句、 『けさ 見れば』 で、 

全く 續後 撰と 一 致して ゐる。 

〇  . 

磯の ヒに生 ひたる 葦の 名 を 惜しみ 人に 知られで 戀 ひっつ ぞ ふる 

績後 撰集卷 十一 戀歌ー にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十二  (二  A 六 一)、 寄 物 思、 人 麿 

三 五 九 


一一 一六 0 

ィゾ ノウへ 二す フル コマ ッノ. -チチ シぇヒ トニ シー マエ ズコ ヒヮケ ルカ モ  >  ,  »  a  -  •  ヽ、 U-1 一、 

歌集 出に、 磺上生 小 松 名惜人 不知 戀渡 鴨が ある 六帖に 『岩の 上に 立てる..^ 松の 名 を 惜しみ 

言に は 出です 戀 ひっつ ぞ經 る』 が ある。 これ は、 萬 葉で は、 右 (ーズ 六 一) の 或 本 歌、 厳 上 爾立小 松 

"名  >  惜， 人爾者 不云嫌 渡 鴨の 方に 近いが、 結^が 績後撰 集と 一 致す る點は 注意すべき である。 

〇 

かくて のみ 戀ひ やわたら むた まき はる 命 も 知らず 年 は へに けり 

續後 撰集卷 十二 戀歌 二に あり、 題 しらす、 梳 本人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (ニー 一一 セ 四)、 正述心 絡、 

力 ケ / ミシコ じ ャヮな ラム タ マキ" ルイ/ チ モシつ ズ トシ チへ ニッッ  •  ；  I  I  、：— 

人 麿 歌集 出に、 是耳戀 度 玉 切 不知 命歲經 管が ある。 初 句、 舊訓 カク シノミ 古 寫本キ ff?, 

細) カク-プノ ミ。 結句、 舊訓ト シハへ 二 ッッ。 『年 は經 にけ り』 の訓は 見當ら ない。 

〇 

あしおの 山 m の ひたの ひたぶ るに 忘る る 人 を おどろか すかな 

續後 撰集卷 十五 戀歌 五に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき もの は 見 當らな 

い。 六阽 に、 『おどろかす』 とい ふ 題で 載って をり、 續後撰 は それ をと つたので あらう か。 叉、 詞花 


集 卷九雜 上の 能 因 法師の 歌に *  S ひたぶ る に. 5 田 もる 身と なり ぬれば 我の み 人 をお どろ 力す 力な』 と 

あるの も關 係が ありさう に 思 はれる。 

わぎも 子が 袖 をた のみて まの の 浦の こすげの 笠 をき ずて 來に けり 

賴 後 撰集卷 十九 覉旅 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (一一 七 七 一)、 寄物陳 思、 藏人 

ヮ ¥ モ コ ぐ ゾ パー T^ な/ ミ テマ ヌ /ウーマノ コ ス. ケ / カサ子 キ ズ テキ ニケリ  ゝ 

不知に、 吾妹 子 之 袖 乎 憑 而眞野 浦 之 小 菅乃笠 乎 不著而 來ニ來 有が ある 六帖 にも 載った が 初，." 

, 『わがせ こが』 となって ゐる。 なほ 六帖 拾遺に、 第三 句 以下が 『あしび きの 山 すげ の實を 取らで き 

こけ. o』 となった もの も ある。 


1 一一 六 一 


三 六 二 

續 古今 集 

〇 

ここに 來て春 日の 原 を 見 わたせば 小 松が うへ に 霞た なびく 

續 古今 集 卷 一恭 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 六帖 に、 『ここにして 春 日の 山 を 見渡せ 

ば 小 松が 枝に 霞た なびく』 となって ゐる。 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき もの は 見出せない。 

〇 

わが 宿に 咬き たる 梅 を 月影に 夜な夜な 來っ つ 見む 人 もがな 

續 古今 集卷ー 9:^ 歌 上に あり、 題 しらす、 本人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 一一  四 九)、 寄 花、 讀人 不知 

ヮ ガヤ ド 二 サキ タル ウメ チ ックョ ョ -I ョヒョ ヒ：、 セムキ ミチ コソ マテ 

に、 吾 屋戶爾 開 有 梅 乎 月夜 好 美 夕 夕 令 見 君 乎祐待 也が ある。 第 四 句、 舊訓 ョナョ ナミ セム。 結句、 

舊訓キ ミヲゾ マ ツヤ。 古 寫本中 (元 . 教. 神) キミ ヲ コ ソ マテで ある。 怖 本 集に 載り、 流布本 は 全く 養 


古今と 同じで あり、 類從本 は、 第二 句：^ 下， 『さき 散 梅 を月淸 みよる よるきつつ』 となって ゐる。 又 

六帖 に、 『t- きたる 梅の 月淸み 夜な夜な 見せむ 君 を こそ 待て』 と あり、 家 持 集に、 『^きたる 梅 を 月 

きょみ 夜々 見せむ 君 を こそ 待て』 と ある。 續 古今 は 恐らく 柿 本 集から 採錄 したので あらう。 

〇 

夕 やみ は あなお ぼっかな 月影の いでば や 花の 色 もま さらむ 

續 古今 集 卷ニ寒 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 姉 本 集に、 國 名の 歌の 中， 『いで は (出 羽)』 

の國の 歌と して 出て ゐる。 これ は、 續 古今 集が 柿 本 集の 歌 を 人 麿 作と して 採錄 した ものと 考 へる こ 

とが 出來 る。 なほ、 ：^ひ にも 幾つか、 柿 本 集の 國 名の 歌が 續 古今に 入って ゐる。 

散りぬ ともい かで か 知らむ 山 櫻 春の 霞の 立ちし かくせば 

綺古ケ集卷ニ^！^；歌下にぁり、 『麻の 歌と て、 人 丸』 と ある。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『いが (伊 

賀)』 の國の 歌と して 載り、 流布本、 第二 句、 『いかで かしらな む』 となって ゐる。 類從本 は、 續 古今 

三 六 三 


一一 一六 SI 

と 同じで あ る ひ 

〇 

ふる 道に 我 やま ど はむ いにしへ の 野中の 草 は 茂り あ ひけり 

續 古今 集卷 三夏 歌に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 この 歌 は、 もと 拾 遣 集 卷七物 名に 載り、 

藤原輔 相が 『やまと i を 詠み こんだ 歌で あるの を、 柿 本 集の 國 名の 歌の 巾に 入れられ、 續 古今 は そ 

れから 採った ものと 考 へられる。 但し、 拾 遣 集 は、 結句、 『茂り あ ひに けり』。 it 本 集 は、 下の句、 

『！！？^ 中の 草と しげり あ ひに けり』 (流布本)、 『野中の 草 もしげ り あ ひに けり』 (類從 本〕 となって ゐる。 

〇 

获の花 散らば 惜しけ む 秋の 雨し ばし な 降り そ 色の つくまで 

續 古今 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 その他に 原 歌と 認 むべき ものが 見當ら 

ない。 


山の端 は 5£  く 見 ゆれ ど 天つ 空た だよ ふ 雲の 月 やかく さむ 

續 古今 集卷 g: 秋 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 一本、 結句、 『s- やか、 ら む』。 it 本 集 

に、 國 名の 歌の 巾、 『ははき』 の國の 歌と して 載り、 流布本、 初 句、 『山ぎ はは/ 類從 本、 第三 句， 

『天 原』 となって ゐる。 續 古今 は それ をと つた もので あらう。 

この頃の 秋の 朝け の 霧が くれ 妻よ ぶ 鹿の IS のさ やけさ 

續 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 0 二  sn)、 詠 鹿 鳴、 讀人 不知に 

コメゴ ロノ アキノ アサ ケ 二-キリ ガタリ ツマ ヨブ シ 力 ノ コヱノ サ ャケサ  、  つ ： I*  i  . 

比日 之 秋 朝 開 爾霧隱 妻 呼 雄 鹿 之 昔之亮 左が ある。 第三 句 舊調キ リガ クレ。 結句 舊諫コ ュノ ハル 

ケサ。 古 寫本屮 オト ノ  、ノ レノ ケサ。 元曆 本の 一訓に のみ サャ ケサが ある。 一般に サャケ 

サと訓 む やうに なった の は 拾德抄 以後で ある。 六帖 に、 『このごろの 秋の 朝け に 霧が くれ 妻よ ぶ 鹿の 

一 ュ 曰の さびし さ』 と载 つて ゐる。 

〇 

一一 一六 五 


一一 一六 六 

おく れゐて 我 や はこ ひむ 春霞た なびく 山 を 君し 越えな ば 

績 古今 集卷九 離別 歌に あり、 『大寶 二 年 正月 贈從 三位 高 巿丸長 門に なり てくだ. 0 ける に 三輪 川の 

ほとりに て錢 すと てよ み 侍りけ る、 梳 本人 丸』 と ある。 萬 葉 集卷九 (一七 七 一)、 古歌 集 出、 大神大 夫 

任 二 長 門 守， 時 集 J 二輪 河邊， 宴 歌 二 首の 巾に、 於久 禮居而 吾波 也 將戀赛 霞 多 j^i だぎ.^ 君^ まお ぎが 

ある。 結句、 類聚 古 集 は、 『君し こえな ば』 になって ゐる。 家 持 集に、 『後 れゐて あれ はや 戀の 春霞 

たなびく 山 を 君が 越ぬ る』 と 載って ゐる。 

〇 

白鳥の 鷺坂 山の 松 かげに やどり て ゆかむ 夜 も 更けに けり 

續 古今 集 卷十覉 旅 歌に あり •『 さぎさか 山 を こ ゆと てよ める、 人 磨』 と ある。 萬 葉 集卷九 (一六 八 七)、 

にミ C  '  '  * 」 ；：" *、  ：  » シー" トリノ サギ サカャ マノ マッカ ゲ ニヤ ドリ テュ カナ ョ モフケ ェク予 

鷺坂 作歌 一 碧 た 麿 歌集 出に 白鳥 鷺坂山 松 影 宿 而往奈 夜 毛深 往 乎が ある。 第 四 句、 舊 訓ャド 

ソテュ クナ。 古 寫本中 壬 • 古) ャ ドリ テュ カム、 (神. 西) ャ ドリ- グュ カナ。 『夜 も更ナ こけ hs  ， よ 

萬 葉の 古訓に 見當ら ない。 


〇 

うば 玉の 黑髮山 を 今朝 こえて 木の した 露に 儒れ にけ るかな 

續 古今 集 卷十覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 ん 丸と ある。 萬 葉 集卷七 (ニー 四 一)、 覉旅 作、 古歌 集 出に、 

ス バ 々マ， ゥ ロカ ミヤ マチ アサ ニナ ャ マ ： V ッ ュニ ス レ，； ケ^ カモ 

黑ョ之 玄髮山 乎 朝 越而山 下露 爾 沾來 鴨が ある。 『けさこえ て』、 『木の 下露/ ともに 萬 葉の 古 まに 見 

當ら ない。 六帖第 一 に、 『举』 の 題で、 人 麿と して、 『ぬば たまの 黑髮山 をけ ふ 越えて I 下にいた く ぬれ 

にけ るかな』。 同 第二に、 『山』 の 題で、 『ぬば たまの 黑髮山 を 朝 こえて 木の 下露に ぬれに ける かも』 

と 載って ゐる。 

〇 

やま くら 旅に しあれば 秋風の 寒き ゆ ふべ に 雁 鳴き わたる 

續 古今 集 卷十覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 姉 本人 麿と ある。 萬 葉 集卷七 (一 一六 一)、 覉旅 作、 讀人不 

ィへサ カリな ビニシ ァレ. パ アキ 力..； 了 サム キユフ ベニ カリ ナキ" タ.. >  »  (  &_  ノ  ^ 

知に、 離 家 旅 西 在 者 秋 風寒暮 丹臈喧 渡が ある。 初 句の 異訓 は. 古 寫本中 (元 i. 神) ィ へ ハナ レ 

位で、 『草 まくら』 は 故意に 改めた もので あらう か。 六帖に は、 初 句、 『家 はなれ』 になって ゐる。 

三 六 七 


三 六 八 

〇 

この. H の嶺 にち かしと わが 見つ る 月の 空なる 戀 もす るかな 

續 古今 集卷 十一 戀歌ー にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 七 二)、 寄物陳 思、 讀人 

コ.' ャ マ- :、. スニ チカ， ソトヮ ガミ ッ A ツキ/  ？-マ ナ コヒモ ス ルカ モ  ，  ：  J 

不知に、 此山之 嶺爾近 跡 吾見 鶴 月 之 空 有 戀毛爲 鴨が あり、 結句、 類聚 古集コ ヒ モス レノ カナで ある 

六帖に 載り、 第二 句、 『みねの あらしと ，11 となって ゐる。 

かくしつつ さて や 止みな む大 荒木 の 浮 田の 杜の しめなら なくに 

續 古今 集卷 十一 戀歌 一、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉集卷 十一 (二八 一一 一九〕、 寄標喩 思、 讀入不 

力 V, シ亍ャ ナ ホヤ 了 マラ ム ォ ホア-マキ ノ ゥキタ , モリ， シメ屮 -r ふ クニ  、-, 、-- 1  , 

知に、 如是 爲哉猶 八 戌 牛鳴大 荒木 之 浮 田 之 社 之 標爾不 有爾が あり 第二 や. 舊 .fi ナヲ ャャミ ナムで 

ある。 


逢 ふ 事 を いつしかとの みまつ しまの か はらず 人を戀 ひわた るかな 

續 古今 集卷 十二 戀歌 二に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある， ン iw 本 集に、 國 名の 歌の 中、 一 「いづ (伊 

豆)』 の國の 歌と して 載って ゐ る 。 續 古今 集 は そ れを 採った ので あ ら う。 

〇 

志贺 の あまの 鹽燒 衣な るれ ども 戀てふ もの は 忘れ かねつ も 

續 古今 集卷 十四 戀歌 四に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 ニニ)、 寄物陳 思、 

シガノ ァ マノ シ ホヤ 土-ゴロ モ屮レ ヌレ， トコ ヒ トフ モノ  ( ヮスン カネ ツモ 

讀人 不知に、 志賀乃 白水 郞之鹽 燒衣雖 穢戀云 物 者 忘金津 毛が ある。 第三 句、 舊 訓ナル トイ へドで 

古訓に ナ ルレ ドモ は 見當ら ない。 第 四 句、 舊訓コ ヒテノ モノ ハ 0 古 寫諸本 コヒ テフ モノ"  C 六帖に 

載り、 第三 • 四 句、 『なれ ゆけば 戀てふ もの は』 となって ゐる。 

君 こふと わがな く淚 しきた へ の 枕と ほりて 袖 は：^ れつつ 

三 六 九 


V  一一 一七 〇 

續 古今 集 卷 十四 懸歌四 にあり、 『戀の 歌の 中に、 人 丸』 として 以下 三 首な らんで ゐる。 萬 葉 集卷十 

一 (二 五 a 九)、 正述 心緖、 讀人 不知に、 妹 戀吾哭 涕敷妙 木 枕 通 袖 副 所沾が ある。 初 句、 舊 訓ィモ 

コスト。 第 四 句、 舊訓 マ. クラト ホリテ 。六帖 に、 人 麿と して 载り 、『妹 を戀 ひわが 泣く 淚 しきた への 

枕と ほりて 袖 さ へ ぬれぬ』 となって ゐる。 

人を戀 ひせめ て淚， の こぼ るれば 此方 彼方の 袖ぞ ぬれけ る 

績 古今 集卷十 ral 戀 歌！：、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 柿 本 集に、. 國 名の 歌の 中， 『ひせん (肥 前)』 

の國の 歌と して 载り、 第 四.：？、 流布本、 『これたか かたの 』>  類從本 はノ續 古今と 同じく 『こなた かな 

たの』 である。 この 歌 は、 これ も續 古今が： it 本 集から 採った ものと 考へ ていいで あらう。 

〇 

うば 玉の わが 黑髮 をな きぬら し 思 ひみ だれて 戀 ひわた るかな 

續 古今 集 卷 十四 議歌 四、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉集卷 十一 (一二 ハー 0)、 正述 心緒、 讀人不 


ス パ タマノ  t ガ 7  ロカ ミチ ヒキヌ 一" シ ■:, 々し 十 サ-: ニコ ヒヮ な，， ？カモ 

知に、 夜 干 玉 之 吾 黑髮乎 引 奴 良 思亂而 反戀度 鴨が ある。 第 四 句、 舊訓ミ ダレ テカ ヘリ。 六帖 に、 

萬 葉 舊訓と 同様に 載った。 

誰し かも われ を戀 ふらむ 下紐の むすび も あへ ずと くる 心 は 

I 

ヮ M- ち 

續 古今 集卷 十四 戀歌 四に あり、 題 しらす、 本人 丸と ある。 萬 葉 集に は、 卷 十二  (三 一四 五)、 吾妹 

之 阿 乎！^ 良 志 草 枕 旅 之 丸寢爾 下紐 解 の 如き もの は あ つ て も、 こ この 原 歌と 認む ベ きもの は見當 

ら ない。 姉 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『ひご (肥 後)』 の國の 歌と して 『たれし かも 我 を こふらん 下 ひも 

のむ すび も あはす とくる R でろ は』 が あり、 續 古今の 歌 は、 それから 來てゐ るので あらう。 ； it 本 集 

類從本 は、 下句、 『むすび も あへ すと くる 心 は』 と續 古今と 同じに なって ゐる。 

〇 

山川の 石 間 を 分けて 行く 水 はふ かき 心 も あら じと ぞ 忍  >  か 

續 古今 集卷 十四 議歌 四、 前の 歌に つづいて ゐる。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『しま (志 摩)』 の國の 

三 七 一 


. 一一 一七 二 

歌と して 載って をり、 續 古今 は 一 てれ を 採った ものと 考 へられる。 

〇  ， 

卷，； 1: の 搶原 にたて る春靈 晴れ ぬお も ひ はなぐ さまる や は 

續 古今 集卷 十七 維 歌 上に あり、 『霞 をよ める、 人 丸』 と ある。 萬 葉 集卷十 (一八 ニー 一)、 卷向之 椅原丹 

々テル ハル ガス ミすホ 二-一  モハ. パ十 ヅミ コ メャモ  - 

立 流 春霞 欝之思 者 名 積 米 八方が ある。 第 四 句、 舊訓ク レシオ モ ヒハ。 古 寫本中 (一 兀. 類. 神) パ レ ヌ 

ォモ ヒハ。 結り、 舊訓 ナツ ミケメ ャモ。 古 寫本中 (元 • 神) ナ グサメ ツヤ" 、ル t て 赤 人 集に 載.^、 

西本願寺 本、 『まき もく が ひ はらに. たてる はるがすみ』 とのみ あり、 流布本 は、 下句、 『晴れぬ 思 ひ 

にわかな 摘まめ や』 となって ゐる。 

〇 

さ 夜更けて 堀江 こぐな る まつら 舟かぢ 音た かしみ を 早み かも 

續 古今 集 卷 十八 雜歌卞 にあり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷七 (一 一四 一一 1)、 攝 津怍、 讀人 不知 

サ ョ フケテ ホ リエ コ グ ^ マツ- ス ブネ カギ ノト々 カン ミ チ ハヤえ カモ 

に、 作 夜 深 而笼江 水 手 鳴 松 浦 船梶昔 高 之 水 尾 早見 鴨が あり、 第 四 句、 舊 訓カヂ オト タカシで ある。 


大毎は 島 も あらな くに 海原 やた ゆた ふ 波に 立てる 白雲 

緒 古今 集卷 卜 八雜歌 巾に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集 卷七ニ  0 八 九)、 詠 雲、 伊勢 從 

您 作- 讀人 不知に、 5 鎖ぎ KV 一！ ぎ E=i 爾立矿 白雲が ある。 六帖に は、 萬 葉と 全く 同じ 

に 載って ゐ る。 

〇 

ハ牛 つもる をす ての 出の 稿の 一 I も ひさしく 見ねば 苔お ひに けり 

續 古今 集卷 十九 維 歌 下に あり、. 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集卷七 (ニニ 四)、 羈旅 作、 讀人 

不知に、 ^j-:^^^ぉ^ぎ^^か^ケ=k^^)^*iv4;u.•見者蘿生爾家里がぁり、 結句、 舊訓 コ ケォヒ ニケリで 

ある。 續 古今の 初 句、 『年つ もる』 は、 恣に 改めた もので あらう か。 六帖に は、 『あたへ ゆく 小鹽の 

.E の の 葉 も ひさしく 見ねば 苔 生 ひに けり』 となって ゐる 


三 七 四 

穴 師川川 音た かしまき もく の 弓 槻が たけに 雲 た てるら し 

續 古今 集卷 十九 維 歌 下、 前の 歌に つづいて 出て ゐる。 萬 葉 集卷七 (一 ◦ 八 七)、 詠 雲、 人 麿 歌集 出に 

ァ十シ ガ ハカ ハナミ タチヌ マキ ムクノ ュ ツキ ザ ケニ クモヰ 々テル ラシ  -  >  1  3  ：  t  、： 1 

痛 足 河 河 浪立奴 卷目之 由 機 我 高 仁 雲居 立 有 良 志が ある。 第三 句、 舊 P マキ モク ノ。 結句 舊ー クモ 

タテ^ ラシで あるが、 續 古今の 『川 音た かし』 は 何から 來てゐ るか、 未だ 知る こと を 得ない。 


うちな びき 春た ちぬらし 我が 門の 柳の うれに 鶯 なき つ 

玉 葉集卷 一春 歌 上に あり、 『鶯 をよ み 侍りけ る、 柿 本人 麿』 と ある。 萬 葉 集卷十 (一. - 一九)、 詠 鳥、 

讀人 不知に、 2|1^立チ|^ぎぉ^:ド^ま^^?于ぎぎ戚ス％ずがぁる。 赤 人 集に 載. 西 本 f 本き、 第三 

句 下、 『我が 宿の 柳の 枝に うぐ ひす 鳴く も』 となって ゐる。 叉 家 持 集に 载り、 第二 丄ニ 句. 『泰 は來 

ぬらし 我が 宿 は』 となって ゐる。 

^-.g のうち ふる ごとに 我が 宿の 柳の すゑ は 色 づきに けり 

玉 葉 集 卷ー卷 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集に 原 歌ら しい もの は 見當ら ない。 六帖 


.  ,  一二 七 六 

に载. 9、 初 句、 r 奪の 雨の』 となって ゐる。 

〇" 

春の 野に， 心 やらむ と 思 ふ どち いで こし 今日は くれず も あらな む 

玉 葉集卷 一春 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬. 葉 集卷十 (一八 八 二)、 野 遊、 讀人 不知に、 春 

ス 二 コ no  ノ ベム ト す モフド チキタ リンケ フ ，/ ケ. レズ モ ァー， スカ 

野 爾意將 述跡念 共來之 今日 者 不晚毛 荒粳が ある。 第二 句、 舊訓コ コ &ャ ラム ト。 第 四 句、 古寫本 

中 (類. 古. 神) イデ コシ ケフ、 ン となつ てゐ る。 叉、 六 帖に载 り、 第 四 句、 『ちぎりし 今日は』 となつ て 

ゐる。  . 

〇 

かくば かり 雨の ふらく に ほととぎす 卯の花 山に なほ か啼 くらむ 

玉 葉集卷 三夏 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (一九 六 三)、 詠 鳥、 讀人 不知に、 如是 

パ カリア メ ノフラ クニ ホト トギス ゥ ノ  ：ナ ヤマニ ナホ 力 4 ク C 厶 

許 雨 之零爾 霍公鳥 宇 之 花山爾 猶香將 鳴が ある。 赤 人 奥に、 第二.， り、 『雨の ふる を や』 として 載って ゐ 

る。 一： 西本願寺 本 は、 他に 結^、 『なほやな くらむ』 になって ゐ る)。 


かりがねの さむくな るより 水 室の 岡の くず 葉 は 色付きに けり 

玉 葉 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ  0八)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

1^^^¥歡ぉぉ^^-ぉ^すぉ化まぉがぁる。 第ニ句、 舊訓 サム クナク ョ.^。 古 寫本巾 神 田 本 

は サム クナル ヨリで ある。 

草深み きりぎりす い たく 鳴く 宿の 萩 見に 君 は いっかき まさむ 

葉 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 七 一)、 寄 花、 讀人 不知に、 草 

ii 一一 ri\ セ鳴屋 ii 芽 公 者ぎ 時 來益牟 が ある。. 第二 句、 舊訓 キリ ギリス ィ タク。 第三 句、 舊 訓ナク 

ャ ドー 一 C 古 寫本屮 類聚 古 集 ナクャ ドノ。 神 田 本に もャド ノ の訓が ある。 

〇 

一二 七 七 


一一 一七 八 

つま かくす や の、 の祌山 露霜に 句 ひそめ たり 散ら まく も をし 

玉 葉 集 卷五秋 歌 下に あり、 『紅葉 を』 の 題で、 人 丸と ある。 一本、 結句、 『散ら まく をし も』。 萬 葉 

集卷十 (一二 七 o、 詠 黄葉、 人 磨 歌集 出に、 妻 隱矢野 神 山 寫ゅ爾 爾寶， 比始散 卷惜が あり、 初 句、 古 

寫本中 (元. 類. 神) ツマ カク ス である。 六帖に 載り、 下句、 『匂 ひそむ らし 散ら まく 惜しみ』 となって 

ゐる。  . 

. ^葉ば をお とす. 雨の ふるな べに 夜 さへ ぞ さむき ひとりし 寢れば 

^,;葉集卷六冬歌にぁり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (二三 一一 七)、 詠 雨、 讀人 不知に、 黄葉 

一す 令 落 四 具 化-ま S 爾夜副 衣 寒 一之， M 者が あり、 第二 句、 元曆 校本. 類聚 古 集 オト スシ グレノ であ 

る。 ^本 集に 載， o、 流布本 は 玉 葉と 同様、 類從本 は、 第三 句、 『降 比 は』 となって ゐる。 叉 家 持 集に 

載り、 これ は 第二 句、 『散らす 時雨の』 となって ゐる。 


け ふ にあり て あす は 過ぎな む 神無月 時雨 に まよ ふ 紅葉 か ざ さ む 

玉 葉 集 卷六冬 歌、 前の 歌に つづいて ある リ 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき ものが 見當ら ない。 六帖 に、 

人 麿， 0 して 载り、 • 第一 ニー 句、 『今日 ありて 明日す ぎ ぬらむ』、 第 四 句、 『時雨に まが ふ』 となって 

ゐる。 

〇 

あづまの のけぶ りの たてる 所み て かへ りみ すれば 月 かたぶきぬ 

葉 集 卷八旅 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷ー (四 八 y 輕 皇子 宿 一； 于 安騎 野 一時 柿 木 

ヒ 厶ガ シノヌ 二 カギ P ヒノ タツミ 二 テ 力 ヘリ ミス レバ ツキ 力な ブキヌ 

朝臣 人 麿 作歌の 反歌に、 柬野炎 立 所見 而反見 爲者月 西 渡が ある" 上句、 舊 訓ァヅ マノ  ノ. 

ケブ リノ タ テル . トコ ロミテ であって、 今の 萬 葉 の 訓は眞 淵 の 考 に 始ま るので ある。 だから 巾 世に 

萬 葉 から 採る とせば、 玉 葉 集 の 如くになる の が 當然で あ る と 言 ふこと が 出來 る 。 

〇 

三 七 九 


.  三 八 〇 

たづが ねの 聞 ゆる 田 居に いほりして われ 旅な りと いもに 吿 げこせ 

玉 葉 集 卷八旅 歌に あり、 前の 歌に つづいて ある。 _t 葉 集卷十 (ニニ 四ち、 寄 水田、 讀人 不知に、 鶴 

之 所 聞 田 井" 財 五 百 入 爲而吾 客 有 跡 於妹吿 社が ある。 結句、 古 寫本中 類聚 古 集 はィモ 一一 ッゲ コセで 

あり、 元曆 校本と 神 田 本の 一訓に も、 ッゲ コセが ある。 六帖に は、 第二 句、 『聞 ゆるな べに』、 下， リ、 

『旅に ありき と 妹に 告げな む』 となって ゐる。 叉、 後の 新 後 拾遺 集 卷十羁 旅 歌に、 題 しらす、 讃人 

しらすと して 載り、 初 句 『たづの ねの』、 他 は 玉 葉と 同樣 である。 

.  〇 

名に 高き いはみ の 海の 沖つ 波ち へに かくれぬ やまと 島ね は 

玉 葉 集 卷八旅 歌に あり、 『筑 紫に 下りけ る 時 海路に てよ める、 人 丸』 と ある。 一本、 第 四 句、 『ち 

へぬ かくりぬ』。 萬 葉 集卷三 (一一 一 〇 一一 一)、 柿 本 朝臣 人旌呂 下， ー筑 紫國， 時 海路 作歌 二 首の 巾に、 名 細寸稻 

ミ ノ ゥ ミノ すキッ 十 ミチ へ 二 カク リヌャ マ トシ マネ ハ  - 

見 乃 海 之 奧津浪 千 重 爾隱奴 山 跡 島根 者が ある。 初 句、 古 寫本屮 (親. 神) ナ 一一 タカキで あり、 和歌 童 

蒙抄 にも ナ 一一 タカキと して ある。 第 M 句、 舊訓チ へ 二 カク レヌ である。 


ほ 一江 路の野 島が さきの 濱 風に いもが 結びし ひも 吹き 力 へ づ 

玉 讓卷八 旅 歌に t、 『旅の 歌、 人 S と ある。 囊着三 (二 五一).、 禁 朝臣 人麻呂 驟旅 歌 八 

首の 巾 二、  f  ^if  l^^is^t. 初 句、 舊訓ァ つ、 チノで あるから、 そ 

れ から 唐 k  ノ となった もので あらう か。 第二 句、 裏 本 中 (西. 細 ii)  ノジマ ガサ キノと あつ 

て、 玉 葉と 一 致して ゐる。 

〇 

、しこ はち へに m 心へ ど 人に いはぬ わが 戀妻 はみ るよ しもな し 

垂集卷 九 I 一に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 蓮集卷 十一 (一一 5 一)、 正述 心緒、 人 麿歌 营 

^^^^^.^MmsMmmsf.^. 第亍三 句、 霞チへ 一一 ォモ へド： トニイ" ヌ。 

結句、 霊ュ ヨシ モガ モ。 六 帖に载 り、 結句、 『見む よし もがな』、 其 他 は 画集と 同樣 である。 


,  一一 一八 二 

吾妹 子に こ ひて すべな み 夢に みむと 我 は m$ へどい こそ ねられぬ 

玉 葉 集 卷九戀 歌 一 にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 四 一二)、 正述 心緒、 人 麿 歌集 

出に、 我 妹 戀無 乏 夢 見 吾 雖念不 所 寐が ある。 第二 句、 舊訓 コヒ テスべ ナ 三。 第三 句、 舊訓 ュ 

メ ミント。 古訓に は、 『夢に 見む と』 は 見當ら す、 童 蒙抄で ュ メ 一一  ミ ム ト、 考で ィ メ 一一  ミ ン トと訓 む 

に 至った。 結句、 舊訓 イネ ラ レナ クー 一。 古寫本 中 (細 丄 5 の 一 卿に ィ コ ソネラ レネが ある。 

〇 

. かさ さぎの はねに 霜 ふり さむき 夜を獨 りかね なむ 君 を 待ち かね 

玉 葉 集 卷十戀 歌 二に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき もの は 見出せない。 

六帖 に、 人 まろと して 載り、 下句、 『ひとり や 我が 寢む君 待ち かねて』 となって ゐる。 

〇  . 

. たれかれと 我 をな とひ そ： ：${ 月の 露に ぬれつつ 君 まつわれ ぞ， ， 


玉 葉 集 卷十戀 歌 二に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 0  ニー 四 0)、 秋 相閒、 人 麿 歌集 出に、 

なリ カレ トワレ チ .t ト ヒリ +ガッ キノ ツユ ニヌ レッツ キミ マツ ヮレチ  、 

誰彼 我莫問 九 月 露 沾乍君 待 吾 が あり、 初 句. 舊訓 タレ カレ ト。 結句、 神 田本キ ミ マツ フレ ゾで 

ある。 六帖 に、 下 ノリ、 『時雨に ぬれて 君 待つ 人 を J として 載り、 iffi 本 集に、 下， り、 『時雨に ぬれて 君 

まつ 我 を』 として 載って ゐる。 それらに 比べて、 この 玉 葉の 『露に ぬれつつ』 は 萬 葉と 符合して ゐ 

るから、 この場合、 玉 葉 は 六帖ゃ it 本 集から 採った のでない と考 へて いいで あらう。 

.  〇 

秋の 夜 を 長し と 思へ どつ もりに し戀 をつ くせば みじか かりけ り 

玉 葉 集 卷十戀 歌 二に ぁケ、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 一一  〇 一一 一)、.. 寄 夜、 讀人 不知に、 秋 

ョ チ ふ ガシト .1 へ- ト ッ モリ-一 シコヒ テック セ パミジ 力々 ァリケ リ  、-, - i  -  、  、 

夜 乎 長 跡 雖言積 西 戀盡者 短 有 家 里が あり、 第二 句 古 寫本中 C 兀. 祌) ナガ シトォ モへド (S 

ナガ シト ォモ へ ドモ。 結句、 舊訓 ミジカ カリ ケリ で、 卽ち -玉 葉 集の 句 は、 萬 葉 古訓の 或る ものに 一 

致して ゐる。 


一一 一八 四  . 

秋获を 散らす 時雨の 降る 頃 は ひとりお きゐ て戀ふ る夜ぞ 多き 

玉 葉集卷 十二 戀歌 四に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 六 二〕、 寄 雨、 讀人 不知に、 

丁キハ ギ ヂ チー マス 4 ダ-メ  , フシコ 口；： ヒ トリて キヰ テ コ フルョ ゾ す ケキ 

湫芽子 乎 令 落 長雨 之 零 比 者 一 起居 而戀夜 曾 大寸が ある。 第二 句、. 古寫本 等に、 シグ レ とい ふ訓は 

見當ら ない。 六帖 第一、 『雨』 に、 第二 句、 『おとす ながめの ふる 程 は』 として 載り、 同じく 六帖第 

五、 『夜 ひとり をり』 に、 第二 句、 『ちらす ながめの ふるな べに』 として 載って ゐる。 称 本 集 流布本に 

『秋 萩に おとす 時雨の ふる 時 は 人 をお きゐて 戀 ふる 夜 ぞ 多き』 と あり、 なほ 諸 本 異同が ある。 

〇  . 

今 も 思 ふ 後 も 忘 れ じかり 菰 の亂れ て後ぞ われ 戀 ひま さ る 

H.; 葉集卷 十三 懸歌 五に あ，. >、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集 其 他に 原 歌と 認 むべき ものが 見當ら 

ない。 六帖に 載り、 『今 も 思 ふ 後 も 忘れす かり ごもの 亂れ ての みぞ 我戀 ひわた る』 となって ゐるリ 

〇 


いかなら む 神に ぬ さ を も 手 向けば か 我が 思 ふ 妹 を 夢に だに みむ 

玉 葉集卷 十三 戀歌 五、 前の 歌に つづいて ある。 萬 葉集卷 十一 C  一  EM ひ、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 

メ£-,^^-1^ま幣嚮奉者吾念ィ妹 夢 谷 見が ある。 舊訓ィ カナ ラム • 力 ミー ーヌサ ヲモ. タム ケ バ 力. フガ 

ォ モフィ モヲ. ュメ  ニダ 一一 ミ ム で、 玉 葉 集 は 全く これに 一 致して ゐる。 、 

〇 

ささ 波の 志 賀 の お ほ わ た よどむ とも 昔の 人に また あはめ や も 

玉 葉集卷 十五 雜歌 二に あり、 『近 江の あれた る 都 をす ぐと てよ み 侍りけ る、 人 麿』 と ある。 萬 葉 集 

卷ー (一-二)、 過，， 近 江 荒 都， 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 反歌に、 左 散 難 彌乃志 我 能 大和 太 與杼六 友 昔. <ニ 

マタモ ァハメ ャ モ 

亦 母 相 目 八 毛が ある。 

〇  . 

武庫の 甫の りなる らしい さりす る あまの 釣 舟 波 まより み ゆ 

.  r  V  」！• 一ー一八五 


三 八 六 

1^ 葉集卷 十五 維 歌 二に あ .0/ 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷三 (二 五六)、 柿 本 朝臣 人 麻 呂翳旅 歌 

ムコノ ゥ- ノニ ハ 3  .^ ァ-マ シ .1 サ リ ス ル ァ マ ズ ッリフ 木 ナミ/ ゥへ ユミ ュ 

八 首 中 第 八 首の 一本 云に、 武庫 乃 海 爾波好 有 之 伊 射 里 爲流海 部 乃 釣船 浪上從 所見が あり、 叉卷 十五 

(三 六 0 九)、 遣 新羅 使の 當所誦 詠 古歌の 中に も、 武庫 能 宇 美能爾 波余久 安良 之 伊 射 里須流 安麻 能 都 里 

船^^1-|<能宇倍由見由がぁって、 柿 本 朝臣 人 麿 歌 曰 云々 の 注がつ いて ゐる。 卷 三の 歌 は、 第二 句、 多 

くの 本に、 舶爾波 有 之と あって、 舊訓 フネ 一一 ハナ ラシ。 古 寫本中 (古. 細) トマリ  一一 、ノ ァラ シ となつ 

て をり、 叉、 結句、 古寫本 中細 井本の 一訓に ナミ マ ヨリ ミュと ある。 一方、 卷 十五の 歌 は、 結句、 

舊訓 ナミ ノウへ 一一 ミュ で、 諸 本に 大して 異訓 もない から、 玉 葉 集の 歌 は、 萬 葉の 卷 三の 方から 來て 

ゐ ると 大體考 へ て 差 支ないで あらう。 柿 本 集に も载 り、 『みこのう みはよ くこ そ 有らし いさり せる あ 

まの 釣 舟 波の 上に み ゆ』 (類 從本は 上句、 『むこの うらの い 卜り 成らし いさり する』) となって ゐる。 

後見む と 君が むすべ るい はしろ のこ 松が うれ を 又み つるかな 

玉 葉集卷 十八 維 歌 五に あり、 『紀 伊國 にみ ゆき 侍.^ ける 時む すび 松 を 見て よみ 侍りけ る、 人 麿』 と 

ある。 萬 葉 集卷ニ  C 一四 六)、 大寶 元年 辛 丑 幸 二子 紀伊國 一時 見 こ 結 松， 歌 一首に、 後 將見跡 君 之 結 有 磐 代 


乃 子 松 之 宇 禮乎叉 將見香 聞が あり、 古寫 本の 大部分に、 題詞の あとに \ 『柿 本 朝臣 人窳呂 歌集 中 95 

也』 とい ふ 注が ある。 結句、 古 寫本中 (元 .類. 古. 神) マタモ ミム カモ、 (金し マ タミ ツルカ 乇 の訓ャ 

ある。 六帖 に、 人 麿と して 载 り、 結句、 『またも 見む かも』 となって ゐる。 


111 八 七 


•  三 八 八 

續 千載 集 

〇  .  . 

音に きく 吉 野の 櫻 見に ゆかむ 告げよ 山守 花の さかり は 

續千 载集卷 一春 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 巾、 『かんつ け 

(上野)』 の國の 歌と して 載り、 結 切、 『花の さかり を』 である。 續千载 は、 それ を 採って 人 丸の 歌と 

したので あらう。 

〇 

行き かよ ふ 雲居 は 道 もな きもの をい かで か 雁の 迷 は ざるら む. 

續 千載 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『ゆき (壹岐 )』 の 

國の 歌と して 载り、 結句、 『まど は ざるら む』 である.。 (類從 本 はな ほ、 第一 ニー 句、 『ゆきか へ る 雪 


ゐに道 も』 となって ゐ る)。 それ を、 續千载 は 採った もので あらう" 

池の ベ の を槻が 下に 笹な 刈り そ 其 を だに 君が かたみに 見つ つ^ばむ 

續千 载集卷 七雜體 にあり、 旋頭 歌、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷七 (ニー 七 六)、 旋頭 歌、 人 麿 

/ケ， パゾ ッ土 A 丄 -ト， シ ヌ ナ カリ ゾネ ゾレチ ダニ キミ ガカ タミ 二 ミツ ッシ ヌ，， ピ、  —  /  r 一 

歌集 出に、 ：ml 邊小機 下 細 竹 莫莉嫌 其 谷 君 形見 爾監乍 將傯が ある 第二 句 舊<^^ヲッキカシタノ 

古 寫本巾 (元) ヲ ツキ ガシタ 一一。 (古.) ヲ ツキ ガ モト 二。 第三 句、 舊訓 シノナ カリ ソネ。 古 寫本中 (古) 

ササ ナカ リソネ 

〇 

. ，、山の 木の葉が くれに ゆく 水の 音 聞きし より 常に 忘れず 

續千 载集卷 十二 戀歌 二に あり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (一一 七  一 二、 寄物陳 思、 

すクャ マノ 『一 ノ" サケ リテェ クミ ヅノ す トキ キショ リツ， Kt ス- マユ ズ  - I  \  ？ r I  ゝ，、 ， /  ,  0 』n  u、 

讀人 不知に、 奥山 之 木 葉隱而 行水 乃 昔 聞 從常不 所 忘が ある 第二 句 舊 Siil コノノ カク レー 一 結ん P 

舊訓 ツネ ソスラ レズ。 類聚 古 集 ツネ ュ フス レズで ある。 六帖 に、 績 千載と 同様に 載って ゐる。 

.  三 八 九 


.  一一 一九 〇 

續 後 拾 遣 集 

〇  • 

春來 ぬと 人し も つげず 逢坂の ゆ ふつけ 鳥の 聲に こそしれ 

續後 拾遺 集卷 一春 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『しもつ 

け (下野)』 の國の 歌と して 載って ゐる。 類從本 は、 第二 句、 『人し も つげよ』、 第 K 句、 『ゆ ふ 付と り 

も』 となって ゐ るが、 流布本 は、 全く 續後 拾遺と 一致して ゐる。 これ も、 鑌後 拾遺が 柿 本 集から 採 

錄し たものと 考へ てよ いで あらう。 

櫻 花 ころ 過ぎ ぬれ ど 我が 戀 ふる 心のう ち はやむ 時 もな し 

續後抬 遺集 卷ニ春 歌！^ にあり、. 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 01 セ八五 ：>、 寄物陳 思、 讀ん 


不知に、 開花 者 雖過時 有 我戀流 心 屮者止 時 毛 梨が ある。 初 句、 類聚 古集サ クラ ハナ ハと あるが、 

ラ は 朱で 消し て ある。 第二 句、 嘉曆本 トキ スギヌ トモ、 類聚 古集ト キス ギ テア レ ド " 續後 拾遺 の 第 

一 ニー 句の やうな 訓は 見當ら ない。 

〇  ， 

あやしく も gj- かぬ 雁 かも 白露の 置きし 淺茅 生色 付き にけ り 

續後拾 遣 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集に 原 歌ら しきもの は 見當ら ない。 

六帖 に、 『あやしく も來 鳴か ぬ 雁 か 白露の 置きに し 秋 は 久しき もの を』 とい ふの が 出て ゐる。 

〇 

水の 間より うつろ ふ 月の 影 をし み 立ち やすら ふに さ 夜更けに けり 

繽後拾 造 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 麿と ある" 萬 葉集卷 十一 (一一 八 ニー)、 問答、 讀人 不知 

に、 木 間 從移歷 月 之影惜 徘徊 爾左夜 深 去 家 里が ある。 第 四 句、 舊 訓タチ ヤス ラフ 一一で ある。 

〇 

一一 一九 一 


夭 飛ぶ や 脈の 翼の 蔽ひ 羽の いづく 漏りて か 霜の 置 くらむ 

續後拾 遣 集 卷五秋 歌 下に あり、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (二三 一一.^)、 詠 霜、 讀人 不知に、 天 飛也應 

ど 1 が 覆 羽 之 化 處漏香 霜 之 零 異牟、 第 四 句、 舊 訓ィヅ コ モリ テカ。 神 田 本 ィヅク モ , 力。 結句、 元 

曆 校本の 一訓に シ モノ オクラ ムが あ. -、 それから、 和歌 色 葉 集 や 和歌 童蒙抄 にも シ モノ ォ クラムと 

出て ゐる。 

〇 

£ 江の.^, 夕浪 千鳥な が 鳴けば 心 もしのに 昔お も ほ ゆ 

. 續後 拾遺 集 卷六冬 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷三 (一二 ハ 六)、 柿 本 朝臣 人 麻"，：： 歌 一首 

ァ フミ ノ ゥ -.、 ュフナ ミチ ドリ ナガ ナケパ M コロ モシ ヌ 二， -ニシ へす モホ 【1  JI  0  b3  ]\  I 

こ、 ^海 乃 海夕浪 千鳥 汝鳴者 情 毛 思努爾 古所 念が ある。 第 四 句 舊>^^ コ コ& モシ ノー 一  結句 類 

聚 古集ム カシオ モホュ となって ゐる。 六帖に 載.^、 下句、 『心 もしらぬ むかしお も ほ ゆ』 となって 

ゐる。 


靱な 朝な HD- ずば 戀 ひなむ 草枕 旅行く 君が 敲り來 る まて 

續後 拾遺 集卷八 離別 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷九 (一七 四 七」 の 長歌の 終が、 草 

枕 客 去 lljQ 之 及還來 となって ゐ るが、 この 短歌 全體 としての 原 歌ら しきもの は 見當ら ない。 

同じ 名 をた ちと 立ちな ば 唐衣き て こそ 馴れめ うらぶ るるまで 

續後 拾遺 集卷 十一 戀歌 一、 題 しらす、 人 麿と ある。 六帖 に、 全く 同様に 出て ゐ るから、 一 てれが も 

とで あらう か。 但し、 六帖 では 人 麿 作と はして ゐ ない。 

〇 

いきの をに 思へば くるし 玉の緒の 絕 えて 亂れむ 知らば 知る とも 

績後 拾遺 集卷 十二 戀歌 二、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 七 八 八)、 寄 物 思、 讀人 不知 

に、 爾念 者， サ in- 玉， 緒 乃 絕天亂 名 知者が 友が ある。 第二 句、 舊 訓ォモ へバ クル シ。 タエ テミ ダレ 

三 九 一一 一 


三 九 四 

ムと いふ 訓は 見當ら ない。 六帖に 載， 9、 これ は 第 四 句、 r 絕 えて 亂 るな』 となって ゐる。 古今 集卷十 

三戀歌 三の 友 則の 歌に、 『下にの み戀 ふれば 苦し 玉の緒の 絕 えて 亂れむ 人な とがめ そ』 とい ふの が 

ある。 

〇 

足お の 山 樱戶を あけお きて わが まつ 君 を 誰か 留 むる 

續後 拾遺 集卷 十三 戀歌 三に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十一 (一. 一六 一七)、 正述 心緒、 讀 

ァシヒ 土- , ； - ：、 十. ご-に  <  ァケす i 亍 ヮガ マッキ： ふ， タレ カト ドム) 

人 不知に、 足：： n 木 能 出 樱戶乎 開 置 而吾待 君 乎誰留 流が ある。 六帖 にも、 同様に 載って ゐる。 

〇 

を はた だの 板 ra の 橋の こぼれな ば 祈より 行かむ こ ふな 我が 兄 子 

續後 拾遺 集卷 十三 戀歌 三に あり、 人 磨と ある。 萬 葉集卷 十一 (一二 (四 四，)、 寄物陬 思、 讀人 不知に、 

I- ハりダ ノ  ノ ダ ノ  ：  二， コ ぶ，. レナ パケ々 ヨリ 一二？； ュ コヒ？ ヮ： モ 

小 墾田 之 板 田 乃 橋 之壤者 從桁將 去莫戀 吾妹が ある。 初 句、 古 寫本中 (嘉 *頻. 古. 細.) ヲ ハタ、 ノ。 結 

3-、 舊 本訓缺 」 古 寫本屮 (嘉 • 孩 • 西. 溫) コフナ ワカ ィモ" 類聚 古 集 いも n の 右に 朱で 『セ コ』 と 


ある。 (古. 細- コフ ナフ ギモ コ。 和歌 童 蒙抄ニ も、 初 句、 『ォ ハタ、 ノ』、 結句、 『コ フナ ワカ ィモ』 と 

ある 六 帖に载 り、 結句、 『戀 ふな わぎもこ』、 他 は績後 拾遺と 一致して, 0 る。 
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^  き  き 

〇 

子等が て を まき もく 山に 卷 されば 木の葉し のぎて たなびく 

風雅 集卷 一春 歌 上に あり、 『春の 歌の 中に、 it 本人 麿』 と ある。 一本、 初， W 、『こし かて を』。 萬 葉 

集卷十 (一八 一 五)、 f: 維 歌、 人 麿 歌集 出に、 子等 我 手乎卷 向山 丹 春 去 者 木 葉 凌 而霞摩 g が ある。 第二 

句、 舊訓 マキ モク ャマ 二。 第 四. 1?、 舊訓 コ ノハシ ノギテ である。 六帖 に、 上句、 『せな がて を卷 もく 

山に この 夕べ』 として 載った。 叉、 赤 人 集に 載り、 流布本、 第三 句、 『春 くれば』、 西本願寺 本 は、 

第三 句 は 『春され ば』 であるが、 初 句、 『としかみ を』、 第 四 句、 『このはる しきて』 となって ゐる。 

山ぎ はに 鶯. きて うちな びき 春と 思 へ ど 雪 ふりしきぬ 


風雅 集卷 一泰 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (一 0 一一 七)、 詠 雪、 讀人 不知に、 山 

マ -- ^  ^ ヒ スナ. M 干 ^, 壬 ナビ ク ハ "ノト "二 マ ： ド n  土 フ リシ キヌ 

際爾鷺 is 一而 打 靡 春 跡 雖念雪 落 布 沼が ある" 初 句、 舊訓ャ マ ノ  、ノ  二。 古 寫本中 二兀 •， 神ソ ャ マキ、 ノ 

二。 第三 句、 舊 訓ゥチ ナビ キ であろ。 赤ん 集に、 二 唐 所に 载ゎ、 始の 方の は、 第 四 句、 と 思へ 

ば』。 後の方の は、 第二.？、 『うぐ ひす 鳴きつ/ 第 四.：？、 『春と 思へば』 となって をり、 その他 は 風 

雅 集と 一致す る (麵 $_fl 林 に)。 それから 六帖に は、 初 句、 『山の端に』、 結句、 『雪 は 降りつつ』 

として 載つ てゐ る。 

〇 

妹が ため ほつ えの 梅 を 手 折る とて しづえの 露に ぬれに ける かも 

風雅 集卷  一^歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (ニー 一二 一一 0」、 ；= ^露、 讀人 不知に、 爲 

妹 末 枝 梅 乎 手 折 登 波 下 枝 之 露 爾沾家 類 可閒が ある。 第三 句、 神 田 本の 一訓に タヲレ ノト テが ある。 家 

持 集に 載り、 風雅 集と 全く 一  致して ゐる。 

0  . 
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ももし きの 大宮人の かざした るし だり 柳 は みれ ど 飽かぬ かも 

風雅 集 卷ニ春 歌 中に あり、 『柳 を 詠める』 の 題で、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (一八 五 二)、 詠 柳、 讀人 

モモ シ キ ノ すホ ミヤ ビト /力. クラ ケ〃 シ ダリヤ ナギ ( ：- レド ァ カヌ カモ 

不知に、 百礒城 大宮人 之 蘊有垂 柳者雖 見不飽 鴨が ある。 第三 句、 舊訓 カツ ラナ ル。 古 寫本中 (元. 

神 一 訓) カザ シ タルで ある。 家 持 集に 載り、 第三 句、 『かづら する』 となって ゐる。 

朝霧に し ののに 濡れて 呼子 鳥み 船の 山 を 鳴き 渡る 見 ゆ 

風雅 集 卷ニ春 歌 中、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (一八 一一 二)、 詠 鳥、 讀人 不知に、 朝霧 爾之 

ス ヌ 二 ヌ レ テ ョ， マコ ドリ ミ フネ ノヤ マユ ナキヮ 々，レミ ュ 

怒 怒 爾所沾 而喚子 鳥 三 船 山 從喧渡 所見が ある。 第二 句、 古 寫本中 (西. 細. 矢 i) シノ、 一一  ヌ レテ。 

第 四 句、 舊訓 ミ フネ ノヤ マ 二。 古 寫本中 (元 • 西 • 細) ミ フネ ノヤ マヲ である。 

見渡せば 春 日 の 野べ に 霞た ち 開く る 花 は樱花 かも 


風雅 集 卷ニ春 歌 中に あり、 題 しらす、 人 麿と あるつ 萬 葉 集卷十 (一八 七 二 y 詠 花、 讀人 不知に、 見 

I 'なで メカス ガ ノ ヌ ベ 二 カス ミ々 チサ キニ. V ヘル ハサ ウー ：• バ ナカ モ 

渡 者 泰日之 野 邊爾霞 立 開 難 者 櫻 花 鴨が ある。 赤 人 集に 載.^、 風雅 集と 同じく、 第 四 句、 『開く る 

花 は』。 西本願寺 本で は、 なほ、 第二 句、 『かすが のうへ に』 となって ゐる。 又、 家持集に載h^、 下 

句、 『t- きみ だれた る 櫻 花 かな』 となって ゐる。 

〇  , 

鶯の木 づたふ 梅のう つ. ろ へ ば 櫻の 花の 時 かたまけ ぬ 

風雅 集 卷ニ春 歌 中に あり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉 集卷十 (： 一八 五 四)、 詠 花、 讀人 不知に、 

ゥグ ヒス ノ コ-ッ なフ ウメノ ゥッ P へバサ クラ ノ；： ナノ トキ カタ マケヌ  IHT に la^ 

gs| 之 木 傳栴乃 移 者 櫻 花 之 時片設 奴が ある。 赤 人 集 Ml® に、 『うく ひすの こった ふえた のうつ 

りか はさ くらの はなのと きの まへ きぬ』 と 載った」 同じく 流布本に は、 初 句 『うく ひすが』、 結句 

『ときかた つきぬ』 となって ゐる。 

〇 ,  . 

いざや 子等 やまとへ はやく 白菅 のまの の 获原手 折りて ゆかむ 
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風雅 集 卷九旅 歌に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集卷三 (二八 〇)、 高 市 連 黑人歌 二 首の 中に、 

お 來兒等 倭 部 早 白 菅乃眞 野 乃 榛原手 折 而將歸 が ある。 初 句、 舊訓ィ ザ ヤコう。 第 四 句、 舊訓 マノ ノ 

、ノギ ハラで、 卽ち 風雅 集と 同じで ある。 

- 〇 

敷 妙の 枕せ し 人 こと 問へ やその 枕に は 苔お ひに けり 

風雅 集卷 十四 戀歌 五に あり、 題 しらす、 人 麿と ある.。 萬 葉集卷 十一 (二 五 二 ハ)、 問答、 人 麿 歌 猿 出 

に、 敷 細 布 枕 人 事 問^ 其 枕 苔 生 負爲が ある。 第二 句、 舊訓マ クラ セシヒ トで、 古寫本 等す ベ 

て じ で ぁ る 。 結句、 舊訓 コケ ムシ 二 タリ。 古 寫本中 (嘉 • 類 • 古) コ ケォヒ ニケリで ある。 


春 曰なる 三 笠の 山に 月 は 出で ぬ さける 櫻の 色 も 見 ゆらむ 

新 千 载集卷 一春 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (一八 八 七)、 旋頭 歌、 讀人不 

カス ガ 十 7 カサ / ヤマニ ツキ モ ィギヌ 力 モサキ ヤマニ サケル サ クー 7  ノ、， ナノ  ：、 ュべク 

知に、 卷日在 三 笠 乃 山 爾月母 出 奴 可 母 佐 紀山爾 開 有 櫻 之 花 乃 可 見が ある。 この 旋頭歌 は、 六帖 にも 

採られ、 結句、 『花 も 見るべく』、 他 は 右の 萬 葉の 訓と 同じで ある (萬 葉 舊訓ハ ナノ ミルべ ク)。 叉 赤 人 集に、 

『かう ベ をめ ぐらす』 として、 『かすかなる み かさの やまの つき もいて ぬか もせき やまに さける さく 

ら花』 (西本願寺 本 y 『さける 樱の花 も 見るべく』 (g 林^ は Ira) とい ふ 具合に 載って ゐる。 

〇 

いはが きしみ づ  - 

結ぶ 手の 山 S 間 をせば み 奥山の 石垣 淸水 あかず も あるかな 

rao 一  . 


四0  二 

新 千 载集卷 三夏 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 六帖 に、 人 麿と して 載って ゐる。 

〇 

天の原 雲な き 空に うば 玉の 夜 わたる 月の 入ら まく も 惜し 

新 千 载集卷 四 秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷九 (一七 ニー)、 登 一一 筑波山 一詠 レ =-ー 

アマ ノゾマ クモ十 キヨ ヒニ ヌパ タマノ ョヮ *~ ツキ ノ ィ- プマ クチ シモ  、 •  »  *  -  •  -  )*  3<:、  ，  • 、-、 

首、 讀人 不知に、 天 原 雲 無 夕 爾烏玉 乃 宵 度 月 乃 入卷怯 毛が ある 六帖に 第三 句 『雲な き 宵に』 

結句、 『かくら く 惜し も』 となって 載って ゐる。 

0  .  . 

住 吉の遠 里 小 野の 眞获も て 摺れる 衣の さかり 過ぎ ゆく 

新 千 载集卷 五 秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷七 (一 一 五六〕、 攝 a: 作、 讀人 不知に- 

ス ミノ エノ トホ サトチ ス/ マ ハリ モチス レ ゥ， コ ：1 モノ サ カリス ギヌ -〉  .  i  &i  .  p  rj 1 

住 吉之遠 里 小 野 之 眞榛以 須禮流 衣 乃 盛 過去が ある。 初 句 古 寫本中 (元 .頻* 神」 ス ミヨシ/ 第三 

句、 舊訓 マハギ モテ。 結句、 舊訓サ カリス ギュク 。袖 屮抄. 和歌 童蒙抄 にも、 新 千載 集と 同 樣に訓 

んで 引かれて ゐる。 六帖 に、 やはり 同樣に 載って ゐる。 


風 に ちる 紅葉 の 色 や 神無月 か らくれ なゐの 時雨なる ら む 

新 千 载集卷 六 冬 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 躬恒 集に、 『風に 散る もみ ぢの色 は 神無月 か 

らくれ なゐの 時雨 こそ ふれ』 とい ふの が ある 

.  〇 

淺羽 野に たつみ ゎ小菅 根深め て 誰 故に か は 我が 戀 ひざらむ 

听千 载集卷 十一 戀歌ー にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 一本、 結句、 『こひつら む』 

ァ サパ ス 二な. ツルカ 二 ゥラ/ スガノ 太 ノ え . ： コ ... レ ユー-一 ヮレ n ヒザー マ、 ム， 

二 (ーズ 六 三)、 寄物陳 思、 人 麿 歌集 出に、 淺葉野 立 神 古 (占ノ 菅根惻 誰 故吾不 纏. か ある 

舊訓タ ッ ミフ コ スゲ. ネ カク レテ. タレ ュヱ 一一 力". フガ コヒザ ラムと なって ゐる。 

谷川の 水 陰に 生 ふる 山菅の やまず も 人に 戀 ひわた るかな 

四 0 一一  一 


。 萬 葉 集卷十 

。 第二 句：^ 下、 


四 〇 四 

新 千載 集卷 十一 戀歌ー にあり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集 卷卞ニ  (一一  i ハー 一：)、 寄物陳 思、 ん 

ャマ 力；，' ミゾ カゲ 一； オフ：^ ャ マス ゲ， ャマ ズ モ { ェ- ズ モホュ ん 力 モ 

歌集 出に、 山河 水 陰. 生 山 草 不止妹 所 念 鴨が ある。 和 泉 式部 集に、 『山陰に みが くれお ふる 山 

草の やます よ 人 を 思 ふ 心 は』。 式子內 親王 集に、 『君が代の みかげに おふる 山菅め 止ます ぞ思ふ 久し 

かれと は』 とい ふ 如き もの も ある。 

〇  • 

敷 妙の 枕 を まきて 妹と わがぬ る 夜 はなしに 年ぞ經 にけ る 

新 千載 集卷 十二 戀歌 二に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉集卷 十二  (一二 ハー 五)、 正述 心緒、 讀人 

不知に、 敷 栲乃枕 卷而妹 與吾寢 夜 者 無 而年曾 經來が ある。 第三 句、 舊訓ィ モト ソレ。 古 寫本中 (細) 

ィ モト ァレト である。 六帖 に、 第三 . 四 句、 『妹と あれと ぬる 夜はなくて』 となって 载 つて ゐる。 

〇  .  . 

思へ どもお も ひも かねつ 足 引の 山鳥 の 尾の 長き こよ ひ を 

新 千載 集卷 十二 戀歌 二に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (ーー八0 一一)、 寄物陳 思、 讀人 


ォモ 〈ド モォ モヒモ カ+; ッ ァ. - 二- キ / ャ. 'ドリ/子/  .-ゲ4コ， ョ r,- 

- 小知に、 念 友 念 毛 金 津足檜 之 山鳥 尾 之 永此夜 乎が ある。 結句、 嘉曆 本に は、 ナガ キコ ョヒヲ とな 

つて ゐる。 

.  〇 

君が きる 三 笠の 山に ゐる雲 の 立てば わかる る戀 もす るかな 

新 千 载集卷 十三 戀歌 三に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 七 五)、 寄 物 ii- 思、 讀人 

ヒ ，- ぐ キ" r, カサノ ャ t 、二 ヰ.〉，， モ / なテ. バ ？- ザ，：； i  r 一い-モス ゥカモ 

不知に、 君 之 服 三 笠 之 山 爾居雲 乃 立者繼 流戀爲 鴨が ある。 結句、 舊^^^ コ ヒ ヲ ス ク 力 モ 古 寫本リ 

(細 • 神：) コヒ モス ルカ モ である。 六帖 第一 一、 『原』 と、 同 第五、 『かさ』 とに、 『君が きる 三 笠の 原に 

(第五 『山に， 0 ゐる 雲の 絕 えて 別る る戀 もす るかな』 となって 載って ゐる。 
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新 拾遺 集  ， 

あさみどり 野 ベ の靑柳 出で て 見む 絲を 吹きく る 風 はあり やと 

新 拾 遗集卷 一^歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき ものが 見當ら 

ない。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 屮、 『きのく に (紀 伊)』 の 歌と して 載って ゐ るから、 それ を採錄 した も 

ので あらう。 - 

• 春霞た なびく 山の さくら 花 はやく 見て まし 散り 過ぎに けり 

新 拾 遣 集 卷ニ春 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集. 六帖. 勅撰集 等に、 原 歌と 認 むべ 

きものが 見當ら ない。 


秋風 は凉 しくな りぬ 駒な ベ ていざ 見に ゆかむ 获の 花見に. 

新 拾遺 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 人 麿と ある。 一本、 結句、 『秋の 花見に』。 萬 葉 集卷十 

(ニー  25、 詠 花、 讃ム： 不知に、 秋風 冷 成 奴 馬 並 而去來 於 野 行 奈芽子 花見 爾が ある。 第三 句、 古寫 

本屮 r 元 . 領〕 コ マナ ベ テ、 (-神 . 細：) コマ ナノ テ。 第 四 句、 古 寫本中 (元) ィサノ  二 ュ カンで ある 六帖 

0 

に、 第 四 句、 『いざ 野に ゆかむ』 として 载 つて ゐる。 

〇 

春され ば 霞が くれに 見え ざり し 秋 萩 さけり 折り て かざさむ 

新 拾遺 集 卷四秋 歌 上に あり、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉 集卷十 SI 0 五)、 詠 花、 讀人 不知に、 

iil^K 者霞隱 不 所見 有 秋 芽 子 而將锦 頭が ある。 第二 句、 舊訓 カス ミカ クレ テ。 古 寫本中 (元 • 

教. 神) カス ミニ カク レ である。 柿 本 集に 載り、 新 拾遺と 全く 同様で ある。 なほ、 家 持 集に、 『春く 

れば 霞に こめて みせ ざり し 萩 咲きに けり 折りて かざさむ』 となって 载っ てゐ る。 

.  四 〇 七 


.  四 〇 八 

あま 雲の よそに 雁が ね 聞きし より はだれ 霜降り さむし 此夜は 

新 拾 遣 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (ニニ 一三)、 詠應、 讀人 不知に、 

アマ グ モノ ヨリ： カリ ゲ. キ キン ヨリ r ダレ シモソ リサ ムシ コ / ョ ： 

天雲 之 外 應鳴從 聞 之 薄 垂霜零 寒此夜 者が ある。 ：w 本 集に 載り、 類從 本、 新 拾 遣に 同じく、 流布本、 

第二 句、 『よその かりがね』、 第 • 五 句、 『いたく 霜 ふり さむし こよ ひ は』 となって ゐる。 六帖 に、 

作者 『おとくろ』 として 载り、 第 四. 五 句、 『はだれ 雪 ふ. 0 さえし この 夜 は』 と あ. o、 叉、 家 持 集に、 

第 四 • 五 句、 『あられし も ふる 寒き 今夜 か』 として 載って ゐる。 

〇  - 

故 鄕の初 もみ ぢ葉を 手 折り もてけ ふぞ 我が 來る 見ぬ 人の ため 

新 拾遺 集 卷五秋 歌 下に あ 6、 前の 歌に つづいて ゐる。 萬 葉 集卷十 (ニニ 一六)、 詠 黄葉、 讀人 不知に、 

フル サト/  ： ツモ-. 、デバ ft  .V- リ モ乎ケ フ ゾ t か コ，， て.、 ヌ い- トノ 々X 

古^ 之始 黄葉 乎 手折以 今日 曾 吾 來不見 人 之爲が ある。 第三 句、 舊 訓タヲ リモチ であるが、 今 殘る古 

訓は 皆タヲ リモテ となって をり、 第 四 句 は、 舊 訓ケフ ゾヮガ クルで ある。 


〇 

紅の やし ほの 雨 は 降り 来らし 立 田の 出の 色づく 見れば 

新 拾遺 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 六 帖に载 つて ゐて、 句々 全く 同一で ある。 

萬 葉 集に 原 歌ら しきもの は兑 當ら ない。 

〇 

玉藻 かると しま を 過ぎて 夏草の 野 島が 崎に 舟 近づきぬ 

新 拾遺 集 卷九覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷三 (二 五 0)、 柿 本 朝臣 人 麻 呂覉旅 歌 

- な1 、モ カリミ ヌメ IV スギテ ナック サノ ヌ ジ マノ サキニ フ， K- 午 力. ッ キヌ  .： 

八 首の 中に、 珠藻^ 敏馬乎 過 夏草 之 野 島 之 埼爾舟 近著 奴が ある。 第二 句 古 寫本中 广古. *」 トシ マ 

ヲス. ギテ、 (神) トシ マヲス ギッと あるから、 新 拾遺 の 句 もよ-り どころ ある ものと いふ ことか わ 力る 

0  0 

第 四 句、 舊訓 ノジマ ガサ キー 一。 古 寫本中 (類. 神. 細」 ノジ マノ サキ 二。  ノ ジ マ ノ が 古點で ノジ マ， 力 

は仙覺 の新點 である。 六 帖に载 り、 第二 句 はや はり 『としま をす ぎて』 であるが、 第 四. 五^、 『野 

島が 崎に いほりす る 我』 で、 萬 葉の 『一本 云』 の 方に よって ゐる。 

四 〇 九 


草の葉に 置 きゐる 露の 消えぬ 間に 玉 かと 見 ゆる ことのは かな さ 

新 拾遺 集卷十 哀傷 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認 むべき ものが 見當ら ない。 

柿 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『おき (隱岐 )』 の國の 歌と して 载ぅ、 第三 句、 『きえぬ ま は』 となって ゐ 

る。 それ を 採った もので あらう か。 

.  〇 

久方の 空 見る ご とく 仰ぎみ しみ こ の 御門の 荒れ まく 浩 しも 

新 拾 遣 集卷十 哀傷 歌に あり、 前の 歌に つづき 『日 置 皇子 かくれ 給 ひける 時よ み 侍りけ る』 と 題し 

ヒサ カタ 

て ある。 萬 葉 集卷ニ (一六 八)、 日 並 皇子 尊 殘宮之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 一 首幷 短歌の 反歌 第 一 に、 久堅 

ノ ァズ ミゃゴ トウ ァフ ギミシ ミ コ ノ  ：、 力 ドノ ァ レマク シモ 

乃 天 見 如 久仰見 之 皇子 乃 御門 之 荒卷惜 毛が あり、 第二 句- 古 寫本中 (金. 類) ソラ ミレノ コ トク、 (古. 祌) 

ソラ ミルカ コ トと あるから、 新 拾遺の 句 は、 放恣な もので ない ことが わかる。 柿 本 集に も 載った が、 

流布本、 『なみの 宮 のうせ たる 時。 久方の あめ ふること に □□□□□ みやの み ことの あれ まく も を 


し』。 類從 本、 『ひなみ のうせ 給へ きとき。 久 堅の あめの ふること あ ふきみ しみこの.^ ことの あれ ま 

く をし も』 で、 大分 違って ゐる。 

空に 知る 人 は あら じな しら 雪の 消えても の 思 ふ 我が 心と は 

新 拾遺 集卷 十一 戀歌ー にあり、 題 しらす、 人 丸と ある e 萬 葉 集に 原 歌ら しきもの は 見當ら ない。 

六帖 に、 結句が 『わが 心 かな』 となって 出て ゐる のが、 もとで ある やうで ある 

〇 

相思 はぬ 妹 をな にせむ 烏羽玉の 今 {袢 も 夢に 見え も來 なくに 

新 拾 t 集卷 十一 戀歌ー にあり、 『戀の 歌の 中に、 人 丸』 と ある。 萬 葉 集に 原 歌が 見當ら ない。 六 

.W に、. 人 麿と して、 第三 . 四 句、 『ぬば たまの 一 夜 も 夢に』 となって 出て ゐ るから、 それが もとにな 

つたので あらう か。 


今 のみ も 妹 をば 戀 ひず 奥山の-お 根 苦 生 ひて 久しき もの を 

新 拾遺 集卷 十四 戀歌 w にあり、 題 しらす、 人 麿と ある。 萬 葉 集に 原 歌が 見當ら ない。 六帖 に、 初 

句、 『今の みは』、 第 四 句、 『岩に 苔 生 ひ』 として 出て ゐる。 『岩根 苔 生 ひ』 は、 『岩に 苔 生 ひ』 を 誤つ 

たもので あらう か。 

〇 

ます 鏡絕 えに し 妹 を 逢 ひ 見ず は 我が 戀 やまじ 年は經 ぬと も 

新 拾遺 集卷十 戀歌 四に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉集卷 十一 (二 六 一一 ニー)、 寄物陳 思、 讀ん 

マ ：• 力 ガ： ゝな ダニ シ . ^モテ ァヒ ミズ ： 1 コ レ-ャ マジ トン： へヌ トモ 

不知に、 眞素鏡 直 二 四 妹 乎不相 見者 我 戀不. 年 者 雖經が ある。 『絕 えに し 妹 を』 は、 萬 葉の 訓には 見 

當ら ない。 六 帖に载 り、 第二 句、 『ただにし 妹 を， r 第 四. 五 句、 『わが 戀 やます 年 はふれ ども』 とな 

つて ゐる。 


我 妹 子に ゆき あ ひ の わせ を 刈る 時に なり にけ らし も 萩の 花 く 

新 拾 造集卷 十八 維 歌 上に あ. り、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (一二 一七」、 詠 花、 讀人 不知に、 

滅^ 等 行 相 乃速稻 乎^ 時 成 來下芽 子 花咲が ある。 初 句の 異訓 は、 類聚 古集ヲ トメ ゴ 一一ぐ らゐ で、 

フギモ コ 二と いふの は 見當ら ない。 結句、 舊訓 ハギノ ハナ サク、 柿 本 集に 載り、 流布本、 『わぎも 子 

が ゆき あ ひの いねの かる 時に 成に ける かな 萩の 花 さく』 であるが、 類從 本に は、 『わぎもこに 行 あ ひ 

の わさ を かる 時に 成に けらし な 获の花 さく』 と あり、 更に、 圖書寮 本 第二  (類 從本系 8 は、 全く 新 拾 

遣と 同様にな つ てゐ る。 
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四 一 四 

新 後 拾 遺 集 

〇 . 

露霜 の 置く あしたより 神な びの 三 室の 山 は 色 づきに けり  • 

新 後 拾遺 集 卷五秋 歌 下に あり、 『山 紅葉 を』 と 題した 歌の あとに、 『同じ 心 を』 として、 柿 本人 丸 

と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認めるべき ものが 見當ら す、 他の 勅撰集、 六帖 等に も载 つて ゐ ないや うで 

ある。  . 

〇  . 

山川の 水し 增 らば 水上に つもる 木の葉 は 落し はつらむ 

新 後 拾遺 集 卷八雜 秋 歌に あり、 人 丸と ある。 萬 葉 集に 原 歌ら しきものが 見當ら ない。 柿 本 集に、 

國 名の 歌の 中、 『つし ま (對 馬〕』 の國の 歌と して 載り、 初 句、 『山川に』 となって ゐる。 新 後 拾遺の 歌 


は、 これから 來てゐ るので あらう。 

. 0  •  . 

朝 まだき 我が 打ち 越 ゆる 立 田 山 深く も 見 ゆる 松の 色 かな • 

新 後 拾遺 集 卷十覉 旅 歌に あり、 題 しらす、 人 丸と ある。 萬 葉 集に 原 歌ら しきものが 見當ら ない。 

楠 本 集に、 國 名の 歌の 中、 『かう ち (河內 一』 の國の 歌と して 載り、 結句、 『松の みどり か』 となって 

ゐる。 新 後 拾 遣の 歌 は、 こ にも とづく もので あらう。  ， 
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.  四 一六 

新 續 古今 集 

〇 

二葉より 引き こそ 植 ゑめ 見る 人の 老いせ ぬ ものと 松 を 聞く にも 

新績 古今 集卷 一春 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉 集に 原 歌と 認めるべき ものが 見 

當ら ない。 柿 本 集に、 國 名の 歌の 巾、 『いせ (伊勢)』 の國の 歌と して 載って ゐる。 卽 t ，新續 古今 は、 

それ を 採った もので あらう。 

〇 

手に 取れば 袖 さへ 匂 ふ女郞 花木の 下露に 散ら まく も 惜し • 

新續 古今 集 卷四秋 歌 上に あり、 題 しらす、 柿 本人 丸と ある。 萬 葉 集卷十 (一二 一 五)、 詠 花、 讀人不 

知に、 手 取 者 袖 幷丹覆 美人 部師此 白露 附散 卷惜が あり、 結句、 類聚. 集 チーフ マクヲ シミ、 神 田本チ 


ラマ クモヲ シと訓 んでゐ る。 コ ノシタ ツユと いふ 訓は、 萬 葉 諸 本に は 見當ら ない。 六帖 に、 結句、 

『散ら まく をし も』 として 栽り、 柿 本 集に、 新續 古今と 全く 同様に 載って ゐる。 (類從 本 は、 結句 

『ちら まく をし み』)。 新續 古今 は、 多 一分 柿 本 集から 探った もので は あるまい か。 

〇 

脅 

戀 ひつ つも 稻葉搔 き 分け 家居して ともしく も あらず 秋の 夕風 

新績 古今 集 卷五秋 歌 下に あり、 題 しらす、 柿 本人 麿と ある。 萬 葉 集卷十 (二三 一！ 0)、 詠 風、 讀人不 

コ ぃーッ ツモ .1 ナパ 力 キフケ ィへ子 レバ トモ シク モア ラズ アキノ ュ フカお 

知に、 戀乍裳 稻葉搔 別家 居 者 乏不有 秋之暮 風が ある。 第三 句、 舊訓ィ へ ヰ セバ。 元曆 校本 ィ へ ヰ 

セン。 ィへヰ シテは 古訓に 見當ら ない。 第 四 句 は、 舊訓ト モシ ク乇 ァラジ で、 トモ シクモ ァラズ は 

萬 葉と して は考で 初めて 訓 んだ訓 である。 六帖 に、 第三 • 四 句、 『家居せば ともしく も あら じ』 とし 

て 載って ゐる。 叉、 柿 本 集に 載り、 流布本、 第三 句、 r いへ をれば』、 結句、 『秋の 夕 暮』、 類從 本、 

第三 句、 」■ 我 をれば』、 結句、 『秋の 初 風』 である。 

右の 如く、 『二葉より 引き こそ 植 ゑめ』 とい ふ 歌 を 人 麿 作と したの は、 梳本 集に 據っ たもので あ 

らうし、 また、 『手に 取れば 袖 さへ 匂 ふ』 の 歌 も、 萬 葉で は讀人 不知で あるのに、 人 麿 作と したの 
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四 一 八 

ま >  ,e は-. CS 柿 本 集に 據っ たもので あらう と 推 側す る ことが 出來 る。 さう して、 『戀 ひっつ も稻葉 か 

き 分け』 の 歌 も、 やはり 柿 本 集から 取った と 看做し 得る が、 第三 句の、 『家居して』 は、 柿 本 集に 

は、 『家居れば』 と あり、 萬 葉の 舊訓 及び 多くの 古寫本 訓はィ へ ヰセバ であるから、 新續 古今で 收 

錄こ 際して、 寺樣 に、 『家居して』 と變 化せし めた もので あらう。 なほ、 先に あげた やうに、 右の 萬 

葉の 訓を、 現在 はィ へ ヲ レ バ と訓 むの が 一 般 になって をり、 柿 本 集と あたかも 一 致して ゐる わけで 

あるが、 これ は 古義に 至って 始めて 試みた 訓 であって、 古寫本 等に は 見 當らぬ ものである 。要する 

卜)、 新續 古ん 「時 弋 では、 この 梳 本 集 を稍廣 く用ゐ ただら うと 想像す る ことが 出來 るので ある 


0 柿 本 朝臣 人麻呂 歌師說 


t， 柿 本執臣 人麻呂 歌師說 


〇 

過 近 江 荒 都 時 W 本 朝臣 人麻呂 作歌 

1:^- も.^ い M 火 之 山 乃 檀原乃 日 知 之 御世 從 gis 阿禮 座師 神之盡 「玉 だすき うねび」 此 枕詞、 手 

、一 

が をうな じに かくる 事と は 聞 ゆれ ど、 うねとの みに て は 少し ことたらぬ 心ち す。 比まで 力、 る 意 あ 

りゃ考 ふべ し。 同じ 事 を 手次懸 くな ど あらんに はう ねとの みに かけて 論な し。 〇 日 知 は 月夜 見， ^£ 

夜 之 食國を 知す にむ かへ て、 日 之 食- 國 知た まふ 云々 とい ふ 略解の 說 いかがな り。 日 はすべ て秀 るの 

稱： てお まくい/り。 し. 0 はいち じる きの 意 にゃあらん。 さて は 只 すぐれたる 人 をい ふなり 力の 

r 一、、 

R の 食 國の說 の 如き は、 僧な どひ じりと いふ 時 はさら にかな はす。 〇 從 はよ-りと 同じ. さわ ど 所に 

より 今と 語勢 異なるな り C そこに 解べ し。 〇 或 本自宮 も 聞えぬ に は あらね ど、 こ、 は 本文に てし 力 

四 二 一 
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るべ し。 0 阿禮座 は、 有無の 有に て、 人の 死ぬ る をなくなる とい ふ 裏にて、 形 あら はれて 有る やう 

になれば 也。 生す る 事 也，」 0 惣意 は、 神武 天皇より 以來 天子 御代々々 とい ふ 心なり。 

_樓 水， 彌繼嗣 爾ま下 所 知 食 之 乎 @ 天 爾满俊 乎 置 而靑丹 吉平山 乎 越 g| 報 雌 51 何方 御 

0  0  ノ  J スノ  C  0  0  0  C  0  0  0  0  0  C  0  0  0 一- - ザ-二 rN  tn  r 

食 可 诚标， 念 つがの.^ 詞を 重ねた る 枕詞。 ◦ 或 云食來 を 用べ し。 調す ぐれたり。 〇 天爾滿 以下 も 或 

0  0  . . 一 

云の 方よ ろし。 0 何方い かさまに と訓來 れど衢 今少しの 訓也。 卷 二に 「何方 爾 御念 食 可由緣 母無眞 

弓 乃 岡 云云、 同三卷 「何方 爾念藥 目 鴨 都禮毛 奈吉」 云々 など ありて 意も詞 もこ 、 と 似た る 所 也" 卽 

「いづかた にお も ほしめ せか」 と訓 て、 いかなる 思 召 ありて か 此大津 に 云々、 いかなる 意 ありて か 所 

も 多き に 此佐保 山 に 云々 とやう に 方の 字 は 所に あたりて 聞べき 歟。 さ らば 此大津 いかなる 所と て 御 

、いとま" けんとい ふやう の 意味になる ベ し。 只い かさまに おも ほすならば 其 大和の 國 より 思 ひた 、 

せ 給 ふ 時の 事なる べし。 奈良山 越て とい ふ 次に ゆく りなく 出べ からす。 調お も ふべ し。 〇 或 云 計 米 

可の 方 後よ， り 押 はか る 意に はよ ろし。 0 倭 乎 置 以下 天！？ の 御 心 を はかり 奉るな り。 

天 離 夷お 雖有 石定 淡：^ g 國乃樂 浪巧大 津宮爾 天下 所 知 食 兼 天皇 之 神 之 御言 能 大宮^ 此間 

等 雖聞大 殿 若 此間等 雖-ぶ 春 草 之 茂 生 有 霞 立春 日 之 霧 流 细婦 I 石 はし はなら ベ た る 


石の 間と いふ 意に か 、れ り。 「石 はしの まぢかき」 とい ふに おなじ。 逢と いふ 心に いふ は迂 しとい ふ 

べし。 0 春 草の 茂て 生た る 云々 を 都の あれた る 實景と 見ても、 結^ 「大宮 所見れ と 見えぬ 鴨」 など あ 

らば 聞 ゆ ベ きを、 「此 間と きけ 共」 「此 間と い へど も」 とい ふに は 「見えす しられぬ. 一 とい ふが 語の 順に 

て、 「こ 、 と閉 けど もこ 、 とい へど も 荒に けり」 と はつ 、：- けがた き理 なれば、 或 云の 二 ッ の 香 文字 あ 

る を 用べ し。 さて 意 は 大宮大 殿の 跡は此 間と いへ ども、 草の 茂た るか、 霞の 立き らふ か、 しられす 

とい ふ 意に なれり。 いひ つめたる 重ね詞の しらべの よければ、 おの づ からさと 聞 S るな り。 〇 春 草 

と 霞と 時の たがへ る は、 解に いかなる 事 ぞと思 ひまどへ るかた なりと いへ る はわろ し。 四月 ころ 

よまん に は いづれ もい ひて さまたげな かるべし。 後世 のうた よ み の 意に は あらす。 

W 磯城 之 大宮處 見者 悲毛 歸 これ は 一 首の 大旨 をい ひ むすびた る 意な り。 結句 は、 本文 或 

云 いづれ にても ある ベ けれど、 上 皆 或 本 を 用れば 是も或 本なる ベ き歟。 

反歌 

C 樂浪之 思 賀乃辛 崎 雖幸有 大宮人 之 船 麻 知兼津 さきの 言 は、 もの、 格外に さし 出た る 事に 

て 山の 崎、 花の.^、、 鋒の さきな どす ベても の/、 によりて 趣 はか はれ ども 心 はおな じ。 老人 も大か 

た ん壽の 限より 越た る は 幸 ひ 也。 天子の 行 も さる 所は必 ことなる 幸 ひ あれば なり ^ 今 か ら さき も 年 
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へ て その ま、 ある は 幸 ひの 意 也。 0  ニ卷 「やすみし、 我 大君の 大御 ふね 待か戀 なんしが のから さき」 

と あるに おなじく、 からさき が 大宮人の 船 まつなる べし。 〇 まちかねつ は 待が たくする なり 

〇 左 散 難 彌乃志 我 能 ife 比 大和 太 與杼六 友 昔 人 二 亦 母 相 目 八 毛 檨並 ノ說モ 語勢 は 

さる 事ながら、 かの 水 海 常に 流る、 所なら す。 和 太と いふ 名 もよ める 所の 名 なれば 是も 上のう たと 

同じく、 さやう によ どみ 居る とも 昔の 人に 叉 あ ふべ しゃ、 あは じと いふ 意なる べし。 古人 はか やう 

の 所お ほく 同意 をよ めれば 上 はから 崎の 船 まちかぬ る 心、 これ は 大和た のむ かし 人 を戀る 心なる ベ 

し。 

〇 

幸 千 吉野宮 之 時 云々 

〇 人 知 之 仙 覺の說 に、 安く 見 そな はすと い へ る 意よ ろし か る ベ し。 安き とい ふ は 甚だ やすら 

か こよろ しき 限の 語に て 今俗輕 きかたに つきて やすしと いふの 類に は あらす。 叉 今 休息 をャ スムと 

、-ふ も 一 轉の語 也" シ、 は a? しにて せし とい ふと 同じ。 さる は 今なる かたち をい ふなれば スル とこ 

そい ふべき を、 シシ とい ふ は 如何と いふに、 枕詞 は 調 を專ら とい ふ 故に 此類多 じ。 いさな とる とい 

ふべき をい さなと. 0 とい ふが 如し。 されば 次の 歌 安見と 書る を 正字と すべし。 一 說は隅 を 知 ス^ 也 


とい へれ ど か、 るが をスミ とい ふこと なし ひ 漢字の 意に 取て はすむ ことなれ ど 一詞 はいか V- なり ひ 

されば 上の 說 による ものな， 9  。 

吾大 王 之 is-ik 食 キコ シ メスと よむべし。 ヲスも メス も 似た る 事ながら. メス はお ほしめ す、 知 

しめすな どび-メス 也 しろし をす といへ どお ほし をす とはい はす。 メス は マスと 同じくて 何 こもつ 

けいふな り。 もと ミスと いふが 本赫 にて メス は その 立た るな， 9。 マス は その 居た る 也。 ムス は その 

^^たるなり。 かく 五 音は强 弱の 音 あ， o。. 其中尤 つよき を 鉢と し 語の もと、 す。 され ども 第二 立た る 

一 マ  1 日より 用る 多し これら も メス マスと 轉 するな， 5。 されば ヲス とい ふ は 異音に て あ > ^よ 先 こ、 は、 

メスと よまん 方 まさるべし。 猶 音の 例 考 見るべし。 

天下 爾國者 思澤ー 一 雖有巾 川 之 此 山川 は 山と 川に て あれば、 淸て よみて わくべし とい ふ 說は次 

の此 山の 云々 此 川の 云々 に對 して いふに てし る ベ けれど、 衢 よく 考れば 一 首す ベ て 河の 靑 きをめ づ 

る 事の みに て、 山 を 取 立て ほめた る 歌に あらす。 實に川 こそよ ろし けれ。 山 は 此宮听 のむ ねとす る 

にあら す 淸河內 とい ふ も 淸きは 川に のみ か、 りて 山に よるに あらす。 さ ば やはり，.^ 一-て 

山み づ のの 意に てし かるべし。 ，5^^ の 1 とい へ る 次の 二 句 はさい わ ひて 所の もの もて 序に 用た 

るに て ふかき こ、 ろな し考 べし" 

■  四 二 五 
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淸河內 跡 1^ は 河の 內 なる 地 をい ふに て、 今 も 河内 國其外 所々 此名 あり。 今 は 秋 律の 野べ 卽河 

內の 地な り。 跡 は， と I レ^と いふ 心 也。 

嘲 心 乎 枕詞。 心よ，， 3 とか、 るな り。！； 心ヲ irall などい ふ 類 天子の 心 を さすに あらす、 叉^の 

字 は などの 乎に て 今 俗に は此剕 なし。 古への 用 ざまな り。 

吉野乃 國之花 散 相 枕詞なる べし。 必 枕詞なる べき 所な り。 さて 秋津 野と いふ を 秋 野と みて 萩 

す  >  きな どのち りか ふ 秋 野と いふに や。 萬 葉 十四 Jg, み，^^ 向峯 云々 と ある も 枕なる ベ き 歌 さまな 

り。 猶考 べし。 

秋 津乃野 邊爾宮 柱 太 敷 座 波 これ はかの 離宮 を營 造し 給 ふ を 古語 もて い へ る 也。 座ば は その Ms 

し 給 ふ をい ふなり。 さて 幸し 給 ふ 事なら ばお のづ からこ もる 文勢な り。 混す ベから す。 

磯 減 乃 大宮人 者 船 並 次 を も，^ ひとよめば、 これ も，^ ななめて とよむべし。 ， ^ぶな き 

の 川の ともあれば 也" 次の 語の 棘 用に か 、 はらす フナ とも 調に よりて は唱る 也。 

旦川渡 舟 競 夕 河 渡 夕 川 ワタルと よむ はわろ し" 心は こ れにてきる れども調はダ川ゎたり，^^ 

ゆ 云々 とか 、 るな， o。 次の 歌の 丄剩に 箱 M を 立 下 瀬に さで さしわたし も 心 はきる れ ど，， わたしと よむ 

がごと し。 


此川乃 絕事奈 久此山 乃 彌高良 之 これた ゆる 事な くと は絕す 幸し 給 はん をい ふ。 彌 高から しと 

は 十分 さかんに 見えさせ 袷 ふ をい ふなり。 古へ 高々 にと 云詞 あり。 皆 今 云と は 異なり。 高々 に まつ 

.1« ！^々 に I 思 ふな どの 類 萬葉屮 よめ る 皆 心  一 K 孤 十分な ど い ふ 意 也 ) よりて 今 も 高く 尊き など い ふ 高 也。 

さ て 川と い ひ 山と いふ は、 時 所の も の も て 序 と し て 句 を お - 」 せ る な り。 川の 如 く 山 の ご とくと いふ 

に は あらぬ 事、 余の^ 歌體詞 などの ごとし。 

珠水激 眞 淵の 石ば しる. とよめ るに よるべし。 

瀧 之 宮子波 見 禮跡不 飽可聞 此ニ句 は 太 敷ます 大宫 所の めで たきをい ひむ すべ るに て 一首の 惣 

意な り。 

反歌 

雖見飽 奴 古野 乃 河 之 常、 滑 乃 5^^は 水中 に顯れ たる 石に 常に なめらかな る 苕 の ごとき もの、 

つ き て か はかぬ をい ふ。 卷十 一 豊 麵 截^^ 常 滑の か d 「J き道ぞ 1 と いへ る は、 さ る 道 は 踏す バり $ 

まつ ものなる をい ふに て、 今し か 谷 越な ど 卽常滑 道な り-" されば 此 よしの、 離宮な ども、 往通ふ 常 

ヽ 

f<H 道なる を もて 字に 用た るなる ベ し。 さなくて は 常 滑の 名 はありと も 水中に 隱れ たる を 取 出す ベ く 

もお も はれす。 考 べし。 

，二 七 


ぼ 二ん 

絶 事 無久復 還見牟 しば/、 御供して かへ り みん の 心なり。 

. 〇 

安見 知 之 吾大 王 神 長柄 神 佐 備世須 登 神ながら とい ふ詞 は、 いにし へ 天皇の 御上 叉 さなぐ て 

も 神のう へに も かろくつ けて いひし 詞 にて、 言 意 はくに て 其け なめ を斷 りたる 詞 なり。 祌 代の ごと 

く 光輝 を 放ち 空 を も かけり 給 はんに は 奇妙 事 現に 見 ゆれば かけても 言べ き詞 にあら す。 下に 神隨爾 

有 之な ど はたらかし 用た る も 見るべし。 叉 考能紀 に 惟神 我 子 應治故 寄と ありて、 古註に 惟神 者謂隨 

神 遣 亦 自有神 遺 也と ある 註 はお ぼっかな し。 可考。 さて 神ながら、 御容に 付て いふ も あ， o,、 御 一丁 こ 

付て ふ も あり 此 うたな ど は 次々 常の ことなる を 奇妙き さまに い ひなした る が 一 首の 主意な. e しよ、 

その 實を もてい へり。 叉た、./ 失まで もな く かろく 用た る も あり。 〇 神主 備は 「つげの 小， も， さび 

にけ り-などの 類 多くい ふ 神 さびに は あらす。 こ、 は 翁 さ， § をと めさび の 類： て、 ；！： でありながら 

神、. 1 りたる わざし 給 ふとい ふ 心 也。 は 1^ と い ふ やう の 意 也。 ふりの 考は別 こくよ し くせり。 

，野 川 多藝津 河內爾 高殿 乎 高 知 座而上 立國見 乎爲波 此所國 見 を すれば とよめ る はわろ し。 

國 見し 給 ふ を かたはらよ. り， 見 奉りて いふ な れに、 セ -レ- ベと よむべし。 上の 舒明 天皇の 御製 は み づ か 

ら のた まふな れ ば..^ れば にて よし" 


s§ 有靑坂 山山 神 乃 奉 御調 等 春 部 者 花 揷頭持 秋 立 者 黄葉 頭剌理 花や 紅葉 や、 うつくしくな 

り 出る を 人の かざし 避ぶな ど、 卷秋 のけし きをお しこめて、 山 神の 調進と して か の 高殿より 見 そな 

はしう け 行 給 ふ 意な-り。 

遊 副 川 之祌母 此 所 落 文 あるべし。 疊有靑 垣 山の 山 神のと いふ 對句 なれば 必 かくて はと、 の はす。 

川 11^ の. ぎ，^ など やうの 句猶 ふさ はし きがあり-し ものなる ベ し。 

大御食 爾仕奉 等 上 瀨爾鵜 川 乎 立 下 瀨爾小 網剌渡 これらの 事 比 S かソ 川 神め みに へ 奉る とす 

るな り。 鵜 川 を 立の 說暴 解に 鹈川 する 人 を 立る をい ふと 解る は 非な り。 鹈使ふ 業 を 起し 立る を 言に 

て、 何 にても かりそめ ならぬ 目立ば か， りの 事 を 言。 やがて 目立の 詞も 同意 也" 御獵 立、 市 を 立な ど 

より 轉 りて 名 を 立、 志 を 立、 功 を 立な ど 皆た やすから ぬ 業 を云詞 也。 0 さて さしわたし とよみて 次 

につ、 くべ し。 意 はこ 、 にて きる 、 心なり。 上の 長歌の 夕 河 渡と おなじ。 

山川 依 \i ^奉 流 神 乃 御代 鴨 これ 一首の 意 を 結ぶな り。 かく 山川 も 依 合な びきて 仕へ 奉る は、 

古言に 神ながら と いふに たが はす、 實に現 神に て 神め きたる わざした まふな りと 言な り。 

反歌 

. ^川 \ ^因而 奉 流 神 長柄 多藝津 河內爾 船出 爲加母 此 神ながら は、 はたらかして 用 ひたり。 上 

四 一一 九 
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ひ 句に ひけて 意 得べ し。 上の 長 耽 は 高殿より 見 そな はす をい ふ。 短歌に は 船に て 遊び 給 ふ をい へり。 

、 〇 

幸于 伊勢 國時留 京 柿 本 朝臣 人 麿 作歌 

鳴 呼兒乃 浦爾船 乘爲良 武嬤燸 等之珠 裳乃須 十一 一 四 寳三都 良武香  , 

釧著手 節 乃 崎 一 一 今 毛 可 母 大宮人 之 玉藻 刘良武 

潮 左爲ニ 五十 良兒乃 島邊榜 船荷 妹乘良 六 鹿 荒 島囘乎 囘 を：^— とよ めれ ど、 上 も is なれば 

こ、 もへ とよむべき か。 oy^ さ，， ^—は 防 州 三 田 尻の 浦人、 海底に S 石 ある 處は 其上自 から 打 さわぐ を 

潮 さやと 申て かしこき 事と して、 さる 所と 見れば 舟を榜 そけ て 行 通 ふ 事 也。 そのけ むめ 常人 は 見 分 

難く、 あやまつ 事 多し とかたれ り。 今 席に 多田韶 ありてい はく、 今 も 潮さゐ とい ふ詞も ありと いへ 

り。 いづ れ 潮の さわぐ 事と は 聞 ゆれば、 こ 、 は いらごの 島の めぐ-り 底 は 岩 なれば おの づ から 潮の わ 

きかへ るなる べし。 あながち 滿 干の；^ にか、 はるに も あるべ からね ど、 滿潮 に はいと、；^ さわぐ な る 

べし。  - 

〇 


輕 皇子 宿于 安騎 野 時 称 本 朝臣 人麻呂 作歌 

八 隅 知 之 吾大 王 高 照 日 之 皇子 云々 此 歌の 解已 前の 師說 に、 大か たかはる ことなし。 其中圖 H 

乃 枕、 久老の 說可然 やと あり。 三 雪 落 を已前 は師說 枕詞なる べしと あ.^ し. を、 再び 此度 はや はり 景 

物に て、 此 行啓 は 十月 頃なる ベければ 實の 雪に やと あり。 

短歌 

阿騎乃 野爾宿 旅人 云々  ， 

眞草刘 荒野 二者 雖有 云々 

東 野 炎 立 所見 而云々 

以上 以前の 師說 にか はらす。 

H 雙斯 皇子 命 乃 馬 副 而御獵 立 師斯昨 者來向 きまけ りと 讀べ しと 言り。 

〇 •  . 

沛本 朝臣 人 麻 呂從石 見 國別妻 上 來時歌 ニ首幷 短歌 

石 見 乃 海 角 乃 浦囘乎 上に 囘と よめれば こ、 もべ とよむべし。 猶所 による。 
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浦 無 等 人 社 見 良 目 滷無等 

日 並 皇子 尊 殯宮 之 時 柿 本 朝臣 人麻呂 作歌 一 首幷 短歌 

大地 之 初 4^ 之 之の 字シ とよめ る も あれ ど猶ノ とよめ る 方 おだやか にて 調 もま さるべし。 白雲の 


棚引 國の靑 雲の などの ノの 如し。 ， 

久堅之 天 可原爾 暮解 天の 安川の 安の 字 を # きたりと い へ ど、 それまで もな く 天の川と もお ほく 

いへ-。 

八 百 萬 千 萬 神 之 神 集 集 座 而神分 分 之 時 爾天照 日 女 之 命 天 乎 波 所 知 食 登 葦原 乃 水 穗之國 

乎 天地 之 依 相 之 極 所 知行 神 之 命 等 神の 云々、 解に 天孫 を 水 穗の國 へま ゐ らせん 

との 神議 なれば、 天 照の 句 以下 四 句 を 隔て、、 葦原 云々 とい ふへ か、 れ.^ とい ふ は. 非な り。 天 照 H: 

女 命 云々 以下、 皆 天孫 を 下し 奉る 神 議の意 をのべ たるな り。 今 諸侯た らん 人の 嗣子 を 議定す るに、 

大 殿に は 云々 あらせられて 其 御子 は 云々 などい ひ述 るが 如し。 夫 故 諸 神 議定して 此 天上 をば 日 神し 

ろしめ すと して、 かの 下つ 國 をば 御 孫の 命 長く しろしめすべし とてと いふ 心 也〕 天地 之 依 相 之 極 は- 


祝詞な どに 天雲の 向 伏 限と いふに 同じく、 天と地と 遠く 見放れば 依 相た るが 如く 見 ゆる をい ふに て、 

畢竟 此國 土の 限. - 天の 覆 ふ 限りの 事 也。 是を 分れた る 天地の 叉 末にて よりあ ふ 事と いふ はわろ し。 

さる 祝言 あるべ くもなし。 

天雲 之 八重 搔別而 神 下座 奉 之 さて 上に いふ 如く 祌 議定り しかば、 天孫 天雲 を 押 分 下り まし ま 

せりと いふ 也。 イマ セ マツ リシと よめる は 如何 也) さて は 天雲 云々 も 八 百 萬 神の 方に ていふ なれば、 

神 ifi より 引つ -.、 きて 雲 を わくる も 下し 奉る も 皆 諸 神の する 事と なれり。 さて は此所 次の 文に 應じも 

わろ く 叉 カン クダシ とよむべき 所 也。 さる 詞も 如何 なれば、 かたがた 天雲 以下 天孫の 方に ていふな 

高 照 日 之 皇子 波 是日並 知 皇子 をい ふなり。 かの 雲搔別 天下りし 給 ひし 天孫より 次々 相 續し來 り 

給 ふ 此日並 知命 はとい ふ ほどの 語 也。 次の 飛鳥 之 淨之宮 以下、 此 皇子の 思 召 趣 をい ふなり。 

飛鳥 之 淨之宮 爾神隨 太 布座而 天皇 之 敷 座國等 是 は持統 天皇 を 申 奉る にて、 皇子の 思し 給 ふ 

旨 をい ふなり。 此 日本の 國は 淨之宮 に持統 おはし ませば、 事 かく ことなし として、 皇子 は 天に 上り 

給 ふよし なり。 敷 座國等 はくに としてと いふ ほどの こ、 ろな. o。 すべて 上す も 兩所等 文字 ある は 皆 

輕 からぬ 等に て 多く 童 を 含めり。 こ 、 も 則し かり。 唇 解に、 皇子 波の 下 暫く 切て 天 原 へ か、 ると い 
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ふ はわろ し。 上の 曰 女 命 天 乎 波 所 知 等と いふ 解の わろ きと 同じ 事な り。 さるよ しはすで にい ふが ご 

とし。 

天 原石 門 乎 開 神 上上 座 奴 是薨じ 給 ふ 事 をい ふなり。 さて 意 は 神代の 神 議に天 をば 曰 神し ろし 

めすと して、 天孫 を此 地に くたり 給へ り。 その 御 末なる 今此 皇子 は 叉此國 は持統 のしろ しめす 國な 

りと して 天に のぼり 給へ りと いふなり。 かの 例 を 打 返して 用 ひ 給 ひし 意な 6。 上 は 或 本に 登と 書し 

も あれよ ノ ボリと よむべし。 扱 是迄は 皇子 薨去の 事 を 神 例な ど 引て、 さる 故 よしあるが 如く 申な し 

奉りた るな り。 さて 打 返して それ はさる 事 なれ ども、 此 皇子 薨じ給 はすして 天位に もの ぼり 給 は.. - 

云々 と、 次より は實の 悲しみ をのべ たり。 

吾 王 皇子 之 命 乃. 大下^ 知 食 世 者 上 はお ほやけ ざまに 申な す 故、 高 照 日 皇子な どい ひこ 、 は實 

の 悲しみ を述る 故に、 親み 奉りて 吾大 王 云々 などい へり。 シ tl シメ シセバ とよむべし。 

春 花 之 貴 在 等 貴 を，^.^ とと 訓 たる はわろ し。 春 花と いふ 詞 も^ぶ リ〕 と はか 、むぬ を や。 叉 天 

しろしめして 政事と り 給 はん 事 を 四方 人の おも ひまつる もた ふとき とて は今少 也" めでたと 訓む 

べし。 おそらく は 貴 は 賞の 字 誤 も はかりが たし。 

望月 乃 満波之 計武跡 天下 四方 之 人 之 大船 之 思憑而 天水 仰 而待爾 諸 註に く はしければ とく 


に 及ばす。 タタ ハシケ ンは ゆきわたらぬ 所 もな きなり。 

イツ カタ 二  

何方 爾 いづかた にと よむべし。 眞，， .？ の 岡 を いづ 方と 思し 召て かゆき かくれ 給 ひしと いふなり。 

御念 食 可 由緣母 無眞弓 乃-: 岡 爾宮柱 太 布 座 御 在 香 乎 高 知座而 明言 爾 朝每 とい ふ を只每 日の 

事と する はわろ し。 朝 は 一 日の 初 なれば、 仕へ 奉る 人 ども も 先 伺 ひ 奉る 事 ある べし。 それにつ きて 

は 必 御言 も 承 る ことなり。 憶 良 の 子のう せに し 時の 長歌 に も 「朝な/、 いふ こと やみて」 と あ. 9。 こ 

れも夜 は寢て 常に も 言 問ぬ ものなる が 朝 は 先お き 出て 言と ふなる を 死て よりい はねば いふ 事 やみて 

とい ふなり。 すべて 朝な/、 など 皆 朝の 用 ありてい たづら ならす。 只日每 とひ 得る はわろ し。 

御言 不御問 日月 之 ひ つ.^ のと 訓む ベ し。 

數多成 塗 まねく と訓 るに したが ふべ し。 ，<^.^^.^dなど い ふ語もぁれば古言なり。 

其 故. US 子 之 宮人 行方 不知 毛 § 解に ここ は、 御 墓に て 宮殿 はな けれど 云々 とい へれ 共、 宮人 等 

の 行かへ りとの ゐ する ばかりの 御 墓 なれば、 天子の 嬪 ほどこ そなら ね、 さばかり の 殿舍は あるべき 

なり。 

反歌 

久堅乃 天 見如久 云々 
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茜剌： HI 者 雖照有 烏 玉 之 夜 渡 月之隱 良久 惜毛 この 歌 は、 戶み 解に は此 時持統 にて 天皇 はお はし 

まさねば、 天子 を 日に いひ かけし に は あらす とい へれ ど、 いかにも 日 を 天皇に よそへ 奉らで はかな 

はぬ うた 也。 さらば 或 本 云以件 歌爲後 皇子 尊 殯宮 之 時 反歌 也と いふに したが ひて、 こ、 は 上の 一首 

のみと すべし。  .  - 

或 本 歌 一 首 

島 宫勾乃 池 之 放鳥 人目 爾戀而 池 爾不潜 本文 云 はく、 是は 水鳥の、 たまたま 陸に あがりて 集 

り をる を 見て、 かくい ひなせ しなり といへ り。 隨ふ べし。 

〇 

柿 本 朝臣 人 麻呂獻 泊瀨部 皇女 忍 坂 部皇歌 此端詞 は 或 本の かたちに したが ふといへ 

る諸說 にした がふべ し。 

飛鳥 明日 香 乃 河 之 上 瀨爾生 玉藻 者 下瀨爾 流觸經 宣長 古事記 を 引て フラパ へと よめれ ど あし 

し。 、ノ へ は I 思 はへ などの ハ へに てラ へと も ライと も ナイと も はたらく 語に て 只 「レ とい ふ 事に は あ 

らす。 叉眞淵 はフラ ヘリと リ 文字 を 付ら れ たれ どフ レリと いふ 詞 もなければ 無理な り フルの ルを 

の ベ て 調 をな す 所 なれば ナガ レ フ へと 四 言に よみて 次へ f  く. パ し。 


玉萍成 此成を 如くな.. > として 聞說 あり。 叉 或は 似.， スと いふ 人 も あれ ど 似 スとは 無理な り。 や は 

り ナスに て 五月 蠅な すわき は、 五月 蠅の さま をな して わき、 .gfM した ふ は、 泣 子の したぶ 樣 をな 

してした ふなり。 こ、 も 玉藻の なびく さまな して かよりか くより なびく 也。 ， 

彼 依 此依靡 相 之 これ は婦夫 互にな びきょり あ ひ 共 寐し給 ふなり。 

襦乃命 乃 多 田名附 枕詞。 意考 ふべ し〕 

柔膚尙 乎 ス ラはソ レヲサ ナガ ラ など 解す る も か たはら ならぬ に は あらね ど 語勢 はか は r- り。 畢 

竟 つよむ る詞 にて、 こ、 には柔 はだ をち よ つ とも 身に そ へ たま はぬ とい ふ、 ひに めぐりて あ . これり。 

〈§， 力 於 身 副 不寐者 烏 玉 乃 ヌ ハタ マ 久老寐 程 也と いへ るお もしろ し。 

夜 床 母 荒 良 所 虛故名 具 鮫 魚 夭 氣留敷 藻相屋 常念而 此 所舊點 のま、 にて はと、 の ひがたし。 

久老 の說、 魚 は 兼、 留は 田と してよ める にした がふべ し U  0 ケタシ は 蓋の 字 を あて たれ ど 蓋 はつよ 

き詞 にて 十の， 物 を 八 九 はいふ 詞也。 古への 詞 のけた しはいと よわき 語に て 十の 物 三 四より 以下に か 

かる 詞也。 俗に 第二義に おちて 但しな ど いふに にたる こと 葉な り。 

玉 垂乃越 乃 大野 之 旦露爾 玉藻 者 汎土打 夕霧 爾衣 者沽而 草枕 旅 宿 鴨爲留 タビ とい ふ 詞は本 

タ ヒト 

田 人の 意に て、 古へ 田作る に は、 家より は遙の 所に 田の あるに、 かり 庵な どつ く， 0 て往 かよ ひして 
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居つ、 作る、 その 居る を 田 居と いひ、 やどる を 田 慮と いふ、 田 臥の 意 也。 さる かたち 家に なくして 

他所に 寐る さまな どに 似 たれば、 旅 を もタビ とい ひしな り。 民 はもと よりの 事 也" 

不相君 故 此， 君— は 俗 にい は、、 君 じ やにと いふ ほどの 事 也。 

玉藻の 上瀨に 生る 下瀨 になび くさ まな ど已 前の 師說の 如し。 こ 、 に！^^す。 

敷 妙 乃 袖 易之 君 玉 垂之越 野 過去 亦 毛將相 八方 

〇 

明日 香 皇女 木 避 濱宮之 時 云 々 

玉藻 毛 曾 云々 モゾの てにをは、、 必然る 事の いまだし からぬ を、 あらかじめ 推定む る詞 なり。 

玉藻 も かるれば 必 生る は 必定ながら、 今め のまへ にしから ざれば モゾ とい ふなり。 

何 然毛吾 王 乃 云々 ョ リ忘賜 哉 云々 背 賜 哉 これまで 自問の 意な り。 以下 自 答の 如くみ るべ し。 

宇都 曾臣跡 云々 ョ リ味潭 相 目 辭毛絕 奴 是迄自 答の ごとし。 さばかり あかぬ 朝 宮夕宮 を 何し に 

忘れ そむき 給 ひしゃと いひて、 それ は 御 在世の ふし 時々 諸共に あそび 給 ひし 木の へ 故に 常宮 とさ だ 

め 給 ひし 也と い ふ 意味な り。 


明：：： Il^n 川 明日 谷 云々 これ 川の 皇子 を 見ん と 思 ふよし 也。 しがのから 崎に おなじ。 我 大王の 御名 

わ す れせ ぬと は此 m の 明日 香と い ふ 名 を おひて ある をい ふなり。 

四 大船 ヲ ユキノ 進 一一 石 ニフリ 

〇 

柿 本朝 ぼ 人 麻 呂妻死 之 後 泣 血 哀慟作 ニ首幷 

天 也 輕ぉ者 云々 妹 之 名 喚 而袖曾 振 鶴 これ 只 妹 を こ ひて 狂亂の ごとくな りて、 名 をよ び 袖 ふ 

りしに は あらす。 古への 喪 送な どの 禮に名 をよ び 袖 ふるやう の 事 も ありし なるべし。 おの づ からの 

人情し かるべき ものな り。 . 

或 本 歌 曰 

宇都 曾臣等 云々 此 長歌 は 惣て或 本の かたまされ り。 取べ し。 

好 雲 叙 無 此ー 句 は 解が たし) 本文に も 吉雲曾 無寸と あれば 誤と もい ひがたし。 猶可考 也" すべ 

ての 解 は 以前にお なじ。 
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去年 見而之 長歌 も 次の 短歌 も 死後 無 程よ めり しとみ ゆる を、 これの みは 一 周の 後なる ベ く 見 ゆ 

るは異 時の 詠 か。  . 

吉備津 采女云 々 

秋.^ 下部 留妹奈 用 竹 乃騰遠 依子 等 者 何方 爾 此 何方 爾は、 古點の ごとく ィ カサマ 二と よむ 方 

よろしき やうに 聞 ゆ。 それ は 次に さす 所なければ 也。 され ども 次に 必 二三 句 も 落 句 ありと 見 ゆ ば、 

そのと ころに 必死た る 事、 且 墓所の さまな ども ありつらん。 さらば 何方 爾は、 上に いふ ごとく イツ 

カタ 二 とよみて かな ひし 事な らん。 脫 文の 所 は 次に い へ り。 必 なくて はうた の 意 通らぬな り。 

念 居 可 栲紲之 長命 乎 此 次に まだ わかく して 死た る 事な ど ある ベ し J さて その 墓所へ 通 ふ 道の 

露 こそ は 云々、 霧 こそ は 云々 とやう にい ひつ ヾ けしな らん J 

露 己 曾 婆、 朝爾 置而、 夕 者、 消 等 言、 霧 己 曾 婆、 夕立 而、 明 者、 失 等 言、 梓弓、 音 聞 

吾 母、 髮髴見 之、 事 悔敷乎 ほのかに だに も 見 ざら まし かば、 今 かくな げか ざら まし を、 見し 

ことのく^^ -I きとい ふなり。 短歌の も 同 ひなり。 


布 g: 乃 云々、 時 不在、 過去 子等 我 此下 にも 一句ば か. -脫句 あるべし。 さなくて は 七 言 三 句つ 

V- けり。 さて 次 二 句の 也 文字 は此 所の 句に よりて よむべし。 如何 なれば 等の 句なら ば ャと訓 べき 歟。 

さなく ば 置 字に て訓べ からす。 惣ては 以前の 解の ごとし。 

夭數、 凡津子 之、 相 日、 於 保 爾見敷 者、 今叙悔 これ は、 ほのかに 見た るに よりて、 今 死 

た る をき くが 悔しき とやう にも 聞 ゆ る やう なれ ど、 やはり 長歌と 同意に 聞かた まされり。 

〇 

讃岐狹 岑島視 石 中 死人 云々 

玉藻 吉、 讃岐國 者、 國柄 加、 雖見 不飽、 神 柄 加、 幾許 贵寸 此 カラ 力 を ガラと 濁りて よむ 

はわろ し。 ガラと 濁る 時 は 上に 屬 して 人-、 カラ 家ガラ などの 語と なりて 力の てに は 付ら れす。 カラ は 

必用 言なら では かな はす。 されば 必淸て よむべし。 扱 意 は、 四國は 神代の 故事 も ありて、 卽神 なれ 

ば、 神の 故に ゃ責 かるらん、 國の すぐれたる 故に や、 見れ ども あかぬ とい ふ 心なり。 〇此 歌の 解 諸 

注と 異にて、 中の 湊 より 乘 出せし 舟の、 俄に 風お こり 海 あれて あやうければ 梶 引返し、 狹岑 島に こ 

ぎよせ しか ども、 猶舟 にあり がた ければ 磯に 上， りて 庵り せし 事な どなべて 先の 解に く はし。 叉 短歌 

に、 うはぎ の 花 をよ めれば 凡 八月 頃なる べし。 其 頃 は 野 分 吹 立 時に て 海上 も 俄に ある、 事 今 も あり 

四 四 一 
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て 船人の かしこむ 時 也。 これ もさる ゆく りなき 難 風なる べし。 此 死人 も此難 風に 破船せ しが 波に 打 

あげられ たる にても ある べし かし。 

家 知者、 往而毛 將吿、 妻 知者、 來毛問 盆 乎 此 死人の 鄕里 もしれ てあらば 行ても 告 まし を、 

妻 もしれ てあらば 行ても いはまし もの を、 とい ふこ 、ろな り。 

玉 梓 之、 道太爾 不知、 欝 挹久、 待加戀 良武、 愛 伎 妻 等 者 玉 鉢 之 道 以下 家なる 妻の 上 をい ふ 

なり。 以前の 解に は 道太爾 不知まで を 上に つけし かど も、 今 苒び考 るに、 「たにしら すお、 しく」 と 

續 きたる 語勢に て、 きれが たければ 玉鋅 以下 妻に かけて 意 汲べ しとい へり。 惣ては 先 解の ごとし。 

妻 毛 有 者、 採 而多宜 麻 之、 佐 美 乃 山、 野 上 乃 宇 波 疑、 過去 計 良受也 此解、 蒿の 花の 盛 過 

たるが、 死體 のかた はらに ある をみ て、 あはれ 妻 も あらば やがて 採て 手 向 まし をと いへ るなる こと 

以前の 解に く はし。 さる は 死た る 人に 花 手 向る 事 今の ごときの みならす、 いにしへ は猶 甚だし かり 

けん" 故 先 思 ひよ せた るなる べし。 タケ は手擧 にて 兩の手 を 向 さまに さし 出して 物す る をい ふ。 ム 

ダク、 タグべ タ ダヌ， グ、 イダ ク 等の 語 皆 其 心より い へ るな i 馬ダ キ行 「などい ふ もこれ なり。 

怖 本 朝臣 人 麻 呂在石 見 國臨死 時 云 々 


鴨. H 之- 磐 根之卷 之 を 助 字な りと いふ は あし、 つ 必シ マクと 續く詞 也" 今 俗に も此詞 のこれり- 

人 麻 妻 云 々 

旦今 日旦 今日、 吾 待 君 者、 石 水、 □ へ 爾ハ， Ite 交而、 有 登 不言 八方 貝 は 借 字に て 山の かひ 

力： J 

のか ひなり。 交る は 「春の 山べ に まじりなん」 などの 六 力ぶ に 同じ。 そこに 葬 6 て ある をい ふ 也。 さて 

一 云 谷 も 力 ヒ とよむな り。 後世 谷 をカャ 或は 力 へな どい ふ ももと 力 ヒ なる 事 しらる。 此 贈答す ベ て 

石 見に ての 事なる ベ し。 次の 擬歌は 後に 心得 違 ひて よめる ものなる ベ し。 

〇 

三 卷ノ中 

天皇 御遊 雷 岳 之 時 柿 本 云々 

者、 神 二 四 座 者、 天雲 之、 雷 之 上爾、 廬爲流 鴨 此 うた 下句の 調の 打靜 りたる を みれば、 

恐らく は 御 墓所 を！^ する か d と よめる にて、 御遊の 歌に は あら じ歟。 荒 山中に 海 をな すの 歌 は 別な 

〇 

長 皇子 遊獵 云々 柿 本 云々 

、  四 四 一一 1 
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八 隅 知 之、 吾大 王 云々 十六 社 者、 伊波 比拜 目、 鶉 己 曾、 伊波 比 囘禮、 四時 自物、 伊波 

比拜、 鶉 成、 波 比 毛 等 保理、 恐 等 云々 上の 鹿 鶉 は、 御獵 場の 物 もてい ひて 序と せ. 0 とも 

見 ゆれ ど、 拜 目と いふ 詞を かけ たれば、 鹿鶚も 王に 仕 奉る 意 あるべし。 拔叉自 物と いふ 詞、 と對 

ひたれば、 鹿の やうに と 心得べき 所 なれ 共、 男自 物と いふ 詞の さは 聞が たきに より、 是は如 成な ど 

と 同 詞には あらす。 「夕され ば」 と 同じく 只 夕と いふ 事に も 聞え、 叉 夕に なり 行と いふ 處 にも 聞 ゆる 

なり 畢竟 詞のそ ひて 長く なれば おの づ から 意 こもらざる 事な し。 男自 物の 時 は 男た る 者のと いふ 

やうに 聞え、 かく 「鹿 じ ものい はひ拜 み」 など は、 その 鹿の 如くと いふ 意味に も轉 るな り。 

反歌 

久堅 乃、 天歸月 乎、 綱 爾剌、 我 大王 者、 蓋 爾爲有 E 各 解に、 蓋 を 月に たと へたり といへ る もさ 

る 事に て、 今 も 丸き 蓋な きにし も あらす。 菅 などの 蓋 はもと よ， 0 丸き な. り。 され ども 蓋 を 月 こたと 

パ んには 「天 行 月 を 蓋に せ- 9」 とい はんこ そ 詞も意 も やすらか ならめ、 ， 月お 綱に Irlz リと いふ は、 じ 月 を 

綱に さして、 さて きぬがさに する 事 也。 今考 るに 大寶令 蓋の 定 など はもと より 後の 事に て、 古へ は 

色々 の 蓋 もな どかな からん。 天子の 御 蓋に は 或は 日輪の 御 形 を 作りて、 今の 鳳凰の 有 所に 立て、 皇 

太子 は それにし たが ひて 月輪の 形 を 作りし など いふ 事 もや あり けん。 さらばその月の^^i-の左右ょり 


御 綱 引 はへ て その 下に 蓋 釣た らんに は、 うたのお もてい とよく かな ふべ し。 され ど 何にも 證の 見え 

ぬ 事 なれば しひて は定 がた し。 

〇 

柿 衣 云々 覉旅歌 八 首 

三 fs:^ 云々 此ぅ たは、 下.：？ いたく 落 字 あれば 手 を 下しが たし。 

珠藻莉 云々 

架路之 云々 B„! ^解に、 古事記の 文 を あしく 見て、 靑措 衣な ど あるより、 今の 小 忌の 赤 紐の やうに 

おも ひて、 貭 にある 紐 也と いへ る は 誤 也。 古事記の 文し からす。 腰の 紐 也。 されば こ、 も 只 衣の 紐 

にて よし。 必 出立 時 妹が 結びし ならす とも、 紐 結 ふな ど は 常に 妹が わざ なれば かくい はん 事 何のう 

たが ひか あらん。 

荒栲， 藤 江 之 浦 云々 この 歌な ど は、 陸路 ゆきし 時の なるべし。 此八首 は 後に 取 あつめた る 物と 

見 ゆれば、 必 一時の 往来に は あら じ。 これ は 旅に やつれて、 月 も かくまで はとお も ふさ まより おも 

ひよ せて、 海人と や 見らん など もい へる なるべし。 

一木 云 白栲乃 誤と せる 說も あれ ど、 葛布な らんから に 白から すばこ そ あらめ。 眞の 布に も增り 

四 四 五 
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て 白け ればリ ろ たへ とい ふと も必 誤との みはい ひがたき か。 

稻日野 毛 云々 

留火 之、 明大 門爾、 入日 哉、 榜將 別、 家 當不見 是 歌上グ 時のと せる はわろ し。 必 下る 時の 

なるべし。 いかにと いふに 攝津 より 舟 出 すれば 直に 此 大門な り。 此 歌いらん 日 もな ど ある 調 一 兩日 

の 中に 接 入べき をい ふなり。 實に此 せとに 入て 西 國の方 見えすな り杲 るな り。 久 老がァ カシオ ホト 

とよめ る もお もしろ きに や。 

天 離、 夷之 長 道從、 戀來 者、 明 門、 倭 島 所見 是は 陸路 を 登りし 時、 やう やう 播磨路 にか、 

りて、 淡路島の はづれ より はるかに 大和の 山々 の 見えた る を よろこびて よめる なるべし。 水 州 は あ 

まり 高山なければ 大和の 志 貴 山な ど は 打 こして 見 ゆ ると ぞ。 

飼 飯 海 乃、 庭 好 有 之 云々 ミタ レイ. デ見ュ と古點 のま、 によむ も 難な し。 

〇 

同 石 田 王 卒之時 云々 

角 障經、 石 村 之 道 乎 云々 此歌は 試 一一 ィ 、ノ  -.、 、 石衬 ノア タリー 一別 庄 一一 テ モ造ラ レテ、 春ノ 頃ナド 

、ン專 ラ通ヒ 玉ヒ、 猶度 々末 カケテ 通ヒ樂 ミ玉ン ノア ラ マ シ ノア リテ俄 一一 カク レ玉フ 一一 ャ。 橘 紅葉 等 


モイ マ ダ物セ ヌサ マ 也。 叉 或 ハカ ノア タリー 一思 ヒ 妻ナ ド イデ キテ カヨ ヒ玉ヒ シ ニヤ。 ィ ヅ レイ、 ノレ 

アルべ キ也。 

〇 

称本云 々|^$:具山云 々• 

枕、 驛 宿爾、 誰 蠕 可 云 々 古へ 旅人 ニイぶ リサ シテャ ドル ナレ V コレラ モイ ホ リサ シテ 死テ 

居〃 ナル べシ。 サテ 此結 ノ訓ノ 「 且 av4 解 等 一一 古歌 ヲ解 ソン ジ タル 「 ハ先 ノ會ノ トメ 一一  クヮ 

シク セリ。 

〇 

土 形 娘 子 云々 

隱ロ 能、 ：：^ 瀨之. 山際 爾云々 意" 明 ケシ。 際 ハス ベ テ波 ト訓べ シ。 山ノ 「ト云 カナ "見 ユレ 

ドマ ト云 1 ナシ。 末 ナド、 ノ義 ヲモテ 力ケ〃 一一 テ、 ャ、 ノリ" トヨ ムべキ 也" 

〇 

溺死 出 雲 娘 子 云々 

四 四 七 
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山際 從、 出 雲兒等 云々 

八 雲 刺、 出 雲 子等 云々 ナ ヅサフ とい ふ詞 は、 萬 葉な どす. ベて 水に よ，^ ていふ。 後世 いづく にも 

なれ そふ やうの 事に いふに あらす。 され ども ナヅが 本 誤に てソ フの附 たるなる ベければ、 世 後に い 

ふ 方よ く かなへ り。 ナ 氷、、 ナ ヅク、 ナヅ カシ、 ナ ヅ^、 ナヅム などの ナ ヅにュ 「ふの 付た る 也。 お 

そらく は 大古は そと 同じ かりし か、 萬 葉の 頃 ふと 水に のみよ る こと、 なりて、 叉い にしへ に歸 りし 

にも や あらん。 世の 久しき 中には さる 事 も 多 かるべし。 

柿 本 云々 四 首 

三 熊 野 之、 浦乃濱.^^、 百 重 成 云々 モ 、 へ ナスと よむ よし 0 

古爾、 有 兼 人 毛 云々 ガテ ニケン のガテ は、 皆 カネの 意に 聞て よし。 猶く はしく 先の 注に あり。 

今 耳 之、 行事 庭不有 云々 結句 ネー ーサ へナキ シと訓 べし。 ナキサ へ ナキシ は あしく 聞 ゆ。 

Ke 重 二 物、 來及毳 常 云々 キ オヨべ 力 モトと よみ 來れ ども、 及 オヨ ビ とよみし 所 も あり やしら す。 

今少 のよ みな. 9。 宣 長キタ リシ ケカモ とよ まれた る はよ ろし けれど、 街キ タリと よむ 事今少 也。 キ 

シケカ モトと 六 字に よまん か。 猶 よき 訓 あるべし。 可考。 結句の 哉 は 武の寫 誤な らんと いふ 說に從 


ふべ し. - さなくて はよ めが たし。  . 

怖 木 云 々三, 

求 通 女^ 之 云々 

次 野 去 云々 妹 之 心 乎と いふ は、 其 妻 アツ 、ノ 待、 ァグ "別 ヲシミ さらで も 常に 心 を 用 ふるうたよ 

りい ふに て、 い たづら に 心 をと いへ るに は あら じ。 さて此ニ首のぅた^！トの妙は いふ ベ くもぁら.^。 

折返し 感 すべし。 

珠衣 乃、 狭 藍 左 謂 云々 二れ は 十四に も 出で、 東歌なる べし。 必人 丸のに は 在ら じ。 さて サヰサ 

ヰの 語 しれが たし。 東 語なる べし。 もし は 今 俗に、 サイ サイ 來タ、 サイ/、 云フ などい ふ サイ サイ 

に は あらぬ か。 是は 再三に やと もお もへ ど、 試に いふなり。 シヅミ は 思 ひ しづみ なるべき 事、 以前 

の 注に くわし。 

附記。 柿 本 朝臣 人麻呂 歌師說 は、 文政 二 年 夏、 香 川景樹 の講述 したの を 門人 熊 谷 直 好の 書きし るした ものに 係る。 それ を 正 

宗敎夫 氏が 嘗て 筆寫 して 置かれた ので あるが、 このたび 同氏の 厚意に より、 本篇 にて 公に する こと を 得た。 

四 四 九 
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萬 葉 集卷ニ a ニー 三) の、 『柿 本 朝臣 人 麿、 石 見國に 在りて 死に 臨みし 時、 自ら 傷みて 作れる 歌 一首。 

鴨 山の IS 根し 纏け る 吾 を かも. 知らに と 妹が 待ちつつ あらむ』 中に ある、 『鴨 山』 について、 私 は 昭和 

九 年に 「鴨 山考」 を 作り、 大體、 石 見 國邑智 郡 柏 淵 村 江川 岸の 『津目 山』 だら うと 結論して 置いた。 

.S ち、 人 麿 は 伊に 鄕の 國府で 死せ すに、 訣 があって 粕淵ニ m 原 あたりで 死した ので あらう と 想像し 

たのであった。 

なせ^ 目 山 を 鴨 山 としたかと いふに、 5i 目 巾と 相對 して 龜 村が あり、 はお； 茂 (鴨) の轉 化で、 そ 

の 類例 は、 『加 贺國 河北 郡 高 松 村 大字 横 山字龜 山の 縣社贺 茂 神社』 其 他に よって 證據 だてる ことが 出 

來 るからで ある。 

併し、 明かに 『鴨 山』 と 名のつ く 山が 存在して ゐ なかった ので、 目 山 を それに 當て たので あつ 

た。 ついで、 「鴨 山考 補註」 を 作った とき、 『人 麿 時代の カモを も、 現在の 龜. 演原 ー筒處 よりも 範 

四 五三 
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圍を廣 める こと も 亦 可能で ある。 これ も 可能の 一 假說と 看做し 得る』 とも 云って 置いた U 

然るに、 昭和 十二 年 一 月 七日、 石 見邑智 郡粕淵 村の 大字 湯 抱に 『鴨 山』 と 名 づける 山が あると い 

ふ 通信 を 受けた。 そこで 念のため、 怕淵 村役場 土地 臺 帳の 調査 を依賴 したと ころが、 次の 如くで あ 

つた。 

湯 抱 村 字 鴨 山 第五 百廿 五番 

七 等 雜木山  ，  . 

一 、 山林 反別 八 町 六 反 五 畝 廿ー步 

此地價 金 贰圓九 拾 „t ^錢八 厘 

此 地租 金  七 錢三厘 

事理 寄附 所有者 氏名 柏 淵 村 中 

この 臺帳は 明治 廿 三年 根基で、 地圆は 明治 二十 七 八 年の 頃 作製して ゐる。 卽ち、 『鴨 山』 は、 古く か 

ら その 名が つ いて ゐて 近時の 命名で ない ことが 分かる。 

私 は 昭和 十二 年 五月 十五 日 自ら 踏査して 見た が、 律 目 山よりも 少し 低く  (海拔 一一 一六 0 米、 膂林署 調査)、 

峯が 二つあって 間が くびれ て タヲを 形成し、 筑波山 を 小さく したやうな ところが ある。 麓に めら 谷 


なろ せ  お ほつ h 'やま 

川が 流れ、 ^瀨の 川と 合し 目 山の 麓で 江" 川に そそいで ゐる。 隣に 大釣 山が あり、 道 は 一方 別府 

の 方に 通じ、 一 方 此處を 越せば 出 雲 境で もう 佐 此賣衬 に 近い。 

この 鴨 山 を _m 原粕淵 中間の 四日 市と いふ あたりの 畑 上から 遠望す ると、 西北 方に 津目 山の 山績き 

として 見える。 實際は 小さい 谿を 隔てて ゐ るの だが、 遠目に は連續 として 見える し、 古代に は 道路 

が 今日 程發逹 して ゐな いから や は- -山續 と 看做して いい 有樣 だった かも 知れない。 湯 抱の 湯 谷に は 

炭酸 鹽類 水が 湧いて 居る。  • 

大體 右の 如くで、 津目 山の ある 同じ 村內 I 粕淵) に 『鴨 山』 とい ふ 名のつ いた 山が 見つかつ たので 

ある。 そして、 津目 山との 距離 は直徑 やう やく 半里 程で ある。 また 柏 淵 村 小 原の 小學 校境內 から 種 

種 土器の 出土した こと は旣に 幾た び も 記した が、 昭和 八 年に 鴨 山の 麓で それと 同じ 系統の 土器 を 土 

民が 拾って ゐる。 さう いふ こと を いろいろ 綜合 すれば、 粕淵 村の 小 原に も 湯 抱に も 古代に 人が 住ん 

でゐ たこと が 明かで ある。 

この 新しく 發 見した 『鴨 山』 とい ふ 山 を、 どう 處理 すべき か。 同じ 粕淵 村內の 山で あるから、 焚 

茂 族に 關係 ある 山と せば 大勢から いって 大變動 は 無い ので あるが、 鴨 山 をば 單ー の 山と 是非 解釋せ 

ねばならぬなら、 津目 山に すべき か、 FJI 抱の 鴨 山に すべき かが 未決定の 問題であった。 

四 五一 t1 


四 五六 

實 地に 鴨 山 を 踏査し ない 以前 は、 やはり 维目山 を 以て 鴨 山と し、 ？ Jg 抱の 鴨 山 は、 その あたりに 古 

へ賀茂 族の 住んで ゐ た名稱 の殘存 せる ものと 解釋 し、 『龜』 も その 殘存 名稱 のまた 變 化した ものと 解 

釋 せば、 「鴨 山考」 で 結論した 如く ポ！ ：n.E を 以て 鴨 山に 當 てて 差 支ない とも 思った ので あるが、 FJE 抱 

の 鴨 山 を實際 踏査す るに 及んで、 やはり 人 麿 臨終 地の 『鴨 山』 は、 この 揚 抱の 『鴨 山』 ではなから 

う か と 推考す る やうに なった ので、 このた び 報 i}c を敢て したの で あ る 。 

そんなら、 なせ 人 麿 は 臨終のと きこんな 處に 來てゐ たか、 それ は旣に 「鴨 山考」 で 論じた 如くで あ 

るが、 なほ 井上通泰 博士の 人 麿の 役人と しての 職掌 は 班田 使の やうな もので、 出張して 步 いたと 解 

する 說 9 ララ ギ 昭和 十一 年 十二月 號) を も參考 とする ことが 出來 る。 

この 「鴨 山 後考」 は 取り あへ す、 「鴨 山考」 後の 追考の 結論 だけ を 記した が、 結論に 到った 經路等 は 

拙著 「柿 本人 麿雜 纂篇」 屮に 記して 置いた。 (S 和 十二 年 五月 稿。 「文 學」 昭和 十一 一一 年 一月 號所. S レ 


ffi 淵 村 湯 抱の 」 鴨 山. に 就いて 


I 

昭和 十二 年 一月 七： n 附を 以て、 島根 縣石 見國 郡 村 大字^ 抱の 苦 木 虎雄 氏から 手紙 を 貰つ 

た。 これ ま、 苦 木 氏の 住んで 居る^ 抱に、 『鴨 山』 とい ふ 山が あると いふ 通信で あつす 

g 現在 私が 住んで 居ります 湯 抱に 溫 i: 水が あわまして、 小字 名 を 一 申します が、 そのお 力ら 

君 谷 村 別 府へ拔 ける 山道の 傍に、 「かも 山」 と呼稱 される 山が ある 事であります。 この 山 は參謀 

本部から 發 行され て ゐる五 萬 分の 一 地 岡に は 名が 出て ゐな いのであります が、 土地の ノ」 皆 

「かも 山」 と 呼び、 古老 あた， -に たづ ねても、 古くから、 「かも 山」 で 通って 來てゐ る やうで あり 

ます。 この 土地 は 昔から、 俗にい ふ 「かお や 者」 の 群が 部落 をな して 純 粹の土 著の 人 は 少ない の 

であり ますが、 「かも 山」 は 依然 昔から 「かも 山」 に 111 ひない との 事であります。 

四 五 七 
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この 山 は 相 當な髙 さ を 持ち、 地圖 にある やうに (添付し ました) ふんばりの ある 山で あ. ^ます- 

昨秋から 官行 造林 を 始め、 今頃 降雪が 無い 爲、 楠 栽 を 急いで 居ります が、 人夫 監督に 來てゐ る 

森林 官に、 「かも 山」 の 「かも」 は どんな 字 を 書く の だら うかと 訊ねた ところ、 「かも 山」 は 「鴨 山」 

で、 古くから 鴨が 澤山ゐ たので はない かな どと いふので あります。 鴨の ゐるゐ ない は 兎 も あれ 

この 湯 抱に 「かも 山」 とい ふ 山が ある こと を旣に 先生が 御存知 なれば、 この 一 文 もお 笑 草に 過ぎ 

ません が、 もし 御存知な いなれば、 或は 參-考 になり はせ ぬかと 思 ひまして 拙ない 文 を 認め まし 

こ 0 下 

私 は 苦 木 氏に 感謝し、 なほ 一 應柏淵 村役場に ついて、 その 土地 臺帳を 調べても らふ こと を 依頼し 

たと ころが、 一 月 十六 日附を 以て その 調査 を 報告 せられた。 

湯 抱 村 字 鴨 山 第五 百廿 五番 

七 等 雜木山 

一 、 山林 反別 八 町 六 反 五 畝廿ー 步 

此地價 金 贰圓九 拾 武錢八 厘 

此 地租 金  七 錢三厘 


登記 通知 大正 十 年 五月 廿 三日 

事理 寄附 所有者 氏名 柏 淵村屮 

なほ 苦 木 氏は臺 帳の 附圖の 映 寫をも 送られ、 そして 云。 『現在の 粕淵 村臺帳 は、 明治 廿 三年 根基 

となって をり ます。 その 以前の もの は あると 思って 居りました が、 役場が 燒 失した 時、 一緒に 燒け 

た 由であります。 地圆は 明治 廿七、 八 年頃の 調製 だと 役場の 吏員た ちが 申します が、 これ は 地圆の 

表紙に 何年の 調製と 記して ゐな いので 正確な ところが 不明な のであります。 併し 當 時の 湯 抱 村戶長 

が 波 多野顯 作であった ところから 推定して 大體 間違 ひないだ らうと 思 ひます。 此の 地 園の 調製 人 は 

林 善 松、 梨原久 治、 當 時の 地主 惣代 は景山 恒吉、 眞^ 廣 七郞。 Fi 抱 村 戶長は 波 多野顯 作であります 

が、 いづれ も 故人であります 紅』。 

苦 木 氏の 通信 を 得て 私の 喜んだ の は、 私が 柿 本人 麿の 歿處 『鴨 山』 をば、 濱原、 龜、 粕淵 あたり 

の 山 だら うと 考へ、 粕淵 にある 『津目 山』 を 以て それに 當 てて ゐ るからで ある。 そして 私の 根據と 

すると ころ は、 現在の 『龜 村』 の カメと いふ 名 は、 古への カモ (贺 茂. 鴨) の變 化した もので、 その 

四 五 九 


四 六 〇 

名殘 だら うと 假定 したのに 本づ いて 居た。 

それから、 其 他の 論據 として は 人 麿の 妻 依羅娘 子の 歌に、 『石 川』 と あるの が、 現在の 川 本 町が 古 

往 『石 川』 と稱 したと いふ 神社 緣起 によって、 大體 その あたりの 江， 川の ことで あらう とい ふこと。 

それから、 柏 淵から 出土した 種々 の 土器に よって 古代 民族が 其處に 住居して 居った 事實を 確認し 得 

る こと。 さう い ふ 事柄 を も 私の 鴨山考 の論據 として 居る の で ある。 

さう して 見れば、 同じ 粕淵 村の 大字で 湯 抱と いふ 一 里 足らす のと ころに- 『鴨 山』 とい ふ 名のつ い 

た 山が あると いふ こと は、 ただの 偶然と 謂 ふよりも、 古への カモ とい ふ 名の 殘存 して ゐる ものと 考 

へ る 方が 嚼當 である。 『鴨 山』 の 『鴨』 とい ふ 名 は、 鴨が 澤山 住んで ゐ たための 名と いふよりも、 石 

見 以外の 他の 國 にこの 名の 殘 つて ゐる やうな 理由 (雜き による ものと 考 へる 方が 正しい やうで ある。 

約め ていへば、 川 本 あたりから 柏 淵. 濱原. 龜 あたりに かけて、 江， 川 は 古へ 石 川と 云った もの 

であらう。 そして この あたりに 賀茂 氏族が 土 著し、 從 つて 贺茂社 も あれば、 贺茂 山、 鴨 山と いふ 名 

も 出 來てゐ たものに 相違ない。 人 麿 時代に は その 界隈で 最も 目立つ 現在の 5； 目 山が iT 山で あつたで 

あらう。 それが 名が 細かく 一分 化する に從 つて、 別な 細かい 名に 變り、 古への カモ とい ふ 名 は、 現在 

の カメ、  It 抱の 『鴨 山』 のカモ として、 その 名殘 をと どめて 居る ので あらう。 さう 考 へて 來れ ば、 


- 同じく 柏淵衬 に 『鴨 山』 と 名の 付く 山の 現存して ゐる とい ふこと は、 私の 『鴨 山考』 にもう 一 つ 重 

大 な論據 として 役立つ ことになるの である。 

次に、 私 は 人 麿が 石 見から 京に 上った 道顺 をば、 備 後に 拔 けさせ 瀨戶內 海 を 舟行せ しめる やうに 

考 へ てゐ るので あるが、 その 時の 人 麿の. 歌の、 『小 竹の 葉 はみ 山も淸 に亂れ ども』 とい ふの は、 人 麿 

が 抱 あたり を 通る 時の 吟咏 だら う と 想像した (S 擅 If き の は 、 當時 交通 道路 は 此處を 通つ てゐ たと 

考 へたからで あるが、 この 考は ただの 空想で はなく、 柏 淵 小 原から 古 土器が 出土す る 如く、  F お抱か 

らも 石器が 一 個 出て ゐ るし、 未發 掘の 圓墳 があった. - して、 古代 住民との 交涉の ある こと を 確かに 

示して ゐ るからで ある。 なほ 此邊の 交通路 は 一方 は 赤 名 を 越えて 備後、 一方 は 三 瓶 山 (佐 此賣 山) の 

麓、 現在の 安濃 郡 佐此賣 村の 方 を 經て出 雲の 方へ 通って ゐ たやう である。 

なほ、 ついでに いふが、 人 麿 上來の 道筋で、 若し、 『辛の 崎』 をば、 現在の 宅 野の 『韓 島』 あたり 

だとす ると、 大田 あた 6 から 東に 折れる ことになるが、 愚案の やうに、 現在の 『唐 鐘 浦』 を 以て そ 

の 『辛の 崎』 に當 てると せば、 大田 などよりも もっと 南方、 例へば 湯" 津 あたりから 東へ 折れても い 

い ことにな つ て 却つ て 解釋に 便利で あ る 。 

四 六 一 


四 六 二 

カミ (祌 )、 カモ (お 茂. 鴨)、 カメ  (龜) の 流通して ゐる實 例に ついては、 鴨山考 補註 篇で旣 に 記述し 

たが、 此處で も 少しく 補充しながら 再び 言及し ようと 思 ふ。 

をと め 

平 賀元義 の 歌に、 『鴨 山の 蕭の 白浪 さに づ らふ 少女と 二人 見れ ど 飽かぬ かも』 とい ふの が ある。 こ 

の 鴨 山と いふの は、 備前國 兒島郡 莊內村 . 灘崎村 • 日此町 あたりの 地域 は 古 へ の 贺茂鄕 であった。 

そこで 莊內 村の 大字 長 尾の 鴻ノ巢 山の 西 麓に、 郷社 鴨 神社 (f^ll づ が 鎮座 した まふ。 そこで、 元義 

の 歌の 『鴨 山』 は 恐らく この 鴻， 巢山を 指した もので あらう。 現在 は 役場の 臺帳 にも 『鴨 山』 とい ふ 

名稱 はない。 鴨 川 (： 現在 加 茂 川) は 源を此 處に發 し、 北 流して 同村 大字 瀧に 至り 瀑 となる。 早 瀧が 卽 

ち これで ある。 元義 のこの 題に、 『天 保 八 年 四月 十四日 遊 一一 于早 瀧,』 と ある その 『早 瀧』 である。 

また、 同じく 元義の 歌に、 『打 日 さすみ やび を もが も 水鳥の 鴨の 社の あき をし めさむ』 と ある、 『鴨 

の 社』 も同處 である。 なほ 元義の 歌に は、 『あれ はも や 早 花 得たり 水鳥の 鴨 山越えて はや 花 得たり』 

『鴨 山に ひる は 梅見つ 夕され ば 逢崎の いそに つき を 吾 まつ』 とい ふの も ある。 

この 例で も 分かる やうに、 『賀 茂鄉』 があった ので、 『賀茂 神社』 が あり、 それ を 『鴨 神社』 と 書 


いた ものである。 元義の 歌の、 『鴨 山』 とい ふの も、 つまり 『鴨 神社』 に本づ くので ある。 

なほ 云 ふに、 賀茂鄕 は 和名 鈔の 賀美鄕 であるが 高山 寺 本の 和名 鈔には 賀茂鄕 に 作って ゐる。 卽ち 

カミと カモと 同義に 用ゐ たこと が 分かる。 なほ 地名 辭書 を檢 する に、 『鴨 神社 は延喜 式の 官社 なり。 

今上 加茂衬 大字 長 尾の 神 峰に 在り。 盖 神と 鴨 は 古音 相 通じて 同義と す。 後世 加 茂の 庄名は 更に 鴨 社 

より 轉 じたるな り』 云々 と ある。 

なほ 例 をい へば、 常 陸の 加 茂 部 は 鴨 部と もい ひ、 鴨 部の 名は怕 省. 讃岐. 伊豫. 土 佐 等に も ある。 

*  .  , , カモザ ハカ モガ ハカ モザハ 

また 播 磨の 賀茂 1$ は、 鴨國 造から 出で た 名 だとい ふこと である。 また、 神 川、 鴨 川、 賀茂川 等 は 

相 通じて 用ゐら れてゐ る。 

それから、 『龜』 と 『神』 との 六乂 流の 例 は、 旣に 補註 篇 にも 云った ごとく、 備 後の 神 石と 龜 石と 同 

カメ クマ  カメ クマ 

じ處 であり、 常 陸の 神代と 龜 熊と 同じ 處 であり、 加賀の 河北 郡 高 松 村 大字 横 山の 縣社賀 茂 神社の あ 

る 山を龜 山と 一： ム つて ゐる。 卽ち、 カミ、 カモ、 カメの 交流して ゐる實 例で ある。 また、 單に發 音の 

方から いへば、 石 見 山間部 方言 |幽| 昭 に は、 ナリ カメ (雷、 鳴 神、 ナ リカ ミ r ォォ カメ (狼、 ォ 

ホカミ ) が あるから、 カミ、 カメが 流通して ゐる ことが 分かる。 

四 六 三 


,  四 六 四 

なほ、 苦 木 氏からの 通信に より、 『鴨 山』 と、 それに 關係 ある 事柄 を 次々 と 記載して 置く ことと 

する。 

『鴨 山 は 左程 高い 山で はあり ませす、 柏 淵の 小 原から も 見える 山で あります。 距離 は：.；： d, 川から 

一里す こし あるば か，： r であ" ます，。 - ハ.； 山で しのぶ、 お 松が 生へ て 居ります。 しのぶ、 ぉ松は！！^；目山 

にも ある 草です が、 他の 山に は 滅多に 生 へて 居り ませぬ』。 

『鴨 山の 裾 を 流れて 居る 幅 一間ば かりの (4: 川 は 江， 川へ 注ぎます。 川に 沿うて 舊， 道が あ， -、 これ 

は t; (介 付へ 拔 けます。 鴨 山に 對立 する！^ ケ谷は 高い 山で、 鴨 山と 並ぶ 大釣山 は-; Ef 上に 三角 點の ある 

高い 山であります。 鴨 山の 奥 小屋 谷に は 大きい 蹈鞴の 跡が あり、 以前 は數百 人の かな や 者が 住居し 

てゐた 由であります』。 

『？ t 谷 ff  泉 の 出：： に 干 人 塚が あります が、 EJ,^ 考 致します に、 これ は 昔、 この 湯 抱で 戰がぁ 

つた か、 多くの 人が 病-叱し たか、 乃至 は 多くの 人が 住みつ いてぬ たかた みで はない かと 思 はれま 

す』。 併し これ は 舟 木 氏の意見で 古墳 だら うとい ふこと になった。 この 古墳 は 旣に邑 知！：： 郡史に 載り， 


拙^ 鴨山考 補註 篇 にも 載った 古墳 (圓墳 ) なので ある。 昭和 八 年に 鴨 山の 近くで、 柏 淵 村役場 吏員 某 

が 古代 土器 を 拾って 居る。 

なほ 苦 木 氏 は新舊 道路の 地 圆をも 添 へ て 報せられ たが、 大田 . 濱 原 間の 縣道は 明治 二十 四 年の ェ 

事で、 それ を 改良して 目下 は大 田. 赤 名 間の 者營 バスが 通って ゐる C 舊 銀山 街道 は 少し 南寄りで、 

潮 道と いひ 幅 四 尺 乃至 一間、 出 上 を 通って ゐる。  • 

鴨 山の 近く を 流れて ゐる 川のう 卞>、 鴨 山から 湯 谷 入口 迄 を 女 良 谷川と いひ、 谷から 柏 淵に 来て 

江， 川に 入る まで を 尻 無 川と 云 ふ。 鴨 山の ある 谷 一 帶を女 良 谷と いふので 川に もこの 名稱が ある。 

抱の 小字 名。 邑智 郡粕淵 村役場 土地 臺帳。 明治 廿 三年 根基。 (苦 木 虎难氏 報)。 

古寺。 菰澤。 菰 澤家ノ 前。 菰 澤家ノ 上。 菰 澤道ノ 下。 我澤 頭。 竹ノ 迫。 竹ノ迫 ノ奧。 竹 ノ廻リ 北 平。 

竹ノ 上へ 曾 根。 _ 孤 澤道ノ 脇。 重 迫。 重 迫下ク 切。 二 反 田。 屋敷 田。 二 反 田竹ノ 迫。 二 反 田竹ノ 上。 

二 反 田 南 平。 二 反 田 北 平。 坂 根。 坂 根家ノ 上。 坂 根 砂 ffl。 ナ メ シ平。 御堂 原。 神 田 道 ノド。 竹ノ  F 

ク， 川原 m。 竹ノ ドタ。 竹ノド 往來ノ 上。 神 田 道 ノ上。 柳 田。 柳田ノ 上。 柳ノ 本。 先ノ： ^、後。 机 段) 
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和 田。 和 田隱居 後口。 和田ノ 前。 向 和 田。 和 田 門 田。 道ノ 上。 畑ケ尻 リノ 上。 畑ケ 尻。 柳ノ 本道 ド" 

ク ツバ 一 マ  マ 〔  ウジ： 1. ダ ゥシロ ビー マ 

末ノ 谷。 末ノ谷 尻。 沓 原道ノ 上。 森ノ 下。 森ノ 前。 森ノ 上。 沓原。 廻リ 子。 後田。 後平 前 田。 後口 

平。 原ノ 先。 沓 原上ノ 中。 門 田。 签ケ 谷。 猪ノ 迫。 淸水。 才ノ 峠。 鑪ケ 原， 一 稗 畑。 中ノ 原。 中原 井 

-テ  カハ ベリ  すホビ ：■  ォホ ビラ  ホ S カヒ  _ 

手ノ 下。 中原 川邊。 向 稗 畑。 大 平谷ノ 尻。 大平。 大平大 畑。 大向。 田 代。 杲瀨淸 水 下 ノ.； 1: り 杲漱川 

南。 果淑古 屋敷。 曲リ。 曲 リ家ノ 迫。 眞 t 刈家ノ 下道 ノ下。 岩根。 杲 瀨奧。 淸臺。 杲瀨。 杲瀨 道ノ上 

下。 杲瀨川 北〕 果瀨淸 水。 川 木 谷。 杲瀨淸 水道 ノ上。 果瀨 川邊。 與太郞 田。 與太郞 井手 下。 堂 田 坂 

カタ  サコ 

根。 堂 田。 堂 田田ノ 上。 堂 田道ノ 上。 樫ケ 迫。 堂 田 下。 堂 田 屋敷。 屋敷 田。 大 向井。 花畑。 花畑 後 

p。 松 本。 、ノ ンノ木 白 瀧。 馬 ノ脊。 先ノ曾 根。 "ゲノ 下。 外 ケ內。 寺ケ 原。 寺ケ原 川邊。 湯屋 田 

四 反 田 下 モノ 下。 四 反 田 下 モノ 中。 四 反 田 上。 四 反 田 上 ミノ 下。 岡 田。 岡 田家 ノ前。 柳ケ 原。 竹ノ 

前。 竹 ノ前川 平。 柳ノ 本。 女 良 谷 尻。 向 段。 上 ミ中ノ 原。 湯 本。 湯ノ 谷道ノ 上。 野丈ケ 原。 竹ノ 內- 

竹ノ內 下モ。 竹ノ 內道ノ 下。 竹 ノ垣內 U 竹ノ 端。 シック テ。 苦 木。 新屋。 迫。 迫 田。 下モ段 原。 シ 

ッタ テ田ノ 上。 中 屋敷。 中ノ 原。 中 屋敷 上。 シッタ テ道ノ 下。 梨ケ 原- 中 田。 殿 畑。 青木。 殿 畑 家 

アマ. ツマ.、、  ォホ 

ノ奧 川邊。 殿畑ケ 向ィ。 杉 谷 市。 道 運 田。 アヤメ 谷。 境ケ 谷。 後ノ 谷。 雨 堤。 雨 包 以後 田。 雨堤大 

下。 堂ノ 脇。 析道 下" 雨 包 析道ノ 上。 析道ノ  F タ尻。 析道 下タ下 切。. 下 モノ 原。 桁道ノ 脇。 ヒ本松 


ルケ 田。 與右 ュ 門 田。 堂 門。 牛ケ會 根。 和 田 山- 後。 山。 未 谷 頭。 沓原 山。 栗抹。 赤坡。 足 谷 東 平。 

足 ハ介. 四 平。 井手 山。 大 平鑪ケ 原。 鳥屋 ケ丸。 营澤。 廻リ 山。 杲瀨東 平。 當田 山。 槌谷 山- 灰 谷 山。 

灰 谷。 签ケ 廻。 下 モ釜ケ 廻。 猪 ノ木谷 山。 授ケ 廻。 屋敷 田 山。 蛇 蝮 山。 先ソ 子。 白 瀧頭兩 平。 若宮 

山。 碗豆ケ 平。 荒神 森。 アナ ッケ。 カャケ 谷。 モミ ソ。 小屋 ノ谷。 下 全長。 上 全長。 上 笠 木。 葛籠 

スガド n 

ケ丸。 营床。 ナ ルセ。 鴨 山 ^ 弓 木 谷。 小屋 ノ谷京 平。 登宇ノ 古。 小屋 ノ谷 大瀧ノ 奥- 小屋 ノ谷大 瀧 

ノ下西 平- 鷹 ノ巢。 大 釣リ。 女^！^谷頭。 笹ケ 谷。 大釜ケ 谷" 矢櫃 山。 野犬 ケ原。 シック テ山。 洞 口 

谷。 洞 谷 西 平。 洞 谷 東 平。 洞 P 谷 頭。 長 畑。 向 圓佛。 圓佛 栴ノ木 谷。 大 圓佛。 小 圓佛。 杉 谷 市 

山。 せ；： ノ原。 猫 ノ城道 運。 ッブ レ ケ谷。 J リ坂。 猫 ノ城奧 口。 猫 ノ城頭 ノロ。 後 ノ谷北 平。 駄道 

ケ 以後。 境ケ谷 大道 ノ上。 雨 包 西 平。 堂 ノ奧。 後 ノハ介 頭。 雨 包 後 脊戶。 雨 包。 脊戶 山。 後ノ谷 下端。 

花 尾 山。 雨， は 下 小 丸。 一里塚 上 ノロ。 一里塚 下 ノロ。 大 年上 ノロ。 大 年下 ノロ。 ポク ポゥ坂 上 ノロ。 

ヨシコ  ガク  力 ミ  サ コ  シ ン ャ 

小 田 山。 與志 古。 殿 畑 道 下。 ポク ポゥ 谷" 三 瓶 隱レ。 シャ ラシ ャラ 瀧. - 上段 原。 迫 田 山。 新屋 山。 

苦 木 山。 新星 谷。 苦 木 谷。 寺 床山。 上大 向山。 大 向山。 鉄 穴 流 谷。 井戶ノ 奥」 再 #i 坂- 天狗 岩。 稗 

" rf シ ビラ  ふ ■■  -r 

灿山。 菜 召 平 山。 原ノ 先" 繩 手下。 シック テ签 場。 梨ケ 原道ノ 上。 
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以上 は 昭和 十二 年 一 月から 三月に 至る までの 記入で あるが、 五 ni: 十五 日 その 『鴨 山』 を 見に 行つ 

た (土屋 氏 夫妻 同道)。 im 原 を 過ぎて 粕 淵に 行く 途中、 一本松^ 谷と いふ 處 から、 四日 市と いふ あたりの 

岡の 上に のぼって 行って 展望す るに、 淵 を 眼ドに 見お ろし、 律 目 山 を 左に して その 山つ づきの 彼 

方に この 『鴨 山』 を 見る ことが 出来る。 實際 は豁で 切れて ゐ るの だが、 此處 からの 展望で は、 津目 

山と 連續 した 山續 きの やうに なつ て 見える。 寫眞は 好く 出來 なかつ たけれ ども 大體の 位置 を 知る こ 

とが 出来る。 

それから 粕 淵の 小 原 を 過ぎ、 湯 抱 FJi 谷の 湯 抱溫 泉に 行った。 湯 抱 溫泉は 炭酸 窿類 泉で、 湧出の も 

のは飮 むこと も 出來、 溫 めて；， 泔し、 神 經痛. 傻麻 質斯 系統び 病に 利く ので ー价 客が 絕 えない。 特に 二 

月から 四月 迄が 最も 盛で ある。 此處を 流れる 揚 谷川に は 河鹿が しきりに 鳴いて ゐた。 この 川の 源が 

なる せ 

鴨 山の 麓 を 流れる めら 谷川で、 それに 鳴瀨の 方の 川 を も 合せて 流れ 來てゐ る。 鴨 山 は 湯 抱から 正面 

に 見る ことの 出来る 山で、 現在 は 植林の ために 形が 變 つて ゐ るが、 よく 見る と峯が 二つに なって ゐ 

て听謂 タヲを 形成し、 形の 好い 山で ある。 樹木 を 少しく 除去した とすると 常 陸の 筑波山 を 小さく し 


たやうな 形で はなから うかな どと も 思った 程で ある。 その 麓 を めら 谷川が 流れて、 そこの 道路 は 今 

は さびれて ゐ るが、 恐らく は 古へ は相當 便利な もので 君 谷、 別府 から 川 合の 方へ 出る 大切な 道路の 

やうで ある。 隣の 大釣 山と 共に 植林せられ、 粕淵村 大釣外 三 八ム有 林野 官行 造林 地、 昭和 十二 年 四 11^ 

植栽、 面積 三 〇 へ クタ— ル、 樹種、 ァカ マツ 三 九 〇〇〇 本、 ヒノ キニー  〇〇〇 本、 スギ五 二 〇〇 本 

と 記されて ゐた。 なほ、 營林署 の 調査に 據 るに、 鴨 山の 高さ は、 海 拔三六 〇 米。 谷から 頂まで 二 七 

〇 米。 周圍ニ  • 四 〇〇 米で、 大釣 山の 高さ は 海 拔三八 八 . 六 米、 谷から 頂まで 二 七 〇 米。 周圍は 

二. 一  〇〇 米で ある。 

私 は、 十五 日 十六 日の 兩日 この 鴨 山の ほと. 0 を步 き、 昭和 八 年に 鴨 山 附近で 役場 吏員 某が 古代 土 

器 を 拾った 歸^ 讚 の こと、 粕 淵小學 校地內 出土の 土器と 同 系統の ものであった こと、 此處 の^ 地 

を 越せば 出 雲 境で、 安濃 郡の 佐此賣 村に 近い こと、 さう いふ 事柄 を 顧慮しつつ 徘徊した のであった 

が、 いづれ にしても 鴨 山と い ふ 名 は 隣り の大 釣な どと 共に 近い 代の 名で は あるまい とい ふ 心 持が し 

た。 大 釣の 釣 は 役場の 臺 帳に は 立 偏にな つて ゐ るが、 其 は 恐らく 誤記で、 類聚 名義 抄、 新撰 字 鏡 其 

他に もさう いふ ッリの 字が 見つからない。 陸地 測量 部の 地 圖には 釣の 字に 改めて 居る。 

さて、 私 は 二日 間 湯 抱に 滞在して^ 山 を 見た ので あるが、 前記の 如くに、 此處の 鴨 山 をば、 目 
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山 あたり を も 籠め た 鴨 山の 一 部と 見做す か、 卽ち賀 茂 族の ゐた ところの 山と いふ 意味に 廣く 取る か.、 

或は 此の 鴨 山が 卽ち人 麿の 歌の 鴨 山で あるか、 この 決定 は、 一た び は 前言の 如くに 考 へたので あつ 

たが、 二た び考 へて 未だ 決定し 兼ねて ゐる。 

卽ち、 鴨 山の 所在地 は 同じ 柏 淵村內 にある の だから 大勢から 云って 大變動 は 無い ので あるが、 津 

目 山に する か、 湯 抱の 鴨 山に する か が 未決定の 問題な ので ある。 

私が 實 地に 鴨 山 を 見ない 以前 は、 前言の 如く 廣義に 鴨 山 を 解した から、 やはり 掛目 山と して 結果 

が 移動し なかった ので あるが、 實際を 踏査す るに 及んで、 人 麿の 歌の 鴨 山が 卽ち 現在 この 湯 抱の 鴨 

山に 當 るので は あるまい かと も考 へる やうに なった。 その 理由 は 大凡 次の 如くで ある。 

津目山 を 鴨 山と する の は 隣 地に 力 メ とい ふ 名の 殘存 に據 つたので あるが、 湯 抱の 方 は 直ちに 鴨 山 

とい ふ 名であって、 同 系統の 賀茂 族、 賀茂神 等に 本づ くもの だと 云っても、 湯 抱の 方の 名が もっと 

直接で ある。  .  . 

津目山 を 鴨 山 だとす るの は、 前言の 如く カメからの 推定に 據 るの だが、 湯 抱の 方の は、 その 儘 鴨 

山な ので あるから、 寧ろ その 方と 考 へ る 方が 適當 ではなから うか。 

此處の 鴨 山の 名 は 役場の 土地 臺帳 にも 载 つて ゐる 古い 名で、 屮野村 或は 平 賀元義 の 歌に あろ やう 


な、 賀茂 神社の ある 山 を 里人が 鴨 山と 稱へ るのと は 稍 趣 を 異にし、 文學的 乃至 史學的 第二次の 名稱 

でない こと を も 尊重すべく、 また 今 囘の發 見 は 偶然であって、 「鴨 山考」 に强 ひて 附會 せしめる ため 

の名稱 でな か つ たこと も 亦 尊重せ ねばなら ぬので ある。 

そんなら、 なせ 人 麿が この 湯 抱の 鴨 山 あた，^ に來て 死した か、 その 理由 は 旣に鴨 山考で 記した の 

によって 明かで あり、 それ. に 井上 博士の 近い 考證 (一； 一一 一 ^ き 十) による 人 麿の 役人と しての 職務 

1 班田 使 勤務.)、 卽ち 出張して 步 くもので あった だら うとい ふ 職務に ついて 顧慮 すれば、 人 麿に 石 見 

のこの 邊に來 てゐて も 毫も 怪し むに 足らぬ ので ある。 

班田 使 は、 公民に 戶籍に 照して 田地 を頒與 する 役で、 十一月 一 日から 翌年 二月の 末まで 四 箇月に 

亙って 足跡 國內 に徧 きもので あるが、 若し その 季節に 積雪で もあって 困難な 場合に は 幾分 時日の 手 

加減 を も 行った もので あらう し、 『春 草 を 馬 咋山ゅ 越え 來 なる 雁の 使 は 宿 過ぐな り』 も 班田 使と して * 

の 歌 だとせば、 歸雁 だから 陰曆 二月 末の ものと なる であらう。 

さう いふ 具合に、 冬から 春に かけて 人 麿が 此 土地に 來てゐ たと も 解 せら れ るし、 また 必す しも そ 

の 用の ために、 その 季節に 來た とせす に、 他の 用の ために 晚 春から 夏に かけて 出張して ゐて も不思 

議 では 無い ので ある。 併し、 其處 まで 細かく なれば 空想が 放恣になる が、 旣に總 論篇で 推察 的に 言 
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及して ゐた、 『人 麿の 役人と しての 出張』 云々 とい ふこと が、 井上 博士の 考 證に據 つて 或る 根 據を得 

たので ある。 (昭和 十二 年 六月 十 H) 

七 

湯 抱の 微溫 泉の 起原 は、 私 は 想像 を 以て 隨分 古い もの、 つまり 人類に 注意せられ たの は、 ひよ つ ， 

とせば 人 麿 時代に 溯る ことが 出来る だら うとお もった ので あるが、 口碑 傳說 に據 ると、 戰國 時代に 

尼 子. 毛 利が 爭 つたと き、 その 落 武者が この 溫 に； 份 した。 また 德川 時代に なつてから、 砂鐡 作業 

に關 係す る 勞働者 等が ここの 部落に 移り 住んだ。 明治 初年 FJ 抱 村の 林 一 松 氏が 浴場 を 作り 宿屋 を も 

兼ねた のが、 溫泉 場の はじまり である。 その後 一時 眞刈 幸太郞 氏に 委ねられた ことがあ るが、 二た 

び 林 一松 氏の 經營 となり、 大正 三年 浴場 を 新築し、 旅館 も 四 軒と なった。 昭和 十三 年に 山 崎 氏 二た 

び； 价場を 新築 改良 せら れた。 溫 の 分析表 は 次 の 如くで あ る 。 

一 、 ク 口. I 〃ナトリウム  六 . 六 五 五八 

一 、 重 炭酸 ナトリウム  二  •  二三 五 〇 

一 、 遊離 炭酸  〇 . 八 八 六 二 


、 重 炭酸 マグネシウム 

、 硫酸 カルシウム 

、 重 炭酸 カルシ クム 

、 ク CI  —  ^ カルシウム 

、 0 酸 

、 ァ 、だ ミ 二 ゥ ム 

、 硼 酸 

、 燐 酸 

、ョ. ！-ド 

卽ち、 ァ ルカ リ性 食鹽 炭酸 泉で 


〇 . 七 六 九 一 

〇 • 六 ニヒニ 

〇 • 五三 七 四 

〇 . 四 九 八 一 

〇 . 一 四 六 〇 

痕  跡 

痕  跡 

痕  跡 

痕  跡 

の 外に ラデ クム 含 t 

ひ、 ；份客 は、 昭和 十、 十一、 十二 年 三年 間の 平均 を 見る 

山：：. 鳥 取. 岡 山- 大阪 (一 0— 二  0 人.)、 京都 • 東京 . 奈良 . 兵 庫 • 福 岡 . 佐賀 . 愛媛 . 香 川 二. I 九 

人」 等で ある。 


一が 多い。 特效は 神 經痛. 僂 麻質斯 だとい 

、 島， 縣 二八 2 一一 人 y 廣島縣 「五 ニー  人、 


四 七三 


四 七 四 

柏 淵 小學校 敷地から 出土した 土器に つ いて は旣に 記載す ると ころあった が、 そのうちの 把手 ある 

彌生式 土器に つき 一言 附記す ると、 この種の 土器 は 丹 波の 久美 im から も 出土し、 朝鮮で は 金 海 貝塚 

から 出る。 朝鮮との 古代 交通が 江， 川筋に 行 はれた こと は、 旣に 『鴨 山考 補註 篇』 にも 記して 置いた 

が、 江， 川 沿岸 の 粕淵ぁ たりに も そ の 名殘 をと どめて ゐる こと が實證 せ ら れ るので ある。 な ほ 舟 木 

賢 宽氏は 川 本 町から 出土した 朝鮮 靑磁 香爐を 持って ゐる。 それにつ き、 專門 家の 鑑定 を經 たとい ふ 

が、 これな ども 朝鮮 交通の ー證を 示す ものである。 

なほ 柏 淵 小學校 敷地から 出土した 土器 は、 那賀郡 下府村 中の 濱 から 發 見した 土器と 同 系統の もの 

である。 江ノ 川筋と 朝鮮との 交通が 略 明かと なった とせば、 無論 國府 との 關係 もあった ことで あら 

う。 これ は その 土器の 類似 を 見ても 分かる ので ある。 果して 然 らば、 國府に 近き 只今の 唐 鐘 浦 をば- 

「カラ」 とい ふ 名のつ いた もの、 卽ち 「カラ」 の 部落で もあった ものと 空想しても、 妄 なる ただの 空想 

に を はらぬ だら うとい ふ こと も 出來る ので ある。 


以上から 歸納 した 大體の 結論 は、 「鴨 山 後考」 とい ふ 題で、 維 誌文學 第六卷 第一 號 (昭和 十一 一一 年  一 S) 

に發 表した。 

なほ 村の 小字に 『鴨 山』 とい ふ名稱 のつ いた 山が そのほかに あるか どうかに つき、 鴨山考 補註 篇 

で大體 記した が、 其 後、 昭和 十二 年から 十三 年に かけて、 吾鄕 村、 君 谷 村、 川 合 村 方面の 調査 を濟 

ませ、 昭和 十四 年に なって 安濃 郡 佐此賣 村の 調査 を濟 ませた。 而 して いづれ にも 『鴨 山』 とい ふ 山 

を發 見す る ことが 出來 なか つ た。 

私の 望と して は、 石 見 國全體 の 小字 を 調査した く、 或 時 は 縣廳の 助力 を 仰ぎたい とい ふ 空想 をい 

だいた こと も あるが、 一 小 「鴨 山考」 のために さう いふ 手數を かける こと を 恐れ、 大體 このく らゐに 

して 忍耐す る ことにした。 若しも 將來、 石見國 の小學 校な どの 助力 を 得て、 その 調査が 完成せられ 

る やうな ことがあるなら 私 は 多幸で あらう。 (昭和 十四 年 四月 記) 


四 七 五 


四 七 六 

人 麿 閱歷の 一 暗 指 


萬 葉卷九 (一七 0 八) に、 泉 河邊 作歌 一 首、 『春 草 を 馬く ひ 山 ゆ 越えくなる 雁の 使 は 宿 過ぐな. o』 と 

いふの が ある。 この 泉 河 は 今の 木 律 川で あるから、 咋山はその木^^川の邊にぁっ たものでぁらぅ。 

そして 現在の 綴 喜 郡 誌 草內村 大字 飯 岡に 當る。 井上通泰 博士 は、 この 一首の 研究から 引いて、 「柿 本 

人 麻呂の 閲歷の 一 暗示」 (パ； 5: わ? 卿ナ) を 著した。 今 その 主要部 を 次に 手抄す る。 

『泉 河 も 久世鷲 坂 も 宇治 河 も 皆 藤 原 都から 東 山道 及 北陸 道に 下る 道で あるから、 其 道 を 通る 時に 彼 歌 ども はよ 

ん だと 見て よいが、 人 麻呂は 何の 爲に、 又は 如何なる 便に 名木 河の 邊を 通った であらう か。 名木 河 は 泉 河から 

鷺坂 を經て 宇治 河に 到る 道より 西方に 在って、 北陸 道 又は 東 山道に 下る (又は 二道より 上る) 人の 通る 處で無 

い。 叉 昨 山の 歌 は 其 山の どちらの 方面で 作った であらう か。 大和から 山城へ 出る に は 般若 寺 坂と 歌姬 越と ニ路 

が あるが、 古、 奈良 坂と 云った の は歌姬 越で、 後に 奈良 坂と 呼ばれた の は 般若 寺 坂で ある。』 

『人 麻呂 が、 春 草 を 馬く ひ 山 ゆ こえくなる 雁の 使 は 宿 をす ぐな り、 とよめ る は 無論 咋 山の 南方 又は 西方で よん 


だので は 無く、 昨 山の 東 麓 か 叉 は 北方 か 卽歌姬 越の 見 當が咋 山で 隱れる 方面で よんだ もので 無ければ ならぬ。 

否咋 山の 東 麓 は 直に 泉 河に 臨んで 居る から 若 東方で よんだ ものと すると、 泉 河の 東岸で よんだ ものと せねば た 

らず、 然も 咋山 は蕞爾 たる^ 立に 過ぎず、 叉 歌 姬越は 昨 山の 西南に 當 つて 居る ので は 無く、 適に 南方に 當 つて 

居る ので あるから、 泉 河の 東岸から 見る と歌姬 越の 見 當は咋 山に 隱れ はせ ぬ。 もし 雁が 大和から 人の 如く 歌姬 

越 を 越えて 來る ものと すると、 作者が 咋 山の 北方 (泉 河の 西岸) に 居た ので 無ければ、 ク ヒ山ュ コ H クナル と 

は 云 はれぬ。 さて 古の 官道は 昨 山より 東南 方 (たと へば 今の 玉 水 橋 附近) で 泉 河 を 渡った ので あらう から、 咋 

山の 北方 は 明に 官道 以外 で あ る。』 

『かやう に 人 麻 呂が官 道 以外の 名木 河ゃ咋 山の 北方に 彷徨した の は、 特に 咋 山の 北方に は (雁 ノ使ハ 宿 ヲスグ 

ナリと ある を 思 ふと) 少く とも 一夜 以上 滞在した の は 何の 爲 であらう か。 或は 人 麻呂は 山城の 國瞎に 勤務し 職 

務 上部 內を巡 行した のか も 知れぬ。 否 確證は 無い が、 山城 國 班田 使の 下僚と して 勤務した ので は あるまい か。 

班田 使の 事 は、 略、 本集卷 三なる 攝津國 班田 史生丈 部 龍 麻 呂自經 死 之 時 判官 大伴宿 禰三中 作歌の 註 (新 考五四 

三 頁) に 書いて おいた が、 六 年 目 毎に 天下の 公民に 戶籍に 照して 田地 を頒與 する 役で、 十一月 一 曰から 翌年 二 

月の 末まで 四 筒 月に 亙って 足跡 國內 に徧 きもので ある。 さて 其 職員 は 長官 . 次官 • 判官 . 主 典 . 史 生で、 史生 

は 等外 官の 小役人で ある。 天平 元年の 班田の 時の 歌 は 右の 大伴三 中 作の 長歌の 外に、 卷 九に 笠 金 村 作の 長歌 並 

短歌 二 首 あり、 叉卷 二十に 葛 城 王と 薩妙 觀命婦 とが 贈答した 短歌 二 首が ある。』 

四 七 七 


四 七 八 

右の 如くで あるが、 人麻呂 歌集 出の 歌 を 人 麿 作と して、 官道 以外、 普通 旅人の 通る ところで 無い 

名木 河、 咋 山の 北方 あたりに なせ 人 麿が 彷徨した であらう かと 疑問して、 博士 は、 『或は 人 麻呂は 

00OOOOOOO0OOOOOOOO0OOOOOO 

山城の 國廳に 勤務し 職務 上部 內を 巡行した のか も 知れぬ。 否 確證は 無い が 山城 國 班田 使の 下僚と し 

て 勤務した ので は あるまい か』 とい ふ 結論に 到って ゐ るので ある。 

井上 博士の この 假說 的考證 は、 私の 「鴨 山考」 にと つて 極めて 大切な ものになる のであって， • 鴨 山 

を邑智 郡の 濱 原. 柏 淵 近くに なせ 見出さう としたか、 なせ 入 麿が 死ぬ 時に、 國府を 出で て そんな 處 

に 來てゐ たかに ついては、 世の 學者等 はた だ 疑って 驚く のみで あるが、 私が 旣に總 論篇に 於て 推論 

して ゐた ごとく、 『役人と しての 出張』 とい ふこと が、 井上 博士の この 論文に よって 支持 せられる こ 

ととなる ので ある。 從 つて、 世の 學者 等が ただ 驚く こと を 要せなくなる わけで ある。 

特に、 『鴨 山』 と名づ くる 山が、 同じ 柏 淵 村 内の 大字 湯 抱に 發 見せられ たうへ は (別 .3S 照」、 「鴨 山 

考」 にもう 一 つの 證據を 得た ことと なり、 ただ 前考の 『津目 山』 と、 この 『鴨 山』 との 關係を どう 

取扱 ふべき かとい ふに とどまる ので ある。 そして、 若し 現在の 湯 抱の 『鴨 山』 を 人 麿の 歌の 『鴨 山』 

とせば、 なせ 人 麿が 死ぬ 時に、 そんな 處に 來てゐ たか。 とい ふこと が 問題になる の だが、 これ は旣 

に 「鴨 山考」 で考へ た 事柄と 同様にして 解明が 附 くので ある。 卽ち、 柏 淵 小 原から 湯 抱 あたりに かけ 


て 部落の あった こと は 出土す る 土器に よつ て 知る ことが 出來、 それ も 純粹な 日本 系統と 朝鮮 系統と 

相 混じて 居り、 其 等の 土器 は 石 見國府 のあった 下府村 出土の 土器と 相似の ものである 等の 證據が あ 

り， 人 磨がた だ 漫然と こ んな 山中に 來て ゐ たので 無い ことが 分 か るので ある。 

なほ 云 ふなら ば、 萬 葉 集に 大伴三 中 及び 笠金衬 の、 天平 元年の 班田の 時の 歌が あるから、 それ か 

ら六年 目 六 年 目と 繰って 行けば、 丁度 慶雲ニ 年の 十一 月から 慶雲 三年の 二月に かけて 班田が 行 はれ 

たこと になる。 そして、 續 日本 紀に、 慶雲 三年 閏 正月、 『京 畿及紀 伊 • 因幡. 參河. 駭河等 國疫、 

給 こ 醫藥， 療， 之』。 夏 四月、 『河 內 . 出 雲 • 備前 . 安藝 • 淡路 . 讃岐 . 伊豫 等國 疫. 遣 レ使賑 -ー恤 之， JT 

十二！ =;、 『是 年、 天下 諸國 疫疾、 百姓 多 死、 始作ニ 土 牛 一大 儺』 等の 記事が ある こと は、 旣に總 論篇に 

引 川した 通りで あるが、 人 麿が 鴨 山の ほとりに 來てゐ たこと と、 鴨 山の ほとりに 於て 病死した こと 

とを說 明し 得る 大切な 事柄の やうに 思 へる ので ある。 


四 七 九 


四 八 〇 

『湯 抱』 は 『湯が 谷』 か 


*  さけ. たに きみ だに さ- いだに 

石 見で は、 『谷』 を槪ね 『たに』 と訓 ませ、 『かひ』 と訓 ませる 例 は 甚だ 稀で、 酒 谷、 君 谷、 澤谷 

等 は 皆 『たに』 と 呼んで ゐる。 さう して 『かひ』 とい ふ 時には 『貝』 の 字を當 てて ゐる。 然るに 運 

摩 郡の 大森 町の 東南に、 炉 谷が あり、 『カク ラ. 、力 ィ』 と 呼んで ゐる。 卽ち 『谷』 を 『力 ヒ』 と 云って 

ある 例で ある。 この 例 は、 時代 は 違 ふに しても、 萬 葉 集の、 『石 川の 貝， 一 仏 云』 を理會 する に 都合の 

好い 例で はなから うかと 思って 記した。 

な ほ、 『湯 抱』 はこの 字 ど ほりと すると、 『ュガ 力へ』 であるが、 發音 は 『ュガ カイ』 らしい ので 

陸地 測量 部の 地 圖には 『ュガ カヒ』 と 傍訓が して ある。 さすれば、 この 地名の 語原 は 『湯が 谷』、 

『湯が 峽』 だか も 知れない ので ある。 伯 香の 『松 谷』 を 『 マツ ガタ 二 』 と 呼ぶ その 『が』 に 等しい 

* たらう。  I  „  LP 


|s3 地す 示 を 置 位の （抱揚 村 淵ぬ） 山 鴨 


土器 (ii 雷 土)  U,sij5i4l  iii 雷 土) 

近 出. H) 


繩紋 土器 (拍. 淵 村小學 校境內 出土)  彌生式 土器 及 鼓 石 (濱原 村 上川戶 出土)  石器 (粕淵 村 小 原 及 高 畑 出土) 


辛 乃 埼考其 他 


辛 乃埼考 


I 

萬 葉卷ニ  (一三 五)、 柿 本 朝臣 人 麿 從石見 國別妻 上 來時歌 二 首の 第二 首の 長歌に、 『角 障經 石 見 之 

ゥ ミノ  コトサ へ グ  カラ ノ サ キナル イク リニ ゾ 

海 之 言 佐敝久 辛 乃琦有 伊久 里爾 曾』 云々 と ある 中の、 『辛 乃琦』 は 現在 石 見の 何の 邊に當 る だ 

らう かとい ふに、 仙覺抄 に、 『辛 乃椅 ハ、 所ノ 名ナル ベン』 と あり、 孜證 に、 『こ の 外 ものに 見えす 

郡し りが たし、 猶 たづ ぬ べし』 と あり、 檜 蠕 手に、 『辛 堉は邇 摩 郡 宅 野の 海邊 に、 今 唐 島と 云ふ是 

也』 と あり、 古義に、 『辛 乃埼 は、 石 見， 國通摩 郡 託農ノ 浦に ありと 國人 云り』 とあって、 近頃の 萬 

葉 註釋書 は大體 この 託 農 說に從 つて ゐる やうで あるから、 私 も 「柿 本人 麿總 論篇」 に 於て、 大體 さう 

記して 置いた。  ， 一 

この 託 農 說の本 をな した もみ は 恐らく 石見國 人の 著書で あらう から、 少しく 手抄す るなら ば、 石 

四 八 三 


四 八 四 

見 風土記 通 is の條 に、 『可 良 農 浦 I 偏 唐 鄕山周 二 里 一十 步 1 雜賴株 可良嶋 f 海中- 因 之 可良埼 K 

云 度 半里 嶋ニ而 I 報 111』 云々 と あり、 方角 集、 名所 記に も、 i 摩 郡 宅 野 浦の 沖に ありて 今の 俗 

から 島』 と あり、 事赌 考辨、 石 海 集、 八 軍 報、 底 酒 伊久 里 等 も大體 さう 記して 居る。 

^ 大體、 辛乃椅 をば 今の 宅 野 あたりの 海. 邊の 

浦 埼 と見當 をつ け、 さて 人 麿 作の 第一 の 長歌 

^(ニー 二) を 見る に、  . 

島  Z 

と  ィぐ I  ノ ゥミ ッヌノ ウー 了  < チ  ゥ ラナ シト  ヒ トコ：' ミ 

の 『石 見 之 海 角 乃 浦 M 乎 浦 無 等 人 社 見 

I 良 目 滴 無 等 人 社 見 良 目』 云々 とあって、 

を  .  、 

示 大體、 那賀 郡の 都 野 律 町 あたりの 海邊を 想像 

す 

圖 せしめる 語句で ある。 卽ち當 時の 石 見 國府は 

伊甘鄕 (今の 下府 . 上府 * 國 分-にあつ たもの 

とし、 其處の 海岸から 出 登した 趣で、 江， 川 


つぬ 

に 至る までの こと を敍 して ゐる やうに 思へ る。 そこで、 はじめから、 『石 見の 海、 角の 浦！! を」 と 

ヮ タヅ/ ァ リク /ゥ へ-一 力 ァ チナル * t- モ すキッ モ 

云って、 それから 江， 川 を 渡った 向う 岸の、 『和 多 豆 乃 荒磯 乃上爾 香靑生 玉藻 息 津藻』 云々 と 

云って 居り、 大體 旅行の 順序に 從 つて 語句 を 置いて ゐ る.^ 

ッヌサ ハフ  ィ (、、、ノウ-,, ノ  コト サへグ  カラ ノ. サキ +ル イク リニ ゾ 

次に 第二の 長歌 を 二た び 顧慮す るに、 『角 障經 石 見 之 海 之 言 佐敝久 辛 乃埼有 伊久 里爾曾 

フカ ミ ^ す フル  ォ， K- フ太/  〔. タリ ノヤ マノ  モミ デバ ノ  チリノ マガ ヒニ  ィモ がリテ 

深海 松 生 流』 云々 とあって、 數句を 隔て 置いて、 『大舟 之 渡 乃 山 之 黄葉 乃 散 之亂爾 妹 袖 

升 ャ 二 モ ミ ェ ズ  ツマ ゴ モル  ャ 力：、， ャ マ，'  - I  ： - ' 

淸爾 毛不見 燸隱有 屋上 乃 山 乃』 云々 と 云って 居り、 これ も 第一 の 長歌と 同じく 大體 旅行の 噴 

序に 從 つて 語句 を 置いて ゐる ことが 一分 かる。 つまり、 『渡 乃 山』 も、 『屋上 乃 山』 も旣に 江.' 川 を 渡つ 

てからの 地名で あり、 大體 それに 間違 は 無い とお も ふ。 さう すれば 『辛 乃琦』 をば、 『渡 乃 山， r 『屋 

0  0  0  00OO00O00O00O00000O000O00OO000 

上 乃 山』 よりもす つと 以北に 持って来て 解釋 する の は 少しく 道理に 叶 はない。 歌 句の 据ゑ 方から 見 

て も、 突如と して そんなに 北方の 土地 を 持って来て、 それから 二た び、 それよりも 南方の、 『渡 乃 

山』 だの、 『屋上 乃 山』 など を 逆行せ しめて 敍す るの は、 どうも 不自然の やうに おもへ る。 

私 は 前から この 事が 氣に懸 つて ゐた。 そして ひょっとせば、 この 『辛 乃琦』 は 江ノ川 以南の 地で は 

あるまい か、 もっと 國府に 近く、 第一 の 長歌の 如くに、 都野津 あたりの 土地で はなから うか、 さう 

する 方が 歌と して は 極めて 自然にな ると 思った のであった- これが、 「辛 乃 埼考」 を 作らう とした 動 
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機で ある。 

三 

那賀 郡國分 村に、 『唐 鐘』 とい ふところが ある。 これ は 現在、 『タウ ガネ』 と 云って 居り、 昔 は、 

『唐金』 と 書いた。  . 

德川 時代に、 「安藝より 石 見 を： 通過す る 道の 記」 とい ふの が あり、 拙著 「怖 本人 麿 鴨山考 補註 篇」 に 

載せて 置いた が、 二た びその 一 部を抄 すれば 次の 如くで ある。 

廿日。 け ふ は 空も晴 わたり けれど、 此 比の 雨に て 行 先の 山川と も 水 まし、 ことに 玉 江の わたりと て、 海流れ 

おつる 入江の 水かさ まさりて、 越が たしと 聞え ければ せんすべ なく、 はた こ 、より 百 町 あまり 行ば 琴 高の 磯と 

て、 見所 も 多し と 聞 ゆる を見殘 さむ も 口お しければ、 已の 時ば か リ„ぼ 谷 をいで 上府 村より 山路へ か" り、 國府 

村 を 過、 國分 寺へ まう で、 唐金の 浦へ いづ。 古へ は、 國府萬 軒 唐金 千 軒と て賑 ひし 湊 なりと い へど、 今は衰 へ、 

國分 はきた なげなる わら 屋 二つ 三つ 見へ わたり、 康金は 海べ の 家の み 百 あまり も ありぬべく 見 ゆ。 此 浦より あ 

まの 乘れる 舟に 乘て 出る に、 犬 島 猫 島と いふ 島の 間 をす ぎ、 岩屋の 內 へこぎ 入る。 大きさ は 相 模の國 江の 島の 

洞 ほどに て、 奥へ 三十 間ば かり 行ば、 いはほに 佛の狀 ちした る あや 自然に ありて、 穴の 觀 音と いふ" そこより 


脇の 方へ s る、 ほらの ぁン たる を 行ば 叉 海へ いづ。 や、 こぎ 行。 琴 高の I！ へ 下りて 見る に、 

そびえし 岸に そ ひて、 長さ 六 七 丁 海の 表 三 四 丁 又は 二 丁ば かりさし 出た る 岩の た 一  ひらにた、 み 出しけ る 如 

く、 いといと 平らかに、 ゆ ほひ かなる 所々 に、 巾 二 尺 ほ どづ、、 みぞの 樣 にく ぼかなる すきま ありて 潮 魚た ど 

も 行か ひぬ る を、 飛越つ \ 沖の 方へ うち 出て 見 わたせば、 海原 かぎりなう 西の はてなり と 聞し もしる く、 日 も 

月 も 波に 入ぬ ベ くお も はる。 此 先の 岸に 大釜 小签 たどい へ る 石 とびこ ゆべ き 程の 巾して、 深さ はかりが たき 淵 

た. ども ありと 舟人 ども かたり けれど、 潮み ち 風 あしければ、 えいたり がた く、 もとの 道 を かへ り、 湯 谷の やど 

-. -こク く 0 け ふの 道行 来 二 

i にづく 百 五十 丁な り 

廿 一日。 辰 上刻 曰 I 谷 を 立て、 有 福 村の はづれ より 山路 を 行。 頂きに 古へ 火の いでし 穴と て、 わたり 五六 尺ば 

かり、 けたなる 石 を ふたと し、 內も石 もて 箱の 如く かまへ、 疊六 ひら 程し かれぬべし といへ る は、 例の はう ぶ 

りの あなたに や、 高 田 山の すそへ 下り、 唐 山 辦 S など ふり さけ 見つ、、 都 野津、 加久 志、 江 

津を經 て、 玉 江の わたし を こえ、 SSgSfa ひ Jl^r 渡 津村を 過、 诲邊 へいで、 加戶暨 田淺利 の 浦々 を 

行。 尾濱 ^きゃレ.^ 黑松浦 吉浦今 浦な ど 今 蟹の みすめ る 蘆の 屋 にて、 福 光村より 溫泉津 に いづ。 大船つ ど ふ湊に 

て、 家居 多くに ぎ はし。 S ハぉ? 出湯 はこ、 も 山の なかばより わき 出る を 室の 中へ ひけり。 にごりて しほ は ゆ 

く、 やま ひに はよ かなれ ど、 きょら ならねば ゆあみ 一 たびにて やむ" 

此の 文屮、 『唐金』 の 犬 島、 猫 島、 穴の 觀音 などの 記 载を讀 めば、 人 麿の 歌の、 『辛 乃琦 なる いく 
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ふ 力み る  あり ぞ  たまも 

にぞ 深海 松 生 ふる 荒磯に ぞ 玉藻 は 生 ふる』 と 決して 相反して はゐ ない。 却って、 通 摩 郡 宅 野の 韓 

島 あたりよりも 親しみが あって、 その 頃の 國府の 人々 も 遊 i 兄し 得た ところの やうに 思 へ るから、 若 

しこの 『唐金』 が 『辛 乃埼』 だとせば、 實 際の 風景の 上から も その 歌の 句 を 適切に 說明 する ことが 

出來 る の で あ る 。 

次に、 右の 如き 假說 を證據 だてる 理由と して、 『唐金』 は 今 は 『タク ガネ』 と稱 して ゐ るが、 古 

く は、 『カラ カネ』 と稱 したので はなから うか。 若し さう だとせば 大に 都合 もよ く、 また 文中に、 

『高 田 山の すそ へ 下り、 廣山 など ふ りさけ 見つ 、 』 と ある 中の 『唐 山』 は 『カラ ャ マ』 と訓 ませる 

に 相違ない から、 この 紀行文 を 書いた 頃に は 『カラ ャ マ』 とい ふ 名が あって、 その 『カラ』 は 遠き 

古への 『カラ ノ サキ』 の 『カラ』 の名殘 でも あり 得る と考 へたので あった。 

併し、 『唐金』 を 『タウ ガネ』 と 云って ゐ るの は 德川 末期の 書物に 見えて 居る し、 島根 縣廳に 依 

賴 して 調べて もらった のによ ると 明治 初年 以後す つと 『タク ガネ』 と 云って ゐる。 併し 私 は 今でも 

古へ は 『カーフ カネ』 と 云 はせ たもので はなから うかと 想像して ゐる もの で あ る 。 

ァ ニカ卞 

その 傍證 として、 やはり 那賀 郡で、 『唐金』 の 近くの 有 福 村に、 大津 村. 姊金 村が あつたの を 明治 

すホ 力， 不  チカ 木  力れ ダ 

二十 一年 合併して 大金 村と 名 づけた。 それから 田野 村と 千金 村と を 合併して 金 田 村に した。 また 島 


タ 二 カネ 

星 山の 南方に 谷 金 村が ある。 皆 『金』 のつ いた 村の 名で、 その上の 字 を 皆 和訓に して 呼んで ゐる。 

『大金』 は 『ォホ カネ』 で 『ダイ カネ』 では 無い ので ある。 かう いふ 實際例 を參考 すれば、 『唐金』 

を 古へ 『カラ カネ』 と 云った だら うと 想像しても そんなに 虚妄な 想像で ない ことが 分かる。 

併し、 訓讀を 昔 讀に變 へる 例 は あるかと いふに、 長 崎で は 支那 寺の こと を、 『タウ デラ』 (唐 寺) と 

云って ゐる。 これ も 古く は必 す、 『カラ デラ』 と 云った ものに 相違ない が、 いつのまにか 『タウ』 の 

音に なって 居る。 そして これ は、 嫌：； J き：；； J せ，" お"。 訓ま 『湖 尻』 など も 今 は r ジソ』 と 云 

つて ゐ るが、 これ も 『クミ ジリ』 からの 變動 であり、 かう いふ 實例 はもつ と あり 得る ので、 また、 

『唐金』 を 『唐 鐘』 と變 へたの など も、 誰か 後人の 爲業 であるに 相違ない こと を も いろいろ 考へ合 

せれば、 古く は 『カラ カネ』 と 云った ものと 想像 推論して よく、 さう すれば、 『カラ』 とい ふ 地名の 

名殘と lil^ 做し 得べ く、 それが 人 麿 時代の 『カラ ノ サキ』 の 『カラ』 にも 連續し 得る ことと なる ので 

ある。 

吉田 博士の 大日 本 地名 辭 書に は 吉田桃 樹の槃 游餘錄 の 文と して 載せて 居る 文章 は、 「安藝より 石 見 

を 通過す る 道の 記」 とい ふのと 殆ど 同樣 であるから、 槃游 餘錄の 文と 元は 一 つ ものな のか も 知れな 

い。 そして 地名 辭書 では、 『唐金』 を 『カラ カネ』 と訓 ませて ゐ るの は 吉田 氏の 參考 した I 木 游餘錄 
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にさう いふ 傍訓が あつたの かも 知れない が、 帝 國圖書 館藏の ものに はさう いふ 傍訓が ないから、 槃 

游餘錄 が 書かれた 元祿 頃に、 『カラ カネ』 と 云った か 奈何 か 不明で あるが、 また その 頃 『タク ガネ』 

と 明かに 云って ゐ たとい ふこと もまた 不明で あるから、 地名 辭 書の 『カラ カネ』 とい ふ 訓をも 私 は 

全然 誤 霧と して 棄 てす に參考 として 居る。 また、 姓氏に 『カラ カネ』 (廣 金) とい ふの が あるから、 

地名に さう いふの があって も あへ て 不思議で はない。 

つ いで 私 は、 前記の 文中の 『唐 山』 は 『カラ ャマ』 と訓む べき ものと し、 國分 村、 川 波 村の 小字 

に 類似の 音の つくもの、 つまり、 『カラ』 の附 くもの を搜し 求めた が 見附ける ことが 出來 なかった。 

卽ち 現在で は. 『カラ ャマ』 とい ふ 名稱は 湮滅して しまって ゐる。 また、 文中の 『髙田 山』 も、 恐ら 

く 『タカ タヤ マ』 と 云 ふつ もりら し い が、 現在 は 『カウ ダャ マ』 と 云って ゐる とこ ろ を 見れば、 

『タカ』. とい ふ 和訓が 『カウ』 とい ふ 音訓に なった ものと 看做して いいで あらう。 もっとも ある 人 

の說 に、 『力 ウダ』 は 『神 田』 の訛轉 だと いって ゐ るが、 その あたりに は 神 田の 跡と 看做す ベ きも 

の は 見つからな いので あるから、 私 はや は 6 前說の 方に 傾いて ゐ るので ある。 名所 集 等に は. 『高 

田 山』 を、 『タカ タヤ マ』 と訓 ませ、 さう いふ 訓の 和歌 を も载せ てゐ るの を 見れば、 『力 ウタ』 は 

『タ カタ』 の轉 だら うと 推論して 大體 いいやう にもお もへ る。 


唐 鐘 (唐金) の 浦 は、 一 に 床の 浦と もい ひ、 前記の 如く 犬 島、 猫 島が あり、 なほ 千疊 きと 稱 すろ 巖 

ある。 底 適 伊久 里に、 『此 處、 疊 千万 敷 タル 如ク 一一 シテへ 敷 合セノ 如キ溝 ァリ. テ、 誠 二 面白 ク 

實 一一 行 見 ^ ベ キ所 也』 と ある。 

昭和 十 年 四月 二十日、 山 ロ茂吉 氏と 共に その あたり 一 帶を實 地 踏査した。 

以上の 記述 をば 大凡 次の 如くに 約め る ことが 出來 る。 

(一 ) 人 害の 石 見から 上來 する 時の 第一 の 長歌の、 『石 見の 海、 角の 浦：^ を、 浦な しと、 人 こそ 見 

らめ、 e& なしと、 人 こそ 見ら め』 云々 とい ふ 歌 句に、 伊 甘の 國府に 近く、 江， 川 を 渡らぬ 手前の 敍 

述 として 先づ 間違が 無い とせば、 第二の 長歌の、 『つぬ さは ふ、 石 見の 海の、 言 さへ ぐ、 辛の 培な 

る、 いくり にぞ、 深海 松 生 ふる、 荒磯に ぞ、 玉藻 は 生 ふる』 云々 とい ふ 歌 句の 中の、 『石 見の 海』 

も、 『辛の 椅』 も、 やはり、 第一 の 長歌 同樣、 國府に 近い、 江， 川 を 渡る 手前の 敍述 と解釋 する の は 

適當の やうで ある。 

(二) 給って、 『辛の 埼』 をば、 速 摩 郡 宅 野 近くの 韓の 島の 邊に 置いて 解釋 する 從來 の說に 疑問 を 抱 
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かねば ならぬ。 そして こ の 疑問 は 正しい 疑問の やうで ある。 

(三 ー然 らば、 江， 川の 手前で、 國府の 近くに、 『いくり にぞ、 深海 松 生 ふる、 荒磯に ぞ、 玉藻 は 生 

ふる』 云々 に該當 する 場處 は何處 だら うかと いふに、 先づ 現在の 唐 鐘 浦で、 其 處の犬 島、 猫 島、 千 

疊敷、 疊ケ 浦、 赤 募 あたり ー帶 のうちの 埼 ではなから うか。 

(四) さう いふ 見當 をつ けて、 現在の 『唐 鐘』 を 一顧す ると、 これ は 元は、 『唐金』 と 書いた もので 

もっと 古く は、 『カラ カネ』 と 云った ので は あるまい か。 若し さう だとす ると、 槃游餘 錄の屮 の、 

『唐 山』 などと 共に、 『カラ』 の 音が 殘留 した ことにな り、 この 『カラ』 は 人 麿 時代の、 『辛の 埼』 

の 『カラ』 の名殘 では あるまい か。 

(五) さう すれば、 現在の 唐 鐘 浦 を 中心とする 椅は、 人 麿の 歌の 中に 咏 みこまれて ゐ る， 『辛の 琦』 

だら うと いふ ことになる。 

以上の 案 は、 昭和 十 年に、 拙著 「柿 本人 麿 評 釋篇」 に 記載し、 未だ 發 表の 蓮に 到らな か つた も 

ので ある。 そして、 其 後文獻 を涉獵 して ゐる うち、 この 說は 私が はじめて 立てた もので なく、 旣に 


遠い 過去に 石 見の 學 者が 明言して ゐる ことが 分かつ た。 

それ は、 石 見 八重 報の 中の、 小篠大 記の 說 であって、 『辛ノ 崎つ 今ノ 唐鐘ナ ラン 力。 唐 ノ嶺ナ 

ド 云シヲ 訛 シテ唐 鐘ト云 へ ルナ ラン 力。 古 へ ヨリ 山陰 道ノ往 來ノ道 ノ濱邊 ナソ。 伊久 里 は 日本 書 

紀應神 天皇 ノ卷 二 白羅 海中 ノ石ト 云 「古來 ヨリ 傳へナ レバ、 辛 ノ崎ノ 伊久 里 ハ今ノ 唐 鐘浦ノ 千疊敷 

トイ ヘル 5!:; ナ リ。 是ナ ラン 力。 千疊敷 "叉 ハ疊ケ 浦 トモ 云。 皆 俗稱ナ リ』 とい ふので ある" これで 

見る と元祿 年間の 槃游 餘錄の 影響の やう にも 思 はれる が、 小 篠大記 は 石 見の 學者 だから 必 すし もさ 

うで は あるまい。 また 八重 律の 成った 文化 十四 年頃まで は 唐嶺に 類した 名の 山の あつ たこと が 想像 

せられ、 從 つて 榮游餘 錄の唐 山 も その 名が 確かにあった だら うと 想像し 得る ので ある。 (昭和 十二 年 一 

月 「文 學」 第五 卷 第一 號 所載 J 
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琴高磷 • 辛の 浦 • 床の 浦 其 他 


I 

槃游 餘錄の 文に、 『叉 海へ いづ。^ き は »i や、 こぎ 行。 琴 高の 磯へ 下りて 見る に、 そび 

えし 岸に そ ひて、 長さ 六 七 丁 海の 表 三 四 丁 叉 は 二 丁ば かりさし 出た る 岩の た、. - 一 ひらにた、 み 出し 

ける 如く、 いと/、 平らかに、 ゆ ほひ かなる 所々 に、 巾 二 尺 ほ どづ、、 みぞの 様に くぼ かなる すき 

まあ り て』 と ある。 1 ま 7 翻餘 W これで 見る と、 今の 唐 鐘 (唐金) 浦、 疊ケ 浦と 云って ゐる あたり を、 

琴 高の 機と 稱 して Ola る ことが 分かる。 この 紀行文 は 天明の もの だから、 少く とも その あたり はさう 

稱 して ゐ た確證 である。 

次に 石 見 名所 集に、 床 浦の 條 に- 『那賀 郡 唐金 浦な り』 と 注し、 なほ、 『新淸 が 云。 いまだ 詳 なら 

すと。 叉 云、 古登 高 機 は 唐金 浦な りと。 案す るに、 浦碟は 共に 海邊 なれ ども、 その 別 をい はば、 浦 


は海邊 人家 等 有べ し。 人家 もな く 船よ すべきに も あらぬ 所 を 浦と はい ひがたし。 磯 はすべ て 海邊波 

際 はみ な 幾なる べし.^ 琴 高 磯 は 唐金 浦の 東に あり。 いまの 人た、 みが 浦と 云 習 はしな り。 お 平にし 


曼敷 たる 如く なれば な. 


0 


古 


1( 


ならびた る 石 を 琴の 柱に みなして、 ことた か 磯と いふ 

かから ざれば きく 事 を 得す、 故に ことた か 礎と いふと 


緣 よりして 床の 浦と 云た る說 ありと。 11 燒 とのみ 枕の 上に しほ 

たれて 煙り 絕 せぬ 床の 浦 哉。 とよ 

みたる にて 明白な り。 疊が浦 は、 

一面の 5；； 疊 にて、 しほな ど燒 べき 

所に あらす。 廣金浦 はむかし より 

Ifj 曉 こと をぎ やうと して 烟 りた へ 

^ せぬ 所な り』 と 記して ゐる。 また、 

と 

^, 琴 高 磯に つき、 『古登 多 加 磯。 こと 

C たか 磯 は 唐金 浦の 東に あり-。 今疊 

. が 浦と いふ。 ー說に 横に ほち/、 

云々。 叉說に 波の音た かき 所 なれば 言葉た 

堀川 

百 首 


堀" 石 見 かたこと たか 磯に よる 波の くだけ 
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て 歸る音 を しらす や。 俊賴。 わの 間 筋立て 切 あり。 打來る 波歸る ことなく、  の 切 間々々 にな がれ 

て、 歸る なみの 音な し。 此ぅ たもし 此碟 による 波の ごとく 歸る音 をば しらざる や 否と とがめた る に 

や、 稱沛 磯の 取 あやまり、 證 歌幷畫 II 兩所 引合て 考へ 有べ し. 5 云々 と 記して ゐる。 この 文で も、 琴 

高 磯、 床の 浦、 疊 が沛、 唐金 ま は 相 近接して 居る 場處 だとして ゐ るから、 この 書 を 書いた 安永 三年 

頃に はさう 稱へ てゐ たこと が 分かる。 堀川 百 首な どに、 『石 見が たこと たか 磯』 と咏 まれて、 一 つ 

の 歌 名所に なって ゐ るの を 見れば、 伊 甘國府 以來、 珍ら しい 場所と して 注意せられ てゐ るう ちに、 

『ことた か』 などと いふ 名も附 いた もので あらう。 

石见 八重 1^ に、 『辛 浦 は 宅 野 村に して、 叉 古登 多 加 機と いふ。 今汐 吹と 呼び、 おに 穴 ありて、 屮 

より 汐を 吹き あげる。 古歌に、 石 見 ことた か 磯の 寄 波の くだけて 歸る 者と 知らす や。 と傳 へり。 

又 辛 之 椅の波 蹄 寺 觀音堂 は、 濤來 山と 號し、 海中 出現の 佛と ぞ』 云々 と ある。 

八重 律の 文に 據れ ば、 古登 多 加 磯 は 宅 野の 海岸に ある ことと なり、 『遍麼 郡 神 子 地ノ， M をい ふ。 

今 俗 琴の 演 とい ふ是 也』 とも 云って ゐる。 金子 杜駿の 石 見 海底 通 伊久 里に も、 この 八重 锋の 說に贊 


成し、 『名所 記 方角 集と もに 那賀郡 唐金に あり、 今 俗疊か 浦と いふ 是也 云々。 此說非 也。 疊カ 、ン 

泳ノ 沛ナル 事床ノ ノ條 一一 云リ。 八重 It  二 云。 通 摩 郡 神 子 地ノ濱 をい ふ、 今 俗 琴の 濱 とい ふ是 也ト. 

ィサ升 力 タガハ  コ ト ヒリ.  ァ 方ト 

繪圆 イト 委シク 書 セリ。 少 モ違ズ 。此濱 ヲ步ム 一一 琴 彈如キ 足音 セソ。 マ タ沖ニ 琴 ノ形シ タル 大磐 

ノア リシ- ガ 文化 元年 子 / 大地震 二 大津浪 ョ セ來リ テツヤ /\ 動 崩 シテ今 ハナ シ。 近キ 頃 迄 モ 覺居 

タル 者 多 カリ シト カャ。 琴 ノ形 海上 ニ顯 レシ ヨリ 號ケタ 产ャ、 マ タ 彼足晋 ヨリ 云 ニヤ』 云々 と 云つ 

てゐ る。 

併し、 この 二つよ. > も 古い 名所 集 方角 集 等で、 古登 多 加 磯 は 唐金 浦 近く だとして あるのに、 それ 

よりも 新しい 八重 If 等で 宅 野まで 持って行 つたの は、 推す るに、 八重 蘀の 著者が、 遍摩 郡に 近い 安 

濃 郡の 人であって、 那賀 郡の 人で ないから であらう。 若し この 推測が 餘り 穿ちに 過ぎるならば、 顧 

みなく とも 好い 性質の ものであるが、 一 つの、 『古登 多 加 磯』 でも 何 かの はやみに 移動して 考證 され 

てゐる 事實を 示せば 足りる ので ある。 然 かも、 八重 著で なせ この 礎 を 宅 野まで 移動せ しめた か、 そ 

の 根據が 薄弱で あり、 八重 蕃に贊 成した 底迺 伊久 里で 琴の 形した 大磐 云々 とい ふの も 猶根據 が 薄弱 

の やうに 思 はれる ので、 私 は、 唐金 沛說 に贊 成す るに 傾いて ゐ るが、 これ は 直接 『辛 乃 埼考』 に は 

關係 はない。 
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併し、 八重 で 古登 多 加 磯 をな せ 宅 野に 持って行つ たかと いふに つき、 著者が 宅 野に 近い 人で あ 

ると いふ のみでな く、 暗默 のうちに また 一 つの 理由が ある やうに もお も ふので ある。 

々ョ. ^集 こよ、 『辛 埼。 適 摩 郡 宅 野 浦』。 『から 浦 同郡大 浦に あり』 とあって、 いづれ も 江， 川 以北と 考へ 

てゐ るの は、 宅 野に 『韓 島』 が あるた めと、 天 正 十五 年の 九州 道の 記に、 『廿 九日。 石 見の 大 からと 

云 所 こと まりて 明る あした 仁 間と いふ 律まで』 云々 と あるのに 據っ たもので あらう。 

此處で 一 寸 註を揷 入す るが、 この 九州 道の 記 は 群 書類 從第 三百 三十 八 紀行 部 十二に も 載って ゐる 

が、 舌 字 本に は、 『大 うらと いふ 所』 になって ゐる。 若し 『大 浦』 だとす ると、 宅 野ゃ韓 島よりも 

もっと 東北になる が、 この 紀行文 を 見る と、 仁 萬よりも 南方の やうで ある。 岡田眞 氏が 群 書類 從の 

木版 本 を 41- して くれたと ころが、 どうしても 『大 から』 と讀 める やうに なって ゐ るから、 活字本の 

『大 うら』 は 『大 から』 の 誤 だら うとい ふこと であった。 また 大日 本 地名 辭 書の 引用に も 『大 から』 

になって ゐる。 今次に この 紀行 を 抄出す るに、 

廿 九日。 石 見の 大 うらと 云 所に とまりて、 明る あした、 仁 間と いふ 津 まで 行に、 石 見のう みあら きとい ふ 古事に もた が はず- 

白波 か ^ る 磯山の いはほ そば だち たる あたり を こぎ 行と て、 

これ や このうき 世 をめ ぐる 舟の 道 石 見の 侮の あらき 浪風 


それより やがて 銀山へ こえて みるに、 やまぶきと 云 城 在所の 上に 有 をみ て、 

城の 名 もこと はり なれ やま ふよりも ほる 白銀 を 山吹に して 

やどりけ る 慈 恩 寺發句 所望。 庭前に 摁の有 をみ て、 

山 木の 中に 夏 を やわ かかへ で  .，  , 

溫 泉の 律まで 出て、 寶塔院 に やどりけ るに、 先年 連歌の ー卷 見せられし 事な どかたみ に 百韵を つらね 侍りぬ。 

浪の 露に さ  >- しまし ける 確邊 かな 

かう いふので ある。 さ て こ の 紀行 は、 出 雲の 方から 石 見に 來 たので、 この 文の 前に、 『廿 九日。 朝 

なぎの 程に ま はしつ る もの 共 順り きて、 いそぎ 舟に のれ。 日 もた けにけ りと いへば， 5 と ある 如く、 

出 雲から 舟に 乘 つて 來 たもので ある。 さう して 見れば 仁 萬 以北に は、 『大 うら』 が あるが、 『大か 

ら』 は 無い。 其處 で、 木版 本の は 誤で、 やはり 活字本で 直した 方が 正しい ことにな り、 大日 本 地名 

辭 書の 『大 から』 も 間違 だとい ふこと が 分かった ので ある。 卽ち、 細 川 幽齋は 出 雲から 舟で 來て宅 

野の 少し 北に ある 大 浦に 一泊し、 そこ を 立って 銀山 を經、 溫泉津 に 一泊した ことにな り、 順序 も 合 

理 的になる わけで ある。 

以上の 註を揷 入して、 なほ 考を 述べる， ことと する。 八重 It に は、 『大 浦， r を 『からの 沛』 だとして、 

繪圖 まで 畫 いて 居り、 底迺 伊久 里で は、 『宅 野、 大浦 ナベ テヲ 云ル 也』 と 云って ゐ るが、 宅 野の 近 

四 九九 
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くに 韓 島が あるから、 それからの 同音 聯想で、 辛埯 を其處 だとす るの は 好い が、 大浦 をからの 沛だ 

とする の は、 大 からと 讀ん だのから 來てゐ るので は あるまい か。 その へんの 連結 は 極めて 不自然で 

瞹眛 である。 そこで、 からの 浦が 今の 大浦 だとい ふ 說には 根 據が少 く、 それよりも 輿地 圆 などの か 

ら の？^ を 都 農 近くの 海に 記入して あ る 方が 寧ろ 正しい ので はな か らう かと も 思 へる ので ある。 

さう 思って、 八重 it が 古登 多 加 機 をば 神 子 地の 琴の 濱 に 持って行ったり、 もっと 北の 宅 野に 持つ 

て 行った りして ゐ るの は、 同時にからの 沛をも 大沛の 方に 持つ て 行った とも 看做し 得る ので はな か 

らう か。 私が、 前の 方で、 『暗默 のうちに』 移勸 せしめた やうに 云った の は、 このためであった。 

からの 浦が 大浦 だとす る 名所 集の 無根 據の說 を 採用して 持って行 つたと 同時に、 古登 多 加 磯が 床 

卽ち 唐金 浦 だとす る、 古い 口碑に 本づく 比較的 根據 ある 說を も、 同時に 其處へ 持って行って しまつ 

たもので ある。 

かう いふ 移動の 事實を 種々 參考 すれば、 八重 律、 底迺 伊久 里 等の 國 人の 書いた 書物 だからと いつ 

て、 直ちに 信用し 難い もの だとい ふこと を 云 はむ と 欲して、 以上の 絮 語した。 見む 人 とがめた まふ 

ことな かれ。 • 


三 

1^ 道 省？！ 纂 日本 案內 記に、 .疊ケ 浦に つき 次の 如き 記 蒙 か ある 

【石 見疊ケ 浦】 下 府驛の 北 約 ニ籽、 國分 村に ある。 臺地 性を帶 びた る 第三紀 丘陵が 海に 臨みて 波 蝕 S をな し、 崖 下に 千疊 

敷と 稱 する 廣さニ 九七ァ I ルに餘 る 隆起 海 床が あるの を 云 ふので ある。 明治 五 年頃 濱田 地震の 際 隆起した もので、 有史 後の 

隆起 海 床と して 模範的の もの だと 云 ふ。 崖 及 床に はこの 地方に 洽布 する 第三紀 新 層の 砂岩、 礫岩、 頁岩の 互 層より 成り、 二 

れ 等の 露が 水平 層 をな して 相 重なる 狀が 頗る 美しい。 砂岩に は淺海 性の 貝 化石 及 鯨骨 化石， が ある。 この 層の 特色と すべき 

は、 貝 化石、 9、 流 木片 を 核心と する 球 塊の 數多 存在す る ことで ある J これ 等の 球 塊 は 幾多の 層 列 をな して 砂曆 中に 介在 

し、 風化. K 蝕の 兩 作用に 抵抗して 侮 床上 及 崖 側に 半球 狀の ft 起 をな し、 頗る 奋觀 である。 

記載 は、 新 科學的 記載で 有益で あるが、 明治 五年濱 田地 震の 際の 隆起の みで あら はれた もので ない 

こと は、 旣に德 川 時代の 安永、 天明 あたりから、 床の 沛、 疊が浦 等の 名が あり、 繪闘 さへ も附 して 

あるの だいら、 縱ひ 明治 五 年に 隆起した としても、 さう 著しい ものではなかった だら うと 考 へらす 

る。 ー瞪、 口碑 は餘程 注意 しないと 誤を傳 へる もので、 萬壽 三年の 地震な ども さう であるが、 此處 

の 降起說 など も、 もっと 古代と 考 へて 差 支な かるべく、 人 麿 時代に 旣に 現今と 大同小異で あつたの 

ではなから うか  . 
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『カラ ノ浦』 に 就いて 

私が 評 釋篇卷 之 上で、 『辛 乃埼』 を考 へた 時、 國郡 全圖の 中に、 都 野に 近く、 『カラメ？^』 と 記し 

たのが ある こと を 注意して 置いた。 併し この 國郡 全^ は 誤寫も あるし、 木版 彫刻に する 時の 誤 も あ 

り、 その他 あやしい 點も あるので、 この 『カラ ノ沛』 についても たいして 重き を 置か やに、 ただ 參 

考 としたに 過ぎなかった。 

然るに 昭和 十二 年 一 月に 兵 庫 縣の金 田 賢 作 氏から 通信が あり、 私の 「辛 乃 椅考」 (文學 所載) を 讀んだ 

が、 金 田 氏 所藏の 大日 本 輿地 便覧と いふのに、 都 野に 近くの 海に、 『カラ ノ クラ』 と 記して あると い 

ふこと であった。 そこで 金 田 氏から その 大日 本 輿地 便覽 を借覽 する に、 これ は 大體、 國郡全 圆を本 

にして、 それ を模寫 して ゐる もの だとい ふこと が 分かつ た。 

國郡全 圖は尾 張の 靑生 東谿 (元 宣) とい ふ 入の 著で、 文政 十一 戊 子年の 自序と 同年に 奥田叔 建の 跋 

とがつ いて ゐ るが、 享和 三年 九 に 書いた とい ふ 菅原長 親の 序文 も あるから、 前から 出 來てゐ たも 


のの やうで ある。 

次に、 大日 本 輿地 便覽 は、 淨の 山埼義 故と いふ 人の 著で、 天 保 五 甲 午年の 跌 文が あろ。 その 跋文 

に は、 『元祿 の 比、 開祖 衡の分 域 指掌圖 ありと 云。 余い まだみ す。 たま/ \ 其 類本 をえ て 參酌互 照』 

云々 と あるが、 この 地 圖は國 郡 全 園に 據 つた 形跡が 充 一分 ある けれども 同 一 ではない。 

次に、 國郡 圖に は、 『カラ ノ浦』 と 記入した 處に黑 い 三角の 標が ある。 凡例に 據る にこの 黑ぃ三 

角の 標は、 『陵 或は 名所 舊跡』 を あら はして るるの だから、 『カラ ノ浦』 は 名所 舊 跡の 一 種と ！；！；；！ 做し 

てゐる ことが 分かる。 輿地 便 i 兄に は その 黑ぃ 三角の 標は 無い が、 やはり さう いふつ もりで あらう。 

さて J- カラ ノ浦』 を 名所 舊跡 として、 之 を 都 野 附近の 海濱に 求む るに、 唐金 浦の 千疊 敷、 穴 觀音ぁ 

た h 以外に は 見當ら ない。 そこで 推察す るに、 此 等の 地圖を 作製す るに ついて その 本 をな した 地圖 

に は 『カラ ノ浦』 の 名稱が 明かに 載って ゐ たもので あった だら う。 そして、 二つと も 人丸祌 社が 海 

岸に 近く あると ころ を 見れば、 時代が 現在の 神社 移轉 以前に 屬し、 益 田 川と 高津 川が 一し よに なつ 

て 海に 入って ゐ るの を 見ても、 略 その 時代 を 想像す る ことが 出来る。 

私 はは じめ、 この 『カーフ ノ浦』 について は、 餘り 重き を 置かぬ のであった が、 熟考 すれば、 これ 

は 大切な 1 つ の根據 になる べき ものと 思へ るし、 『カラ 山』 の 『カラ』 と 同じく、 『辛 乃椅』 を考 へ 
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る 上に 棄 てて はならぬ ものと 思った ので ある。 

その後、 岡田眞 氏から _、 嘉永 版、 本邦 輿地 圆 ハ雜 g 棚む を借覽 する に、 やはり 都 野の 近く 

に、 『力 ウノ 浦』 とい ふところが ある。 岡 田 氏 は 附言して、 『井上通泰 流に ゆけば、 クはラ の 誤 か』 

と 云った が、 蓋し 正 該と謂 ふべ く、 この 地圆 で. 『糟 淵』 が 『糟 津』 と 刻せられ てゐ るの を 見ても、 

クがラ を 誤って 彫した ものと 看て 不當 ではない ことが 分かる。 

その後 注意す るに、 この 二つの 系統 を 引いた 地圖 が見當 るので、 一つ は カラ ノ沛 となって 居り、 

一 つ は 力 ウノ 浦と なって ゐる ものであるが、 いづれ も 江， 川よりも 西南で、 都 野の 近くに 記入して 

ゐる。 

文久 三年 官許、 菊亭殿 御藏 版 g| の銅缩 大日 本國細 11 に は カラ ノ沛 とし あり、 明治 五 年 開 板、 東 

京 山 崎 淸七瀨 山 庄助合 梓の、 f 大日 本 輿地 全圆 にも カラ ノ クラと 記入して ゐる。 また、 前 出の 嘉永 

版が 明治 四 年 再 刻し、 一枚の 大地 圆 とし、 ™ 大日 本國郡 輿地 路程 全 圓には 力 ウノ 浦と し、 明治 八 年 

ig: 江 左太郞 編輯の 大日 本國 郡便覽 にも カク ノ沛 となって ゐる。 明治 一 一年 官許 報！^ な ハ雅の 大日 本 海陸 

輿地 全圖 に は カラタウ ラ として あるの は、 カラ ノ クラの 誤寫 で あらう。 

斯 くの 如くで、 實 際の 路查 よりも、 據 つた 原 地 11 に從 ふので あるから、 何處 まで も 二と ほりの も 


のが 傳 はる わけで ある。 併し 原地圖 が、 縱ひ 大體の 想像に せよ、 カラ ノ浦を 都 野の 近くに 記入し、 

大浦は 別に 大浦 として 記して ある の は、 や は，.^ 注意して 好い ので は ある ま いかと おも ふので ある。 

『カラ ノ浦』 が 現在の 地名で なく、 名所と して 記入した の だとしても、 國 郡全鬧 以前の どうい ふ 

地 圖に载 つた もの か、 未だ 詳に する ことが 出来ない。 『分 域 指 掌圖』 は 見る こと を 得すに ゐ るが、 文 

化 三年 浪華 彼 應道撰 文化 五 年 浪華 高麗 橋藤屋 彌兵衞 版の、 大日 本 細見 指 掌 全 園に は、 カラ ノ 浦の 記 

入が 無い。 

地圔 調査 等に つき、 村 岡 典嗣、 岡 田 眞、 金 田 賢 作、 佐 藤 佐太郎 諸氏の 敎示を 得た こと を 深く 感謝す る。 
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『唐の 島』 其 他 


. ^の 『唐 鐘』 が、 實際 『唐』 の 文字と 關 係が あるか 否か、 若し 關 係が ありと すると、 私の 辛 乃 崎 

考に 都合が よいので ある。 この ことわり を 何故す るかと いふに、 上 總の東 鐘 (東 金) は、 鴇之嶺 とい 

ふ 山の 名から 由來 したので、 今の 『東』 の 文字と は關 係が 無い。 さう いふ ことが 唐 鐘に も あると 具 

合が 惡 いからで ある。 

國分 村の 小字 名に トウ ノ シ マと いふ 處が ある。 これ は 一 體何 處の邊 であるか 審 にしなかった から、 

昭和 十二 年 五月 十六 日 唐 鐘を訪 うて 見た。 そして 漁家に 行って 古老に 一 々たづね て步 いた。 

かな, V- ふ 

トウ ノシ マ は 金 周 布の 前に ある 小さい 島で ある。 そこで 案 內人を 雇 ひ大年 神社のと ころから 山 越 

をして 金 周 布に 行った。 トク ノシ マ は 低い 巖 から 成って ゐる もので、 殆ど 陸に 績 いて ゐ ると も 謂つ 

ていい 程な 近い 扁 平な 巖の 小島で ある。 金 周 布 は、 小舟の もや ふことの 出 來る處 で六戶 ばか ，0 の 人 

家が ある。 


次に トク ノ シ マ と唱 へる 島が もっと ある。 こ れは字 名で い ふ 犬 島 • 猫 島の ことで、 前者 を沖ノ ト 

クシ マ 叉 は 後 ロノ トク ノシ マと いひ、 猫 島の こと を前ノ トク ノシ マと いふ。 こ れは 漁師 だけ のと ほ 

,9 語で、 鬼 頭 魚 を 漁る 時の 目標と なって ゐる とい ふこと であった。 そして この 方の 『トク』 は 『唐』 

で、 『唐 ノ島』 だと 古老が 一 人なら す 云 つ てゐ る。 私は數 軒の 家を訪 うて それ を 知った。 さう してみ 

れば、 金 周 布の トク ノ シ マ も 『唐ノ 島， 一 だとい ふ こと は 推す る に 難く はな い。 

ここに 於て、 唐 鐘の あたりに、 『唐の 島』 とい ふところが 三つ あると いふ ことが 分かった。 そして 

犬 島 猫 島な どと いふのより も 唐の 島の 方が 古い 名で あるら しく 思 へる し、 漁夫 等 はすつ と 古くから 

さう 云 ひなら はして ゐ たもので あらう。 そして、 『唐の 島』 の 『唐』 は、 『唐 鐘に ある 島』 とい ふの 

の略稱 とも 考へ 得る が、 或は、 唐金な どと 同じく、 最初から 唐の 島と いふ 名で あっても 好い わけで 

あるから、 やはり 『唐』 に關係 ある 文字と 推考しても そんなに 不道理で はない。 特に 金 周 布に ある 

とう  とう 

唐の 島 は 唐 鐘に ある 島の 略稱 でない ことが Ic^ かるから、 古い ころからの 獨 立した 名と して、 『唐の 

しま 

島』 を 認容す る ことが 出來 る。  • 

約め ていへば、 現在、 唐 鐘の ほかに、 唐の 島と いふ 名 稱が殘 つて ゐ るから、 其處は 『唐』 の 文字 

に關 係の ある ことが 分かる。 『唐』 は 平安朝 以後 トクと 云って ゐ たが、 もっと 時代 を 溯 させれば カラ 
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である。 そこで 人 麿 時代に カラと いふ 名のつ く 地が 現在の 唐 鐘 あたりに あつたと 考證し 得る ので あ 

る。 卽ち、 『唐の 島』 とい ふ 名の 現在 は、 私の 『辛 乃 崎考』 に 一 つの 根 據を與 へ る ことになる。 

なほ、 この 疊浦は 若布、 海 苦を產 し、 特に 海苔 は 石 見 海苔の 一部 をな して 有名であった。 かう い 

ふ こと も 人 麿の 長歌 を 解す るう へ に 必要 條 件の 一 つで ある。 

次に、 この 旅行の をり、 湯 抱に 於て 舟 木賢寬 氏に 會ひ、 柏 淵 小學校 裏地から 出土した 土器 は、 下 

府村 出土の ものと 共に、 朝鮮 系統の 土器 を も 混じて ゐ ると いふ ことが 分かった。 これ も 亦與味 深い 

ことであって、 愚案の 鴨 山 考にー つの 積極的な 證 據を與 へる ものである。 この 調査 は 東京の 專門博 

士の丰 によって 爲 された ものである- 

次に、 これ は 序で あるが、 唐 鐘の 疊 浦が 床の 浦 だとい ふこと は、 國分村 小字 名に、 『床， 浦 石 所』 

とい ふの が ある。 これ 床 浦と 云った 積極的な 證據 であるから、 序 を 以て 此處に 記し 置く。 

次に、 都 野 町、 都 濃 村、 江津 町に つき、 カラ 叉 トウの 附く 地名の 殘存 について 調査した が、 其 

處には 無かった。 これ は 山 田 儔 氏の 勞を煩 はした。  . 


屋上 山 


萬 葉卷ニ  (一一 一一 五) の 人 麿 作 長歌 中の、 『屋上 乃 山』 を、 私 は總論 篇、： ^來、 ャガミ ノヤ マ. V 獨 つて 書 

いて ゐ たが、 これ は ャカミ ノヤ マ と淸ん で訓む 方が よい やうで ある。 

石 見に は 邑！？ 郡に 矢 上 村が あり、 これ も 私 はャガ ミと 云って ゐ たが、 土地の人に 問 ひた だして ャ 

力 ミと淸 むこと が 分かり、 なほ 今 M、 石 見 那贺郡 下 松 山村に ある 八 神 も、 問 ひた だして ャカ ミと淸 

むこと が 分かった から、 人 麿の 歌の 屋上 山もャ 力 ミヤ マ とする ことにする。 

諸注釋 書で は、 鴻巢 氏の 全釋と 私の 書物 だけが 濁って よませ、 他の 諸 書 は 皆淸ん でよ ませて ゐる 

やうで ある。 

古事記、 『八 上 比賣』 にっき 記傳卷 十に、 『八 上 比賣、 和名 抄に、 因幡， 國 八上ノ  (夜 加 美) 郡 あり、 

此レ より 出つ る 名な り』 と あり。 石 塚 龍 麿の、 古言 淸濁考 に は、 淸む やうに 書いて ある。 

なほ、 大日 本 地名 辭書 索引、 日本 地圖帖 地名 索引 其 他に 據 ると、 石 見の は 皆 ャカミ と淸ん でゐる 

五 C 九 


五 一 〇 

兵 庫 縣多紀 郡の 八 上 も、 鳥 取 縣八頭 郡の 八 上 も、 岡山縣 阿哲 郡の 矢 祌も淸 んでゐ るが、 長 崎 條西彼 

杵 郡の 矢 上、 岐阜 縣羽島 郡の 八 神 等 はャガ ミと獨 つて 稱 へて ゐる。 岩 手縣ニ  6- 郡の 矢 神嶽も ャガミ 

ダケと 濁って ゐる。 人 麿 時代に は獨 音が 多くなかった だら うから、 現在 石 見の 人々 の發 音して ゐる 

やうに 發 音した と 看做して 大體 好い やうで ある。 

なほ、 現在 吾等 はッ マ ゴ モ ルと發 音して ゐる 『蠕隱 有』 とい ふ 枕詞 もッ マ コ モ ルと淸 んで發 音し 

たか も 知れない。 つまり、 『都 麻 胡 非』 も 只今で は ツマ ゴヒ と發 音して ゐ るが、 そのころ では ツマ コ 

ヒ と發 音して ゐた とも 考 へられる ので ある。 斯く すれば、 ッ マコ モル • ャカミ ノヤ マ ノと 全部 淸ん 

で發 音して 調和が とれる ことになるの である。 


唐续. 叠浦. 犬 島 
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カラ ノ クラ (大日 本 輿地 便覽) 


藤原宮 御井に 就い て 


藤 SI 宮 御井 考 


I 

萬 葉集卷 一 へ 五 二) の 藤原宮 御井 歌の、 『御井』 は 現在 どの 邊に當 つて ゐる だら うかと いふ こと は、 

誰でも 念頭に 浮ぶ 事柄で あるが、 先賢の 書いた ものに も此は 明かに 記されて ゐ ない。 

考に、 『上つ 代よ" 異なる 淸水 有て、 所の 名と も 成し も のぞ、 香 山の 西北の 方に 今淸水 有と いふ 

は是 にや』 とあって、 略解. 古義 その他の 注釋書 も槪ね それ を 引用した にと どまって ゐる。 

なせ 斯 くの 如く 御井 阯に 就いて 諸學 者が 考察し なかった かとい ふに、 第一、 藤 原宮阯 についての 

定說が 無かった ためで ある。 考に、 『宮の 所 は 十 市 郡に て、 香 山 耳 成 畝 火の 三 山の 眞中 なり。 今 も 

大 宮殿と 云て、 いさ、 かの 所 を 畑に すき 殘 して、 松 立てる 是 なり』 と 云 ひ、 古義 も 其 を 引用し、 な 

ほ增 補して、 『さて 香 山 は 十巿郡 なれ ども、 せ ：！ 地 は 其 西に て髙市 郡に 屬 るなる べし。 釋紀に 氏族 略記 

を 引て、 藤 原宮在 一一 高 市 郡鷺栖 坂-北 地 一と 一； ムり』 と 云った が、 喜 田處吉 博士 も 其 等 を參考 しつ つ、 次 
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の 如くに 考證を 進めた。 

其 宮城の 位置 は、 釋 日本 紀 引く 所の 氏族 略記に、 藤 原宮は 、「高 市 郡 驚 巢阪の 北の 地に 在り」 と ある。 扶桑 略記 

に は、 「大和 高 市 郡 驚巢阪 の地是 なり」 と ある。 兩者稍 相異は ある けれども、 要するに 藤 原 宮城 は、 驚巢 阪と稱 

する 地の 附近に あつたに 相違ない。 今 藤 原宮の 所在と して 知られた る、 大和 三 山の 中間の 地 を 調査 十る に、 日 

高山と か、 小山と かいふ 小 丘陵 は ある けれども、 位置 東に 偏して、 宮城に 充 つべき 場所で は 無い。 然るに 延喜 

. 式に 高 市 郡鷺巢 神社が 有る。 今 同 郡 白檯村 大字 四 分の 驚巢 八幡 社卽是 で、 其の 地は阪 と言う 可き 地勢で は 無い 

けれ 共、 略. -畝 傍. 香久兩 山の 中央 を 通過す る 南北 線の 附近に あって、 藤 原 京の 朱 雀 大路が 此の 神社と 遠から 

ざる 場所 を 過ぎて 居った 事 は 明かで ある。 して 見れば、 宮城 を 此の 驚巢 神社の 北方に 求めて、 ほ 其 位置 を 知 

る ことが 出來 やうと 思 ふ。 古事記 垂仁 天皇の 條 に鷺巢 池が 有る。 扶桑 略記 及 氏族 略記に 鷲 巢阪と あるの は、 或 

は 驚 巢の池 若く は 社の 誤寫 であるか も 知れたい。 今鹫巢 八幡の 所在の 地に、 小字 門の 脇と いふの が ある。 是或 

は 宮城 朱 雀 門の 脇の 名を傳 へ て 居る ので あるか も 知れない。 ^ ともかくも 藤 原 宮城が、 鷲 m, 神社と-斗 成 山との 

中間に あった 事 は 動くまい。 ^  (， 帝都) 

然るに その後、 新 研究が 進み、 奧野 氏の 「萬 葉 大和 志考」 に は、 『高 市 郡の 東北 隅、 鴨 公 W: 火 字 醍醐 

• 高殿 を 中心とせる 地方。 枝葉に は異說 なきに あらざる も、 ほぼ 北は鐡 道、 南 は 上 飛驊、 束 は 香具 

山、 西 は 四 分 附近に 限れる 殆ど 方形の 地域 を^め しなら む。 飛鳥 川 其 西 半 部 を 貰 流せり。』 『藤 原 宮„ 


鴨 公 村小學 校の 南に 接して 土 壇 あり。 持統、 文武 二 帝 藤原宮 趾と傳 ふ』 と 記載して ゐるひ 

その後、 昭和 九 年 十二月 以来 日本 古文 化 研究所で 發掘 調査 を 行 ひ、 昭和 十一 年 十一月に、 足 立 厳、 

岸 熊吉兩 氏の 「藤 原宮阯 傳說地 高殿の 調査 一 」 が發 行に なった。 此は 精細な 學術的 報告で あるから、 

續行的 調査 を 必要と する 點も あるが、 從來の 文 獻に據 つて、 宮殿の 模樣を 推す に、 朝 堂 院內の 北部 

中央に 南面して 立つ 正殿 は卽ち 大安 殿 (大極殿) で、 其が 大宮土 壇の 處の 殿堂 阯 として 發掘 調査 せら 

れた。 それから 東 安殿 西 安殿で、 これ も 大體發 掘 調査せられ た。 小 安殿が 後方に あり、 其 等の 殿堂 

に 所 嵐の 建築 も あり、 廻廊が あり、 外部に は 築 垣が 繞ら され、 四面に は 門が 開いて ゐた。 朝 堂は國 

家の 儀式 を 行 ふところで、 正殿 は 前言の ごとく、 大安 殿 (大極殿) で 南面して 聳え、 それに 柬殿西 殿 

束 樓西樓 と 其 等に 附屬の 諸 建築が 布置され、 朝 堂の 四周に も 廻廊 或は 築 垣の 類が あり 四方に 門が あ 

つたに 相違ない。 そして 朝 堂の 左右の 建築 は 南方に 延びて ゐ たの だから、 朝 堂の 建築 は 今の 別 所の 

近くまで 延長して ゐ たらしい。 この 朝堂阯 について は、 發掘 調査 中で、 その 一部 八 刀 は 調 查濟の 由で 

ある バ、 4^^ご，>ム411べ こ ょ1£ つ 匸 0 ぶ 、 。 足 立 博士 は關野 博士に 從 つて、 大安 殿と 大 

オダ 力 .tt^.^/么1Tt^には3 つ てク な し 極 殿と は 全く 別の ものと 解釋 して 居る。 

次に、 萬 葉卷ー の 藤原宮 御井の 歌屮 の、 『埴 安の 堤の 上に 在り 立た し 見し 給へば』 とい ふ埴 安の 池 

の 位置で あるが、 現在 は 天 香久山 天 香具 山) の 北方の 池に その 名 をと どめて 居る けれども、 それで 

、  五 1 五 
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は 萬 葉の 歌に 合 はない ので あるから、 藤 原宮の ころ は、 香具 山の 西の方に あ つたので はなから うか 

とい ふ說が ある。 私 も その 說に 大體從 ひたいの であって、 現在 別 所の 小字に 池 尻と いふと ころが あ 

る。 其 は 別 所 部落よりも 西で、 小 貯水池の 北に 當 つて ゐる。 さう すれば、 城 安池 は 朝 堂よりも 南方 

にあり、 その 大きさ は 不明 だが、 今の 別 所の 新 池と いふ 貯水池の せいせい 二倍 位な もので でも あつ 

たらう か。 かく 香具 山の 西に あつたと すれば、 萬 葉卷ー の舒明 天皇の 天皇 登 二 香具 山 一望 國之時 御製 

歌 を も、 また、 藤 原 御井の 歌 を も 理解が 容易になる やうに 思へ るから して、 大體 さう 想像して：.；^ く 

ことと する。 

次に、 藤 原 京の 範圍 であるが、 之 を 平城京の 柬西 As -、 南北 九 里の 標準に よれば、 香具 山に かか 

る 事と なって 具合が 惡 いので、 現在の 大宮土 壇 及び 鴨 公 小 學校を 中心として、 束 西 約 七 町の 處に線 

を 引く と、 東方 は、 下 八 釣 木 之 本 を 通す る 街道よりも 半 町 程 東に 當り、 西方 は 四 分木 殿 を 通す る 線 

に當る ことと なる。 それから 北方 は、 土 壇から 約 九 町、 鐡道 線路 を 越えて 八 木 西 之宮櫻 井に 通す る 

道路に 及び、 南方 は 土 壇から 約 十五 町、 小山、 川原 田 中の 線まで 及んだ ものと 想像し 得る。 その 西 

片寄りに 飛鳥 川が 流れて ゐて、 時々 氾濫して 位置が 變 つたと しても、 大體の 位置 は欒. あないで あら 

う。 鷺巢 神社 は 現在 四 4- にある が、 古老の 話 Jl;;r」 に は、 古 は量巢 神社 は 下 の 日 高山に あつ 


たのが、 飛鳥 川 氾濫の ため 現在の 處 まで 流された の だと 云って ゐる。 さすれば、 釋 日本 紀 引用の 氏 

族 略記の 鷺栖阪 と いふの は、 或は 日 高山の ことで あるの かも 知れない。 

藤 原 京の 範圍 を大體 右の 如くに 想像して、 藤原宮 御井 を 考察す る ことと する。 

藤 原 iK: 殿、 藤 原 京 をば 大體 右の 如くに 假定 して、 藤原宮 御井 を考 へる とき、 先づ 現在 井，：： 水の 分布 

狀態 がどうな つて ゐ るか、 特に 大宮土 壇 を 中心として、 それから 餘り 遠距離で 無い 場處 に、 古代の 

井.： E 水 を！！ ばし める やうな ものが ないだら うか。 それ を 昭和 十 年 十一 月から 昭和 十二 年 六月に 至る 間 

に、 調査した のであって、 其 等の いづれ かが 藤原宮 御井と 關係 ある ものと 假定 しつつ 考證を 進めて 

行って、 一定の 結論に 達しようと 欲した ので ある。 そして 便利の ため、 現在 目搫 した 井泉 を 分類し 

て 記載す る こと 次の 如くに した。 

第一 部。 大字 高殿、 小字 メク t: にある もの。 

【 a】 字メク ひ、 反別 番號ニ 一  三。 中 浦 忠太郞 氏 所有。 現在、 縱九尺 ニ寸、 横 四 尺 五寸。 なほ 

凝視す るに、 泉 はもつ と 大きい もので、 丸太、 板 を 以て 保護 整理して ゐる。 此は 耕作 上の 關係 
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行爲 で、 時期 は 三 四十 年 前と 推し 得る。 深さ 十六 尺ニ寸 よ. り 十六 尺 五六 寸。 目高、 鮒 等が 僅か 

に 生息して ゐる。 表面 は 水 綿 等の ために、 よごれて 見える が、 一 たび 其 を 除いて 見る と、 極め 

て 淸洌な 井泉で、 黄揭 色の 水 綿の 豊かに 靡いて ゐる のが 見える。 氣 泡が 斷ぇ や少 しづ つ 浮上つ 

て 水の 湧く こと を 示し、 水が 斷 えす 田 畔の 間へ 流れ出で てゐ る。 試に 水質 を檢查 する に 次の 如 

くで ある。 

色及淸 濁。 少量の 類祸色 沈殿 物 を 有する も-濾過 後 は 殆ど 無色 澄明で ある。 

臭味。 異臭 味なし。  、 

反應。 微弱 アルカリ性。 

亞贿 酸。 檢 出せす。 

鉛 及 銅。 檢 出せす。 

アンモニア。 檢 出せす。 

過 マ ンガ ン酸 カリ 消費量。 六 • 九 五 
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鹽 素。 壹七. 參八 

硬 度 一： 獨逸 硬度)。 ヒ .九„1^ 

蒸 發殘虔 量。 貳七 〇•〇〇 

細菌 聚落 數。 11 

大腸菌。 11 

適否 及 備考。 右 化學的 試驗の 成績に 據れ ば、 本 水 は 濾過 後飮 料に 適する ものと す。 

右 は、 內務卷 東京 衞生 試驗 所の 檢查 成績であって、 露天の 井泉 その 儘で、 濾過 も 何もせ すに 汲 

ん で持參 した ものである こと を 一 言强 調して 置く。 

この 井泉 は、 昭和 十 年 十一 十日 藤 森朋夫 氏と 藤 原 宮阯を 踏査した とき、 私が 始めて 注意した 

ものである。 ついで、 昭和 十二 年 五月 二十四日 私獨， -で 調査し、 昭和 十二 年 六月 十八 日、 藤 森 

朋夫 氏と 共に 再調査した。 

【b】 右の a の 井泉から 東南 一直線 上、 六十七0^を隔ててぁるもので、 小字 メク PC 反別 番號 

ニー  四。 吉田久 四郞氏 所有。 縱 三尺 七寸、 横 三尺 八寸。 深さ 十七 尺 五寸。 魚類 僅かに 住み、 岸 

に雜草 生え、 水 綿が ある。 水面 は 種々 の ものが 浮いて ゐ るので 淸 水で 無い やうに 見える が、 水 


質 は a と 略同樣 である。 昭和 十 年 十一月 十日 藤 森 氏 同道 注意し、 昭和 十二 年 五月 二十 四 見。 

六 H: 十八 日 藤 森 氏 同道 調査。 

【c】 同一 直線 上、 b から 略 百 四十 四 尺 (二十 四 間) を 隔てて ある 井泉で、 小字 メ クロ、 反別 番 

號ニ 一九。 森 田 熊 次郞氏 所有。 縱 六尺 六寸。 横 四 尸、 五寸。 深さ 九 尺 七寸。 水 は 一 見 澄明で 無い 

やうに 見える。 魚類 僅かに 住む。 水質 未檢。 此は 昭和 十二 年 六月 十八 日 藤 森 氏と 共に 始めて 注 

意した ものである。 昭和 十 年の 時は稻 刈に 近く、 種った 稻の 間にあって 注意し 難く、 昭和 十二 

年 五月 二十四日に は麥 畑で 刈る ばかりに なって ゐた麥 の 間に あつ て 見つけ 難 か つたのに、 六 = - 

十八 日の 時に は田植 最中 の 水田に なって ゐ たために 見つける ことが 出來 たもの と 見え る 。 

以上の 三つ を 私 等 は 注意した。 この 三つの 屮、 はじめの a と 大安 殿阯と 想像し 奉る ことの 出來る 

小字 大宮の 土 壇との 距離 は 目測 約 一 町 半から 二 町 足らす である。 私 は 以上の 中 の 二つ に 注意し、 

藤 原 御井との 關聯 について 想像しつつ、 拙著 柿 本人 麿 評 釋篇卷 上に、 『私 は、 小學 校から 高殿に 通 

やる 小 道路 を 行きつつ、 稻 田の 隅に 井戶 二つ を發 見して、 非常に 喜んだ ので あつたが、 此は 土地の 

習慣で、 水 を 溜める ために 掘って 置く 井であった。 併し、 その 邊に は、 地下水が 豊かで、 掘れば 淸 

い 水が^き 出づ ると い ふ こと を證 明す る ものであるから、 私 は ひそか に、 御井 はや はり 大安 殿の 近 
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くの 宮中に あつたので、 常 願 寺 或は 鴛栖 神社 の 方で は 無 かった だら うと 空想しつつ 暫く 其處に 佇立 

して ゐ たのであった』 と 書いて 置いた。 今でも 土地の 農夫 は、 旱魃のと きのた めの 溜 水の 如くに 謂 

ふし、 また 他の 田の 隅に もさう い ふ 性質の 溜 水が ある の で、 そこ で 『此は 土地の 習慣で 水 を 溜める 』 

云々 と 書いた ので あつたが、 實 際に 當 つてみ ると、 單な溜 水で なく、  ^^水過剩の ため水田にも畑に 

もな り 得ない ために、 態々 かく 保護して ゐる やうな 形式に なった ものと 看做して いい。 この 事 は、 

高殿の 部落の 田の 中に ある 井泉で 證 明す る ことが 出来る。 4 お^ 

第二 部。 大字 高殿。 部落 中 及び その 附近に ある もの。 

【a】 三 橋 彌ー郞 氏耶內 に、 ヒデ ズミの 井 (秀泉 井. -阯 とい ふの が ある。 今 は その 阯を斷 つて、 

何等の 認 むべき ものが 無い が、 古老の 傳 說に據 ると、 此處に 井泉が あって、 今の 常 願 寺の 井 は、 

この 井の 移轉の 如き もので、 常 願 寺の 井 を 園んで ゐる 石の 一 部 は此處 から 持って行つ たもので 

ある 云々。 併し、 井泉の 阯が 現在 斷 えて .ゐ るの だから、 藤 原 御井と 關聯 せしめる こと は 困维で 

あらう。 

【b】 常 願 寺 庭の 井。 此は、 秀泉 井と 稱し、 秀. 1:;^ 山 常 願 寺に ある。 鴨 八重 事 代 主命の 御用 水 だ 

とい ふ 傳說が ある。 この 神 は 大宮土 壇に 齋き祀 つて ゐる 神で、 鵃公付 七齒 大字の 氏神で ある。 


この 井に 就き、 古來 次の 如き 傳說が ある。 此 井水 を 使 ふと 天罰が 當る。 此井 附近の 土 を 踏 荒し 

たり 土 を 移動 させたり すると 腹痛が 起る。 附近で 不淨な こと をす ると 頭痛が 起る。 長い間、 井 

に石签 をして あつたが、 明治 初期 其 を 取 除いた。 此水は 旱魃の 時に も 涸れる ことが 無い 云々。 

右 は 昭和 十 年 十一月、 鴨 公 村小學 校を訪 うて、 校長 吉田 宇太郎 氏に 面 食し、 その 調査 を 依頼し 

た 材料で ある。 その 時 (十一 月 十日) 藤 森朋夫 氏と 共に この 井 を 見た が、 水量 も少 く、 稍 濁って 

ゐた。 昭和 十二 年 六月 十八 日、 藤 森 氏と 共に 二た び 見た が、 水が 矢 張，^? g つて 居り、 飮料 水に 

適せない やうに 見えた。 この 井 は、 昭和 十 年 十一月 以來、 常に 氣に 懸けて ゐ たもので あるが、 

祕 かに、 藤 原 御井 阯 では 無い と 思 ひ、 拙著： ii 本人 麿 評 釋篇卷 上に もさう 書いて 置いた ので あつ 

た。 そして、 昭和 十二 年 六月 再 踏査す るに 及んで、 いよいよ その 結論 を 強める に 至った。 約め 

ていへば、 この 常 願 寺の 井 は 藤 原 御井と は 先 づ先づ 關係は あるまい。 なほ、 常 願 寺に はもう 一 

つ 井が ある。 此は 普段 用 ゐてゐ る ものである。 

【、し】 高殿 部落の 北方の 端に 東 源次郞 氏の 家が あり、 その 北 隣に 井泉が ある。 此は 昭和 十二 年 

三月 十五 日、 土星 文明 氏が 注意し、 藤原宮 井泉の 一部と 看做して、 『藤 原の み 井の 淸 水に ふし 

長に なびきて あ、 りし 春 草お も ほ ゆ』 と咏ん だもので ある。 私 は 昭和 十一 一年 五月 二十 三日 二十 四 
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ョ 調査 (高 安 氏 同道)。 六パ 十八 日 調査 (藤 森 氏 同道) した。 水質 澄明、 常に 飮料 にして ゐる。 現 

在、 横 四 尺 ニ寸。 縱四 尺。 深さ 十 尺 四寸。 鹽見彌 太郞氏 所有の 田に ある。 此水は 湧出量 も 多く、 

淸洌 であって、 藤 原 京の 飲料水の 一 部を必 すなして ゐ たに 相違ない。 但し、 『御井』 とは考 へて 

ない 理由 は 後段に 見えて ゐる。 この.！： 水 は 大宮土 壇から 直線に 目測して 約 二 町半餘 である。 

【d】 この 井と 南方 同一 線 上の 道 側に、 板 を 以て 覆うて ある 井が 二つ ある。 水が！ g つて、 飮枓 

に堪へ ないやう であるが、 やはり 同 一 系統の 水が 湧いて ゐ るので は 無から うか。 此は 委しく 調 

ベ る 暇が無かった。 

【e】 C から 北方 略 一 町 半の 路傍の 田の 中に 一 つの 井お 水が ある。 此は 昭和 十二 年 六" 十九 Hr 初 

めて 注意した もので、 田械 時で あ つたから 障礙 物が 除去せられ 初めて 注意す る こと を 得た もの 

である。 田の 中に あるた め、 縱横 深の 計算 も 叶 はす、 水質 も 不明で あるが、 水が 常に 湧出して 

田と ならぬ ために、 その 部分 だけ を 井泉と して 保存して ある もので あらう。 從 つて その 水質 も 

そ ん なに 惡 いもので ない こ と を 推察す る こ とが 出來 る 。 

【f 】 高殿 部落の 中、 喜多奈良吉氏家近くの廣場にぁる井^：水で、 不正 形。 縱 十五に 五寸 程、 横 

十 §： 尺五寸 程、 深さ 四 尺から 四 尺 七八寸 程。 水澄 明、 水草 生えて ゐる。 現在 は 飲料に せす、 物 


を 洗 ふに 使って ゐ るが、 これ も 手 入 すれば 無論 飲料水に する ことが 出来る。 岸に 川柳の 古木が 

殘 つて ゐる。 おも ふに、 此 もまた 藤 原 京の 飲料水の 一部であった だら う。 ただ 『御井』 の 一部 

と よ 看 故し 锥 い。 

【び C -】 その他、 この 部 や t に は、 自家用の 多くの 井戶が ある。 併し、 私の 見た 限で は、 水質 は槪 

ね 同様で、 C の 水 程好く はない やうで ある。 

第二 部の 井 C 水 は 右の 如くで ある。 じの 如き、 f の 如き 井れ 水が 露天の 儘 現在 も殘 つて ゐて、 涸れる. 

ことが 無く、 田地に も 邸宅 地に もな，^ 得すに ゐる ところ を 見る と、 古代から 連續 して 湧いて ゐ たも 

ので ある だら う。 そして、 藤 原 宮の諸 官人等 も 飲料に 使った もので あらう。 斯 くの 如く 現在の 狀態 

から 古代の 狀態を 推測し 得る ほど、 地卩 水が 豊 富で ある。 

第三 部。 高殿 部落から 別 所に 行く 途中^も の。 

【a】 高殿から 別 所へ 通す る 路傍の 流に 近く、 時に 麥畑、 時に 稻 田になる 處 にある 井泉で、 山 

本ス H さん 所有で ある。 不正 長方形に 近く、 縱十 六尺。 横 六十 一 尺。 深さ 四 尺から 十 尺 程。 水 

草 群生し、 田の 水流れ 入り 濁って ゐる。 併し、 自然に 湧出して るる こと は 確かで、. 盛夏と 雖涸 

れる ことが 無い。 昭和 十二 年 五 ==； 廿 S::n 村民の 案內 にて 知った。 六月 十八 日； 冉 調査した。 魚類 
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住む。 

【b】 其より 南方 約 一間の 處 にある 井泉で、 縱横共 約 七 尺。 深さ 八 尺ニ寸 程。 稍 濁って ゐる。 

魚類 住む。 

この 二つ は、 第二 部、 a と 同一 線 上の 道路の 傍に ある もので、 地質 學上 何等かの 關係 ある ものの 

如き も、 私に はよ く 分からない。 また、 古く はこの 二つ は 一 つであった かと 想像す る ことが 出来る。 

そして、 小さい 方 だけ を 人工的に 保護して、 或 時期に は飮料 水と して 役立た しめた こと もあった の 

であらう。 此 等の 井泉の 東 隣に 俗に 新 池と 名 づける 胶水 池が あるが、 この 貯水池 は 今から 三十し 八 

年 以前に 出來 たもので、 井泉 はこの 新 池よりも もっと 古くから あ つ たもので ある こと を 村の 古老が 

知って ゐる。 

第 四 部。 日 高山 柬麓 にある もの。 

【a】 別 所 春 日 神社の 境內 を通拔 けて 南に 行く と、 日 高山から 約 半 町の 處にー つの 井泉が ある。 

昭和 十二 年 五月 廿 四日 初めて 知った (. 高 安 氏 同道 其 時は麥 畑の 中に あった。 六" 十八 日 再調 

査 (藤 森 氏 同道〕。 横 十四 尺。 縱八 尺。 深さ 四 尺ニ寸 程。 水 微かに 濁る。 魚類 住む。 水 綿 ある。 

飮 料に 堪 へる やうで ある。 この 泉から 大宮土 壇、 耳 成 山の 中腹 迄 一直線で ある。 


〔b】 a から 約 十五 六 間の 處 にある 不正 形の 井泉で、 撗 二十 じに 程。 縱十 六尺 程。 深さ 一 尺。 

周邊に 川柳 生え、 黑 色の 水 綿 浮き、 人工 を 加へ ざる 井泉の 有様 を 示して ゐる。 水質 澄明、 飮料 

に 適して ゐる。 氣泡 たえす 浮上り 居る。 西方 は 日 高山、 東方 は 香具 山に 向って ゐる。 昭和 十二 

年 五月 十九 日 私が 一 人來 りて 見つけた。 

【じ】 b から 數間 離れた 處、 時には 麥畑、 時には 稻 田の 間にある 井. 2^ で、 横 十：： r 縱八尺 程。 

深さ 一 尺ニ寸 程。 不正 形。 水澄 明。 昭和 十二 年 六 „^ 十八：！： 見付けた (藤 森 氏 同道へ" 

右の 三つの 井泉 は、 同一 系統の もので、 古代 耕地の 無かった 時には、 一つの 井泉であった やうに 

も 思 ひ、 或る時に は、 土 壇 (大安 殿)、 耳 成 山との 位置の 關係 上、 藤 原 御井 阯 ではな か. i うかと も { 仝 

想し、 或る時に は、 釋 日本 紀 引用の、 藤 原 宮在ニ 高 市 郡 鷺栖阪 北 地 一の 鷺栖坂 を 現在の 日 高山， こ 想像 

し、 現在の 四 分の 鷺栖 神社 は 後世 移轉 した ものと 考へ ると、 延喜 式の 鷺栖 社、 古事記の 鷺巢池 を 顧 

慮. するとき に、 この 一 群の 井泉 は 或は 鷺柄 池の 名殘 では 無かった だら うかと も 空想した。 なほ 此等 

のこと は 後段に 於て 繰 返す つもりで ある。 

三 
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右の 如くに 露天の 井泉 群 を 現在 見る ことが 出来る が、 大宮土 壇 を 藤 原宮の 大安 殿阯と 看做し、 諸 

殿堂が それから 南方に あつたと して、 前記の 如き、 宮殿と 外郭の ひろがり を假定 して、 さて、 藤 原 

宮 御井 は：^ 上の 如き 井 5^ 群の どの 邊に當 るで あらう かと 推測せ ねばならぬ。 そして この 推測 は、 藤 

原宮時代の井-：；水が現在まで績き^^き出でてゐるとぃふ耍約のもとに成立っものでぁるが、 この 要約 

は 地質 上、 大變 化の 無い 限.. - 可能 である こと は、 他の 實例、 例へば、 樱井ゃ 石 見 伊 池 等に 於て 類 

推す る ことが 出來 るの みならす、 昭和 十 年  一 以来の 發掘 調査に よって、 地質 上の 火變 化の 無い こ 

と をも證 明せられ たので あるから、 藤原宮 御井の 水が、 現在 見得る 井泉の いづれ かと 湘連續 し相關 

聯 して ゐる だら うと い ふ 要約 を假定 する ことが 出來 るので ある。 ，§^りその耍約は決して無道理では 

無い ので ある。 

さう 大體 極めて、 井泉の いづれ に當る だら うかと いふに、 昭和 十 年 十一 = ^十日の 調査に 際し、 第 

一部の a と b の 二つの 井泉 を稻 田の 隅に 見附けて、 殆ど 直感的の 如くに、 藤 原宮の 御井との 關係を 

想像した のであった。 そして、 しへ 宮土塯 から 二 町 足らす の 場所で ある こと、 卽ち 古の 宮墻 の內 にあ 

つたら しい こと、 ：沙 出す る. n 水で ある こと、 水が^^出でて耕地にはなり得なぃために、 却って 其 を 保 

護して、 旱魃の 時の 灌漑に 役立た しめよう とした こと、 ab と 二つ 並んで ゐ るの は 同一 系統の 水鹏 


であるら しく、 古へ はこの 二つ は 融合して 一 つの 大きい 井 2^ であった らしい こと 等、 種々 空想して、 

その 根據 としたの であった。 その 時の こと を 拙著 評 釋篇卷 上で は、 『空想しつつ 暫く 其處に 佇立し 

てゐ たのであった』 と 記し、 藤 森 氏の 日記に は、 『腰をおろして 二三 十分 も 瞑想』 と 記して ゐる。 

然るに、 此 形式の 井ら しい もの は、 小學 校の 西の方に も 北の方に も 田の 隅に 見つかり、 やはり 溜 

め 水で、 JfS 出しない もの もあった ので、 ab を 藤原宮 御井に する に は、 稍 根據が 薄弱に なった 感が 

したので あるが、 歸京後 降雨の gi い 時に 小學 校長 吉田 宇太郎 氏に 依頼して、 實際 湧出して ゐる 井，：： 水 

か 奈何 を 調べて 世贝 つたり した ものである。 そして、 や は 6 湧出す る もの だとい ふこと を 確め たが、 

なほ 疑問 を 存じつ っ昭和十ニ年に^^t-ったものでぁる。  . 

昭和 十二 年 三 ：！^ 十五 ョに、 土星 文明 氏が 高殿 部落の 北端に、 第二 部 C を 注意し、 その 水の 豊富 澄 

明なる ことと、 大宮土 壇から 約 三 町 弱で あると ころから、 藤原宮 御井との 關係を 想像し、 五月 二十 

三 n: に、 第二 部 d、 六月 十九 日に、 第二 部 e 等を發 見し、 其 等の 井. I： 水 を 綜合して 観れば、 北方に、 

稍 西に それて- =t 成 山 を 望み、 西に 大宮 土墙を 望み 得る 位置に あ.^、 高殿の 小字に は、 稻井 などと い 

ふ 名 も あるので、 ひょっとせば、 この 第二 部の 井 C 水が 藤原宫 御井と なる ので は あるまい かと も 思つ 

たので ある。 
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次に、 別 所に 近い、 第三 部. -b を 視察し、 ョ 高山の 籠に 近い、 第 四 部 を 昭和 十二 年 五： 二十 三日、 

二十 四 HI の 二： n に 視察した 時、 第 四 部 a は 大宮土 境と：：：： t 成 山 腹と 三つ 一 直線 上に ある こと を 注意 

し、 水質 も淸 く、  ab と 融合 すれば 極めて 豊かな 井泉で あるから、 或は これが 藤原宮 御井^で は あ 

るまい かと 想像し、 斯様に 殆ど 結論 を 極めよう として 歸京 した。 ついで 六 =：： 十八 H 調査した 時に も、 

未だ その 考を棄 てす、 特に 同 H 第 四 部 C を發 見し、 また、 その あたりの 流に 古代 瓦の 群 を 目 擊し得 

たので、 この 第三 部の 井む 水 を 以て 藤原宮 御井 阯 とする 考は棄 て 得なかった ので ある。 ただ 大宮 土爐 

から 此處 まで 七 町 半 程の 距離が ある。 その 遠距離 だとい ふこと がー つの 消極的な 點 であるが、 この 

點を 除けば、 宮殿の 南面に 當る 堂々 たる 井. I： 水で、 幾何 學 的な 形式から 云っても、 水質から 云っても 

先づ申 分が 無い と 思った ので ある。 

右の 如くに 種々 迷って 解決が 附 かなかった ので あるが、 五パ 二十 四：： n に は 斯う い ふこと を 思った。 

私が 藤 原 宮阯を 極めろ のに 迷 ふの は、 藤原宮 御井と 藤 原 京の 用水と を；^ 此 用して ゐ るからで ある。 藤 

原宮 御井 は 一 つで あっても、 藤 原 京の 用水 (飲料水) は 一 つで はなく、 多元的で あるべき である。 ま 

た 藤 原 宮殿 (內裏 朝 堂) だけの 御用 水で も、 上記の 第一 部の 井泉から も、 第二 部の 井 水から も 役立て 

る ことが 出来る。 然 らば、 さう い ふ 御用 水と 『御井』 と は 唯一 同一 でな くと もい い。 然 らば 位？？ 一 か 


ら云 つ て も 最も 好い 位置 を 占めて ゐる日 高山 麓の 井泉、 卽ち第 四 部の 井 £ 水 を 以て 藤原宮 御井と した 

ならば どうで あらう か。 距離の 大きい ものな ど は、 位置の 好き を 以て 補 ふこと が出來 るで あらう、 

云々。 

斯 くの 如くに 想像し つ っ步 いたので あるが、 別 所から 大宮土 壇の 方向に 步 みつ つ、 第一 部 ひわの 

ほかに、 新たに C を發 見す るに 及んで、 ab  C の 三つの 井 C 水 群 を 綜合して 靜 かに" 孙考 する に 至った 

ので ある。 第一 土 壇からの 距離が、 他の 諸 部の 井.^ 水よりも 近い。 卽 ちせ：： 殿の 墻の內 部に 當る らしく、 

その 柬 方に 小字 ト" ノ 1^- 內が あると ころ を 見ても、 略さう と 想像して よい やうで ある。 この 宮墻の 

內 だとい ふこと は、 一た び は 重き を 置かなかった が、 苒考 では、 やはり 重き を 置かねば ならぬ と 思 

ふやう になった。 それから 水面の 水 綿な ど を 除去して 日光 を 透して 見れば、 水質 は 昭和 十 年 あたり 

に歡 喜した 時の 印象と 違 ひ、 もっと 水量が 豊富で 且つ 澄明で ある。 それから、 其處に 立って 見れば、 

三 山 をば 共に 障礙 なく 見る ことが 出來 る。 位置と しても 好 位置に ある。 それから ab  。がー 直線 上 

にある から、 此等は 古代 は 一 つの 大きな 井 水であった だら うと 想像す る ことが 出來 る。 以上の 如き 

理由で、 この 第一 部の 井泉 群 は、 藤原宮 御井 阯の 候補と して 二た び 復活して 来たので あった。 

次に 二た び 萬 葉の 歌に 歸 つて、 『高 知る や、 天の 御蔭、 天 知る や、 日の 御影の、 水 こそ は、 常し 
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へなら め、 御井の ま 靑水， を 味 ふと、 これ はどうしても 宮殿に 近い 御井の 感じで ある。 この 感じ は 

所詮 除去す る ことが 出來 ない。 また、 生活に 大切な 飮料水 は、 形式的と 共に 實用 的なる こと を 要求 

し、 運搬 等の 點 でもなる ベく 便利な 點を 欲する のが 自然 だとせば、 やはり、 七 八 町 を 隔てた 日 高山 

靡の 井，：： 水よりも、 二 町 足 ら す の 此處 の 第 一 部 の 井^：水 の 方 が 、 T 牆原宮 御井 に 該當す る 可能性が 多くな 

つて 來てゐ る。 さう いろいろと 考 へて、 先づ H: 高山 I 能の 井^ を棄 てようと 思った。 

さう すれば、 高殿 部落の 第二 部 井，：： 水 群が 殘る。 その 中 特に 土屋 氏の 注意した C の 如き は、 土 壇 か 

ら の-か 離と いひ、 三 山 を 一時に 望み 得る 位置と いひ、 【ゆ 出 量と いひ、 水質と いひ、 御井 阯と考 へて 

その 根據が 充分で ある。 そこで 私 は、 この 二つの 井.：^ 群の いづれ にしようかと ひっつ、 公 村 役 

場に 寄って. 小字 を 調べた かへ りに、 小學 校長の 吉田 宇太郎 氏に 面會 した。  • 

そして 昭和 十 年 以来の 久 を 謝した が、 その 時 吉田氏 は、 昭和 十. 一 年度に 於け る發掘 調査の 結果 

を 話された。 その 或る 機 食に、 私の 發 見した， 井，！： 水 あたりから：^ 東、 高殿 部落に かけて、 古 瓦が 發 ff" 

せられない。 そこで、 小字に はせ；！ 殿に，！ 係 ある やうな 名が あっても、 その 邊は {M: 殿で はなく、 お 墙 

の 外であった だら う、 とい ふこと を 云 はれた。 

この こと は、 私の 藤 原. 1?；： 御井 ぼに 結論 を與 へる のに 大切な；^ 指に なった ものである。 その 夜、 私 


は 旅 宿に あって 熟慮した すゑに、 遂に 高殿 部落の 井 C 水卽 ち、 第二 部の C をも棄 てること にした。 さ 

うすれば 殘る もの はや は.^ 第一 部の 井 .„ 水と いふ ことになる。 この 第一 部の 井痕 は、 昭和 十 年 十一月 

十日に 注意して、 種々 考察の 動 搖を經 過しつつ 二た び 元に 屍った ので ある。 

私の はじめて 注意して、 最後の 結論に 達した、 この 第一 部の 井泉が 何故に 世の 學 者の 注意 を牽か 

なかった か。 それに 就いて 數言を 費したい。 高殿 常 願 寺の 秀泉井 等に は傳 說が殘 つて 居り、 その 秀 

^！；水井は現在の常願寺邱內でなく、 元は 三 橋 彌ー郞 氏 邸に あつたと いふ 傳說 もあって、 同一で はない 

が 鬼 も 角 傳說は 高殿 部落 內に殘 つて 居り、 大宮土 境に 關 する 傳說 が、 發掘 調査の 結果 殆ど 事實 とし 

て證 明せられ つつ あるので あるから、 井. 1； 水に 關 する 傳說も 尊重せ ねばならぬ 道理で あり、 吉田宇 太 

郞 氏の 如き は、 私の 依囑 により 第 一 部の 井泉 を目擊 して 居られながら 藤原宮 御井との 關聯 にっき 毫 

も 聯想して ゐ ない。 世の 學者も 亦同樣 である。 次に 村民が 此 等の 井. に 重き を 置かない。 他の 田地 

の 隅に ある 同一 形式の 溜 水と 同 一 視 して 居る から、 その 水質 等に 就いても 細か い 調査 をしょう と は 

しない。 試に  一二の 古老に 問うて 見ても、 溜 水の 如くに 取扱って、 『あれ は あかん』 などと いふ。 さ 

うい ふ關 係で これまで 藤原宫 御井 阯 として 誰も 顧みなかった の を、 私が 顧みて、 新說 として 學界に 

提出す るので ある。 そして 私の 提出した、 この 假說的 結論 は、 今後 續行 せらるべき 發掘 調査に 擦つ 
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て もっと 積極的な 根據を 得る ものと 豫感 せしめられる ものである。 

四 

以上の 事柄 を 約め て、 說の 結果の み を 次に 云 はう とお も ふ。 

一、 萬 葉卷ー (五ーー) の藤原宮御井は現在目撃し得る井^；水を以て、 その 阯を 想像し 得る だら う。 

一 、 目下 發掘 調査 屮の髙 市 郡 鴨 公 村 大字 高殿 小字 大宮の 土 壇 を 中心とする 礎石 等 を 藤 原 宮の礎 

石と 認定し 得る とせば、 御井 は その 近く、 宮墻 内と 着 做すべき 邊 にあった ものと 思へ る。 

一 、 鴨 公 村 大字 高殿 小字 メク fl、 反別 番號ニ 一  三、 ニー  四、 ニー  九に 各 井 水が ある。 其 等が 御 

• 井の 名 殘 である だら う。 

一 、 此等の三っの井^：水-前文の分類巾、 第一 部 ab  C) は、 第一 第三 卽ち a と C との 距離が 三十 

五問餘 であるから、 古へ は 三つの 井 £ 水が 融合して 三十 五 間 程の 一 大井 C 水であった であらう。 縱 

ひ a  b だけの 融合と 考 へ て も 十二 間 程の 大井 泉になる わけで ある。 

一、 その 不斷に 湧出した 淸 澄な 井 C 水、 卽ち、 『水 こそ は、 常し へなら め、 御井の ま淸 水』 は、 現 

在 の 衞生學 的檢査 によっても 其を證 明す る ことが 出来る。 


一、 この 假說的 結論 は、 今後 續行 せらるべき 發掘 調査に 據り 更に 積極的な 根據を 得る であらう。 

後 Ji。 以上 の 中、 藤 原 京に ついて の， 記載に は 不備の 點が あり、 旣に 公表 せられた 論文の 結論 記載の 如き もまた 不 完成で あ 

つた。 例へば、 喜田貞 吉文學 博士の 大阪 朝日 新聞、 岩波 護史 講座、 夢 殿 等に 八ム 表せられた 諸 論文、 足 立 康ェ學 博士の 大和 志， 

史蹟 名勝 天然 紀念 物、 夢 殿 等に 發 表せられた 諸 論文、 田 村吉永 氏の 大和 志、 大阪 朝日 新聞 等に 發 表せられた 諸 論文 等で ある。 

右の 中、 田 村吉永 氏の 「藤 原 京に 就いて」 (大和 志 第三 卷第 十號) のみ を抄 記して、 參考 とする。 田 村 氏の 論文 は從來 の諸說 

記載が 丁寧で ある。 

〇 蘿原 京の 廣袤 

北京 極 櫻 井 初 灝間を 通ず る初灝 街道の 一町 南に おく。 卽ち 路東條 里區、 高 市 郡 東 鄉廿四 條三町 通 以南 

東京 極 高殿 村落の 東方 一町 八 釣 高殿の 境界線に 當り、 條 里の 三 里の 西 二 町 通 以西 

西 京 極 四 分鷺栖 八幡宮の 東北 方 所在の 溜池の 東 堤防の 南北 線で、 條理の 一 里 東 一 町 通 以東 

南京 極 高殿 南方の 溜池の 北 堤防の 東西 線で、 條里廿 六 條北三 町 通 以北 

以上を四^^tlとした東西九町南北十ニ町の地域を占むるもの である。 

〇 藤原宮 の 地域 

藤 原 宮の內 裏 及 朝 堂の 位置に ついて。 平城京 及 平安京で は 共に 唐の 長 安城 を 摸して、 中央お 北に 位置した ので あるが、 藤 原 

では 中央 以南に あつたので あらう。 卽ち 東から 五町 以南で 恰も 鏡 池と 俗稱 する 東 當の坪 池の 一 町 分の 南に 接する 小字 を大 

莒 と稱 し、 これより 以南 南京 極路 まで 南北 五町 東西 三 町に て 十五 町 分 をば 內裏及 朝 堂の 地域と 考 へる U 

〇 鷺栖阪 • 鷺栖 神社 

現在 四 分の 鶯栖 神社 は 實は春 曰大明 神で あるから、 大和 志 (享保 丙 辰刊) の、 在 二 四 分 ー今稱 ニ鷺栖 八幡 一とい ふのと 合 はない。 

. 五三 五 
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然るに 現在 上飛驊 にある のが 八幡宮で あるから 却って 大和 志の， 記載に 合致す る。 また この 上 飛驟の 八幡 神社 は 元は 八十 米の 

1^ 高 を 有する 日 高山の 頂上 に 鎮座し て ゐた の を 後年 現在の 地に 移した もの で、 元の 宮阯を 古 宮と稱 し、 明治 初年 迄 祭典に は 

必ず この 地に 於て した。 また 神社の 東方 下に 緩いて 昔から 池 跡と いはれ る ものが あって、 この 形跡 を 保って ゐる。 これ 等の 

地點は 大宮の 南方 八 町に 當り、 十 米 高く 阪を爲 しこの 神社 及 池の 存在す る 曰 高山の 北面 傾斜 地で ある。 よって 上飛驟 神社 は 

神 名 帳に 記す 處 の鷥栖 神社で あり、 元 古宮の 地に 存し たものと する もので、 現 四 分の 一紳 社 は 上飛驟 から 琉れ來 たものと 傳へ 

る もの も 一 つの 傍證 であらう。 從 つて 北面 傾斜 地 は 氏族 略， 記い ふ處 の鷺栖 阪に當 つべ く、 こ、 に 鷺栖池 を 求むべき で、 現 四 

分の 鑼 應 神社 を 以て 鷺栖 神社に 當 つる は 大和 志の 誤と すべきで ある 。すると 藤原宮 の 地 は 氏族 略記， 記 す 處の驚 栖阪の 北に 合 

致す る ものと 云へ よう。 

〇 

田 村 氏の 說は 大體 右の 如くで ある。 蔬原 京の 南京 極 は、 現在の 別 所の 北 際に 及んで それから 南 迄 は 及んで ゐ ないやう に 解し 

てゐ る。 そして、 朝 堂の 南端が その 南京 極に 至って ゐ ると 解す るから、 私の 發 見した、 第三 部と 第 四 部の 井泉 は、 それぞれ 

朝 堂 の飮 用水と し て 役立った ものと も 想像す る こと が 出來 る 。 藤 原 宮殿、 藤 原 京 の廣裘 等に ついては なほ 今後 舉 説の 移動が 

あるべく 想像せられ るが、 藤 原宮御 并阯の 考證に はたい した 移動 的 影響 を來 さない 等で あるから、 私 や 記載 は大體 にと どめ 

て 置く。 此 小論 を 作る に 際し、 土屋 文明、 藤森朋 天、 石并庄 司、 吉田 宇太郎、 高 安 やす子 諸氏、 及 鴨 公 村役場の 助力 を 感謝 

する" 昭和 十二 年 六月 二十 七日、 齋 藤茂吉 謹識。 

附記。 私の 文中 『大安 殿』 と あるの は、 從來 の解釋 による、 『大極殿』 に 等しい 意味に 使って ゐる。 然るに、 關根 博士、 足 

立 博士、 喜 田 博士 共に、 大安 殿と 大極殿と を 全く 別棟と 解釋 して ゐ るので、 私の 文中 齟齠 する 點が あると 思 ふから、 そこ を 

コント 口  I ル しつ つ jg まれん こと を 希 ふ J 


たび 藤原宮 御井に 就いて 


I 

昭和 十三 年 一月 九日よ， o、 私 は發熱 臥床した。 その 間にた ま はった 諸 友の 書簡 類 を 月末に 至って 

整理した ところが、 その 中に、 大阪の 上 村 孫 作 氏から 一月 十四日 附で 贈られた 大阪 朝日 新聞 奈良版 

(昭和 十二 年 十二月 二十 二  H) と、 東 京大 森の 足 立 厳 博士から 一月 十二 日附で 贈られた、 「藤 原 宵 の 御井に 

就いて」 (史廣 名勝 天然 紀念物 第 十三 集 第一 號別 刷」 とい ふ 論文と が 入って ゐた。 私は兩 氏に 感謝の 手紙 を 出 

したが、 體カ衰 へて 意見 を 論と して 書き記す ことが 出來 なかった。 その後 も 私の 意 圆を實 行し 得す、 

上 村 氏から 得た 旱魃の 材料な ど を も 整理し 得ぬ うちに はやく も 盛 1 に 入った。 今やう やく 初秋の 小 

閑 を 得て、 此の 備忘 を 書きし るすので ある。 

大阪 朝日 新聞 奈良 版の 記事 は、 「齋藤 博士の 藤 原 {.n 御井 は 灌漑 用の 野 井月。 足 立 博士の 駭論出 づ」、 
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とい ふ 見出しで、 次の やうな ことが 書いて あった。 

〇 目下 同地の 藤 原 宮址 を發掘 調査 中の 日本 古文 化 研究所 ェ學 博士 足 立康氏 は、 「资 藤氏が 千 三百 年間 不斷 に淸 澄な 淸 水の 澳 

出した とする 藤原宮 御井なる もの は、 近年 村民に よって 掘鑿され た 灌漑 用の 野 井戸に 過ぎない」 として その 誤謬 を 指摘した 

駁論 を 近く 發 表する ことにな り、 兩 博士 を 知る 人の 間に セン セ イシ ョ ンを 起して ゐる。 〇 齋 藤氏が 御井の 名殘 りと する 三つ 

の 井戸に つき 調査した ところ、 第 一 の 井戸 は 大正 十三 年の 大 旱魃の 際 村民の 中 浦 忠太郎 氏 ほか 三 氏が 灌漑 用に 掘った 野井戶 

であり、 第二の 井戸 は 四、 五十 年 前に 東 某氏が 同じ 目的から 掘った ことが 判明した。 第三の もの も 恐らく 同樣の 原因で 作ら 

れ たもので あらう として、 齊 藤氏の 說は 全面的に 成立し 得ない とし、 御井の 調査 は 非常に 大切な ことで あるが、 それ は 藤 原 

宫址の 確定 を ま つ て 行 ふべき もので あらう と 結んで ゐる。 

これ は 普通 新聞の 記事で あるから、 これ 以上 は 分からぬ が、 足 立 博士が 私の 「藤 原宮 御井 考」 (昭和 

十二 年 八月 文學發 表」 を讀ん で、 その 刺戟 を 受けられ たこと は當 然と 解釋 せねば ならぬ。 次に、 足 立 博 

士の、 「藤 原宮の 御井に 就いて」 とい ふ 論文の 方 は、 朝日 新聞の 記事よりも もっと 委しく、 また 博士 

自身の 筆に 成った ものであるから、 私 は 直接 この 論文 を讀 みっつ、 二た び 私の 意の 存 すると ころ を 

記して 置く 方が 便利 だと 思った ので ある.。 それが やがて 前 論の 補訂と しても 役立つ わけで ある。 

二 


先づ、 私の 「藤 原宮 御井 考」 とい ふ 小論 は その 硏究 方法が 妥當 でなかった とい ふ 批難で もる が、 こ 

れは 私自身 も 承認す る。 告白 すれば、 豊富な 研究費と 有能なる 多くの 助手と 背且 としての 官の 勢力 

と、 少く とも 十 年の 歳月と、 さう いふ もの を いろいろ 豫想 するならば、 何とかなる だら う、 ああ も 

爲 たいかう も爲 たいとい ふやうな 欲望 も 脳裏 を往來 した ものである。 けれども 斯る事 は 現在の 私に 

とって は 夢想に 過ぎない。 私が 人 麿の 歌 を評釋 して 行く あ ひだに 逢 著した 藤原宮 御井に つき、 從來 

の 言 說に滿 足せす にもう 一 步具體 化せし めようと したの が この 小論で あるから、 謂 はば 人 麿 歌評釋 

の副產 物の やうな ものである。 然 かも 萬 事が 單獨で 二三 私に 同情 せられる 人々 の 助力 を あ ふいだ に 

過ぎぬ ので ある。 その 同情者の こと は 文の 末に 記して 感謝の 意 を 表して 置いた。 さう いふ 具合で あ 

るから、 これ を 古文 化 研究所の 足 立 博士の 場合と 同一 標準 を 以て 論す る ことが 出来ぬ ので ある。 さ 

うして 學 問の 研究 をば 全體 的に 觀る ときに、 便利な 立場に ある もの、 不便 利な 立場に ある もの、 官 

學 にある もの、 私學 にある もの、 孤獨 的に 野に ある もの、 皆 協力して 學問を 助長せ しめる とい ふの 

が 物の 順序と おも ふので ある。  - 

併し、 それが かな はぬ とすれば、 先づ 現在の 私の 狀況の 許す 限りに 於て、 論 を 立てなければ なら 

ぬと いふ ことになる であらう。 特に、 千數 百年 を經 過した 一 っの井^I^にっ ぃて考察するゃぅな場合 
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に、 またその井^：水とぃふのもただ 一 つの 長歌 以外に 何の 手がかりが 無い とい ふやうな 場合に、 文獻 

も 不足で 何處 から 手 をつ けて よい か 分からぬ とい ふやうな 場合に、 その 正しい 結論が 最初から "勿々 

として 決定せられ ると いふ ことな ど は 先 づ先づ 不可能 だと 謂って いいので ある。 そこで 先 づ假說 的 

結論 を 作り、 その 假說の 動搖を 或る 程度まで 許容しつつ 進んで 行く の もまた 研究の 一 方法と 謂って 

いいで あらう。 かの 喜 田 博士の 論文 屮に、 『されば 余輩 は く 右の ぃ說を 提示して， 徐ろに 後の 發 a- 

を 待た うとす る』 (曰 本 都 制と 藤 原 京) と あるの など もまた、 同様の 要求から 出. たもの だと 思 ふので あ 

る。 世人 はよ く 研究方法の 妥當 不妥當 などと 輕々 しくい ふが、 藤原宮 御井 考の やうな むづ かしい 研 

究 題目に ついて、 完全 無缺、 つまり ，， cimvandfrei  " といった やうな 研究方法 は 先 づ先づ 當分は あ 

り 得ない。 併し、 假， りに どんな 方法で あっても、 『眞』 にー步 でも 近づき 得ろ ならば、 それ は それ だ 

けで、 ー步 だけの 學問 上の 業績と 看做さなければ ならぬ ので ある。 また、 『假 說』 の 自由にして 直觀 

的な 妙味 もお のづ から 其處に 存じて ゐる ものであって、 喜 田 博士の 第一 の 藤 原 宮阯考 の 如き は、 今 

では 改良 せらる ベ きもので あっても、 先づ その 第 一 步を 出た 業績と いふ 意味で 不滅の 惯 値が あるの 

である。 私の 御井 考の 如きに しても また 同樣 である。 若し 私の この 言が 不 返なら ば 許されよ。 


ミ 

次に、 私の 御井 考 について、 まだ 藤 原宮阯 が學術 的に 決定せられ ない のに、 その 宮殿の すぐ 近く 

にあった と 云 ふ 御井の 遺阯を 求めるな どと いふの は 不都合 だとい ふ 批難で あ る 。 一一- 未だ 藤原宫 の 遺 

^さへ 正確に 決定され ぬ 今日、 た. く 徒らに 御井の 位置な ど を 云々 する の は 甚だ 穩當 でない』 とい ふ 

ので ある。 

この 批難 もー應 もっともな 批難で ある。 誰でも 云 ひ 得る やうな 常識的 批難で ある。 けれども、 私 

の 御井 考は、 最初から 藤 原 宫阯を あそこと 推定し、 大安 殿 東 安殿 西 安殿な どの位 置 も あそこと 推定 

し、 それ 等を耍 約と して、 それ 等を條 件と して 成立って ゐ る假說 なので ある。 それで あるから、 若 

しそ れ 等の 耍 約が 誤で あ る ならば 私の 假說は 成立し な いので ある。 そ の 條 件が 破れる ならお の づ か 

ら 私の 說は 破れる ので ある。 よって、 若しも あの 處が藤 原 宮阯で 無い とい ふ立證 さへ 確實に 擧げて 

nJK れ るなら、 私 は 何時でも 私の 假說 を撤囘 する ので ある。 私の 說は、 藤 原 宫阯の 硏究は 世の 學 者に 

願って、 差 向き 毫も 容喙 して 一つる ので はない。 よって、 若し 私の 假說を 根本から 覆へ さう とするな 

ら、 先づ あの 51  刀 處が藤 原宮阯 でない とい ふ實證 を擧げ て來ら ねばなら ぬので ある。 それ を も 敢て爲 
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し 得す、 ただ 『徒らに 御井の 位置 を 云々 するな/とい ふぐら ゐな 程度の 批難で は、 單純 幼稚で 大局 

の 批判と して は價 値の 少ぃ もので あらう。 

また、 足 立 博士 は、 あの 處は 未だ 藤 原宮阯 だか どうか 決定して 居らぬ とい ふ。 これ も實 際で ある- 

それ を 私 は 藤 原 宮^ だと 推定して、 御井の 調査 を 進めた のであった。 そんなら なせ さう 推定して 調 

査を 進めた かとい ふに、 大體 の學的 傾向が さう いふ 具合に な 6 つつあった からで ある。 (嫌ば： ^^sv 

て 足 立 博士の みが 推定 程度に 考 へて ゐ るので はない。 現在で は どの 學者 もノ  二  よ 可 も rtiart こご  一 . ^り 4^ こ；^ つ 

推定と い ふ こと を先づ 念頭 に 置 いて 此處の 藤 原 宫耻を 論じ てゐ るので ある〉 こォ， - f  ？  n 丄 IP ー1 ナ/  I リク 一 ま ー る > 

たので はない。 木村ー郞氏^^來、 奈良縣 敎育會 で 大正 四年大 {a 土坡の 上に 持統 文武 兩 帝の 藤 原せ：！^ 

願彰の 石標の 立てられた 以來、 喜 田、 田 村 諸氏、 その他の 萬 葉 地理 書 を もまた 參考 しての 末な ので 

ある。 そのうち、 特に 喜 田 博士の 如き は 寧ん 足 立 博士の 論敵の 位置に ある 學者 であるが、 それでも 

喜 田 博士 は、 「藤 原 京 再考」 に 於て は、 大寶 元年 以前の 藤 原 京 は 左右 兩 京の 區 別がなかった とし、 ま 

た 大宮土 壇傳說 地の 礎石 等 を- はじめ 寺院 阯と 推察した のをノ 次の やうに 改めて ゐ るので ある。 『近 

ごろ 古文 化 研究所の 手に よ， -て發 掘 調査 中の 鴨 公 村小學 校庭の 遺^ は、 それが 内裏で あつたか、 朝 

堂で あつたか は 暫く 問題と して 保留 するとしても、 ともかくも 其の 建物の 配 Sf おから、 それが 寺院と 

して I はけられ たもので なく、 恐らく 當 初に 资 まれた 藤 原せ ：！ の 一 部で あつたと 察せられる』 と 改める 


に 至った ので ある。 なほ、 博士の 「日本 都 制と 藤 原 京」 に 於て は、 『此の 大宮土 塘を巾 心と する 地域 

も、 其の 地名から 恐らく、 內裏址 であった と 思 はれる。 果して 然 らば 所謂 大宮土 壇 は 大安 殿址 であ 

り、 其の 左右に ある もの は、 恐らく 柬 安殿 及び 西 安殿の 遺址で あらう と 推定せられ るので あるが、 

勿論 それ も 確で はない』 と 云って ゐ るので あって、 いづれ も 昭和 十一 年の 言說 なので ある。 卽ち私 

の 立てた 論の 要約 はさう いふ 諸家の 說の 上に 立てられ たもので あつ た。 

それから、 私の 『御井 考」 は、 足 立 博士 等の 學術 決定論の 出現 を必 すし も 待たぬ ので ある。 かう い 

ふ 態度 は 不備と いへば 不備に は 相違ない が、 喜 田 博士な ども、 『而も それ は 余輩の 到底 待ち 得べき 

所ではない』 雜ー I) と吿 白して ゐる ほどであって、 足 立 博士 等の 發掘 研究と は必す しも 一 しょで 

なく 進んで 居る ので ある。 

上の 如き 心 持で、 私 は、 『從來 の 文 獻に據 つて、 宮殿の 模樣を 推す に、 朝 堂 院內の 北部 中央に 

南而 して 立つ 正殿 は. S ち 大安 殿 一 大極殿) で、 其が 大宮土 壇の 處の 殿堂 阯 として 發报 調査せられ た』 

と 書いた ものである。 それにつ いて 足 立 博士 は、 『これ は 甚だ 迷惑な お 言葉であって、 第一 吾々 は 

未だ 高殿 をば 藤 原 宮阯と 決定して 居ら や』 云々 と 云 はれる ので あるが、 これ は 私の 文章 中の、 r 

して 發掘 調査 せられた』 とい ふ の に 迷惑 を烕 せら れ たので あ ら う 。 然ら ば 迷惑 を感せ ぬ やう に 自由 
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に 訂正 せられて かま はぬ ので あ る 。 卽ち皆 『推定』 の 二 字 を附加 すれば いいので ある。 實際 『推定』 

に 相違な く、 私の いふ 意味 も それな の だから、 極めて 容易な ことなの である。 私 は 御井の 考察 をば 

前言の 如くに 先 づ耍約 を 提げて 出發 したが、 藤 原 宮阯に つ いての 考證は 私自身で は 差當. 9 爲てゐ る 

ので はない からで ある。 

因みにな ほ 一 言 を 添 ふるに、 足 立 博士が 私の 小論に つ き 迷惑 を感 せられた とい ふ 條ドの 文 巾に、 

『吾々 の 立場と して は、 一 切の 先入主 を 去り、 出来るだけ 客觀 的の 中正なる 見地から 調査 を 行って 

ゐ るので ある』、 『或る 先入主の もとに 發掘 でも 行つ てゐ るかの やうに 誤解され る處も あるので』 云 

云と いふの が ある。 あの 土地の 發掘 調査に 際しての かう いふ 態度 は 一 面に は 極めて 厂、 切な ことで あ 

る。 發 掘した 礎石に 一 つ 一 つ 先入 兄の * 强な 意味 を附 けられて は 溜まった もので はない からで ある。 

また 私 は 嘗ての 足 立 • 岸兩 氏の 報告 を 讀んで 一 たび もさう 感じた こと はなく、 また 斯く 公言した こ 

ともない。 そこで、 『此は 精細な 舉術的 報告で ある』 と 云って ゐ るので ある。 併し、 足 立 博士 等と い 

へ ども、 あの 發掘 作業 を 行 ふに 際し、 『藤 原宮傳 說阯』 とい ふ 槪念を 意識に 有ち つ つ 行った に 相違な 

い。 ひょっとせば發掘の結杲が藤原^3^として符合するかも知れなぃ。 符合す る 方が 都合が 好い。 

實 際の 藤 原， >n ^だか も 知れない、 さう いふ 寫 象が いろいろ 複 維して 博士の 意識 を往來 したと 考へ る 


のが 頓當 であらう。 卽ち 厳密な 意味に 於て、 『 一 切の 先入主 を 去り』 などと いふの は虛 僞の吿 白と 謂 

はなければ ならない。 若しも 一切の 史的 先入見、 史的 豫感を 離れて、 純 的な 發掘 作業 だけで あるの 

なら、 いくら 情 細 こ發掘 作業 を續 行しても、 永遠に、 藤 原宮阯 であるか 藤 原宮阯 でない かな どと い 

ふ 結論に は 到達し 得ない ので ある。 また 得る 害 は 無い ので ある。 石 は 飽くまで 永遠に ただの 石で、 

礎石と いふ 意味 槪念 さへ 附 けられぬ ものである。 况ん や 藤原宫 の 礎石 か 否かと いふ やうな 問題に 於 

て は、 一語 を も附 加す る ことの 出来ざる ものである。 併し、 其 處に藤 原宫阯 の傳說 とい ふ冩 象、 豫 

感、 假說、 推定 を 結合せ しむる ことに 依って 始めて、 藤 原 宮阯か 否かと いふ 概念に むかって 進 嚮し 

得る ので ある。 

喜 田 博士が 古文 化 研究所の 發掘 作業に つ いて、 『現に 古文 化 研究所に 於ても、 之 を 藤 原宮址 なり 

と の 推定 の 下に 調查を 進め て 居られる ので ある』 とい ふやう に 書いて ゐる。 この 『 推定の 下 に 』 も、 

若し 難癖 をつ ける つもりで 讀 むなら、 一 種の 『先入見の 下に』 とい ふ 風に も 解 釋出來 る 害であって、 

從 つて 足 立 博士に 迷惑 を感 せしめる 底の ものと なるべき である。 けれども 私見に よれば、 喜 田 博士 

の 書き方 はこの 儘で 別に 差 支が 無い のであって、 足 立 博士 を輕 蔑したり 誤解したり して ゐ るので は 

無い とお も ふので ある。 ；？^ の 文章 もまた これに 等しい。 右 は、 いかにも 言語の 末梢に 關 する ことの 
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やうで あるが、 足 立 博士が 私の 小論に 對 した 批難が 旣に 如是で ある 以上、 一言の 附加を 必要と した 

ものである。 

四 

私が 小論 中 第 一 部の 井泉 を 藤原宮 御井の 名殘 だら うと 云 つたの は、 第一 部の 井.：！ 水が 藤原宮 御井 

『そのもの』 だとい ふ 意味で はない。 現在地表に見得る第 一 部の井^；水が、 過.^、 干數 百年 前の 藤原宮 

御井と、 何等かの 關聯、 聯結卽 ち ，， Zusan き enhang. 【 が ある だら うとい ふ說 なので ある。 假說 

(Hypothese) なので ある。 それ ゆ ゑ 私 は、 『其 等の いづれ かが 藤原宮 御井と 關係 ある ものと 假定 しつ 

つ 考證を 進めて 行って、 一 定の 結論に 達しようと 欲した ので ある』 とい ひ、 『現在の 狀 態から 古代 

の 狀態を 推測す る』 とい ひ 『種々 空想しつつ』 とい ひ、 『藤 原宮の 御井との 關聯を 想像した』 とい 

ひ、 『藤 原宮 御井との 關係を 想像した』 といって 居る ので ある。 さう して、 ュ、 の 『關 蹄』 とい ひ、 『聯 

結』 とい ふの は、 無論、 『水 文 的 關聯』 を 意味し、 地下水、 水脈の 關聯を 意味して 居る こと は 言 ふこ 

と を須ゐ ない ので ある。 私の 小論に むかって ただ 難癖 をつ ける ために、 あら 搜し をす るた めに 讀む 

のなら いざ 知らす、 全體 として 私の 意圖を 汲み取って くれる 同情が あるの なら、 誰が 讀ん でも さう 


K 乂 取れる 文章な ので ある。 

然 らば、 その 『關 聯， r 『水 文 的 關聯』 と はどうい， 5 意味で あるか。 第一 部の 井泉 群 は、 現在で は 

灌漑 用の 井戶 である。 これ は 現在 誰でも さう 言って 居る し、 私 もさう 認めて ゐる。 たださう いふ 人 

人 (足 立 博士 もまた) はた だ 灌漑 用の 野井戶 としての み 取扱って、 それ 以上 何等の 史的 意味 を 持たせ 

ない のに、 私 は 過去に 於け る 藤原宫 御井との 關聯を 持たせよ うとした ものである。 『關 聯， 一一と はさう 

いふ 意味な ので ある。 一部の 學者等 は、 調査に ついて 、『慎重の 態度』 などと 口癖の やうに いふが、 

私の 假說が 公表 せられた 今日と 雖、 ただの 『野 井 と稱 して 私の 說を 冷笑して ゐ るので ある。 そ 

こで 結論の 差別 は實に 明白と なって 來 るので ある。 

次に、 然 らば、 その 『水 文 的 關聯』 をば どうい ふ 具合に 想像す るか。 藤 原 {s は旣 に千數 百年の 過 

に屬 し、 特に 藤原宮 御井 歌 は持統 天皇 御 造 營の藤 原 宮殿 建立の ころの 作と 私に は 想像せられ るか 

ら、 若し 喜 田 博士の 假說の 如く、 文武 天皇の 慶雲 元年に 藤原宫 が大擴 張せられ て、 その 時の 宮殿が 

現在の 醒醐 小字 長 谷 田の 芝地 だら うとい ふの が本當 だとす ると、 ュ、 の 時旣に 藤原宮 御井の 觀 念に 變 

化を來 して 居た ものに ちが ひない。 それから 奈良 朝と なり、 平安朝と な"、 今日に 至る まで、 その 

御井の 水が、 或は 地表から 無くなったり、 或は ある 機會に 地表に あら はれたり、 多様の 變化 を閱し 
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つつ 現在に 及んで ゐる ものと 想像 せられる。 そこで、 私の 調査の 根本の 考は、 その 藤原宮 御井の 水 

と 水文學 的に 關聯を 有する 水が、 ひょっとせば 何等かの 形で 現在地 表のう へ に 出現して はゐ ないだ 

らう かとい ふのに あった。 そして 第一 部の 井 水 をば、 推定 大安 殿との 位置 關 係から して、 藤 原宮御 

井との 關聯を 想像した のであった が、 これ は 少し 位置の 移動す るぐ らゐは 假說の 性質 上 免れ 得ない 

ことで、 例へば 鴨 公 小學校 建築の 際に 土 壇の 東方 八 九 間のと ころ を 掘って 淸水を 得た とい ふ、 その 

水な ども、 御井と 關聯を 有つ と考へ 得る 一 つの 候補者な ので ある。 

私の 『關 聯』 とい ふの はさう いふ 意味な ので あるから、 第一 部の 井泉が 現在 は 灌漑 用の 野 井戶で 

あらう が、 大正 十三 年の 旱魃 時に 新に 鑿った もので あらう が、 それ はかま はぬ ので ある。 私の 說の 

根據 にこ そ なれ、 否定す る 材料に はならぬ ので ある。 

次に、 それならば、 なせ、 第一 部 井泉の 深さ を 計ったり、 大きさ を 計ったり、 水質 を 調査したり 

する か。 答へ ていふ。 これに はまた これの 理由が 存じて ゐる。 私に は目擊 した 井泉 等の その 時の 狀 

况を 出来るだけく はしく 記載して 置く 必要が あるから である。 井泉な ど は、 いつの 間に どう 變 化す 

るか 分からぬ ものであって、 現に 石 見の 伊 i= 池で さへ 數年 見ざる うちに 樣 子が 變 化して ゐた。 さう 

して 見れば、 藤 原宮耻 としての 學說の 最も 有力な 大宮土 壇に 程近い ところに ある 井泉に つき、 現在 


の 狀况を 記載して 置く ことが なかなか 大切 だと 思惟した からであった。 これ は 後の 學者 にも 必す參 

考 となると 信じた からで あつ た。 

前言 は 私の 小論の 內容を 繰返した に 過ぎぬ が、 それでも 注釋 として 役立つ であらう。 それ は 私の 

小論に 對 する 足 立 博士の 批難 中次の やうな 事が あるから である。 

藤原宮 御井 は 現在 目撃し 得る 井泉 をお ぶ」 その 阯を 想像し うると 云 ふ 前提の もとに、 高殿 附近に 於て 御井 阯を 探査され てゐる 

しかし この 前提に も 疑問がない と は 云 へ ぬと 思 ふ。 元来 人里に ある 井泉の 類 は 必ずしも 永久 的の もので はなく、 一 種の 日用 

品 的 性質 を帶 びて ゐ るから、 それが 果して 千年 以上 も そのまん 舊 位置 を儼存 しうる か 否や は 疑問で あらう。 勿論 殘る 場合 も 

あらう が、 堙滅 する 場合 も 亦 決して 尠 くないで あらう。 

かう いふ 足 立 博士の 文章で あるが、 いかにも 無難な 常識で ある。 併し、 かう いふ 當然 過ぎる ほど 

當然な 常識に 對 しても、 私 は 一 言い ふこと が 出来る。 第一 、 前提と か 要約と かいふ ものに、 疑問が 

無い などと いふの は 學問界 に 一 つ でも 無い。 それ は 通り 一 遍の 常識 世間の あ ひだに 於ての み 辛う じ 

て存續 する に 過ぎぬ ので ある。 私の場合 は その 疑問 を 或ると ころで 押切って、 前提 を先づ 一 つ 立て 

たので ある。 『 元來 人里 にある 井泉 の 類 は 必す しも 永久 的 の もので はなく』 などと いふの は餘 りに 通 
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俗 的に 當り まへの ことで ある。 そんなら、 反 舞に 千年 以上 も その 關聯 して. Q る 水が 地表 上に あら は 

れて 『ぬない』 とい ふ證據 が何處 にある かとい ふと、 博士 は 何もい へ ぬ だら う。 そこで 遁辭 として、 

『勿論 殘る 場合 も あらう が』 とい ふやうな 注 脚 をい ふに 至る ので ある。 『勿論 殘る 場合 も ある』 とい 

ふこと を 認容す るなら、 なせ その 事 をば 學問 研究の 一 方法と して 『前提』 として 惡 いので あるか、 

その 事が なせ 前提と なり 要約と なり 得ない ので あるか、 私 は、 殘らぬ 場合 は假 りに 傍に 置いて、 先 

づ、 殘る 場合、 何等かの 形式で その 關聯を 考察し 得る 場合の 方 を 以て、 前提と し、 要約と したので 

ある。 私が、 『この 推測 は、 藤原宮 時代の 井. 1： 水が 現在まで 續き 湧き出で てゐ ると いふ 要約の もとに 成 

立つ ものであるが』 と 云った のは卽 ちそれ である。 なほ 現に 石 見の 伊 甘 池 を 以て 類推 上の 補助 實例 

とした ものである。 足 立 博士と 雖、 私の 謂 ゆる 第一 部の 井 t 水が 藤原宮 御井の 水と 水文學 上の 關聯 が 

全然 無い と はどうして 實證し 得る か。 これ は、 水久 に出來 ないだら う。 恰も 現在の 伊 甘 池が 國府の 用 

水と 關聯 無い とい ふ 實證が 永久に 出來 ない が 如くに である。 また、 一 つの 題 を 以て 研究せ むと する 

とき、 その 前提に 確乎 不動な 唯一の 前提 を用ゐ 得る 學 者が ゐ たら、 それ は 量り 知るべからざる 大學 

者で あら すん ばお めでたい 愚物で あらう。 吾等が 一 つ 事 を 研究す る 場合の 前提 は 一 つ 二つで なく、 

幾つ もの 前提 を用ゐ 得る と 謂って いいので ある。 


尤も 廩原宮 の 敷地が 其 後 連綿 として その ま k 今日まで 保存され てきた もので あれば い ざ 知 らず 、その 遺 S は 旣に荒 魔し す 

は 田畑と なり、 或は 宅地と なり、 今では その 位置 すら 不明で ある やうな 場合に 於て、 果して その 御井が 舊 位置に その 儘殘存 

しうる と は、 輕々 しく 認められ ぬと 思 ふ (但し 地下水に 惠 まれた 土地なら ば、 その 水脈に 屬 する 井泉が 何 かの 形で 殘 りうる 

に 相違ない が、 位置 そのもの は 必ずしも 不變 であると は 限らない)。 

かう 足 立 博士 は 云 ふ。 博士の 通俗 程度 はいよ いよ 兹に 著しい が、 現 時に あって、 『藤 原宮の 敷地 

が 其 後 連綿と して その ま、 今日まで 保存され てきた ものなら ばい ざ 知らす』 などと は 一 體 誰に t 力 

つてい ふつ もり か、 まことに を かしな ものである。 また、 『その 御井が 舊 位置に その ま、 殘存』 など 

とい ふ 文句 も、 ただの 難癖の ための 難癖で、 ひとの 論文 を讀 破せ ざる 證據 でも あり、 『その ま、 殘 

存』 などと いふ 語 を 平然として 使 ふ 通俗 性 を 暴露して ゐ るので ある。 水 文學上 『關 聯』 とい ふこと 

を 私の 論文 中に 讀み 得ない 彼 は、 批難 中に、 『但し 地下水に 惠 まれた 土地なら ば、 その 水脈に 屬 する 

井 が 何 かの 形で 殘 りうる に 相違ない が』 とい ふやうな こと を 云って ゐ るので ある。 そもそも この 

文句 は、 私の 論文の 要約 上の 骨子で はない か。 それ をば 彼此 難解 を附 けつつ、 『全面的』 に 私の 說を 

否定す るの 可のと いひつつ、 私の 口 眞 似の 如き こと をい ふの はどうい ふ訣 であるか 『地下水に 惠 

まれた 土地なら ば』 と 彼 はいふ。 ー體 高殿 地方 は 地下水に 惠 まれて ゐる のか ゐ ない のか、 これ は 彼 
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の 文中に 明かに 見えて、 地下水の 多い こと を 認めて. Q る。 『この 邊は 地下水が 多い と 見え』 と 云って 

ゐ るの が卽 ちそれ である。 それから、 『その 水脈に 屬 する 井東が 何 かの 形で 殘 りうる に 相違ない が』 

は、 取り もな ほさす 私の 說の 肯定で は 無い か。 博士 は 横から も縱 から も 私の 說を 打破ら むと 努めつ 

つ、 不用意の 時に、 私の 說を 認容して ゐ るの は、 まことに 偸 快な 現象と 謂 はねば ならない。 『位置 

そのもの は必 すし も不變 であると は 限らない』 とい ふ 文句に 至って は餘り 幼稚で あるから、 別に 言 

葉 を 要しない が、 位置の こと を そんなに 厳密に 彼此い ふなら、 藤原宮 時代 (然 かも 持 統御 治下) に 刻 

刻に 欒化 したと もい ひ 得る ではない か。 私の 考說 は、 そんな 單純 的な もので は 無い の だから、 その 

つもりで 對 せられた いので ある。 

私 は 井泉 第 一 部 井泉 a  b  C に 就き、 『藤 原宮 御井との 關聯』 に つ き聯 恋し、 特に そのうちの はしに 

重き を 置いた ので あるが、 足 立 博士 は、 『今囘 博士が 御井 阯で あると 推定され たもの は、 實に 大正 

十三 年 村人が 新に 驚 井した 灌漑 用の 野 井戶』 に過ぎないと 云 はれ、 なほ 委しく 次の 如くに 云 はれた。 

大變な 誤が あり、 三つの 井泉 中、 博士が 最も 重視され 態々 その 水質の 化學 的撿査 まで 行 はれて ゐる a なる もの は、 實の とこ 


ろ 大正 十三 年の 旱魃の 際、 その 田の 所有者た る 高殿の 中 浦 忠太郞 及び 三橋彌 一郎 • 森 并德藏 の 三 氏が 新に 鑿井され たもので、 

卽ち 今より 僅か 十數年 前の 新しい 野井戶 にすぎないの である。 これ 卽ち 土地の 古老が 「あれ は あかん」 と 云 ふ 理由で あり、 

また吉田宇太郎氏ゃ世の學者が問題にされなかった所3^でもぁらぅ。 この 野 并戶が 田の 東南 隅に あるの は、 高殿 邊の地 は 西 

北に 下降して ゐる ため、 この 位置に 井戸 を 掘れば、 それより 湧水す る 水が (この 邊は 地下水が 多い と 見え 井戶を 掘れば 水が 

湧き 外へ 流れ出す ところが ある)、 自然 田 面 を 灌漑す るからで ある。 尙 博士 はこの 井戸に 就いて、 「丸太、 板 を 以て 保護 整理 

して ゐる。 此は 耕作の 關 係行爲 で、 時期 は 三 四十 年 前と 推し 得る」 と 云 はれて ゐ るが、 鐘 か 十數年 前に 造られた 井戸側で さ 

へ 旣に三 四十 年の 物と 見誤られる 一 事から 見ても、 この種の ものの 調査 は 頗る 慎重に 行 はねば ならぬ 事が 窺 はれよう。 (因み 

に 高殿 附近 の 他の 水田の 隅に も、 同形 式 の 灌漑 用 の 井泉が 相當 見受けら れ る。) 次に 博士が b 及び C と 呼ばれて ゐる もの は、 

a よりも 古い ものであるが、 その 位置が a と 同じく 矢張り 田の 東南の 隅に ある 事 や、 また それらの 東側に は條里 制と 一致す 

る 道が 通って ゐる 事な どから 考へ ると、 これら も a と 同じく、 曾って 灌槪 用に 掘られた 野井戶 でない と は 誰も 保證し 得ない 

であらう。 一 般 にこの 邊の田 中に 存在す る 同形 式の 野 井 戶を考 へる 際に は 一 應 この 點 にも 留意して 置く 必要が あると 思 ふ" 

要するに、 小字 メク 口 の 井泉 を 藤原宮 御井に 擬定 される に當 り、 それが 如何なる 性質の もので あるかに 就いて、 普通の 調査 

を もされずに、 輕々 しく 事 を 定められ たの は、 甚だ 遺憾な 事と 云 はねば ならぬ。 追記。 其 後 判明した ところに よれば、 小字 

メク B にある 井戸 b も 今より 四 五十 年 前 高殿の 東 氏が 灌漑 用に 掘られた ものである。 

かう 足 立 博士 は 云 ふので ある。 此 批評 はいかに も 常識的に もっともの 言說 であり、 批評の 內容と 

しても なかなか 好い ものである。 而 して、 博士 は 私の 假說 を、 『全面的』 に 否定しょう とした 批難の 

文で あるが、 よく 吟味す ると、 私の 說の增 補と して 役立つ 大切な 材料が 含まって ゐ るので ある。 以 
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下、 その 事に 就いて 少しく 記述して 置く ことと する。 私 は 第一 部 井泉 a をば その 井泉 中の 丸太 や 板 

等 を目擊 して 三 四十 年 前の ものと 推測した の は 誤で、 實は 大正 十三 年の 作業であった。 併し、 しの 

方 は 今から 四 五十 年 前の 驚 井と いふ ことであるなら、 やはり 私の 大體の 『或 じ， - は當 つて ゐた。 私 

に は その 當時ニ つ の 井泉の 周圍 をな す 木材 を科學 的に 調査す る ことが 叶 はや、 この 二つ の 井 戶 を殆 

ど 同時代 ぐら ゐに考 へたの は、 結論の 錯誤 を來 たした 本で あるが、 藤原宮 御井との 關聯を 考察す る 

うへ に は、 態った 年代が 二三 十 年ぐ らゐ 違って ゐた ところで、 そんなに 大 影響が 無い からで ある。 

足 立 博士が、 『僅か 十數年 前に 造られた 井 戶 侧 でさ へ 旣に三 四十 年の 物と 見誤られる 一 事から 見て 

も』 などと いふ 末梢的 難癖 は、 素通りして 行って かま はぬ 程度の ものである。 

それよりも 大切で 且つ 有益な の は、 a の 井泉 は、 大正 十三 年の 旱魃 時に、 中 浦 忠太郞 氏 他 二 氏が 

共同して 鑿った もの だとい ふこと がみかった 點 である。 特に 大正 十三 年の 大 旱魃 時に 當 つても、 其 

處の b  (恐らく  C も) の 水が 涸れす、 また それに 加 ふるに a とい ふ 井 を 新に 整つ て 灌漑 用の 水 を 得た 

とい ふ點 にある。 私 は 足 立 博士の 此 部分の 批評 を 『批評の 内容と しても なかなか 好い ものである』 

と 云った の は そのためであって、 あへ て 諧謔で はない。 

そこで 私 は 念のため、 友人 政 村に 依嘱して 當 時の 新聞 を儉 して 貰った。 次 は 大正 十三 年 夏の 


記事で ある。 

0 六月 廿 四日。 「久し振りの 雨。 恵まれた 田 植。」 〇 七月 三日。 「悲鳴の 渦卷。 打 精く 旱天に。」 中和 地方で は 打 積く 旱；^ に 農 

衬は 擧げて 困憊し、 火の やうな 悲鳴の 渦卷を 起して ゐ るが、 溜池な く 天水に も惠 まれぬ 箇所 は、 まだ 揷秩 さへ 出来ず、 へナ 

くの 人力 を 機械 力に 替、 半夏生 を 過ぎた 昨今、 借人 發 動機の 爆音 哀れに 水揚啣 筒から 灌 激して ゐる處 も ある- 又揷 狭が 終 

つ た處 でも、 溜池 は 村の 法度で 拔 かれぬ ため 田地に 小さな ヒビが 入り 旱魃の 悲哀 を 如 實に見 せ て ゐ る處も ある。 高 田 町 附近 

では 此慘狀 を 地主に 見せて 早く も减石 運動の 活 きた 材料に しょうと する 火事泥 的の 手 合 も あり、 ソ コ でも コ コ でも 天帝 怨め 

しいの 聲が 漲って ゐる。 〇 七月 四日 。「黄金の 雨 降る、 然し 未だ 降り 足らぬ。」 〇 七月 五日。 「空梅雨で も悲觀 するな 春 日 試 

驗場長 談。」 〇 七月 八日。 「旱天が 續く ため 西 S は 成績 良い、 大和 西瓜の 名 を 高める ため 惡 商人 返 治に 懸命。」 〇 七月 十日。 「近 

く 雨が 降る。 生 晴雨計の 豫 言。」 〇 七月 十一 日。 「此の 天候 も 左程 悲觀 する に 及ばぬ 中 耕と 除草と を 早める こと。 春 日 農事 試 

驗場長 談。」 〇 七月 十二 日" 「待ちに 待った 雨 も 遂に 空梅雨で 終った。 旣往 二十 七 年間 第三 位の 近年 稀な 高温 度で。」 降る か 

降る かと 待ち 焦れて ゐた 梅雨期 も 遂に 空梅雨に 終って 十日に 梅雨明け となった、 八 木 測候所 (Isr4lls まお) の觀 測に よる 

今年の 梅雨期 間中に 於け る 雨量 氣？ I は 左の通りで 近年 稀に 見る 高温と 寡 雨 を 示した。 本年 は 梅雨 中 降雨量 甚だ 寡く、 旱天 打 

緝き、 剰へ 未曾有の 高溫 で、 農家 は 旱魃の ため 灌漑 用水 を 得る に 苦み、 地方に 依って は稻の 移植 不可能と なった 所 さへ ある。 

この 現象 は； 貫に 稀 有の ことで、 今 梅雨期 中卽ち 六月 十一 日より 七月 十日に 至る 三十日 閒の氣 象 を 調査す るに、 六月 十二 日よ 

り同廿 三日に 至る 間 は 降雨 を 催した が、 その 量 極めて 少なく、 廿 四日 お 後 は 晴天 打 續 き 七月 三日に 至 り 漸く 降雨 あ つたが、 

これ 亦 その 量 僅かに 十 一 粍 (评 當り約 二 斗) に 過ぎず 單に 地表 を 霜した と 云 ふだけ に 止まった。 爾後 旱天 續き？ I 度 急激に 上 Eg 

したの みで ある。 お 上の 如く 此期 間中 は 年中 最高 雨期な るに 拘ら ず、 降雨の あった は卅 日間 僅かに 九日 間を數 へる のみで 其 
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雨量 合計 亦 百 八 粍 (坪當 り 一 石 九 斗 七 升 六 勻餘) に 過ぎず、 これ を 平年に 比する と 日數に 於て 八日 間 雨量に 於て は 百 卅七粍 

六 (二 石 五斗 一 升 八 合餘) の 何れも 寡少と なる。 次に 旣往 廿七箇 年間 中 最も 寡 雨 は、 明治 三十 年の 一 石 二 升 ニ合餘 で、 大正 

二 年の 一 石 六 斗 一升 四合餘 これに 次ぎ、 本年 はこれ に 次ぐ 旱魃に 當 つて ゐる。 又 一番 多雨であった 明治 * 八 年に 比する と、 

其 五分の 一 にも 當 つて 居らぬ。 氣 溫は每 日の 平均 温度が 平年に 比し 攝氏 零度 二 乃至 〇、 五 〇 保温で あつたが、 七月に 入り 俄 

に 上昇し 毎日の 平均 温度 は 平年の それに 比し 攝氏 零度 六 分 乃至 四 度 四の 高度 を 示し、 日中 最高 は 七月 一 日2^後華氏八十六度 

以上 を持續 し、 平年に 比して 華氏の 四 度 乃至 九 度の 高溫を 示し、 昨年に 比べる と 實に九 度 乃至 十八 度の 高温であった。 〇 七 

月 十三 曰。 「不良 發 動機 を賣 付ける、 旱魃に 惱む 農家の 足 許に 付 込む 惡 商人 跋扈。」 〇 七月 十五 曰。 「雨 を 待つ 各地の 模樣、 

水喧； 曄ゃ雨 乞 ひで 大騒ぎ。」 待ち 焦れた 梅雨 も 遂に {41 梅雨に 終り、 過般来 連日 旱天が 打續ぃ て ゐる爲 め、 縣 下の 農家 は稻本 

田の 灌漑 用水に 不足 を 来し、 中には 揷狭 未了の 所 も相當 ある 見込みで、 農家 は 前途 を i し 雨 乞 ひ をな して ゐる所 も あれば、 

水利 紛擾 を 醸して ゐる所 も あるが、 今 各地の 狀況を 聞く に、 磯城 郡。 耳 成 村 方面 は 灌漑 用水 缺 乏し 旣に田 面に 龜裂を 生じ 白 

土と なった 箇所 ii くな く、 殊に 同村 大字 十 市の 如き は飮 用水に さへ 缺乏を 来して 居る ことと て 困憊 一 方なら ず、 比較的 演出 

豐 富な 井水の 供與を 受けて 辛うじて 生活して ゐる狀 態で ある.' 又 吉野郡 十 津川村 方面 …… (2J 下略。) 〇 同日。 「地下水 利用 

に 依って、 今後 旱魃が 無くなる、 大和 平野 を 詳細に 調査した、 鈴 太 農 商務 技師 談。」 0 七月 十七 日。 「雨が 降らぬ、 灌漑 水の 

不足で 各地の 爭と雨 乞。」 〇 同日。 「喜 雨が 來た. I が 未だ 足らぬ。」 雨に 餓えた 縣 下の 農家 は、 過般来 各地で 雨 乞 ひやら 水利 

紛擾 やら 大騷ぎ をな して ゐ たが、 奈良 地方 は 十五 日朝よ り 漸く 雨 氣付豪 風 加り て 間歇 的に 黄金 の やうな 喜びの 雨が 降り、 灌 

漑 用水に 不足 を 告げて ゐた 農家 は滿 面に 喜びの 色を漾 はした。 併し 僅か 地面に 雨水の 滲んだ 位で 燒 石に 水と いふ 有樣、 物 足 

らな いこと 夥しい。 農家 は 今一 雨 を 欲しい と 天 を 仰いで 祈って ゐる。 (u!" 下略。) 〇 七月 十八 日。 「雨が 來 ぬか 雨が！ 稻 田に 

龜 裂が 生ずる 始末。」 〇 七月 十九 日。 「雨 は 未だく 降らぬ、 悲觀 すべき 測候所の 觀測ビ 〇 七月 二十日。 r 玆 四 五日が 運命、 


畑作 も 殆ど 枯死し 旱魃の 被害 益 多大。」 〇 七月 二十 二日。 「旱魃の 被害 甚大、 其 筋の 調査に 依る 狀 況。」 〇 七月 二十 三日。 「旱 

魃と 小作 爭議、 今から 憂慮され てゐる o」 〇 七月 二十四日。 r 憨 被害の 增大 する 旱魃と 螟 蟲の對 策。 宇陀 郡 農會で 率先 着手。」 

〇 七月 廿 五日。 「夥しい 數に 達する 稻作 植付 不能の 反別、 近く 當 局で 舞 策を發 表。」 〇 七月 廿 六日。 「旱害の 對應 策、 夥しい 

農作物 被害に 對し 縣當局 發表ピ 〇 七月 廿 七日。 「雨が 降らぬ、 電力に は 影響ない、 旱害に 惱む 各地。」 Q 七月 廿 九日. - 「被害 

益々 甚大、 五十 日の 大旱 魅に 農民 は絕 望の 姿」 (註。 龜裂を 生じた 水田、 灌漑に 餘 念ない 農夫、 の寫眞 二葉 あり)。 〇 七月 一二 

十日。 r 當 局も大 狼狽、 旱害 救濟 策の ため 急遽 參 * 會を 開く。」 〇 七月 三十 一 日 。「動力 卿 筒が 大激 增、 今年の 旱害 を轉 機に 地 

下水 利用に 大 努力。 ヒ 〇 八月 三日 「喜 雨が 来た 喜 雨が、 埒當 一斗 一升 一 合ピ 〇 八月 五 曰。 「本年の 氣象 八 木 測候所 觀 測」。 

八 木 測候所に 於け る 七月 中の 氣象觀 測に よると、 氣溫は 明治 三十 年 來 稀に 見る 所の もので、 每日 平均 溫度は 平年より 三度 

一 3? 上 高く 最高 溫度亦 平年より 五 度 二 以上 高かった。 雨量 は 七月 中 僅に 评當り 三斗餘 で、 旣往 二十 七 年間の 最も 少なかった 

大正 六 年の 七 斗 五 升 一 合餘に 比し 尙 その 半分に も 足らぬ。 そして 同月 中の 氣象は 恰も 大正 六 年と 相似た 所 あるが 雨量 だけ は 

同年より 著しく 減じて ゐる。 〇 八月 六日。 「旱害 被害 は 實に五 千 町歩、 殆んど手の盡しゃぅもなく只天を仰ぃで歎息^J 〇 八 

月廿 一 日。 「雨量 一 石 四 斗 五 升 降った く。」 

如上の 記事 を 見ても 分かる ごとく、 當 時の 旱粒 程度 は 著しく、 『殆ん ど 手の 盡 しゃう もな く、 只 

天 を 仰いで 歎息』 の狀 態であった ことが 分かる。 かくの 如き 旱魃 狀 態の 時に、 a の 水が 湧きいで て 

灌溉に 役立ち、 然 かも その 水 は 現在 も 少しく 手 入 保護 すれば 充 一分 飮 料に堪 へ ると いふ こと は ー體何 

を 意味す る ものである か、 これ 取り-も 直さす a  (b もまた) の 水の 上等に して、 4^ して 輕 蔑して ょぷ 
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らぬ とい ふこと を立證 して ゐ るので ある。 さう して 此事 はやが て、 藤 原 宮殿の 位置から 考察して、 

藤原宮 御井と 何等かの 關聯を 有する 井 衆の 水 だとす る 私の 假定說 をば、 ただ 無下に 否定して しま は 

れ ない 事實 を：. 小して ゐる ものである。 足 立 博士 は 私の 說を 駁搫 せんがた めに、 大正 十三 年 整 井の 事 

實を 調べられた のであった が、 この 事 は 期せす して 却って 私の 說の 補遺と して 役立った こと は 私の 

主觀 として は 寧ろ 感謝して いいので ある。 

それから、 足 立 博士 は a や b をた だ 平凡な 野 井 と解釋 し、 ほかの 同形 式の 灌漑 用の 井と 同一視 

して ゐる けれども、 これ も 旱魃 時に 於け る それ 等の 水の 狀態を 各 比較 研究した うへ で、 その 特質、 

價値を 論議すべき であるが、 それ は 私 も 出來 なかった し、 足 立 博士 もまた 毫も それ を實 行して ゐな 

い。 併し、 未来に 於て 誰か 私 等に 同情 ある 士の 研究 補充 を 希 ふので ある。 

なほ、 足 立 博士 は、 『因みに 高殿 附近の 他の 水田の 隅に も、 同形 式の 灌漑 用の 井 水が 相當 見受け 

られ る。』 『 一 般 にこの 邊の田 中に 存在す る 同形 式の 野 井 戶を考 へ る 際に は 一 應 この 點 にも 留意して 

置く 必要が あると 思 ふ』 と 私に 注意せられ たが、 これ は 旣に私 も 明記して 居る 點 である。 『此は 土 

地の 習慣で、 水 を 溜める ために 掘って 置く 井であった』、 (人 1? 評 釋篇上 卷)、 『今でも 土地の 農夫 は、 旱 

魃 のとき のた めの 溜 水の 如くに 謂 ふし、 また 他の 田の 隅に もさう いふ 性質の 溜 水が あるので』、 『然 


るに、 此 形式の 井ら しい もの は、 小學 校の 西の方に も 北の方に も 田の 隅に 見つかり、 やはり 溜め 水 

で』 云々 と 記して ゐる。 卽ち足 立 博士の 注意せられ たこと は旣に 一 應 考慮 を 通過して. Q るので ある ( 

そして 『村民が 此 等の 井泉に 重き を 置かない/ ただの 野 井戶に 過ぎぬ とい ふ もの を 私 は 顧慮した と 

ころが、 足 立 博士 等の 態度と 違 ふので ある。 

七 

吾々 も、 萬 一 出来る 事なら、 御井の 位置 を 知りたい と 云 ふ 念願に 於いて は、 敢て 人後に 落ちぬ つもりで は あるが、 未だ 藤 原 

宫 の遺阯 さへ 正確に 決定され ぬ 今日、 た 徒らに 御井の 位置な ど 云々 する の は 甚だ 穩當 ではない と 思 ひ、 旣に 附近 一 帶の并 

泉 を 一通り 踏査 はして ゐ るが、 齒 その 問題に ふれる 事を愼 んでゐ るので ある- 然るに 今 囘齋麇 博士が 考 說を發 表され、 圖ら 

ず も 大正 末年の 露 井に 係る 野 戶等を おて 藤康宮 御井^で あらう と高唱 される に 至った ので、 萬 一 世 を 誤る 虞 も あるかと 慮 

り 、鼓に 一 言した 次第で ある。 

これ は、 最後の 足 立 博士の 感慨であって、 博士 現在の 感慨と して はさ も あるべき こと だとお も ふ- 

博士 等の 發掘的 研究 はい まだ 中途な ので あるから、 それが 完成せられ たうへ に、 おもむろに 御井 考 

に 著 手せられ ると いふの はまこと に 喜ばしい ことで ある。 また 『旣に 附近 ー帶の 井泉 を 一 通り 踏査 

はして ゐ るが、 猶 その 問題に ふれる 事 を 慎んで るるので ある』 とい ふ 言 も 博士の 主觀 として は その 
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とほり であらう。 ただ 客觀的 內容の 毫末 も 公に せられて ゐな いの を遣慽 とする のみで ある。 また、 

私の 小論が、 『世 を 誤る 虞が ある』 と 云 ふが、 廣ぃ 學界に 私の 小論の 如き 一 假說が 存在した ところで、 

世 を 誤る の 何のと いふ 訣 合の もので は あるまい。 現に 小論が 發 表せられて いまだ 半 歲も經 ぬのに 足 

立 博士の 駁論の 如きが 出現した め を 見ても 分かる ので ある。 若し 私の 小論の 如き 程度の 假說 がー 々 

學界を 誤るなら、 學界を 誤る 學說の 多き に堪 へ ぬで あらう。 

そして、 約め ていへば、 足 立 博士の 私の 小論に 對 する 批評 は、 ただ 消極的に 否定す る 一面の みに 

とどまり、 一事 も 一言 も 積極的 方面に 役立たなかった こと を遺慽 とする。 博士が 愼 直な 態度 云々 と 

强調 する もの も、 とほり 一遍の 通 俗談に とどまり、 それより 一 步をも 出で てゐ ない こと を遺慽 とす 

る。 それでも 私 は、 私の 假說の 不備 をば、 足 立 博士 等の 發掘 的硏究 によって 補って もら ひたい 希望 

を 有って ゐた。 『この 假說的 結論 は、 今後 續行 せらる ベ き發掘 調査に 據 つても つと 積極的な 根 據を得 

る ものと 豫感 せしめられる ものである』 と 書いた の はつ まり それで ある。 希望 は 私の 說の 不備 を 補 

正して 貰 はう とする 希 願で あり 豫望 でもあった。 そして かかる 希望 は あへ て 私 一 人 のみでな く、 他 

の學者 もまた さう であった。 例 へ ば、 『目下 實 施せられ つ 、 ある 古文 化 研究所. の發掘 調査が ますく 

進涉 する に 於て は、 實 地より して 更に 之 を 確め 得る の 希望』、 『或は 其の 發掘 調査の 結果 を 待って』、 


『尙是 に 就いては 古文 化 研究所の 發掘 調査が 望ましい ものである/ 『いづれ 古文 化 研究所の 發掘調 

查 によりて 其の 實 相が 明かに せらるべく、 余輩 は 之 を 待って 後 更に 考 へて 見たい と 思 ふ』、 『是等 は 

假定 說の範 圍を脫 せざる ものである。 更に 現在の 發掘 調査の 進行に よりて、 考究 を 重ぬべき ものが 

あらう と 信す る』 (喜 田 博士) 等の 如きで ある。 私の 御井に ついての 考察の 如き は、 礎石から 殿堂 を考 

察す る 場合 よりも もつ と 流動的で あり もつ と 不安定な もの であるが、 ュ、 れ で も 私 は 現在 の 私と して 

は實 行し 得ない 發掘 作業と いふ ものに 幾分の 手がかり を 空想して ゐ たのであった が、 今 は 差 向き そ 

の 空想 を廢棄 する ことと しょう。 

最後に、 足 立 博士の 文中、 『未だ 藤 原宮阯 が學術 的に 決定され てゐ ない 今日、 その 宮殿の すぐ 近 

くに あつ たと 云 ふ 御井の 遺阯を 求められん とする』 とい ふの が ある。 この、 『その 宮殿の すぐ 近く 

にあった と 云 ふ 御井』 と はどうい ふ根據 によった もので あるか。 萬 葉 集の 藤原宮 御井 歌 だけで は、 

『宮殿の すぐ 近くに あつたと 云 ふ』 解釋に はなり 得ない ので ある。 そこで 從來、 鷺栖森 近くと いひ、 

或は 傳說阯 南方の 高殿と いひ、 或は 常 願 寺境內 とい ひ、 まちまち になって 居る ので ある。 『御井』 は 

『御 舍の淸 水』 だと 解しても、 その 御井の 位置に ついて 論議す ると、 さう いふ 具合になる ので ある。 

ただ 萬 葉集燈 に， 『此 藤原ノ 御井と いふ は、 宮中に ありけ る 井に や』 と ある 想像 は、 せ；： 屮 にあった 井 
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だら うとい ふので ある。 さう いふ こと を 種 々顧慮して、 私 は、 『御井 はや はり、 大安 殿の 近くの 宮 

中に あつたので、 常 願 寺 或は 鷺栖 神社の 方で は 無かった らうと 空想しつつ』 (赚 »^續 評) と 云った の 

であった。 それが 大體の 基本と なって、 「御井 考」 の 如き 小假說 となった ものであるが、 若し 足 立 博 

士が、 私の 意見 以前に、 何等かの 證據 によって さう いふ 考に なられた の だとす ると、 その 事 を 明示 

せられむ こと を 希望す る。 

以上で 大體 私の 云 はむ とすると ころ は 云った 感じが する。 おも ふに、 私の 「藤 原宮 御井 考」 の 如き 

は、 多くの 要約の もとに 成立った 一 つの 假說 であるから、 その 要約が 覆 へるならば 無論 私の 假說は 

成立たない。 これ は 假說の 性質 上、 おの づ からさう いふ 歸結 をと るべき ものな ので ある。 また 將來 

實證的 根據が 無く、 却って 否定的 根據が どしどし 出現す る やうなら、 無論 私の 假說は 成立たない。 

さう いふ 場合に は 何時でも いさぎよく 撤囘 すべき 性質の ものである。 また 將來、 私の 假說 よりも も 

つと 道理に 叶った 假說が 出現し、 それが 繼々 に實證 せられる やうな 場合が あるなら、 私 は 喜んで そ 

の 說に從 ふ 覺悟を 持って ゐる ものである。 筆を擱 くに 臨んで 足 立 博士の 健」 版 を 祝す る。 

(昭和 十三 年 九月 上旬 記 ：} 


「藤 原宮 御井 考」 追記 


1 

私 は 「藤 原宮 御井 考」 に 於て、 第一 部 井 水の a と b との 關 係に 就き、 『 a  bio 二つ 並んで ゐ るの は 

同 一 系統の 水脈で あるら しく、 古へ はこの 一 一つ は 融合して 一 つ の 大きい 井泉であった らしい こと 等、 

種 々空想して、 その 根據 としたの であった』 と 書いた。 併し この 同じ 系統の 水脈 云々 は 推測に 過ぎ 

ぬ もの だから、 それ を實 際に 證明 する 方法が 無いだら うか。 シ ユリ ヒタ I 氏の 裝置 を用ゐ て、 電解 

物 (鹽化 アム モ ユアの 如き) の 流入に よ ，9 電流 上昇の 實驗 方法 も あるが、 私の 如き 狀况 にあって は そ 

の實 行が むづ かしい。 何 か 現在の 私に 出來る 簡單な 方法 は 無いだら うかと おもって ゐた ところが、 

m 昭和 十三 年 七 十七 日中 谷 宇吉 郞敎授 を 通じて 北 川 久五郞 敎授の 業績 を 知る こと を 得た。 

昭和 十四 年 五月 十一 日、 「藤 原宫 御井 考」 の 地に 行った。 (高 安 氏 同道) 井泉 b の 水 を試驗 管に 入れ、 
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それに  一 ％ 確 酸 銀 水 を 滴下して 痕跡 白^と いふ 結果 を 得、 これ を豫備 試驗、 對 照試驗 とした。 次い 

で 食 贈 二 升 を 投入し、 約 三十 分の 後、 同様の 試驗 にて 著明 白獨の 結果 を 得、 それから 四時 間 を經た 

のち、 a の 水に つき 同一 試驗 をした ところが、 やはり 著明 白濁の 結果 を 得た。 次に C の 水に ついて 

同様の 試驗 をした が、 白満の 程度が 著しから す、 や は 6 痕跡の 程度であった。 

北 川 氏 法 を 私 はもつ と 簡略に して 使った ので あるが、 以上の 結果に 據 ると、 b と a と は 同一 地- P 

水で ある こと、 また その 地下水 は b から a に 向って 流れて ゐる とい. ふこと が 分かった。 同時に C も 

以上の 二つ の 井，：： 水と 同 一 地下水で、 C の 水 は b に 向って 流れて ゐ ると 略 推測して 誤が 無いだら うと 

いふ こと も 分かった。 つまり、 私が 前の 小論に 於て 想像した ことが、 大凡 これで 實證 せられた こと 

になる。  ， 

北 川敎授 の實驗 では、 距離 二十 六 米 を 達する のに 約 二十 八 時間 を 要して ゐ るのに、 私の場合 は距 

離 二十 米 を 達する のに、 四時 間 ぐらる であるの は 奈何と いふに、 この 地下水の 流速 は大體 ダル シィ 

の 法則に 從ふ ものであるが、 读透 流速の 場合の 砂礫の 透 水 係 數は砂 確の 狀態 によって きまる もの だ 

から、 私の場合 は、 流通 速度の 比較的 大きい 要約に 置かれて ゐ るので あらう。 これ ももつ と專 門 學 

的に 檢討 すべきで あるが、 これ は 現在の 私に 出来ない の はいかに も殘 念で ならない。 致し方がない 


から 未 來同學 の 土の 同情 を豫 想して、 私 は 大體の 結論 を こ こに 書き記す にと どめねば ならぬ。 

私の 「藤 原宮 御井 考」 では、 現在の鴨公村大字高殿小字メク 口 の，井^:水&,0  -しが、 藤原宮 御井と 『關 

聯』 を 有つ てゐる だら うとい ふ假說 なので あつ た。 

昭和 十四 年 五月 八日 (九日 附) の大阪 朝日 新聞 夕刊に、 藤 原宮の 全貌が 六ケ 年の 探査で 闡 明した と 

いふ 記事が 載， り、 それ を 私 は 備後布 野で 讀ん だ。 そこで 私 は 十一 日 午後 鴨 公小學 校に 校長 吉田宇 太 

郞 氏を訪 ひ、 その後の 發掘 調査に ついて 聽 くこと を 得た。 卽ち旣 に 知られた、 大極殿 阯、 西 殿堂 阯、 

柬 殿堂 阯の ほかに、 十二 堂 阯の發 掘 を 完成し、 なほ 大極殿 (大安 殿) より 正南 約 百 二十 五 丈に あって 

^行 五 間八 丈 二 尺 梁 行 二 間 三 丈 四 尺の 南門 阯をも 探究し 得た。 この 宮殿の 廣轰 南北 五町 足らす、 東 

西 三 町 足らす である。 なほ、 南門 阯 から 東へ 廻廊が 延び、 それから それが 北へ 延びて 根 石が 絶えて 

ゐる、 その あたりに 東門が あるので はなから うかと 推測 せられて ゐた。 現在の 藤 原宮阯 探究の 結果 

は大體 右の 如く だとい ふので ある。 

さて、 藤 原宮の 範圍は 右の 如く だとす ると、 私の 記載した 井，： ：！^  a  b  , し は大體 東門 外、 及び 廻廊 外 

五六 五 
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に 位置す る ことと なる。 若し、 廻廊の 外部に 宮墻 があって それが どうい ふ 風に なって ゐ たか 私に は 

好く 分からぬ し、 東門の 位置と 考 へられる 處 から、 北の方の 廻廊 阯が いまだ 證 明せられ ぬから、 餘 

積極的に は 云へ ぬが、 若し その 廻廊が 無ければ、 その 井泉 は 或は 墻の內 にあった だら う。 併し、 

先づ 廻廊 は 有った だら うと 推察す る 方が 穩當 だから、 さう すれば 私の 記載した 井.！：^ は 恐らく 東門の 

外に 位置す る ことと なる。 從っ て 宮墻の 外と いふ ことになる であらう。 

私の 御井 考 では、 なるべく 御井が 宮墻 の內に 位置す る こと を 欲した ので あるから、 御井 は 現在の 

井泉 (ab  C) と關聯 しつ つ、 もっと 大極殿 阯の 方に 接近す る 方が 都 八 口 好い ので ある。 

昭和 十 年に 私が 吉田 宇太郎 氏に 會 つた 時、 校庭に 淸 水の 湧く 處が あると いふ 話 をせられ たこと が 

ある。 それ を 昭和 十四 年に 會 つて 念 を 押した ところが、 それ はかう いふ ことで ある。 鴨 公 小 學校建 

築の 際、 壁土 をね るのに 初のう ち は 役場の 近くの 貯水池の 水 を 使って ゐた、 併し それ は 距離が あつ 

て 不便な ので、 試に 井 を 掘って 見たところが、 噴き出で る やうな 勢で 水が 出た、 それが 話の 校庭の 

一 處に淸 水の 湧く 處と いふので あった。 さう して その 位置 は、 大宮の 土 壇卽ち 大極殿 阯と 推察し 奉 

る處 の、 その 際 (その 際 は 厳 石で ある) から 東へ 七 間 程 離れた ところで ある。 その 井 は 今と なって は 

餘 計な もの だから 埋めた とい ふが、 吉田氏 は 今でも その 湧き出で た淸 水の こと を 想起して 話せられ 


るので ある。 

私 は 今度 も いろいろに 考 へた。 その 井 (今 は 埋めた) が 若しも 御井と 關聯 があるなら ば、 大極殿に 

近いので あるから、 位置と して は 却って 都合が 好い ことと なる。 さう して 恐らく その 地下水 は 私の 

記載した 井泉と も 相 通じて ゐ ると 想像す る ことが 出來 るなら ば、 實 際の 御井 は 、宮殿の 墻內に 於て < 

最も 都合の よいと ころに、 說の 移動 を 行 ふこと も 亦 可能な ので ある。 前に も 云った 如く、 かう いふ 

性質の 研究に は、 假 說の變 動な ど は當然 のこと なので ある。 併し 大體に 於て 私の 藤 原 御井 考の說 は 

さう ひどい 動 搖は來 さない。 

私 は 御井 考で、 『この 假說的 結論 は、 今後 續行 せらるべき 發掘 調査に 據 つても つと 積極的な 根據 

を 得る ものと 豫烕 せしめられる ものである』 と 云った の は、 やはり この場合 にも 當 嵌まる ので ある 

が、 それ も發掘 調査 を 指導す る 人が、 學問を 好み、 學 問に 忠 貰なる 場合に、 その 意 妹が 甚深 となる 

こと は 言 ふこと を須ゐ ない ので ある。 (昭和 十四 年 五月 十四日 夜)   ^ 
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I 

昭和 十二 年 五月 十二 日 土星 氏 夫妻 同道 東京 を 立ち、 十三 日 備後布 野に 著き、 十四日 中 村 家 新婚の 

賀 筵に のぞんだ。 翌 十五 日朝 土星 氏 夫妻と 共に 布 野 を 立ち、 赤 名 を 越え、 石 見 邑智郡 濱原を 過ぎた 

岡の 上の 畑に 立って、 はじめて 湯 抱の 鴨 山 を 見た。 粕 淵の 津目山 からすつ と山續 きの やうに なって 

見えて ゐ るが、 實は その 間に 谷と 國 道筋と が ある わけで ある。 なせ 一見して 鴨 山 だとい ふこと が 分 

かった かとい ふに、 その 隣り の大釣 山と 共に 楠 林して 形が 稍變 つて ゐ たのと、 前以て 鴨 山の 寫眞を 

撮って もらって、 その 大體の 形 を 知って ゐ たためで ある。 此處 から 遠望 すれば、 鴨 山 はさう 高く は 

ない が、 よい 形の 山 だとい ふこと が 分かる。 湯 抱 湯 谷に 行って 其處で 土屋氏 夫妻と わかれ、 土星 氏 

夫妻 は大 田から 山陰の 方へ 行かれた。 私 は靑山 旅館に 入り、 それから 鴨 山の 寫眞を 撮りに 步 いた。 
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二た び粕 淵の 方まで 行き、 粕 淵小學 校長 山 田！！、 川 本小學 校長 舟 木 賢 寬の兩 氏に 逢って、 相携 へて 

鴨 山の 遠景 を 見て 步き、 柏 淵の 龍 眼 地 を 見て 步 いた。 ここの 龍 服寺址 とい ふの は、 あまり 古い 遺址 

でもない やうであった。 その 夜 は 舟 木 • 山 田 二 氏と 共に 谷の 鴨 山に つ いて 談合す ると ころが あり、 

^、淵 小學校 敷地 出土の 土器に つき、 また 鴨 山の 麓から 粕淵 村役場 吏員の 拾った とい ふ 土器に つき、 

湯 谷 入口の 千 人 塚に つき、 種々 有益な 話を聽 いた。 前の 小川に は 河鹿が よい 雙 をして 鳴いて ゐるこ 

と y ,  W と 同じで ある。 

今日の 午後、 溫 泉の 出る ところ を 見た。 温泉 は 炭酸 鹽類 泉で、 豁 流の 岸に 幾 ケ處も 湧いて ゐて飮 

めば ラムネの やうな 味が して ゐる。 黄祸 色の 沈澱 を 有つ の は鐡を 含んで ゐる ためで、 この 特質 はす 

つと 川上、 つまり 鴨 山の 近くまで 認める ことが 出來、 晴綠の 水 綿が 靡いて ゐる 特色 もや はり 川上の 

方まで 探求 出來 るの を 見れば、 この 邊の稍 ひろい 範圍 に溫^ の 出る 傾向が ある ものと 見える。 安濃 

郡の 川 合に やはり 炭酸 泉が 湧き、 同 郡の 野 畑、 小屋 原 等に も 微温 泉が 湧く とい ふから、 三 瓶 山 を 中 

心と して さう いふ 關 係が ある ものと 見えろ。 湯 抱の 湯 は 神經痛 • 僂 麻質斯 に 利く とい ふので、 石 

は 無論 出 雲備後 安藝の 方から も 5f 治に 來る 人が ある。 ただ溫^！^の量が豊富でなく、 また 溫 める 設備 

を 要する ので、 遊山の 客よりも 療養の 客が 大部分 を 占めて 居る。 


この 豁 流の 岸、 豁流の中に湧き出る微溫湯^：^と人類との關係は、 相當に 古く、 或は 入 麿 時代まで 

溯らし める ことが 絕待 不可能と も 謂 ひ 得ないで あらう。 さう して、 その 近接 地の 粕 淵から 出土し ナ 

土器の こと、 鴨山开 一 くから 拾った 土器の ことな ど を 念頭に 置いて 考慮す る 時に、 その あたりに 部落 

をな した 氏族 は 恐らく、 この 温泉と 一 定の 生活 的 關係を 有った ので はなから うかと 想像す る ことが 

出来る。 また、 人 麿 歌集に、 『君が ため 浮 沼の 池の 菱採 むと 我が 染めし 袖 ぬれに ける かも』 ハ萬 葉卷七 

一二 四 九) と ある 歌が、 三 瓶 山の 裾野に ある 現在の 浮 布 池 だとす ると、 何 かその 邊と入 麿との 關 係が 

ある ものと 看做さねば ならす、 その 三媒 山に 程遠から ぬ この 湯 抱の 地、 それから 揚 抱の 地と 入 麿と 

り .15! 係が 絕寺 にないと 否定して しま はれない ものが ある やうに も 思 はれる し、 その 湯 抱に ある 鴨 山 

を 人 麿 臨終の 時の 歌の 鴨 山と 密接な 關係 ある ものと 考へ て も、 そんなに 妄斷 ではなから うとお も ふ 

ので ある。 いづれ にしても 今年 發 見した この 鴨 山 をば 大切に 取扱 はねば ならぬ 等、 いろいろな こと 

が 意識 を かすめつ つ 私 は 眠った のであった。 

二 

五：：；： 十六 日 (日曜、 晴)。 此處 まで 来たつ いでに、 私の 「辛 乃 崎考」 と 密接の 關係 ある- 1" 鐘 浦 をもう 
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一度 見ようと おもって、 午前 七 時 二十 一 分 湯 抱 發の卷 營\ スで 出掛けた。 八 時 十八 分大田 著。 八 時 

二十 五分 發 下り 汽車に 乘 つた。 八 時 四十 五分 仁 万驛を 通過した。 仁 万 は 昭和 十一 年 六月から 町に な 

つた さう である。 かう いふ こと も 一種の 感慨が あるので、 「柳 本人 磨總 論篇」 を 書いた とき、 陸地 測 

量 部 地 圖に都 野 律 村と あつたの が 都 野.^ 町に なり、 大和の 町村に もさう いふ 變化 はいつ のまに か 行 

はれて ゐ るので あった。 九 時 四十 五分 下府 著。 それから 國分村 大字 唐 鐘に 行って、 戶 別の やうに 訪 

うて 爲事 をして ゐ る翁媼 或は 若者に、 この 村に カラと いふ 音の つく 土地が 無から うか 否か を たづね 

た。 この 質問 は旣 にニ囘 ばかり 友人に 頼んで 行って 貰った もの だが、 今度 も 念のため 質問して ま は 

つたので ある。 併し 結果 は 陰性であった。 卽ち カラと いふ 音の 附 いた 場處は 無い。 

ただ かう いふ ことが 分かった。 唐 鐘に ある 猫 島の こと を 『前の トウの 島』 とい ひ、 島の こと を、 

『後ろの トウの 島』 i いひ、 これ は 漁師の あ ひだ だけの 通用 語で、 鎮鰍 など を 漁 するとき、 沖から 

の 目標と して さう 呼んで ゐる さう である。 これ は 『唐 鐘』 の 『唐』 であらう か。 それからもう 一 つ 

『トウの 島』 とい ふところが ある。 これ は 金 周 布に あるので、 山 越 をして それ を 見に 亍 つたが、 ^ 

の 向う かげの、 二三； 针 人家の ある 處の、 其 處の濱 に 近い la 平な 巌石群 を 『トウの 島』 とい ふので あ 

つた。 これ，." どうい ふ 字を當 てる か 分からぬ が、 兎に角 『トウ』 の 音が 殘 つて ゐる。 私 はこ e を 唐 


鐘 (唐金，) の 唐 だとし、 唐金の 唐 は、 唐茄子、 唐 W 扇、 唐瘡、 唐が らし、 唐 寺な どの 唐で、 もとは 力 

ラ といって ゐ たの を、 中 ごろから 何でも トクと いふ やうに なった の だ らうと 想像して ゐ るので ある。 

靑 銅の こと を カラ カネ (唐金) とい ふ、 あの カラ カネで あつ ただら うと 想像す る ので、 兎に角 I トウ』 

とい ふ 名詞の 音の ある こと を 知った の は 今：： n の收穫 であつ た。 

それから 暫く 步 いて 來て、 疊ケ 浦、 千疊 敷で 休息し、 辨天、 赛の 河原の 洞竊を 見た。 この 邊の荒 

磯で S 布 若布の たぐ ひが 採れる。 また 海苔 も 採れる とい ふこと を 聞いた。 石 見の 海 產物は 唐 鐘 あた 

りに は 限らぬ が、 唐 鐘 あたりで も 探れる とい ふこと が 分かった の も 今度の 旅の 收穫 であった。 それ 

から 昭和 七 年三ガ 文部大臣 指定の、 史躋 名勝 天然記念物の 說明 として、 『石 見 疊ケ浦 は 大字 國 分の 

海岸に あり。 臺地 性を帶 びた る 第三紀 丘陵 は 海に 臨みて 高さ 二十 メ  — トルの 波 蝕 崖 をな し、 崖 下に 

千疊 敷と 稱 する 廣さ三 町 步に餘 る 隆起 海 床 をな す。 明治 五 年 二  = ^の演 田地 震の 際に 隆起せ る ものに 

して、 有史 後の 隆起 海 床と して 模範的の ものな り』 と ある けれども、 明治 五 年 以前の 書物に この 疊 

ケ 浦の 繪圆の つ いた 書物が あるから、 明治 五 年に 隆起した とい ふの は、 もとあった のがな ほ 隆起し 

たと 解釋 すべき ものの やうで ある。 

廚鐘を 去って 私 は 下府を 訪ねた。 さう すると、 廣島濱 田 間 を 通す る廣演 線と いふ 鐡道 工事が はじ 
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まって 居"、 倂 池 を中斷 して 石垣が つまれ、 樣子 がまる で變 つて ゐた。 また 石 見 國府址 とい ふ標 

石 も 位置が か はって 神社の 境內 に建替 へられて ゐた。 史蹟と いへ どかく の 如くに 變 化する から、 一 

度 見た もの はなる ベ くく はしく 記載して 置く 必要が ある。 幸 ひ 私 は 拙著の 「柿 本人 磨 鴨山考 補註 篇」 

で、 伊 甘 池の 寫眞を 載せて 置いた から、 後の 人々 の參考 となる だら うとお も ふ。 

午後 一時 ra: 十五 分 上 6 汽車に 乘り、 三時 十一 分大田 著、 それから 翁營 バスで 湯 抱に 歸 つた。 それ 

から 獨， りで 鴨 山 を 見に 行き、 めら 谷川に 沿うて すっと 奥深く 步 いて 見た。 其處の 道に 處々 敷かれた 

石の 具合 を 見る に、 君 谷 村の 別府へ 通じた と 云 はれる 如く、 もとは 相 當の人 ど ほりが あった ものと 

想像 せられる。 それらの 石 は 恐らく 德川 時代ぐ らゐの もので あらう が、 想像 を恣に すれば、 時代 を 

もっと 遠く 溯らし める こと もまた 不可能で はない。 鴨 山 へ 行く 途中の 澤の ところに 女の子が 數入遊 

んでゐ て 虎杖の 嫩 いの を 採って 食べて ゐ たが、 私が 通り過ぎてから 暫くす ると、 『ああ， てれな のに 

それな のに』 とい ふ 俗 謠を聲 を はりあげて 歌って ゐた。 女の子 等は學 校に 於て 此唄 をうた ふこと は 

戒められて ゐ るが、 かかる 山間で は 誰懾る ことなくうた ふこと が 出来て、 それ を實 行して ゐ るの を 

私 は あはれ にお もった。 

械林 は、 昭和 十二 年桢 栽、 面積 三 〇 へ クタ— レノ、 樹種ァ 力 マ ッ I 三 九 〇〇〇 本、 ヒ ノ キ 二 一  〇 


〇〇 本、 スギ n 五 二 〇〇 本と 記して あった。 鴨 山の 東の 豁を 鳴？ i とい ふ。 力 ミゼン チョウ 山、 シモ 

ゼン チョウ 山が あり、 その あ ひだ を 通って 安濃 郡 佐 此賣 村に 行く ことが 出来る。 鴨 山 も 大釣山 も 只 

今は械 林せられ て、 なまなましい 新しい 感じで あるが、 その 麓 を 流れる めら 谷川の 樣子 などから 見 

ると まことに 古い 感じの する 山で ある。 私が この 山 を 見つけ、 け ふ 目の あたり 此處に 居る とい ふこ 

とも 不思議な 緣と謂 ふ ベ きで ある。 

その 夜、 FJI 抱の 杲瀨辰 一氏に あ ひ、 鴨 山 あたりの 様子 をい ろい ろ 話して もらった。 杲瀨氏 は 植林 

の爲 事に も 一展 はれ、 山の ことに は 精し い 人で ある。 

ミ 

五 ガ 十七 日 (：：^ 曜、 晴 r せ资バ ス it 抱 午前 九 時 二十み 發。 十 時 三十 八 分 赤 名著。 乘替、 名 十一 

時發。 十二時 二十 七 分備後 十日 市 著。 藝備鐡 道、 午後 一時 二十 二分 十日 市發。 三時 二十 二分 廣島 著。 

糸 崎 行 三時 四十 五分 廣島 發。 五 時 四十 分 糸 崎 著、 乘換、 五 時 四十 三分 糸崎發 (東京 行)、 七 時 三十 四 

分！： 山 著、 乘換、 七 時 五十 三分 岡山發 (宇 野 行)、 八 時 四十 八 一分 宇 野 著、 汽船 八 時 五十 じ 分 宇 野發、 

九 時 五十 七 分髙松 著、 十 時 十分 高松發 (琴 平行)、 十 時 四十 五分 坂 出 著。 海岸の 紅葉 屋 旅館 役 {JT 間 
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もな く紋 歌の 聲は 止んだ が、 蚊が しきりに 襲 ふので 蚊帳 を：，^ つて もらった。 

五：！^ 十八 日 (火曜、 ，優、 小雨)。 午前 八 時 小船 を やとって、 砂 彌島を 見に 行った。 此は人 麿の 長歌- 

さみよ  X しま  しゃみ 

『讚岐狭5^島視，.石屮死人,作歌』 云々 の狹岑 島であって、 現在 は 讃岐國 仲 多 度 郡 與島村 大字 砂彌島 

である。 船を榜 いで 行く ともう 遙か 向う に、 小さい SI 平と もい ふべき 島が 見える。 それが 砂彌島 

(沙彌 島) である。 近づく と 磯 は 大きな 厳 石が むらがって ゐて、 入 麿の 歌の 『石 中』 云 々を！^ ばし め 

る處が 多い。 また 石お-を 積んで 岸 を 修理した 鹽 田が ある。 この 島に つ いて 中河與 一 氏 がくはし く考 

證し、 川 田 順 氏 筆の 柿 本人 麿 碑が 建った。 その 右側 面に 巾： E 氏の 撰 文が ある。 人 麿が 人 屍を兑 たの 

は 或は その 邊 であった かも 知れない。 その 近くに 沙濱 があって 上陸す る ことが 出來 る。 それから 島 

の 方へ 入 6 こんだ 處に鹽 田が あるので ある。 いま 鹽_欲 とい ふが、 これ は 元は 束 猪と いった。 此處に 

も 舟が 泊て たもので あらう。 それから 西 浦 (西 濱) が ある。 これ は 兩侧が 岬で それに 保讒 せられた 形 

の沙^^で、 目下 舟 は 多く 其處に 泊て る。 私 等 も其處 から 上陸した。 丁度 麥の 秋で、 曇り 日の 森に 山 

墙 などが 啼 いて ゐる。 目下 人家 三十 戶 ばかり あり 紅 瓦屋根の 別莊 風の 家 も ある。 氏神 藏王權 現 は 小 

山の 上に 鎮座して ゐる。 根 櫟の林 も あ b 竹林な ども ある。 小 學校も ある。 理源 大師の 大師 堂、 井戶 

も ある。 私 は 西 浦から 二た び 舟に 乘り島 を 一 周して、 坂 出に 歸 つた。 砂彌 島に 關 する 考證は 大體屮 


河 氏の 文に 讓 るが、 人 麿 等が この 島の 荒磯に 盧 したと いふの も、 東激 とか 西 浦と かいふ 處に 上陸し 

たものに 相違ない。 そして 偶 溺死 人の ある こと を 知って ああい ふ 歌 を 作った もので あらう。 卽ち最 

初から ああい ふ巖 石の 多い 處に舟 をと めて 其處に 宿った ので は あるまい。 ことに、 うはぎ (嫁菜) が 

咏 みこんで あるの を 見ても さう であった だら う。 

次に なせ 人 麿 はこん な 小さい 島に 立 寄った ので あらう か。 この 島に 特に 淸ぃ 水で も 湧いた か、 或 

は 何 か 特別な 信仰 上の 關係 でもあった のか、 この 島 は 山でなくて 住み 好い ので もあった のか、 種々 

の 聯想が 湧く ので あるが、 け ふ 人 麿が 作歌した この 島に みづ から 上陸して、 親しく 見聞した こと を 

私 は 満足に おもった。 それから まだ 時間が あるので 理髮 したり、 午 食を濟 ませてから 東京の 諸 友へ 

繪 ，ノ ガキ だより を 書いたり した。 私の 撮った 砂彌 島の 寫眞 二三 を 本篇に 入れて 置いた。 

中河與 一氏の 考證 は、 「佐 美 島考」 (雜誌 ごぎ やう。 昭和 十一 年 十月. 十一月、 十二 年 一 月) に 載って ゐる。 砂 彌島は 現在 面積 

十三 町 七 段 八 畝、 人家 三十戸、 周圍 二十 町で ある。 二三の 古墳 も ある。 中 河 氏 は砂彌 島の 西海岸に 上陸し、 舊 家の 溝 淵 氏 を 

訪ひ、 入 麿 岩と いふ 名のつ いた 岩が 東海岸に ある こと を 聞き、 それから 考を 進めて 行って、 人 暦の 歌の 人 屍 は 東海岸に 漂 著 

したので あらう とい ふ 結論に 達し、 昭和 十一 年 十一 月 二日 其處の 推定した 場 處に入 暦 碑 を 建てた。 表面 は 川 田 順 氏 筆で 「柿 

本人 麿 碑」、 側面の 撰 文に、 『文武 天皇の 大 御世、 柿 本人 麿、 中 之 水門より この 島に 航海し 来たり、 長歌 一首 短歌 二 首 を 作る。 

中 之 水門 は 今の 中津 附近なる べし。 途上 海路の 風 色 を 讚 歎し、 この 島に 廬 りて 石 中の 死 入 を視、 作歌す。 惻隱の 心底、 哀烈 
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の 神韻 共に 古今に 絕す。 地 を 卜して 今 その 記念碑 を 建つ、 人 来たりて 懷 古し、 わが 民族の 血統 を 思ぶべし。 昭和 十一 年 十月 

一 日、 中河與 一 識』 とい ふの で、 佐 佐 木 信 綱、 川 田 順、 萩原 朔太 郎、 前 川 佐 美 雄、 保 田 與重郞 の 諸氏が 出席した" 中 河 氏の 考 

によると、 入 縻は筑 紫から か 或は 2 津 あたりから 此 島に 航 した ものの 如く、 京へ 歸る 途上の もの だら うとい ふ ことにな る " 

午後 二 時 五分 發の 汽車で 松 山へ 向った ところが、 奇緣 にも 石 井 庄.^ 敎授と 一し よに なった。 石 井 

氏 は 松 山に 講演に 行かれる ところであった。 二人 は 萬 葉 集の 歌の 話 をしたり、 墙 安の 池の こと を 話 

したり、 三^^ほと焚田^^；の關係を話したりして返^もせすに松山に著き石井氏と別れた。 三^:〕 m は 

ミツ ガハ マと もい ひ ミツ" マと も 云って 旣に 一定して ゐ ない。 . 

松 山で は 赤十字 病院 長 洒井和 ノべ郞 ぼ 士と永 井 姉妹に 會 つた。 ： ゆ 井 士は 私の 大學の 同級生で あ， り、 

虛子 門 の 徘人 默禪で あ る 。 、水 井 ふ さ 子さん はァ ララ ギ 會員 である。 松 山 は 正！： 子規 先生の 生地で あ 

るた めに、 常々 から 私の なつかしく 思って ゐた 地で ある。 松 山で は 城 山、 巾の 川 子規 舊居、 正宗 寺 

等 を 見た。 城 山に は 群 鳥の 聲 がして、 夜 も 夜鳥が 啼く。 屮の川 は 石 平 川の 水 を 引いた もので 淸ぃ水 

である。 正宗 寺に は 子規と 鳴 雪の 墓が あり、 子規の 遺物が いろいろ ある。 R 本 新聞 入社の 時の 糾の 

羽織、 数 布^の 地、 上布 W の 地、 羽布^の 地な ども ある。 束 海 紀行の 原稿、 眷簡 等" 『祸牀 をめ ぐる 

五 人の 維お か， な』 とい ふ 俳句 等。 それから 漱石舊 居 を も 見た。 二階 は漱石 I 六 疊に三 疊)、 階下 は 子 


ゴビ ヨウ ニン タ  ロウ ガ  シゾ 

規 っバ疊 に四疊 半)。 赤十字 病院 を 見た。 病室の 廊下に 注意書が 貼って ある。 『病 客の 爲め 廊下 を靜か 

アンク ダ  ふろみ つ 

一-お 步， き uT さい， „o 城 山の 天主 閣に 上って 見る に、 焚 田 ili は、 『今の 古三津 村 三津濱 等の 舊名 なり』 

みき じゃま 

と 地名 辭書 にも あり、 大體 その 說が 有力であった が、 近時 道後溫 衆に 近い 山 寄りの 地、 御幸 寺 山の 

邊 だら うとい ふ說が ある。 酒 井 博士の 世話で 道 後溫泉 八重垣 旅館に 宿った。 道 後で は 三等 類の 揚 

-  パ さに は  § つき  いさに は 

二等 &^ の FJT  二等 神の 湯、 三等 養生の 揚) に 入った。 伊 社遞波 岡、 FJI 月 八幡宮 (今 伊佐 爾波 社と 云 

ふ r  寺 (時宗 一遍 上人 開基) 等 を 見た。 松 前 女 資魚婦 r 鯛の 鋤燒 (金 竹 旅館)。 草鞋 一足 三錢。 

?1 太鼓の 音。 大正 十 年 三月に 私 は 長 崎 を 去った 時、 別府 から 紅 丸に 乘り、 高濱 から 道 後に 來て 一泊 

し、 松 山に 一寸 立 寄って 直ぐ 高 松に 向った ので あつたが、 記憶が もはや 朦朧と して ゐた。 以上 十八 

日 十九 H 二十日の 三日間 松 山 及び 道後滯 在。 

五月 二十 一 日 (金曜、 晴〕。 午前 九 時 五十 五分 松 山發。 多 度^ 一  時 二十 一 分發。 琴 平 一 時 三十 九分 

著。 琴 平行の 汽車の 中から 象 頭 山が もう 見える。 停車場から 徒步、 鳥居、 左右 賣店、 石段 幾千。 私 

は 流汗 淋溜、 氣促 迫、 辛うじて 拜殿 にいたり、 參拜 祈願。 私の のぼるの を 途中で 追 越した 海軍 軍人 
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の 一隊 は、 私が 未だの ぼり つかぬ のにもう 參拜を 了へ て 下って 來 るのに 會っ た。 金 刀 此羅宮 は 金 

羅大權 現 を 明治維新に 改稱 した ものである。 祭神 大己貴 命、 崇德 天皇 を 配祀し 奉る。 私 は 東北の 山 

村に 稚 くして こ の 靈祠の 名 を 聞き、 五十六 歲 にして はじめて 參拜を 遂げた。 

午後 三時 五十 分 琴平發 (高 松棧橋 行)。 五 時 十一 分 高 松 著。 五 時 三十 六 分 高松發 (汽船」。 六 時 四十 

五分 宇 野發、 八 時 岡 山發、 十 時 二十 分 加 古川 著、 高 砂 町 石 {m; 旅館 投宿。 

五月 二十 二 曰 (土曜、 暗)。 高 砂の 松と いふ 老松 も稚 くして 聞いた 有名な 松で あるが、 年老いて 枯 

れつつ あった。 舟 を やと ひ 人 麿の 歌に ある 『加 古島』 を 想像しょう とした。 私 は あの 歌 をば 加 古川 

よりも 西の方から 来て 加 古 を 束の 方に のぞんだ ものと 解釋 して ゐる から、 舟 を 西の方に 漕がせて そ 

の 趣 を 見た。 漕ぐ といっても 今 は乇— タ I で やる から 非常に 便利で ある。 これ は 寫眞を 撮って 置い 

たから 分かる とほり、 稻 R 野 をば 加 古川 以西まで ひろがって ゐ たと 解す るに は、 小山な どが 續、， て 

ただの 平野で はない が、 先づ それでも 日 野と 解して いいだら うと 思った ので ある。 また 加 古川 口 

に 今 は人賴 工場な どが 建ち、 古代の 風光 を您 ぶに は 邪魔す る けれども、 川：：： にや は. r 松昧 があって、 

遠景で は 大體、 岬、 島の 感じと して 受取る ことが 出來 た。 次に、 舟を柬 方に 濟 がせた が、 現在で は 

小山 も少く 松林 も續 いて ゐて、 この 方 は稻日 野の 感じが 著しい。 私の 解釋 では 稻日野 は 加 古川の 東 


西に わたって ゐ たものと 解釋 したので あった。 また 現在 も 印南 郡 は 加 古川の 西に あり、 和名 鈔 にも 

伊奈 美と あり、 萬 葉 集 卷丁屮 大兄 御 歌の 『伊奈 美國 原』 をば 印南 郡 大國鄉 (今の 曾 根、 阿 彌陀、 伊保、 

米 田 あたり) の 平野と 解して ゐ るから、 人 麿の 歌の 稻日野 も大體 その あたりと 解して 間違が 無い と 

おも ふし、 あの 歌 も、 西から 東へ 向った 時の 歌と 解して 說明 がっくと おも ふので あろ。 なほ 加 古川 

の 流に ついて、 地名 辭 書に、 『加 古川 二 名 印南 川) 其 西 を 流れ、 郡村界 古今の 變_! ^あり、 按 ふに 上古 

は 水流 近世の 如くに！^ 曲せ す、 稻屋木 51： (今 旭里 衬に屬 す) など を 通過した る ごとし、 後 漸く 西方に 

鞞じ、 叉 水脈： 响岐に 分れ 以て 今日の 形狀を 生じ、 加 古川 東岸に 印南 郡 河南 莊の號 ありし は、 其 地 蓋 

蔡 時の 西北 岸の 域の み、 されば 今の 加 古川 町.^ 其 寺 家 以東 は 舊贺古 鄕の驛 家 なれ ど、 其 西なる 加 古 

E. おは 舊 印南 郡 河南の 地と す』 と あるの は 有益なる 文字であって、 さう すれば、 加， はん 磨 時 

代に はもつ と 束 方に あった ものの ごとくで ある。 いづれ にしても、 稻日 野の 大體の 解決が ついて 今 

n は 偸 快で ある。  . 

五 

十 時 二十 分明 石 行の 電車に 乘り、 明 石 著、 十一 時發の 聯絡 蒸 汽船に て 淡路へ 渡った。 明 石に は 人 
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丸の 二字 を 冠した 名が あり、 『人 丸鐡 工場』 な， どと いふの もあった。 船 上で、 人 麿の 歌の 『明 石 大門』 

の 趣 を 味 ふこと が 出来、 また、 淡 路の江 崎燈臺 あたりが、 萬 葉の 『野 島の 崎』 あたり だら うとい ふ 

說に從 ふと、 やはり 蒸 汽船の 中で それ を 望む ことが 出來 る。 そこで その 寫眞を 撮った が、 まがう す 

く かかって ゐて 旨く 撮れな か つた やうで ある。 淡路 の-お 屋に 著き、 そこから 全淡バ ス に乘 つて 西 海 

岸 を 走った。 

暫くす ると 松 帆 村 を 通る。 これ は 萬 葉 笠 金 村の 作、 『名寸 隅の、 船 瀨ゅ見 ゆる、 淡路島、 松 帆の 

浦に、 朝風に、 玉藻 刈りつつ』 と ある 松 帆で ある。 これ は 三 原 郡の 松 帆と 混同し = ^刀， く、 砲臺 址を少 

し 過ぎた ところの 松 帆 崎 をば 一時 松 尾 崎と 稱 へた 時 も ある。 この あたり 一 帶を松 帆の 浦と いひ、 百 

人 一首の 『松 帆の 浦の 夕な ぎに』 も 此處を 詠 じた ものである。  . 

少しく 過ぎる と 江 崎の 燈臺が あり、 その 近くの 突出した 暴 あたりが、 『野 島の 崎』 だら うと も 云 は 

れてゐ る。 江 崎 を 過ぎて 野 島が ある。 今 は 野 島 村に 野 島、 常 磐、 娘を屬 せしめて ゐ るが、 海岸に 娘、 

平 林、 大川、 轟 木、 野 島、 募 浦と いふ 順序に 村が ある。 江 崎のと ころ を 廻る と 波が 荒くな り、 K 木 

に 崎が あり、 野 島の 少し 手前に も 山が 突出で てゐ る。 おも ふに、 人 麿 時代に はこの 邊ー帶 を 野 島と 

稱し、 今の 條木 あたりの 崎 をば 總稱 して 野 島 崎と いった ものと も 想像せられ るが、 今日は、 江 崎燈 


茶 あた.^ を見當 にして 寫 眞を投 つた。 地名 辭書 引用の 常 草に、 『野 島 は 10^、 浦 付の 海邊 なり。 里人 

の rn、 むかし は  一二 町 も澳へ 出て 高く 平らかなる 野 あり、 波に 崩れて 今 はなし。 古松の 村立る 汀 を 

野 島と いふ 也』 云々 と あるから 幾分 變 形した と 思 はれる が、 この あた， りに 野 島の 小湊が あり、 崎が 

あり、 漁村の あった こと は 想像す るに 難く はない。 遠望で も 小 岬 を 幾つか 見る ことが 出来る。 

後記。 昭和 十四 年 一月、 淡 路洲本 中 學校敎 ^下 村 章 雄 氏 は、 「野 島 之 崎考」 を 著 はして 私に 示された。 この 野 島 之 崎に ついて 

は、 折 口 信 夫 氏は窟 (今の 岩屋) の 鼻と し、 检岡靜 雄 氏 は、 岩 接 町と 野 島 村との 中間の 松 尾 崎 だとし、 阪ロ保 氏 は 松 帆の 臺 

場から 東南 十一 町ば かりの 龍 校の 崎 だとして ゐ るが、 下 村 氏 は それら を通覽 した 上、 松 帆より 西海岸 傳 ひに 南下して 今の 野 

島の 地に その 岬角 を 求める のが 一番 穩當 だとし、 萬 葉の 歌から して、 船つ き 場で あるべく、 人 麿 も數曰 滞在した であらう と 

想像す る こと も 出来る し、 なほ 常 磐 草 (仲 野 安雄、 享保 年中) の， 記事に、 播磨魚 住 泊から 津國 大和 田 泊まで 一 曰 行の 間に 船 

を 泊むべき 處が なく、 東南の 風 荒く して 岩屋の 迫 門を乘 過ぎ 難き 時には、 富 島. 野鳥な どに 舟 を 泊めて 風 を 待った と 書いて 

あるの を 見ても、 富 島 • 野 島な ど は 舟つ き 場であった ことが 分かる が、 富 島 • 野 島 等 は 岩屋、 极帆 などよりも 舟つ き 場と し 

て は適當 である やうに 思 はれる。 なほ 淡 國通記 (元祿 年中/ 常 磐 草、 淡路 溫故錄 (天 保 年中) 等 を も參考 し、 なほ 淡 路溫古 

之圖 とい ふ 德川 時代 の 地 圖をも 考慮し てゐ る。 地圖 では 野 島を灣 入せ しめ その 北端 の 岬の 大石鼻 をば 古の 野 島 の 崎 だとし、 

沖に 野 島と いふ 島 を 描いて ゐる。 そして 仁 和 三年の 地震で 沒 したと いふので ある" 地圖に は、 平 林、 大川、 W と 記して 来て、 

大石 鼻のと ころに、 往古 西 國往來 諸船湊 テ滞此 入江 稱野島 崎と， 記入して ゐる。 お 上 を 綜合 すれば、 下 村 氏 も 古の 野 島 崎 をば 

K 在の 野 島の 地に 求めた く、 それ は 大體そ の あたりで なから-つかと いふ 結論になる で あ . い . Z 
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富 島 町の 處 にも 小 崎が ある。 水 越、 斗， 內 (淺野 付)、 育波な ど を 過ぎて 室津 町に 著く。 室 川が あ 

り、 八幡 神社が ある。 生活が 活 澄の やうで ある。 少女 もュブ & ン など を かけて 甲斐甲斐しい。 路地 

に 朝鮮の 女が 洗濯な ど をして ゐる。 道で 男女の 會 話が 聞こえる。 男 『よく 見えるな あ』、 女 『ほん 

とに な あ』。 午後 一 時 郡 家 町に 著いた。 

此處 一」 湊 行の バ スに 乘換へ るの だが、 午後 二 時 過ぎまで 待つ ことになる。 晝食 をす るのに 不便 だ 

と 思って バ ナナ 二 つば か， 9 食べ て晝 食を濟 ませた。 また 繪 、ノ ガ キを 買って 諸 友に 便り を か いた。 郡 

家 町 は 和名 鈔 の 律 名 郡 郡 家 鄉久宇 希で ある。 一時 ミヤ ケ とも 云つ たよし 記載に 見えて ゐる。 そ こ で バ 

ス に乘搀 へ、 江 井町、 山 田 村、 都 志 町、 鳥飼衬 など を 過ぎる。 都 志 は 和名 鈔の津 名 郡 都 志鄕豆 之で 

ある。 鳥 飼 を 過ぎ 鳥 飼 川 を 渡る と 五色^に なり、 海の 景も ひらけて 來る。 全淡バ ス案內 書に、 『桃 

山 御陵の 敷 砂 は、 此 地よ 6 獻納 せる もの、 眺望 極めて 雄大』 と ある。 午後 三時 近くに 湊 町に 著く が、 

その 手前、 三 原 川 を 隔てて、 慶野 松原が ある。 これ は 現在、 松 帆 村 大字 笥飯 野で ある。 嘗て 訛って 

慶野 などと 書いた のであった だら う。 萬 葉 名所 考に、 『； I 飯 は 飼 は笥の 誤に やと 思 ふ 人 あれ ど、 誤 

字と は 云 ひ 難し。 集中に 飼 飯を氣 此と訓 むべき >h の 三 所 あり。 畜類 を；^ ふ 料 を 古へ 飼 飯と ぞ云 ひけ 

む。 カヒ の切キ なる を ケに轉 じて ケヒと 云る なるべし』。 地名 辭 書に、 7 桉に、 應神紀 に 淡 路は麋 鹿 


雁の 多き 由 を 載せ、 延喜 式に 調 (六 一 千 斤と 錄す。 蓋 此鳥畜 は 御原の 飼 飯 野に 牧養 せる 者に して、 

； I 飯 野の 北に 鳥 村 の 名ぁ る も比^：之 に 起 因す る ご と し 』 と あると ころで ある。 松原 は 名所の 名に そ 

むかぬ、 好い 松原で ある。 御津の 濱 松な ども、 かう いふ 松原であった だら うな どと 《4" 想し 得る ほど 

の ものである。 そこの 浦 を 松 帆の 浦と いって ゐて、 前記の 松 帆の 浦と 混同し 易い ので、 此處を 歌枕 

の 松 帆 浦 だ らうと いふ 說 もあった ほど で あ る 。 

人 麿の 歌の、 r,l 飯の 海のに は 好く あらし』 云々 の 『飼 飯の 海』 は、 この あたり 一 帶の 海と 解して 

好かるべく、 『かり ごもの 亂れ出 づ見ゅ 海人の 釣船』 とい ふので あるから、 必す この 邊に 漁村が あ つ 

て 漁夫が 活 澄に 働いて ゐ ただら うと 考へ る ことが 出来る。 さう して 見れば 現在の 湊 町の 地位 はま さ 

しく それに 當 ると 謂っても 好く、 飼 飯の 海の 風光 は湊 町の 海岸から、 翁媪 崎の 方へ 道 をの ぼって ゆ 

くその 山 寄りから 眺め 得る やうに おも ふ。 さう すれば、 慶野 松原 を も 籠め て 眺める ことが 出來、 大 

體 ここの 海と 見當 をつ けて 間違が 無い やうに おもった。 地名 辭 書に、 『三 原湊。 今湊 村と 云 ふ。 三 

原 川の 委 口にして、 西北に 開く。 卽 播磨洋 なり。 此江灣 東北 は 松 帆 鳥 飼の 濱に 至り、 西は津 井村の 

雁 來椅に 至る。 廣さニ 海 KT 北風 を 遮る 者な し。 然れ ども 帆船の 寄 泊す る もの 多く、 古より 湊 村の 

ミ. 1- トグチ 

名を负 たり』 と ある。 此處 に延喜 式の 三 原 郡湊ロ 神社が ある。 今 は 三 原 川の 川口のと ころに 防波堤 
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が 築かれ、 船が 泊る のに 便に して ゐる。 朝鮮人の 子女 も嬉々 として 遊んで ゐ るし、 小さい 舟 工場な 

ども あり、 生活 は 相 當に活 澄で ある。 此處 では 薩摩竿 を 食って 腹裕 をした。 

私の はじめの 豫 定は湊 町に 一泊して、 飯の 海の 樣子 をく はしく 見る つもりであった が、 これ 以 

上 精し く 見る 必要 もない ので、 四時 三十 分 發の洲 本 行の バスに 乘 つて、 淡路を 束へ むかって 橫斷し 

日 暮に洲 本に 著き、 三 熊 館に (M つたが、 神戶 からの^ 體 客に 騷 がれて 終夜 安眠 出来なかった。 洲本 

の 城址に のぼるのに 馬に 乘っ ての ぼる 風習が あると 見えて、 途屮 でしき りに すすめられ たが、 旅の 

疲れで 典 味を牽 かなかった。 洲本 は淡路 第一 の 町で あるが、 和名 鈔のほ 名^ 物 部鄕の 一部 をな して 

ゐ る。 

六 

五月 二十 三日 (日曜、 午前 六 時 五十 五分 洲本發 の パスに 乘り、 淡路の 東海岸 を.^, -、 八 時 四 

十分 岩屋 著。 九 時半 明 石 著。 汽車 十 時 六 分明 石發、 十一 時 十分 大阪 著。 

上 六 停車場から 八木驛 西：：： に 至， -、 鴨 公 ij: 高殿、 別 所 あたりの 井，：： 水 を 調査、 別 所^ R 神社の 方 か 

ら髙田 山の 淀へ ま はり、 ： 斗 成 山の 麓の 井，：： 水 を 見、 一旦 大阪に 向った が、 布施まで 來て 高殿の 并，： ： 水に 


疑問が 生じた ので 二た び 八 木に 引返し、 高殿- W 調、 同道の 高 安 氏は大 阪に歸 り、 私 は 竹 葉に 宿った。 

五パ 二十四日 (月曜、 s、 雨つ 朝 八 時 鴨公衬 高殿から、 別 所、 H 高山 を 調べ、 その あたりの 地質 

(赤土、 雲母：^ 此す) に 注意し、 上 飛 II 八幡宮に 詣で、 雨 やどりして、 『藤 原の み 井の いづみ を 求め 來 

れば われの 草鞋 は 濡れ そぼち つ つ， r 『いにしへの 事に か か はる 樂 しさに 日 高の やまに 雨 ごもり せ 

り』 などと 口す さみつつ、 路 4 巢の 池と か、 鷺巢の 坂と かいふ 名 を 空想しつつ、 雨に 添れ るの も 苦に 

ならなかった。 それから、 古文 化 研究所の 發掘 研究の あと を 想像しながら、 土墙の 南方に ま はり、 

それから 現在の 鷺巢种 社に 參拜 し、 飛鳥 川に 沿うて、 八 木 町に 歸 6、 竹 葉に 少憩して、 夕方 大阪に 

,M つた。 昨 H:^- 來 調べた 井 水と 藤 原 御井との 『關 聯』 について 空想しつつ 大阪に 著き、 平野 町 ガス 

ビレ/ とい ふところで、 ^田 眞、 神田矩 雄、 上衬孫 作、 鈴 江 幸 太郞、 寺 澤亮、 村 正義、 岸哲 失、 巾 

島榮ー 、 高 安 やす子、 高安國 世の 諸氏と 會 食し、 梅田ホ テグ 投宿。 

五：：：： 二十 五日 (火曜、 明 石 人 丸 神社 參拜。 祌戶、 湊川 神社 參拜。 祭禮日 (御 渡) にめ ぐり あはせ 

た。 有 馬 溫，： ： 水 入； 价。 有 馬の FJ^ は 炭酸， 鹽類 泉で、 石 見 湯 抱の 湯と 甚だ 類似して ゐ るので r 特に 花 湯 叉 

新揚と い ふ ものが さう である：： 一、 今 同の 鴨 山 調査と も 密接の 關 係が ある やうに 思 はれて 偸 快で あ つ た。 

有 liT の 湯 は、 有 間の？ B とも 書き、 豊臣 時代から 文獻に 見えて ゐ るが、 その 以前の こと は 未詳で ある。 
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微溫 湯の ほかに、 『大溫 無比』 と 形容され た ほど 熱い 湯の 湧出す ると ころも ある。 有 馬 午後 六 時發の 

バスに 乘り、 六 時 四十 五分 寶塚 著。 七 時 大阪行 急行 電車に 乘り、 七 時 四十 五分 大阪 著。 梅田ホ テグ 

gw。 

五月 二十 六日 (水曜、 曇、 雨)。 午前 八 時、 特急 さくら 大 阪發。 午後 三時 二十 四 分 小 田 原著。 下車、 

四時 二十 五分 箱 根强羅 著、 一福 旅館 投宿。 夜 豪雨。 

五月 二十 七日 (木曜、 曇、 雨)。 午後 四時 二十 一分 强羅 發。 五 時 二十 四 分 小 田 原發。 六 時 四十 二分 

東京 著。 


浮 沼 池 • 鴨 山 • 尾 道 • 鴨 公 其 他 


昭和 十四 年 五月 四 曰、 午前 十 時半 東京 驛を發 し、 午後 七 時 四十 九分 京都 著。 驛で 休んで ゐる とき、 

わが 海軍 機大擧 して 重慶 を爆擊 したと いふ 記事 を讀ん だ。 九 時 四十 分 山陰 線に 乘換 へ、 翌五 H 午前 

八 時 二十 二分 石 見大田 著。 大 田はォ ホダと つて 發 昔して ゐる。 それから 九 時 十分 發の池 田 行の バ 

スに 乘"、 約 一時間で 池 田に 著いた。 池 田 は 安濃 郡 佐此賣 村 大字 池 田で ある。 そこで 案內人 を； 展っ 

て 浮 布 池 を 見に 行った。 

5*-^  ひ」 つ  し 

萬 葉 集卷七 (ニー  四 九) に、 『君が ため 浮 沼の 池の 菱採 むと 我が 染めし 袖 濡れに ける かも』 と ある、 

その 『浮 沼の 池』 が 此處の 浮 布 池 だら うと 謂 はれて ゐ るので 見に 來た のであった。 この 浮 布 池 は 三 

瓶 山の 南 麓に 位して ゐる。 池 田の パス 終點 から 數町步 いて 行き、 それから 向って 右手に 折れて、 人 

家の 散在して あると ころ を 通って 行く と 浮 布 池に 著く。 池 は周圍 五十 町と 云 はれ 水は綺 魔で ある。 

この 池の 水 は 一 方 三 瓶 山麓の 高利の 方から 流れる 川と 合して 靜間 川の 上流 を 成して ゐる。 靜間川 は 
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忍 原 川と 川 八 口で 八 口して 北上す る。 ^布 池の 水の 4 おいの は浼 水の ためと 池に 流入る 水が 大槪. 水の 水 だ 

からで ある。 束 側の 林 屮には 一 八が 澤 巾に 吹き、 また 萬 年靑が 群生して ゐた。 それから、 萬 葉の 歌 

にある やうに、 蔓が あるかと いふに- 三ケ處 ばか.^ 胙 生して ゐる ところが あ"、 いま は 未だ 葉が 小 

さくて 俘いて 見えない が、 そろそろ 葉 も 浮き、 夏に 花が， が、 いて 初秋から 實を 結ぶ し、 お 竟等は 今で 

も兢 うて 採って それ を 食 ふ。 また、 菱の實 のこと をコッ テカケ とい ふ。 コッテ は 牡牛の ことで、 コ 

ト ヒゥシ がつ まった ものである。 コッ トヒ、 コッ テ、 コテ、 ゴッテ 等の 語と して ひろがって ゐる。 

菱の實 は 角が あって 牡牛の 頭に 似て ゐ るので、 コッ テカケ とい ふので あらう が、 カケの 意味が よく 

分からない。 

萬葉卷 七の 歌 は たま 歌集に ある 歌で あるが、 がた め』 云々 の 語調 は、 女の 云 ふ 趣の 歌で ある。 

『染めし 袖』 が 濡れた とい ふの もまた 女の 語調の やうに おもへ る。 なほ 萬葉卷 十六 ニー K 七 六〕 の、 

『豊國 の 企 欲の 池なる 菱の末 を 採む とや 妹が 御 袖 ぬれけ む』 とい ふの は、 まさしく 女が 菱の實 を 採 

む 趣で あるから、 人 麿 歌集の 歌 も 女が 男に むかつ て 物 を 一； ムふ 歌と 解して 先づ 間違が 無い やうに おも 

ふ。 さう 極めて？^ いて、 さて それならば、 これ は 人 磨が 自ら 作った もの か、 若しみ づ から 作った の 

だとす ると、 どうい ふ 場合に 作った のか、 賴 まれて 作った もの か、 謂 ゆる 巡遊 詩人 的に 作った もの 


か、 或はん. M 歌集に ある ほかの 民謠 風な 歌と 共に、 人 麿が ある 機會 に民謠 として 作った もの か、 さ 

うい ふこと を いろいろに 考 へる ことが 出来る。 それから 第二に、 此歌は 人 磨の 作った もので 無い と 

すると、 人 麿が ある 機會 にこの 土地の 民謠 をば おぼえの ために 書きと めて 置いた とい ふ ことに もな 

る。 さう して、 その いづれ の 場合に しろ、 人 麿と 石 見と に關 係が あり、 人 麿 はどうい ふ 機 参に か、 

石 見の 國府を 出で て、 この 邊を步 いて ゐ たとい ふこと になる" さう いふ 點で この 浮 布 池 は 人 麿傳を 

考察す るう へに 大切な 處 だとい ふこと になり、 また、 私の 發見 した 湯 抱？ 谷の 鴨 山が、 人 麿 臨終の 

ときに 咏んだ 歌の 鴨 山と 密接の 關 係が ある だら うとい ふ說 に、 一 つの 大切な 根 據を與 へろ ことと も 

なる ので あるが、 この こと はな ほ 後に もい ふ^で ある。 

浮 布 池の ほとりに は旣に 放牧の 牛が ぼつぼつ 見えて ゐた。 池の 東南 端に 辨天祠 が あり 每年 七月 十 

五日 は その 祭禮 であるが、 近 村から 幾ら 人出が あっても その 島が 狹く感 せられた こと はない と案內 

者が いふ。 その 島で 晝の 辨當を 食べた。 それから 步 いて 行く と、 据 野の 感じで、 川原 胡頹 子が 群生 

し，. P う 少しく 赤くな つて ゐる。 通 草の 花、 木 苗の 花、 さう いふ もの を も 珍ら しくお も ひっつ 到頭 池 

を 一 めぐりした。 池の 寫眞は 大三瓶 小 三 瓶 孫 三 瓶 を も 含めて 撮る ことが 出来る。 鬼に 角 これまで 度 

度 石 U- に 來て居 6 ながら 此池を 見な か つたのに、 今：！； それ を 見る やうに なった の は、 湯 抱の 鴨 山 を 
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發见 したお かげで ある。 

F お 抱の 鴨 山が、 人 麿の 歌の 鴨 山 だとし、 此處の 浮 布 池が 人 麿 歌集の 浮 沼の 池 だとす ると、 おの づ 

から 其處に 聯絡が ある わけで ある。 人 麿 は その 邊に 恐らく 一  度なら す 來てゐ ると いふ こと もまた 想 

像す る ことが 出来る。 

そんなら、 浮 布 池と F.^ 抱と はどう い ふ 道路に よ つ て 交通す る かとい ふに、 その 道路 は 一 一つ ある。 

を だ  まき わら 

第一 は 小 田の 方から F1 抱へ 越す 道、 第二 は 横 原の 方から 湯 抱の？ = ^谷へ 越す 道で ある。 け ふ は 第一 の 

1J りうら 

方の 峠 を 見ようと おもって、 浮 布 池を濟 ましてから、 小 田に 行き、 山路に さしかかって、 鳥 打と い 

ふところに 行った。 此處 から 大體 くだりに なって、 邑智 郡の 湯 抱に 行く ので ある。 此處 をく だって 

行く うち 雨が 降って 來た。 今朝 大 田に 著いた とき 一 點の雲 もない ほど 空が 晴れて ゐ たのに、 かう 雨 

が 降り出す とい ふの は、 や は 6 山の 地帶 だから だとお も ひながら 暫く 步 いて 行く うち、 道に 山 が 

茂って ゐて、 步 くのに 雞淀 なので もはや 遠くまで 行く こと を やめた。 また この 四月 十四 五日 ごろ 苦 

木 虎雄.^ は 私の ために 佐此賣 村の 小字 を 調査し、 そのと きこの コ —スを 踏査して くれたの だから、 

私 は 自分 で 無理に この 道 を 行かす ともよい とお もった のであった。 

私と 案內人 は、 為 打に 引返し、 今度 は 三 瓶 山麓の 陸軍； ml お 地 帶を步 いた。 私 は 束 京から 用意して 


來た 草鞋い 穿いて ゐ るので 雨が 降っても 苦痛で ない。 數 時間 步 いた 後 平坦な 原に 出た。 片腕 松 を 右 

さだめの i つ 

手に 見、 定 松の 下 をと ほって 池 田に 著いた。 池 田で は 湯淺 とい ふ 旅お に 入った。 夕が たから 雨が 暗 

れて 日が 見え 出した。 宿の 童子の 咳の 聲を 終夜 聞きながら 一 夜 を 明かした。 

五月 六日、 け ふ は 第二の コ ー スを 通って 湯 抱へ 出て 見ようと 思った が、 幸 ひ 宿の 女が 草鞋 を 見つ 

けて 買って 来たので それ を 私 は 穿いた。 午前 八 時. M を出發 し、 數町大 田の 方へ 一:^ つて それから 南方、 

西 田 川の 豁 谷に 沿うての ぼり、 約  一 m にして 棋 原に 著く、 その 邊に 農家が 散在し、 木炭 を负 うた 牛 

が 鳴きつ っ來 るの などに 會ふ。 そこ を 通つ て いよいよ 山道になる。 模 原まで は 人 ど ほりが 相應 にあ 

るから して 道路が 修理 せられて ある。 その あとの 道 は 殆ど 修理せられ す、 或 時 は 笹が道 を うづめ、 

或 時 は 水が 湧いて 川の やうに なって ゐる ところ を 渡って 行く。 併し 今の やうに 交通 機 關の發 達しな 

いうち は、 人 ど ほりが 相應 にあった おもかげ を殘 して ゐ ると ころも ある。 使 は 何處の 山に も 茂る も 

ので あるが、 何し- ハ 過去の 人 麿の 歌 をお も はしめ る やうな あ，^ さまで ある。 よつ て數 種の 寫眞を 撮 

さくら 

つた。 約 半 ml 步 いて やう やく 峯に 達した。 此處は 安濃. 邑智兩 郡の 境で、 案內者 は、 慎 原の 小字 櫻 

わら  おく， てね 

原と いふと ころの 奥の^ だと 說 明して くれた。 天氣は 小雨が 降った- 0 止んだり して ゐて、 此處に 著 

いた ころに は 雨が 止んで 雲が しきりに 動いて ゐ る。 この 峯、 つまり 『たうげ』 で 私 は寫生 をしたり 
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寫眞を つた.^ して 小一時間 あまり 居た。 そこから 見る と、 邑知 a 郡の 山々 ばか，^ でな く、 遠く 那賀 

郡の 山々、 安藝 境の 山々 まで、 疊々 として 聳えて ゐる のが 見える、 それほどの 大觀的 佳景で あるか 

ら、 どの 方面から 来る 旅人 も 一 たび は 此處に 足 をと どめて、 或は 三艇 山から 出 雲 方面、 或は 石 見 か 

ら 安藝 方面の 眺を ほしいまま にした もの に相^1.^なぃ。 眼下に 稍 離れて 粕淵小 原の 律 目 山が 見える。 

その 下 を 江. 川が 流れて ゐ るの で あ ら う。 5^ 目 山 は 一 たび 私が 鴨 山に 凝した ものであるから、 一 見 

して その 山 だとい ふこと が 分かる。 それから 向って 右手に 山が 幾つか ある。 それ は國 道の 向う の 山 

である。 それから 國 道から 手前の 山々 が 見え、 その また 手前に、 大釣 山. 鴨 山な ど を 含めた 一群の 

山が 見え、 その 左手に 柏 淵 小 原、 抱から 小 田 鳥 打の 方へ 越す 山の 一群が 見える。 山々 は新綠 で、 

萌 黄な ども 浮き あがる やうに して 動いて ゐる。 その 二 つの 群 山の あ ひだ を 私 等 はこれ から ド 6 て 行 

くので ある。 ir 山 はこの 向って 右の 山の かげに なって ゐ てこの 峯 から は 直接 見えない。  - 

この 下" 道に は、 全く 道 跡を沒 したと ころが 幾筒處 もあった。 案 內人は 大體の 目分量で 其 處を通 

つて 行く。 或は^^く豁水をば靑草が埋め つくして、 其 處を私 等 は 渡らねば ならなかった。 さう いふ 

時に いつも 私 は 草鞋の 便利な こと を 感じた。 私 は 昭和 十 年の 大和 旅行 以來 草鞋の 便利な こと を 痛感 

し、 それ以来の 旅に は 時 々脚！^ と 草鞋と を 用意して ゐ るが、 今囘も 非常に 役立った ことかく の 如く 


である。 一」 のコ— スは 今では 殆ど 全く 人 ど ほりが 無い とい ふの は、 人々 は乘合 バスで 大 田に 出て、 

大 田から 赤 名 行の 省營 パスに 乘れ ば、 賃錢は 合せて 八 九十 錢で、 時間 も かからす 樂に湯 抱に 著く こ 

とが 出來 るからで ある。 

この コ— スを 下れば、 湯 抱 湯 谷の 丁度 鴨 山 を 向って 右に 眺め 得る ところに 出る。 この 鴨 山の 前. S 

は 殆ど 比り： れ 石から 成り、 何 かの 鑛を 含んで ゐる のか、 小さい 試掘の 痕 などが 二三 ケ處に 見えて ゐた。 

お 石 は いづ この 山に も ある だら うとい ふか も 知れぬ が、 ここの 山の はまた 著明で あるから、 若し FJ§ 

谷の 鴨 山が 人 麿の 歌の 鴨 山 だとす ると、 『厳 根し まける』 の 句 はた だの 觀念^ でない とい ふ 想像 もつ 

くので ある。 谷 近くなる と、 道 も 修理して、 石垣な ども あり、 炭燒 小屋な ども 見え、 炭 を 運ぶ 牛 

の樂 にと ほれる 便利な 道に なって ゐた。 また 近年 植林が はじまつ たから 自然に この 豁 間の 道路 もよ 

くな つたわけ である。 因に いふと、 ここの 豁 間の 激湍は なかなかの 佳景で ある。 

午後. 本 時半、 疲勞 して 湯 谷に 著いた。 鴨 山 は 一昨年 見た ときには まだ 植林して 間 もなかつ たので 

形が 變 つて ゐ たが、 今度 見る と 形 も 稍 豊かに なり、 それに 新綠で 色彩 もよ くな つて ゐた。 私 はなつ 

かしい ものに 會っ たやうな 氣 持で それ を 眺め、 一 休しょう と 思った 旅館 は いづ れも滿 員で 靑山 旅館 

から も 日の出 旅館から も 皆 ことわられた。 爲 方がない ので 日の出 旅館の 帳場に 上り こみ、 晝 食を濟 
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ませた のち、 の くと ころ を 見たり、 入，： 价 したり (浴場 は 一昨年 來た 時の は取拂 はれて、 新築せられ てゐ た〕、 

鴨 山の 見える ところまで 步 いて 行ったり した。 のま 人の 話に、 今日 私 等の 越えて 來た道 は 先づ人 

ど ほり は 無い。 それに 夏 は マ 三 (蝮) が 出て あぶない ところで ある。 數年前 一 入の 六部が 横 原の 方 か 

ら 越えて 来たが、 あの 澤で マミに 嚙 まれ、 全身 脹れ あがって 湯 谷の 路傍に 臥して ゐ たの を、 村の 供 

樂 部に 連れて来て 看護し やう やく 生命 だけ はとり 止めた 云々。 それ を 聞いて 私 は 越えて 來 たのが 夏 

分でなくて よかった と 思った ので あるが、 さて、 この コ— スを 越えて 來て 空想した の は、 若し 此處 

の 鴨 山が 人 麿の 歌の 鴨 山なら ば、 その S 〈にも やはり 人々 はこの コ— スを 取って、 佐 此賣山 ニニ 瓶 山) 

から 出 雲の 方へ でも 交通した であらう。 入 麿 歌集に 浮 沼 池の 歌が あって、 浮 沼 池 は 現在の 三 瓶 山麓 

の 浮 布 池に 相違ない とせば、 人 麿が 抱 あたりに 來てゐ て も 毫も 不自然で はなく、  の^く この 湯 

抱に ある 鴨 山 をば 終焉 地の 如くに して 一 首の 歌を殘 して ゐても 毫も 不自然で はない とい ふこと にな 

る。 私 は 今度の 旅で、 この 考を 大體强 める ことが 出來 たの を 多幸と する。 

それから 自動車 を やとって、 ^淵 を 通って 二た び 安濃 郡に 入り、 志 學溫^ 然樓に 役 じた。 そこ 

で 入； 价し、 三 瓶 登山 を濟 せて 來た 男女 小 學生數 百の 聲を閒 きつつ 夜 を 明かした。 自動車 賃四圓 五十 

錢。 


五 七日。 午前 三 瓶 山 籠を步 く。  A 頭 翁、 蕨 等 群生" 放牧の 牛 群れ、 雲雀 其 他の 群 鳥 止ます 啼く。 

かへ. -に湯 本 を 見、 孫 三 瓶 登山の 心^いた が、 體の 具合 を 顧慮し、 旅 宿に 歸 つて 入 it し 臥" した U 

三 瓶 山麓に は 山 牛蒡、 こうか 茶、 自然 生 大根 (弘法 大根： ：- 等を產 する。 志 學には 陸軍の 廠舍か あり、 

演智 に來る iH ハの ための 宿舍 である。 その 夜、 場面が 伯林で 二三 人の 亡友な ども 交って ゐる夢 を 視た。 

五パ 八日。 十一 時 志 學を發 ち、 午後. 穴？ 時 五分 濱原發 の 将營バ スに乘 6、 赤 名に 午後 零時 五十八 分 

著の 豫定 のと ころ、 澤谷 村宮の 前で 故障し、 自動車 を.^ 名から 呼んだり して、 赤 名に 著いた の は 午 

後 二 時 三十 分 過ぎであった。 次の パスの 赤 名發は 午後 五 時 十分 だとい ふので、 致し方な く 赤 名で 一 

時間ば か b 待って やう やく 自動車 を やと ひ、 四時 半 ごろ 布 野に 著いた。 自動 車賃 六圓。 屮村 憲吉君 

(昭和 九 年 五月 五 曰歿； }、 おば あさま (昭和 十一 一一 年 十二月 十五 日歿. )、 中 村 孝！ j;^  (昭和 十四 年 三月 十 rn 歿) の墓參 をし、 

シヅ子 未亡人、 良 子さん、 厚窓さん 等と いろいろの 悲しい 話 をしながら 一夜 寝た。 

五月 九日。 布野滯 在。 病床の 中 村お ない さま を 見舞 ひ、 山に のぼり、 谿に くだり、 午後 晝寢の 後、 

字 を 書いたり して、 また 一夜 宿った。 備 後の 山 もまた 笹が 多く、 これ は 赤 名 を 越えてから 旣に氣 が 

つくが、 布 野の 山を步 い て も 目立つ ものである。 

五月 十日。 午前 六 時 布 野 出發、 良 子さん 厚惠 さん 同道、 江， 川、 馬^ 川の 霧 を 見ながら、 三次、 十 

五 九九 
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日 市、 山家、 鹽 町と 過ぎる。 鐵道 鹽町驛 で大阪 線と 福 山 線と が 分かれる。 三 良 坂 町に は 出雲大社 分 

祠が ある。 吉舍、 八幡、 大見を 過ぎ、 山間 を . "幾度 か 過ぎる、 東大 田、 甲 山、 諸 田、 巿、 三 成 を 過 

ぎ、 この 邊ー帶 は 備後表の 產 地で 蘭の 田が 多い。 間もなく 尾 道に 著いた。 かく、 雙三 郡、 奴 郡、 

世羅 郡、 御調 郡を經 過す るの は、 私が 人 麿 上來の 道筋 を 想像した 道筋 をば 今日 通過した ことと なり、 

自動車で 通って みると、 大體 ある 川の 流に 沿 ふやう でも あり、 山道 を も 通過す るが、 さうたい した 

難路と 謂 ふべき ところが 少く、 尾 道に 出す に、 國府 のあった 府.^ あたり を 過ぎて 辆に 出て 其處 から 

船に 乘 つたと 假定 しても、 決して 難路と いふので なく、 出雲路 から 山陰 道 を 通過す るより どの くら 

ゐ樂 だか 知れない ので ある。 今日 私 等 は 備後を 尾 道まで 南下して 來て、 これ も 私の 想像 說を 肯定し 

得た やうに おもった。 

尾 道め 千 光寺 境 內に中 村 憲吉君 終焉の 地が あるから 特に 立 寄った ので あり、 三人して その 家に 寄 

り 臨終の 部屋 を も 見た。. 櫻の 花 は 過ぎて 旣に 葉に なって ゐ たし、 機の 大木 も 若葉に なって ゐ たが、 

鐘樓も 元の 俊 だし、 尾 道 を 一目に 見 わたす 處 である。 私 は 亡友 を 飽くまで^ びつつ 其 處を辭 し、 展 

望臺を 十 時 十五 分に 出發 して 直ちに 朝に むかひ、 今. ま、 松 永、 柳津を 通り 十一 時半 辆に 著いた。 船 

つき 場 を 辆江沛 とい ふ。 對山樓 に 寄って 午 食の 用意の 出来る ひまに、 辨天 島、 仙醉島 をめ ぐり、 恰 


も舊 三月 廿七 ：n、 「辨當 びら き」 の 日に 當 つて 土地の人が 多く 群れて ゐ るの を 見た。 また 棺の 木の 大 

小 を 見た が、 萬 葉に ある やうな 大樹 は 今 は 見られぬ から、 その 當時 にあっても ああい ふ 大樹 は 稀で 

人目 を牽 いた ものであった だら うか。 對山樓 で 鯛の 骨 蒸しと いふの を 馳走に なり、 直ちに 福 山に 向 

つた。 途中 水 呑の 倉 田 氏に 寄り、 二 時 四十 分 福 山に 著、 そこで 良 子さん 厚惠 さんに 別れて 三時 發の 

汽車で 大阪に 向った。 汽車が 動いて から 車 房の 中で 萬烕 交々 至って 盡 くる こと を 知らなかった。 七 

時 四十 五分 大阪 著、 大 村：，. チ、 樓氏 等の 出迎を 受けて 後、 ァ ララ ギ歌會 に 暫時 出. 加し、 梅田ホ テグに 一 

した。 

五月 十一 日。 高 安 國世氏 同道、 大和 高 市 郡 鴨 公小學 校に 亩田 校長 を訪 ひ、 布 野で 讀んだ 「藤 原宮 

の 全貌」 とい ふ 記事に つ いて 種々 敎示を 得た。 それから 私の 「御井 考」 に關 して 小實 驗を濟 ませ、 大 

阪に歸 つて 諸 友と 夕食 を 共に し、 梅田ホ テグに 一泊した。 

五月 十二 日。 午前 九 時 二十 分大 阪發。 午後 七 時 三十 五分 東京 著。 
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W 址 お i  lt 大 


大津志 賀宮址 • 唐 崎 (左)  宇治 河 (llK*i 戶 附近)  宇治 河 (三 室戶 附近) 


吉野川 . 喜 佐 山 (右) . 御船 山 (左) 


吉野 川宮瀧 


吉野 川宮瀧 


吉野川 • 御園 村 東端. 喜 佐 山 (象 山) .  宮満 村. _ に傳 宮址. 御園 村. 喜 佐 山.  喜 佐 山 (右) . 喜 佐 谷 (その 左) •TnsJ 山 

御船 山 (左 後方)  御船 山  (その 奧). 御船 山 (左) •  a 人 橋 


初领 hr  • 泊？ 


三 輪 山 


畝 傍 山. 傳藤原 宮址土 壇の 森 (右).  ト，， J  -  t 

J»t 成 山  雷 岳 . 飛鳥 川 . 豊浦村 

鵪 4- 小 校. 巢 神社 (畝 傍 山の 左) 


かに V:" い， 


1 き、' 


飛鳥 村. 矢 釣 山 


釣 山 


纏 向山 (右上) . 衾 田 墓地 (左) 


• その 右方 は 高 家 方面 


飛鳥 川. 二 上 山 (遠景). 畝 傍 山 (左)  雷 岳 (蔓浦 丘陵より 望 ひ)  0 岳 (Jt.^ 池 岸より 望む) 


香具 山. 南 浦  欽傍山 (中央). 二 上 山 (右)  耳 成 山. 傳薛原 宮址土 壇の 森 


大輕 (右) . 森 は輕豊 明宮址 . 見瀨の 

五條 野 

I 部 (その 左) . 畝 傍 山 


m. 


甘擾 丘より 雷 (中央) • 香 具 山 (右). 耳  嫩草 山. 三 笠 山 (右). 春 日 山 (左).  東大寺 大佛 殿. 奈良 公圚. 嫩草山 

成 山 (左 遠景). 鷺巢 神社 (その 左)  高圓山 (後方)  笠 山. 卷日山 


三 瓶 山. 石 見 安濃 佐比賣 村の 高原  石 見 安 漢^ 浮 布 池 (l^tES 池)  石 見 安濃 都 山道の 笹 


I§ 彌島 (香 川 沖 多 ぼ 邶與岛 村 大字 砂 彌)， 砂彌島  砂彌 島の 嫂 


淡路 野島椅  明 石 海峡 (明 石 大門)  加 古川 口 丄商砂 町 松原 (可 古の 島) 


詞釵の 海 (淡 路三原 郡 町) . 慶 野 松原 

飼 飯の 海 (湊町 海岸)  0 飯の 海 (湊町 海岸) 

(黑く 見 ゆ) 


人 


伊能忠敬の - 測量 日記 


同  < 、文化 八 辛 未年 二：：^ 廿 六日。 朝より^ 天、 六ッ 後. K 森 町 出立、 同所 止 {is 前より 御 代官 役所 迄 測 

jit , 1 夬ょ 6 司 町 ，11:^  ii? 直 三 ± よ.； T 初、 象 Ekn 離 莨 道ノ左 二 ぁリ卽 石窟中 一一 安置 ス石^ モぉ エノ 作ナ tjil 

二十  一 つ J  rw  a#  ,ィ？1^-三.3ュ ^  リ道 右一 I 石室 山羅 Ig- 寺 ァリ湯 島靈雲 寺ノ木 ナ^ト 佐 摩 

w^li^iss^ 小 松 地 村 0^  a0  一一 一計 

ips1t:s5«^;t5® き 印よ" 小 松 地： ^ 宿 迄 測 九ッ半 後一 一着、 止宿 庄屋 

富 三郞、 此夜. 晴天 測" 

同： h 七 IE 朝より 晴天、 朝 六 ッ頃小 松 地 村 出立、 邑智郡 ® 印よ ，0 初、 惣森村 志 ：！；^ 村 湯 抱 村 高 畑村粕 

枝. Ai^ 畢 中 f« 別 府© 印よ リー 里 三十 0  丁 二十 一間 获 原より 驛路 三里获 原よ リ① 迄 一里 十四 丁  、& i+i-3、tAI 村と ニー 

ネ ノ  ゆ 0 六 間 ヲ加荻 原よ リ小 原驛迄 一一 ー里〇 八丁 二十 七 間ナリ 一 間ヲ 六尺 五 ガト 合 久保村  驛; 5 ゾ 乙」 

測 .sflsJsiti^^^Ksi 小 九ッ半 頃、 濱原 i 村 着、 本陣 新 屋森平 脇 宿ァ吾 H 屋 重藏此 ぉ中| 

同廿 八日 朝よ， e 晴天、 六ッ後 im 原 村 出立、 同所よ. -初、 川卢村 字 乙 原石 原 村 千 原 村 九； H 市 村 字 多 

i 羅 枝西ノ 原組片 山村 地先少 九日 巿 酣 迄 測 yl^f- き 丁 夫よ.. 仕 越 字 亥 ノ子田 酒 谷 村 界迄測  一一 一： S 訂 行 
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返 九： n 布 村止洁 112" 本陣 原 田屋物 ^ 太郞 g 雄 51 脇 鍛冶屋 良右衞 n 九ッ後 -ー 翁、 此夜 晴天 測。 

同廿九 II。 朝 暗 天、 六ッ後 九日 巿驛 出立、 ：c ハ介： S やより 初 .5 平 洒谷驛 迄 測 £ ？? 化 t 御 

f f 叉 同所よ， -初、 出 雲 國飯石 郡俊瀨 M  i 平 I 守 下 赤 名お 赤 名 驛迄測 お， 間 止 

お 肥 マ， k 乂屋柳 右： tsi 門、 -M 瀨 侯より 使者 トシ テ福 井祖助 出产、 ^より 看 一 折 我等へ 被 贈之卽 受納、 外 二 

家 士今岡 雄 兵 衞出レ /、 此夜暴 天 不測。 

1 y 1 n: 一- 

ra; 二月 朔日。 朝 晴曇、 六ッ 赤名驛 出立. - 同所より 初、 備後國 三次 郡- 島 新 複谷利 枝 室 T^^if ト七 .^ 

i 附 夬 よ-仕 越毒ケ i 測 0^ 行 歸テ室 市  一一 i  S 一  ナ手 Is 此き代 宵 下役 

福原來 助^^ 鼓 此夜 晴天 測。 

同 二  ：n。 朝 晴天、 六 頃 室 市 出立、 横谷村字；^ケ^£ょり初、 上布野村布野驛迄測 islfc^^^ts^ll 

^gfjis^ 四 四ッ 後-一着 §s 淸& ：ハ衞 當町 SI- 長 岡 廣藏、 驛所引 化.1喜 七郞、 組頭 市 五郎、 用 所 請割 庄 

屋永川 源 兵衞、 三次 郡 割 庄屋 代 瀧 n 新兵 衞 III 平驛 役人 代三郞 來グ、 此夜藝 天 不測) 

閏 二月 三日。 朝 曇天、 六ッ後 布野驛 出立、 下 布 野村戶 河 內衬西 河內村 i^_^;po 間 二 尺 枝 藤 地中な 

字 土 取 場 下 迄 測  一!： V 一針 一一 訂 別 手 合 坂 部下 河 邊築田 上田 平 助 三次 本 町 本陣 前よ，， ， 初 Mil 赚 横町 上 

布 路上 ノ段 PI 字大歲 n 原 村 字 宮ノ關 西 河 內村字 三 反 田 枝 大枰谷 〔子 土 取 場 下 二 而別手 合 


測  一？ y 附 l¥ 手 共な 後、 三 室 日 巿町本 町え 着 職 If S 喃賴 I 翻. & ，以下 S 

伊能忠敬の 測量 日， 記 は 右の 如くで あるが、 此處に 少しく 注解 を 加へ て 置く。 この 曰 記の 私に 有益な の は、 忠 敬が 大 森から 惣 

森 村、 志 君 村、 湯 抱 村、 高 畑： r 粕淵 村、 濱原 村、 酒 谷 村 を 經て出 雲廣瀨 藩の 赤 名に 出て、 それから 備 後に 越して ゐる 道筋 

は、 私の 想像して ゐる人 暦 上 来の 道筋と 一致して ゐる ために 有益で ある。 そして 廿 七日 は 小 松 地 村 を 出立し、 別 府で中 貪 を 

して、 濱 原に 止宿して ゐ るから、 その あたりの 道路 を 大體步 いて ゐ るので ある。 この 道筋 は 銀山の 出来てから のこと で、 志 

君 村から 柏 淵へ 行く 道 は 只今の 縣 道筋よりも 高い 處卽ち 山の 上 を 通って ゐた。 それから 道が 分かれて、 湯 谷、 湯 抱の 方へ 通 

じて ゐた" 併し もっと 往古に なると、 幾らか 道筋が 違って ゐ たと おも ふが、 橫 道に ついては つたいした 變化は 無く、 鴨 山 

の 麓の 道な ど は、 別府 から 程近い ところで あり、 現在 私 等のお もった よりも 人々 が往 反して ゐた かも 知れない とお も ふ" 

伊能忠敬の その 時の 一行 は、 伊能忠敬、 下役 靑木勝 次郎、 永并要 助、 御 弟子 箱 田 良 助、 御若黨 松 井澤 次、 御 待黑田 京吉、 御 

牢取 長藏、 御 草暖取 三人、 御上 下 十 人で、 その 測量 用具 は、 校 三寸 角 長さ 五 尺 杭 三本、 長さ 五 尺 片側 削った 杭 二 本、 小 かけ 

や  一 丁、 ぼん でん 竹 十本、 筵 八 枚、 あわび 貝 二つ、 餓、 はんかけ、 鶴嘴 等であった。 幕府 天文 方の 測量 だとあって 非常な 助 

力と 鄭重な 待遇 を與 へた ものである。 今、 赤 名に 於け る その 狀態が 記 錄に殘 つて ゐ るが、 先づ 赤名來 著に 先 だち、 庄屋 二人 

を 道普請 引受と した。 これ は 二月 下旬で あるから 殘雪 いまだ 深く 通行 も闲 難であった から、 酒 谷から 備後 境まで 雪 を 掘り 踏 

みならし、 通行の 際 は 人夫 二十 人を附 けて 道 直 をし、 庄屋 一人 年寄 二人 を 村案內 に、 庄屋 四 人 を 御用 中附 廻り 役と し、 その 

他に、 ぼん でん 持 十八、 じじゃく 臺持 二八、 火 入 持 一人、 丁繩持 一人、 とふ 繩持 一八、 杭 並つ ち 持 一人、 綱 引 七 人、 間 竿 持 

一人、 しょうぎ 持 二人、 糟颜板 持 一人、 鍵 持 一人、 御 刀 持 一人、 人足 二人、 合計 三十 二人 を附 けた。 なほ 右の 庄尾 年寄 は 股 

引脚詳 羽織 脇差 を體 し、 特に 附廻 庄屋 は 手帳 矢 立 扇子 を 持ち、 前日 迄に 九日 市 宿 館に 伺候し、 翌日 酒 谷 口 境から 御用 を 引受 

け 備後境 迄 勤めた ものである。 また、 下 赤 名 村 古市と 上 赤 名の 口 境との ニケ 所に 休憩 處を 設け、 雨處の 休憩 處 共に 一間 半に 
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二 間の 小屋であった。 なほ、 旅 宿に は 本 亭主 一/、、 脇 亭主 二 と 定め aiM 善美 を盡 した。 

右 は 文化 八 年の 日記と 關係 ある-記 錄 であるが、 それより 先 だつ 五 年、 文化 三年 六月に も 石 見の 一部 を 測量して ゐる〕 「文化 

三 寅 六月 十五 日， 記、 天文 方 測量 方 一件」 とい ふ記錄 に、 『天文 方 御 役人、 十二 曰晚、 溫泉 津衬御 泊り にも 可 相 成 候 間、 宿 等 

手當テ いたし 置 候樣、 惣代 宿より 申 越 候に 付、 木 津屋、 上 ミ尾供 舗譜請 掃除 爲致 候。 御 附廻御 役/、 樣も可 有 御 鹿 旨に 付、 御茶 

屋引當 テに取 上 置 申 候。 其 外 町方 取綺船 手配 候 j 云々。 『右 測量 方 御 役人 樣 六月 十一 日、 鄉田村 § 齡, 鹽尾京 左衞鬥 方へ 御 泊 

りに 付、 村 方 繪圇並 明細 帳 等差 出、 御機嫌 伺 相濟、 十二 日 明 六つ 時 枠 新 次 郎罷歸 り 申 候。 測量 方 御 役人 樣、 今日 當 所へ 御着、 

御 泊り の 積り、 一 手は鄉田ょり-^^利村迄御打、 一手 は 淺利村 吉浦迄 御 打、 一手 は 今 浦より 溫泉津 村 迄 御 打、 右三 手に 別 御 打 

被 成 候 趣』 云々。 かう して 見れば、 石 見の 測量 もー囘 にした ので はなく、 文化 三年の は 下 府上府 あたりから かけて 江津 町、 

江川 を 渡つ て？ I 泉津を 中心として 測量した ものの 如くで ある。 

附記。 なほ 伊能忠敬の 測量 日， 記 中、 鹿 足 郡、 靑野村 あたりの 記事に、 『石 川 を 渡船、 横 W 村 止宿， r 『石 川 巾 三十 間』 等が あ 

る- この 『石 川』 とい ふの は、 『高津 川』 のこと である。 そのころ は、 旣に人 麿の 死と、 依羅娘 子の 歌と を、 高津の 方に 持つ 

て 行って ゐ たので、 『石 川』 が通稱 になって ゐ たの かも 知れない。 この 名に 迷 はされ て はならぬ から 一語 加へ た。 


人馬 賃錢の 事 


寳曆 三年 酉 十月 改、 石 見 國郡中 入用 其 外 取斗定 書と いふ ものの 中に、 「人馬 賃錢」 の條が ある 


大 森より 荻 原 村 迄 

荻 原 村よ 6 粕淵村 迄 

柏 淵 村より 濱原村 迄 

濱原 村より 九日 市 村 迄 

九日 市 村よ，^ 酒 谷 村 迄 


本 馬壹疋 二 付錢 五十 四 文 

輕尻 馬壹疋 -I 付 三十 六 文 

人足 壹 人-一 付 贰拾七 文 

本 馬壹疋  ー| 付 百 五十 貳文 

輕尻 馬壹疋 -I 付 百壹又 

人足 壹 人-一 付 七 拾 六 文 

本 馬壹疋 -I 付貳拾 三文 

輕尻 馬壹疋 -1 付 十六 文 

人足 壹 人- 1 付拾貳 文 

本 馬壹疋 -ー 付 八 拾 七 文 

輕尻 馬壹疋 -ー 付 五十八 文 

人足 壹 人-一 付 四十 四 文 

本 馬壹疋 -ー 付 六十 壹又 

輕尻 馬壹疋 -ー 付 四十 壹文 

人足 壹 人- 1 付 三 拾壹文 


六 〇 九 


六 一 〇 

L ョ 4p 寸， i  J  -.！ qr 複頁 E 本お 壹疋 -i 仲 六 文 

お M^WJ^rir 領 r 輕尻 馬 壹疋> 一 付 七十 一文  . 

^^^^tL  人足 壹人ニ 付 五ナ. 三文 

本 •  ぉ壹： 止 -ー 付 四十 五 文 

酒 谷 村より 赤 穴 村 迄 輕尻馬 壹疋ニ 付 三十 文 

人足 壹 人- 1 付 二 拾 三文 

(中略) 

一 右 賃錢を 以往 返 同事に 可 二心 得， 候、 大坂 道中 村々 に 而馬賃 錢に增 者、 不二 請 取， 候 間、 何れ 之 道に 

而も 馬に 增賃 不， 一 相 立, 候、 然 共拾疋 以下 馬 數入候 節 は、 御定之 賞錢に 三割增 可， 立， 之、 人足 之 儀 

者、 先 觸等御 定之賞 可 二相 立； 駕籠 其 外 荷物 人足 は 是迄之 通 割 增請取 候 積り、 此度書 入 置 候、 

一 輕尻馬 之賃錢 を以、 人足 賃可， 一 相 立， 候、 

乘物壹 挺  人足 六 人  ， 

山 駕籠 壹挺  同 四 人 

長 持壹棹 ，  同 六 人 

但贰拾 貫 迄、 其 余 リハ四 貰 目に付、 壹人增 之 積り、 貧 目 持 出に 而可致 候、 

(中略) 


1 鄕川 渡船 之 事 

往來壹 人に 付  錢五文 

馬 壹疋に 付  同 拾 文 

荷物 壹駄に 付  同 拾 文 

但 乗物 駕籠 計 兩掛荷 笈賃錢 右に 准シ 可， 取 候、 

一 常 水に 三 R 迄之增 水に 候 は、、 右 定賃錢 に 可， 渡、 三尺 以上 增水之 節、 船不， 可， 出 事、 

一 御用に 而 通行 之 分 大切に いたし、 三尺 以下 之增 水に 候 共、 渡 舟 可：， 成た け は 增加子 無， 一 差滯， 可， 一 取 

im 1 事 

一 增傍所 杭渡津 村立 會 川端に 建 置 候 間、 常々 心ヲ 付、 大切 相 守、 紛敷儀 無， 之樣 心得、 當 所ね 相斷、 

ナー申 IsilH- レ申事 

一 武家 荷物 渡 賃不， 可， 取， 之、 然と も 商人 請負 候 荷物 は、 定之 通賃錢 可， 取， 之 事、 

一 右 之 外 渡 賃增取 候歟、 叉 者 往還 之 者 及 二 難儀， 候 段 相 聞へ 候 は、、 渡 守 取 放 候 儀 は 勿論、 吟味 之 上、 

御^之 儀 相 伺候 樣被， 一 仰 渡， 候 間、 渡 守、 村 役人 共 重ク可 一一 相 守， 侯、 此外渡 場 有 レ之候 分 は、 右 之 

趣に 准 シ增賃 錢取候 類、 往還 難儀 無， 之 樣急度 可 二相 心得， 事、 

六 一 一 


六  一 二 

一 村々 庄屋 之 儀、 高 持に 而 身元 宜キ もの 可. 願 候、 水吞之 者. 21 は决而 不二 申 付 1 候、 然共是 迄 も 身元 S 

分、 高 持 等 之 類 も、 百姓 之 爲に成 候而、 存分 取 計 候 得 共、 自分 之 爲に計 成 候 類 も 有レ之 候、 是等之 

儀、 村 役人 您 百姓 共に 相考、 庄屋 役 之 儀 吟味 を 請 可- 1 申出： 然上者 御 年貢、 諸 役 其 外 村 役人ね 申 渡 

候 御用、 違背 致 間 敷 事、 


本朝 祌社考 抄 (羅浮 子 道 春 撰) 


人 丸 丸。 和訓 麻呂 

柹 本人 麻呂者 J 石 見國人 也。 或 曰。 未， 詳， 一 其 何 許 入， 也。 善 詠 H 和歌？ 多 载ニ萬 葉 集， 焉。 紀贳之 曰。 

先師 姊本 太夫 者〕 高 振 二 神妙 之 思？ 獨步ニ 古今 之 間？ 有， 1 山邊. ^人 者？ 並 和歌 之 仙 也。 藤原敎 光。 作 M 

秭下 朝臣 人 麻 WI。 畫 像賛， 曰。 太夫。 姓柹 下。 名人 麻呂。 盖 上世 之 歌人 也。 仕 二持統 文武 之聖 朝？ 

遇 二 新田 高 市 之 王子？ 吉野山 之 春風。 從ニ仙 驚， 而獻， 壽。 明 石 浦 之 秋 霧。 思 二 KI 舟， 而 緩：， 詞。 誠是六 

義之 秀逸。 萬 代 之 美談 者歟。 方今 依， 重 二 幽玄 之 古篇？ 聊傳ニ 後 素 之 新樣？ 因 有：， 所 レ感。 乃 作， 讃焉。 

其辭 曰。 键歌之 仙。 受，， 性于 天？ 其才 卓爾。 厥 鋒 森然。 三十 一字。 詞華 露鮮。 四百 餘载 ^ 來 葉風 偉。 

斯道 宗" 匠。 我 朝 前賢。 涅 而不， 緇。 鑽， 之彌 堅。 駁毛少 J 某。 麟角 猶專。 旣謂 獨步。 誰敢比 J 屑 tf^。 

紫 人 丸。 盖以 n 天平 元年？ 卒 H 於 石 見國？ 及， I 其將 A 死。 詠 二 和歌， 曰。 伊波 美 乃 夜。 他 加 都 能 邪 麻 

六 一 三 
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が。 乃 摩ぎ ず" 宇幾與 乃ぎ 幾 於。 ぎ、 播提都 流 加奈。 或 日。 鴨 長 明 云。 人 丸 墓。 在： 大和 國。 泊 瀬 

傍？ 長 明嘗往 H 泊瀨， 問， 入 丸 墓？ 在 n 何 所 1 乎。 無二 知：' 之 者？  土俗 呼 二 其 地- 爲 -1 歌境-故 也。 或 曰。 未 

其 所 A 終 也。 

余 案。 世俗、 讼襲之 訛 誤。 傳 聞之詭 僻。 雖 ニ甚不 P 鮮。 而今 論， 焉。 以 明-二  二？ 夫柹 下。 姓 也。 故國 

史り 叉 有， ー柹 下臣 猿 乃。 柹下 朝臣 人 上 者？ 萬 多 姓氏 錄。 亦载 H 姊 下姓？ 而云， 1 人 丸 生 二 出 子柹樹 下？ 

非 也り 藤 原處名 也。 允恭 天皇。 爲 H 衣 通姬？ 定二藤 原 部？ 持統 文武？ 都 二 于和州 藤 原？ 大織 冠。 居 U 

藤 原 宅？ 天智 帝。 賜 H 藤 原 姓？ 而云 T 大織冠 以ニ藤 纏 鎌？ 斬 二 入 鹿-故。 爲 * 藤 原 氏 ^ 非 也。 淡 海。 近 

江 也。 封 n 不比 等于近 江國？ 以此， r 齊太 公之 故事？ 故 號ニ淡 海 公？ 而云。 讃歧國 海人。 產 ニ不此 等？ 

是以名 二 淡 海 公？ 非 也。 且謂ニ 房 前？ 爲 n 淡 海 公？ 亦 非 也。 房 前者。 不此等 之 子 也。 菅原 者。 太 和國ー 

所名而 所謂 t，a 原 伏 見 里 也。 土 師宿禰 古人。 住- 1 于营 原？ 光仁 帝始賜 ニ菅原 姓？ 古人 之 孫。 是善。 相 

承 爲ニ管 原 朝臣 姓？ 右大臣 者。 是善之 子。 而 所謂 北 野天 神。 是也。 而云 T 天神 生 n 于菅 中？ 如 K 伊 尹 

出 ，0 於 空乘 # 非 也」 


it 本 大明祌 略緣起 本社 別當 月 照 寺) 


夫 梳本大 明 神 は、 天の 押 人命の 末葉に て、 持統 天皇、 文武 天皇に 仕へ 給 ひて、 和歌 を 以て 世に 鳴 

せ 給 ふ。 其 元は 石見國 高角の 里に 國司伸 雪と いふ 人 あり。 無 子 こと を 歎て 恆に 天に 祈られし が、 一 

日 後 園の 柿の 木の下に 少 童の 立る あり、 其 姿の 偉 魁なる を 見て 是は 天よ. り 我に 給 ふ 子な りと て、 沖 

雪 自抱取 養育し、 朝廷に 奏聞し 勅 を 蒙り 親子 共に 參內 す。 天子 其 子の 異貌 なる を叙覽 ありて、 汝は 

何ぞと 勅問 ありし に、 人な，^ と 申させ 給へば、 人 は 人な り 誰と いふ 人 ぞとぁ 6- しかば、 麻呂 なりと 

申させ 給 ふ。 然ば 人麻呂 とい ふべ しと 勅許な されし とか や。 誠に 觀 昔の 化身に てませ し 故に 諸事 人 

に 勝れ 給 ひしと なん。 蓋 觀世音 菩薩 は 衆生 利益の 爲に、 神と なり、 佛と 成、 六道に 遊 化して 迷る 凡 

失 を 救 ひ 給 ふ 事 御經に 委し。 此御神 も 其 一 つなり。 故に 石 見に 化 現の 日 も 三月 十八 日に て御壽 六十 

にて^^！！^せ給ふ。 辭 世に 〇 石 見が た 高角の 松の木 間より 浮世 も 月 も 見 はてつ るかな、 と 有しな り。 其 

跡 を たれ 給 ふ 所雖， 多 其 名高き は 明 石の 浦に しく はなし。 實にほ のん、、 の 御 歌 世に 無類 故に や。 抑 

六 一 五 


,  六 一 六 

和歌 は 天津神の 御代より 始 りて、 今の 世まで も 我 秋 津嶋の 風俗と なり 侍る。 中に も ほ のん \ の 御 歌 

は、 上 一人の 御 位よ b 百官 卿相、 下 萬 民に 至る まで 此御 歌を崇 ましくて 人 丸 を 先師と あがめ 奉て、 

和歌 を 學者此 御社に 詣で すと いふ 事な し。 扱 明 石の 迫 門 は 西 海 一 の 難所に て 往来の 船 風波の 難に あ 

ふ。 昔此灘 にて 風 惡敷已 に 舟 かへ さんと せし に 御 神 を 祈り 丹心に、 歌の道 船の 道 を も 守る とて 明 石 

の 浦に 跡 たれし 神、 と讀 て、 其 難の 遁れし 也。 また 筑 紫より 盲目の 詣 でて、 ほ のん、 と 誠 明 石の 神 

つ き 舌たり 

ならば 我に も 見せよ 人 丸の 塚、 とよみて 兩眼忽 に 開き、 撞來し 櫻の 杖 を 庭の ほとりに 立て 歸 りしに 

枝榮花 咬し と 也" 叉此 里に 火難の 起り し 時、 常に 御 神 を 信仰せ し 人の 家に 火旣 にか、 りし を 主人 至 

よん- - やばう 

、ひこ 祈， 0 ければ、 ほ のん、 と 明 石の 浦 はやくる とも 般若 防に て やかで ひとまる と 御託 官ー あらたに 

して 忽火 とまりぬ。 是を 見る 人 聞 人 御 神の 御利證 あらたな りと て 信仰 今に 絕す。 是 故に 此 里に 火難 

なし。 叉 難產の 人の 右の 手に 御守り を 握り、 口に ほ のん、 の 御 歌 をと なへ て 安々 と平產 せし こと 國 

々に 多し。 其 外の 利證は 筆に も盡 がた し。 此ほ のん、 の 御 歌 は、 一字に 千里 を 含て 眞言 陀羅尼に お 

なじ。 去に 依て 每朝三 反 七 反 乃至 百 反 至 心に となへ 奉れば、 惡事 災難 を 遁れ諸 願 成就 疑な し" 此外 

は 古緣起 石碑に 委し。 

註。 右は撗 一 尺四寸 五分、 縱 一 尺 五分の 一 枚 紙に 木版 刷に し、 總振 假名に した ものである" 今 その 振 假名 を 略す。 


教 1^ び 有 l^+TF ゆ 勸進 趣意書 


昭和 十一 年 七月 十四日、 大阪每 日 新聞 奈良 版に、 大和 添 上 郡 機 本 町 柿 本 寺を訪 うた 大和 史會の 一 

行が、 同 寺の 物置から 縱 七寸、 横四寸 ぐら ゐの 版木 を 見つけた。 これに は、 人 麿の 像と、 『正 一 位 人 

麿 大神， 一一、 『我 宿の かきの もとまで やけしと も 一 こえた のめ そこで 火と まる/ 『大和 國添上 郡 柿ノ木 

村 柿 本社』 とが 彫って ある。 『燒 けしと も』、 『一 聲賴 め』 とい ふ 意味で、 人 磨 を 火除けの 神と した そ 

の 神符の 版 F であった ので ある" 

そのほかに、 寬政 年間に 住吉廣 行が 描いた 人 麿 像、 寶曆 年中 柿 本 寺 修理の 勸進 趣意書、 文化 十五 

年 機 本の 歌人 中 村訓榮 (今の 中 村 三 二 氏の 曾祖父) が 歌 塚 類題 和歌 集 出版 投稿 規則の 版木 その他の 版 

木 二十 餘 枚が 發 見せられた。 

なほ 弘化 三年 十一月 發免、 柿 本社 中 藏扳、 菊 田政史 編の 「櫟本 十景」 とい ふの も ある。 これ は城戶 

富 全の 漢文の 序と、 跋に菊 田 政史の 「詠 十景 長歌 並 短歌」 が あり、 その 間に、 十 景の繪 と 和歌と が あ 

六 一 七 


六 一 八 

る。 なほ、 享保 十七 年に 森宗範 等の 建てた 人 麿 歌 塚 碑 陰 記 (總論 篤に 收)、 寳曆 十二 年の 柿 本 寺 略緣起 

の 木版 も あるが、 暫く 發 行せ すに ゐ たの を、 最近 櫟本 町の 中 村 三 二 氏が 印刷して 人に 示した。 

その 『柿 本講式 云』 に、 『柿 本大夫 はたかく 神妙の 思 ひ を ふる ひ獨 古今の 間に あゆめり。 此 道に 仰 

ぐべき 誰か 敢て かた をなら ぶる もの あらむ。 仍 柿本大 夫を迎 へたて まつりて、 あしはら 中つ 田の こ 

とわ ざ をの べんと なり』 と ある。 

柿 本 寺 略緣起 

和 州 添 上 郡 櫟本鄕 治 道 山 柿 本 寺 は、 古へ 柿 本人 磨此 地に 伽藍 を 建立し 給て、 堂 合 佛閣ー をなら ベ 1 

結構 美を盡 せる 靈場 たり。 それ 人 麿 は 奈良帝 和歌の 御 師範に て、 古今 獨步の 歌仙た る 事 は 萬 人後 

たかつ の  せんしょう  ，てんがい 

代まで よく 知れる 所 也。 その かみ 歌 神 石見國 高角に て 仙 昇 有しと はいへ ども、 遺命 有て 尊骸 遠く 

のぼらせ 給て、 此 地に 葬し 奉る ゆへ 自然と 歌 塚の 名千歲 ながく 稱 せり。 則 柿 本 講式叉 藤 原 淸輔朝 

ハぅぇ ふし ふ  まう で 

臣 家集 或は 榴葉 集の 中には 股 富 門院の 太輔こ 、 に詣 有し 事 をのせ、 鴨 長 明の 無名 抄 にも 此 所の 事 

を 記せり。 か、 る 名刹たり とはいへ 共、 星霜 一千 餘年 を經 ぬれば、 雲 を 凌ぐ の 殿堂 門廡も 今た、. - 

一宇 ー院 のみ を存 して、 その 堂塔の 有し 所い ま 礎石 さへ 定かなら す。 すべて 田： g となりて 傳記ロ 

陴 ばかりに 傳ふ ばか， 0 也。 かくて 殘 つる 寺 門 さへ 軒 は 傾き 楝宇苦 を 生じて、 况 ゃ寺資 たる 地 尺寸 


あらす、 修補 四方の 他力 を賴 まざれば、 一向 叶 ひがたく、 貧 道是を 悲歎す る 事旣に 幾許の 年月 を 

た /. せ き -二  ,- ぷ， * パ 

へたり。 堂 外の 松風 旦夕 梵唄の 聲を そへ、 庭前の 花 紅葉 春秋 舊規の 光彩 を殘 せり。 雨露むな しく 

衲衣 をうる ほし、 霜雪 徒に 野 情 をいた ましむ。 故に 今 十 方 僧俗の 信 財 を こ ひ、 修 覆なら む 事 を 願 

ふ。 わきて 風雅の 志 あらむ 人々 は 年來詠 作の かぎり 少料を そへ 愛に 奉納し 給 はば 練 若 風雨に ある 

る を 防ぎ、 後に 時 を 得て あらたに 潤色の 日 あらば 野 僧の 愁眉 を 開く のみに 非す、 高く 神聖の 照覽 

しゃう まん 

もる 、事な く、 僧家 は 學道を 成滿し 武門 は 家運 をい やまし 好 士は其 道の 奥義 をき はめ 農 商の 家 は 

其 業の 安穩 むなしから ざるべし。 さきに 大木 村 森 本 宗範並 松 鄕に今 住る 藤 門 因 齋志を 一 にし、 國 

屮及 洛攝： E の雅友 をす、 め、 廟 中の 碑石 成立す でに 思る がごと く、 歌 塚の 二 大字 は寳篋 寺の 宮眞 

翰を染 させられ、 碑 陰の 文は藥 派の 老德百 拙 和尙の 筆を勞 せり。 寺院 微 にして 舊 時の 佳麗に 殊也 

とはい へど も、 神聖の 擁護 はか はらざる べし。 古緣 起記錄 等に 猶 委しと い へど も、 其  一 二 を 書し 

て 遠近に 吿す 、 め 侍る。 まさに 希 はく はすべ て 有 信の 人々 共に 信 誠 を 催し 給 へ 。 

畜寶曆 十二 年 壬 午 十一月 吉^ 柿 本 寺 現 住師政 謹書 
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六 二 〇 

人 麿 神 疫病 除け 靈驗 


人 麿 神が 人間の 疫癘 を 癒す 靈驗の ある こと は、 旣に 「鴨 山考 補註 篇/ 六 九— 七三 頁) に 尾崎恒 雄、 正 

宗 敦夫兩 氏の 通信 を 得て 記錄 すると ころがあった ところ、 昭和 十 年 八月 二十四日の 山陽 新報に 野 田 

實 氏の 「久 米の さら 山 和歌 宮」 が载， -、 人 麿 神の 靈驗 のこと を 記載して ゐる。 

私の 子供の 時には、 まだ 人 暦の 影 供の 像 を 刷った 神 札が、 村の 辻 や 家の 戸口に 貼って あるの を 見た もので、 今 は 全然 影を沒 

して 仕 まった。 この 神 札 は 村の 和歌の 宫で 授けて ゐ たもので、 村に 疫病な どが あると 厄 病 除け として、 近 鄉の者 は 必ず これ 

を 戴いて 歸 つたので ある。 

私 はこの 人 麿の 影 供の 像が なぜ 疫病 除け になる か、 そんな こと を 知らう とも 思はなかった し、 もと/ \ 村の 無智な 俗信と し 

か考 へて ゐ なか つたの であるが、 世間の 經驗を つ ん で ゆく につ れて だ んく 自分 達の 祖先 の 生活 史が 判つ て ゆく に つ れ、 こ 

れを單 なる 俗信との み 片付けられない 深い 智識が 祖先の 間に 默々 と 流れ 傳は つ て 居った こと を覺 える ので ある。 

この 和歌の 宮と 云の は 久米郡 佐 良 村に 在り 今 は 村 社 佐 良 神社 境內に 移されて ゐ るが、 もとは 皿 山 (嗟峨 山) の 麓の 人家の 敷 

の 中に 在った ものである。 どうして 和歌の 宮が此 地に 勸 請され たかと い ふ に 今 さら 說明を 要さない であらう 、- 『美 作 ゃ久米 

の 皿 山 さらく に 我 名 はたて し 萬 代 ま でに』， V い ふ 古今 集 の 大臀會 の ^が 古來 名高い 歌枕と なつ たが、 後に 修理 大夫 顯季が 


美 作の 守と なって 赴任した 時に 此 地に々 縻の神 影を勸 請して 和歌 宮を祀 つたと いふ。 顯季 朝臣 は 和歌 を 好み かって 都に 住ん 

で ゐた頃 六 條洞院 の 亭 に 歌 神 柿 本人 丸 の 供 蹇 を 行 つ た ことがある」 古今 著 聞 集 に 

是は 粟田 讚 岐守兼 房 人 丸 を 愛み 給. ひて、 其圖繪 する 所 は 左の 手に 紙 を 取り、 右の 手に 筆 を 握りて、 七 旬 計の 人 也、 其 上に 

讚 を 書く と 云々。 此像を 白 河院鳥 羽の 寳藏 にこめ させ 給 ふ を 申 うけてう つし 取り 顯季 信仰 ありし と 也。 

と ある。 又た 51^ 花集卷 九に 

修理 大夫 顯季 みま さかの 守に て 侍りけ ると き 入々 いざな ひて 右近の 馬場に 罷りて 時鳥 まち 侍りけ るに 俊子內 親王の 女房の 

車もう できて 連歌し 歌よ みな どして 明 ぼのに 歸り 侍りけ るに かの 女房の 車より 

美 作 やくめの 皿 山と 思へ 共和 歌の 浦と ぞ云 ふべ かりけ る 

と ある 如く、 顯季は 美 作 守と なり 和歌に 堪能の 八であった から、 久 米の 皿 山なる 和歌の 宫の勸 請が 此ルに 結 托せられた のか 

も 知れぬ が、 この 宮が 古く 文 獻に殘 つて ゐ るの は津山 藩士 岡 村 白 翁の 『美 作風 土 略』 (寶曆 十二 年) と 『作 陽 誌 J である。 と 

ころで、 和歌 宮 の 入麼が なぜ 疫病 除け として 崇められ たかと いふに、 萬 葉集卷 一 一 の 人 暦が 石 見の 任地に 在って 死に 臨み 自ら 

傷んだ 歌に 

鴨 山の 磐 根し まける 吾 を かも 知らに と 妹が 待ちつ V あらむ 

とい ふの が あり、 『和歌 童 蒙抄』 以来、 この 八 麿は單 なる 病死 でな く 疫癘な ど にか \ つて 急死した と傳 へられて ゐる ことより 

起った もので、 この 歌枕の 地に 祀られ た 歌 肺と しての 人麼 も、 さぞ 苦笑して ゐる だら、 つ。 く はしい 考證は 近日 i- 汎岡 山』 へ 

改めて 書く 約束 をして ゐ るから それ に 護り、 あの人 暦の 影 供の 札 を 保存し て ゐられ る 八が あつ た ら 、 お知らせ 願 ひ た い と 思 

つて ゐる。 

野 田 氏の 此 論文 は 甚だ 與味 深い ものであるが、 ただ- 和歌 童蒙抄 に、 『この 人 麿は單 なる 病死で な 
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く 疫癘な どに かか つ て 急死した と傳 へられて ゐる ことより 起った もので』 と あるの はどうい ふ もの 

か 知らん。 私 は 試に 藤原範 兼の 和歌 童 蒙 抄を儉 したが、 人 麿が 疫癘で 死んだ と は 書いて ゐ ないやう 

である。 

私 は 「總 論篇」 (四 W 頁) に 於て. 人 麿 は 或は 疫病に よって 死した ので はなから うかと 想像し、 續 日本 

紀の 文武 天皇の 慶雲四 年の 條に、 『夏 四月 s 申、 天ド疫 低、 詔 加 二 服恤； 但丹 波. 出 雲. 石 見 三國尤 

甚、 奉 二 幣帛 於 諸 社； 叉 令 ニ京畿 及諸國 寺讀經 1 焉』 と あるの を その 根據 とし、 そして その 疫病 は 恐ら 

く利疫 (下痢 を證 する 疾患) のた ぐ ひだらう としたの は、 四 ガ は 陽暦の 六 ：！：- に當 つて ゐ たから、 利疫 

の 流行 時と 考 へて 差 支ない ので ある。 若し さう だとせば、 人 麿 は 班田 使と して 出張した とい ふよ， 0 

も、 疫の 流行に 關 して 娠恤に 連結 ある やうな 出張で あつたの かも 知れない。 若しも 未 來に歷 史小說 

でも 書く やうな 場合が あ つたら、 少く ともこの くら ゐの 根據 に本づ くもので なければ ならぬ とお も 

ふので ある。 

さて、 私の 想像 說は 右の ごとくで あるが、 若しも 文 獻に人 麿が 疫癘に よって 死んだ とい ふことの 

書いた ものが あらば 知-りたい ものである。 さう いふ 意味 で 野 田 氏の 和歌 童 蒙抄云 々のこと に 注意し 

たのであった が、 野 田 氏の 文 は 記憶の 誤であった やうで ある。 


M 人 丸 大明神 碑 樹立 由 緣碑撰 文 


大 八洲の くにの.： 祌 のみこと として、 心 を 天地に ひらかし、 詞を 日月に てらしつ、、 目に みえぬ 

國の 境、 耳に 聞えぬ よの き はみ を も、 つばら かに 思 ひやり、 まめ やかに いひ もて 行ぬ る もの S ゑ、 

いかで か 鬼 かみ をも國 つち を も あはれ と 思 はせ、 かなしと 思 はせ ざらめ や は、 抑此 歌よ める 事 は、 

天地 ひらけ はじまり ける 時より 出來 て、 神よ より 人の よに つた はりけ る を、 中に つき 藤な みの 名に 

おふみ やの 大御代、 靑 によし 寧樂 のお ほん 時より ぞ、 まことに さかりに はもて おこな はれけ む、 か 

かる 大御代に ぞ、 歌よ める 人 もお ほけ る、 かけ まく も かしこ けれ、 いはまく も かしこ けれ、 高く 妙 

なる 大御思 ひ は、 ひとりい にしへ 今に あゆめり し を、 誰か はしの び 誰か は あ ふが ざらめ や は、 ここ 

に此信 濃國松 城の みうちに、 多々 羅咸 生と いへ る 人な む、 いにしへ を あ ふぎ、 今 をし のぶこ ころ ふ 

かく、 ふりた る 跡 を も 尋ね、 おくれた るよ にもの これよ とて、 そらみ っ傻 のく に 葛き の 下 郡、 梳 本 

とい ふ處 になむ ある、 大御 おくつ きに おひし 靑 きせ 口 を もとめつ、、 ここの はに 科の 郡、 機 並の 宮の 
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かたへ にお さめ 奉り、 移し 奉りけ り、 こ は 安永の 初つ かたの 頃に なむ ある、 さる を 其 同じ 友が きな 

りし 藤 原 忠與、 月に も 花に も 一 つ 心なり ける 昔 を 思 ひ、 露 も 霜 も ふり はてなむ 後の よ を 思 ふ もの 故、 

かつ は大明 神の めぐみ を あ ふぎ、 かつ は 友が きの いさをし をと どめむ とて、 それ を 石に ゑり つけな 

む 其 事 を ものせ よと て、 おのれ 光枝に もとめる ならし、 抑大御 神の みたま は、 天 にもつち にもみ ち 

たらむ ものから、 いづこに もとめ、 いづこに 移し 奉らむ と、 ま 心の むか ふ 所に あら はれま すらむ 事、 

たと はば ひびきの 聲 にあへ る ごとく ありな む、 いで かくし あらば、 彼大 御い つくしみ を あ ふぎつ、、 

天地に うけ 奉らむ はさる ことにて、 ふりぬべき 後の よに もお なじ 心なら む 人、 是を きかむ 時、 遠く 

藤 原の 宮の ひじ.^ のみよ をし のび 奉り、 ちかく 寬 政の 德 にむ くひ 奉らす や あらむ、 石に きざめる い 

さ をし ここに あらす や も、 かかれば そのこと ばに いはく、 

みす i-t 刈 かた 山 かげに うつし もてみ かげた かく も あ ふぎつ るか も 藤 原 光枝 

- J れ は 長 野 縣植科 郡 東 條村ネ 中 川 天王山 麓 玉 依比賣 神社 境內 にある 人 磨 碑に 因んだ 由綠碑 の 大村 光枝 の 撰 文 であつ て、 人縻 

碑と いふの は 高さ 凡そ 五 尺、 幅 二 尺、 自然 石、 表面に 「人 丸大明 神」、 「前 黃門郞 公夏 書」 と あり、 向つ て 右側に、 「i^ 和 州 

柿 本 村人 麼蒙 之苔埋 于玆」 と あり、 向って 左に、 「安永 四 乙 未 春 三月 吉日」 と 彫して ゐる。 この、 「人 丸 大明神 碑 樹立 由緣 碑」 

は それに 隣る ものであって、 光枝の 撰 文 は 恐らく 寛 政 六 年 秋の ことで あらう か。 この 撰 文中に も 「宽 政の 德」 と あるし、 な 


ほ 國# 解と いふ 光枝 著の 奥 書に、 「寛 政 六 年 とらの 秋な が 月し なのの 國 はに 科の こほりち くまの 河の ほとりなる 旅ね の やど 

りに て しるしぬ」 と あるから である。 なほ 松 代 藩と 光枝との 關係 にっきて は、 山 田 孝 雄 博士の、 「百 二十 年に して 世に出で た 

る 萬 葉 集 誤字 愚考」 (ァ ララ ギ第 廿四卷 第一 號、 昭和 六 年 一 月) とい ふ 文に 委しい。 撰 文 は 一志 斐雄 氏の 好意に よって 知る こ 

と を 得た。 この 由 緣碑は 高さ 三尺 I 寸方ー 尺で ある。 なほ、 文政の 頃 この 碑の ある 宮の 神職であった 小 河原 重 麿の 日記の 一 

節に 次の 句が ある。 「三月 十八 日、 人 丸 明 神 祭、 早朝 注 連 等張 候 事、 上座 敷に 人 丸 神 像 飾り 候 事、 机ニッ 重、 八 丸 像 上箱に 

紙 を 敷き、 其 上に 肺 像、 安置し 奉る 前に 神酒 否臺硯 筆紙 (但唐 机 置き 此 上に 備 へる) 置く、 人 丸 明 神に 參詣 致し 立 寄、 神 像 

拜禮の 人へ 神酒 等 出す」 云々。 右、 一志 斐雄 氏が、 昭和 十一 年 二月 十一 日附の 通信に 據っ た點が 多い こと を 感謝す る。 
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小 室 氏 人 麿 明 神緣起  _  _ 


昭和 十四 年 六月 廿 七日、 出 n 卯太郞 氏、 小 室 源さん の 來訪を 受けた。 源さん の 女が 山 口 氏 夫人で、 

小 室 氏 は 秋 田 藩士 族で あるが、 家系 を 溯れば、 柿 本姓で 、『偉-一正 三位 柿 本人 麿 之 末流 云云』 とい ふか 

ら、 源さん も 人 麿の 子孫と いふ ことになる。 私が 「柿 本人 麿」 を 著 はした ことが 偶 山 口 氏の 耳に 入り、 

また 今年 大阪 放送局で 萬 葉に 關 する 坐談會 铺随、 良，、 田舰田 gslw があった とき、 人 麿の 偉 記に つい 

て は 何も 分かつ てゐ ない とい ふこと を 源さん が 聞 及んだ ので、 その 人麿傳 の參考 になる だら うかと 

おもって 來訪 せられた のであった。 ュ、 して 種々 示された 中に、 「人 麿 明 神之緣 起」 と、 「柿 本 氏 小 室 系 

圖」 とが あるから、 それ を 手抄して 置く ので ある。 

人 麿 明 神 之緣起 

野 州 下野 國字都 宮大明 神 者、 姊 本人 麿 靈神、 是小室 之 元祖 也、 因， 兹小室 代々 宇都 宮大明 神 率， 崇-- 


氏神； 後秀 只、 慶長元 丙申歲 九月 廿 九日 爲ニ 御堂， 造榮、 則別當 紫雲 山 寳勝院 有 二 云 者； 然所秀 年代-一 

依- 1 養子 1 知行 被 二 召 上； 仍爲ニ 困窮 f 右寶 勝院滅 後、 寶勝院 儀 諷 訪之別 當移二 長善院 f 右 之 依， 分 長 善 

院明祌 別 當賴， 之、 其 後 依 二 祈 禱所ー 賢 固山 金 照寺賴 祭， 之 者 也、 享保贰 丁酉 四月、 秀將自 刻 二人 麿 像つ 

堂裤、 武運 長久 祈 之爲、 奉納 誹諧 千 句納、 是享保 三 戊戌 歲 E 十月 廿 九日 资^ 山 金 照 寺 開， 一眼 之； ^ 

爲こ 子孫 之 T 緣起 如レ件 

享保三 戊戌 歲 

間 十月 廿 九日  秀將 (花押) 

柿 本 氏 小 室系圖 


しグ 聖 常 

正 王 

知" 王 

高 貴 王 

S  子 一 


後 漢國人 也 

丹 波 矢 田 郡 怖 本 村人 醫術通 神 靈褒譽 溢 天下 以醫心 方 

三十 卷選成  <ム 家 時 則 人 王 一一 一十三 崇峻 天皇 御宇 人 也 . 

無官 無位 

孝德； 大皇 御宇 仕 曾 我 入 鹿 討 位 四 位下 丹 波 宿 禰醫術 博士 

天智 御宇 仕 藤 原 千 方 記 供 Ha 共 討お 此始賜 坂 上 性 粉 
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^ 禿淸秀 胤 秀 實 瀧 梟 淸益人 弓 


束 

麿 


麿 

一 了 

\ ィ 

正 


六 二八 

天武 天皇 御宇 仆醫術 自典藥 頭 

持統 文武 朝 什位從 三位 進 柹本村 家 故 iw 本 氏號欲 

人 也 和 銅 四 年 三月 十八 日 卒是則 宇^宮 尸、 ぼ 利. si 

參議元 明 元 正朝 仕典藥 頭施藥 院主 施外屋 殿聽禁 色雜袍 

聖武 天皇 之 朝仕從 三位 昇 大友魔 取 有 戰軍忠 故 官大訥 貢 至 

稱德朝 仕位從 一一 一位 昇 欲 人 風土記 作者 也 

桓武平 城 朝 仕平狨 天皇 御宇 天下 將成 宇都 宮家 任。 瀧麼ョ 

リ分坂 上 氏 及 宇都 宫家 1 一 至敌 |ー  坂 上與小 室之祖 ナリ。 

淳和 天皇 仕 四 位 上進 

仁 明文 德之朝 仕 四 位 上 

文 德濟和 仕 四 位 上進  . 

陽成院 仕位從 五位 上 

ヽ主ン 

S 本 氏 右 衞門佐 武家 下 信 濃國小 之 宿 家 任。 孫兵衞 秀將傳 曰、 小 {„f ハ、 1- ぉ國 白^, ゾ內 け" ト 〔コ， 

小 室 ノ臺ト 云。 秀 精考ル -1、 中古 之 * 祖 子細 ァリテ 下野 國 一一 下 リ年久 居住 シ 千 せ 二  if 一 一一  パ；！ ノ名ァ 

ル へ 下野 ノ白澤 二 小 室 ノ臺ァ リ テ是ヲ 所卜シ タル 二 ハ アルべ カラ ズ。 

小 室 冠者 右衛門佐 

依 怖 本氏崇 是愛梆 


すな 秀 秀 -ぁ 秀 ^6- 秀 秀 秀 秀 秀 秀 


次 

一 了 

\ィ 

方 

綱 

光  土 佐 守 下野 守 長久 元 * 辰年 十二月 十 曰 七十 八歲卒 

P  小 室 冠者 信 濃 國小室 二 居 也、 延文 元年 二月 廿 六日 六十 一一 一歳-一 テ卒。 

(中略) 

P  勘 一一 一郎、 勘 右衛門、 土 佐 守、 文 祿四乙 * 年 六月 二十 八 H 卒。 常 州 水 戸 志 加 之 御番プ 勤ム。 

後 1 一秀 改、 土 左 介、 孫 兵衞、 常 陸 ヨリ 參。 慶長 年中 大坂戰 場へ 義宣公 御 ft ス。 宽永 二十 一年 二 

I 月 t 六日 卒、 行年 七十 五 歳、 法名 來阿彌 陀佛。 秋 田之械 外"〉？ ぬ i 山 能お い ザ-二- i ク； 家傳 云、 「小 { 丰-者 

r  ノ  w 本 氏 之 末-一 テ野州 下野 國白. 滞 二 小室ノ  K ぶト云 所有 リ、 右 Z 地 ひ リナ リト屮 ゆ- 问國 宇都 宮大明 神 

者 小 室 之 氏神 也" 因テ 秀只慶 長年 中 宇都 宫大明 神ヲ勸 請、 M 敷 ニ牵^ 所 之 氏神 堂是 也」 

(下略) 

六 二 九 


六 三 〇 

卽ち秋 田の 小 室 家は秀 只に はじまる が、 信 濃、 下野、 常 陸と 關聯 して、 常 陸から 秋 田に 移住し、 

ひでまさ 

連綿と して 今に 至った ことと なる。 人 麿 明神緣 起に 署名した 秀將 とい ふの は、 元 祿三丧 午年 三月 二 

十二 日 生で ある。 

.按 する に、 今の 宇都 宮 市に 鎮座の 國幣中 社 二 荒 山 神社 は舊名 宇都 宮大 明祌 であるが、 祭神が 人 麿 

でない こと は 明かで あるのに、 和漢 三才 圖會 に、 『在， 一宇 都宫垅 良； 社 額 千 七 百 五十石。 祭神 柹 本人 

麻呂 II』 と ある。 それにつ いて、 地名 辭 書に、 『是 は當 社の 寶 庫に、 古き 人 麻 呂の畫 像 あれば、 其 

を やがて 神體 なりと 思 ひ 違 ひし 非 事なる べし』 と あるから、 或は、 小 室 氏の 人 麿 明 神 も、 和漢 三才 

歸會と 同 系統の 傳說 に據 つた もので あらう か。 誰かの 考 證を聽 きたい ものである。 


出 雲 伯耆 より 姬路. 新 見 


昭和 十一 年 五 一日 附を 以て、 島根 縣八束 郡の 杲山 氏から 來書 があって、 德川 時代の 山陰 山陽の 

交通 筋 を 報じて 吳れ た。 出 雲 • 伯 省邊の 人々 が 山陽 道に 來る道 は、 例へば 伯 者 會見郡 溝 口から なら 

ば、 一 方 は 四十 曲 を 越え、 大山の 麓 原 を 過ぎ、 大山 を 左に 見て 作 州に 出で、 作州津 山の 城下 を^ぎ、 

姬路に 出た。 一 方 は 二部から 福 岡 . 黑坂 . 神 戶上を 經て備 中の 新 見に 出た。 今參考 として 文政 三年 

四月の 道中 日記 を抄 すると 次の 如くで ある。 

四月 十五 日。 發足 致し 米 子 迄 船に て 見 立 入 母 其 外 村 方 頭分 廿人 計リ米 子に て 盆いた し分ル 夫より 溝 口 泊リ。 十六 日。 一、 . 三 

十四 文 板 井原 中飯、 一、 贰 十五 文 はね 茶代、 一、 三百 六十 文 三 鴨 泊リ。 十七 日。 一、 三十 文久せ もち 代 (同所に て 中飯)、 一、 

十 威 文 船頭 町 わらじ、 一、 三百 文津 山より 勝 間 田 馬 代、 一、 四百 六十 文津山 泊リ。 十八 日。 一 、三十 五 文なら 原 村 中飯、 一、 

十 文 新 見 茶代、 一 、 三百 八十 文 佐 用 泊リ。 十九 日。 一 、 三十 五 文 千 本 中飯、 一 、 廿文林 田 久保峠 茶代、 一 、 四百 文飭西 泊リ。 

廿日。 一、 廿文小 遣 ひめ じ、 一、 1>g 百 文 高 砂 中飯 (n 下 S 

なほ、 杲山氏 は 文化 三年 渡邊靱 負の 道中 日記 を抄 して 吳れ た。 これ は 距離 を 明細に 書いて ゐる。 

.2 一 


六 三 二 

松 江 二 リセ 丁 出 雲鄕ー 一一 リ3 丁 安來 米 子  一一. 溝 口 一リ 法 正 寺 ヨリ 二部 一リ 半 根 雨ニリ 板 井原 二 リ廿丁 新庄 

1 リ半 三 鴨 f 勝 山 一一 リ 木 山 一一 リ 久世 ーリ- < 丁 坪 井三リ 津山 f 勝 間 田 一一 ーリ 土 井 E リ 佐 用三リ 三 ヶ月 

ニリ半 千 本 一 リ廿 一 丁 此角 崎ニリ 十六 丁 飭西 ーリ半 姬路 

果山氏 は、 若しも 人 麿が 松 江 を 通 ，0 米 子まで 來て、 山陽 道に 來る やうな ことがあったならば、 か 

う 道筋 を 通った ので はなから うかと も 想像して、 通信して くれた もので あらう。 私 は杲山 氏に 感謝 

して 罟 る。 


あての 木 


昭和 十 年 一 月 三十 一 日の 大阪每 日 新聞 島根 版に、 『九 〇〇 年 前 航路標識 あての 木 を 河底から 發見、 

石 見高津 海岸 大津浪 の 生々 しい 慘 害の 跡 を 物語る』 とい ふ 題で、 高津 河の 底から 一 木を發 掘した。 

それ は 古へ 人 麿を祀 つた 鴨嶋に 聳えて ゐた 大樹で、 恐らく 石 見 海岸 を往來 する 舶の 命と も賴む 航路 

標識ではなかった らう かとい ふので ある。 私 はこの 結論 は 信せ ない が、 興味 ある 記事 だから 次に 轉 

载 する。 

今 を 去る 九 百年 前 石 見 海岸 を 襲うた 萬壽 三年 五月の 大海 感に跡 方 もな くこ の 地上から 姿を消し たと 傳 へ られる 島根 縣美濃 郡 

高津港 海岸 唯 一 つ の 航路標識. I あての 木が 目下 改修工事 中の 高 津川廿 尺の 河底から 數 日前發 見され 今 さらながら 當 時の 生 

生し ぃ慘 害の 跡 を もの 語って ゐる。 

發 見され た 場所 は高津 河口から 約 一里 上流の 高津町 大字 販 田地 內鐵道 線路 西側の 河 中で 百 馬力の 威力 を 誇る 鋤鐽式 掘鑿 機 を 

使用し て 同 附近に 堆積す る 十一 一 萬 立方 メ ー トル の 土砂 を 掘鑿 作業 中 偶然に も掘當 て 同 機械 の 力 を も つ て し て も 如何と もす る 

ことが 出来ない ので チ ェ ー ン .ブ p ックを 使用 連 曰數十 入の 入夫が 交替で 漸く E 躯を 地下から 掘 起した ものである。 

六 三 一一 一 


六 三 四 

この 埋 木の 長さ は 約 六十 尺、 周圜 三十 尺と い ふ 素晴らしい la 木で 樹齡少 くと も 五 百年 は 下る ま いとい はれ 結局 二 千年 前から 

同 海岸に そ，^ り 立って ゐ たものと 推定され てゐ る。 

ところが この 謎の E 木 を めぐって 次の ような 奇し き傳說 が 今もって 傳 へ られ鈑 田 部落 の 古老が ひとしく  口 を 揃 へても の 語る 

ところ はかう である — 

萬壽 の 大 津波で 八 丸を祀 つた 祠の あつ た 鴨 島 の 東端 を當時 高津港 の 入口に そび えて ゐた あての 木 か ら 見 透 し さ . い に 牛の 角 

三本 ほどの 東寄りが そのころ 千石船の 通 ふ 航路に なって ゐ たもので 大津浪 以来 海岸の 地形 は 見る 影 もな く 一  變し 同時に こ 

の あての 木 も高津 海岸 か ら 永遠に 姿を消し たとい ふ、 いは i-lnl 木 あての 木の あて は 的の 意 を 現し 石 見 海岸 を 往き来す る 船 

の 命と も 頼む 航路標識 になって ゐ たもの らしい。 

かう した 傳說の 主人公 あての 木が 九 百年 を經た 今日 發見 される こと を 誰が 豫 期した こと だら、 つ、 八々 は 傳說の いつはらざる 

こと を 奇跡の 如く 信じ 異口同音に 驚異の 眼 を 見 はって ゐる、 しかし この 埋木 あての 木が 植物 學上何 科に 屬 する もので あるか 

斷定 を 下す ものが なく それだけに とけぬ 謎と して 數々 の 話題 を 提供 して くれる わけで ある。 

高津川 改修 事務所 では この 意外な 掘 出し も のに 對 して 近く 學界の 鑑定 を 乞 ひ正體 をつ きとめる ことにな つたが いづれ にして 

も 珍しい もの だと 每曰 おすな くの 見物人で 黑山を 築いて ゐる。 


维条 


【武江 年表】 卷七 

文化 年間、 淺草寺 奥山 三社權 現の 後へ、 人 麿の 社 を 建る。 社邊に 山吹 获の類 を 栽、 景色 を 造れ， 00 

【遊 賸雜 記】 人 丸の 社 前 1  お 本 乾 什が 碑。 同 寺 (淺草 寺) 境內 ぶお 大明 神の 社 前にお.！？！， 碑 あ， o,、 こ 

れは享 保の 頃 淺草竹 門に 住し、 俳諧 を 業と せし、 お 本 乾 什と いひし が、 彼 日本 橋 品 川 町に 名た、 る 

河 東ぶ しの 初代 河邊ゃ 藤右衞 門と したしく 交 り、 河 東 節の 文句 を數 多作， りて、 票題を！^！^！^となづ 

キ シ セン シゥ  ゴゼゥ 

けたり、 貴 志 沾洲の 門，^ にて、 はじめは 吳 丈と 號し 千歳 兒と稱 しけり、 俳諧の 風 は 律儀に して 當世 

の ごとくの 杜撰に は あらす、 寶曆九 己 卯年 二 十七 日 歿す，、 歲八 十一、 文化 十二 乙 亥年に 至りて 最 

早 五十 七 年に およぶ、 死後 乾 什が 四季の 發 句を鍛 付て、 社中 打 寄て 碑 を 建た る 也、 これ 乾 什 生涯 ふ 

かく 人 丸 明 神 を 佶 仰せし ま、 愛に 建し が、 碑 左の ごとし、 

丄 ハ三五 


六 三 六 

寳曆九 卯年 如月 十七 日 鷹 ー叟卒 

雪解け や 八十 年の つ くり もの 

す 、 しさ や 現に 聞し 物 かたり 

月 今宵 足跡つ かぬ ひかり かな 

立 寄と 花に 追 寄 としのくれ 

寶曆十 一 年 仲冬 十七 日 建 之發起 一 柱 

珍重 庵 

造 立 雪 齋 

〇 註。 遊歴 雜記五 編 十五 卷は 小石 川 小 H 向 水道 町 廓然寺 (眞宗 ) 前 住 釋敬順 (號十 方 庵、 名大 淨 ) 9 著、 その 第二 編に は 文化 

十二 年 七月 無德 H 井 眞人榮 道の 序 ぁリ、 原本 內閣 文庫 所藏、 江戸 叢書 四所收 

【砂子の 殘月】 下。 湯 島本鄕 上野 邊。 日暮淨 光寺 內に人 麿 社 あり、 人 麿 塔 は、 南部 柿 本 寺に あり、 

又 和 州初瀨 の近邊 にある 歌 塚、 是人 丸の 墳墓な. -、 叉洛 西の 鳴 瀧 妙 光寺 人 丸 堂 あり、 木像 は 俊 頼の 


作な，^ と 人い ふ、 播州 明 石に も 叉 あり、 各 三 ほ 十八！ Hr 御影 供を修 す、 是人丸 忌日な り、 人 丸 終焉の 

地 は 石 見の 國 なり。 

s。 著者 未詳、 原本 は 東京 文理 科大舉 所蔵、 幕末 Q 著述、 江戸 叢書 九所敉 

【住吉 三神號 大事】 gfll 難 * 

住 吉三神 ハ：！ I 神ノ御 異名 也假 令夜ハ 日光 北方へ 遶 坐ス、 是則地 ノ底ヲ 御通遶 アダナ リ、 其 時" 底 

<： ト晩 力) 

15 男： t ト申、 又ハ 底土 命 申、 束 南 一一 現 坐 ス時ヲ 中 筒 男神ト 申ス、 叉ハ 赤土 命ト 申ス、 西 乾 一一 現坐ス 

時" 表简 男神ト 申ス、 叉ハ槃 土命ト 申、 三 聖者、 衣 通姬、 赤 人、 人丸是 ナリ、 底 通 ヲ衣通 トシ、 明 

日ヲ 赤ん トシ、 日 留ヲ入 丸 トス、 皆是 本名 を 秘スル 故 也、 衣 通姬" 底土 命 ノ化現 也、 底 通 日 同訓 也、 

赤人ハ 赤土 命 ノ化現 也、 明日 ノ 同訓 也、 

ん丸ハ 磐 土 命 ノ化現 也、 日 留ぐ磐 土ノ習 ナリ、 假令磐 ト表ト ハ五音 相 通 同訓 也、 故 表简ト 磐土ト 

同名 也、 乾 方" 天 ナリ、 西 乾 一一 日 留坐ス 心 ニテ表 筒ト申 ナリ、 右 能 思 一 ^つ 深 憶陪、 

〇 註。 右 は 京都 吉 田家 (代々 神祇 長上と 稱す、 神祇 大副 となる、 全國祌 職の 過 牛 を 支配す)、 唯一 神道 傳授の 一 である。 足 

利 末期の もの か、 或は も 少し 下リて も德川 初期の もので あちう か。 

六 三 七 


六 三 八 

【維 說囊 話】 (林. -见正 森 辑錄) 

或ハ 曰、 柿 本人 丸 有， 故 誠 二 上總國 山邊？ 時 加 二 萬 葉 集 判者 之內？ 其 時改ニ 姓名 官 階- 號ニ 正三位 山邊 

赤 人？ 因 テ人丸 赤人ハ 一 人 二 名也ト 云。 

【尾 張 志】, JfJ 派 寺， お 林 §寸 田幡 村に あり、 吉祥 山と 號し、 熱 田の 圓通寺 末 也、 はしめ 永 泉 

寺と いひて、 熱 田の 田屮 町に ありし を、 享保 十二 年 二月 こ、 に 移し、 寳曆ニ 年 今の 寺 號に改 む、 本 

堂、 十一面観音の 像 を 安置す、 桢 本 朝臣 人 麿 社、 境內 にあり、 勸 請の 年月 定かなら す、 頓阿 法師の 

作れる 入 麻呂の 尊像 を 安置す、 . 


柿 本 神社 參拜 記念 


〔高 律の 柿 本 神社】 

高 律の 柿 本 神社に は、 正 一位々 記、 宣命、 太 政官符 等の 寳物 ある こと は、 旣に總 論篇で 記した と 

ほりで あるが、 その他、 明治 三十 一年 四月 八日 宮內 翁より，、 思 召 を 以て 萬 葉 集 古義 一部 御 寄附 あら 

せられる 旨の 達が あり、 大正 十二 年 三月 十六 日に は、 千 二百 年祭 執行に つき、 明治天皇 御 集 一部と 

幣饌料 百圓御 寄附 あらせられる 旨の 達が あった。 なほ 名士の 短冊 色紙の たぐ ひ多數 にの ぼって 居る。 

また、 人 麿 木像の 安置 せられて ある こと も旣に 記載した ごとくで ある。 

その他、 高 律の 柿 本 神社で も、 參拜 記念の みやげと して は 杯、 箸の たぐ ひ、 今なら ば 繪ハ、 ガキ等 

を賣 つて ゐる こと 他の 神社と か はりない が、 ここに 特有な の は、 『筆 草』 とい ふの が ある。 「高津 案 

內」 の 文 は 次の 如くで ある。 

柿 本 神社 境 內に筆 柿と 云 ふ 柿の 樹 あり。 此の 木 老木と なれば、 其の 穗を つぎて 植ゑ、 古より 今に 至りて 絕 えず 其の 葉 は殆ん 
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ど 樓に似 たれ ども、 實は 正しく 柿に して 其 形 極めて 小さく、 尖端 や V 黑み を帶び 筆の 穗の 如く 珍奇の ものな り。 近き 頃 里の 

熱心なる 崇敬 者の 家門に、 偶然に 生 出た る 柿樹ぁ る を 見出し、 當 社に 獻木 せんとして 極めて 注意 を 用 ひ 愛育せ しに 未だ 幾年 

ならず して 大小 種々 の 筆 柿 結實し 年々 變る 事な き有樣 に、 愈 神 異の感 に 打 たれ 鄭重に 手當 して 境 內に獻 木せ る 事 あり。 又此 

地の 濱吹 上の 松原の 海 邊に盡 くる 邊 りに 筆 草と て 筆に 似た る 草の 生 ひ 出づる あり。 此草 全く 莖德共 筆に 似て 又 書 用を辨 ず。 

柿 本人 磨 朝臣 御 幼少よ り 常に 此を用 ひて、 言 の 葉 を 記し 給 ひ レ と言傳 ふ る 尊き 緣 由に よ り 雅客 の 珍重す る 所な り 。 

この 筆 草の こと は、 柿 本 神社に ふさ はしい 草で あるが、 その他に も 記事が ある。 兼葭堂 雜錄に は- 

諸國筆 草の 園と その 說明 とが ある。 . 

.tj つまん  ぉふふ で、 さ  ふち こま 

攝撤の 海 邊に生 筆 草と い へる あり 初春より 靑葉を 生ず 其 葉 細長く 綠に 細かき きざ あり 小なる は 葉の 長さ 七 八寸大 なる は 一 尺 

お ま； sr. すけの よ  よ かれ  は しゃ 5  かくの-, J とく  た ゆ  は ひ  b 

三 四寸も あり ， ^槪菅 m の 如し 冬に 至って 枯又 春を迎 へて 葉 生ず 年々 如此 にして 根絶る 事な し 冬の 頃風烈 しく 吹て 海 あれ 潘 

-^^  ど しゃ  とり ほし  てんせ" ひつ 

岸 を 穿ち 磯邊の 土砂 を 吹 上る ときに 至 つ て 自ら 草の根 あら はれ 出る 是を 採て 乾か ら し 筆に 製す 筑前國 に て は 天生 筆と い メ よ 

し 伊勢 國 の 海邊 にも 生ず 又 信 州 安&郡 千國村 の 山中に も 生ず 是 は 夏 の 日と りて 日 千よ し 北國に て は 蓮 如 筆と 稱す是 は 蓮 如上 

八 始めて 此草 にて 書せられ し 故斯は i くと い ふ 尤北國 に 生ずる もの は 長 みぢかし 全く 寒 氣强き ゆ へ なる ベ し sgmf 

に 生す る もの 

園の ごとし 

その他、 北邊隨 筆に も 連 如上 人の 筆 草の こと を 記し、 本草 綱目に ある 蒒 草で、 弘法む ぎと も 云 ふ 

と 云って ゐる。 なほ、 半日 閑話、 遠山 著 聞 集 等に も 記事が ある。 要するに、 筆 草 は t 師草、 濱 むぎ、 

弘法む ぎの ことで あらう。  . 


〔明 石の 柿 本 神社】 

明 石の 柿 本社 參拜 記念の み やげ 類に も いろいろ あるが、 津田騰 三 氏から 贈ら e た， 7- ゃダ の う ち、 

大きい 貝の 內 面に 『ほのぼのと』 の 歌 を かき、 小さい 陶製の 人 麿が 籠る やうに して 入って ゐろ、 に 

麿の 衣 は 青色 をして るる。 またもう 一 つの 陶像人 麿は黑 色の 烏帽子 を かむ， り、 黄色の 衣 を 著て ゐる。 

もう 一 つの 陶像 は黑 褐色 をして るる。 さう いふ 種類の 人 麿 像が いろいろ ある。 次 は 酒 であるが、 

その 小さい 杯の 內 面に 人 麿の 像が いろいろ 描いて ある。 あかし 人 丸 盃と稱 して 居る。 その^、  M 

山 名產酒 茶の 良 媒肓杖 櫻。 明 石名產 さくら 漬等、 これ 等 は 『ほのぼのと まこと あかしの 神なら. H わ- 

れ  にも 見せよ 人 丸の 塚』  とい ふ 物語に 因んで、 人 麿に 關 係が あるので ある。 

ュ、 れ から 神社の 御いた だき もの、 楠 本 神社 御大 祓、 柿 本社 御 守護、 称 本社 火災 除 御 守護、 梳 本社 

御 祈。 I 御 守護、 柿 本 神社 御大 麻、 il 本 神社 御 筆 柿、 御 神 供。 

それ 力.，^ - 明 石 人 丸 山 柿 本 神社の 人 丸 像、 (畫仙 紙に 印刷 ほ のぼ Q との 歌 ぁリ： ,0 称 本人 丸 碑銘 (總 論篇に 收リ. 

縣社 ii 本 神社 案內。 スタンプ r: 柿 本 神社、 人 丸 山 驟社怖 本 神社 社務所)。 縫" ガキ。 { 案內は 最近の 撰で、 簡明に 

說 明して あって 有益 だから 左に 轉 載す る。 
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六 四 二 

兵 庫 縣明石 市人 丸 町 三 四 三番 地 

縣社 梳本祌 社 

、 祭神 贈 正 一 位 柳 本人 麿 朝臣 

(ィ) 創立 沿革 社傳 -1 曰ク、 仁 和 丁未ノ 創建 ナリ ト。 元 和 四 年 領主 小 笠 原忠政 幕府 ノ侖 一一 ヨリ、 明 石 郡 船 上 ノ狨ヲ 赤松 山 

(今 ノ明石 城趾) 一一 建城ノ 際、 本社 ヲ今ノ 地 一一 遷シ、 社殿 門腺ヲ 改造 ス。 此ノ移 # ノ 際城內 本丸-一 モ 小祠ヲ 遮テ、 分靈ヲ 

祭祀 シ、 舊躞ヲ 止 メ タリ (今 械內 本丸 ノ 西南 小 丘 一一 舊 m ヲ存ス い。 明治 十二 年 七月 六日、 鄕社 一一 加 列。 大正 元年 十 一 月 十 

四日 神饌 幣帛 料 供 神社-一 指定 セ ラル。 大正 十五 年 一一 一月 二十 三 H 驟社 一丁 列セ ラル。 

(0) 皇室 ノ御 崇敬 中 御門 天皇、 享保八 年 柿 本朝 臣ノ 千年 祭 一一 當リ テ、 同大 皇ハ吉 田 侍 從ヲシ テ神位 神號ノ 宣下 ァリ。 卽チ 

同年 正月 十九 rn、 京都 所 司 代 松 平 $,贺 守 ヨリ 上京 方 示達 ァリ。 同年 二月 十八：！；、 傳 奏中院 邸-一 於 テ中山 大納言 及 中 院大納 

一 一 目 列座 ノ上神 位 正 一 位神號 柿本大 明神ト 宣下。 奉窨拜 戴。 尙黉ー t 延長 欲 道 繁榮ヲ 懇禱ス ベ キ旨ヲ モ命ゼ サセ耠 へ リ。 〇 仙 

洞 東 山 天皇 ノ御 時、 傳奏東 w 邸- 1 於テ、 東 圜大鈉 一 百坊城 大納言 列座 ノ上、 三ケ 年間 寶 長久 御 歌道 繁榮ノ 勅願 ヲ侖ゼ ラレ 

給ヒ、 勅使 桂 雅樂御 撫物ヲ 御 光 臨在 ラセ 耠 ヘリ。 〇 法皇 後西 院 天皇 亦三ケ 年間 毎月 十八 H 御 祈禱ス ベ キ an ヲ仰セ 出 サセ給 

ヘリ。 〇 櫻 町 天皇 延享 元年 初秋、 仁 和 寺宫御 執筆 正 一位 柿 本 大明祌 ノ額ヲ 御 寄附 ァリ、 同年 八月 廿八！ W 同： 大皇/ 古今 集 御 

傳授ニ ヨリ、 傳奏久 我 大納盲 葉 室 大納ー 百 列座 ノ上 七日 間ノ  W 願ノ命 ァリ、 御 撫物御 臨 光 在 ラセ 給 ヘリ。 〇 桃園 天皇 寶曆十 

年、 古今 集 御傳授 ァリ、 傳奏姉 小路 大納言 廣橋 大納贯 列座、 御 撫物臨 光 在 ラセ 耠 ヘリ。 〇 後 櫻 町； 大皇 古今 集 御 傳授ノ 節、 

明 和 四 年 御 撫物御 臨光ァ ラセ^ ヒ、 御製 御短册 五十 首ヲ御 奉納 ァ ラセ ラレ、 同年 四月 サ九 H 傳奏前 大納言 姉 小路 ヲ以テ 同 

年 以後 永年 勑願所 一一 仰 W サセ ラ レ， 以 テ寳舴 延長 國家 太平 跌道繁 榮ノ御 祈誠ヲ 抽デ、 毎年 三月 祭祀 ノ後傳 奏ヲ經 テ如例 御 


守札獻 上、 其 御撫物 返上 一一 及ビ、 然ル 上尙更 -1难 請 被 是聊モ 疎略 無 之樣進 返ス ベ キ旨仰 》 サレ候 趣 御室 御所-一 於テ達 セラ 

レ、 爾來御 歷代每 年 御 撫物御 臨 光慶 應ニ年 迄 奉仕 シ來 リシ モ、 同 三年 正月 御沙汰 二 ヨリ 御撫物 奉還 セリ。 〇 明 和 八 年 三月 

十：！ I ヨリ 四月 十日 迄 臨時 大祭 典ノ節 御進納 物。 禁裏 御所 ヨリ、 白銀 十 枚御臺 付。 女院 御所 ヨリ、 白銀 三枚 御 臺 付。 仙？ i 御 

所 ヨリ、 白銀 五 枚 同上。 准 后 御所 ヨリ、 白銀 三枚 同上。 〇 文化 十一 年 三月 三日 ヨリ 四月 一一 一日 迄 臨時 祭典 ノ節 御逝納 物。 禁 

衷 御所 ヨリ、 白銀 十 枚御臺 付。 東宫 御所 ヨリ、 白銀 三枚 御臺 付。 中宫 御所 ヨリ、 白銀 三枚 同上。 〇 大正： 大皇ノ 御 時、 大正 

五 年 四月 五日、 東宮 殿下 關西 地方 御行 啓 ノ砌御 參拜在 ラセ 給へ リ。 

(ハ) 武門 武將 Q 崇敬 . 天 正 六 年 春、 羽 柴筑前 守 秀吉綠 田 信 長 ノ侖ニ ヨリ、 中國 征討 ノ軍ヲ 迎メ當 地-一 來 着シ、 一一 一木 城主 別 所 

小 三郞長 治- 1 勸降ノ 軍使 ヲ遣セ シモ、 長治是 -1 應ゼザ レバ、 愈 三木械 征伐 ト決 シ、 當祌 社-一 其ノ 軍利ヲ 祈リ、 同七已 卯年 

三 木狨ヲ 圍ミ、 同 八 年 庚 辰年 正月 十七 日 落城 トナ リ、 同 九 年 四月 十 一 日附ヲ 以テ當 神社-ニー 一十 石ノ 領地 併 山林 竹 木 諸役ヲ 

兔ゼ ラル。 其ノ 文- 1 曰ク、 播州 明 石 人 丸 社 者 和 敬 第 一 神仙 而諸願 之 靈顯甚 速 也 仍之大 明 石 村 新開 之 田地 高 三十 石 寄附 之 畢 

並 山林 竹 木 等 永 免除 之 全 可 受納 也" 天 正 九 年 四月 十一 日。 筑前 守、 秀吉 花押。 別 當坊。 〇 元 和 二 年 丙 辰年、 小 笠 原 左 近 太 

夫 忠政當 地ヲ領 シ、 居 狨ヲ舟 上 ヨリ 赤松 山  一 I 移轉ノ 際、 德川ニ 代將軍 秀忠. 公ノ 命- 1 ヨリ、 姬路 城主 本 多 美 濃 守 狨地見 分 小 

堀 遠 江 守 奉行 トシ テ 築城 一一 際シ、 元 和 四 年 今ノ地 一一 移 リシ 事前 述ノ 如シ。 又 築城 ノ爲 元ノ肚 領地 大半 ハ家 中ノ 屋敷-一充 テ 

タル- 1 ヨリ、 替地 トシ テ明石 郡長 坂 寺 村  一 I 於テ 三十 石ノ 領地 ヲ 寄附 セラ ル。 同 四 年 正月 十六 日 生木 伊勢 ヲ人 麿痫肚 -I 抱へ、 

大蔵 谷 村 二 テ高 五石ヲ 充テ、 同 四 年 八月 十一 一一 日 巫子 屋敷 (龜ノ 水 西側) 下 渡 サル。 同 七 年 五月 二日 中庄 村- 1 テ、 十 石ノ領 

加せ (高 合セテ 五十石)、 境內 山林 竹 木 諸 役 免除 (采邑 私記) 及 市 川 惣助原 與右衞 門 ヨリ 山林 境目 添狀等 下附ノ ま、 慶 安元 

年 八月 十七 H 德川 三代 將軍家 光  <ム ヨリ 社領 四十 石ノ 朱印 ヲ賜 ヒ、 別 一一 社樂料 五石ヲ 寄附 セ ラル。 其ノ文  ー| 曰ク、 播州 國明 

石 郡 人 丸肚々 領同 郡長 坂 寺 村ノ內 三十 石 中 庄村ノ 內十石 之 事 任 先 親 令 免除 之 如 有來永 不可 有 相違 者 也。 慶安 元年 八月 十七 
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nl。 来 印。 〇 靈元； 大皇宽 文 四 年 冬、 松 平日 向 守 源 信 之 人 麼. 卿 碑銘 ヲ廟前 二 建設、 今- M 現在 セリ。 弘文院 學士林 子 撰 ナリ。 

〇 同 八 年 七月、 松 平 ta 向 守 信 之 御 本殿 及 幣殿ヲ 修補 シ、 叉 延赛四 年 二月 本殿 屋根 替ヲ ナス" 〇 元 祿四年 四月 松 平 若 狭 守 直 

明 本殿 其ノ他 修補 ス。 0 寬永六 年 七月 松 平 左 近衞督 K 常 本殿 拜殿銪 樓等ヲ 修補 ス。 〇 寶麼八 年 八月 サニ H 松 平 左 近 衞督直 

純 本殿 ヲ 再建 ス。 〇 寬政十 一 年 十 一 月 二日 松 平 左近衞 佐^ 周 御 本殿 ヲ修 補ス。 〇 明治 十八 年拜殿 改築。 〇 大正 元年 社務所 

新築。 〇 大正 十 一 年 人 麿 公千 二百 年祭  一 I 就 本社 屋根 ヲ 銅板  一！ 改 葺ス。 

其ノ他 

盲 杖 櫻 昔 筑紫ー 一 盲人 ァリ、 ハル..^ 此社 一一 詣デ 、『ほの/、 乂と まこと 明 石の 神なら ば 我に も 見せよ 人 麿 9 嫁』、 カク ナン 

詠 ミケレ バタ チマチ 二 ッノ目 ヒラキ テ始メ テ物ヲ 見ルコ トヲ得 タリ。 盲人 コ ョナ フヨ n コビテ 力、 レバ 力 卜 タノ ミシ 杖ハ 

用 ナント テ廣前 一一 サシ 抢テサ リヌ。 然ル 一一 其ノ杖 ヨリ 枝葉 生 茂 リ來ル 春 毎-一 花咲 キヌ レバ 名 付 ケテ窗 杖 櫻卜ゾ 云フ。 

S 御 筆 柿 (御 神木) 播磨潟 明 石 ノ浦柳 ノ本ノ 宮居 一一 柿ノ 古木 ァリ。 昔此ノ 神持統 文武 ノ 朝 一一 仕 へ 給 ヒシ時 石 見ノ國 ヨリ 都 へ 

通ハ セノ 路次必 ズ此處 一一 立 寄 ラセ 地ノ 風景 ヲ愛シ 給ヒ、 或 年 我ガ園 一一 結 ビタル 草 柿 ノ實ヲ 一 ッココ 一一 殘シ我 ガ敷島 ノ道ト 

共-一榮 ェ ョト 曰ヒシ 二、 果セ ルカ ナ芽ヲ 生. ジ發葉 シテ今 二 繁茂 シテ 年々 實ヲ結 ベリ。 然ル 二 此ノ實 口 一一 含メ バ齒ノ 痛ミタ 

チ處- 一止 ミ、 マ タ子ヲ ハラ メル 婦人 此ノ 實ヲ 懷中ス レバ 難產ノ ウレ ヒ無シ トテ、 乞 7 人ノマ  一一く コレ ヲ授ケ ヌ (n 碑： ，o 

S 八 房 梅 (舟 形 梅) 元祿ノ 昔、 赤德 城主 淺野 工匠 頭 長矩公 ノ臣、 間瀨久 太夫 主家 沒落 ノ砌此 ノ地ヲ 過リ、 大石良 难ト共 一一 此 

ノ祌ニ 主君 ノ仇ヲ 討 タン コ トヲ 祈誓 シ、 鉢 植ノ八 房 梅 ヲ自ラ 地上 一一 移植 シテ 素願ノ 占卜 トセ シ 一一、， 枝葉 繁茂 シ 無事 主君 ノ 

仇 モ討タ レシ 一一 依ッ テ永ク 記念 セシ モノ タリ。 舊八房 梅 ハ經年 ノ爲メ 枯死 シ 月 照 寺境內 一一 ァリ。 

S 瘢ノ水 舊參拜 本道 山麓 二 ァリ。 淸水比 露 自然 ノ 山水 一一 シテ、 四時 滚々 トシ テ 湧出 シ、 旅人 ヲシテ 慰 マ シム。 此ノ水 茶 二 

適 スト テ 茶人 ノ間ニ 珍重 セラ ル。 


柹 本人 麿御傳 中 務卿兼 P 親王 撰 


いにしへ ^照 天皇の 皇子、 天 足 彥國押 人命 六 代の すゑた えす つ，：. かせ 給 ひて、 敏達 帝の 比より 

ひとし ほ 時め かせ 給 ふ 事 あり。 その 御す ゑ 天 智の御 時に 姬 みこな りし をめ して 幸し 給 ふとな り。 し 

かれ どもい まだ 此 み. かどた-:, 人に てわたら せ 給 ひし かば、 御 心 ざし はせ ちに おぼしめしながら、 萬 

力す かなる 御 もてなし なり。 程へ て 御く らゐ にの ぼらせ 給 ひて その後 もな を 御う と/ \ しきに は あ 

らね ど、 打つ けに 角と 色めきう ち 出させ 給 ふ 事の つ、 まし さに、 人 しれぬ 御 あはれ み も ふかくて、 

つねに 見 そな はし 給 ふ を、 かしこく かたじけなき 事に おも ひ 給 ふ。 いっとな く 月日 をな やみ あかし 

つ、 物 やみと なりて 里お りすべき 事な ど、 つねん \ なげき 奉り 給へ ど、 上の 御 こ、 ろ もいた まし 

うう しろめた くお ぼしけ るに か、 やすらかに は ゆるし 給 ふべき 御け しき もな し。 かくて 罜 へに けれ 

ば いと. - むちな やましう 打 ながめが ちに ありし も、 いやましに くるしがり なやみ まさる やうに や 

お ぼへ 給 ひけん、 ひた ふるに 今 は 奏しな げき 給 ひける にぞ、 御 かどの 御 心 も くるしう 心 もと なきや 
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うに はありながら、 レタ ^に ゆるしお はし ましけ る ま、、 け ふなん 里へ とて まかり 出 あひなん と 

する お， 0 しも、 ふとき えいり 給 ふやう にて、 御 かきの もとに ひき かつぎ ふさせ 給 ふ。 付 そへ るお も 

と 人な ど あし を そらに 手 をむ ねに あて、、 こ はいかなる 事に かと あまた、 び 人 はしらせ、 くす しも 

とめ 出、 あるひ はしかるべき 御い のりな どい へど も、 に はかの 事 なれば とかくい ひなげ けど も かひ 

なし。 しばし してた すけお こした てまつ り、 水な ど 御 かほに そ、 ぎて やう-. にか しづく ほど、 や 

がて 此 ところに てなん、 おも ひがけな く 皇子 一 かた やすくう まれ 出させた まへ りけ る。 此 よしき こ 

しめされし 上の 御 こ 、ろお も ひやる に、 かねて 心 もとな う 見 そな はし 給 ひし 御 もの おも ひも 少 ゆる 

びた る やうに はお ぼし けれど、 御 かきの もとにて 生れ 出させ 給 ふが、 つ、 ましう の みぞ 今 はお ぼ さ 

る、 とか や。 され ども 御名 を 給 はらせ 給 ふとて、 御 かきの もとにな りいで 給 ふ を あら はに なづけて" 

称の 本と 給 ひ 御名 を 人 丸と なんよ ばせ 給 ひける。 この 御沙汰 もい まだ とりあへ ぬ ほどに、 ひきつ、： Z 

きて なをな やましうた へち り，，/\ 'せ させ 給 ふよし、 やすらかなる 御 心 もせ させ 給 はぬ に、 叉 1 かた 

の 皇子お なじ 腹より つ、 きて なり 出 給 ふ。 これなん 世に いふめ る 二子と かや。 めざましう 耻 かしき 

事に 今 さらお ぼしな りに けれど、 それ を さへ おぼしい たはり 給 ひつ 、名 を 赤 人と なん 給 ふ も 同じ 除 

目に てぞ ありけ る。 山邊と 姓を洽 りし 事 はかくて やまん とお ぼす うへ にとの 御 心に か あり けん。 さ 


きだちて 人 まろ うまれさせ 給 ふが 上に、 時 を もす ぐ さす 叉と 申が ゆへ なれば な 6。 あにお と、 同じ 

みすが たにし も、 才な ども ましお とりなく、 ひとへ に 御 父み かどに よく 似させ 給 ひながら、 二子に 

なり 出させ 給 ふが ゆへ に、 御く らゐ につかせた まふ 事 はなし、 ためしなければ なり。 され どた、. -人 

にても おかせ 給 ひがたく、 うとく ももて なさせ 給 はす、 や、 人なら せ 給 ひて は、 內外 わいた めな く 

まう のぼり 給 ふ 事た、：. 人の やうに も ゆめつ ぶやく 人 もなかり しか ど、 おもてた ちた る 時 はみ づ から 

しりぞきつ 、 しませ 給 ひて 出 まじら ひ 給 はねば、 か へ りて 人 はわ ざと も 御 そ 、 の かし 申て まいる 事 

もぞぉ ほかり けれ。 のち/ \ は持統 文武の 時に つかへ、 あるとき は 志賀の 故鄕に まう でて は 春 草の 

ながめ をな し、 ある 時 は いかづちの 岡の 御 あそびに まいりて 皇威 のた ふとき 事 をい は ひ、 芳野 のみ 

ゆきに はんべ りて は 山の さくら を しら 雪 かとうた が ひ、 紀の路 の 供奉に 小 松 を 引て はの ちの さき は 

へ をね が ひ、 長の 皇子、 高 市の みこ、 新田 部 弓 削のと ねり、 忍 坂 部の 皇子に したしみ、 泊瀨 部の 皇 

子、 丹此眞 人に もうらな く かたら ひまし/、 ける。 あるひ は 草 壁の 太子の 天位に つかせ 給 はぬ をな 

げき、 高巿 のみこ をした ひて は、 壬 申の 御い くさの いさをし を つらね、 明日 香の 皇女 をお しみ、 吉 

備津 のうね め を かなしみて は、 朝霧 夕ぎ りの 詠歌 あり。 あるひ は あめにみ ち 地に あらぶ る 物、 よつ 

の 時う つ 6, か はるに くらべ 歌、 たと へ 歌 その かす あまた 度なる めり。 まして その外の 短歌 旋頭歌 相 
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聞な どの 諸 鉢に もこと/ \  く 渡りて その 妙 を 得た ま へ b。 赤 人 もお なじ 歌に にて わたらせ 給 へれ ど 

も、 猶 世に 高く 遠く 千と せの 今に 人の 口す さぶ もの は、 このみ こや をの づ からす ぐれ 給 ひけん かし 

中に も覊 旅のお も ひ をのべ て、 且 あかしの うらの 詠歌 古今に およぶ ものな くやと ぞ。 兼て 御 こ、 ろ 

に は その 時の まつり 事 をのみ かけて、 世 を あはれ び 給 ふの み ふかく 心と はし 給 ひける と 見えた， 9。 

此 ひとす ぢに ひかれて、 赤 人と おなじく 別れて、 おの/、 ともに はるかなる 旅に あそび 給 ひて は、 

歌 まくらの 名 を 後の世に いひ わたる 事の はし をお こし、 月に えいじ 花に うそぶきつ 、ありき のみし 

てお はしけるな. o。 此ゅ へに その 見め ぐ b 給 ふける あと をと へば、 播磨 讚岐筑 紫の はて、 いた-り 給 

ふ 所 ごとに よみ 歌な きに あらす、 おの づ から 人 丸 を 以て 三 はしらと し 奉る の 心に やかな ひけん。 か 

しこければ しらぬ よしを ぞ申 める。 赤 人 はまた 關の ひんが しになん うそぶき ありき 給 ふとな り。 か 

くて そのお ひらく を 石 見の くにに ゐ まして 身 まかりなん としけ る 時、 歌よ みし 其 妻 依 羅娘御 か へ し 

の 歌 も あり。 時 はま さに 文武の 末にて ぞ ありけ る。 しかる を あるひ は 聖武の 御 時 もな をい ませり と 

いふ は 非な り。 お ほきみ つのく らゐ をき はめ 給 ひ、 爵は大 夫に てお はせ し 事 は、 貫 之が 說に てあき 

ら かに しれる を、 三 品に のぼ b 給へ りと あらそ ひ、 叉 は 六 位に おはり 給へ h とい ふ說、 みな それに 

は あらす。 これ は國史 などに もしる して、 天平 勝寶 のころ、 けんたう 使の 副使に 從 五位 上み ちの く 


の 介 玉 手の 人 丸 あり、 山し ろの 史生上 道の 人 丸な ども あり、 此ゅ へに その 異なる 姓氏 を しらすして ■ 

名の ひとしき を 以て、 人 丸 ある 時 はもろ こしに 渡り 給 ふの ひが 事 をし るして、 そのた、：/ しきょん ど 

ころ を しらす や あり けん。 むかし ならの みかど 萬 葉し う を ゑら ませ 給 ひし 時、 人 まろの よみ 給へ る 

歌、 四百 首ば かり を ひろ ひとりて 入らせ 侍る を、 贯之 もまた したが ひて 古今 を ゑら める 時お ほく そ 

の 歌 をと りて 入る を、 これ をお した ふとみ、 先師 人 まろと かける を はじめと して、 後の世の 撰 集 ど 

も S さての 例に あらざる はなし。 塚 はい まな を 石 見の 國髙 角の 山に あり、 これ そのお はり をと り 給 ひ 

し 所 なれば なり。 

藤 原の 兼 房 は 和歌に 執心 ふかく、 なを かきの もとの 古風 をした ひ、 月の ゆ ふべ 花の あした 雨の 日 

風の 暮、 見る もの 聞 ものに つきても、 かなら す 歌 を 詠 じて 人 丸に さ、 げ、 此みュ りの 秀逸 をね がふ 心 

ざし ふかく、 年月 を經 て烕應 あらん 事をぞ ひとへ にいの りけ る。 ある 夜の 夢に 見け る やう、 所 は あ 

ふみなる ひんが しさ かもとの ほとりと お ぼへ て、 梅の 花 さきみ てる かう ばし き 林の もとに 年の ほ 

ど 六十ば か. の 人に もやと 見えし けだかき 人の、 お ほきみ すがたに、 さしぬきし たるが、 右の 手に 

筆 を もち、 左に たたう がみ たづ さへ、 おしまつ きに よりそ ひ、 ふかく かの 梅 を ながめて 物な ど 案じ 
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給 ふけし きなり。 兼 房 ゆめのう ちに あれ は 何人の 夢に 物して おはしけ るに かと ふしん も はれねば、 

かたへの 人に とふと おも ふに、 誰と はしらす、 あれ こそい ましが つねに ゆかしく むかひ たてまつる 

かきの もとの あるじに なんと こた ふると 見て、 やがて その ゆめ はう ちお どろき てけ り。 うれしく も 

かしこく、 御 見 そな はしの 程の わすれが たきに、 いそぎ 繪 かく 人 を ひそかに まねき、 夢に 見た てま 

つりし ありの ま、 を、 とかく もこの みて、 秘藏 しつ、、 人に も拜せ させす、 我の みさし むかひて い 

よ^.. - 秀逸 をね が ひける もしる く、 歌 かす もお ほく 時の ゑら びに は 入たり ける とぞ。 やがて その 身 

まからん とする 此、 白 川の みかどに たてまつり ける を、 鳥 羽の 寳藏 にお さめられて 侍り。 其 讚に、 

梅の はな それとも 見えす 久 かたの あまぎる 雪の なべ て ふれ 、ば 

とい ふ 歌 を 能書の 公卿して か、 せけ ると ぞ。 其 後 修理 大夫 藤の 顯季 ことに 歌道の 秀逸 を 得、 みかど 

にもい とかし こくお も はれま いらせけ る ま、 に、 つ ゐでを 以て 奏して 彼 像 を 申お ろし、 信 茂と いへ 

る畫師 にこれ を うつさせ、 心 ゆく ばかり 表補繪 して 元 永 元年 戊戌の 夏、 日 を ゑら みて 人 丸の 影 供 を 

まふ けらる。 其 此の 儒に 秀 たる 人 なれば とて、 大學頭 藤原敦 光に あつら へ 此讚を か、 しめたり。 淸 

書 は 源の 顯仲ぞ 書け る。 

C 其 "- 

倭 謌之仙 受性于 天 其 才卓爾 厥 鋒森然 三十 一字 詞 華露鮮 四百 餘歲 來 葉風 偉 斯道 


宗 K 我 朝 前 I 贝 ほ 而不緇 續之彌 堅 a 毛少彙 麟 角猶專 旣 謂獨步 誰 敢此肩 

此時 源俊賴 以下の 名 K お ほく 詠歌 あり。 後に 顯季 ほの/、 の 詠歌 を吟 する 事 三た び、 酒宴して し 

りぞ きぬ。 今 世に 人の 影 をつ くる 眞像 これ を はじめと ぞ。 但兼 房が 見た て ま つ りし 夢中 の 人 丸 はえ 

ぼしに あらす とな. 9。 尤 さも あるべし。 えぼう し は 後の 事 なれば、 顯季く は ゆと いふ。 

化 現の 人 まろと 申 は、 かけ まく も か. しこき いはれ ある 事に て、 おぼろげの 人に 沙汰し 申すべき 事 

にあら やといへ ども、 あら，/^ その ありさま を あかさば、 和歌の 三 神 を ゆるし 傳 ふる 時、 太陽の 精 

の 地より のぼるが、 此 あきつしま をお ほひて らし 給 ふかた ち を さししめして、 あま てらす お ほんか 

みの 御 威光と いた、；^ きまつり、 やがて その ひか. ^のかげ の 西に いり まさん とする を、 その ま、 に 日 

留る となん 傳へ 来れるな り。 人に とりても 非 を あらたむ る 時は是 とし、 これ を かしこき 人と す。 し 

かれば 非 をと-.^ むる はまった くよ き 人な りと つた ふるが ゆへ に、 君に つかへ て忠 あり、 父母に した 

が ひて 孝 あり、 友に まじ はりて 信 ある 時 まこと ある 人なる ベ しと ぞ傳 へ て 侍り。 

權 化の 人 まろと 申 あり。 住よ しの 御 神 を 申な り。 御い みな を 人た ると 申、 叉 文武 天皇の 御い みな 
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は 山 丸な り。 我 本 身の 名の 一字と 帝の 御名の 一字と を 取て、 人 丸と いふと はいぶ かしき 說 なり。 こ 

れ三ニ 神の 傳を 書かす めしとい ふ說も あり、 叉 しらす 書に かきたり とい ふ說も あり、 そのいぶ かし 

き はよ き 人に つたへ てた、 い * しき 說を 聞て ぞ、 むね ははら し 侍る ベ きに や。 

右一せ は 寺の みかどより 助 問の 事 ありて 媒へ おける 一 ふし をなん かきつらね、 奏覽 にいれ な 

ん とする の 草な り。 火中に すべ かりけ る を、 人に こ はれて かくなん。 

此本甲 州儒醫 滅 二 節より 懇望して 終に 如 本意 傳畢 


超大 極秘 人丸傳 


人 丸 は、 石 見國堵 田と いふ 所の 人家の 柹の もとより、 童 形に て 出現 まします、 尤 仙人 也、 沒期も 

同所 也。 人 丸 集に  . 

石見國 にて なくなりぬべき 折よ める , 

はも 山の わ 根し まける 我 を かもしら すて 妹が 待つ 、 あらん 

說々 多 けれども、 家集に ある 上 は 是に可 决擇、 時代 は 日 野 教光卿 人 丸 尊像の 賛に、 仕持統 文武 之 

聖朝 云々、 人 丸 之 時代 淸輔袋 草紙な どに、 さま < ^あれ ども、 天智、 天武、 持統、 文武、 元 明、 元 

正 此六代 ありし 人 也。 紹運錄 曰、 人 王 五代 孝 照 天皇、 天 足 彥國押 人命、 姊 本の 祖と あり、 亦 敏達天 

皇の御 末と もい ふ。 吉田神 龍 院兼供 曰、 宇津宮 大明神 は 人 丸 也、 社頭の 軒 近く 大木の 柹木 あり、 花 

表の 額に、 日 光大 明 神と あり、 是 にても 日 神の 化 現彌决 せり。 塚 は 歌 塚と て、 和 州に 有、 勸 請の 社 

頭 も 舊跡も 余 多 あれ ども、 愛に 不入事 なれば 略 之" 

六 五三 


六 五 四 

績 日本 紀云、 光仁 天皇の 御宇に、 人 丸 三月 十八 日う せ 給 ふよし、 其 日諸國 より 同時に 禁裏へ 奏聞 

せし と 也、 然れば 光仁 天皇の 時代まで 在世と 見 ゆ。 袋 草紙に、 萬 葉 集に 入た る 人 丸の 歌な ど を以、 

年 數を考 へられた る を 見れば、 凡百 五六 十 年に 及べり。 信用し がた き 事ながら、 仙人 なれば さも 侍 

るべ し。 人 丸已前 さもな き 人の 時代 在世 さへ 正しく しるしと、： Z めた るに、 古今に 獨步の 人 丸 年記不 

知 謂な し、 是以 神妙 不思議と 知べ し。 

人 丸 入唐の 事、 拾 遣 集に、 

もろこし にて よめる  姊 本人 丸 

天 飛 やかり のっか ひに いつしか もなら^ 都に ことって やらん 

如此 集に 出 たれば、 入唐の 事もう たが ふべ からす。 惣 じて 撰 集 ほど 物の 證據に 成 もの はなし、 い 

かにと なれば、 詔 を受て 撰み、 えらび 終りて 奏覽に 入れば 也。 外の 書籍 はさ もな し、 依て 撰 集 は 公 

界の ものな り、 されば 物の 證に急 度た つな. 9。 

人 丸 圆像切 紙 曰、 兼 房 朝臣 云、 諸道に 祖師の 像 をう つして 仰ぎ 貴む 事 也、 然るに 歌道に 其 儀な し。 

人丸此 道の 祖神 也、 此像 を圆し 留めざる 事 遣 恨な りと、 常にお も はれし に、 或 夜 夢想に 現じ まし ま 

す。 翌日、 繪師 にか、 しめて、 白 河院へ 奉らる。 帝 大きに 悅 まし/ \ て、 御 信仰な、 めなら す、 其 


後 宇治の 寶藏に こめられし なり。 llfife お、 六條 修理 大夫顯 季此像 を 申出し、 影 供 を 行 はれけ り。 

影 供の 時、 一座の 題に 一首 通り 題に て、 水 風來晚 とい ふ 事 を 各 詠す。 俊賴 朝臣 上 首たり、 道の 規模 

なるべし、 鳥羽院 永久 元年 六月に 始て行 はる。 阿波 國里海 土と いふ 處を影 供料に 被， 下、 其 後中絕 

したる を、 光明 院の 御宇に、 安 培 ありて、 顯季の 末孫 隆轉 朝臣 ふた、 び 影 供 を 行れけ る。 日 野資宣 

卿 を 請す、 任 H 先規, 例 一首の 通り 題 也。 

初秋 風 資宣 朝臣 

里の あまの 藻鹽 の 煙たち か へ，^ むかしに なびく 秋の 初 風 

と 安堵の 所 を 詠 せらる。 顯季始 て 影 供 執行る、 時、 日 野敦光 卿に 人 丸の 賛か、 せられたり、 贅宣 

は此 末葉 也、 其贊 本朝 文粹 にも 出 たれば、 愛に しるさす。 人 丸の 像 日輪の 中に 書た る 有、 是相傳 の 

圆 なり、 其 外 夢想の 圖品々 有、 木像 は 石 見と 大和に 有。 

文武 帝 人 丸 君臣 合體の 道理 あれ ども、 文武 帝 御 一人に 人 丸 こもり 給 ふと 見ろ 習 有。 人 丸、 赤 人 一 

と 見るなら ひ、 いづれ も 化 現の 大事より 悟るべし。 古今 集に、 人 丸一 人の 歌 を 入て、 赤 人、 衣 通 

姬の歌 を 入ぬ は、 三聖 一林の 理を しらせた る 也。 序に、 赤 人、 衣 通 姬の名 を 出した るに て、 いよい 

よ 同 鉢なる 口 訣を貫 之 下心に もちて か 、れ たると しるべし。 

六 五 五 


六 五六 

古今 集 序に、 人 丸なん うたの 聖 なりと いへ る 心 は、 先 三聖の 巾、 た.. -は盤 土 命に て、 西 乾の 方 を 

主り ます。 乾 は 天 也、 乾坤の 時 も、 乾 は 天 を さす 日の 西 は 中央 也、 亦 表 筒 男 命に て 上に 座す、 中 を 

得た る 歌人 なれば 歌の 聖 とはい ふ 也。 聖人 も 中庸 を 行の 道理 也、 和歌 も 亦 中和の 和 を 行 也、 是亦日 

の德を ふくめり。 赤 人 は 歌に あやしく たへ なりと いへ る は、 赤土 命に て 東南 を 主る 日の 東より 出て 

南に めぐります 時 なれば、 妙なる 光が み ゆれば 也。 衣 通姬の 流と 小町が 歌 を、 さしてつ よからぬ は 

女の 歌 なれば なりと いへ り。 衣 通 姬の歌 は 弱き なり、 底土 命に て 北方 を 主り、 夜中 地の 底 をめ ぐる 

日な り。 されば 光 弱き 道理 也。 

ほ のん、 との 歌 は 別 偉也、 此 歌に さま-/^ の 奇妙 ある 事不, 可 二 勝 計？ 是は人 も覺ぇ ある 事 なれば 

不レ 注， 之。 人 丸 相 傳已後 は、 每朝三 返 可， 誦レ 之。 いかなる 神咒 陀羅尼に もま さりて 祈禱 になる 也。 

伊 究諾尊 小 戶の祓 せ させ 給 ひて、 身心と もに 淸淨 になら せまして 生ます 御 神の 御正 體 なれば、 人 

丸 を 信仰 すれば、 則 心屮淸 くなる 也。 日 神、 月 神、 素 遵鳴尊 も 同一 林 也。 八 百 萬 神 も、 此 中に こも 

ります 道理 也、 懈^な く每朝 可， 唱。 則 小 戶赦を 只今 行 ふ理， りと 知べ し。 

人 丸 信仰の 家 は、 火災 をまぬ かると いひった へた，^、 ひとまるの 和訓 を可レ 思。 播州 明 石 人 丸 明 

神の 社頭の 近邊、 出火の 節、 いづく ともなく 老翁 出て、 火 を ふせぎ、 卽 時に しづ まりた ると ぞ。 叉 


男の 一陽の 女の 一 陰に 合して 懷 妊す、 其 最初 を ひとまると いふ、 十月に 滿 して 人 林と なる。 所詮 我 

身 を はなれぬ 入 丸と 知べ し。 如：， 此難， 有 之ん： t に 生れ 出て、 其 身 を おろそか にもち、 惡念を さし は 

さまん 事、 かへ す/ \ 勿 林な き 事 成べ し。 人 丸 明 神 を 祈りて 懷 妊した る 例 ども あれ ど、 因緣 物語の 

やうに なれば 略, 之。 人 丸 は 懷妊赤 人 は 平產を 祈る に 奇妙の 利 生 あり、 かりにもうた がふ 事な かれ. 

和歌 三 神 三 聖も人 丸一 林に 歸 する 也。 さて 其 人 丸 三 鉢 我 身 を 離れす、 胸中に 座す 也。 外に ある 昔の 

事と 見る は 一 旦の事 也、 唯今 我 身の 中に ありと 見ねば、 隣の 寶也。 可， 仰 可, 貴、 能 思惠、 深 憶陪。 

右 八 雲 神 詠：：： 訣 和歌 三 神 並 化 現 之 大事 者、 定家も 卜 部 家より 相 庳し給 ふ 也。 其 後 二 條中納 言 亦 卜 

部 家よ， -相傳 へられき、 亦 近 衞大閤 惠雲院 殿 も、 卜 部 家よ-り 受給 ふ。 定家 卿の 流 は 御 家より 外へ 不 

出、 傳 へても 亦、 其 一代に て 御 家へ 返し 申 也、 千 贯の醴 式に 定れ り。 卜 部 家に 右の 衆 中の 誓 盟于今 

b.o」-;AJ。 唐 云、 貞德 自筆 ノ和欲 寶樹予 ガ姻家 一一 ァリ テ、 曾テ む ng 申. 完设 よ..'： /  r>s 申 永， s;!^; 三 申 

i« りと そ 4 ほ 置セシ 一一、 此事ヲ 詳ニ記 セリ、 信ズ ルー 一足 レリ" 1^2 圧 一 1^  一！^ 院^  J  ..^  ^ 養么へ ノ雾- ず： 朗禾 ニー 一 1^ グー 

ロ訣 御相傳 有て、 其竟 宴に、 神 龍院殿 を幽齋 公の 吉 田の 屋敷へ 請 待 有し 時、 下 官も御 取 持の ため 伺 

公せ しに、 其 御 席へ 御 呼出し 有て、 神寵院 殿予に 仰せられ ける は、 卜 部 家 を あなど， 0 給 ひそ、 右の 

P 訣定家 秦も當 家よ ゎ傳受 有て、 于今 我家に 誓統 あり、 そなた も此 道に 執心 深ければ、 さぞ 浦 山 敷 

.1 ハ五七 


六 五八 

こそ 田 ^ はれ 寺ら めと、 笑止そう に 仰ら れけ るに、 さしう つむ ひて 御 返答 もせす、 落涙せ ぬば かりに 

赤面して、 かしこまり 居 侍りぬ。 予 心中に 思ふ樣 は、 命に 巷ても 傳り 奉り 度 は 思へ ども、 身 不肖に 

て 難， 叶て やみぬ。 しか ありて 月日 を 送る 程に、 不思 儀の 幸 あり、 岐阜 中 納言殿 若年の 時、 予 手跡 

(隨 力)  (秦 力)  ， 

を敎へ 申しに、 逍遂の 御 家 賴泰の 某と て、 予 入魂の 人 有、 或 時予が 宿所へ 不慮に 来り、 こしかたの 

物語な どして 懐中より 一 卷の書 を 取 出し、 是は 亂妨に 取た る 書 也、 歌學の 大事、 神道の 秘傳と 見 ゆ" 

そなた は 歌道に 執心 深き 人 也、 舊 友の よしみ も 深し、 其 上 大事の 書 を 我 身の なり ゆく 末 もしら す、 

無道なる 者の 手に わたらん も 本意なければ、 是御邊 に まいらす る 也、 是而已 に 來る志 を 忘れ 給 ふな 

とい ひ、 則歸 らんと す、 强て 留め 侍れ ど、 さし 當る 大事 を か、 へたる 身 なれば 片時 もやす らふ こと 

ならす とて 立 出す、 誠に 難， 有 芳志に 預 りたる にあら す や、 扱 早速 ひらき 見る に、 神 詠 三 神の ロ訣 

と 見えたり、 もしゃ 卜 部 家の 傳 にても や 有らん と、 心中に 渴 仰して、 其 儘幽齋 公へ 持參 して 御 目に 

かけければ、 幽公殊 外 驚き 給 ひたる 御氣 色に て、 年 比 そなたの 此 道に 眞實 ある ゆへ に、 自， 天 あた 

へ 給 ふと 覺ゅ、 全 神龍院 殿よ" 傳" たる 秘卷に 毛頭 もた が はやとて、 戴き 給 へられけ り。 其 時、 心 

肝に こたへ て最 難， 有覺 へ、 さて 神 龍 院殿も 此旨を 聞し めし、 只 奇妙/ \ とのみ 仰ら れ、 此上 はお 

もて だち て幽公 相 露 せらる ベ きょし 御免 あり て、 則幽 公より 直に さづ か 6 侍 h- き。 其 序に 人 丸相傳 


まで 铜免 ありけ り。 不肖の 身に 餘り たる 大義の、 天然とう けつぎた る 事、 中々 冥加お そろし くて； て 

覺へ 侍り けれ。 穴 賢、 々々。 

右 八 雲 神 詠 和歌 三 神 並 化 現 之 大事、 ん丸相 露 者、 雖， 爲，， 絕妙 深秘之 ロ訣、 一 §st 心 之 正理； 在， -奇 

異之大 幸 一 上、 於-一 此道ー 被レ抽 一一 至誠 一之 者條、 今 長 頭 丸 令 二 授與， 之訖。 如 二 誓盟ー 全不， 可， 在 二 他見 Si 

脫， 者 也" 

從 二位 大藏法 印玄旨 

嗇 慶長 十一 年 霜月 四日  御 判 

：， &條々 者、 神國之 奥旨、 歌道 之 要訣、 雖， 爲， 二子 相簿之 極秘； 於二此 道， 感， -厚心 篤實ハ 如-, 二 器 水 

寫-ニ 器, 令 二 校與, 訖。 如 二 誓盟, 全不， 可， 在 二 他見 漏脫， 者 也 G 

逍遊軒 さハ德 

慶 安二 年 三月 十八 日 

望月 氏 

六 五 九 


六 六 〇 

兼 友 丈 後號， 一長 孝 1 

右條々 者、 和國之 大事、 歌道之耍^^ 而雖 爲， -絕妙 之 極秘 ハ 於，： 此道， 備 H 其 器？ 以， 烕 H 志 之 篤實； 

今 玄旨法 印、 明 心 居士 嫡々 相承 之 趣、 不， 違 ニ毫 驚， 令， ー附屬 1 訖。 非 H 血 脉道統 之 人： 而 爭傳， 之 哉、 

全 他見 漏脫 令， 一 禁止， 者 乎。 

狹々 野 尾長 好 

延 寳四歲 八月 廿日  判 

平 間 氏 

長雅丈 

右 八 雲祌詠 和歌 三 神 並 化 現 之 大事、 人 丸相傳 者、 大藏卿 二位 法 印 松 永 長 頭 丸、. 狭々 野屋翁 貞隆英 

丈 摘々 相承 之 趣、 而雖， 爲ニ 歌道 之 極秘、 神道 之 大事； 年來 恩 依， 在：， 之、 如に ま 二 器 水 一 器， 令ニ授 

與1;_^^ 如 二 誓盟, 全 他見 漏脫 在， 之 間 敷 者 乎。 

盈細堂 


元 知 

元祿 十五 歲 五：.； 吉 印 印 

北 鷲 見 

正 忠逸士 


六 六 1 


六 六 二 

歌道 筒 守 一 一重 之卷 § 


和歌 三 聖之叟 

人 麿ハ、 石 見 國堵田 ト云處 之、 人家 ノ姊 樹ノ本 ヨリ 童 形 一一 テ 出現 シ給フ 也。 沒期 モ同處 一一 テ終リ 

給フ。 是 生死 始終  一 一丁 ゾテ 日少宮 一一 留レ / ノ義 也。 

人 丸 集 二 石見國 二 テナ クナリ ヌ ベ キ 節讀 \ 

かィ  根に を 

はも 山の 告 ねし まける 我 を かもしら すて 妹が 待つ 、 あらん 

天智天 武持統 文武 元 明 元 正 六 朝 二 在 シ 人 也。 天 足 彥國押 人命 ハ 柹本 ノ祖也 トー： ム ヘリ。 叉 家門 一一 柹ノ」 

樹有シ 故姓ト スト モーム へ リ。 叉敏達 天皇 ノ御末 トモ 云 へ リ。 異人 ナレ バ出 處不， 知 云 へ リ。 .i< 據；！ J 称 

二 卒去 云云 鑌 日本 紀 光仁 紀 -ー 姊 本人 麿 卒去 不見 同紀 -ー 外從 五位 下 陽 候 忌 寸人麼 

爲東 市正從 五位 上石 川 朝臣 人麿爲 伊豆守 同 H 也從 五位 下賀茂 朝臣 人 麿爲常 守 

人 丸 入」 之 直 拾 退 集 二 


もろこし にて よめる 柹 本人 丸  - 

天 飛 やかり のっか ひに いつしか もなら の 都に ことづて や ら ん 

影供ハ 鳥羽院 永久 元年 六月 一一 始テ 行ハ だ。 宇津宮 大明 神-人 丸 也。 社頭 ノ軒 近ク 大木 ノ柹 有、 日 

光大 明 神 ト額ァ ソト云 へ リコ 山 邊赤人 、ノ 聖武ノ 御 時 ノ人ト 云云。 叉 一 說< ；丸ト 同時 ノ人ト 云 へ リ。 

衣 通 郞姬者 云々 (下略) 

三 神三聖 幽契 之 事 

三 神 者、 磐 土 命 • 底土 命 • 赤土 命 也。 

三 聖者、 人 丸， 赤 人. 衣通姬 也。  - 

三 神 三聖幽 契 ト云蔓 、ノ  、 神 靈ト人 體ト合 德合體 之 義ヲ云 也。 まま， 座き 1-1 i 大 SW 與ニ止 由氣皇 大祌ー 

カク. チミ キリ  豫結ニ S  ：  _  : 、下 一 以-降 高天原 爾神留 座 云 

云是ハ 造化 之大 御中 主 尊ト御 人體； 大照大 神 ト御合 德御合 

體 一一 シ テ 犬下ヲ 統御 シ給フ さヲ  一 1ー  へ リ 三 神 三 g で 一- 此筋. ml 

磐 土 命 者、 日 留也。 人 體之人 丸 ヲ以配 之。 

磐土ト 、ノ 本體 也。 磐 、ノ 堅固 不 壞 之義、 人 丸 、ノ 日 留之義 也。 丸ト -カ 混沌 之義、 日 ノ少宫 之 秘訣 有 之。 

赤土 命 者、 赤 日 通 也。 人 體之赤 人 ヲ以配 之。 
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赤ハ明 力, 義、 日 地上 ヲ照 シ給フ 故、 土地 赤 クシ テ萬物 明 力 二見 ュグ 也。 日出 ヨリ 日 沒マデ /日 

1 一 シテ晝 也。 

底土 命 者、 外 通 日 女 也。 底 通 日 女 也" 人 體衣通 姬ヲ以 配 之。 

日 土 ー 地 ノ底ヲ 巡 リ給フ 故、 底土 ト云、 夜 也。 此地ヲ 照 シ給ハ ヌ故、 外-通，. R ト ハ云 也。 夜ハ日 

陰ヲ巡 リ給フ 故、 日 女 云 也。 (圖略 之) 

云々 

卜 部 家 之說、 住 吉三神 ハ全ク 日 神ノ御 異名 也。 夜、 ノ 日光 北方へ 遶 座ス。 是則 地ノ底 ヲ通リ マ ス也。 

其 時 ハ底简 男命ト 申ス。 赤 底土 命 東南 一一 現 シ座時 ヲ中简 男命ト 申ス。 亦 赤土 命 西 乾 一一 現シ座 時ハ表 

简 男命ト 申。 亦！： め 土 命 三 聖ハ衣 通姬. 赤 人. 人 丸 也。 底 通日ヲ 衣通姬 トシ、 明日 ヲ赤人 トシ、 日留 

ヲ 人丸ト ス。 皆是 本名 ヲ秘ス レノ故 也。 人 丸 ハ磐土 命 ノ仙現 也。 表 简磐土 同訓 也。 乾 ノ方ハ 天 也。 上 

一一 座 心 一一 テ、 表简 男命ト 申ス。 畢竟 三 神 三 聖人 丸一 體 一一 歸ス, ト 知べ シ。 可 レ貴可 レ仰能 思 惠.^ 

：!^ 卜 部 家 日 道 三 天井 二重 之秘 偉也。 日 道 三 天 三重 之 極秘、 日 少宮之 秘訣、 別卷記 之。 (圖略 之」 

丑 寅 之 隅ヲ日 少宮ト 云、 是ー晝 夜 ノ堺、 日 將出來 出 之處、 伊 弊 諾之神 靈留リ 給フ處 也。 神道 始終 之 

本體、 日留 之本體 也。 秘訣 深々 也、 別卷記 之。 


曰留 始終 之 俸 

古今 集 一一、 人 丸一 人 ノ歌ヲ 入 テ>  赤 人 衣 通 姬ノ歌 ヲ不レ 入 、ノ 三聖 一 體 之理ヲ シ ラ シ メン 也。 序 二 三聖 

ノ名ヲ 出サレ タレ ノ  ニテ、 貫之ノ 下心 ヲ窺ヒ 知べ シ。 人 丸 ナン 歌 之 聖ナリ ト書レ /心 ハ、 三 聖ノ中 一一 人 

丸 ハ磐 土命ナ レ バ 本體ナ , 故 也。 人-丸 ト 、ノ 日 道 始終 ヲ貫キ 給フ事 也。 聖ト 云訓 、ノ 日— 知 ト言事 也 > 

日德ヲ 體認シ テ日ノ 道ヲ知 リタ ル ト云訓 也。 赤 人 ハ歌 一一 ァ ヤシク 妙 ナリト 云 ヘル" 赤土 命 二 テ晝 二 

常〃 故 二 萬 物ァラ 、ノ レ文ヲ 布 也。 衣通姬 之流ト 小町 ガ歌 ヲサ シテ强 カラ ヌ 、ノ 女ノ 歌ナレ バ也ト 云 へ 

ソ。 衣 通姬ハ 底土 命 一一 當ル、 北方 地下 ヲ メグ ル 日ナレ バ光 ノ；！ ：！ キ義 也。 夜ノ 日 道ナ, 故 陰 中 ノ陽ナ 

レ バ姬ト 號ス、 姬 ノ訓ハ 日 女 也。 叉 ヒメ" カク レ タレ ノ  ノ義 也。 和歌 三 神 三聖ハ 日 留ー體 二 歸ス。 

扭其ノ 日 留我身 ヲ不， 離我ガ 胸中 一一 有、 高 ■ 天 原ハ虛 空淸淨 ノ處ヲ 指、 則 我 淸淨ノ 胸中 ヲ 云 也。 天 

日 、ノ 則 我心 ノ靈ト 一 . 般也。 我 胸中 之 高 天. 原 一一 留リ坐 也。 此ヲ 自己 ノ 日留ト 云、 心 ノ動靜 、ノ 赤 人. 

衣 通 姬之義 也： 神代 卷曰、 天地 未 剖 陰陽 不分、 唯 マン マ P  二 シテ 牙ヲ含 メリ、 牙 ハ未發 ノ生氣 也。 

始テ胎 肉へ ャド, 時、 陰陽 妙— 合シ火 留 テ子ト ナル。 此火 留也、 心ハ則 日ノ靈 也、 是日留 也、 未 

レ兑 未レ閒 未レ言 マ ン マ P 一一  シ テ牙ヲ 含ム、 是人 體ノ渾 1 沌人 圓ノ義 也。 是ヲ胎 .5 '人： 丸ト 云. 天地 ノ開 

^ ハ人ノ 誕生 也。 人體 、ノ  土 金 也、 混沌 ノ形モ 圓ク天 ノ形モ 地 ノ形モ 日月 モ皆 圓シ、 マ P キハ 誠ノ姿 
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也。 敬 ミ誠ハ 天地 ノ道 也、 是ヲ道 體ノ入 丸 トー ム、 ん此ノ 道ヲ守 レバ 胸中 一一 日ト マ グ故、 心身 一 一一 人 

丸 也。 不， 守バ 身— 破 ゾ 心 1 亡ブ 心身 一 一一 ヒ トマ レノ 一一  非 ザ レ \ 歌道 二 非ズ 、 歌ヲ詞 花言葉 二 詠ズ レ ノ而已 

二 非ズ、 此道ヲ 身 二 行ヒ實 地ヲ不 レ踏バ 浮華 二 シテ實 ナシ。 言行 一 致花實 相對ヲ 第一 二 可 心得 SII 

歌ヲ讀 二 行跡 ヲ 第一 ト シ、 威儀 ヲ肅 へ 、 心身 一 一一 慎ミ、 全 體人丸 二 ナリテ 讀事ヲ 肝要 トセ リ。 神人 

混沌 之始 ヲ守ダ ト云查 神道 大直 也。 m は沌 ノ始メ ヲ守 ルトハ 未， 見 未， 聞 未 レー 一-一 C 末 I 發ノ時 土 金 之 功ヲ以 

大元靈 ヲ敬ミ 守 だ 古 又 也。 大元 ノ靈內 一一 存シ 給へ バ、 日 明 カー 一 胸中 一一 留リ 給フ、 人 體胎中 混沌 一丁 ビア 

叉 神返テ 混沌 一一 留ル、 伊 弊諾尊 H 少せ： ： 一一 留リ 給フ ト云是 也" 少宮ハ 留リ給 フハ日 留之義 也。 胎屮火 

留 今日 人 丸 神 返 テ日留 生死 始 終ヒ トマ ルー 體也。 ，<- 體而已 二 非ズ、 萬 物 比，：： 火 留也。 神代 卷曰、 柯 

遇 突 知" S 狐 は娶- 一璃 山 姬流は 生-一 稚產靈 >  醒| 之 此火氣 人： 於 土-物 ヲ生 ズクヲ 云。 叉 円、 斬 血激疆 

染 於石櫟 樹草此 草木 沙石自 含 火之綠 也。 火 云云、 萬 物 比， n 火 留之 一理 一一 歸ス。 是入 丸傳之 極秘 

安心 也，) 非 二 其 人， 愼而莫 ， 偉焉 可， 崇可， 秘矣。 

和歌 者 流 一一、 日 形ノ內 一一 人 麿 之像ヲ 畫クハ 此日留 始終 之 極秘 ヲ圖シ テ-. 小ス者 也。  . 


敷 島の 道 は、 其 根 干せ 振 神の 代よ り 始り、 其 葉 人の 世と なりて 普く ひろま ，0、 尊き いやしき と： 

くた ふとみ もて あそぶなら はしと はなり ぬ。 窟 のうち もとお もへば、 ことわざ しげき 身に しも、 い 

たづら に 来 流水 を詠暮 さん，， S ほいな くやと、 三十 一文字な ど ふつ、 かになら ベ、 ある は 古き 哥 物語 

など 九 牛が 一毛 も 見 侍りき。 過に しころ、 京師に 近遙 せし に、 或 入 歌仙 傳 となん 云を予 にあた へて 

ッカサ 

此書官 く らゐ など.^、 み し 年バ日 をし るす 而已 ながら 雲の上に もとり ん、 も て はやし， 晗 ふ な， e ど、 

歌の 山 を しるさす、 ねが はく は 歌人 三十 六 人の あらまし 事幷 哥の 心な どと もに く はしく しるせよ と 

請 ふ 山 力つ の 身に おふせぬ 物から、 せちに ゆるさねば いなみが たく、 草 を 見て よろこぶ の 笑 を ま 

つも、 下 ：.？^ の 身に して は 叉 幸なら ん歟 と、 筆 をと りて 歌仙 偉に のせ 侍る 事 ども は、 其 }^ のか しらに 

こと は.^ て さす 書し るし、 叉 見お よびし 事 ども は 夫に つぎて あら はし、 且 歌の、 いは か， e こ：^ を考 

合て、 卷 につ，. -.^ 名 づけて 歌仙 二葉 抄と 云なら し。 
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延享三 丙 寅年 孟春  平 春 幸 著 

ii 本人 麿 

歌仙 傳 先祖 不見 云云、 叉 云， 件 人 就 H 年々 除 目 叙位 等， 尋ニ其 昇進, 無， 一所 見 1 云云、 歌仙 傳は 官位の 昇進 

年月 を 記せる 而已の 書 なれば、 人 丸の 事不， 詳、 故に 愚意の み を 次に 述る 也。 柿 下 は 姓氏 錄天 足彥 

國押 人， 命 之 後 也。 敏達 天皇， 御世、 依 ，，， 家門 有 二 秭樹, 爲ニ柹 本臣ノ 氏， 云云、 此天足 彥國押 人， 命と 申 

は、 日本 紀見 えたり。 古事 紀には 天押帶 日子 命と あり。 人皇 第 六 孝 照 天皇 第一 の 皇子 也。 柿 本は此 

子孫 也。 元は 柿 本の 臣と いひし を、 天武 天皇の 十三 年に 至って、 大 三輪 等の 五十二 氏に 姓 を 朝臣と 

賜 ひし 其 中に て、 其 時より 柿 本の 朝臣と なりし 也。 人 麿 は 日本 紀續 日本 紀に 見えす。 天 武の御 時 柿 

本 緩 朝臣と 云 あり。 是 のみ 日本 紀に柿 本 氏の 人 見えたり。 人 丸は此 親族なる ベ けれど、 國史に 見え 

ざれば 父祖 詳 ならす。 時代 異說 まち /\ なり。 先 人皇 四十 代天武 天皇の 時に 出現す とも、 又 持統天 

皇 文武 天皇の 時分に 人 丸 出現し、 元 明 元 正 聖武に 至って 五代の 帝に 仕る とも 申す。 袋 草紙 人 丸の 勘 

文の 奥 人 麿 は 聖武之 臣萬葉 者 同 帝 之撰歟 云云。 是も 分明なら す。 叉 萬 葉 第一 を考 ふるに、 持統 文武 

の兩 朝の みに 柹 本人 丸の 哥 見えたり。 萬 葉 第二に 石 見の 國 より 妻に 別れて 都へ 上り、 叉 第二の 奥に 


石見國 にて 死す る時自 傷て 作れる 歌 あり。 是も持 統の時 都への ぼり、 文武の 末に 石 見に て 死せられ 

しゃう に は 見 ゆれ ど、 時代と 年月 しるさ ざれば さだか ならす。 大 學頭敦 光の 讃、 大夫姓 柿 本名 人 丸 

蓋 上世 之 歌ん 也、 仕 ニ持統 文武 之聖 朝； 遇 新田 高巿之 皇子、 吉野山 之 春風 從二 仙駕， 而献 ，壽、 明 石 浦 

之 秋 霧 思， EI 舟， 而漏， 詞、 誠 是六義 之 秀逸、 萬 代 之 美談 者歟 云云 下略。 是 にも 持統 文武と 書れ たり。 

然 ども 萬 葉を考 ふるに、 天武の 朝に 柿 本の 人 麿の 哥 あり、 叉 元 正 天皇の 朝 人 丸の 歌顯然 たり。 萬 葉 

第 十の 七夕の 哥九 十八 首 ある 中に、 初 三十 八 首 有て、 右柹本 朝臣 人 麿の 歌集 出と 書、 其 三十 八 首の 

歌、 

マ 一，. '力、， ヤス/力 ハラ ノサ タマリ チ コ 、 P クー" ベ ハ トキ マツ ナク - i 

天漢 安川 原 定而神 競 者 磨 待 無  - 

此哥の 左の 註 云、 此歌ー 首 庚 辰年 作， 之ト 云云、 此庚 辰年と は天武 天皇の 白 鳳 九， 年に あたれり。 然 

れば 天武の 朝！ i 本人 丸 ありし と 見えたり。 叉 萬 葉 第三 雜歌、 天皇 御 TT 遊 雷 岳, 時 作歌 1- 首 柿 本 朝臣 人 

麿と ありて、 

スメ  B ギ ハカ-, -ニ シ マセパ アマ グモ ノ イカ ヅ チノ ゥへ -ー ィ ホリス ル カモ 

皇者神 二 四 座 者 天雲 之 雷 之 上 爾爐爲 流 鴨 

季吟が 萬 葉の 拾 穗抄、 此 天皇と ある を 元 正 天皇と 記せる のみに て、 其證據 なし、 是を考 ふるに 萬 

葉 第二の 末に、 ：w 本人 丸 臨， 死 時の 歌よ， n 後に 四 首 歌 ありて、 次 寧 樂宮和 銅 四 年の 哥 あり、 是元明 
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天皇の 時の 哥 なり、 其 歌 二 首 あ， -て、 次キ ニ靈龜 元年の 哥ぁ ，0、 是は： 兀正 帝の 時の 年號 也、 第二の 

卷は 此靈龜 元年の 長歌 反歌 等 二三 首に て 終りて、 第三の 卷の初 天皇 御 TT 遊 雷 岳 H 時 作歌と て、 人 丸の 

哥 あり、 此 天皇 元 正に あら すん ば、 天皇とば かり はしる さす。 何の 宮の 御宇 天皇 御 TT 遊 雷 岳, と 書べ 

きに、 さはな くして 天皇とば かり しるせる にて、 元 正 帝と 决 せり。 第一 にも 高 市 岡本宮 御宇 登 二 香 

具 山 1 望， 國御歌 一首 天皇 御製と て哥 有、 次の 哥の詞 書に、 天皇 遊 11 獵內 野， 時 ノ間人 連 老が哥 あり、 

此歌 何の 宮の 御宇 ともなく、 た、.^ 天皇 遊 n 獵內 野 1 とのみ しるせり、 高 市 岡 本宮の 御^と は、 舒明天 

皇 也， 遊 IT 獵 內，. 野， 哥も舒 明 天皇な り、 叉 第一 に 近；：： i 大津宮 御宇 額 田 王の 歌 あ. り。 大津宮 は天智 天皇 

の 時 也、 其 次に 叉 額 田 王の 歌井戶 王の 歌な ど ありて、 其 次に 額 田 王の 哥の前 Hi 云、 天皇 遊 二 獵蒲生 

野 一時 作歌 あり、 此 天皇と ある も、 同大 知 n 帝の 義也、 是 等の 筆 格 を もって 見る に、 前の 御 n 遊 雷 岳 1 

と ある 天皇 は、 元 正 帝と 見えた 6、 元正は文武ょ.^後にて、 文武 J 針 元明ョ 針： 兀正 I 财聖武 11- と 

つ-. - けり、 元 正の 時人 丸の 哥 ある を もって 見れば、 文武の 時 石 見に て 臨， 死の 哥も 不審 也、 袋 草紙 

云、 如 二 萬 葉 1 人 丸始， 自 ニ天武 一至 一一 文武 一如 二 家集 一至 二 孝 謙 一 云々、 天武 よ" 孝 謙まで は天武 S ナ持統 f 針 

文武 元 明 元 正 聖武孝 謙 ユ^ 財と つ、 きて、 孝 謙 は 元 正より 三代 目の 帝 也、 天武 より 年 數を考 見る に 天 

武 在位 十五 年、 持統 在位 十 年、 文武 在位 十一 年 八^ 三十 六 年な，^、 叉 是に元 明 在位 八 年、 元 正 在位 九 


年、 此ニ代 を 加へ て 五十 三年な り。 叉是 に聖武 在位 二十 五 年、 孝 謙 在位 十 年、 、：^ > 上 合 見れば 八.^ 八 

年の 年數 也。 是に人 丸 出生の 比の 年曆を 加へ て、 凡百 歲に 少し 余の 年數に 見えたり。 年數 にて 見れ 

ば天武 よ. - 文武までと 見、 叉 は天武 より 元 正までと 見て 可なる べし。 孝 謙までと いへ る 家の 集年數 

久しくして 難 一一 信用； 萬 葉 文武の 末と おぼしき に 人 丸 死す る 時. の 歌 あれば、 元 正の 朝 雷 岳の 歌と 云 

ももし は 別人の 哥を萬 葉 人 丸と あやまって 書れ たる 歟。 萬 葉 第三 遊 一 一吉 野 一時 御 歌 了 首、 弓 削 皇子と 

ありて、 

瀧のう へ のみ ふねの 山に ゐ る 雲 の 常に あらんと わがお も はなく に 

一 云、 みよしの、 みふねの 山に 立 雲の 常に あらんと わがお も はなく に 

かやう にあり て、 注此 一首 出， 一柿 本人 麿 集， と、 か樣の 類に や、 萬 葉に は 弓 削の 皇子の 歌 也。 ん丸 

の 哥萬葉 第 七より 第 十 西まで 作者 未， 詳 哥 どもに まじへ て 載られたり。 古代の 事 なれば いかにして 

もさ だかなら す、 大學頭 光の 讃 にも、 仕 一一 持統 文武 之聖朝 一と 書れ、 叉 袋 草紙に も 人 丸始， 自ニ 天武ー 

としる され、 叉 萬 葉に も 文武の 朝の 末と おぼしき に 死す る 時の 哥見 えたれば、 所詮く た/ \ しき說 

を 捨て、 時代 は 天武の 朝より 文武の 末までの 人と 見て 可なる べし。 叉 古今 集の 序い にしへ よりかく 

つた はるう ちに も、 ならの 御 時より ぞ ひろまりに ける、 かのお ほん 世 や 歌の心 をし ろしめ したりけ 
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ん。 かのお ほん 時に お ほきみ つの くら. Q かきの もとの 人 丸なん 哥の ひじり 成け る 云云。 奈 良の 都 は 

四十 三代 元 明 天皇よ， -四 十九 代 光仁 天皇まで 七 代の 帝 平 城に 都し 給 ふ。 古今の 眞名序 平 城 天子 詔 二 

侍臣，.？ 撰 二 萬 葉 集-云云、 或說 に、 此平城 天子と 申 は 五十一 代 平 城 天皇の 事 を 云と いへ り。 此說に 

て 見れば、 人 丸 も 同 帝の 時世に ありし と 古今 かな 序の おもむきに は 見えた 6-。 叉 萬 葉 集 も 同 帝の 時 

撰せられ しと 見 ゆ。 然れ ども 袋 草紙 幷萬 葉の 仙覺抄 等に は あまた 證文を 引て、 ならの 帝と 申 は、 聖 

武せを 申す としる せり。 叉 萬 葉に 文武の 末と おぼしき に、 柿 本人 丸 死す るの 哥ぁ， 9、 文武の 朝より 

卒城 天皇 迄 は 時代 十代、 年數百 十三 年後の 義也。 天武の 朝に 人 丸 ありし よし 前に 見え たれば、 天武 

天皇よりか ぞ ふれば、 時代 十二 代、 年數百 三十 八 年 也。 袋 草紙に 人 丸 難， 及 二 大同 朝， M 錢 事 委しく 

しるせり。 人生 も 限. 0 ある もの 也。 いかにしても 平 城 天皇の 時、 人 丸 世に あるべき やうな し、 古今 

の 序、 奈 良の 帝と 云 は、 疑ら く は 文武 帝の 事なる 歟、 定家卿 はなら の 帝と 云 は、 文武 帝の 事と しる 

し 給へ り、 秘說奈 良の 帝と ある は 文武 帝の 事に て、 ならと は 古き と 云詞と 同じ、 古き 事 を 神代 叉 は 

昔し などい へる 詞に 同じ、 奈 良の 都 一代 前 なれば 准 じて 云 事 也と 云云、 是 古今の 秘說 也と いへ り。 

案す るに 昔し 叉は祌 代な ど は 所 を さす 詞 にあら す、 奈良は 其 所 を さす 詞也、 然る を 古き と 云 事な り 

との 義 いかがと 見 ゆれ ど、 後 撰戀の 一 題 しらすの 前に、 


身 は M 十くなら の 都と 成に しを戀 しき 事の 叉 も ふ. o ぬる 

是古 きと 云 事に ならと 云 詞を用 ひし 證歌 也。 其 外 奈良を 古里の ならの 都と も、 叉 ふるき 都な どお 

ふくよ めり。 然れ ばなら と 云て 古き 事との 義其 謂な きにし も あらす。 古今の^^^らの御時ょ6ぞひ 

ろ まりに ける と ある を、 古き 御代より ぞ ひろま ，o にけ ると 云と 見れば、 文武 帝の 御 時と 見ても 難な 

き歟、 眞 名 序に 平 城 天子 詔 二 侍臣, < リ， 撰 二 萬 葉 集, と ある を、 ^武の 御 事と 云ても、 ならと は 古き と 

云詞 也と 大 やうに 見れば 其 所 /、にて 何れの 帝に 見る にも 難な し。 文武 は 平 城の 都 御 一 代 前にて 藤 

原の せ：： 也" ならに は 都し 給 はす、 文武の 次 は 女帝に て 元 明 天皇 是 より 光仁まで 七代奈 良に 都し 給 ふ。 

元 明 は 文武の 御 母 也、 ならの 都 は 盛に 時め き 給 ひし 時代 也、 御 母 帝よ， - 始て奈 良に 都し 給 ひしゅへ、 

御子の 文武 帝 を 准 じて ならの 帝と 申 奉ろ 也。 然れば 萬 葉に 文武の 末に 人 丸 死す る 時の 哥 あるに よく 

叶へ り。 

モフ チキ. t 

人 丸 位階の 事、 古今の かな 序に はお ほきみ つのく らゐと 書、 眞名" i: に は 先師 柿本大 夫と 書り。 お 

ほきみ つのく らゐ は、 正三位 也、 大夫は 五位の 通稱 也、 雨^の 間 大きに 相違せ り、 忠岑 が長哥 にあ 

はれい にし へ 有き て ふ 人 丸 こそ は うれし けれ 身 はし もながら ことの 葉 を 天津 空まで き こ え あげて 

と-子ぶ、 身 はし もながら と あれば 正三位に て は あるべ からすと 見 ゆ、 孜 光の 讃 にも 大 夫と 書れ たり、 
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然 らば 五位なる ベ けれども、 歌の ひじり なる ゆへ たっとみ て 正三位の よしかな^に 書し もの^。 眞 

名 序は奏 なしと いへ ども、 兩 序の 間にて かく 異なるべき やうな し。 正三位の 事 猶ロ傳 1^ す。 北 畠 

親 房の 古今の 序 注、 此人 正三位と 云 事 昔より 疑， 之、 公卿 補任な どに も 不：， 見 之 故な り、 是は あなが 

ちの 難歟。 上古の 補任 は 現任ば かり を载 て、 散 位 をば 不， 書：， 之歟 と、 云云。 是親 房の 說也、 現任と は 

當官の 事 を 云 也、 散 位と は 無官の 人 を 云、 官を 散して 位 斗と いへ る義 也。 猶人 丸の 事 深き 旨 あり、 

事繁 きに よって 》^ す。 

ほ のん、 とあかし の 浦の 朝霧に；^? がくれ g  く 舟 をし ぞ おも ふ 

古今 覉 旅の 部に 入れり。 古今 隨ー 幽玄の 哥 とて、 古人 も稱 嘆せ し 歌 也。 大納言 公任 此哥を 解し が 

たきと て、 三年まで 工夫 を こらし、 此 歌の 玄妙 を さとり、 和歌の 九 品 を 立ら れ しに、 上品 乃 上と 定 

めら れ しと 也。 古今 此 歌の 左 書に、 此歌は ある 人の いはく、 かきの もとの 人 丸が なりと しるせ"。 

古今に 凡て 誰 人の 歌と 决 したる は哥の 右に 名 を 書付 侍 h 、 此哥も 人 丸の 哥に しかと 决定 せざる ゆ へ 、 

左に ある 人の いはくと 書る 鞦。 然 ども 風體抄 に、 本人 丸哥 也と 記せ h 、世々 の 先達 名赛の 人/、 

人 丸の 哥と决 し、 古今に も如此 ありて 外によ-り 所なければ、 其 分なる べし。 叉 人 丸の 事 は、 誰 人の 

哥 にても 歌の 玄妙 を あら はせ る を 云な ど、 古今の 秘說 ある なれば、 左 も あるべき 也。 ほ のん.、 と は 


夜の 明 行 空のお ぼろに て さだか ならぬ を 云。 それ を 曙と は 云 也。 ほ のん、 と 有 明の 月の 月 かげに 紅 

葉 吹お ろすな ども 詠り、 此 ほの..^、 の 五 文字 人 丸の 哥 秀逸 比類な きに よって、 定家卿 詠 哥大槪 に 制 

せ させ 铪ふ、 制せられ しょり 前 は ほの ん、、 とあかし と つ、；/ け る哥も 多く 侍り、 

ほ のん、 とあかし の濱を 見渡せば 春の 浪 ともい つ る 舟の ほ 贩 

ほ の ん、 とあかし の濱を こぎ ゆけば 昔し 戀 しき 波ぞ立 ける 重 之 

ほ のん、 とあかし とはい ひかけ の詞 なり。 或抄ほ のん、 と 明 石 浦の 朝霧に 漕 出した る 舟の、 嶙が 

くれ 行か 今 いづく に ゆく らんと ながめ やりて、 哀に思 ふとな.^ と 云云。 叉 同 抄貫之 海路の 旅に 此集 

に 入たり。 され ど 我 出た ると はき こえす、 人の 海路に こぎ 出て 行 舟 を はるかに 見 をく りて よめる と 

見えたり と 云云。 或 人 是を難 じて 如， 此 見れば、 撰者の 心に かな はや、 其 故 は此哥 古今 耨 旅の 部に 入 

れり、 明 石の 浦より 余所の 舟 を 詠 やりし 眺望の 歌なら ば、 覉 旅の 部に は 入らす して 雜乃 部に 入べき 

事 也、 羈旅の 部に 入 たれば た.. - 旅の 心に て 我がの.^ し 舟の 事 を 詠せ る哥と 見えたり といへ り。 予是 

を 思 ふに、 我がの りし 舟の 事 を よ み た る 入 丸の 哥萬葉 第 三に 

あ ま さ かる ひなの 長 路 を 漕 くれば 明 石の 戶ょ り やまと じ ま 見 ゆ 

此哥新 古今 覉 旅の 部に 入れ . り。 かやうな る は 我がの りし 舟の 事に しかと 聞 ゆれ ども、 此ほのん\> 
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の 歌 は 一首の 缽 我がの， -し 舟の 事と は 聞え す、 古今 旅の 部に 入る とい ふに^して、 我がの りし 舟の 

一 迸な， 0 と 云は實 もと も 聞え す。 た.： Z 旅に おもむきし 比、 此明 石の 浦に 旅 {5 して 夜の 明 方に 陸より 海 

路を はるかに 見や ，0 てよ める と 見る が 面白き 也。 覉 旅の 部に 入れば とて 眺望の 哥ぁ る まじき にあら 

す、 則 古今 覉 旅の 部 第一 の哥 安倍 仲 丸が、 天の はら ふ.^ さけ 見れば の哥 も、 船路の 事 はよ ますして 

"の 事 をよ める 也。 是等 にて 心得べ し。 鳩が くれゆく と は 明 石の 浦に 立 ふたが りし 霧に て嶋 がく 

れ行舟 も 見えす と 也。 此嶋と 云 を 或き、 或ん 明 石に なしと 云、 明 石の 沖に ふたご te- くらかけ 嶋な 

ど ある を しらざる 也と、 云云、 . ^沖が 古今の 餘材抄 に 顯注を 引、 明 石の 沖に はるかにち り，/,^ なる 吣づ 

ども 見え 侍り、 ふた こしま、 みな ほし 嶋、 たれ か嶋、 くらかけ 嶋、 家し まな どうちち りたる やうに 

侍る と、 云云、 契冲が 云、 明 石の 浦 は淡路 の-:: ゎ屋 とい ふ 所に 向へ 6、 お屋の 北の 磯部 は繪^ なり、 そ 

の あは ひの 海ゎづ かに 一里ば かう にて、 さらに ひとつの 小^ ある 事な し、 顯 注の 申された る：^ w/\ 

は 明 石よ 6 ははる かに 西南の 方に あ，^、 家 嶋は播 麼の揖 保の 郡に て、 淡 路の西 海 i 上 八 九 里に 及び 

て、 何 くれと いふ 小 te- 其め ぐ" に 有よ しいへば、 そこに^ かくれん 舟 は 離 I の 目にあら すば 見 ゆべ 

からす、 しかれば 顯昭 もい まだよ く 彼 あたり をみ すして 推量して 申されけ るに やと、 云云、 案に、 

鳩が くれの ：6W は 淡路^の 義也、 明 石の 沖の 小 鳩 あるな しの さたに はおよ ばぬ 義也。 然共 袖屮抄 にい 


はく、  ，^^緣云、 あはち 峪ノ」 そ あかしの 浦に て はよ ひべ けれ、 或 人の 云、 淡 路の鳩 大^にて ー國 也、 

^がくれ 行 舟 をし ぞぉも ふな ど不， 可， 詠歟 と、 云云。 か 樣に袖 中 抄には 侍れ ども、 理 にあたら ざる 歟。 

淡路 はー國 の：^ なりと て、 此哥 によむ まじき 理 なし。 或は 津の國 のな に はの 里、 近 江路ゃ 志賀の 浦、 

叉 はする がなる ふじな ど は 其 名所 をい はんとて、 先 國の名 をい ひ 出せるな り。 淡 路は是 等と はちが 

ひ、 ー國 なれ ども 淡路： ^叉 は 淡路嶋 山な どよ みなら はせ る 事、 人/、 知れる 事 なれば、 しるす にお 

よばす、 叉 前に 柿 本人 丸 萬 葉 第三の あま ざ かる ひなの 長 路を漕 くれば 明 石の 戶 より 大和し ま 見 ゆ、 

と ある 哥の、 大和 嶋と云 は、 則淡路 嶋の義 也、 いかにして 淡路を かくい ふ ぞと尋 るに、 伊 弊諾、 伊 

^撒の： 國土を 產給ふ 最初に、 淡路 をう み 給 ふ、 其 後に 大 八洲 を 產給 ひしな り、 日本の 惣名を 倭 

の 國と云 なれば、 初めに 先う み 出し 給ふ嶋 なる ゆへ に 淡 路鳩を やまとし まと 云 也。 明 石の 浦に 鳩の 

問 近くな き 事 は、 余 材抄を 引て 前に 述る ごとし。 明 石より 間ぢ かき 嶋 なれば 淡路嶋 をよ める と 見え 

た 6、 其 上人 丸の 哥に、 明 石の 戶 より 大和し ま 見 ゆと よみ、 叉 新 勅撰 雜 四に 名所の 月と いへ る 心 を、 

夕な ぎに 明 石の 門より 見渡せば 大和 嶋根を 出る e; かげ 內 大臣 

此夕 なぎに の哥 方角 大に あやまれり、 明 石と 淡 路とは 南北に 向 合せり、 名所 月と いへ る 題に て 方 

<w の 事 をと り 比よ める 哥也、 月 は 四時に て 出 やう か はりあれ ど、 大 やう 東よ， 出る 也、 南より 出る 

六 七 七 


六 七 八 

事な し、 明 石より 南に あたる 大和 嶙 より 出る とよめ る 事 方角の 取 やう 違へ り、 此歌 誤りなる べし。 

然れ ども 大きに 所 をへ だてた る 名所 を 一首に よみ 合する 例 は 多 侍れ ども、 是は 夫と は 違、 正しく パ 

の 出た るよ しょめ る哥 なれば 誤 也。 然共此 所へ 引 は 其義に はか、 はらす、 た，. -明 石より 淡路嶋 をよ 

める 證 のみに 引ば かりなれば、 こ、 に 引るな り。 

新 千載 旅 

あかし §1 大和 嶋根も 見え ざり きかき Ei にし 旅の なみだに 土 御 門院 

かくの ごとく 明 石よ" 淡 路嶋を よみなら はせ り。 然れば ほ のん、 の^も あま ざ かるの 哥と 同じく 

人 丸の 哥 なれば、 淡 路嶋を 崎が くれと よめる と决 せり。 船 をし ぞ おも ふと は惜 むと いふ 心に あらす、 

し は 助 語に てた、.^ 船 をぞ思 ふとの 心なり、 證哥 

萬 葉 十二 

泰 日なる 三 笠の 山に ゐる雲 を 出 見る ごとに 君 をし ぞ おも ふ 

古今 

唐衣き つ、 なれに しつ まし あれば はるん、 きぬる 旅 をし ぞ思ふ 

ある 抄に、 此哥の 下の 心 文武の 御子 高 市 皇子 十九に て 崩 じ 給 ふ 其 無常 を 詠せ ると いへ り、 さも や 

侍らん。 本宮は 君と ひとしき ゆへ に、 は 舟の 心に て 舟に たと ふる 歟と、 云云、 此 事秘抄 等に も 見 

え 侍り、 世の中の 定めな き は、 漕 行 船の 朝霧に 嶋 がくれ 行た る やうに、 髙 市の 皇子 薨じ給 ふと なげ 

きよめる 心 也と いへ り。 然れ ど.^ 此ほ のん、 の哥萬 葉に. ^ 見えす、 叉 高 市の 亮 をいた みて よめる 栋 


本ん 丸の 哥は萬 葉 第二に 長歌 反歌と もに あれ ど，. 飞 此ほ のん、 の 哥とは 大きに 異な，. -、 其 外國史 等 

にも 見えざる 事 なれば、 何の 證據 もなければ 用 ひがたし、 哥の詞 表に は海邊 羈旅 眺望の 哥の詞 なり、 

下心に は 世の 有 樣を觀 じて よめ る哥 なり、 然れ ども 高 市の薨 を いたみて よめる と 云 說は用 ひがたし、 

た ..、 裏に は 世の 有 樣を觀 じて よめる とのみ 心得て 可な らん、 凡て 撰 集に は 表の 心 を もつ て 撰 せらろ 

る ものに て、 裏の 下心 は 撰 集に は不， 用、 故に 覉 旅の 部に 入られた る 也、 裏の 說は 人間 世の 有樣を 

觀 じて 云。 ほ のん、 とあかし と は 夜 明 也、 四時にと" ては^^1に比す ベ し、 人間に とりて は 人の 出 

生 世の 盛なる を 云 朝霧に、 霧 は 物 をお ほひた ちきろ S へに 霧と 云、 是 殺伐の 氣、 時 は 秋 也。 嶋 

がくれ 行、 是 人間の 終世の 衰、 晝 夜に とりて は 夜陰、 四時に と， りて は 冬 也" をし ぞ おも ふ、 此 結句 

至って 心 ふかし。 人/、 常に 此哥の 心 をよ く 心得べき 事 ST 此哥を 眞言 經文 等に 北して 注せる 事 あ 

り、 更に 正道に あらす、 和歌の 道を辨 へざる 人 狼に いひ かすむ る 徒 事 也と 心得べ し。 此ほ のん \ の 

哥に 心の 類せ る哥 

is? 葉 第二 十 (マ、)  陰  ィ 一一 シ 

あかと きの かたはれ 時に しま かき を こぎに し 舟の た つ きしらす も 

曉  (掉) シ  ウジ テス チ  二 

李 遠が 黄 陵廟の 句に、 輕 舟 短， 棹唱 1 歌 去、 水 遠山-長 愁，〕 殺人； 云云、 叉 遊 仙窟、 張 文 成が 十 娘に 

別れ 行 時の 文に 一ぶ、 行 至 ヒー 三 鬼 一 廻.^ 頭 看 數人猶 在 二 舊處- 立、 余 時漸々 去 遠、 聲 沈影滅 顧 瞻 
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不， 見、 惻 I 愴而 去、 云云、 是 等の 句相卟 ふべき にや。 

世の中 を 何に たと へん 朝 朗漕行 舟の あとの しらなみ 

百 川 堂 

浪華  蛆山卷 幸 撰 

古以 和歌 稱仙者 凡 三十 有 六 入、 各 1: 朝 名臣、 有 出 類 之才、 而遂爲 後世 儀矩、 其 和歌 三十 六 首、 遍 

在 人 n、 而 諷之吟 之、 .i^ 華 隱士平 春 幸 者、 追 山 柿 之 古風、 以 摸其體 製、 立志 數年乃 著 歌仙 二葉 抄 

一 卷、 其爲書 也、 宦品舊 典 之說、 詞章 幽玄 之辨、 意領 心會、 而底極 淵 奥、 開發 秘^、 可謂詳 也、 

其 功 其 勞不讀 不可知 焉、 予深賞 喚 之、 况叉相 知 久故爲 之趿、 

御厨 子 所 顕正 五位 下 采女正 紀宗直 

延享四 卯 歲立抹 吉日 

大坂錦 城 大手 錦 町 二 丁目 

菊屋 勘四郞 

書林 同 南 本 町  一 丁目 

,  M 屋 喜 太 郞 
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人麼像 補記 


狩 野 探 幽筆人 像 (Q^ 參 照)。 狩 野 探幽筆 和歌 三聖圖 (小 坂 m 造 氏 蔵) は、 國華五 百 五十 三號 (昭和 十 

；年 十二月 二十日 發 行」 に 載った ものであるが、 そのうちの 人 麿 を 本書の ロ繪 とした。 解 說は國 華の 解說 

を その 儘拜 借す る ことにした。 

探 幽 は 狩 野の 正 流 を 受けて 一家 をな し、 元 信、 永德 以来の 家法 を變 じて、 新時代に 一新 樣式を 立てた ので あるが、 近世 初期 

に 於け る 古典 復活 幷に 日本 精 岬の 勃興に 關聯 して 漢畫 系統の 手法の 外に、 大和 繪の 法を參 酌して 作った もの 、往々 存す るの 

は、 注目すべき ことで ある。 こ、 に 一 K す 和歌 三 聖圖の 如きに、 卽ち その 著 例と いふべき である。 

本圇は 和歌の 神た る 住 吉明神 を 中幅と し、 柿 本人 麼と 山邊赤 人と を 左右に 配した ものである。 4. 幅の 畫 中には 

牝 和歌 乃 三 聖者 天兒 屋根 命 五十 四 代 乃傳乃 圖乎以 S 寫須 探幽法 印行 年 七十 歳 

とあって、 法 印 生 明の 白 字の 角 印が 押されて ゐる。 こ，^ に天兒 屋根 命 五十 四 代と ある は 誰ぞ。 神祇 要 編 中 唯 受ー琉 血脈 圖に 

よるに、 田 兼 俱の六 世の 孫 兼 連であって、 同書に 兼 連は從 三位 行 左 兵 衞督兼 恃從 とし、 自 一一 天兒 屋根 命 一 的 的 相承 五十 円 世 

と あるので ある。 而し てこの 人は享 保 十六 年 七十 七 歳で 残した ので あるから、 探幽の 七十 歳 卽ち寛 文 十一 年 は 十七 歳の 少年 

で は 、あ るが、 その 時旣 に 吉 田家 を 相績し て ゐ た ので ある。 淮ふ にこの 和歌 三聖の 圖樣は 當時吉 田家 に傳 つて ゐ たので、 探幽 
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がその 圖 によって 畫 いたので あらう と 思 ふ。 なほ 和歌 三 神と いへば、 住吉明 神、 玉津島 (誠 M) 柿 本人 暦 を 指す ので あるが、 

こ、 に三聖 として 衣 通姬の 代に 山 邊赤人 を 以てした る 所に、 吉 田家 傳 來の圖 に 特異性 を 持つ ので あらう。 この 圖 によって 見 

るに、 如何に 探 幽が土 佐 派の 手法 を 巧に 參 酌し てゐ るか を 窺 ふ に 足る ので あつ て、 漢畫 派に 見る やうな 佶 屈な 描 線 は 更にな 

く、 力あって 軟 かみが あり、 歌聖 はよ く あら はされ てゐ る。 また その 背景 幷に 中幅の 住吉 明神圇 をみ るに、 老松 槻樹幷 に 遠 

山の手 法 等、 よく 土 佐 派の 長所 を 取って、 これ を 自家 藥籠 中の ものと なし、 住 吉明神 を 溫雅に 且つ 神々 しく あら はした の は、 

頗る 効果的で ある。 これよ く 土 佐の 古法 を體 得した のでなければ なし 能 はざる 所で、 探幽の 力量 を これによ つて 推察す る こ 

とがで きる。 探 幽は晚 年 病んで 手の 自由 を妨， けられた とい はれる が、 この 圖が残 時 を 遡る こと 三年、 七十 歳の 老筆 である こ 

と を 思 ふ 時、 老いて なほ 盛んであった 手腕の 程が 想 見せら る V ので ある。 

小 堀 辆音筆 人 麿 像 「挿 S 參 照」。 卞都野 氏藏。 武 {R の 服^ をして、 鹿の 皮の 上に 右 膝 を 立て て^し、 

硬 を 前に 置き、 左手に 紙 を 持ち、 右手に 筆 を 持って、 俯向き 加減に して 歌 を 案じて ゐる 姿で ある。 

^腋 の袍を 著、 その 下に ャ I：： 竝に 下挎を 著して ゐる。 腔に 卷 いて ゐ るの は 革 製の 1^ 巾で あり、 足に 

穿いて ゐ るの は糸鞋 であらう。 袍の 文樣は 異色の 離 文で あり、 右 肩から は 長統を 垂らして 居り、 ,^ 

部 か ら前 に 垂れて ゐる の は 倭 文幡帶 の やう である。 そし て 左の 腰 に は 劎を吊 つて ゐる。 被って ゐる 

の は漆紗 冠で、 その 燕 尾 は 先が 右の 肩に かかって ゐる。 すべて 奈良 朝より は 下る 時代の 服裝 である。 

顏は顿 が 豊かで、 1^ にも ゎづ かな 鬚を蓄 へて ゐる。 四十 二三 歲 位の つも. りで 筆者 は 描いた ので あら 


うか。 行幸の 供奉 か、 遊獵 か、 何れにせよ 野外での、 少く.^=尾外でのぃでたちでぁる。 

小 堀 辆音筆 人 麿 像 (禅 圖.！ ^や 照； T 宫 森 麻太郞 氏藏。 前の 畫と反 對に右 向で あり、 從 つて.；^ 膝 を 立てて 

ゐ るが、 その 服裝は 殆んど 同じで ある。 ただ 全體 として 描き 方が 細かく、 顏も 上向 加減で、 頰は豊 

かで なく、  _f 鬚.^ 伸びて ゐる。 顔が 上向で あるた めに 燕 尾 も 背に 垂れて 居 6、 膝の 立て 方、 折り 方 

にも 變 化が ある。 立てた 左 膝の 脇から 半 臂 について ゐ る忘緖 (？) が 長く 出て ゐる。 右の W から は 長 

絲を t^- らし、 ， 腹部から 前に は 綺帶を ゆ： らして ゐる。 劎は 外して ゐる のか 見えす、 鹿の 皮 は 敷いて 居 

らす、 矢 立 様の もの を 右 膝の 前に 置いて ゐる。 鶴 旅 か、 少 くも 野外に 於け る 人 麿 を 意 巾に おいての 

筆者の 一工夫と いふ ことが 謂へ るで あらう。 落款の 位階 動 等な どから 推して 筆者 晚 年の 作で ある こ 

とがわ かる。 なほ 小^ 畫伯 は、 その 歿する 二： E 前、 卽ち 昭和 六 年 九 二十 九： n に、 タ颜 棚ド- お、 人 

麿 獻壽、 賴政 名譽の 三點を 描き、 文部省に 提出して 居る。 帝展 二十 五 周年 記念に 際して 最高の 功勞 

者 福 原 美術 院長、 牧野 伸 願 伯、 正木 美術 學 校長に 贈呈すべき 畫帖に 執筆の 約を杲 すため に 大正 十五 

年 以来 制作 を絕 つて ゐた畫 筆を揮った のであった。 

骨 她上寺 藏人麿 像 (禅鬮 来 i. -。  H: 本 肖像 畫 11 錄解說 (望月 信 成 氏) の 文 は 人 丸 像 一 般 にも わたり、 極め 

て 有益で あるから、 次に 拜借 する。 
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佛 家に 於け る 祖師 報恩の 爲の影 供 は 天 合に も 眞言に も存 し、 外典に あって は 釋奠の 孔子 鱧拜の 事が 日本に は 古來存 する。 

藤 原 時代の 末季に 至って は 歌 會が盛 行し、 か \ る 祖師 影 供に 擬 して、 歌道の 祖師と して 袖 本人 丸 像 を 本尊と なす 所謂 人 丸 供 

が 行 はれた。 元来 此の 本尊の 濫觴 は、 粟田 讃岐守 兼 房が 或 夜の 夢に 「直农 に 薄色の さしぬき 紅の 下の はかま をき てな えたる 

烏帽子 をして、 えぼしの しりい とたかくて、 常の 人に も 似 ざり けり、 左の 手に 紙 を もち、 右の 手に 肇を そめても の を 案ずる 

けしき」 なる 人 丸形 を 感得して、 後に 繪師 をして 描か しめたと 十 訓抄に 見 ゆる ものである。 その後 此の 影像 を 白 河 院に奉 進 

せる を、 六 條顯季 が 繪師信 茂 をして 摹寫 せしめ、 之 を 本尊と して 元 永 元年 六月 十日に 有名な 人 丸 供 を 行った。 卽ち 本尊 畫像 

は絹繪 で、 長さ 三尺ば かり、 烏 & 子 直 衣 を 著け、 左手に 紙 を 採り 右手に 筆 を 握れる 年 六 旬 餘の人 を 描いた。 之が 後世 信實流 

と 言 はる.， ュ ので、 他に 虎の 皮 を 敷け る 人 丸 影に して、 岩屋 流と 稱 せらる \ とい ふ、 三 井寺 行 尊大 僧正の 夢想 本が あるのと 區 

別し てゐ る。 

信實 肇と稱 せらる \ 著名な 舊佐竹 家 藏册六 歌仙 櫓 中の 人 丸 は、 略./ この 像樣に 近く、 然も 歌聖の 面目 躍動して、 淸 爽の容 

姿が 卓絶して ゐる。 

現に 瀧 上 寺の 圖樣と 同形 相の 遣 品 は 最も 多く、 硯を 前方に 置く 人丸圖 は、 室町 時代に 至って かくの 如き 暮し 崩れ を 見せる 

ものと 考 へられる。 硯箱 のみに 就いて 言へば、 瀧 上 寺 本 は 梅花 文 を 散 書し、 卅六 歌仙 人 丸 像に 源 を 出す と覺 しい。 本朝 畫史 

設に 依れば、 信 實筆人 丸 影の 徵證 となす 所 は 「髭 髯黑稍 多」 にある と 言 ふ。 然 らば この 像 は信實 流と 稱 して 可で あら-つ。 年 

六 旬ば かりの 老翁と いふが、 榮賀肇 の 脇息に 倚る 畫 像に 至れば、 極めて 老瘦の 相 を 現じて、 又 一種の 人 丸 影の 一典 據とな 

る。  ， 

本畫 像の 上方 色紙 形の 歌 は、 「梅の 花 それとも 見えず 久方の あまぎる- S のな ベて ふれ \ は」 とい ふ 普通人 丸 讚の 歌と、 「ほ 

の，^ と 明 石の 浦の」 の 兩歌を 書く。 


影 供 は 藤 原 時代の 末期から 絕 えず 隨 所に 行 はれ、 そ 規 式な ども 一 定 して ゐた。 元 永の 初 度 影 供より 後 は 歌 林 苑の影 供 を 

終て、 建 仁に 和歌 所の 開かる X と共に 行 はれた 建 仁 元年 影 供 は、 公の 影 供の 始めで あらう。 影 供 歌合 は 枚 擧に遑 ない 程、 公 

私共に 行 はれ、 その 本尊 畫 像の 種類 多き は 明月， 記寬喜 元年 三月 十七 日に、 知 家 三位 邸に 向 ひ、 一 軸 半紗緣 表装せ る 柿 本影 を 

態. -拜 する 事、 又 柿 本影 を定家 自ら 成實に 讓- 與 する 事 gjl{ig、 などに 知られる。 後鳥羽院の 比な どに 俊賴 C 影 供が あり、 8 

載 雜談) 後 にに {F^ 家の 影 供が 始めら る- i な ど、、 遂に は 一流の 歌仙の 影 供に 讫： 發 す る こと， な つた。 室 町 時代 に 入って は 人 

魔 影 供の 行 はる M 事に、 鎌倉時代の 初期に 復った ように 盛大で、 各人 持 本の 人 丸 影 も多數 にの ぼった 事で あらう 1 中に も 信 

實肇 とい ふ もの 最も 多く、 看 聞 御， 記. #ュ^ 六 に 若しく ii 信實筆 かと 思 はる-古本と、 信實 朝臣 眞筆人 丸 影 gygS バ とが 見 

え、 他に 賛中書 王 筆の 人 麿繪转 で^ S 六が 載って ゐる。 實隆 一  に は、 人 丸 像新圖 lllilss 嬉ケ！ 山 ％y な H11、 

とい ふ 光信 本が あり、 兼 載が 持 来せる 畫信 實肇、 讚 爲重筆 かとい ふ 人 丸 像 一一 一- g す 及預 置け る 人 丸 影 gjf ハ ^ セ、 表 背 を 施 

せる 人 丸 影 .Jgil 、巧れ j. お；； I 日 九、 滋野 井本 人 丸 影. ユー、 安富 本 信 實肇人 丸 影. ぉ慨ュ g:.- 、神餘 本人 丸 せね g お、 佛師 本人 丸繪像 

0^^. 懷當 本人 丸 脂？ 一一 一、 永 元 寺 本人 丸 影 ^做 \1S 七 等の 多き に 達し、 天文 元年 十二月 十六 日に は 人 丸 影 ^画 信聽 g; に 

なる 光茂 本が ある、 又 後法與 院政 家， 記に、 信實 肇本寫 しの 极蔵 主筆 人 丸 影^ gfg が あり、 有名 無名の 畫 家に 依って、 幾多 

の 影像が 作り出された 事 を附け 加へ、 以 つて その 盛 行 を 知る 一 班と する。 

土 佐 光高 筆 人 麿 像 (一 挿圜參 照)。 著者 藏。 類型的で 取 立てて 云 ふ 程の もので ない。 ただ 左手に 持った 

紙 の 具 合 に 少 し く 變化を 試み てゐ る。 

； it 本宮 曼荼羅 柿本宫 曼荼羅と いふ ものの 寫眞が 國華五 百 四十 二 號 (. 昭和 十一 年 一月 ン に 1^ つた。 き 
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らしい ものであるから、 その 解說を 次に 轉載 する。 

本 圖は柿 本人 麻 呂を祀 つた 社の 宮曼茶 羅と傳 へ られる もの で、 文明 八 年 卯月 日 レー ある 沙門 麼範の 勸進狀 が 添 へ られ てゐる „ 

> J の 勸進狀 は 群 書類 從第 二百 八十 三に、 柚 本 像 採 色 勸進狀 として 收 載され たもの である、 然し この 勸進狀 は 直接 この 宮曼荼 

羅に關 係 ある もので はない、 この 勸進狀 によると、 「人 丸の 墓所 柿 本の 明 神と い へる は播 磨の 國 あかしの うらに ありと かや」 

とあって、 次に 「抑 やまとのくに はりみ ちの 社に 人 丸の 堂 ある これ ぞ まことの 舊跡 ともい ふべき」 と ある、 之に よると 大和 

國添上 郡 治 道に ある 治 道 山 柿本禪 寺に 人麻呂 堂が あって、 堂 も 破損し、 是處の 人麻呂 像の 採 色も剝 落した ので、 十 方の 樓那 

を 働めて 諸人の 助緣を 以て 再興し やうと いふので ある、 さすれば これによ つて 人麻呂 堂と 人麻呂 像と が、 文明 八 年頃に 修覆 

せられん 事の 企てられ たこと はわ かる、 而 して 若し 本圇の 宮が柿 本人 麻吕を つた 治 道の 人麻呂 の 社なら ば、 正さに これ は 

柿本宮 曼茶羅 なる 譯 である、 然し これが 果して 入 麻呂の 社で あるか 否か は 明かで ない が、 入 麻 呂の宮 曼荼羅と して 傳 へられ 

てゐる 故に、 今 ま その 傳說を 尊重して、 强 ちに 之 を 斥けず 更に 研究 を 後日に 俟 たんと する ので ある、 

惟 ふに 神社 を 寫す宮 曼荼羅 圖は、 @： ヒ變 相 圖の 影響に 依て 作 くられた もので、 極樂淨 土を寫 すと； M じ やうに、 壯駸 なる 神 

械の全 體を寫 す ものである、 而 して 此柿本 ポ羅 なる ものに 於て は 正面の 堂に は 三柱の神 を祀 りし もの 、如く、 本 地佛が 

三體 あら はされ て 居り、 他の 小 堂に は 一 神に 一 體の本 地 佛が寫 されて ゐる、 又此 曼荼羅に 於て は神械 中に 樹木 茂り、 その 間 

に 機 花の、 吹き 亂れ たる 樣を寫 し、 鳥居 あり、 社殿 あり、 細き 流 も ありて、 その 奥に 樓門 あり、 週樓 にめ ぐらされ たる 本殿 あ 

り、 その 背後に は穆 蒼た る 樹木に 覆 はれた 山が 戴な り、 その上に 日輪の ffi づる 所を寫 して ゐる、 繙は 細密 を 極めて 典雅の 趣 

あり、 手法の 上より すれば 鎌 倉の 樣式 であるが、 南北朝 頃の 作 かと 思 はれる、 何れにしても 垂跡 美術と しての 曼荼羅 中 

指の ものた る は 論がない、  . 


信實 筆入瞎 像 逢子 將家 葡藏" これ は旣に 「鴨 出考 補註 篇」 に 載せた、 仰 思 態 像、 榮賀 筆と 稱せ 

られる (益 田 氏 蔵) 人 麿 像と 同 系統の ものである。 卽ち體 を 左 向に して 脇息に 凭り、 頭 を 右斜に 向けて 

沈痛の 面 持 をした ものである。 こ れには 探 幽の極 書と 安信の 畫屮 極が ある。 

林 本人 痲呂畫 像 (揷圖 參照ヾ 東京 渡 邊綱彥 氏 所藏。 

贊 〇 藏舟島 々霧 暗邊、 優塞靑 山吟聳 肩、 出入 古今 被 天下、 扶桑 第一 老 歌仙。 遯齋 顯騰。 〇 操 觚染翰 

二 千 石、 浦 思 江 情ロ蹇 環、 兩壁 ロ流ロ 柿 本、 和歌 達磨 可 人 丸。 前 福 山 英與。 〇 日 域 翰 才莫過 和、 枯 

毫 物外獨 婆裟、 吟殘明 石 浦風 月、 萬： n 流傳 一首 歌。 謙 牧翁中 諄。 〇 大唐 文物 國、 日本化 人國、 和與 

漢臂如 掌 與筝、 展握 固有 異、 要 之 手 則然、 或 出 人 丸 像 請賛、 叉：：：、 人 麻呂依 歌之兩 立、 同 途異轍 乎、 

釋氏 不知 人 丸 之 道、 題 四七禪 詩、 龍 華 翁 擊節賛 之、 序 其 後 云、 柴桑處 士爲東 林 之 遠師、 見 尙其詩 

云、 採 菊 東 離 下、 悠然 見 南山、 故晋有 達磨 焉、 摩圍 老人 爲江西 二十 五 之 詩祖、 雖隻字 片言 不輕 出、 

故宋有 達磨 焉、 称 本 大夫爲 歌人 三十 六 之 長、 明 石 浦 朝霧 歌如轉 丸、 感 鬼神、 天地開闢 以來 無此作 

也) 故 倭 有 達磨 焉、 天下 皆滔々 者、 无不柿 本 之 枝葉 也。 畑 島 雲 林提妙 旨、 風柯" 浓、 ：^心傳心、 或 

歌書 云、 達磨 和 尙我朝 用 明 天皇 御宇 來和 州之片 岡、 獨守 w 山飢、 聖德 太子 有 歌、 磨卽 返歌、 其 二き 

歌審、 世 之 歌典此 不錄、 磨 爲歌僧 七十 四 人 之 第一 也、 嗟 三 國游方 如 鳥 過 空、 太子 之 所 築、 後人 呼：： 
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達磨 i^、 人 丸 人面 H 人 何麼、 餐叟 曰、 管 仲人 也、 塞 所 譽歟、 和歌 之 道、 晚世若 凌 夷、 講習 失 淵源、 

其 跡 紛等狂 類 如^ 紅^ 葉 稀 云 乎、 要 知人 之 所以 爲人、 丸 之 所以 爲丸 者、 課 歌 骨^ 忽、 明 應乙卯 之 第 

四 麻 二月。 相城懶 之 野 釋英瑛 叙。 

^ 〇 遯齋顯 脇 は、 SSH 六 二世 住持 竺 S 滕 である。 ，〕齋 は 其の 號、 寂 年 不詳。 0 英與は 建畏寺 一六 四 世 玉 隱英澳 である。 

與は澳 を 略書せ る もの、 寂 年 不詳。 〇 謙牧翁 中薛 は、 圓覺寺 一四 四 世 誠 中中 *S である。 謙 牧翁は 其の 號、 永 正 五 年 七 十七 

日 寂す。 

； 本 入 麿畫像 (小 林-化 y 氏 藏〕。 紙 本 If, 書 後 w 天皇 I 设翰土 佐 光起 筆。 

梳 本人 麿畫像 光貞 筆。 (森 繁夫氏 蔵) 

柿 本人 麿畫像 「森 繁夫氏 蔵、 山城 寂 光 院所藏 系統の もので、 千 蔭の 贊が ある。 『柿 本 朝臣 人 麻呂大 

人波 彼 並大津 能宮乃 大御代 爾生 眞淸水 乃淨見 原荒栲 SS 藤 原 能 二 御代 皇子 乃 尊 M 舍人 乎經 而後 石 見 

乃 國能下 都 司 仁 任 慶雲乃 年 迥中爾 齢 四十 知餘 •， 志 任 乃 小 爾終里 給 § 此大 人波 長歌 序 一：：！ 娜志勝 ® 短 

歌 將續而 有 計留 其 形 姿辭波 海原 迥潮 乃^ 我 如 久勢波 雲 乃 上 通 寵能過 流 我 如 Ml 意 者 荒 魂 和 魂 不至事 

奈加理 伎 故 自古于 今 其 名 乎 稱續而 自今 後 乃 千 五 百 代. M 处貴美 績乍歌 作 人 誰 軟此恩 賴で小 蒙 在米^ 

此體乎 貴 武時波 古 盛 在 志 御代 爾人乃 心直久 雄々 敷 乎知而 末代 爾意毛 言 母 訛 m""™ 改都倍 伎 事 乃 本 也 r 


安 田 棘 彥筆人 磨 像 この 畫は、 あまり 身 一分 も髙 いと は 見えない 簡素 な 旅装 の 人 麿 を 描 いた もの で 

あって、 從來 全く 見る ことのなかった 新ら しい 構圖 である。 山路に 蹲踞って、 雨脚 を 投げ出し 氣味 

にし、 著て ゐる施 袍の盤 領の胸 を ひらいて i„i を 入れて ゐる。 被って ゐ るの は 風 折 烏帽子で ある 幅 

の 右方、 上から 一 行に、 『たかや まの みね ゆく ししの ともをお ほみ そで ふら やきぬ わする とお も ふ 

な』 と、 萬 葉集卷 十一、 人 麿 歌集 所 出の 歌 を 書いて 居られる ので も、 筆者の 意 園が 知られる。 昭和 

ヒ年 七パ白 H 莊主 催の 東 西 日 本畫大 家 新作 繪畫 展覽會 に 出品され たもので ある。 

小 笔作人 丸石 像 (禅圆^^1)。 小 野 篁が 勒を 奉じて 七體 だけ 作った と稱 する もので、 大體 高さ 一 

尺 ぐら ゐの圓 みを帶 びた 自然 石に、 表に 人 麿の 坐像 (兩足 を 合せる やうな 形に 坐し、 右手に 筆、 左 

手に 紙 を 持ち、 向って 右側に、 柿 本人 丸と ある) を 刻し、 裏に、 『天 長 二 乙 巳年、 石 見 かた 高 津の松 

の 木の間よりも， 5 來る月 を ひとり かも 見ん、 九片 十八 H 七 鉢 二 造、 野 篁 謹自寫 之』 と 書いて ある。 

昭和 十一 年 十一月の 報知 新聞に、 この 像に 關 する 記事が ニ囘 にわた つて 載り、 七 體の內 六 體が發 見 

せられ、 所有 主 も 分かった と 報じた。 ただ 製作 年月に つき、 『天 長 四 T 未年 十二月 十八 日』 となって 

ゐ るの も あり、 『小 野 篁』 と 明かな の も あり、 『七 體』 の 二 文字の 消えて ゐ るの もあって 六體皆 同一 

ではない さう である。 此は 「總 論篇」 二三 六 頁に 旣に 記した が、 それに は、 『天 長 二 乙 已 四 =:Hm』 
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と 刻んで あろ 由 記した。 

高 取 燒人麿 像 (挿 圖參 照)。 これ は 高さ 一尺 一寸、 初代 八 山の 作 だら うかと 云 はれて ゐる。 昭和 十 年 

六パ 十八： n 福！； H 々新聞 夕刊に、 この 人麿陶 像が 福 岡-内 新 町の 奮 家 高山 家から 發 見せられ たこと を 

報じ、 高 取燒は 朝鮮 陶工の 八 山が 筑前 藩主 專用 のみの 寵を 築いて 燒 いただけに、 造 品 も 尠ぃ折 柄、 

この 人 麿 像が、 『初代 八 山 作品との 折紙が 着けられ たが、 一 今 S の 初代 高 取 作品 は 九州 窯業の 大きな 

收穫 だら う』 と 云つ てゐ る。 

明 石.^ 丸^ 沛本神 祉寶物 木像 これ は頓阿 法師 作と 稱 へられ、 右 膝 を 立てた 形の 木像で、 その他 

の 木像と 同 刑 4： の ものである。 ただ 彫刻が 丹念で 細部 も殘 つて 居り、 森繁 夫氏藏 論篇) の もの や、 

新 庄町柿 本 神社 藏 (總論 篇.) の もの、 その他の 木像 8 山考 補註 篇 ；} とも 稍 趣 を 異にし、 面長で ある。 明 

治 十三 年 歌聖 一千 百 五十 年囘忌 柬京舊 麾下 佐々 井 * 十郞明 石神 社 奉納、 諸彥 歌集 副、 世話人 岩村英 

俊 藤 井忠弘 とい ふ 副書が ある。 なほ 明 石の： i 本 神社に は 御 歌 所 寄 人 遠山 英 一氏 書、 『ほの くと』 

の 一 軸が あり、 神社 境內 に、 尾 上 柴舟氏 書 のん 麿 歌碑が 建てられた。 

淨和野 小川 家の人 麿 像 昭和 十 年 六月 十八 日 大阪每 H 新聞 島根 版に 左の 記事が 載った。 . 

|^聖，^腐の坐像發見さる。 (津和 野の 舊家 小川 家から )。 石 見 戶田鄕 で 生れ ひとしく お 見； €津 の 鴨 山 を 終焉の 地と したと 數百 


年來傳 へられる^ 聖柿 本人 丸の 事睹 二ついて は、 最近 ァ ララ" キの 大御所 齋 藤茂吉 博士が その 著書 「柿 本人 麿」 によって 堂々 

たる 論文 を發 表して 以夾學 界に大 なる 波紋 を卷 起し 自來 諸說紛 々 として 萬鸾舉 者の 話題 を賑 はせ てゐ るが、 こ X に はからず 

も 晩年 を 人 丸 研究に 捧げて ゐる美 澳郡高 津町世 良 國太郎 氏 に よって 一 民家 か ら人丸 の 木像が 發 見され ると ともに この 木像の 

作者で 津 和野龜 藩の 名 彫刻師 大鳥 投溪 に 對 する 貴重な 文 獻が津 和 野 出身の 井上 蘭 崖 畫伯 によつ て發 見され 歌聖 柿 本人 丸硏 

究に 得難い 資料 を 提供し てゐ る、 この 木像の 所有 主 は 津和野 町 大字 小 坂 の 奮 家 小川 恒次郎 氏で 數年 前前 記 世 良 氏が ふと 耳に 

した 記憶 を賴 りに 去る 十五 日 津和野 町の 同家 を 訪問 土蔵 二階に 秘蔵され てゐる こと を 確かめた もので 小川 家で はこれ に觸れ 

る こと さへ も 恐れて ゐ るので 寫眞 はとれ なかった が この 坐像 こそ 文化 十四 年 正月 災禍に 神 飼、 蹄 像を燒 失した 人 丸 誕生 地 美 

濃 郡 小 野 衬戶田 人 丸 社 再建 立 の ため 津和 野龜井 藩主 の 公 命に より 文政 一 一年 十二 月大島 极溪が 彫刻、 當時 試作して 藩主の 御 目 

に 供した ものである、 しかし て そ の 前後 の 模樣を 記した 柿 本 明 神 再 造 記 は 同町 夕藏 山林 內で 井上 畫 伯が こ の ほど 發見、 そ れ 

による と大 島家鎭 守と して 當時 試作の 人 丸 像 を 夕藏の 地に 祠り その後い つの 代に か 廢り大 島 家の 近親に 當る 小川 家 に傳 はつ 

てゐる もので 松溪は 彫刻に 要する 道具 を 全 財產を 投じて 購入、 人 丸の 童形老 醬、 侍者の 像 合計 八體を 刻み 戸田 人 丸 社に 飼り 

さらに 道具 一 切 を 夕 蔵に 埋蔵した ことが 記されて ある、 なほこの 彫刻師 大島 核溪は 江戸で 鏡 木 梅溪の 門に 學び南 競 派の 畫を 

能くし また 木 彩、 石 彫に も 長 じ弘化 三年 七月 十二 日 八十 九 歳の 高齢で 沒 して ゐ るが 在世 當時幕 命に より 伊能忠敬が 高津 海岸 

測量の 際- J れが 輔佐 役 を 命ぜ られ 意見の 衝突 か ら 憤然 去 つたこと は 有名な 逸話と し て傳 へら れて ゐる。 

文字 人 丸 これ は 人 丸と 漢字で 人形 を かき、 人の 右方の 凹んだ ところに、 人 麿ら しい 顔 を かいて 

ゐる。 普通に ある 文字 人 丸 は、 多く 平 假名で 書いた のが 多く  (別揭 の 寫眞も その 一例で ある)、 私 も 

その 數種を 見て 居る が、 これ は 漢字で 書いて ゐる。 なほこれ に は、 紫 野大德 寺の 大心 和尙の 畫贊が 
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あるから 次に しるす-。 

H 本 歌仙、 妙 句 動天、 吟無思 着、 才發 自然、 明 石 風景、 寫筆 新鮮、 人 丸 名字、 遍界 流傳、 上自聖 主、 下 至 群 賢、 相習爲 業、 

善問攻 堅、 竺愒 神秘、 唐詩 精專、 幷君和 詠、 三 皆齊肩 

日/本 ノ人 丸獨リ 歌/神 非々 想 天 ノ上ノ 上ナキ 紫 野犬 心 

日 喊和尙 叢 像 京都 左京區 t ^蛾 小 < お 町 常 寂 光寺 所藏。 京都 本國寺 十四 世、 京都 常 寂 光寺 開山 日幀 

は、 元 和 三年 八パ 二十 二  nn 寂。 廣橋 大納言 光 國卿息 也と あるが、 廣橋 家譜に は 所見が 無い。 畫の上 

に 『if:: 衣き て 住 そめし 小 〈；- 山 まつに そ 老の身 を しられけ る。 究竟 院 僧正 H 滅 聖人 詠 哥肯 影』 とい ふ 

贊が ある。 畫像は 脇息に ei 几つ たん 向の 僧形で、 何の 奇も なく、 ん 磨と 關 係が 無い ので あるが、 頭に 

普通人 麿 像に 見る やうな、 冠 を かむ つて ゐる。 さう してよ く 見る と、 後人が つけ 足した もの だとい 

ふこと が 1^ かる。 ，s ち、 入 磨の 像に 似せる ためにい たづら をした ものである。 

尺 麿大明 神火 防 神託 (， 挿圖參 照」。 信 濃國、 田幡村林^:水.^.-の神符で、 中央に、 人麿大明神火防祌記、 

右に 七難 卽滅、 左に 七福卽 生と あり、 下に 燒亡 はかき の 本まで 來る とも あかしと い ゑば すぐに ひと 

まると ある。 幅 ニ寸八 分。 長さ 一 尺。 
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諸說 記載に 就いて 


萬 葉卷ニ (ニー 二) の 人 麿の 短歌 巾、 『妻 も あらば 採 而多宜 麻 之』 の 『採 而』 は舊訓 トリ テ であった 

の を、 眞 淵の 考でッ ミテと 訓んだ やうに 書いた が、 これ は、 代 匠 記 初 稿本-で 旣に、 『とりて はつみて 

ともよむべし。 下のう はぎに か かる 詞 なり』 と 云つ て 居り、 精 撰 本に、 『トリ テハ、 ク, ギヲ ツム ナ 

リ』 と あるから、 契 沖 はさう いふ 試訓を 提出して ゐ るので、 眞淵は それに 據っ たもので あらう。 併 

し、 明かに ッ ミグの 一 訓に 定めた のは眞 淵の 考 からであった。 それ を 明かに しないの は 精し くな か 

つた。 

私の 評釋 は、 能 ふかぎ り 文 獻記载 に 努め、 校本 萬 葉 集諸說 部の 是正 を-も 若干 爲 した ほどで あるが- 

それでも 右の 如き 見落しが あった。 そのほか にも さう いふ 見落しが あるなら、 どうぞ 自由に 補正せ 

られ たい。 

六 九 七 
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いほる 考 


萬 葉卷ニ  (ニニ  0)、 人 麿が 讃岐 狭岑 島で 咏んだ 長歌の 屮 -:、 『廬 作而 見者』 とい ふ 句が ある。 これ 

をィホ リシ テ ミ レ バ と訓 むか、 ィ ホリテ 三 レ バ と訓 むか、 ィホ \ と 動詞に 考 へる 說に は、 槻 落葉 - 

略解 . 古義 • 檜： i 手 • 註疏 • 新考. 新訓- 新釋. 全釋 等が あり、 藤 井高 尙の 松の 落葉で もィ ホは體 

言、 ィホリ は 用言と いって をり、 大 言海、 火 日本 國語 辭典 等 も その 動詞 說 である。 然るに、 山 田 孝 

雄^ 士は、 『ィ ホリは ィ へ ヲ リの 約に して 假 初の 家 をつ くりて 居る をい ふ。 之 を 略して ィ ホ ともい 

ふ。 かくして 用より 體に轉 するな. o。 諸家 往々 ィ ホと いふ 語より ィホリ の 出で たりと い へ る は 逆な 

り』 (講義 卷第 一 )。 一- 按ャ るに ィホリ を 直ちに 動詞と せ ろ 例 を 知らねば、 ィ ホリテ とよむ は 無理なる ベ 

し』 (講義 卷 第二) と 云 つ て 居る。 そ こで 私 は 評 釋篇卷 之 上の 原稿 を 作った 時 は、 ィホ リシ テミレ バ を 

主と し、 ィホ リテミ レバ を從 として 解釋 し、 それに 未練 を殘 して ゐた のであった。 

そして、 a 利、 廬入 等の 利. 入が 單に 假名 を 表 はした のでな く、 活用 を 暗 指した ので は あるまい 


かとい ふ 感じの もとに 用例 を 求めて ゐた ところ、 昭和 十二 年 九 になって、 常 陸 風土記に 一 つの 用 

例 を 兄つ けた。 筑波 郡の 條に、 

ぎだ I  ST 爾、 阿波 ホ i-^t 志、 古 波多賀 HJ 等岐氣 者、 加彌 M 阿須 波氣牟 也。 

ぎ V  ^  P ま、 ^保ず 1 ^な、 都麻奈 志爾、 和 我 尼 牟欲呂 波、 波 夜 母 阿 氣奴賀 HP 

右、 西 野宣明 校註 本に 據 つたが、 他 書 も か は. -は 無い。 『加彌 お』 にっき、 栗 田 寛の 古 風土記 逸文 

考證 に、 『詳 ならす、 闕字 あるべし。』 とい ひ、 『阿須 波氣， ーャ 也』 にっき、 『遊びけ むにて、 也 は助辭 

の 如く、 歌 一首の 終に 置た る なれば、 歌詞に は あらす』 とい ひ、 『伊保 利且』 にっき、 『庵に て假寐 

する 意に や』 と 云って 居る。 

この 歌の、 『伊保 利 尸.！』 は、 異本に あっても 同樣 であれば、 ィホリ テと訓 むべき であるから、 恐ら 

くこの 歌の 出來た 頃から、 ィホ リテと 動詞に して 使った と 結論して 差 支な かるべく、 從 つて 人 麿の 

歌の、 (廬 作而』 も ィホリ テと訓 んで差 支の 無い ことと なる。 因に 云。 鹿 持 雅澄は 南京 遺饗 で、 『伊 

保 利： ij。 利の 下に 都久 利の 三 字の 落しな ど にゃあら む。 さて 尼 はえの 寫 誤なる べし" ィホ リック リ 

を あきた かり かりほ をつ く" あが やれば  1  . •  ト，： ト.,  -- > 

テと あるべし。 萬 葉 十に、 詠， 露， 秋田^ 借 暖乎作 吾 居 者 云々』 と 云った か この 脫字說 はどうで あ 

らう か。 それから、 『尼』 と あるの はや はり 『且』 の 誤で あらう。 
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なほ、 參考 のために  一 二 を 記す。 宣化天 皇紀に、 元年 春 正月 遷， 一都 于檜隈 應入野 一と あるき 入 野に 

つき 通釋 に、 『廬入 野 は 阿波 國 風土記に、 檜 前 ノ伊富 利 野宮と あり。 入 は 里の 假名なる こと 知られた 

り。 里 を 省きても 云し こと、 慶雲四 年 威奈大 村と 云 人の 墓誌に、 椅前 五百野 宫と あり』 と ある。 ま 

た、 萬葉卷 十三 (一一 一三 二 四) に、 雲 入 夜 之 迷 間 云々 と ある。 此 等の 『入』 は 單に廣 く 『利』 とい ふ假 

名の 代用の こと も あらう が、 動詞 變 化の 時の 『利』 假名の 時 も あるで あらう。 


「うはぎ」 補遺 


萬 葉卷ニ  (ニニ 一) の 人 麿の 短歌、 『妻 も あらば 採み て たげ. まし 沙彌の 山野の 上の 宇 波 疑 過ぎに けら 

す や』 の屮の (. ^波 疑はョ メナの 事 だと 解釋 して 置いた。 それで 大體 間違 はない が、 岡不崩 氏の 萬 葉 

集 草木 考 第二 卷には 精し ぃ考 證が载 つて ゐる。 

宇 波 疑 (於 八 木) に は 薺蒿. 莪蒿 等と 『蒿』 の 字 を 用 ゐてゐ るが、 嵩 は 蓬で あるから、 別な 摘 物と 

いふ ことになるが、 若菜の 時には 相似て ゐ るので、 總稱 して 蒿の字 を 使った ものと 見える し、 支那 

でも 白蓠 . 靑蒿 • 蘆蒿 等と 區 別して ゐる が、 共に 蒿の 文字 を 用 ゐてゐ るの は 通 呼した ので ある。 

さて、 岡 氏 は、 『菊 科なる ョ メナ 屬の Aster  Laulureanus,  /<vasc7~. 或は 叉 菊花 屬の、 Ch. lavan- 

du  一  aefoH ョゴ， ilfdb.rlo. の、 古名に て は あらざる か。 お 今 本草 和名に 依れば、 薺 蒿菜を 崔禹錫 は、 一名 

00. 一名 齊頭 草と いへ 6。 廣蒿 は爾雅 に、 莪蒿叉 は 蘿蒿と あり、 齊頭草 は爾雅 に壯蒿 なりと あり 

然 らば 萬 葉 時代に 於て、 ゥ "ギを 漢名 蒿に 宛つ る は、 いか、. - にやとの 說も あらむ、 そ は 莲芽子 又は 
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ゥハギ 

宇 波 疑と 假名 書せ る を 以てな り。 され ど予の 推^ づる ところに よれば、 當 時の 本草 叉 は 毛 詩の 注 

疏等 によりて、 若菜の 宇 波 疑 は、 蒿の 類に 似た る も、 蒿の類 甚だ 多くして、 一定し t けしよ、 0 

子 叉 は 宇 波 疑と 假名 書せ るに は あらざる か。 I ゥ r ギを、 蒿の 類に 宛てた る は 誤りな り。 され ど當 

時 若菜と して、 其 苗 葉の 類似せ る を 以て、 凡て 蒿の 類な らんと せる なるべし 。帳』 と 云って ゐる。 

,? はぎ  ^ 

併し、 宇 波 凝に ョ メナ (Aster  indiss,  L;) と 解して 大體差 支 はなく、 雞兒 腸！：；  J ガハギ とも 解し、 な 

ほ鐡？ y 咼 Jirt^l:: 馬 蘭 f ノギク 等と 古代 は 一 しょに して 採んだ もので あらう。 味 は 少しづつ 差別 

が ある。 

實 物に 就いての 論議 は大體 以上で 一分 かるが、 人 麿が？ f き 疑 を咏み 込んだ につ いて 岡 不崩氏 は 次の 

如くに 云 つて ゐる。 

I 人 麻 呂の詠 じたる、 妻 も あらば の 歌 は、 古今 注の 挽 欲に 題材 を 得た るに は あらざる か。 .： た 波 疑 は 1:^ の 嵐なる 

べしと、 解した る こと \想 はるるな り。 そは此 哀傷の 歌に、 何等 緣の なき、 蒿 なり 宇 波 疑な り を、 詠む の 要は 

なかるべし。 しかも 期 節 を 過ごした る.；. 十 波 疑な り，。 nl. 春な らんに は， 誰に も 分別して 採む こと を 得る も- 他の 

雜 草の 生 ひ 出で たる、 初夏の 頃に は、 唯一 口に は 見分けが たかるべし。 秋 深く して 衆 草に 遲れ て、 愛らしき 小 

菊花の く ありて." 更に ゥハギ を 知る に 至るべし。 されば 人麻呂 は、 其 實況を 詠みた るに は あらで、 R 想 的に 


詠みた るか、 將叉 聞き 傳 へて、 作歌せ るかに 外なら ざるべし め 

^氏 文中、 『古今 注』 とい ふの は I 化 豹 古今 注卷屮 にある もので、 蔬露蒿 里 並 喪 歌 也。 I 言 人命 如-一 

一 雜上之 露； 晞滅， 也、 亦 謂 人 死 魂魄 歸ニ乎 蒿里ハ 故 有 ニニ 章？ 一章 =、 上 朝露 何お リ險、 露唏明 

朝 還 復滋、 人 死 一 去 何時 歸。 其 二日、 苦 1里 誰 家 地、 聚ニ歛 魂魄 i 二 賢愚 一 鬼 伯 一 何 相 催促、 ん 命不レ 

少 踟蹶？ き 麵露送 n 王公 貴人 ハ 蒿里 送-一士 大夫 庶人ハ 使， 挽柩者 歌；， 之 云々。 その 屮に 『蒿 里』 と あ 

る の が卽も (j 波 疑に 關 係し て ゐ ると 做す ので ある。 

右の 如く、 岡 氏 は 人 麿 は 支那の 詩の 模倣で、 想 を て、 『野の 上の 卞波疑 過ぎに けら やや』 と 作 

つたので あらう と 云 ふので あるが、 愚考 はさう は 思 はない。 縱ひ入 麿 は、 前記の 如き 支那の 詩を讀 

んでゐ たにせ よ、 この 歌 はもつ と 現 實に卽 した もので、 當 時の 食物 史上、 宇 波 疑 はさう いふ 空想的 

な もので なく、 赏 際に 食用と し、 然 かも 大切な 滋養 菜と 着 做されて ゐ たもので あった だら う" 卷ヒ 

(一八 七 九) に、 『麻 日 野に 烟 たつ 見 ゆ をと めら が 春 野の 鬼 i サ子 採み て 零ら しも』 と あるの を 見ても^ 力 

り， また、 旣に 評釋篇 にも 觸れた 如く、 和名 鈔卷十 じに、 齊嵩、 じ 卷食經 云、 蔡菜 一名 莪蒿 11^ 於 

錫食經 云、 狀似艾 草而香 作奠食 之と あり、 延 喜式卷 三十 九、 内 膀 司に、 年 料 錐-右、 薺蒿ー 

石 五，..、 料 ：1， ハ， ^へ 右漬， -春 菜-料と あり、 出 雲 風土記に は、 嶋 根郡附 島、 有 二 稀 松蒋頭 萵^ ャォ 都波ハ 
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.  と かみし ま *i しま  わたた しま ゆ ひ G しま く 

其 薺頭蒿 者、 正月 元日 生長 六寸と あるし、 なほ、 意 宇 郡砥神 島、 羽嶋、 1  お 根 郡 和 多多 嶙、 結嶋、 久 

ナ嶋、 ぎ i、 小 嶋に有 薺 頭蒿の 記述が ある 如く、 煮ても 漬けても 食した ことが 分かり、 海 巾の 嶋に 

多く 野生して ゐ たこと も 分かる。 また 現在 砂彌 島に ョ メナ を 採集し 得る ので あるから、 人 磨の 歌 は 

ただの 空想で 作った のでない ことが 分かる。 ただ、 溺死 體の 傍に、 時 過ぎた 宇 波 疑 を 採んで 来たの 

で 無い こと もまた 明瞭で あるから、 私が 現實 的、 實際 的と 云 つても それ を 誤り 解して はならない。 

薺蒿は 支那で も 日本で も 食す る 如く、 實際 生活の 樣 式に 類似 共通の 點の あるの は. □ 然 的事赏 であ 

る。 從 つて、 その 一 方が 一 方の 模倣 • 影饗 だな どと は 速 かに 斷 する ことが 出來 ない 場合 も 多い ので 

ある。 從 つて、 人 麿の 歌の I 于波疑 云々 は、 支那の 古今 注の、 蒿里 云々 の 模倣 だと 速斷 する ことが 出 

來な いので ある。 

近時、 我國の 上代 文學と 支那の 上代 文學 との 關係 交涉 について 硏究 する 學 者が 多く、 これ は舉問 

發展上 必要な ことで あるが、 結論が ややともすれば 放縱 になって 正鵠 を 得ない 點も あるので、 その 

一 二 は 旣に評 釋篇に 於て：. 見 を 述べて 置いた が、 今 偶、 問不崩 氏の 說に 逄會 して また 愚見 を 補充す 

る ことと した。 (昭和 十二 年 九月) 


私 は、 鴨 山考、 鴨山考 補註 を 作った 時、 賀茂 • 鴨* 神. 龜の 相關に 就いて 述ぶ ると ころがあった。 

な ほそれに 關し 機に 接觸 して 得た 参考資料 を書繼 ぐ ことと する。 

出 雲 風土記、 意 宇 郡、 賀茂 神戶。 邯家束 南景四 里、 所， 造 H 天下- 大神命 之 御子、 阿 遲須枳 高 日子 

命、 ，一 i:^ 城賀茂 社； 此神之 神戶、 故 云， 鴨 Ift 一 ほ- 卽有ニ 正<5 ここに、 賀茂. 神. 鴨の 相 通じて 用 

ゐられ たこと が證 明せられ る。 此地は 風土記と 和名 鈔で違 ふし、 現在の 地名 は 不明で あるが、 能義 

邯 にある と考へ て 好い。 

平 田 篤亂の 古史 傳卷 三十 一 、 環邀杵 命の 御陵 は筑紫 日向 埃 之 山に 有りと いふと ころの 解釋が ある。 

御陵 は、 前 王廟陵 記に 薩摩國 颖娃. 郡、 和名 鈔に薩 摩 國穎娃 江 乃 郡 穎 娃鄕と ある 處 だとし、 種々 考證 

した 巾に 次の 事が 書いて ある。 

•f むん め  . 

此の 廟の山 を、 祌龜 山と も、 龜山 とも 云 ふ は、 山の 形に 依りて なり。 I 此の 山を龜 山と 云 ひて、 山の 形の、 龜 
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に 似たり と 云 ふなる は、 M 元は、 祌 山なる を、 龜 山と 訛りし より、 如此云 へ るに は 非ざる か。 £ 

卽ち、 薩 摩の 國人 は、 龜 山と いふ 名 は、 その 形が 龜 に似て ゐ るから だとい ふけれ ども、 それ は 神 

〕 が 訛った の だら うと、 篤 胤は考 へて ゐ るので ある。 これ は 私が、 『龜』 とい ふ 村に ついて 考 へたと 

ころに 補充して よく、 神. 龜と相 通じて ゐ るので ある。 この 龜山 のこと は、 神社 緣 起に、 『山 者 一 

而包， ー龜 形勢； 因き， ー神龜 山，』 云々。 諸 神 記に、 『鎮 n 座龜 山，』 云々。 地理 纂考 に、 『山の 形狀圓 くし 

て、 實 こずが に以 たり、 故に 龜山 とも 云 ふ』 云々 と あるに よって 國 人に 通じて ゐる ことが 分かる。 


「亂 友」 に關聯 して 


一 

萬 葉卷ニ  (ニー ニー n の 人 麿 作、 『小 竹の 葉 はみ 山 もさ やに 亂友 われ は 妹お も ふ 別れ 來 ぬれば』 の屮の 

『亂 友』 に、 ミ ダル トモ、 ミ ダレ ドモ、 サヮゲ ドモ、 サャゲ ドモ、 マガへ ドモ 等の 諸訓が あるが、 |g 

赏上は 皆 共に 參考 して 味 はって 好い けれども、 その 中で 私 は、 ミ ダレ ドモ の訓に 一番 執著す る 旨 を、 

評 釋篇卷 之 上 (：o 一一 頁) に 記して 置いた のであった。 

私の 評釋 はすつ と 以前 (昭和 八 年：) に 書いた もの だが、 發行 になった の は 昭和 十二 年 五月であった。 

それから 少し 經て、 昭和 十二 年 十月から、 澤瀉久 孝 博士の、 「さやぐ &」 ョ ff 針， 針 I) が 出た。 

此 論文 は {是 に 精到なる 玫證 であって、 論文の 出現す る や 早く も 學界を 動かし、 橘 守 部の サャ ゲドモ 

の訓 は、 博士の 放證 によって まさに 定說 とならう として る。 博士の その 放證の 結論 は 次の 如くで 
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ある。. 

一 、 「亂 る」 は 自動詞の 場合 下 二 段に して 四 段の 例な し。 故に ミ ダレ ドモ とは訓 めず。 

一 、 「亂」 はサヮ グと訓 める 例 あり。 

一、 「みだる」 は 木の葉の 場合に 用例な く、 葉の そよ ぐ 事 を 「みだる」 とい ふ はふ さはし からず。 

一、 木の葉の 場合 は 「さわぐ」 の 例な く、 すべて 一 さやぐ」 なり。 

一 、 「さや」 に 淸爽の 意 あり 、「さやぐ」 も 「さわぐ」 も 同様の 語 なれ ど、 「さやに」 に つづく 場合、 「さやぐ」 の 方 ふ 

さはし。 

一、 「さやぐ」 は 聽覺を 主と すれ ども 語源 的に 「視 覺」 を 伴へ る ものに て、 この場合 も然 り。 その 意味で、 「さわ 

ぐ」 よりも ふさ はし。 

一、 上代の 歌に は 特にく りかへ し 多し。 この 欲 も その 一例と 見るべし。 

右の 如くであって、 その 一つ 一 つの 結論に は 精密な 理由が 附 して ある ものである。 そこで、 斯く 

の 如き 精細な 放 證に對 して は、 もはや 一語 も 批判すべき 餘 地が 無い 觀を呈 する ので あるが、 私 は、 

ミダ レ ド 乇 とい ふ訓に 未練が あり 執著が あるた めに、 評 釋篇卷 之 上を發 行した 後 も 折に 觸れて 書き 

とどめて 置いた ものが あろから、 それ を 次に 記して、 私見の 一端 を披 漏しょう とお も ふ C 


『亂』 の 活用が 萬 葉 集の 假名 書の 例 は、 皆、 ミ ダレ (美 太禮、 美 多禮、 美 多耍) とい ふやう に 下 二 

段に 活用して ゐ るが、 平安朝に なって からの 例で は、 四 段に 活用した もの は 他動詞、 下 二 段に 活用 

した もの は 自動詞と いふ 具合に い つの ま にか 約束が 出 來てゐ た。 

ミヅ ノ すモ 二  アヤ すリ .--,々，：- ：ルサ メ マ  ャマ/  ドリ； ゾ ふ. ベ テ ソ ム - フニ 

水 之 上 丹、 文 織紊、 春 之 雨 哉、 山之綠 緒、 那倍 手染濫 

黄葉、 誰手酧 砥歟、 秋 之 野 丹、 ぎ 麻 I 散 筒、 吹 交 (..紊) 良 牟 

この 二つ は 共に 新撰 萬 葉に 载っ たもので、 『織 紊』 は 連體格 であって、 字餘 りに せぬ ために は ミ ダ レ？ 

と訓 まねば ならす、 さすれば 四 段に 活用す る ことと なる。 それ のみでない、 この 歌 は、 『寛 平の 御 時 

きさいの 宮. の 歌合のう た』 として 新 古今 集に も收 めら れた 伊勢の 作で、 明かに ミ ダルと 記されて あ 

る ものである。 なほ、 

秋 くれば 野 もせに 蟲の 織りみ だる 聲の緩 をば 誰かき るら む r 後 撰、 藤 原 元 善) 

とい ふ 歌の オリ. ミ ダルに よっても 明かなる が 如く、 ミ ダル は 四 段に 活用し、 他動詞に 使って ゐる 

その 次の、 『吹 紊』 をフ キミ ダルと 訓 むこと は、 
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ふきみ だる 称が 原 を 見渡せば 色な き 風 ももみ おしにけ り (千載、 賀茂成 保) 

ふきみ だる 風の 氣 色に 女郎花し をれ しぬ ベ き 心地 こそ すれ (源氏物語) 

等の フ キミ ダグに よっても 推論す る ことが 出來 るので ある。 然 らば、 

ヮがサ セル ャ， f. キノ イト テ  フ キミ ダ， カゼ 二 力 .ー モ * 力  ウノ  ノ チル ーマム 

我 刺、 柳絲 乎、 吹亂、 風 爾加妹 之、 梅 乃散覽 (萬 葉卷 十、 一 55 

とい ふ 歌の 『吹 亂』 をフ キミ ダルと 訓ん でもい いと 類推し 得、 また 連體 格であって 字餘 にせぬ ため 

に は、 どうしても 四 段に 活用せ しめて ミグ だとせ ねばならぬ ところで ある。 さう すれば、 萬 葉 集 こ 

ミダ y とい ふ 四 段の 活用が 確かに あると 謂って 差 支ない ことと なる。  、 

シ カトァ ーづヌ  ィ ホ シロチ ダ チ  カリミ ダリ タ ブセ 二 斗レ パ  ミ ヤコ シォモ ホェ 

然不 有、 五 百 代 小 田 乎、 莉亂、 田 廬爾居 者、 京師 所 念 (卷 ル、 一 五 丸 二) 

力  〃ロシ タミ テ  マ グシ モチ 力 な-一力 キ タレ トリ ッカネ ァゲ テ 乇 マキ ト キミ ダリ 

蚊 黑爲髮 尾、 信 櫛 持、 於是蚊 寸垂、 取 束、 擧而裳 纏 見、 解亂 (卷 十六、 三 七 九 一) 

從 つて 此 等の 亂 字はミ ダリと 四 段に 活用せ しめ 得て 決して 不合理で はないだ らう。 さう して 是等 

は比^！他動詞卽ち後の ミダ シと 同じ 意味に 使った ものと 解釋し 得る から、 此處は 下 二 段の ミダ レ では 

どうしても 調 をな. さぬ。 

春の きる 霞の 衣ぬ きをう すみ 山風に こそみ だる ベ ら なれ (古今 春 上、 行 平) 

み. た 

ぬき 亂る人 こそ あるら し 白玉の まなく も 散る か 袖の 狹 きに (^き 業 3 


瀧つ 賴 にたれ 白玉 を亂 りひむ 拾 ふとせ しに 袖 は ひお にき へ 後撰雜 三、 讀人 不知) 

ぬき る 淚の玉 もとまる やと 玉の緒ば かり あはむ とい はなむ 遣戀 一 、讀人 不知-) 

ぬきみ だる 淚も暫 し 止る やと 玉の をば かり 逢 ふ 由 もがな 「镜 後撰戀 二、 貫之ソ 

おき あかし 見つ つながむ る获の 上の 露 ふき 亂る 秋の 夜の 風 (後 拾 遣 秋 上、 伊勢大輔) 

さ 、 がに のい かにな るら むけ ふだに も 知らば や 風の 亂る 景色 を 「^^^日記) 

氷と けし. の おもて に 小 車の あや 織りみ だり 春雨 ぞ 降る (香 川 景樹) 

春雨 を 物に たと へ ば 水引の 絲を みだ- 9 て 散らすな りけ.. >  (井上文雄) 

この ミダ \ と 他動 四 段に 活用した 例 は、 古今 集：^ 後傳統 をな して 德 川から 明治の 歌！？ にも i んで居 

るので ある。 約め て 云へば、 萬 葉 集 編纂の 頃から 現代にまで 及んで ゐる とい ふこと になる。 

次に、 然 らば、 下 二 段に 自動詞に 活用せ しめた 例 はどう かとい ふに、 假名 書の 例 は、 

うる はしと さ寢 しさ 寢 てば 刈 薦の 美陀禮 婆美陀 禮さ寢 しさ 寢 てば (古事記 下) 

伊豆の 海に 立つ 白浪の 在りつ つも 繼ざ なむ もの を 美 太 禮志米 梅 楊 (卷 十四、 三 一一 一六 〇) 

白雲の 絕 えつ つも 繼 がむ ともへ やき 太禮曾 米家武 (右 同、 或 本 5 に 云 ふ) 

刈薦のi<^<禮\i^出づ見ゅぁまの釣船 〔柿 本 朝臣 人 麿 9 欲に 曰〕 (卷 十五、 一一 一六 〇 九 左 註) 
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都べ に 行かむ 船 もが 刈菰の 美太禮 且 お も ふ 言 吿 げ や ら む (卷 十五、 三 六 ao) 

ォ乇ヒ ：、 .V  -ーチ  ころも 

逄 はむ 日の 形見に せよ と 手 弱 女の 於 毛 比 美 多禮ぇ 縫へ る衣ぞ (卷 十五、 lli 七 五一 一一) 

. くれな ゐの 赤裳椐 引き をと めら は 於 毛 比 美 太 禮底君 待つ と (卷 十七、 三 九 七三) 

卯の花 山の ほととぎす 哭の み し 泣か 5 朝霧の 美 太 流流 許， u  2.:! (卷 十七、 四 00 八) - 

かくの 如くに 假名 書の 例が あるの だから、 訓に 異論の 出で やうが 無く、 それから 類推して、 集中の 

自動詞の 『亂』 を 大體は 下 二 段に 活用せ しめてよ いとい ふ 結論になる ので ある。 

詞 飯の 海の 庭よ く あらし^ 薦の亂 出 所見 あまの 釣船 (卷 一一 一、 二 五六) 

否と いはば 强 ひめ や 吾 背^の 根の 念 亂而戀 ひつ つも あらむ (卷气 六 七 九) 

戀 ふる 事 まされる 今 は. 玉の 緖の絕 而亂而 死ぬ ベ く 念 ほ ゆ (卷 十二、 三 0 八 三) 

靑 柳の 絲 のく はし さ 風に 不亂 いまに 見せむ 子 もが も (卷 十、 一八 五一) 

栴の花 枝に か 散る と 見る まで に 風 爾亂而 雪ぞ落 りくる (卷 八、 一 六 四 七) 

片絲 もち 貫きた る 玉の緒 を 弱み 亂哉爲 南 人の 知る ベ く  (卷十  一、 二 七 九 一) 

等の 『亂』 は 盡く下 二 段に 活用す る ことと なる。 この 結論 は、 『玉の 緖を片 緖に搓 りて 緖 を；；：！ み亂時 

耐戀 ひざらめ や も』 (卷 十二、 三 0 八 一) の 例で 明かに ミ ダ ルル トキ 二 と訓む 方の 可なる を 以て その 證と 


する ことが 出來 る。 

これ は 旣に澤 潟 博士の 結論で あるが、 萬 葉 集の、 『亂』 の 自動詞の 活用 は 盡く下 二 段 だとせば、 ん 

磨の 歌の、 山 もさ やに 亂友 』 の 『 亂友 .= をミ ダレ ドモと はどうしても 訓 めない ことと なる。 博士 

力 

自動の 場合 は 文 獻の存 する 以來旣 に 下 二 段に なって ゐ たもので ある。 卽ち 本論の 主題の 歌の 第三 句 を r 、ダレ 

ドモ』 と訓 むべき ー證 古今に 一 も存 せず」 と 申すべく、 その 訓に は從ひ 難いので ある。 

とい はれた とほり である。  . 

-t. ダレ ノ- トノ； /ダレ テア レ トス： レト バ シ 

それで あるから、 續 日本 紀與 福寺大 法師 等の、 亂絲乃 亂天有 醴度据 垂飛波 志な ど を はじめ、 新撰 萬 

葉 集の、 沙亂丹 物 思 居 者、 沙亂丹 情 解 筒 等 は、 ミ ダレと 活用せ しめて、 『さみだれ』 に 借りて 居る 

程で ある" 

ゥチ. --, タレ モノ  ^ 方 モフ R 1 ブ- 上. へ ン ョ tS  I- キ ノ カゼ nnp ゥ ケ ン パ 

打 亂物緖 思 歟女倍 芝 世 緖秋之 風 心 倦 介禮者 ( 新撰 萬 葉 下) 

靑 柳の 絲 よりかく る 春し も ぞ亂れ て 花の ほころびに ける (古今 i.J^ 上、 貫 之) 

春 日 野の 若紫の すり ごろ もしの ぶ の み だれ 限り 知られ す (. 伊勢 物語、 新 古今、 業 平) 

陸 奥の 信 夫 も ぢ摺誰 ゆ ゑに 亂れ む と 思 ふ 我 な ら な く に (古今 戀四、 河原 左大 R) 
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浪 のうつ せみれば 玉 ぞ亂れ ける 拾 はば 袖に 傻 なから む や (古今 物 名、 滋 i*) 

東屋の かやが 下にし 亂 るれば 今や 月日の 行く も しられす (，後拾^3戀：ーー、 康资王 母) 

整へ しかもの 社の ゆ ふだす きか へ る朝ぞ みだれたり ける r 後 拾 a 雜四、 安 法) 

柬路 にか るて ふ萱 の亂れ つ つ 束の まもなく こ ひや 渡 ら む (新 古今 戀ヨ、 延喜御 欲) 

まめ なれ ど何ぞ はよ け く^せ I 一の 亂れて あれ ど惡 しけ くもなし (古今 雑體、 護/、 不知) 

朝な朝な けつれば 積る おち 髮の亂 れて物 を 思 ふころ かな (拾 遣戀 一 、 貫 之) 

斯 くの ごとくに、 こ こ に揭 げた 用例の 盡 くが 自動詞と して 下 二 段に 活用して ゐ るので あるから、 澤 

潟 博士の、 『文 獻の存 する 來旣に 下 二 段に なって ゐ たもので ある』 をば 認容せ ねばならぬ がごと く 

である。 

三 

然るに 私 は、 ん 麿の 歌の 中の、 『亂 友』 をば、 ミ ダレ ド モと訓 みたい ので あ. o、 萬 已むを 得すば ミ 

ダル トモと 訓み、 いよいよ 致 方が 無い ときに サャゲ ド乇に 至らう とい ふので あるから、 私 は 稍 別な 

方面から、 この ミダ レドモ と訓む 理由 を追尋 しょうと 田 5 つたので ある。 


本 語の 動詞 は、 古く 四 段に 活用し、 或 時期から 下 二 段に 活用す る やうに なった 例 は 幾ら も ある。 

『隱』 でも、 綱 呂附可 久里爲 (卷十 SI、 三 一一 K 一一 一) は 四 段で あり、 可 久禮奴 保 刀- 辦< ：卷十 st、 三 n 一八 九) は 下 

二 段であって、 同じ 萬 葉に 旣に 二と ほ. 9 の 活用が あった。 『垂』 でも 亦 さう である。 之 良 比 氣乃宇 倍 

由 奈美太 多 利 (卷 二十、 四 四 0  6 は 四 段で あり、 玉 垂之小 簣之垂 簾 乎 (卷 十一、 二 五 五六) は 下 二 段で ある。 

『觸』 も、 伊 蘇 爾布理 宇が 波 良 和 多 流 (卷 二十、 四ー亍 K) は 四 段で あり、 伎 美 我 手 敷鱧受 (卷 十七、 一一 一九 六 

6、 和 我且布 禮奈奈 (卷ニ t 四 四 一八) は 下 二 段で ある。 斯 くの 如く、 同じ 萬 葉 集に あって、 二と ほり 

の 活用が 旣に 存じて 居た ものであるが、 『亂』 も 亦同樣 であるの みならす、 この 『亂』 は、 いつの 間 

にか、 EI 段 は 他動詞に 使 ひ、 下 二 段 は 自動詞に 使 ふとい ふやう に 分化して しまって ゐる。 この 分化 

は 他の 動詞と 比較して 時間 的に 早い 如くで ある。 どうして 早かった か、 それ は 私に も 分からぬ けれ 

ども、 發昔 上の 便利 不便 利 も あるべく、 それが 發聲學 的に 解明が 出来る こと も あるべく、 ミ ダラ ズ、 

ミ ダラ ヌょ， 0 も、 ミダ レズ、 ミ ダレ ヌの 方が 發聲學 的 心理 學 的に 自然 だとい ふやうな こと も あるべ 

く、 いづれ にしても 『亂』 の 分化 は 萬 葉 時代に 旣に行 はれて ゐ たこと は 明瞭で ある。 

併し、 此處に 斯うい ふ 問題が ある。 萬 葉で 『亂』 の 假名 書きの 例 は 僅かば かりで あるが、 あの 例 

を 以て、 當 時の IT 亂』 の 用語の 全體を 律し 得る であらう か 否かと いふの がその 問題で ある"」 
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この 問題 を 提出して、 さう して 自ら 斯う 考 へる。 『亂』 は 恐らく、 古く は 自動. 他動 共に 四 段に 活 

用した もので あらう。 それが 漸く、 下 二 段 活用に 變 化し、 次いで 第二次の 變化 として、 古い 四段活 

用が 他動に のみ 限 2^ し、 下 二 段 活用の 方に 自動が 限 局す る やうに なった。 これ は事實 であらう。 併 

し、 それ は必 すし も 同時 期に 一様に 行 はれた のでな く、 漸を 以て 自然 約束 的に 行 はれた ので あると 

思 ふから、 さう すれば その 混合 型 • 移行 型が. 未だ 隨時隨 處に行 はれて 居た と 推論して 大きい 誤が 無 

いやう にお も ふ。 卽ち、 語を換 へて 云へば、 『亂』 の 自動 四 段 活用が 萬 葉 時代に 未だ 實際 生活の 用語 

に殘 つて ゐ たものと 謂って 差 支ない やうに おも ふ。 また、 萬 葉 集の 歌の 整理 せられた 時は旣 にミダ 

レと下 二 段に 訓 ませた が、 原作 はミ ダリと 四 段に 活用せ しめたの かも 知れぬ ので ある。 萬 葉に 『美 

太禮』 と 假名 書に したの は、 『亂』 字の 訓が 『美 太 利』 よりも 却って 耳新しかった からだと いふ 如き 

假說も 成立た ぬ ことが なから うと 思 ふ 程で ある。 

以上 はこの 問題に 對 する 私の 結論で あるが、 この 結論 を 導いた 材料 を 次に 記す ことと する。 この 

枓は 用例の 直接的 材料で なしに、 稍 間接的と なる が、 これ も 亦 貴重 材料の 一部と なる ものである 

ここに、 ミグ リニと いふ 副詞が あるが、 これ は 四 段に r 亂』 を 活用せ しめた 證で、 古來、 」，1^*濫. 

• 漫. 浪 などの 字に この 訓を當 てて 居る。 例へば、 書紀、 孝德天 皇紀 大化ニ 年に、 浪耍 一一 他 女ハ而 


未レ納 際、 女 自適 t 人、 其 浪耍者 云々 と あるが、 その 巾の 『浪』 をミ ダリ 二と 訓み、 同紀 同年の、 ，1;^ 

生- >  浪訴 1 をば イカ ムゾ • ミ ダリ 二  .ゥ タフツ コ トヲナ サムと 謂み、 雄 略 天 皇紀 十三 年の 條に、 輙 

答と あ る を ミ ダソガ 、ノ シク . モノ ィフ 或は ミ ダ ソ 二  . タ ダコタへ スルャ と訓 み、 淸寧天 皇紀の 作亂 

を ミ ダ ソ ( ミ ダレ； ーヲ ナス、 或 は ミ ダ リゴ トヲナ ス と訓 んでゐ る。 

なほ、 支那の 書、 例へば 戰國 策の 民 不二 妄取, でも、 老子の 不レ 知， 常妄作 凶で も、 『妄』 をば ミ. ダリ 

二と 訓ん だに 相違ない。 昔讀 せす に訓讀 した 時には、 さう であった だら うと 推察す るので ある C し j; ス 

は亂 也。 女 亡聲と 注せられ てゐ るの を 見ても、 ミ ダリー 一と 訓んで 差 支の 無い ことが 分かる。 

なほ、 金 光明 最勝 王經 の、 『依 n 止 根 處ー妄 貪 求、 如 一人 奔 n 走 空聚中 一』 (重 顯空性 品 第 九) の 句 は、 r ミ 

ダリ  一二 A り 求む』 云々 と！ 訓 したに 相違な く、  二 ハ根六 境 妄生ニ 繁縛こ 一 S は、 『ミ ダリ 二 繋縛 を 生 

す』 云々 と！！^ 訓し、 『惑 二人 眼目， 妄謂 一一 象 等 一』 (依 空 滿願品 第 十) は、 『ミ ダリ 二 象 等 を 謂 ふ』 云々 と 

したに 相違ない。 なほ、 法華經 の、 『以， 不二 妄與 一， 人』 (安樂 行 品 第 十 a) も、 『ミ ダリー 一人に 與 へす』 云々 

と訓 み、 『我 常 守護、 不一- 妄 開示 ニー (同) も、 『ミ ダリ 一一 開示せ す， 一： 云々 と訓ん だに 相違ない。 卽ち、 

そのころ 旣 に渡來 して ゐた佛 典 中の、 『妄』 とい ふ 副詞 を倭訓 にした 場合に は それ を 『ミ ダリ 二 』 と 

訓 んでゐ たと 結論して 差 支な からう と 思 ふので ある。 


白 川の 瀧の いと 見 まほし けれど 妄に人 をよ せじ ものと や (後 撰 雑 一 、 中務) 

白 川の 瀧の 絲 なみ 亂 れつ つよる をぞ人 はまつ とい ふなる (同 か へ し、 太政大 お) 

後 撰 集の この 二 首 は、 副詞と して、 ミ ダリー 一 (妄) があって、 返歌の 方に はミ ダレ (亂) とい ふ 下 二 

段の 動詞の ある 例で、 有益な 例で ある。 卽ち 古く 『亂』 が 自他 共に TO: 段に 活用した、 その 名 殘がミ 

ダリ 二 へ妄) となって 行 はれて 居り、 一 方 その 四 段の 自動詞が 下 二 段に 變 化して 此處に 用ゐら れてゐ 

るので ある。 吾等 は 心 しづ かに この 二 首の 歌に 相對 して、 『亂』 字の 活用の 歷史を 顧慮せ ねばならな 

い。 語を換 へて 云へば、 『亂』 字の 自動 四 段の 活用 を 否定して はならない。 . 

次に、 ミ ダリ、 ガ 、ノ シと いふ 形容詞が ある。 大 言海に、 妄 なる 狀 なり。 イソ ガ" シの ガハ シと同 趣 

と解釋 して ゐる。 類聚 名義 抄に は、 濫. 浪. 叨. 慢 等に ミダ リガ ハシの 訓を附 し、 亂にミ ダル、 ミ 

ダ リガ ハ シ、 妄にミ ダリ、 ミグ リガ ハ シの 訓を附 して ゐる。 天 治 本 新撰 字 鏡に、 論歸を 彌太利 加 波 

志と 調 ませ、 伊：：，；： 波 字 類 抄に漫 . 濫. 稷 . 妄 . 喪. 淆. 狂 等に ミ ダリ 力 、ノ シ の 訓を附 して ゐる。 な 

ほ、 潘玉篇 に、 妄にミ ダリ.、 カハ シ、 日本 霊異 記 (ff 第)、 天骨娃 決、 濫 嫁爲， 宗、 我齡丁 時、 濫嫁邪 

娃、 濫 嫁惜レ 乳、 不， 賜 二子 乳 一 云々 の濫 にミダ リガ" シの 訓を附 した。 この 語の ミ ダリ は 卽ち四 段に 

活用した 語に 本づ いて ゐる〕 


この ミ ダリ ガハシ は、 ミ ダレ ガハシ とも 韓 じた。 上記 靈異 記の 濫 字の 如き も 掖资の 放證に 『高 野 

本リ作 レレ』 と あるから、 一本に はミ ダレ ガ 、ノンと ある ものである。 これ は 同じく 靈異記 卷屮、 第三 

十二、 濫就 下舊， 一 供養 1 之處 上の 濫をミ ダレ ガハ シと訓 んでゐ るの を 見ても 分かる。 源氏に、 11- みだり 

が はしき 中 を 分け入り 給 ひ』、 『みだり が はしき こと を 聞え 給 ひっつ』、 狭 衣に、 『さやう にみ だれが 

はしく 心 を わくる か ただになくて』 と あるの を 見れば、 ミ ダリ、 ミ ダレと 兩 方に 使って ゐる ことが 

分かる。 そして 此は必 すし も 自動 他動の 區別は 無い ところ を參放 すれば、 亂の四 段 活用 も 古く は自 

動 他動の 差別な く、 共に さう 活用せ しめたと 推論して 差 支ない やうに おも ふので ある" 

次に 名詞と して、 ミ ダ リア シ (亂 足.)、 ミ ダリ アシノ ケ (亂 足氣. )、 ミ ダ リ カク ビヤ ゥ (亂脚 病)、 ミ 

ダ リカ ゼ ー亂 風)、 ミ ダ リゴ コチ (亂 心地)、 ミ ダ リ ゴ ト G 乱 語)、 ミ ダ リム ネ (亂 胸.)、 ミ ダリ ヲ 一. 亂 Esy) 等 

の 語が あり、 旣に 訓榮 . 雅言 集覽 . 言海 . 國語 辭典 等に も收錄 せられて 居る が、 この 熟語の ミグ 

リは、 a 字 を 四 段に 活用せ しめた 證據 となる もので あつ て、 それが 自動に も 他動に も 共に 使 ひ 得る 

自在 性 を 有する ところ を 見れば、 四 段 活用の 亂字も 古く は 自他 兩用 であ つたと 想像して 誤が 無い と 

おも ふので ある。 そこで、 孟子の 『妄 人』 など も、 若し 和訓に せば、 ミ ダリ ビト 或は ミグ リガ" シ 

キ ヒ ト と訓ん だであった だら う。 それから 此 等の 語 は、 ミ ダ レア シ (亂 足)、 ミ ダ レ ゴ ト (亂語 j、 - 一一  ダ 
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レゴコ a へ亂 心) とい ふ 具 <f 口に 下 二 段に 活用せ しめて 熟語と して ゐ るから、 亂 字の 活用の 變化 につれ 

て變 化した ことが 分かる。 

古事記 下卷 の、 美 陀禮婆 美 陀鱧を はじめ、 古事記 安康 卷に、 『意富 祁王 袁祁王 間 此亂而 逃 去』 と 

ある 『亂』 をミ ダレと 訓 ませて ゐる 等、 また 萬 葉の 假名 書きの 全部が ミ ダレで あると ころ を 見れば、 

この 活用の 變化は 存外 早く 行 はれて ゐ たのであった だら うとい ふこと は旣に 前言した とほり であ ，0、 

また、 その 下 二 段 活用の 中に 交って 從來の 四 段 活用 も 未だ 用ゐら れてゐ たこと は 想像す るに 難く は 

ない とい ふこ とも 亦旣 に 前言した とほり である。 

それから、 これ も旣に 前言した が、 原の 四 段 活用の 自動詞の 用例が 失せて 他動詞の 場合の み殘留 

する やうに なった の は、 恐らく 發昔 上の 關係 であらう が、 それ， こ 同時に、 例へば、 巧言 ぺ^, 德. 小、 い 

不レ 刃. j 則 亂，， 大謀， (論語/ 孔子 E、 惡， 一 似而非 者； 惡」 莠、 恐， -其 亂，」 苗 也。 惡， 1!^、 恐 ニ其亂 一， 義也。 惡， 一 

利口； 恐ニ其亂^-信也。 惡，： 鄭聲； 恐 二 其 樂也。 惡レ 紫、 恐-一 其亂 P 朱 也。 惡，， 鄉原ハ 恐-一 其亂 ーレ德 也。 

广 孟子) の 如く、 他動詞の 傾向の 時に、 原の 活用の 方が 便利で あつたと いふ 點な ども あるの かも 知 e 


ない。 それが 變 化して ミ ダ ス となり、 好 レ勇疾 レ貧亂 也 (論語) の 如く ミ ダ ス と訓 ませ、 こ の ミ ダ ス の 

語は旣 に、 故 實乎澆 多 之 0 一一 代 實錄卷 十七) の 如く 載って ゐ るので ある。 この 三代 實錄の 例 は澤瀉 博士 も 

手抄 せられて 居た。 この 四 段の ミ ダルの 殘留 は、 例へば、 是亂ニ 天！.', 也 ("孟子) とい ふ 場合に、 旣に 

『亂』 が 下 二 段に 活用して ゐて、 それが、 ミグ レム、 ミ ダルと 自動に 活用して ゐ るので あろから、 

それと 區 別す るに は、 ミ ダラム、 ミ ダルと 從來の 活用 を 以てする のが 便利であった ので、 ミ ダラム 

を 他動に しょうと する 語感に 限 局せ しめる ことと なった ので あらう。 なほこ の 事は專 門の 學 者の 說 

を聽く べきで ある。 

五 

次 田 潤 敎授は 改修 萬 葉 集 新 講上卷 (Ig) で、 『引 馬 野爾、 仁 保布榛 原、 入亂』 の處 で、 

集中に は、 r 亂る」 が 下 二 段に 活用した 事 を 示す 假名 書の 例 も あるが、 一方 平安朝 時代に 用例の 多い、 「みだり 心 

/J と 

地」 「みだり 言」 「みだり 足, 「みだり が はし」 等の 「みだり」 は、 嘗て 四 段に 活用した 名殘を 示して 居る。 上古に 於 

て 四 段に 活用した 動詞で、 後世 下 二 段 活用に 轉 じた 語の 例 は 幾ら も ある。 例へば 「靑 山に 曰が 迦久 良ば」 (古事 

記) 「いかに か 和 可む 1 ( 八 二. K) 『磯に 布理 J  S  一一 二  K) 「淚多 利」 (四 四 0 八) 「和須 良む と」 (ST 三 四 10 等の. 「隱る J 
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「分く」 「觸 る」 「垂 る」 「忘る」 は、 何れも 四投 活用の 動詞と して 用ゐら れてゐ る。 因って 「亂 る」 も 古く は 段に 

活用した ものと 思 はれる から、 今 は イリ ミ ダリ と^んで 置く。 

と 云 はれて 居る が、 これが やがて 私の 結論と 同様に 落 著く ので ある。 なほ 私の 評 釋の文 は 當時山 田 

孝 雄 博士の 著書から 多くの 恩賴を 受けた もので あつたが、 山 田 博士 は、 『古語に て はこの 語 四 段 活用 

たる なれば、 その 連用形に てミ ダリと よむべし』 (講義 卷 第一)、 『亂は 古 は 四 段 活用 なれば、 ミ ダリと 

いふべき なり』 (講義 卷 第三) と 云って 居られる。 なほ 本居宣 長の 文を讀 むに、 『あらく、 みだりにし 

シヒ 

て』、 『甚 みだり なること なり』、 『みだりに よみちら せ』、 = みだ. 9 なる 强 ごとな り』 (う ひ 山 ふみ) 等に 

逢 著す る〕 .S も宣長 も、 『亂』 を 古く は 自他 共に 四 段に 活用した ものと して、 その 模倣 をして この 擬 

古文 を 書いて 居る ので ある。 

右の 如くで、 『亂』 も 嘗て は 自他 共に s: 段に 活用した だら うとい ふ 結論に は先づ 間違 はない とお も 

ふ。 ただ 澤潙 博士の 云 はれる ごとく、 文 獻の存 する 以來下 二 段に なって ゐ たとい ふ 結論 も 否定す る 

ことが 出來 ない。 徴く とも 明か に 假名 書に なって ゐる例 を證據 とする 以上 は 否定す る ことが 出来な 

飞 0 

そんなら、 何時頃から 自動 下 二 段に 限 局した か、 また、 萬 葉 集 時代の 日本語 全體 が、 或は 人 麿 や 


奥麻呂 時代の 日本語 全體 が、 旣に下 二 段に 『亂』 を 活用せ しめた か、 それ は 容易に 極められない 問 

題 だとお も ふ。 澤瀉 博士が、 『言葉の 放濫 時代に 生きて ゐる 現代の 人に は そこまでの 別を考 へ なくと 

もと 思 はれる かも 知れない が、 かう した 上代 人の 言語 烕覺を 今の 人 ももう 少し 尊重して よいので は 

ないかと わたくし は 思 ふ』 と 云 はれた の は 私 も 至極 同感で あるが、 萬 葉 集の 假名 書きの 數例 のみ を 

以て、 萬 葉 集 を 通じた 時代の 全體の 日本語 を 律す るの はどう か 知らん と 私 かに 思 ふので ある。 前に 

も 云った 如く、 私の 推察で は、 萬 葉の 上期 は 四 段、 末期で もい まだ 下 二 段との 混合 狀 態が 行 はれて 

ゐ たので は あるまい か。 

さまざま 亂れ させ 給 ふ。 A 「年 は先づ 下人な どはいと いみ じ う、 唯 だ此 頃の 程 

に 亡せ 果てぬ らんと 見 ゆ。 お 三月ば かりにな り ぬれ ば、 關 白 殿の 御惱み も、 い 

0  0  0  0  0 

と賴 もしげ は？  くお はします に、 內 に 夜の 程 參らせ 給 ひ て、 斯 くて みだり、 も 地い 

と惡 しく 候へ ば、 此 程の 政は內 大臣 行 ふべき 宣旨 下させ 給へ と 奏せ させ 給へ 

ば 軒 (榮華 物語) 

榮華 物語の この 文に は、 動詞の 時には 下 二 段に なって ゐ るが、 名詞の 時にはい まだ 四 段の 形の 儘 

に殘 つて ゐる實 例が あるので ある。 當 時の 人々 は、 國語學 者、 文法 學者 でなかった ために、 その 變 
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遷の ありさま を 歴史的に 1 々究めた ので はない が、 自然 的 潮流と して この 實 行が 9- られ るので あろ。 

もう 一 度 語 を換へ て 云 へ ば、 さう 意識せ すに この 混合の 使 ひ 方を實 行して ゐ るので ある。 

和須良 牟砥、 努由伎 夜 麻 由 伎、 和 例久禮 等、 和 我 知 知 波 波 波、 和須 錄勢努 

加 毛 (卷 二十、 四 一一 一四 四) 

これに は、 『忘る』 とい ふ 動詞の 四 段と 下 二 段と 二 つ 含んで ゐる 例で ある。 卽ち、 一 首に その！ ^加 合 

例の 明かな 例で ある。 この 作者 は 特に 文法. M> の 疑な ど を 起さす に 一首の ゆに 二つ， の 活用. を 卒然とし 

て 使って ゐ るので ある。 『宇 奈ま良 乃、 根 夜^ 良 古 須氣、 安麻 多 阿 禮^、 伎 美 t 和，^ 良 酒、 和 禮和須 

流禮 夜』 (卷十 £  二： 一四 九 八：) の 『忘る』 の 活用 もまた，、 一首の 中に 兩方 使って 居る。 

上の 如き 事實を いろいろ 綜合して 考 へ ると、 『亂』 の 活用の 場合 も、 萬 葉 集の 時代 全體 から 見れば、 

やはり 混合して 行 はれて ゐ たのではなかった だら うか。 二つの 活用 (誘 翻 g 『段) と、 その 原形 § 

がい まだ 殘 つて ゐ たのではなかった だら うか。 卽ん、 人 麿の 時代に は、 いまだ 自動 四 段の 活用が 殘 

つて ゐ たのではなかった だら うか。 然 らば、 人 麿の 歌の、 『亂 友』 をば、 『ミ ダレ ドモ』 と 訓んで 差 

支 あるまい とい ふこと になる。 澤瀉 博士の 精細なる 放證が あるに も拘ら す、 なほ 西本願寺 本、 寬永 

本 r 仙覺. ヽ 代 匠 記 精 等の 訓の 『ミ ダレ ドモ』 に 執著し、 それに 私見 を附 する 所： ^である。 


た 

右に も 云った やうに、 古寫本 巾で、 ミ、 ダレ ドモ と訓ん だの は 西本願寺 本のみ であるが、 そのほか、 

大矢 本、 京都 火學 本に は靑を 以て レ， こ 記入 あり、 なほ 京都 大學 本に は亂の 左に 赭くミ タレと 書いて 

ある。 これ は 校本 萬 葉 集に 據 つたので あるが、 此 等の 訓は、 仙覺の 訓に從 つたの が ある やうで ある。 

さすれば、 古い 寫 本の 大部分 (g:l:§: はミ ダル トモで ある。 

自分 はまた 次の やうに も考 へて ゐる。 トモと いふ 助詞 は、 縱ひ、 條 件を附 し、 假令を あら はす 時 

ォホヮ ダ  3 ドニ トモ  よど 

に 使 ふの だとい つても、 やはり 人 麿の 作、 『大和 田、 與杼六 友』 (卷 一、 一一 一 n の 場合の 如く、 現在 淀 

んでゐ て. J い。 此は旣 に 拙著 凝 ザに 說 いたごと くで ある。 (g 飾；^ g^^lt 、あ S) 然 らば. 『亂タ a を 

どうしても、 ドニ 段に、 訓 まねば ならぬ とせば、 この 際ミ ダル トモ の訓に 還元しても かま はぬ と 思 

ィ ハミ， ッ W  / ゥ- 了.、 チ  ゥ ラナ シト  ヒ トコ ヅ；、 一つ メ  カタ ナシト 

ふので ある。 この トモ は 矢 張.^ 人 麿 作、 『石 見 乃 海、 角 乃浦囘 乎、 浦 無 等、 人 社 見 良 目、 滴 無 等、 人 

社 見 良 目、 能 咬 八師、 浦 者 無 友、 縱畫 屋師、 滴 者 無辆』 (空 一、 一一 一二) の 例 を も 参考に して 好く、 現 

在 山赞が ざわめいて 亂れ 立って 居っても、 さう ミ ダレ テ 居っても、 それでも、 とい ふやう に 解し 得 

るので ある。 この 古い 訓 もまた 棄て すに 味って 好い と 思 ふので ある。 今 勅撰集で 『みだる とも』 の 
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入った 歌 數首を 示せば 次の ごとくで ある。 この 方は假 令の 色 合が もっと 强ぃ。 

亂る とも 人知 るら め やかげ ろ ふの 岩が き 淵の 底の 玉藻 は (績 古今 戀 一 、 政 村) 

下に こそ 忍ぶ の 露の 亂る とも 袖の 外に はいかが もらさむ (新 後撰戀 一 、 成 茂) 

心 こそ 絕 えぬ 思 ひに 亂る とも 色に な 出で そ 忍ぶ も ぢ す り (新 後 拾遣戀 一 、 藤經) 

みさび 江の 底の 玉藻の 亂る とも 知らるな 人に ふかき 心 を . (新繽 古今 戀 一 、 兼 好) 

友人 柴生 田稳 氏に、 次の 如き 假定が ある。 (亂を 自動 下 二 段と 極めて)。 

『みだ るれ ども』 を發音 の關 係より 『みだれ ども』 と は 言 はれぬ かとい ふ 假定。 例へば、 『忘らる 

る』 は 四 段 活用の 殘 りと 說 明して ゐ るが、 何故に この 形 だけ 四 段 活用 時代の 痕を 留めて ゐ るかと 言 

へば、 發昔 上の 要求が 考 へられる ので はない かと 思 ふ。 『みだる』 が もと 四 段であった とすれば、 下 

1 一段に なって 後 も、 『みだれ ども』 の 形が 殘 つたと 考へ る 事 も 出来る ので はなから うか。 

ィモ ガムス ビン ヒモ フキカ へ ス 

右 は 柴生田 氏の 假定 であるが、 人 麿の 歌の、 『妹 之 結、 紐 吹 返』 (卷 一一 一、 二 五一) の フキカ ヘスに 就い 

て、 佐 伯 梅 友^が 說を たてて、 力 ヘス は 力 ヘラ セル 心 持で、 今は濱 風に 句って 自分が 紐 を 吹き 力 へ 


ラ セ ル とい ふ 心 持に、 吹き 力 へ スと 云った ものと 考 へられまい かと 云って ゐる。 斯うい ふこと が 言 

語學上 可能 だとす ると、 柴生田 氏の 說も 認容 出来る やうに も 思 はれる。 この 佐 伯 氏と 同じ 說を 吉澤 

義則 博士 もた てて 居られた やうで あるから、 私 等 は參考 すべきで ある。  . 

此處に 『忘る』 の 例が 出た が、 『あま ざ かる 鄙に 五 年 住ま ひっつ 美 夜 故 能提夫 利、 和 周 良 延爾家 

利』 r 卷五、 八 八 CO も、 『忘れられに けり』 と 下 二 段に すると ころ を、 『忘らえ にけ り』 と 原形の 四 段に 

使って ゐ るの は、 發 音の 便利の ためで あるから であらう か。 

類聚 名義 抄に、 亂に ミ ダ ベ ミ ダリ ガハ シの訓 あり、 妄に ミ ダ リ、 ミ ゲソガ 、ノ シ、 浪に ミ ダ リ ガ 

力 シ、 淫にミ ダレ ノの訓 が ある。 伊呂波 字類抄 に、 ミ ダレ ノ に亂、 欖、 擾、 鬬、 浪、 縻、 爛、 絲、 監、 

紊、 惹、 滑、 滑 等を當 て、 ミダ リガ ハ シ に妄、 猥、 漫、 濫、 喪、 淆、 狂 等を當 てて ゐる。 また 心 空 

の 法 華 經昔訓 に は、 亂にミ ダル、 ワタル、 ヲ サムの 訓を附 して 居る。 

斯 くの 如くに、 亂に サフグ の訓が 無い のであって、 萬 葉で は サヮギ に、 動、 散 動、 驟、 驂、 ^gr 

騷、 颯 等を當 てて ゐ るので あるが、 神武 紀の未 平 を サャゲ リと訓 み、 景行紀 の 不平 をミ ダルと 訓み、 
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允恭 紀の 散をサ ソグ、 崇 峻紀. の 散をミ ダレと 訓 んでゐ るから、 サ フグ、 ミ ダル は 相 通じた 點が ある- 

そこで、 萬 葉の 『松 浦 舟亂穿 江』 S  士ー、 三 一七 一一 一) の亂 をサヮ グと訓 めない こと はない とも 云へ る。 

なほ、 萬 葉の 『^薦 之擾』 (卷 十二、  一一 二 七 六)、 神武 紀の 『聞 is 一 擾之饗 焉』、 繼體紀 の 『擾ニ 亂加羅 一』 等 

を も參考 とする ことが 出来る。 萬 葉の 例 は 小 竹の 葉な どに は サャグ の 例が 多い やうで あるが、 併し 

例へば 張 詠 詩に、 『汀 葦亂搖 寒夜 雨』 の 句が あるが、 この 『亂 搖』 を 倭 語の 一語に 訓 むなら ば、 ミダ 

ル と訓ん でも かま はぬ であらう。 必す しも サャグ と 云 はすと も 足る やうに 思へ るので ある。 

ただ 澤瀉 博士の は 『亂 友』 を、 サ ャゲド モと訓 むに 至る 放證 であり、 私の は、 ミダ レドモ と訓む 

のに 未練 を 持っての 孜證 である。 作歌 稽古の 態度から いへば、 ミ- ダル トモ、 ミ. ダレ ドモ、 サ ソゲド 

乇、 サャ ゲドモ 等 を皆活 か し て 鑑賞す る こ とが 可能で あ る。 その う i り で 私 は ミ ダ レドモ を 一 番好 い 

とお もって 眛 はって ゐる ものである。 .  、  . 


「みだる」 の 語原 


私 は、 ミ. ダレ は水垂 ではなから うかと 想像した ことがある (假 6。 然ら ば、 水 垂と四 段に 活用す 

るの が 原形で、 水 垂と下 二 段に 活用す る やうに なった の は、 第二次な ので ある。 これにつ き 少しく 

類推に 役立つ 實例 を擧げ る。 

涎 (ョ ダ レ) は、 火 言海で は、 『よよむ 口 ョ リ垂 リ出ヅ グ シヅク ノ意』 とその 語原 を解釋 して ゐ るが 

これ も 正解の 如くで ある。 ョョム は、 萬 葉卷四 (七 六 四) に、 『百年に 老舌 出で て 與余牟 とも 我 は 厭 は 

じ戀は 益す とも』 と ある ョ ョ ムで、 なほ、 源氏物語の、 『しづく もよ よに、 くひぬ らした まへば』、 

】• おのれ もよ よと 泣きぬ』、 徒然 草の 『よよと 飮 みぬ， s など も 意が 轉 じだが、 同じ 語原の ものに 相違 

ない。 

實際、 诞 (ョ ダレ) は、 もとは ョ ダリであった C 新撰 字 鏡に、 口 水 也、 液 也、 唾 也、 與太利 叉 

な 波 志留" 和名 鈔： mm. 病 源 論 云、 ^頃、 與太 利。 類聚 名義 抄ロ 部、 醫心方 等 同訓。 この タル を 
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たろ ひ  たろ み 

四 段に 活用せ しめた 例 は 古事記 等に も 多く、 また、 垂氷、 垂水を はじめ、 萬 葉 集卷五 (八 0 四) に、 

i 豆久由 可斯和 何ぎ 多 利. 斯「£5 き垂- し：^。 卷 二十 S 四 〇八) に、 多 久頭怒 能 之 良 比 氣乃宇 倍 由 奈美太 

V リ  ：、 十 ワカ キ タリ 

多 利 r 淚垂 り) と あるに 據 つて 知る ことが 出来る。 なほ、 祈年祭 祝詞の 水 沫畫垂 も 四 段に 活用せ しめ 

たもので あらう。 ぞし てこの あた. 0 は、 自動詞と も 他動詞と も 解釋の つく ことに 注意す ベ きで ある。 

瞧 腿れ 古事記 上卷 の、 『神 產巢日 御 祖命之 登 陀流天 之 新 m 之凝烟 lli 之 八 拳垂摩 31 燒擧』 の タレ ノは、 

やはり 四 段に 使 つて ゐる。 

シ ダル  シ ダリヤ ナギハ ミレド ァカヌ カモ 

シ ダレ ノは 下垂 だら うとい ふ說が あるが、 萬 葉 集卷十 (一八 五一 一) に、 垂 柳者雖 見不飽 鴨。 同 (一八 九 

シ ダリヤ ナギ ノト jV ひ 二 モ  ウメ， ハ ナシ ダリヤ ナギ 二  ン ダリヤ 十ギ/ カツつ セ リギモ 

5 に、 爲垂柳 十 緖。 同 (一九 0 四) に、 梅花 四垂 柳爾。 同 (一九二 四) に、 四 垂柳之 鎮爲我 妹な どが 

あり、 シダ レ ャナギ とも 訓み 得る ところで あるが、 從前 から シ ダリ ャナギ と 調んで ゐ ると ころ を 見 

れば、 古くから 名詞と して さう 落 著いて ゐ たもので あらう ^ 春 去爲垂 柳はシ ダル ャナ ギノ とも 訓ん 

でゐ るが、 いづれ も 四 段に 活用せ しめて ゐる" 卷 十一 (二八 0 二) の 或 本 歌、 足 日 木 乃 山鳥 之 尾 乃 四 

ダリ チ ノ ナガ キナ ガョチ ヒ トリ 力 モ木ム  0  0  0  0  0  0  C 

垂尾乃 長 永 夜 乎 一 鴨將 宿の 四垂 尾もシ ダリ ヲと 從來訓 んでゐ るが、 これ もャ マド リノ ：：： シダ リヲ 

ノと、 同音で 調子 を 取って ゐ るの だから、 やはり シ ダレ ヲ でなくて シ ダリ ヲ であら-つ.。 卽ち 四段活 

用の 自動詞と 看做して 差 支ない。 なほ、 古事記、 『其の 矛の 末より 垂 落る 鹽 つも 6 て嶋 となる』 のシ 


タ ダ ル は 四 段に 活用して ゐる。 

, Z  .  . , 、：、 -  ： -ヽ：  ヒム ガシノ イチ ノウ ヱキ ノ  n ダル マ デ ァハズ ヒサ シミゥ ベ nt 二 ケ 

コ タル は木垂 たと おも ふが 萬 葉 集卷三 0 一二  0) に、 東 市 之 殖木乃 木 足 左右 不相久 美 宇 倍 戀附家 

利が あり、 契 沖 も、 『木 タル ハ木垂 ナリ。 木 ノ老ヌ レ バ枝 ノサガ y ナリ』 と 云って ゐ る。 なほ 同じ 用 

例 は、 卷 十四 0 一一 四 三 一う に、. 多 伎 木 許 流 可麻久 良夜 麻 能 許 太 流木 乎， ぎ 都 等奈我 伊波 婆 古 i 都 追 夜 安 i{ 

ム  こだる  . 

牟と あ.^、 許 太 流 は 木垂の 意で ある。 この 動詞 も 自動詞、 四 段 活用で ある。 

ナ ダル 卽ち傾 くことの 語 は、 山ナ、 ダレ、 雪ナ ダレの 如く 下 二 段に 活用され てゐ るが、 これ は大言 

海に、 『長 垂るノ 意力 ト云 フ』 と 注して あるし、 叉 祝詞 (大祓 祝詞 i 瀬 祭 祝詞) に 佐が 那太 理爾、 ,久 ぎ 

ダリ 二  サカ タリ  クュ 

多 現爾の 語が ある。 この 語に つき、 眞淵 は、 『分流 垂の義 なるべし』、 『逆 垂ちふ 言に て、 久那の 約 加 

なり』 (祝詞 考) とい； V 宣長 は、 『眞 下垂な り。 川 水の 山より 落る さま をい へり。  考に、 逆垂と 

いはれ たる は 心得す』 (大 祓詞 後き とい ひ、 重 胤 は、 『狹囘 垂には 非 じかと 所思 ゆ』 (祝詞 講義， 3 と 云って 

居る。 ：3- 上、 諸說 があって も 皆、 『垂』 に關 係せ しめて 釋 いて ゐる。 恐らく 此は 動かない 點 であらう。 

然 らば. 『垂』 とい ふ 動詞 は、 先に 四 段 活用であって、 後に 下 二 段と なった ものと 看て 差 支ない とお 

•  チクリ ナダリ  ナダ 

も ふので ある。 大 言海に も、 『決頹 ノ約。 類る。 古ク" 四 段ニモ 活用 セ シナ ラム。 卽チ、 な だるる 

ノ たるる モ V 垂 るる 二 テ、 古 キ四段 活用 ノ、 垂るノ 一  轉 ナジ。 其 外、 隱る、 亂 るナド 二、  二 活用 ァ 
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^例 ァリ』 と ある。 

次に、 其 後 計らす も 大島正 健 氏の 說を 知った。 大島氏 は、 ミグ y にっき 次の 如く 解釋 して ゐる。 

『ミは 水、 タレ ノル は垂 るるに て、 ミタ ルル を水垂 るると 注す る こと 正當 の解釋 にて、 卽ち其 本義 は 

降雨な り。 この 第一義 は旣に 忘れられて 傳 はらざる に 至れり。 次に 物の 錯綜す る 狀態を 降雨に 比し 

て 形容し、 ミダ ルレ ノと唱 ふ。 是れ 第二義に して、 現今 行 はるる 所の 語意な り。 而 して 第一義と 第二 

義 との 關 係に 就いては、 殆ど 知る 者 無き に 至らん とせり。 ミ タル ルをミ ダレの 名詞に 据ゑ、 之に 接 

頭 語の サを添 ふれば、 サミ ダレと 爲 りて、 梅雨の 義に 用ゐら る。 此處に 至りて、 忽ち 隱れ 居りた る 

第一義の、 再現す る を 見るな. o』 (國 語の 語根と その 分 観)。 大島 氏の 說には 他に 牽強の もの も あるが、 こ 

V  ：、 

のミ. ダルの 說は 顧慮すべき 說で、 私の 嘗ての 想像 說を 支持す る もので あり、 ァメ (雨) は 天水の 轉、 

ナ ミ (波) は 並 水 だとい ふたぐ ひと 共に、 語原 說 として はや はり 妥當 なので はなから うか。 

以上 は、 i は水垂 に本づ いた 語 だとい ふ 假定、 要約の. つ-べに 立っての 言說 である。 そこで 若し そ 

れが 破れれば 成立 しないの である。 例 へ ば 松 岡 靜雄氏 は ミ -ダ ル は、 マ ダラ (斑) の轉 昔轉義 だとして 

ゐる (新 編 日本 古語 辭典)。 これが 本當 ならば 私の 說は 成立たない ので あるが、 私 は 松 1: 氏の 說に は贊成 

しない。 


月 西 渡 


萬 i 某卷ー (四 八) の 入 麿 作の、 柬野炎 立 所見 而反見 爲者月 西 渡の 結句 は、 舊訓 ツキ 力 タブ や ヌと訓 

み 殆ど 定訓 であって、 西 渡と 書いて 力 タブ クと訓 むの は 義訓の 例 だと 解釋 して ゐ るので あるが、 古 

葉 略 類聚き に、 『柬野 炎 立 所見 而反見 爲す月 西 渡 日雙斯 皇子 命 乃 馬 副 而御獵 立師期 時者來 向』 と 

あって、 ツキ 二 シヮ タリと 訓み、 代- 匠 記 精 撰 本に、 『叉 案 ズレノ  二 東 野ト書 西渡ト カケル "相 對スル 

詞ナレ バ 、 ヒムガ シノノ トヨ ミ 、 ニシソ タル ト字ノ マ、 ニョム ベ キ ニヤ』 とい ふ 提言 があって、 こ 

の 『西 渡』 をく だいて 訓み、 二 シと いふ 音 を 活かさう とする 說 も出づ るか も 知れぬ とお も ふが、 支 

那に、 『西 渡』、 『西 度』 の 用例が あるから、 それに 倣った ものと 看、 やはり 義訓と して 力 タブ キヌと 

ツキ 力 タ. ブ キ ヌ 

訓 むの は 動かない ところ だと 思 ふので ある。 なほ カタ プケリ と 訓む說 もあった が 『月 可 多 夫 伎 奴』 

ツキ 力 タ ブ キ ヌ  ツキ カタ プ キヌ 

(四 一-二  二 『月 加 多 夫 伎 奴』 (一一！ 九 五 五)、 『月斜 烏』 ニニ 一九 八) が あるから、 やはり ッ キカ タブ キヌ であ 

らう。 
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「捸」 を 『た； 0』 と訓む 小考 


萬 葉 集に ある 『拔』 の 字 は、 これ を 『ゥ チ』 と訓 ませて ゐる こと は、 評 釋篇卷 之 下  一一 11^ 頭 に 記 

述 したと ほりで あるが、 この 『拔』 字に 本來 『ゥ チ』 の 意が 無く、 そこで 私 は、 『ヒ ク』、 『トル J と 

訓ん では どうで あらう かとい ふ 說をも 出して 置いた のであった。 然るに、 萬 葉 集の 『拔』 の 用例 は 

次の 三 例で ある。 

妹が 手 を 取りて 引き 攀ぢ拔 手 折 わが 揷頭 すべ き 花 ける かも (卷 九、 一 六- <ーー|) 

拔手折 多武の 山霧し げきか も 細 川の 瀨に 波の 驟げる (卷 九、 一 七 OS 

X  あ  きみか ざし 

き 攀ぢて 枝 もと を を に 拔手折 吾 は 持ちて 往く 公が 頭 刺に (卷士 一一、 三 ニニ ーラ 

この 三 用例で あるが、 拔手折 を クチ タヲ ソと訓 むの が 不適 當 として、 じキタ ヲリ、 或は トリ タヲリ 

と訓 ませる とすると、 上の 方に、 旣に ヒク、 トルと いふ 字が あるた めに、 昔の 重複が 惡ぃ 意味で 邪 

魔 をす る。 例へば、 


ひ O  00  ヒキ タキ ひ  Jl 'ざ 

妹が 手 を 取りて 引き 攀ぢ拔 手 折 わが 揷 頭す ベ き 花 ける かも 

トリ タ ネリ 

かくの 如くに、 トリと ヒキ とが 調和の 取れぬ 重複と なって 具合が 惡ぃ。 そこで 何とか もっと 好い 訓、 

山 田 博士の フサ タヲ レノ 以外に、 何 かの 訓が 無から うかと 思って ゐ たのであった。 

その後、 朱 駿聲の 說雅を 見て ゐ ると、 『撓』 に、 『拔 也』 と 註して あった。 そこで 幸 田 露 作 先生に 

種々 敎示を あ ふいだ が、 說文 解字 義證 にも、 裘は 求で、 タヮム の 意が あり、 また 擾、 撓擾 で、 拔に 

通じ、 說文 一 曰拔 也と いふ ことが 書. いて ある。 撓は タフ ム であるから、 然 らば 拔は 卽ちタ ヮム であ 

る。 そこで 私 は、 これ を タムと 訓 ませ、 麻 行 下 二 段に 活用す る 動詞と して、 一一 拔手 折』 をば、 『タメ 

タ ヲル』 と訓ん だなら ば どうで あらう かと 考 へたので あった。 

萬 葉 集に は 『橈』 字の 用例 は 無い やうで あるから、 『拔』 を 以て 代用した もの かも 知れす、 二 例と 

も 柿 本 朝臣 人 麿 歌集に あると ころ を 見る と、 他の 漢字の 用例と 相俟って 與味 ある 問題で ある。 卷十 

三の 例 は、 恐ら； は そ れ ：^後の も ので あらう。 

さて、 然 らば 萬 葉 集に、 タム、 タム ル、 タメ ム 等の 下 二 段 活用の 例が あるかと いふに、 

玉 鉢の 道に いで 立ち 岡の さき 伊 多牟流 ご と に 萬た び 顧みし つ つ (：卷 二十、 四 四 0 八) 

許 伎 多武流 浦の ことごと 往隱る 島の 埼埼喂 もお かす 思 ひ ぞ吾來 る (卷 六、 九 四 1;) 
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コ "や々 ム フ本ハ  コギ々 ム Tr.  >  +、 - 

かう いふ 例が ある。 これ 等 は 活用が ちが ふが、 榜回舟 者 (卷 (一一、 三 五 七)、 榜轉 小舟 (卷ョ 、一一 一 五 0 など 

と 同じ 語原で あるべく、 主として、 回、 廻の 字を當 てて ゐ るが、 なほ、 迂 とか 轉 とか、 橈と かに も 

通じて 同じ 語原と なる ので はなから うか。 撓は 類聚 名義 抄にク ニムと ある 如くで あるが、 タメ、 タ 

ムは その 略であって、 和名 鈔 十三に、 揉 を 註して 太 無と あるし、 字類抄 に揣、 矯、 直、 撒、 擎、 檠、 

揉 等を當 てて ゐ るが、 それ 等 も 同じ 語原 だら うと 考 へても 好く は あるまい か。 さう すれば、 枝を撓 

めて 手 折る こと を、 枝をタ メタ ヲ ルと訓 ませても 差 支ない とお も ふので ある。 

右の ごとく、 拔手折 を タメ タヲ ルと訓 ませ、 萬 葉の 三 用例に 就いて 考へ るに、 

妹が 手 を 取りて 引き 攀ぢ タメ  • タヲリ わが 揷 頭すべき 花 ける かも 

タメ  . タヲリ 多武の 山霧 じげ きか も 細 川の 瀨に 波の 驟げる 

引き 攀ぢて 枝 もと を をに タメ  . タヲリ 吾 は 持ちて 行く 公が 頭 刺に 

かう いふ 具合に なって、 一 首の 聲 調に 破綻 を來す こと は 無い とお も ふので ある。 特に 第二 t 目の 拔 

手 折 は 枕詞 化して、 多 武に續 けて ゐる とせば、 タ の 音 を 三つ 續 けて 調子 を 取 つて ゐ ると 解して 好く、 

第三 首 目 も トヲヲ から、 タメ . タヲリ と 多 行の 昔で 續け たものと 解釋し 得る ので は あるまい かとお 

も ふので ある。 よって この 私訓 を 學界 に 送る ことにした。 


^し、 ゥチ. タ ヲレノ とい ふ從來 の. 別 も、 ^調の 上から は棄 てがたい ものであるから、 この 說明を 

どうつ ける かとい ふと、 旣に評 釋篇卷 之 下でした ごとく、 誤字と して、 あの やうな 說明 をした が、 

誤字で なしに、 飽くまで 拔を 活かす として、 ゥッ の訓を 認めよう とするな し.' ば、 拔は撓 に 通じ、 捲 

は 挑に 通じ、 祧は 指に 通じ、 找 にゥッ (擊) の訓が ある (教聚 名義 抄) からして、 擊越、 擊日 刺の ごとく 

に、 ゥチ. タヲ クと 訓んで 好い ことと なる。 そして 萬 葉の 人 麿 歌集で は、 捲、 ^の 如き 面倒な ネょ 

り も拔の 如き 形態の 好い もの を 選んで 代用せ しめた ものと 解釋し 得ろ ので は あるまい か.。 これ はゥ 

チ. タヲル を 認容しての 解釋 であるが、 露 伴 先生 も、 少し 無理な 說明 だと 云 はれた。 

それから、 拔をゥ ッ と訓 ませ る こと を 認容しての 說明 にもう 一 つ ある ノ 萬葉卷 十七 0 一一 丸 四 0) の 歌 

の 『都 美 之 手』 を、 佐 佐 木 博士の 新 訓萬葉 集に は、 『拊 みし 手』 と 書 下して ゐる。 諸 書に は、 『拊』 

に ツムの 訓が 見當ら ぬが、. 今 博士の 說に從 ふこと とし、 『拔』 は 天 治 本 新撰 字 鏡に、 『採 也』. と あり、 

『採』 は 萬 葉に も ツムと 訓 ませた 例の 多い こと、 此岳爾 菜 採 須.！ ： 儿 (卷  一、 Co 妻 毛 有 者 採而多 宜麻之 

S  二、 一三  一 ：}。 春 野 爾須美 禮採爾 等 (卷 八、 一四 二  5 などの 例 を 見て 分かる。 また、 拔は捋 に 通じ、 t: 

に ツマ ミトレ ノ、 ツムの 訓が ある こと も旣に 云った が、 一方に 『拊』 は、 類聚 名義 抄に 『ゥ ッ』、 字 鏡 

七 一一 一七 
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に 『搫 也』 と あり、 書經 に、 『於予 石を搫 ち、 石を拊 てば、 101 獸率ゐ 舞 ひ』 の 例が あるので あるが、 

：^? らズ、 拔は イチこ， 甬 J じ、 採に 通じ、 共に トル、 ツムであって、 报が ツム、 ゥッ だとい ふこと か 八 刀 か 

れズ、 同訓の 拔、 拊 をば 相 通 はしめ て、 拔に クッの 訓を與 へても 好い ので は あるまい か。 此 もま は 

りく どい 說明 であるが、 拔を 飽くまで ゥ- ッと訓 ませる ことと なれば、 かう いふ 徑路を 取ら さる こと 

を 得ない。 

コギ々 ムフ. K ハ  n ギ タム テブネ 

ここに、 萬 葉の タム (回、 廻、 轉) が 出た から 序に 一言す るが、 榜回舟 者 S 一一 一、 一一 一 五 七，」、 榜轉外 舟 

(t、  S6、  Jt ぎ S ぎハ I、 一一 一八 九、 榜多. 味 行 之 8 一、 五八、 多 未 as 來跡 「卷ょ ハ、 一一 一八 六 40 等 は 四 

段に 活用せ しめた もので あらう。 それから、 許 伎 多武流 卷六、 九 S 二 y 伊 多 本流 (卷 二十、 四 四 0 八 } は 

下 二 段に 活用せ しめた もので あらう。 さすれば、 萬 葉 集に 二と ほ > ^の 活用の 例が あるので あって、 

そこで、 『撓』 (拔) を、 下 二 段に 活用せ しめ、 タメ、 タム ルと 活用せ しめて 不道理で ない と 思った 

ので ある。 (昭和 十四 年 十 一 B0  , 


人 


文獻 補遺 


一 萬 葉 集 

土屋 文明 萬葉菓 名歌 評釋 (昭和 九 年、 非凡 閣發 行) 

人. が： 作 外で 丁 八 竹、 人」：！？ 欲 集 一一！ 十三 首の 評釋が 含まれ、 簡潔の-つんに、 その 缺く ベから ざる もの を說述 し、 著者！ S 特 の解釋 を 

見 W す ことが 33 來る。 

次 田 潤 £ 萬 葉 集新講 上卷 (昭和 十 年、 成 美 堂 書店 發行) 

舊版を 新に せ訂 した もので、 その後の 諸說を も盡く 網. 羅し、 自說を 述べる にも 丁寧 親切で ある。 初版に 比し 全く 而 H を 新に 

して ゐ る。 

菊 池壽入 萬 葉 集精考 (昭和 十 年、 中興 館發 行) 

お 一 m に概. おが ぁリ、 萬 葉卷ー •  二の 全 歌に ついて 精 紬 な 註釋を 施した ものである。 に、 iH" が 萬 葉の 註释も H 的 はむ ねと 

人 の 欲に あ つ た』 と ある ごとく、 人 麿の 歌に 力 を そ モ がれた 點が 多い ので 有益 で あ る 。 

久松潜 I 萬 葉 集考說 (昭和 十 年、 栗 田 書店 發行 ：} 

「第二 篇萬葉 欲 人と 特殊 問題」 • の 中で 人 麿に つ いてく はしく^ かれて あるが、 此は 講座に 載った 論文な ので、 拙著の 總論^ 

で 旣に抄 した。  ， 

佐 佐 木信辋 萬 葉讀本 C 昭和 十 年、 日本 評論 社發 行〕 

齋藤？ i 萬葉菓 名歌 鑑賞 r 昭和 十 年、 人文 書 K 發行) 

萬 葉 集總釋 十二 卷  <. 昭和 十 年、 樂浪 書-お 發行) 
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^一  を武田 祐吉、 卷ニを 土  M 文明と いふ やうに、 萬 葉の 各卷を 一人 宛 二十 氏が 擔當 した も ので、 解說、 ロ譯、 語釋、 後記に 

分けて 說述 して 居る。 評釋 十卷。 總訓 ー卷。 作者 傳、 欲 句 索引 ー卷。 合せ 一-十二 卷で ある。 

金子 元臣 萬 葉 集評釋  一 •  二  (昭和 十 年、 昭和 十三 年、 明治 書院 發行」 

第一 册は莴 葉 集卷ー ニー、 第二  * は 卷ご丁 四の 評釋 である。 語釋も 鑑赏も 丁寧で、 萬 葉 寫眞は 特に 著者の 苦心に 成った もの 

である。 

山 田 孝 雄 萬 葉 集 講義 卷第 I 二  (昭和 十二 年、 寶 文館發 行) 

精到なる 講義なる こと 卷 第一、 卷 第二と 同樣 であるが、 前 二者より もく はしい。 本卷は 拙著 執锋 後の 發 行なので 來ー： 照し iJ: な 

かった。 

佐 佐 木 信 綱 萬 葉 菓百話  <昭 利 十二 年、 明治 書 K 發行) 

rtt 本人 磨傳； 5! びそ C- 資料の 研究」 の 一項が ぁリ、 明治 W 前 の 人 ^傅.； S 文軟を も槪^ して ゐ る。 

澤滾久 孝 • 佐 伯 梅 友 新 校 萬 葉 集 (昭和 十二 年、 樂浪 書院 發行) 

もと 萬 葉 集總釋 S 第 十一 に 富る ものに 誤 表 を 添へ 裝喊を 改めた ie- 行 本 C  15- 文に 旁 訓を附 し、 國^ V 觀 番號、 永 版本の 丁 

數を 入れて ある。 

井上通泰 萬 葉 集 追 tg" 和 十三 年、 岩波 書店 發； 仃) 

昭和 七 年 七月から 昭和 十二 年 十月まで 雜誌ァ ララ ギに發 表された 論文 四十 篇を收 めて ある。 「玉 久世涛 河原」 に、 人 麼耿集 

中 (卷 十一 •  二 四 〇 三) の  一 二 句に ついての 考說 である。 「怖 本人 麿り 閱歷の 丁  1= 示」 に、 示 i- に 富む 論文で 本文 中に も 引 

用した。 「水 陰 生 山 革」 の ー篇 は、 人 欲 集 3 欲 (卷 十一 ニー 四 五六)、 (卷 十二  •  二八. K, 二) の 「山 草」 に關 する もので あ 

る 0 


佐 伯 梅 友 萬 葉 語 研究 ciE 和 十 一 一一 年、 文 學肚發 行)  . 

一 7:= 野に おける 人 麿 Q 歜/ 「淀む とも 考」、 「人 麿の 歌 二 首」 (：卷 三、 二 五 一 . 三 〇 三) 等 人 ま-に 關 する 論考が ある" 

齋 藤茂吉 萬 葉 秀歌 上 • 下 (昭和 十三 年、 岩波 書店 發行) 

上 卷に人 作 人 磨 欲 集 併せて n 一十 首、 下卷に 同じく n 一十 甘 を 抄出 評釋 した。  > 

并 乃香樹 新 建 萬葉學 (昭和 十一 一一 年、 日本 國畢 會發 行) 

+ 本書 は 井 乃香樹 (井篦 節 一一 一) 氏の 萬 葉 研究であって、 萬 葉の 歌 は 從來の 就の 如く 單純 素朴で はなく 却って 後世の 欲よ リも複 

雜な 技巧 を 持って 居る、 卽ち萬 葉の 歌に は諧 II が 多く、 戯書が 多く、 古 欲 や 故事 や 漢籍 や 怫典を 引く ことが 頗る 多い とい 

ァ ゴノ ゥラニ フ チノ  I ス ラム ヲト メラが タマ モノ 

つて、 その 考證 につと めた ものである。 その 一例 をい へば、 柿 本人 麿の 作 「嗚呼 兒乃 浦爾、 船乘爲 良武、 a- 蠕 等 之、 珠裳乃 

十二、 四賓三 都良武 香」 の 敬の 「鳴 呼兒」 は、 書 經の泰 誓 「嗚呼 西土 有衆」 に 基き、 大和 は 力よ リ 見れば 西土に 當リ、 

一. 四黉三 都 1 武香」 0 「四 赘」 は 阿含經 の. 「名 S 第 四寶」 から 來て 居リ、 「三 都」 は 文 4is 三 都陚の 「三 都」 から 來て 居る と 

いふ 說 であって、 結局 この 耿は人 磨が 持統天 卓： を 諷諫し 泰リ、 持統天皇を殷の紂王に擬し奉って坐與を^！^したものだと說： 

たぐ ひで ある。 これ I ザ は 氏 の 新 意見で あ る が、 私等には 過ぎた る はな ほ 及ばざる が 如し の 感を强 ふ ろ ものである。 

豐田 八十 代 萬 葉 集？ 通釋 f  和 十三 年、 昭和 十四 年、 育 tslK 發 行，) 

葉 集中 H 本 精神の 作興に 寄與 する 跌を 選んで、 語释 ,；：譯 • 後 rpn を 施した ものである。 上 卷は卷 一から 卷 十まで、 下卷 は 

お 十一から 卷 二十まで、 上卷に は附錄 として r 吉野 離宮に ついて」 が ある。 

赤松 景福 萬 葉 集 創見  <  昭和 十四 年、 来 京堂發 行) 

訓 S を 主と した 研究で、 萬 葉 集 全卷を 通じて 三：.2: 五十 项の 問題 を 提出し、 これに 對 して 私見 を-: 小して ゐる。 みだりに 本文の 

文字 を 改めずに 訓を 下して ゐる點 に 特色が ある 。「珠 水激」 0 一二へ，；) をゥ チタ ギッ、 【釧 著」 f 四 一) を クシ U ハク、 「雪 驗」 (二 
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六 二) を ユキ ニク a マノ と訓 むな ど人廣 に關 する 項目が 相當 にある。 

二 人 麿 主題の 圖書 

自 笑. 白露 柿 本入會 誕生 記 I 资暦 十二 年) 

變暦 十二 歳、 京都 八文字 屋 板の 淨 i?^ 式よ み 物五卷 で、 . ェ想を にした 妄誕 至極な ものである。 播 IS 國明 おの ffi に I、 の 小さ 

んと いふ 女が ゐ たが、 ある 夜 枕元へ 束 帶の人 忽然と 顯れ、 &會の 御 富 座に 天子 九 穴の 0: とい ふ 題 を 探リ給 ひしゅ ゑ、 其 W 生 

• をし ろし 召 れんが S の 勅； あり、 汝 ならでは 知る ものな し、 急ぎ 昇殿せ よと、 いふので 御殿に ま ゐリ、 九 穴の 贝 Q 山 來を具 

に 勅答 巾 上げ 奉った が、 その 時 御文 S の 成 石が 動く と 見る まに ふ はふ はと 小さん の n 中に 入った と 見て 夢が さめた が、 モれ 

から 小さん は 只ならぬ 身と なリ、 軒 u の 稀の 木 今年 はめつき リと W 來ば えよ く、 鈴な リの枝 を 手 折 つ て 近所の 子どもら に與 

へようと すると、 『不思議 や 俄に 脇 章 門の あたり 痛 to、 わき 腹 を 押 やぶり、 ひょいと W る は 玉の や-つなる BR の 子、 生れた て 

ょリ悠 身に 被 ぁリ、 突 ありて 髮 白く、 老子 も 口 li! に 誕生 かと 怪しまる。 この 子 左へ 十七：^、 右の かた へ 十 ra" 止 都合 11 一十 一 =  え 

歩み、 左右の 手に て 天上 天下 和败獨 は々々 と 高 It に 呼 はれば、 妙なる 哉々々、 和 欲の 心神 盡く 顯れ 出、 正風 鉢 は 熱湯 を さ X 

げ、 幽玄 牀は ぬる il を さ t、。 其 外十牀 一一 一十 鉢 齑衣を さ \ け、 惡魔 を拂ひ 守護 ある 事ぞ ふしぎ なれ」 云々。 か-つい ふ 調子 0 

もので、 赤人は赤雲の化^5?--だと い つ たリ、 衣通姬 だの. 橘 逸 成 だ 0 和 泉 式部 だの いろいろ- S て來 るので あるが、 人 ir がいろい 

ろ に 取扱 はれる の. はかま はぬ として、 かう い ふ奔 逸ぶ り を 斑す るに はまた 特別な 態度が 耍る ものと おも ふ。 

棟 本人 麻 呂影供 記 

安永 三 年、 阿波、 元宽 の 識語 あ る 木 本、 そ の 他お 本 種 ハ、 あ る 


たかつ の 山 

桢 本社 拼州石 州 御 法 樂享保 八 癸 卯 一 1 一月 十八 日、 播磨國 柿 本社、 奉納 和 欲を辑 めた ものである。 

齋 藤茂吉 怖 本人 蟹 總論篇 ： 昭和 九 年、 岩波 書店 發行) 

齋 薛茂吉 柿 本人 營 鴨 山考铺 E 篇 (昭和 十 年、 岩波 書店 發行) 

窪 田空穗 柿 本人 麼 篇 (： 昭和 十 年、 非凡 閣發 行) 

「作者 別 萬 葉 集 評釋」 の 第二 卷。 卷 頭に 「袖 本人 麼 について」 と：. ふ總 論が あって、 人 麿 の^の 性質、 跌人 としての 特徵を 

論じ、 萬 葉 集中 人 麿 作と 明記せられ た 欲 全部と、 人 32 欲 集中の 主だった 欲に ついて 評 II をした ものである。 語釋、 譯、 ；：^ の 

中、 特に 評 は 丁寧 親切で 氏 一流の 新鮮な 看 方 を 隨處に 見出す ことが 出來 る。 

齋 藤茂吉 柿 本入窨 評 釋篇卷 之 上 r 昭和 十二 年、 岩波 書店 發行) 

齋 藤茂吉 柿 本 入 營 ， 評 釋篇卷 之 下 广 昭和 十四 年、 岩波 書店 發行) 

志 田延義 人騫 • 憶 ー艮. 家 持つ 昭和 十二 年、 北海 W 版社發 行) 

= 本敎宵 文庫の 笫 四卷。 人 唐に ついては、 「傳統 的 精神の 高揚」 とい ふ點を 主眼と して 考察して ゐる。 

武 田祐吉 怖 本人 瞽 (JE 代 歌人 研究 I ) (昭和 十 一 一一 年、 厚生 閣發 行) 

前篇 「時代 評論」 は、 古代 Q 欲謠. 文輋的 作品の 發 達. 萬 葉跌史 の大觀 • 短 欲の 傳來 • 人^の 作品の 本質. 宮廷 ％人 として. 

人間 人. 表現 技術. 全 作品の 展開 V 配偶者の 作 n§  • 人 麿の 後 を 追 ふ ものの 十一 項。 後篇 「傅 記 及び 作品 涛贫」 は、 人^の 

博記资 料. その 家系 • 娘 子と 旅人 丄" 野の 宮等 十一 II 項で ある。 人 麿 欲 集を资 料と して 人^ 研究に 沾用 する 傾向が 顯 著で、 そ 

れ が 一 而 本書 特色と もな つ て ゐ る。 

竹 ヱ キノ 詩聖 柿 本入營 の 生涯と その 歌 (昭和 十四 年、 敎育 研究 會發 行) 
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人. M の 幼年時代の 世相、 靑年壯 年の 各 時代、 樊の 死、 石 見に 下る、 彼 をめ r る 女性、 人 麿^ 集 欲、 大和 櫟 本なる 人 麼嫁を 

訪ふ 記 等 の 各項 に 1 つ て 記述が ある。 

三 雜誌、 講座、 單行本 中の 人 磨" 人 麿の 歌 を 主題と する 文章 

墓 山 健 人 齊 過 近 江 荒 都 作歌 評釋 (早 稻田文 學卷ヒ 〇— 一一 一 0、 明治 二十 五 年 十一 • 十二月) 

服 邬躬治 吾 IS 歌談、 入耆の 大業 平の 真 r 國 文學、 明治 一一 一十. 五 年)  》 

永 井一 孝 歌謠の 隆盛 ー 柿 本人 營 (文 藝 百科全書、 早稻 田文學 社、 明治 四十 二 年) 

人 麿の 欺の 優れ た - 一と をい ひ、 祝詞との 修辭的 交涉を 一 K つ てゐ る。 

河 合醉若 怖 本人 丸， 評傳 (和 欲 講義 錄、 日本 短歌 會發 行、 明治 四十 五 年) 

山_^野泡鳴 入 麻呂の 佳作 傑作 (短 歜雜 *1  一/一、 大正 六 年 十 HO 

泡吶； は ほか Q 處 でも、 「人 麿の 天地 は 人の 心 を 鳴リ饗 かせる ほど 動 いて ゐ る が、 赤 人の 天然 は 澄み渡つ-てる けれども 固定し 

てゐ る/ 『耍 する に、 人 麿 は 前囘に 於て 論じた 如く 想像に 璺 富な 天才 的 詩人で あつたに 1K して、 赤 人 は 趣味に 適確な 能才的 

技術 家であった。 後者 は 摸 做が できる が、 前者 は 古今 獨步 である』 とも 云って ゐる。 泡 鳴 は 人 麿の 長歌 を も 論じて ゐ るが、 

今 短 欲に つ いての 彼の 批 *t を抄 記して その 大體 を傳 ふること とする。 

「近 江 荒 都」 も 過去と して まだ 間がない 歴史の 追惊哀 igt で あるが、 作と して S 然と 想像と-がよく 調 和 し た 内容 は 寧ろ-一れ を 

モの反 欲に 譲って る。 乃ち、 左の 如くで、 二つと もい い 短 欲で ある。 . I 

ささ 浪の 志賀 の 辛 崎 幸く あれ どお ほ 宮人の 船 待ん 兼つ 


さ さ 浪の志 賀の大 わ だ 淀 む と も 昔の 人 に ま た ん. 會 は め や も 

人 麿の 短 欺 三百 五十二 赏 の-つちから、 僕が 書き 拔 いて 二重 マル を附 したの はこの 志 贺の追 同 二： |c を も 入れて 都合 七 首 S 外に 

： 、 0 

な V 

ものの 夫の 八十 宇治川の あじろ 木に いさよ ふ 波の 行く へ 知らず も 

これ は 非常に 人の 心 を 引きつけ る 欲で ある。 考 へれば 考 へる ほど 僕 等 は 何となく 引ッ 込まれて 行った もの-だ。 が、 決して 佛 

敎 的な 無常 顴は這 入って ゐな い。 佛敎 的な もの ご ころが 附 いた 當時 Q 靑年 などに はモの 方へ 持って行かれても 仕 かたがな い 

かも 知れぬ が、 本來は 日本 民族の 特色なる 現在 性 を そのまま 深めた もの だ。 無常 觀 では 自己 を 無にして 外存 Q 理的截 念に 捕 

へられて 行く が、 それが この 欺に はない。 自己の 生活 を そのまま 內觀 した 性質 は 僕 等 本來の 特色で あらう。 『波の 行く へ』 

を 思 ふ 寂しみ が 心 を 心理的に 單 純な 孤 獨に馳 せしめないで、 何となく 大きな、 複雜の 感じ を 伴って る。 ュ、 れは 『あじろ 木に 

いさよ ふ』 と 云 ふ 形容に 旣に發 音 上の 賑やか 味が あるから でも あるが、 今一 つ さか 登って 『ものの 夫の. 1 八十』 とつ づけ 

た 枕 に 百 萬の 軍 を も率ゐ てる 重みが ある 爲 めだ。 斯くて 古代の 枕詞なる 物 は 後世に おける 如く 無意義に 使 はれた のでな か 

つ たこと が 分る。 次ぎに、 

あ ふみの 海 ゆ ふ 波 千鳥 汝が 鳴けば 心 もしぬ にいに しへ おも ほ ゆ 

、一二に ミとナ と 二種の 間 韻が 上の句に 各々 三 つづつ 重なって 口調と 意味と を 和ら かに 發展 させて ゐる のに 注意せ よ。 そして 

千お に 封し、 はっきりと 二 人稱を 使った の は 珍ら し い。 後世から 見れば 遊び の 技巧と も 見える 細工 を發 見す る こと もで きる 

けれども、 古今 集に 於け るか  > る 場合と は 全く 違つ て、 少しも モれ が爲め に 作者の 意氣 を縮少 されて はゐな いので ある。 

あし 引の 山川の 港の 鳴る たべ に 「り 月が Itw に 雲 立 ち 液 る 

これに は、 さきの 諸 作に 於け る 如き S ふと か、 知らず とか、 待ち 兼る と 云 ふ主觀 的た 盲 葉 は、 一 つも 這 入って ゐ ない。 而も 
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S 初の 二お のゅッ たり W たのが、 第三 句の 間 颢迄這 入った、 矢 ッ張リ 別な 意味の 主 救 的お 取扱 ひに 紫；^ されて、 雲の 渡ら ひ 

が 讀む 人の 心に 大き な 響きと 內容 とを與 へる の だ。 

この 『10 月が 1:5』 がお もて 向きで は 殆ど 全く 客 觀的叙 I お 詩に 見える のと は反對 に、 こ X に 一 つ、 餘 りに 傳統的 主觀を あしら 

ひ 過ぎて ある 爲 めに、 う ッかリ すると 傑作 えらび か-り-見落され さうな のが ある。 乃ち、 『持統 天皇 雷！ 1W に 御遊の 時 1 の 作で 

お ほ 君 は 神に しませば あま 雲の いかづちの 上に いほ リ せる かも 

僕 はこれ に 就いて、 『新自然主義- に云って置ぃた、 『無定見の 技巧 家 輩に は、 --れ を 山 を^ ふ ほめに wrti く 云 ひま は 

したに 過ぎな い と 云 ふ も の が あるか も 知れな いが、 た -、 ァ？ g と？^ 昔と が lt-、<s 所に 4a つて ゐる とい ふ だけ で は、 到底 こ の 莊 

厳な » の-背 I と餘 親と を 解し 得た と は 受取れ ない』 と。 つまり、 生々 欲 ^ の 出現た る 痛切な 人間 神の 信仰が たま/ \s の 名な 

るい かづち と 共鳴して、 無限の 威力 を 欲の 音律にまで 表現した 8 だ。 今一 つ これ は戀 歌で あるが、 —— 

わぎも 子し われ を 思 はばま そ 錢照リ W づ る 月の かげに 見え 來ね 

『われ を 思 はば』 と斷 わった のがく どい が、 一面に は、 また、 この 昔 律 上に 『ヲ 1 ォモ』 (ォ韶 三續： >  から 『ハ バ』 (ァ f_w  二 

繚) の開展 があって、 そこに 满 へる 感情 を 『マ (そ) カガ (み)』 で 持 綾し、 最後の 『見え 來ね】 の 想像 的 希望 を 却って 一層 

熱烈に して ゐる。 ついでに、 人 磨の 死んだ 時 その 妻 依羅娘 子の 作った と 云ふ哀 fg-^ を 引用して 見よう、 1 - 

ただの 會 ひは會 ひも 兼て む。 石 見 山 雲 立ち 波れ、 見つつ しぬ ばむ 

これに また 僕 は 二重 マ ルを 打って あった。 始終の 感化 を 受けて ゐた爲 めか、 たまく かの 女に 作られた のが 如何にも あり 餘 

る饗 きがあって、 その 所 天の 少数な 傑作に も 劣らない。 一 體に戀 ^にせよ、 國家 詩に せよ、 人 SJQ 莊 厳の 熱烈に して、 而も 

大きな 響き を； W へた 點に 於いて、 わが 國の 他の どんな 人に も 優って ゐる。 その他に、 器 旅 欲と して、 


淡跻の 野お のさき の濱 風に、 いもが 結びし ひも 吹き. 返 す 

--れ に 僕が 二重ので はな いが 單 純な マ ルを附 けたの は、 一 つに は 僕の 國で 僕が 遊ん-だ ことの ある 土地が 讀み 込まれて ある 爲 

だが、 また 一つに は 『あは ぢの』 と 四の 句で 初 まった のが 少しも 不自然で ない のが 面白く、 その上、 旅立つ 人に 女が 紐 を 結 

ぶと 云 ふ 習慣が 面白かった の だ。 僕の 單 純な マ ル の附 いた 拔萃は 長 敬で 『吉 野の 宫 御幸』 兩篇と 短歌 十四 首と 旋頭欲 一 首と 

だ。 

見れ ど 3,2 かぬ 吉 野の 川の 川な め の 絶 ゆる ことなく また 返リ 見む 

まき 向く の あなしの 川 も 行く 水の 絡 ゆる ことなく また 返リ 見む 

前者 は吉野 御幸の 反 欲、 後者 は 別に 河 を 詠 じた もの だが、 孰れ も 下の句 は 同じ だ。 

とほ 妻の ふリ さけ 見つ つし ぬ ぶら む、 この 月の 而 ■ に 雲 なた なびき 

t れは 前の 『わぎも 子し』 の褢を 行った もので、 想像 的 熱烈の 度が さきの に は 現 はれて ゐ ない。 

こ ぞ ■ 見 てし 秋. の 月夜 は 照ら-せど も、 相 見し. いも は い や 年 さかる 

山 の 岩 根 し 卷 け る わ れ を か も 知 ら ず と いもが 待ちつ つ あらむ 

^^者は妻の死を、 後者 は 自分の 臨終 を 痛ん-だ 作で ある。 それから、 なほ、 t 高市皂 子の 殯宫』 の 反 欲と して、 

久 かたの あめ 知らし ぬる 君 ゆ ゑに 月 HI も 知らず 戀ひ 渡る かも 

『いかづち 山』 の 人間 神 的解釋 のし かたで 行けば、 これ も 大きな、 、， い^で あらう。 

あめ 地と 云 ふ 名の 絡え てあらば こ そ、 い ましと わ れ と J^Ji ふ こ と 止 ま め 

Mi, ゎリに 勝ち 過ぎて るが、 さきの 『八十 〈，^ 治 川』 の 肯定的 人生 觀に合 はせ て讀 めば、 この 戀の 如何に 熱い こと を 現 はして る 

かが 分らう。 
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ひんが しの 野に かげろ ひの 立つ 見えて、 返リ見 すれば 月 かた ぶ き ぬ 

『返リ 見 すれば』 に 主觀的 あしら ひが 這 入って 來てゐ ながら、 作者と して 寧ろ 叙景 味に 傾いた が、 Mil もよ く餘^ も畏 いと 

ころの 佳作で ある。 其の 他に。 —— 

あごの 浦に 舟乘 りすら む 乙女ら がた ま 裳の 据に しほ 滿 つらむ か 

^勢の 國 御幸の 時 自分 は 京に 留まって 作った もの だ 。これが 想像 的 でな く、 若し 實際 を 見ての 奇麗な 叙景 である ベ き で あ つ 

たら、 かの 大伴家 持の 『藤な みの かげなる 海の そこ 唐み、 しづく 石 を も 玉と ぞ わが 見る』 の 如きに 寧ろよ く繼 承され てゐ る。 

はに やすの 池の 提 Q こもり 沼の 行く へ を 知らず 舍人 はま ど 5! 

作者 自身 を さして だが、 『舍人 はま ど ふ』 と 云 ふ 現 はしかた が、 どうも 少し こおれて ゐる やうで、 同伴の 1£{ 敬 『久 かたの 天 

しらし ぬる』 の餘韻 ほどに は 行かぬ 氣 がする。 

名ぐ はしき 稻 見の 海の 沖津 なみ、 千重に隱れぬゃまと^；^根は 

遗く ありて 雲井に 見 ゆる いもが 家に 早く 至らむ 歩め、 黑駒 

一 は 海路、 一 は 陸上の 旅の 感じ だが、 後者の 如き 多少 想像 拔 きの 實感に 近い 方-. m は 寧ろ その後に 家 持の 得 素で あ. つた。 乃ち、 

家 持の 『しぶ 谷 を さして わが 行く この 濱 につく 夜 飽きて む、 馬し まし 屮： め』 の 如きに だ。 

つ いでに 云 ふが、 人 麿の 作で W 來 そくな ひと 思 はれた の を 僕 は ニ首拔 いて、 三角の しるし を附 してあった。 その 一は 『天 を 

詠ず』. で、，：  .  . 

■ あ. め • の 海に 雲の 波立ち、 月の 船屋の 林に こぎ 隱る見 ゆ： 

最も 單 純な 比喩、 而も^&喻的なのを四っもくどく舜„|み上げたに適ぎぬものだ。 それにしても、 か X る 特別な 試みの 比喩 は そ 

の 時 や に は ifa^ 自身 のに も乂 他の 作者 のに も 他に 殆 ど；； t 在し な かった の を 見る と、 ちょっと 珍ら しくない こと はない。 けれど 


も、 下の句が 少し 調子が いいだけ で、 その 意味しょう とした ことと 云 ひ、 その 與へる 感じと 云 ひ、 lei- として は —— - さすがに 

. 多少の ゆと リは あるが —— 決して これ を 活かして はゐな い。 丸で 大人が 假り に 子供に なつ て修辭 上の 技巧 を 稽古して 見せた 

やう だ。 今一つ は、 1 . 

こもりく の 泊瀨の 山の 山の 間にい さよ ふ 雲 はい もに かも あら， む 

上の句から 『いさよ ふ 雲 は』 まで は 大きな 進みで ない こ ともないが、 『山の』 をた-だ 口調の 爲 めに 二 つ 重ねた の は餘り .1 い 

ことで はない。 さきに 『吉野 川の 川』 と績 いたのが ある けれども、 それ を 直ぐ 『の』 で 受けて ゐ ないから かまはなかった。 

Gs、 雲 を 最後の 七の 句で 女に 見ようと した 具合が、 さきの 依羅媒 子の 同じ や- 「な 挽 欲で 雲 を 男に 見た のに 比して、 ^だ不^:: 

然に鎏 く。 もちろん、 『あめの 海に』 ほど はま づ いもので はない が、 —— 

最後に、 人 磨の 旋頭欺 は 萬 葉 集に 總計ー I 一十 五 首 あるの だが、 僕 は そのうちから たった 一 つ を 取って 單 純な マ ルを 打って ある。 

その他に 佳作 もな く、 傑作 はもち ろん のこと に 見た と 見える。 その 一 つ は 左の だ、 —— 

あられ 降リ 遠つ 近. 江の 吾 跡 川柳、 枯れれ ども、 またも 生 ふち ふ 吾 跡 川柳 

別に Ii5. でもな いぞうな こと を 云 つてる のか も 知れぬ が、 また あっさ リと 人間の 生々 慾 を 多少で も 表象して ゐる やうに も 取れ 

る。 ST が ss^ 欲の 行き かたと はちよ つと 違って る で はな いか？ 

1^ に^、 人 麿 はわが 國の 古今 を 通じて 第 一 流の 熱烈な 想像 詩人であった。 その 相 像 力に 自然の 熱の 加 はって た點に 於いて は、 

後世に 萬 葉 時代 を 活かした 實朝 も、 SK; 淵 も、 小 潘蘆庵 も、 なかく 渠の足 もとへ すら 寄りつ ける もので はない。 そこが.？ a- を 

して 今 H に 至る まで 歜 における 莊 厳と 偉大と を獨 占せ しめる 所以で あらう。 

今の： J. 學者 どものう ちに は、 -IT が 得意の 長^ をお 定" の 如く 『八 隅 知し わがお ほ 君』 f おしく は T かけ まく も あやに かしこき 

… ： . あ ま つ 御門』 など を以 つて 初めた の を 、 愛國者 とし て^代の 外國； ウル 拜者 ど も に 封す る わざ と の 反動 で あ つ た 如く 云 ふ も 
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のが あ ，0.0 が、 お <：: 々に 取って は、 S. りく、 モん なに 動的、 ， 形式的な ので はなく、 莊嚴 偉大の： K 族 的熟烈 3 人と してお の 

づから に 湧き出た 形. おであった. り-つ。 はまた 儒敎 ゃ怫敎 9E:^ 想 的 影 饗 を 受けなかった-一と を 僕 等 は 承知して、 1^ を 純 曰 本 

人的に W 究 しなければ ならぬ" 

臼 木 歳次 特殊な 八窘の 長歌 r 槻の 木" 昭和 六 年 十一月 號) 

窪 田空德 人饔 及び その 當 時の 八の 死に 對 して 持つ 觀念 (機の 木" 昭和 七 年 一一 一月 號) 

丸 山 冷 長 人 蜜と 其 妻 (みづ がき。 昭和 九 年：— 十月 號) 

佐々 木 臥 山 歌聖 人耆と 日本 精神に 就て (H 本 I？ 神 文化。 昭和 九 年 四月 號〕 

品 田太吉 人耆 歌集の 訓點 について (短 欺 研究。 昭和 九 年 四月 號) 

卷 十一、 二 四 三 二-二 四 九 四。 卷 十二、 一： 八 四 四 •  二八 五一 •  二八 五 二  •  二八 五一 一一 ニー 二三 0  •  二八 六 二。 卷十、 二 〇 ニ亍 

二 〇 ん 四. 二 〇 九 五。 卷九、 一七 〇 九の 十二 赏 (人 麿 欺 集) につ いて 自訓を 示した ものである。 

森 本治吉 人營 (昭和 九 年 六月、 H 本文 學大 辭饥 (第三 卷。 新潮 社) 

氏 姓 • 生歿 . 00 • 作品 . 作風 . 00 . 參考の 各項に 分けて 概說 して ゐる。 

西 田 忍 人營の 歌鑑赏 (：  一 ^。 昭和 九 年 七 • 八 • 九月 號) 

卷 十一、 二 四 五 五 •  二 四 五 七 •  二 四 一四. 二 四 二 五。 卷 十二、  ニニ 四 〇• 一八 九 四に つ いての 鑑賞で ある。 

^田 桂 詩聖 入 窘點描 r 靑虹。 昭和 九 年 十 一 月 號，) 

石 井庄司 柿 本人 營 (昭和 九 年 十二月、 日本 文畢 講座 第 七 卷和欲 文學篇 下。 改造 社.) 

「人 麿と その 時代」 の 項で、 人 磨 生存期間と 推定され る 持 統* 文武 ニ兀 明 三代の 時代 樣 相と 人 麿との 關 聯を考 へ、 「人 の特 

質」 の 項で、 人麿の寫實的作風と^？^的想像ゎ の職リ：富とを特に强調して論述してゐる。 


谷亮平 怖 本 和歌 嬸材抄 に 就て r 國 學院雜 誌。 昭和 九 年 十二月 號. - 

次 田眞幸 人 麻呂の 長歌の 修辭 研究 (S 語と 國文 學。 昭和 十 年 一 月號) 

人^畏！？^ のぉ形の長大たの に、 主に 對句 • 枕 • .lisll を 多く 使驅 して ゐる ことによると 云って、 モの對 句 構成 ァり 特徵. 枕；？ 

の 使用 數たビ を 調べ、 人 麿の 長 欲 は 萬 葉 各 期 を 通じて 最も M 熟 完成した ものである とい つ てゐ る。 

窪 田 空港 斷想. —入蠻 について (短 欲 研究。 昭和 十 年 一月 ^ ^一 

染谷進 柿 本人 眘の近 江 荒 都の 歌の 歌に つきて (據 • の 木、 昭和 十 年 一月 號) 

土 屋靜男 人 窨の歌 (あしかび。 昭和 十 年 一月 號，)  ， 

次 田眞幸 萬 葉 集卷ニ  二 卜 邬留ー 效 (文 學。 昭和 十 年 二月 號：) 

1 秋 山 下部 留」 (卷 二、  ニー  七」 ひ 下部 留を、 四 段 活用 Q シ タブに 助動詞 リが附 いた 形と 見て、 シタ ベルと 訓 んでゐ る。 

北 島葭江 「さやに さやぐ」 に 就いて (文 學。 昭和 十 年 二月 號) 

一 i^-m 亂なー 一 三 三 ) につ いて、 サャ - 一は 淸爽の 意で あると 解して ゐる。 

齋藤 茂吉 人 騫歿處 國府說 に 就て (ァ ララ ギ。 昭和 十 年 ニニ 一 了 四月 號) 

「袖 本人 辔」 (鴨 山考 補註 篇) に收 めて ある。 

正 宗教 夫 柿 本人 丸の 御夺 (ァ ララ ギ。 昭和 十 年 四月 號) 

「w 本人 磨」 (鴨 山. 考 補註 篇) に抄錄 した。 

安田青風 外 九 氏 怖 本人 窘 短歌， 評 釋 (： せ 波。 昭和 十 年 五月 號) 

= 波！ S 人 九 氏 .か 分， お 執筆 して、 人 麿 作 及び 人 磨 欺 集の^ 全部 を評釋 してる る。 

佐 伯 梅 友 語法的.に閙題のぁる柿本入窘の歌ニ首 (，國語敎^^ビ §f 和 十 年 五月 號) 
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栗路の (卷 三、 二 五一) の 歌 Q 「吹き かへ す」 は、 「吹き かへ さる」 の 意に 解し、 又 名細寸 (卷 ミ、 一一 一 0 三」 の 欲の  一一 了 四 句 

は、 「沖つ 波」 の 下に あるべき 「の」 を聲調 上の 要求から 省略した 句法と して 考察して ゐる。 「萬 葉 語 研究」 所敉。 

石 井 健 司 私の 好む 歌 入と 歌 (柿 本人 麿) (靑 虹。 昭和 十 年 六月 號) 

入窘 歌碑に ついて r 靑波。 昭和 十 年 六月 號) 

森 伊左夫 柿 本人 營の 硏究 (棵の 木。 昭和 十 年 六月 號 J 

人 麿の 敬に 「一 云 • 或 云 • 或 本 欺」 の 如く、 異同 を 註した もの の 多 いのは、 廣 くロ唱 された ためで あらう とい ふ 角度から、 

人 麿と 記紀 歌謠 との 關係 を考 へ、 「歌舞 所」 との 關係 を考 へて ゐる。  . 

村 崎 凡 入 入窘調 (槻の 木。 昭和 十 年 六月 號) 

口誦 文學 とし て 高 市 皇子 尊 殯宮 時 の 長 欲を觀 察した もので あ る 。 

加 藤欧吉 入 膂 歌雑考 (東邦。 昭和 十 年 六月 號：) 

山 田 孝 雄 萬 葉 集卷三 • 長 皇子 遊 獵路池 之 時 柿 本 朝臣 人 麿 作歌の 及 歌に ついて (奈戾 文化。 昭和 十 年 六月 號) 

卷ー 一一、 ひさかたの a 一四 0)  SQ 「網爾 刺」 の解釋 で、 萬 葉 集孜證 (岸 本 由 豆 流) の說を 補正した ものである。 

窪 田 空蘀外 111 氏 萬 葉 集の 綜合 硏究 (短 欺 研究。 昭和 十 年 七月 號レ 

卷 一 a 一九二 一一 〇•  一一 二) の 一一 一首。 題意 • 釋義 •  ロ譯 • 鑑賞 (窪 田 空 穂)。 文法 • 缺 格 • 修辭 Q 迩藤嘉 基」。 人 頻學的 視角が 

ちパ 西村眞 次)。 特殊 研究、 天 離 夷 者雖有 • 石 走 淡 海 • 志 我 能 大和 太 與杼六 友 (品 田 大吉)。 文献 摘耍 「森 本 健 吉)。 

佐 佐 木 信 綱 外 二 氏 萬 葉 集の 綜合 研究 (短 欲 研究。 昭和 十 年 九月 號) 

卷  一 a 一一 六 • 三 七 • 三 八 • 三 九) の 四 首。 文字 • 題意 • 語釋 •  口 譯. 鑑賞 (佐 佐 木 信 辋)。 文法. 歌格 *修辭 (佐 伯 梅 友 T 

文 默摘耍 (藤 森朋 夫)。 


武田祐 吉外ニ 氏 萬 葉 集の 綜合 研究 f 短 欲 研究。 昭和 十 年 十月 號 J 

卷 一 (四 〇• 四  一 • 四 二) の 三 首。 文字 • 題意 .釋義*  口 譯* 鑑赏 (武 田祐吉 )。 文法 • 歌格 (藤 田德太 郞」。 」 义默 摘要  < 森 

本 治 吉)。 

森 本 治 吉外ニ 氏 萬 葉 集の 綜合 硏究 (短歌 研究 。昭和 十 年 十 一 月號) 

卷ー (四 五) の 一 首。 文字 • 題意 • 解義 •  口 譯 • 鑑賞 (森 本 治 吉)。 欲 格 • 修辭 ( 籴川定  一 y 文 軟摘耍 (森 本 魔 吉)。 

森 本 治 吉外ニ 氏 萬 葉 集の 綜合 研究 (短歌 研究、 昭和 十 年 十二月 號) 

卷 一 (四 六 • 四 七 • 四 八 • 四 九) の 四 首。 文字 • 題意 • 釋義 •  口 譯 • 鑑賞 (森 本 治 吉)。 文法 * 欺 格 • 修辭 f 条川定 一)。 文 

獻 摘要 (森 本 健 吉)。 

武田祐 吉外ニ 氏 萬 葉集卷 二の 綜合 硏究 (短 欺 研究。 昭和 十二 年 十一月 號) 

卷ニ、  ニー 二.  ニー 二  了 一三 三 •  ニニ 四に ついて。 訓釋 •  ロ譯. 鑑賞 (武田 祐吉) 。考證 (石 井庄 司)。 特殊 研究 (_m「A 田八ナ 

代)。 田 氏. に、 部 野津の 風景、 都野津 から 大和への 通路、 袖 振る とい ふこと、 高角 山に ついて 記述して，，？ る。 

豐田 八十 代 外 二 氏 萬 葉集卷 二の 綜合 研究 (短 欺 研究。 昭和 十二 年 十二月 號) 

卷ニ、 一一 一一  五ノ  ニー 一六 •  ニー 一七に ついて。 訓釋 •  口 譯. 鑑賞 (畳 田 八十 代し。 考證 (今 井福 治 郞」。 特殊 研究 广藤 森朋 央」。 

藤 森 氏 は 一 三 五の 枕詞に つ いて 諸說を 擧げて 考察して ゐる。 

雜森朋 夫 入 耆の歌 一 首 (：國 語 特報。 昭和 十 年 十 一 月 號) 

ひむ がしの (卷 一、 四 八) の評釋 である。 

齋藤貫 柿 本人 窘 (歷代 歌人 傳 I) (ことだま。 昭和 十 一 年 一 月號) 

石 并庄司 散 入 列傳— 柿 本人 眘— (短歜 研究。 昭和 十 一 年 二月 號) 

七 五 五 
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人 麿の 詩的 想像力の 特異性 を 主題と して ゐる。 

早 川幾忠 萬 葉 集 短歌 味 解 (卷 第二) (高 傲。 昭和 十 一年 二  • 三月 號〕 

秋 山の U- 一 〇 八)、 黄葉の (ニ〇 ん)、 去年 見て し ニー 一 一)、 衾 道 を ニー  一  二べ 去年 見て し (二 一四)、 家に 來て (二 一六)、 

ささ 浪の (二 一  八)、 天數ふ (二 一  九)、 妻 も あらば (ニニ 一)、 奥つ 波 (ニニ  二，)、 鴨 山の (ニニ 三./ 今日 今 H と (ニニ 四)、 

ただの 逢 か (ニニ 五) 等の 解 释鑑赏 である。 

宰田露 伴 遊 副 川の 訓に 就て (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 一一 一月 號) 

卷ー 0 一一  八) の、 「遊 SI 川 之 神 母 一 の 訓讀を 試み ちれた もので、 モの耍 略 は 評 釋篇卷 之 上に 抄錄 して 置いた。 幸田博士の^^訓 

は、 r 一) ナビ キソ フカ.. ハノカ ミモ、 (二) シラガ ック. ュ. フカ ハノカ ミモ、 (三) ォキ タギッ • ュ フカ ハノカ ミモ 广 四，) ュ 

フ ハガハ /力 ミモ、 ュ フカ ハ /• 力 ハノカ ミモ、 ュフ ハガハ • カハノ カミ， モ等 である。 

次 田眞幸 萬 葉 集卷十 I 「夕方 抂戀 無乏. 一 考 「文 學。 昭和 十 一 年 三月 號) 

「夕 か たまけ て戀 フル ガスべ ナサ」 とい ふ 訓を 提出して ゐ る。 

武 田祐吉 萬葉史 生手實 (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 三月 號) 

「人 磨 欲 集と 季節」。 卷九 にある 人 麿 敬 集の 欲で、 一 六 九 四から 一 七 0 九の 十. K 首 は 春から 冬に かけ 排列され て る る - 一とに 

注意し、 人 麿 歌集の 原形 を 想像して、 人 麿 集に は 季節に よって 欲 を 分類した 部分が あり、 雜 • 相 聞 等の 部類 立 も 行 はれて ゐ 

たらう と推渊 して ゐる。 

齋 藤茂吉 • 鹿兒 島壽藏 • 落 合 京太郎 • 柴 生田稔 . 佐 藤 佐太郎 •  土屋 文明 • 吉田正 俊 • 藤 森朋夫 . 山 口 茂吉 • 五 保義 萬 葉 集 研 

究 (十八) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 一月！^) 

「人 磨の 欲 十 首」 の 合評。 私の 提出した 三 一、 四 八、 一六 九、 ニー 一三、 一九 八、 二 〇 八 、ニー  九、 二三 五、 二 五一、 二 五一 一一 


の 十 首に つ いて 諸氏の 意見が ある。 

土屋 文明 外 三 氏 萬 葉 集 研究 (十九) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 二月 號) 

1 人 麼と卷 十三」。 眞调の 批評の 示 咬 (五味保義)。 先 後の 間 題に 關 する 覺書  < 柴生 田^)。 傳唱と 個性と (落 合 京 太 郎ー。 卷 

十三 は模 傲の 一種 (土屋 文明)。 

土屋 文明 外 四 氏 萬 葉 集硏究 (二十) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 三月 號」 

「人 麿 作風 の變 遷」。 石 見 時代が 項點 (土屋 文明〕。 變 化と 進展 (五味保義)。 二 つ の 親方 (落 合 京 太郞， )。 前後 二期に 分ち て 

(堀 内通 孝 )0 長 欺 技法 上の 一 現象 (柴生 田 稔)。 

山 口 茂吉. 吉田正 俊 • 柴生田 . 五味保義 . 土星 文明 . 藤 森朋夫 . 佐 藤 佐 太 郡 • 鹿兒 島壽藏 萬 葉 集 研究 二十 I ) (ァ ララ ギ。 

昭和 十 一 年 四月 號 J 

「人 磨の 欲 五 首」、 四 七、 一九 五、 ニー 一、 四 二 九、 五 〇 三の 五 首の 合評で ある。 

山ロ茂吉.吉田正俊*落合京太郎.鹿兒島壽藏.土屋文明.五味保義*藤森朋夫.柴生田^^^ 萬 葉 集 研究 ニー 十二： >  (ァ ララ ギ。 

昭和 十 一 年 五月 號，) 

「人 唐の 欲 五 首」、 三 七、 四つ、 一一 〇 九、 二 五 二、 四 九 七 Q 合 許で ある。 

柴生 田！ ig. 藤 森 朋夫. 土屋 文明. 藤 田涛. 五 tt. 保義. 鹿 兒島壽 藏* 吉田正 俊 萬 葉 集 研究 ニー  十一 二) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 六 

月號) 

「人 唐の 欲 五 首」、 ニニ 二、  二 四 〇、 二 五 〇、 二 六 四、 三 〇 四の 合評で ある。 

鹿兒島 壽藏. 藤森朋 夫. 五味保義. 柴生 田稳. 土屋 文明 • 藤 田 ま？. 吉田正 俊 萬 葉 集 研究 (二十 四) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 七 

七 五 七 
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「人 麿の 歌 五 首」、 二 〇〇、 ニー  八、 ニニ 三、 二 六 二、  二 六 六の 合評で ある。 

土屋 文明 *吉 田 正 俊 • 藤 田 清 • 五 保義. 藤 森朋夫 *柴 生 田 稳* 鹿 兒島壽 蔵 萬 葉 集 研究 「二十 五， >  (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 八 

月號)  - 

「人 麿の^ 五 首」、 ニー 三、 一七 〇、 ニニ  一、  二 五 五、 四 九 六の 合評で ある。 

五味保義. 鹿兒島 壽藏. 竹〕！ n 一忠 吉. 土屋 文明 • 吉田正 俊 • 佐 藤 佐 太 郎*柴 生田稔 萬 葉 集硏究 (二十 六) r ァ ララ ギ。 昭和 十一 

年 九月 號) 

「人 麿の 欲 五 首」、 一一 一 0、 三 九、 四 一、 四 九、 二 五 四の 合評で ある。  . 

藤 森朋夫 . 鹿兒島 壽藏. 柴生田 稔* 五味保義 • 山 口 茂 吉* 藤田涛 * 土屋 文明. 吉田正 俊. 佐 藤 佐太那 萬 葉 集 硏究ニ I 十七) (ァ 

ララ ギ。 昭和 十 一 年 十月 號) 

「人 麿の 敬 五 首」、 四 六、 一一 一二 ハ、 一九 七、 三 〇 三、 五 〇 二の 合評で ある。 

藤 森朋夫 *柴 生 田 稔* 五 tt. 保義. 土 屋 文明 萬 葉 集 研究 01 十八 ：>  (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 十一月 號 ) 

「人 磨の 欲 五 甘」、 四 二、 一六 八、 ニー  二、 四 二八、 四ん 八の 合評で ある。 

鹿 兒島壽 蔵 *柴 生 田稔. 五味保義 • 藤 森朋夫 • 土屋 文明 萬 葉 集 研究 01 十九) (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 十二月 號) 

「人 磨の 欲 五 首」、 ニー  六、 二 四  一、 二 五六、 四 三 〇、 四 九九の 合評で ある。 

武智雅 I 柿 本 集に 就いて (立命 館 文學。 昭和 十 一 年 四月 號) 

佐 伯 梅 友 淀む とも 考 (奈良 文化。 昭和 十 一 年 六月 號) 

卷 一 (三 一) の 三 句 「淀む とも」 は、 假定說 と 現在 淀んで ゐる狀 態 を 見て ゐる とする 說と 二種 あるが、 氏 はこれ は 「修辭 的 

假定」 として、 後者の 解 釋に歸 著して ゐる。 「萬 葉 語 研究」 所^。  . 


森 本治吉 萬 蔞卷 I 「小 網 さし 渡す 一 に 就て (國語 解釋。 昭和 十 一 年セ 月號ソ 

せ 一 (」ー 一八) 0 ー小辋 さし 渡す， 一 を解釋 して、 「さす」 は、 網 を 仕掛ける、 設備す る こと、 「渡す」 は、 行爲 を？ 績 する こと 

であると して、 供奉の 人々 が 幾人 も 連って 小賴 をつ かって ゐる こと だと 解して ゐる。  _ 

佐 藤小吉 柿 本人 窘傳 (大和 志 。昭和 十一 年 七月 號〕 

It 本 氏の^ <n、 人 磨の 血統、 人 奢の 時代 及び その 經歴 について 記述が ある。 

次 田 潤 柿 本人 膂 作歌 選釋 (むらさき。 昭和 十 一 年 七月 號) 

玉藻 刈る (二 五 〇)、 淡路の (二 五 一)、 ともしびの (二 五 四 y 大君の ニー！ 〇 四)、 淡 海の 海 (二 六 六) を 評釋 して ゐ る。 

春 曰井溏 柿 本人 營と 日本 精神の 再 展開 (短 欲。 昭和 十一 年 七月 號：) 

久松潜 I 柿 本人 饗の歌 一首 (解釋 と 鑑賞。 昭和 十一 年 八月 號) 

5^!^三、 天 ざ かる (二 五 五) の 欲の 解 釋篮赏 である。 

篁 作の 柿 本人 丸 像 (報知 新聞。 ニー  五 〇 ー號、 昭和 十 一 年 十 一 月 六日) 

井上 遢泰 萬葉雜 (ァ ララ ギ。 昭和 十一 年 十二月 號) 

「柿 本人 麿の 閱歷の 一 暗示」 と 題し、 後に 「萬 葉 集 追放」 に牧 めら れた。 論の 耍旨は 本文の 方に も 引用した が、 博士 は 人 麿 

が 山城の 國府に 勤務し 班田 使の 下僚な どと して 國内を 巡行した かも 知れぬ と 臆測して 居る。 

花 田 比 露 思 柿 本 朝臣 人 窳呂： t 旅 歌 八 首に 就て (內外 研究。 文學號 第一 一！ 號、 昭和 十一 年 十二月) 

佐 佐 木信辋 上代 文學史 下卷 (； 昭和 十 一 年、 東京 堂發 行) 

日本 文學 全史 (全 十二 册) C 第二 卷。 人 麿の 項に、 人 奢の 業鎮、 出身、 近 江 旅行、 吉野宫 の 歌、 天皇 I 时仰、 安 野の 欲、 妻 

0 死 を 悲しむ 歌、 九州 旅行、 石 見の 妻に 別る る 欲、 人 麿の 死、 人 麿の 年齡、 人 麿の 長歜の 構成と 形式、 人 麿の 精神、 人 麿の 
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短歌 等の 記述が ある。 

森 本健吉 人 寄 歌集の 訓法 (國語 解釋。 昭和 十一 年 十二月. 十二 年 一月 號) 

卷 十一 (二三 九 五) の 初 句 「行 行」 を、 ユキ ュ クニと 訓み、 卷 十一 「秋 柏、 潤 和 川 逸、 細 竹 u、 人不 額面、 公 無 勝」 (： 二 四 七 

八」 の 第 四 句 を ヒ トコ ソシヌ ベ (又は ヒ トニ ハシヌ ビ) と 訓んで ゐる。 

森 本健吉 萬 葉 集に 於け る 訓話と 鑑赏 (文 學。 昭和 十二 年 一 月 號：) 

1 人 麻 DU 集 を 中心とし て」 と い ふ 副題が あ リ、 寓葉集 を 理解す る に は 訓詁 的 態度と 鑑赏的 態度 との 二  W の 融合 を 期す ベ き で 

ある こと を强 調し、 卷十 r® 發春永 R」 (一 八 九 四/ 卷 十一 「我 勢 古 波 幸 座」 n ニー 一八 四) 等を實 例と して 記述して ゐる。 

澤瀉久 孝 枕詞 を逼 して 見た る 人 營の獨 創 性 I 國語 ，國 文。 昭和 十二 年  一 • 二月 號」 

人 麿の 歌に ある 枕詞 をば、 人 麿 作品に 初めて 見える もの、 記紀に 例の ある もの、 萬 葉 集中 人 Is 以前 又は 前後 不明の もの、 こ 

の 三種に 分って それぞれ 實 例によって 說 明し、 枕 If 使用 上の 人 麿の 特徵を 考察して 獨創性 を 立證し て ゐ る。 從 3^ として、 

「あし ひきの」 「たまき はる」 「とぶ とりの」 「あさ もよ し」 等の 枕詞に つ いて 注目すべき 解釋が ある。 

早 水域 春 . 中 津賢吉 . 三 鬼實 . 國枝稔 . 飯 喜八郎 • 原 田 春 乃 . 小 泉 光男 . 伊東 仲 子 全人の 立場よ リ見 たる 萬 葉 歌人 (欲と 觀 

照。 昭和 十二 年自 一 月 至 七月 號) 

「w 本人 麿 論」 が 七囘に 亙って 載った。 作品の 制作 時代 調査、 人 麿 9 生涯、 作品の 風格、 妤情的 作風、 作品に 流れて ゐる糖 

神、 n マ， ン的 傾向、 皇 に關 する 詠進 歌、 大君に 對 する 觀念、 挽 欲、 人 麿の 血液型の 想定、 人 唐の ふ * 相 聞 * と 人 麿、 死 

相の-表現、 人 麿と 戀愛、 人 磨 欲 集の 歌、 人間性に 無關 心な 人 麿、 ： ぬ 澄 主義者、 一種の 形式主義 者、 人 磨の. 然觀、 長 欲 作者 

としての 人麼、 戀 欲と 人 麿、 皇室 尊崇の 歌と その 歌風、 人， 麿の 本^、 全人 的な 人 麿 等の 諸. 項が ある。 

吉原敏 雄 柿 本人 營 とその 頃 广 むらさき。 昭和 十二 年 二月 號) 


淺野晃 人酼呂 的な もの (思想。 昭和 十二 年 四月 號) 

拙著 「布 本人 麿」 (總 論篇) の 私見 を參 照しつつ 「人 喊呂 的な もの」 を 考察した もので、 特に 「悲劇的」 と 「カオス」 とに 注 

せ， -し、 モ して 赤 人と 比較す る ことによって 人 麿 S 特質 を考 へ、 人 麿 作歌の 性格 を 「渾沌からの 慟哭」 とい ふ-一とに 耍 約し、 

『人 の 青 熱 とい ふの は、 渾沌からの 慟哭であった。 個體 のなかで 個體を 超えて 波立って ゐる 民族の 生命の 原始的な 號 叫で 

あった。 (中略) 人 麿 は 個性的 欲 人と してで はなく、 むしろ 民族的 欲 人と して、 國 家と 民衆と に 代って 渾沌から-の 慟哭 を 欲 

つた 0』 といって ゐる。 

國崎望 久太耶 柿 本人 營論 について r ホト ナム。 昭和 十二 年 四 • 五 月號) 

中島 光風 玉 頓存疑 (文 學。 昭和 十二 年 五月 號) 

「*1?$〕 とい ふ 枕詞 は、 もと 「ほのか」 にか かる 語で あらう。 モれ ゅゑ雅 澄の 如く 玉 力 ガヤ クと いふ 意味に 解す るの は當を 

得な いだちう として 疑問 を 提出して ゐる。 

中河與 I 人齊 並びに 人 窘 歌集の 歌 (：コ ギト。 昭和 十二 年 五月 號) 

白 畑よ し 入營 像の 像容に 就いて (美術 研究。 第 六 年 第 六號、 昭和 十二 年 六月) 

術 史# 門 的 Q 論文 で 有益 で あ る。 氏 は 大體足 利 期 以前までの 畫像 にっき 四 種 新の 系統に 分 興した。 ョ 

體右 向に して 右手に^、 左手に 紙、 欲 を 案ずる 像容、 碟 g を 像の 前方に 置き、 上 に 坐す。 (二) 信赏視 夢に 本づ くもの 

宗 自赞の 人 唐 像で 高 橋捨六 氏藏の ものな ど は それに 近 かちう。 『今 世 所在 者 藤 原 信實卿 m. 其 所 夢 施 之 於 事 持 來要赞 於 其 上』 

1K 々とい ふ赞が ある。 左向き、 又は 榮賀筆 系統 9 もの、 等 これに 屬 せしめて いい。 (一一 一〕 岩 M 流 (行：^ « 岩； ^ 流) 像容。 行 

$T か 吉野大 峰に こもつ fc 時 夢 を 親た のに 本づ く。 虎の 皮に 坐す る もの、 梅樹を 配す る もの 等の 變化も ある。 人^ 惟の 態 は 

行 *sHi2 行の 趣と 相 通ず る。 虎の 皮 は、 延喜 式に、 「凡 五 以上 聽レ用 M 虎 皮 一 何 豹お 者參讒 三位 聽レ 之お 餘不レ 在 一一お K 一」 と ある 

七 六 一 
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如く、 獸 皮が 唐； i として 上流 人に 愛用せられ た。 なほ 先 德圖像 中には 河 上 ヘムが 豹の 皮 を 敷き、 吉 儸 大臣 入唐 緣詞 にも 虎の 皮 I 

を 敷いて ゐ る。 (四ン 唐 服 像容。 古典 尊重、 復古の 氣 運の 興った 嫌 倉 時代に 於て 服装 もまた 復原 傾向 を帶 びた もので あらう。 

0 結論と して、 『是れ を 要するに 以上 四 系統の 人 麿像容 は、 其の 一 々に 就いて 發 生の 年代 的 推定 を 加へ る こと は 困難で あ，々 

が、 兼 房視 夢の 像容を 首と し、 信實視 夢の 像容 なる もの を 是れに 次ぐ ものと して、 其の 他の 岩 尾 流 及び 唐 服 像の 二 系統 は、.： 

其の 像容の 特異に 過ぐ る を 見ても、 恐らく 人 麿 像の 多数が 畫 かれた に 及んで、 故ち に 新樣を 望み 新 意 を 加へ て圖繪 された も 

ので、 漠然とながら も、 其の 源流の 嫌 倉 末期 以上に a でない もので ないかと 推定され る』 と 云って ゐる。 

井上通泰 萬 葉雜話 (：ァ ララ ギ 。昭和 十二 年 七月 號)  一 

「水 良 玉、 五 百 都 集 乎、 解毛不 見」 (卷 十、 二 〇 一二) の解釋 であるが、 當時 地方 官 などが 歸 京に 先だって、 地方の 特產物 一 

をサ キミ ャゲ として 贈る 習し があった だら うと 想像し、 この 歌 も 牽牛星が 織女 屋を訪 ふ 前に、 サ キミ ャゲ として 「しも 玉の i 

いほつつ どひ」 卽ち 眞珠を 贈り、 織女 は その 包 を 解いて 見る 事 もな く 只 ひたす ち 牽牛を 待つ 趣の 欲 だら うとい ふので ある。 ： 

宮 崎 昇 人 麻呂集 爲孪考 (短歌 鑑赏。 昭和 十二 年 七月 號) 

武 田祐吉 萬葉史 生手實 (ァ ララ ギ。 自 昭和 十二 年 八月 號至 十五 年) 

〇 「称 本人 麻呂の 妻」 に關 する 考察 は、 人 麿 作と 明記 せられた 歌、 人 磨 歜集 おの 歜 全部に わたっての 考察で ある。 『持統 天 一 

皇の宫 女であった らうと 思 はれる 人 麿の 妻 は、 紀 伊の 國へ の 行幸の 後、 夫に. 5^ 立って 死んで しまった。 行 を 共に したの は 多： 

分 四 年 九月の 行幸の 度であった らうと 思 ふ ので ある。 この 妻 は 天皇の 宮女 として、 人 麿 は 舍人モ の 他の 役人と して 行った の 一 

であち う。』 『輕に 居た 妻、 纏 向に 居た 妻、 引手の 山に 葬った 妻 は、 同じ 人であった ので は 無から. うか。』 『赛 日なる 羽 易の 山 

に、 妻 を 求める 人麻呂 のこの 歌 は、 都が 奈*< に遷 されて からの 作で あらう。』 〇 「柿 本人」 i 呂の 歌集」 は、 人 麿 歌集の 全 再 

一 

的な 精細に して 極めて 有益なる W 究 である 。目下な ほ繼繽 中で あるが、 其 歌 數を三 八. K 首と 定めて、 モ の內〈^^:及び发現法0ー 


二 大部 門に 分かち、 表現 法 中 その 用字 将 QW 究、 表意文字と 表 昔 文字との 配當、 正字と 假字、 書 樣の顯 倒、 具睿、 省略、 助 

動詞 助詞の 書き方、 その 省略 法、 用言の 書き方、 題詞の 書き方、 訓假 字の 多種 複雜性 等に ついて 調査し、 作者 姓名の 略記、 

漢字の 正 用、 漢字 風の 記載 を 論じ、 『人 麻呂 歌集 は ある 一人の 書留と しての 性質 を 見る』 とも 云 はれて ゐ る。 つ 私の 人 麿^ 

嚷 に關ナ る考の 誤が あったら、 博士の この 精細な W 究 によって、 是正 せらるべき である。 

澤瀉久 孝 萬 葉 集 訓詁 私案 (ァ ララ ギ。 自眧和 十二 年 十月 號至 十三 年 二月 號，) 

こ 0 「さやぐ 攻」 は、 卷ニ  (1 ニニ 一一) の歜の 一一 一句 「亂 友」 の 訓を檢 討した もので、 舊訓 ーミ ダレ ドモ」 をせ 定 して、 r サャ 

ゲ ド モ」 訓 む-説に 落 著いて ゐる。 

佐 佐 木 信^ 怖 本人 丸 明 石の 松 蘇 利 (圃 語と 國文 學。 昭和 十二 年 十 一 月號) 

「柿 本人 丸 明 石の 松 蘇 利」 とい ふ 書の 紹介で、 原本 は 鳥居 涛滿が 寳曆十 年に 作った も Q であると いふ。 人 麿の 生涯 を 物語 風 

に 書、， たもので、 事 镇等も 全然 架空で ある。 

鈴 江 歌聖 人耆 (古典 研究。 昭和 十二 年 十二月 號) 

久松潜 I 萬 葉 集に 現れた る 日本 精神 r 昭和 十二 年、 至 文堂發 行) 

なかに 「柿 本人 麿の 欲」 の 項が ぁリ、 天 ざ かる (卷！ 一一、  二 五 五) を評釋 し、 『人 麿が 特に 倭 烏と いったの は 日本と いふ こと を 

意識し ないで 用ゐ たので あらう が、 自ら 人 麿の 國家 意識が 現れて ゐる Q である。 萬 葉 歌人の 中で も 特に 神ゃ國 家の 思想 を强 

く 抱いて 居る 人 麿が 自. ら俊 島とう た つ た の であらう。』 といって ゐる。 

伊藤左千夫 短歌 文學 全集 . 伊藤左千夫 篇 (， 昭和 十二 年、 第 一 書 Has 發行) 

「s- 欲文孽 全集」 の ー篇 で、 欲 1! 中 「柿 本人 麿 論」 が ある。 

水 野一彥 再び r 人耆」 について (抒情 。昭和 十三 年 三月 號) 
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佐 野 保 夫 人 丸 神社 (飛魚。 昭和 十一 一一 年 五月 號ソ 

次 田^ 萬 葉 集選釋 (むらさき。 昭和 十一 一一 年 五 • 九月 號) 

「人い ip" の 挽歌」。 玉藻よ し a 一二 〇)、 妻 も あらば (ニニ 一)、 天 飛ぶ や (二 〇 七：)、 秋 山の (二 〇 八) C 解 釋鑑霣 が ある。 

石 并庄司 人營の 長歌と 叙事詩 的耍素 (日本 文學。 昭和 十一 一一 年 六月 號) 

日 文 本學に 於け る 救 事 的展 iS の 源流と して 人 麿の 長歌 を 考察した ものである。 

宮崎健 三 人 蜜の 作品に 於け る詞 句の 別傳 (國 語。 昭和 十一 一一 年 七月 號， } 

人 麿 作 欲 中、 一 云. 或 云と いぶ 注の 多い ことに 注意し、 この 別傳は 製作 當 時の 一案で あらう とい ひ、 殊に 『越 野 過去、 一 云 

乎 知 野爾過 奴』 に 就いて 詳論が ある。 

今 井福 治郎 拾 遣 集と 入營 (學苑 。昭和 十三 年 九. 十お 號) 

中島 光風 廣 島と 柿 本人 營 (雲雀 笛。 昭和 十三 年 十二  H 號，) 

廣.： S 市の 西郊 宫內村 明 石の 里に 傳 はる 傳說を ^介 批判し た も Q で、 口碑 は 人 磨が 石 見から-上京の 途次-一 ■。 地に ^在 し て 一 ほ 

のぼのと」 の 歌 を 詠んだ とい ふの である。 然し 「藝 備國 It 志」 (績々 群 睿教從 所收) に は 『宮. S 之 明 石 村 者 相 傳山迻 赤 人 之 

所レ 走.^ 舊 SS 未レ見 一一 其據ー j と ある。 

宇 野浩ニ 一途の 道 (昭和 十三 年 、一一 一 和書 歷發 行) 

なかに 「齋藤 茂 吉と柿 本人 磨」 とい ふ ー篇が ある。 

西 角 井正慶 柿 本 集 對照表 (國 文學 論究 第 九册。 昭和 十四 年 一一 一 月) 

本 集に ついて、 類從本 (新 校 群 書類 從) と、 三十 六 人 集 本 へ 校註 國歌 大系) と を * 號 によって 對 照し、 一 てれと 萬 葉 集、 古 

今 六帖、 モの 他の 勅撰集と を 比較し それ を國 歌大觀 の番號 によって 示して ゐる。 骨の 折れた くにしい は 事で ある。 私も^-の 


對照裘 は 一 部 作 装し たが 全部で た か つ た .，1" ら、 私 の 作 裂した 對照表 の 不備な 點は こ Q 對照 表に よ つて 補 ふ- -とが 出来 る 。 私 

の も 0 に旣に 校正 濟で あつたから その 儘に して 西 角 井 氏の 對照表 は參考 しな か つ た。 

坂 口 保 入 麻 呂罾旅 難訓 歌 一首 r 短歌 研究。 昭和 十四 年 九月 號) 

一三 津培、 浪矣 恐、 江 乃、. 舟 公、 宣奴 島爾.  一 r 卷三、 二 四 九) の訓 につ 、し-新， ぎて 提出した も， 0 であ r つ 「公宣」. にもと 「人 

な 一」 であらう とし、 終に 「向」 字 を 補って、 r 三津 の培浪 を かしこみ 隱リ 江の 舟人 サヮゲ 奴 島 二 向 キテ」 C 或は 生 田 幸 一氏の 

：リ 法に 從ひ 「舟」 の 下に ー爾」 を 捕って、 「舟 ナル 人ヲ呼 パフ 奴 鳥 二  • 舟 ナル人 ヲ呼ブ モ奴島 二」 と訓 まう とし、 最後に 氏 

フネ ナル ヒト ヨブ モ ミス メ  -I  I 

は 萬 葉 地理に 照らして 「舟爾 人、 喧美奴 馬爾」 とい ふ 訓に落 著いて ゐる。 

四 雜誌、 講座、 單行本 等の 文章に して 人 磨、 人 麿の 歌に 言及せ る もの 

平 田寫撒 歌道 大意 (明治 十八 年 發行) 

--:?^^海^9  G 人窘社 に つ き、 『石 見ヲ治 ラレ タル 國司ナ ドノ 私-一 鎮座 ィ タ シ タエ-ノト 見 一一 ヅ. デ ゴ ギル』 と、， ひ、 『ほ Q  >if の と』 

Q 欲に つき、 俗：！^ に、 この 欲が 過去 現在 未來 三世 佛法 Q 妙理 をのべ たもので、 モれに は 深 秘ロ傳 あるな どと いふの を、 『牽 

强附會 カッパ の K を 見た やうな 條， 武』 だと 云って ゐる。 また、 欲 神、 和 欲 三 神に つ いても 論じて ゐる。 

久保 田米傳 米傳 晝談 r 明治 三十 四 年 十二月、 松邑 一一 一松 堂) 

「人 丸の 像」 についての 記事 ぁリ、 小 野 篁 作の 蓽圔も ある。 

あらたま 同人 萬 葉 集 短歌 研究 (あちた ま。 昭和 二 年 四月 至 十 年 四月 號ン 

中島 光風 寄 物陳思 歌の 表現 方法に ついて (國 語と 國文 SIT 昭和 四 年 八 S 號. > 
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五味保義 萬葉卷 十一 • 十二の 類歌 r 國文雜 誌。 昭和 六 年 五月 號) 

橋 本敏夫 萬 葉 集 十一 一 鴨 川」 の 歌に ついて (短 敬 研究。 昭和. 六 年 十月 號) 

青木 三 二 人 窘と赤 人 (短 欲 草原。 昭和 九 年 一 月號) 

土屋 文明 萬 葉 集 歌人の 研究 (昭和 九 年 十二月、 日本 文學 講座 第 七卷。 改造 社) 

「人 麿 を 中心とする 作者 群」 の 一項が ある。 

人 見圜吉 人 窘 • 赤 人. 憶 良 (學 苑。 昭和 十 年 一 月號) 

淡 海の 海 (卷 三、 二 六 六)、 久方の (卷 一一 I、  二 四 〇)、 東の (卷 一、 四 八)、 春の 野に (卷 八、 一四 二 四) の^ 釋 鑑 賞が ある。 

齋 藤茂吉 童 馬 山 房 夜話 (ァ ララ ギ。 昭和 十 年 五月 號)  . 

人 麿が 石 見の 角 Q 里に ゐた娘 子と 情交 を 結ぶ やうに なった 事情、 叉 「貝」 を 「映」 の 意に 使った 地名に ついて 述べた。 

野田實 久米 のさら 山 和歌 宮 (山陽 新報。 昭和 十 年 八月 二十四日) 

久米 Q さち 山 和 敬 宫の祌 札が 疫病 除け になる とい ふ 理由 を 考察し、 修理 大夫顯 季が美 作 守に なった 時、 和 欲 宫の勸 請が こ の 

人に 結 托せられた からだら うと 云って ゐる。 

吉水千 之 萬 葉 集の 音韻 罄 調の 硏究 (文 學。 昭和 十 年 十月 號) 

人 麿 • 赤 人 • 憶 良 • 家 持 • 福 麿の 短歜を 比較した 一 項が ある。 

吉水千 之 萬 葉聲調 試論 (國 語と 國文學 。昭和 十 年 十一月 號」 

一人 麿 • 赤 人 • 億 良の 韻律 研究」 とい ふ 副題が ある。 

進 藤 清 常 滑 試論 (鳴 澤。 昭和 十 年 十 一 月號)  ， 

「常 滑」 は、 水 笞の附 著した なめらかな 恒久 岩で あらう といって なる。 


窪 田空键 現代 歌論 歌 話 叢書 . 窪 田 空穰篇 (昭和 十 年、 改造 杜〕 

なかに 「梳 本人 麼」 の ー篇 があって、 拙著 「柿 本人 麿」 を 紹介され、 それ を検緣 として 人 麿 を 論じて ゐる。 

太 田水蘀 現代 歌論 歌 話 叢書 • 太 田 水蘀篇 (昭和 十 年、 改造 社) 

「人 麿 的なる の、 赤 人的なる も Q」 が ある。 舊稿 である。 

宇都 野 研 萬 葉 ロ譯集 (勁 草。 昭和 十 一年  一 二 丁 三 • 四 • 十月 號 J 

去年 見て し (卷 二、  二 一 一  ：)、 衾 道 を (二 一 二)、 現 身と (二 一  三)、 去年 見て し (二 一  四/ 衾 道 を (二 一 五/ 家に 來て (二 

一 六)、 秋 山の (二 一  七)、 ささな み の (二 一  八/ 天數ふ ニー 一  九/ 玉藻よ し (ニニ  0)、 妻 も あらば (ニニ  一  / 奥つ 波 

(ニニ 二)、 鴨 山の (ニニ 三)、 今日 今日と (ニニ 四/ 直の 逢 は (ニニ 五)、 皇に (卷 三、 二三 五)、 やすみし し (同、 二！ 一一 

九)、 久方 Q  (同、 二 四 〇)、 み津 Q:S  (同、 二 四 九/ 珠藻 刈る (同、 二 五 〇)、 淡 路の广 同、 二 五  ー，/ 荒 妙の (同、 二 五 二， r 

稻日野 も (同、 二 五 一 一一)、 ともしびの (同、 二 五 四)、 天 離る (同、 二 五 五/ 飼 飯 海の (同、 二 五六)、 やすみし し (同、 

二 六/ 矢 釣 3  (同、 二 六 二)、 物 部 Q  (同、 二 六 四/ 淡 海の 海 (同、 二 六 六)、 なぐ はしき (同、 三 0110、 大王の (同、 

三 〇四：>、 草枕 (同、 四 二 六/ 隱 口の (同、 四 二八/ 山際 ゆ (同、 四 二 九へ 八 雲 刺す (同、 四 三 〇) の ロ譯が ある。 

神月 素兒 萬 葉 集硏究 (大和。 昭和 十 一 年 一 月號) 

柿 本人 麿の 歌 を 主として ゐる。 

品 田太吉 溫古隨 筆 广香 蘭。 昭和 十 一 年 二  • 七月 號) 

『121 立 J1 广卷  一、 二 九) は カス ミタチ と、 叉 『遣悶』 (卷 二、 一九 六 •  二 〇 七) .に ォ モヒャ ルと訓 むべき だとい ふ說 である。 

坂 村眞民 人 管 型と 赤 人 型 (蒼弯 。昭和 十一 年 四月 號」 

« ？津初 萬 葉 集 研究 1- 野菊" 昭和 十 一 年 五月 號. > 
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谷馨 歷代 名歌， 評釋 - 記紀 萬 葉篇) (昭和 十 一 年、 交 蘭 社 發行) 

力 |ル*フ0| レンツ 著、 篠田 太郎. 土方 定 一共 纖 曰 本文 學史 r 昭和 十一 年、 樂浪 書院 發； 订) 

人麼の 欲に も 觸 れてゐ る" 

武 田祐吉 萬 葉 集と 忠君 愛國 r 昭和 十一 年、 ョ 本文 化協會 53 版部發 行〕 

「天皇の 聖德」 の 項に 人 麿の 敬が 引かれて ある。 

金子 薰園 歌の 作リ 方-昭和 十一 年、 新潮 社發 行) 

「歌の 味 ひ 方」、 「古今 名 欲 評釋」 の 二 章に 人 磨の 作 を あげて ある-。 

高 嵴正秀 萬 葉 集叢考 (昭和 十一 年、 人文 書院 發行)  . 

なかに 「柿 本傳 私見」 ー篇が ある。 

田 中 健 三 萬 葉 集の 訓と解 (國語 解釋。 昭和 十二 年 一 月 號，) 

卷  一 、 一一！ 〇 二 I 二.  一一 二： . 三 六 • 三 七 • 三 八 • 三 九の 歌に つき、 來の 諸. 説 を 批判した ものである。 

豐田 八十 代 萬葉卷 一 の硏究 (花房。 昭和 十二 年 6 一  月 至 九月 號：) 

卷  一 、 二 九. 三 〇• 一一 一 一  . 三 六 • 三 七. 四 〇 • 四  一 • 四 二  • 四 五 • 四 六 • 四 七 • 四 八 • 四 九， の 語 釋ロ譯 が ある。 

田 中 勘 次 古今の 愛 請 歌鑑貸 r いぶき。 昭和 十二 年  一 ニー 了 四月 號) 

なかに、 淡 海の 海 (卷 一一 一、 二 六 六)、 け ふけ ふと (卷 二、  ニニ 四：)、 袖 振る が (卷 十一、 二 四 八 五./ 鳴る 神の r 同 *  二 五 

一一 一)、 もののふの (卷ー 一一、 二 六 四/ あま ざ かる (同、 二 五 五) の 鑑赏が ある。 

宇都 野 研 萬 葉 口 譯菓 (勁 箪。 昭和 十二 年 二月 號」 

卷四、 四 九. 四 九 七. 四 九 八. 四 九九 .五〇 一 .五〇 二  .五〇一 一一の ロ譯 である。  . 


池田毅 萬 葉 集 短歌の 鑑寅 (欲と 評論。 昭和 十二 年. an 二  至 七 號， } 

卷 一 、 四 八。 卷ニ、  ニー 一一  II  • 一  三 七 ニニ 六. ニニ 四。 卷三、 二 五 一 等 0 人 *! 作の 鑑赏が ある。 

次 田 潤 萬 葉 集選釋 (むち さき。 昭和 十二 年 一一 了 四月 號」 

た， パに、 r 卷 十一、 二 四 九 〇y 大船の 「同、 二 四 一ーー六)、 古の (卷 十、 一八 一四 J の 人 麿 欲 集の 欲の 解釋 批評が ある。 

中 塚莞ニ 初學 講座、 萬 葉 集の 七 及 I  0  (不二。 昭和 十二 年 三 . 八月 號) 

あかね さす (卷 二、 一六 九)、 鴨. W の (- 同、 ニニ， 一 ラ、 け ふけ ふと (同、 ニニ 四  >- 秋 山の r 同、 二 一七)、 たちち ねの r 卷十 

一、 二 四 九 五) の 簡單な 解釋が ある。  . 

岡 本 明 萬 葉 名歌 鑑賞 「： とだ ま。 昭和 十二 年 一一 一. セ. 十， 十一月 號) . 

あ ふみの み (卷 三、 二 六 六/あし ひきの (卷 七、 一 〇 八 八)、 しきし まの (卷 十一 一一、 三 二 五 四)、 ゆけ ど ゆけ ど (卷 十一、 

ニコー 九 五) の 解 釋鑑赏 が ある。 

齋 藤茂吉 制作と 研究 (文 學。 昭和 十二 年 五月 號) 

文中、 卷ニ 「一 三  一一 n の 「涛爾 i 友 J の訓釋 について 一 言した。  . 

五 保義 第三 句の 末尾に 助詞 「は. 一 を 有する 短歌 (文 學。 昭和 十二 年 五月 號) 

表題 やうに 特殊な 表現 法を對 象と した 考察で あるが、 人 麿 作 「八 雲 さす」 r 卷ニ、 四 ーーー0) の 孰に 論及して ゐる。 

今 并邦子 萬 葉 集 歌 話 (明日 香。 昭和 十二 年 五 • 六月 號) 

玉 揮 (卷 ；、 二 九)、 ささな みの (同、 一一！ 〇y ささな みの (同、 三 一) の 評釋が ぁリ、 人 i^: についての 槪 が ある。 

薄并 I 萬 葉 集 私 解 (くぐ ひ。 ie 和 十二 年 五 • 九 月號〕 

ひさかたの (卷 十、 一 八  一 一一/ たちち ねの (卷 十一、 二三 六 八) の 評释が 見える。 
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丸山靜 人窘 再興 C 杆情。 昭和 十二 年 六月 號) 

拙著 「柿 本人 麿 評 釋篇」 を 紹介した 文章で ある。 

山 本康夫 萬 葉 集 卷四珠 衣の 歌に ついて (腐 樹。 昭和 十二 年 七月 號) 

たまぎ ぬの f 卷四、 五 〇 三) の解釋 である。 

木 之 下 正 雄 歌 語雜考 (あけび。 昭和 十二 年 七月 號)  . 

「人 麿の 歜 一首」 として、 ささな みの (卷  一、 一一 二) の 歌の 解釋が ある。 

島 津久基 日本 文學史 (岩波 講座 國語敎 育、 昭和 十二 年 八月) 

北 佳敏夫 齋 藤茂吉 氏の 入齊觀 (文化。 昭和 十二 年 九月 號) . 

加 藤政吉 萬 葉 集 講話 (東邦。 昭和 十二 年 九 *十. 十二月 號) 

泊瀨河 (卷 九、 一七 七 五/黄葉の (同、 一七 九 六)、 ひさかたの (卷 十、 一八 ニー) の 解釋が ある。 

中 村憲吉 萬 葉 集 短歌 輪講 (中 村憲吉 全集 第二 卷、 昭和 十二 年、 岩波 書店 發行) 

大正！ 一一  年 六月よ" 昭和 五 年 一 一 一月に かけて、 雜誌ァ ララ ギに 載った 共同研究の 中 か ら 憲吉 執筆 の 分 を 抽. い たもの で あ る 。 

岡 本 明 . 伊藤 壽 一 萬 葉 名歌 評釋 (昭和 十二 年、 言 靈肚發 行) 

「淡路 の」 (卷 一一 一、 二 五一) の 註 釋鑑赏 が ある。 

品 田太吉 萬 葉 集の 訓 ss^ について (短 欲 W 究。 昭和 十三 年 十一月 號) 

I 一一 項 中 「春 葉 茂 如」 「四 能 乎 押 廳」 Q  二つが 人 磨の 歌に 關 する。 「春の 葉」 は 人麼の 新造 誇で あらう とい ひ、 「押 糜」 を舊訓 

G まま オシ ナミと 訓 むべき こと を 云って ゐる 0  . 

次 田^ 萬 葉 集 抒情 歌の III 樣式 (學 苑。 昭和 十一 一一 年 十二月 號) 


J 梁 潮 一雄 萬 葉 集の 鑑寅 (s? 和 十三 年、 奥 文閣書 isis 發行) 

久松潜 I 日本 文學 評論 史 (昭和 十一 一一 年、 至 文堂發 行) 

五 人 麿 地理 文獻 

日本 國花萬 葉 記 (菊 本賀 保、 元祿十 年) 

石見國 名所 之 部に、 妹 山、 渡リの 山、 高角 山、 石 見 野、 かちの 浦、 石 見 かた を 記入して ゐる。 

大并 直ニ郎 萬 葉 集 大和歌 枕考 (昭和 八 年 九月 、曼陀羅 社 發行) 

山 田梅吉 獵路の 池 (大阪 朝日 新聞 奈良 版。 昭和 九 年 一 月 六 • 七日) 

路池 の 位置 を 現在 の 榛原 盆地で あ らうと 推定し てゐ る。  へ， 

齊 藤茂吉 鴨山考 (文 學。 昭和 九 年 十月 號) 

「柿 本人き」 (總 論篇) に附錄 として 收 めた。 

島 本 正義 雷 岡に ついて (大和 志。 昭和 九 年 十一月 號) 

奧野健 治 萬 葉 大和 志考 (昭和 九 年、 同人 社發 行」 

大和に 翻す る！ € 葉 地理の 考證 で、 五十 昔 順に 地名 を 排列し、 諸， 説 を 擧げて 歸趨を 明 かにし、 萬 葉の 例 欲 を も 掲げて ゐる" 人 

0 に關す る 項 目 も當 然 多く 見え る 。 

北 |« 正 男 狭 さ 島 f. 一  路。 昭和 十 年 三月 SiO 

isl 茂吉 童 馬 山 |房 夜話 (ァ ララ ギ 。昭和 十 年 四月 號) 
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「鴨 山考」 に關 する。 

阪ロ保 萬 葉 集 大和 地理 辭典 (短歌 研究。 昭和 十 年 四月 號ソ  、 

萬 葉 集に ある 大和 關 係の 地名 百 二十 一項 を 五十 昔 順に 排列して ある。 地名 を 假名 書に し、 モの 下に 萬 葉の 用字 例 を 擧げ、 降 

地 測量 部 地圜の 所屬を 注記し、 實地 踏査 道順 を も 示して ある。 

豐田 八十 代 所見 二つ (國 學院雜 誌。 昭和 十 年 七月 號.) 

K 口 氏の 「萬 葉 集 大和 地理 辭典」 に對 する 異見 二 項で あるが、 その 一は 秋津 野に 關 する。 

川 田 順 入 營と卷 向 地方 (短歌 研究。 昭和 十 年 四月 號：)  • 

人 麿 欺 集に 卷向 地方 を 詠んだ 歌が 多い ことに 注目して、 人 麿 は 穴 師の里 あた リに假 虎した ことがある だち う、 叉り 月 嶽の麓 

に 隱妻を 置いて ゐ ただち うと 推測して ゐる。  - 

齋 藤茂吉 童 馬 山 一房 夜話 (ァ ララ ギ。 昭和 十 一年 三 • 十一 月號) 

一， 人 la 萬 葉 地理 正誤」、 「鴨 山考 補註 篇 正誤」 が ある。 

中 村 耕 三 鴨 山 は 三 瓶 山なら ず や (心の 花。 昭和 十一 年 四月 號) 

石 見安瀵 郡の 三 瓶 山 はもと ミカ メャ マと 云った だら うとい ふ 推定 を根據 として 人 麿の 終焉 地力 モ山 に關聯 せしめた 說 であ る 

齋 藤茂吉 鴨 山 「三 瓶 山」 說に 就いて (ァ ララ ギ。 昭和 十 一 年 六月 號) 

三 瓶 山 は 佐比賣 山から 轉 化した ものである こと を 云って、 前項 中 村 氏の 說を 否定した。 

小島 贞三 柿 本 寺と 歌 塚 (大和 志。 昭和 十 一 年 七月 號) 

人 麿 の 遣 跡 を 記し、 櫟本町 極樂寺 の 歌 絮緣起 を 紹介し てゐ る。 

中 河與ー 人轡 地理 (東京 朝 H 新聞 。昭和 十一 年 十月 十七— 十九 日) 


佐 美 島、 人 磨 岩、 中之水門に つ ぃて5^-してゐる* 

中河與 I 佐 美島考 C ごぎ やう。 昭和 十一 年 十 • 十一月、 十二 年  一 .3 號. > 

さみね 

人 麿 作、 譜 岐狭岑 島の 歜 にある、 狭專島 (砂彌 島) の 踏査 考證 で、 人 麿 欺の 場處は 東海岸で あらう とい ふので ある。 よって 

みなと 

其處に 「神 本人 麿 碑」 (川 田 順 氏 書) を 建立 (昭和 十 一 年 十 一 月 二日) したのと 關聯 して 居る。 なほ、 『なかの f;K:』 にっき、 

『結論 的に 云へば、 地名と して は、 まぎれ もな く 今の 仲 多 度 郡中津 であ リ、 實 際の 場所と して は、 寧ろ 中 津ょリ は丸龜 寄り 

ではない かとい ふ 事で ある』 と 云って ゐる。 

井上 雪下 出 雲 風土記に あら はれた る 山陰 山陽の 交逼 (水 甕。 昭和 十二 年 一一！ 月號) 

出 雲 風土記の 記事に ょリ、 仁 多 郡、 飯 石 郡、 大原 郡、 神 門 郡 中の 『割』 の 記事 を 調べ、 『石 見から 大和への 旅に も備後 通過 

の 事 を 容易く うな づ かせる わけに もなる ので ある』 とい ふ 結論に なって ゐる。 この 出 雲 風土記の 『剗』 のこと は、 私 も 「總 

論篇」 ニニ ハー 頁)、 「鴨 山考 補註 篇」 (五八 頁) で、 旣に 注意して 置いた ものである。 

保 田 與重郎 佐 美 島に 建つ 怖 本人 營 歌碑 (コ ギト。 昭和 十一 年 十一月 號，) 

石 田 美 枝 名ぐ はしの 佐 美の 島 o」 ぎ やう。 昭和 十一 年 十二月 號し 

齋 藤茂吉 辛 乃崎考 (文 學。 昭和 十二 年 一 月號) 

卷ニ  (ニー 一 五) の 長 欲に ある 「辛 乃埼」 を 現在の 唐 鐘 浦に 擬し たもので ある。 この r 雜 纂篇」 に收 めて ある。 

佐 佐 木信辋 萬 葉學の 流布と 砂 彌の島 (ごぎ やう。 昭和 十二 年 五月 號， * 

田 村吉永 大 津京考 (大和 志。 昭和 十二 年 八月 號」 

齊 藤茂吉 藤原宮 御并考 「文 學 。昭和 十二 年 八月 號) 

中 河舆ー 萬 葉の 精神 (昭和 十二 年、 千 倉 書房 發行」 
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「佐 美 島考」 「瀨 戶內 海と 萬 葉 集」 等が ある。 雑纂 篇に抄 して 置、， た。 

攝井涛 五郎 藤原宮 御井 歌考說 (國 學， 院雜 誌。 昭和 十一 I 一年 一 月 號，) 

「井」 の 本義 は 「居」、 御井 は 御 居で あると して、 「藤 原宫 御井」 は 「藤 原宫 皇居」 の 意と 解し、 本文の 『御井 之涛 水』 を も 

一. 皇居の 涛 水」 と 解して ゐる。 それ は 域 安池の 唐 水で、 城 安池 は 藤 原宫の 內襄の 北に 接して 在った だら-つと 想像して ゐる。 

齋 藤茂吉 鴨 山後考 (文 學。 昭和 十三 年 一 月號) 

人營 3 終焉 地 「鴨 山」 を 石見粕 村 湯 抱に 發 見した ことの 報告で ある。 

大井 重ニ郎 萬 葉 集 攝河泉 歌枕 考 (昭和 十四 年、 立命 館 出版部 發行ソ 

萬 葉 集に 見える 攝津. 河 內. 和 泉三國 の 地名 七十 一 項に ついての 地理 研究で あるが、 モ こに 人 麿鼸係 Q 地名が 含まれて ゐる。 

人 麼文獻 追加 

木 公迂人 人 丸 赤 人の 優劣 (知 玉 叢 誌。 一一 一四、 明治 二十 三年) 

花 友情 仙 入 丸 赤 人 優劣の 辯 (知 玉 叢 誌。 一一 一 五、 明治 二十 一二 年) 

IS 野 由 之 萬 葉 集 講義 (文 學 第一 號ょリ 、明治 二十 五 年) 

新 貞老 萬 葉 集 摘 英新釋 (明治 二十 六 年、 士 n 川 牛七發 行) 

自田山 健 萬 葉 集 講義 (早稻 田 講義、 明治 二十 六 年) 

大 町芳衞 柿 本人 麻呂 (明 叢、 明治 二十 七 年) 

自田山 健 柿 本 入 麻 呂の歌 (國學 院雜誌 三 •  二、  ^ 治 二十 九 年) 


「柿 本人 麿」 緣起 


, 肺 本人 麿」 緣起 


總論篇 

人 麿 はい は ゆる 歌仙、 歌聖であって、 古今 集の 存に、 『柿 本の 人 丸な む、 歌の ひじり な. ^ける』 と 

あるのに 本 づき、 顯昭の 柿 本 朝臣 人 麻呂勘 文に も 「歌仙 事」 とい ふ條が ある ほどで ある。 また 人 麿 は 

歌^で あり、 和歌 三 神の 一で ある、 さう いふ 具合で あるから、 和歌に 執心す る もの は 人 麿 を 祟び 念 

じて つ ねに その 感應 あらむ こと を 希った こと は旣 にいろ いろの 書物に 見えて ゐる。 

正 岡 子規が 嘗て 歌 を 論じた 中に、 『柿 本人 丸 を 歌聖と いふ。 彼等 は 人 丸の 價値を 知らす、 否 人 丸の 

歌 を 知らすな がら 雷同して しかい ふの み』 とい ふの があった。 自分が 歌 を 弄し はじめた の は 正 岡 子 

規の 歌集が 機緣 となった の だから、 私 も 一 たび 人 麿に 言及して 見ようと いふ 氣持は そのころ から 萌 

して ゐ たもの の ごとくであった。 そして、 自分の 習癖と 慣例と によって 人 麿に 關 する 資料 を ぼつ ぼ 
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つ^めつ つあった。 それ は 明治 四十 一 二 年の 頃からで ある。 

- そのうち 先師 伊藤左千夫の 人 麿 論が 萬 葉 集 新釋の 一部と して 雜誌ァ ララ ギに载 り、 ん 磨の 歌に 對 

すろ 不満の 情 をの ベ られ た。. 『予が 人 麿の 作歌に つき、 多くの 不 满を感 する 樣 になった は， 餘程 以前 

よりの 事で ある。 子規 子 世 を 去りて 後間 もな き 程の 頃から と？^ 憶す る。 附來人 麿の 作歌に 注意 を絕 

たない ので ある。 考究 熟 察 如何に 考 へても、 人 麿の 作歌 は 世に 買 過ぐ されて 居る との 念が 去らない 

ので ある。 予は必 す 一度 大に人 麿の 作歌に 就いて 論す る 所 あらんとの 覺悟 あ， 0 しも、 予の 境遇 を：^ 

て 人 麿の 作歌 を 論す る は、 其の 責任の 極めて 大 なる を 感 する ものから、 容易に 筆 を 下し 得なかった 

ので ある。 然るに たまたま 萬 葉 新 釋の稿 を 進めて、 人 麿の 作歌に 到 著した ので ある。 予 はん 「此の 稿 

に 臨んで、 愈 多年 胸中に 蓄積せ る 問題 を 解決せ ねばならぬ ことの 容易なら ざる を 思うて、 覺 えす 戰 

慄 したので ある。 此の 長歌 を 評すれば、 自然人 麿 を 論 せざるを得ない。 歌人が 人 麿 を 難す る は、 宗 

敎 家が 宗祖 を 難す るの 感が ある。 予は 稿に 對 して 十 數日猶 一行 を 綴る こと 能 はす、 每日萬 葉 集 を 手 

にして、 復讀 幾十囘 漸く 意 決し * 心 定まる を 得た ので ある。』 これ は 先師の 人 麿 論の 序言の やうな も 

のであった。 先師の < "磨 論と いふ もの は それほど 骨 を 折られた もので あり、 先師 晚 年の 歌論と して 

注目すべき ものの 一 つで ある。 


先師の 歌論 は、 旣に 如是の 域にまで 到達して ゐ たが、 私 は 總論篇 で 告白して、 『力 相應』 『力に 餐 

つて』 とい ふ 言葉 を 使って ゐる 如く、 私 は 自らの 力量 を 顧慮 すれば、 到底 先師 その 儘 のん 磨 論 を あ 

へ てす る わけに は 行かな かつ た ので ある。 そこで 私 は ああい ふ 具合 の -^, 麿 論 を 作つ た 。 それ か ら、 

これ も 總論篇 の 序文で 告白して ゐる ごとく、 私 は 大正 十三 年 火難に 逢って 一 切の 藏書 を焚燒 してし 

まった、 さ う い ふ 自分 の 境遇の ために、 • 一  切 かう い ふ 著述な ど の > 一 とは斷 念し てゐ たので あつたの 

を、 昭和 五六 年頃から、 雜誌 社の 徵 求に 應 する ために 書き はじめた のが 卽ち 私の 人 麿 論で あるの だ 

から、 これ も 序文で 吿 白して ゐる やうに、 『柿 本人 麿に 關 する 硏鑽の 書 を 撰述しょう などと いふ 犬 

望 を はじめから 抱懐した ものではなかった』 ので ある。 總論篇 で その 根幹 をな す もの は、 「柿 本 入 麿 

私見 覺書」 であらう が、 これ も 極めて 氣 儘な 一家 見に 過ぎぬ ので ある。 萬 人 を 前にして 叫ぶ とい ふ 

f ち、 閉居して 獨語 するとい ふところが ある。 それに も かか はらす、 環境 を拔 きにする とい ふ： 

とが 出來 十、 相 待 的 な言說 の 混入した ザ J と を 自ら 顧みねば なら ぬので ある。 例へば 文中 唯物史観 に 

立脚した 文 藝觀を 批判し て ゐ る 如き は、 當時 環境 の 文 藝觀を 反映して ゐ るので あって、 さう いふ 批 

判な どと いふ 事 は 私の 人 麿 觀の眞 の意圖 ではない ので ある。 私の 人麿觀 はさう いふ 部分的に 道草 を 

食 ひつ つ 行く ので はなく、 抒情詩 人と しての 人 麿 を もっと 本質に 徹して 論 せんと 欲した ので ある。 
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儒の 至る ところ は孔丘 也と 謂 ふけれ ども、 歌の 仙と して 人 麿 を どうい ふ 位置に 据 ゑる ベき もので あ 

るか、 たまたま 反對の 意味に むかって ひどく 動搖 しつつ あった 人 麿の 評價 について、 私の 取った 態 

度 もまた この 總論篇 に 於て 約說 せられて ゐる箬 である。 進擊は 勇猛 を 要する こと は 旣に言 ふ こと を 

須ゐ ない が、 防 察卽ち 『守勢』 にも また 勇猛 を 要する こと、 學問界 に 於ても ま たかはり は 無い。 

人 磨の 歿處卽 ち 『鴨 山』 に關 する 考察 は、 「鴨 山考」 として 記述した が、 これ は 自分に とって は 主 

觀 的に 最も 樂し いものであった。 それに、 そのころ 佐 藤 佐太郞 君が 石 見の 古地 圖ニ 種類 を 求めて く 

れ たり、 いろいろと 不思議に 考證 が發展 した ものであった。 後、 この 「鴨 山考」 は、 「鴨 山 後考」 によ 

つて 改正せられ たが、 その 礎 をな す もので も あり、 また 種々 の點に 於て 人 麿に 關 する 從嵐 的な 問題 

にも 觸れ 得た ものである。 例へば、 人 麿の. 病 志に ついて 考察し、 歿年を 慶雲四 年 ごろと した 如き、 

人 麿 をば 一人と 看做さす、 集團 的に 考へ 一る 一派の 說を も、 この 「鴨 山考」 に 於て 否定して ゐ るが 如き、 

人 麿 上來の 道筋 を備 後路、 瀨戶內 海と 推察した ごとき 等々 である。 

長 谷川 如是 閑 氏の 人 麿 論に ついての 私見 は、 雜 誌に 賴 まれて 書いた ものであるが、 これ は、 世の 

萬 葉學の 泰斗、 萬 葉 學の權 威と 自ら も 任じ 人 も 許す 諸家が、 この 長 谷川 氏の 人 麿 論に 對 して 一言 も 

批， 評の 言葉 を與 へなかった ために、 私が 書いた とい ふ 結果に なり、 極まりの 惡ぃ おも ひ をしながら 


公表した のであった。 

この 總論篇 は實に 多くの 方々 から 恩賴を 蒙った。 石 川 岩 市、 板 坂 達磨、. 岩波 茂 雄、 牛 尾 正 1、 宇 

野 定吉、 大島幾 太郞、 香 取 秀眞、 五味保義、 甲 村 重 由、 佐 佐木淸 一郎、 ：K 佐 木 信 綱、 佐 藤 佐 太郞、 

柴生 田稳、 末 田齊、 武田 祐吉、 土星 文明、 土岐善 麿、 德富蘇 峰、 豊田 藤彌、 橋本欣 也、 橋 本淸之 助、 

橋 本 福 松、 廣野 三郞、 藤 森 明 夫、 舟 木 賢寬、 堀內通 孝、 三 成 重 敬、 森 本 治吉、 安原 次郞、 山 口 茂吉、 

山中 範太 郞、 山 本 熊 太郞、 蕨欞 堂、 岡 鹿 太郎、 岡 麓、 小 野 賀榮、 小 野 寺 八 千 枝の 諸氏の 芳名 を 記し 

て ^甚 感謝 の 念 を ささげる" 

また、 本 鴛が發 行になる と、 德富蘇 峰 C 東京 日日 新聞 y 佐 佐 木 信 綱 (岩波 書店 特報)、 窪 田空穗 (短湫 研究 ；}、 

相 馬 御 虱 (野 を步む 者)、 武 田祐吉 (短歌 研究 y 岡 崎義惠 (東京 朝日 新聞)、 久松潜 一 (帝 國大學 新聞 y 齋藤昌 

三 (書物 展望)、 武者 小路 實篤、 川 田 順 (大阪 朝 s 新聞)、 尾 山 篤ニ郞 (自然)、 宇都 野硏 (勁 草)、 池 崎 忠孝 

(大阪 時事 新報 y 宇 野浩ニ  (文 學界. 書物 展望)、 片 山敏彥 (レツ H ンゾ )、 淺 野梨鄕 (武都 s、 岡山巖 (： 短 欲 研究 y 

藤 田 德太郞 (日本 短 欲)、 佐 伯 梅 友 (國 語. 國 文)、 撟 本德壽 (靑 垣)、 早 川幾忠 (高き、 四賀 光子 S 昔)、 

島 田忠夫 (秋 田 魁 新聞)、 石 田 德太郞 (創作)、 中 河 幹 子 (ごぎ やう)、 藤 川忠治 (欲と 評論)、 阪ロ保 as)、 伊 

束 月 草 (i4 上 )、 iM 月淸美 (文學 研究)、 山 下秀之 助ハ橄 き、 梅澤 彥太郞 (日本 醫事 新報)、， 土屋 文明 「東京 日日 新 
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閗)、 森 山 汀 川 (信 濃每 H 新聞)、 今 井 邦 子、 室 生 犀 星 (II 季)、 北 夏 夫 S 欲 詩人、、 高 桑 菊 子 (脊 垣； >、 鹿兒島 

壽藏 9 ララ ギ y 森 本治吉 (讀賣 新聞. 國 語と 國文學 y 藤 森朋夫 C 文學〕 等の 諸 先生 諸 先輩 諸 友人から 同情に 

充 ちた 紹介 文 を 書いて いただき、 佐 藤 佐 太 郎君が 後に、 「柿 本人 麿」 批評 集 を 編んで くれた 程で あつ 

た。 

本篇 は、 (本 篇. 以下 雜暴篇 に 至る 全部 も) 、その 紙質、 印刷、 製本 等 近来 稀に 見る 立派な 點に 於て、 定價の 

安い 點に 於て 好評 を 博した。 • これ は 岩波 書店 主 岩波 茂 雄 氏の 好意に よった ものである。 そ し て 第 一 

刷 は 昭和 九 年 十一 月、 第二 刷 は 昭和 九 年 十二月、 第三 刷 は 昭和 十 年 五月、 第 四 刷 は 昭和 十四 年 七月 

とい ふ 具合に、 思 ひまう けぬ 世の 同情 を 得た こと を 深く 感謝して ゐる。 その 間、 誤認 を訂 し、 揷圖 

を. あらため、 文獻を 補充し、 第 四 刷から は 索引 を 改良し、 簡單な 跋文 を 添へ た。 

鴨山考 補註 篇 

これ は 「鴨 山考」 を 作った 前後に 手に入れた 新 資料 だの、 「鴨 山考」 の 結論の 註と して 役立つ 事柄 だ 

の を いろいろと 書記した ものである。 そのうち でも 嬉しかった の は、 昭和 九 年 九 九： HI 附で 小野賀 


榮 氏から 手紙 を 貰 ひ、 ついで 九：^ 十 h: 日 附舟木 賢 寛 氏から 手紙 を 貰 ひ、 現在の 邑智郡 川 本 町が、 往 

古 『石 河邑』 と稱 した ことが 分かった ので、 私が 以前に、 人 麿の 死んだ 時 その 妻 依羅娘 子の 作った 

歌の 中の 1, 石 川の かひ』 は 只今の 江ノ 川の 峽だ らうと いふ 推察 を 立てた 說が、 はじめて 積極的な 證據 

を 得る ことと なった ことであった。 

それから、 私の 「鴨 山考」 では 鴨 山 を 粕淵村 小 原の 第 目 山に 擬 したので、 その他の 町村、 川 本、 川 

ド、 屮野、 矢 上、 高原、 阿須那、 仁 万方 面の 土地 臺帳を 調べて、 鴨 山の 重複して ゐな いこと を 知つ 

た。 その 序に、 カミ. カモ. カメの 昔韻變 化の 例、 石 見 古代の 諸氏 族 分布の 狀態、 神社 分布の 狀 態- 

交通 狀態、 驛制 等に 言及し、 入 麿 上 来の 道筋 を備 後路に ぬけし めた その 理由 を 記入した。 また、 石 

兄 國府の 所在地 を考 へ、 遞摩郡 仁 万 村說は 寧ろ 否定しょう とする 結論に 達した。 なほ、 ん 磨： t 社 は 

火 防 . 安產の 神と して 禮拜 せられて ゐる 事實を 記した。 

私の 「鴨 山考」 を 樹立せ しめる に は、 自然、 人 麿 歿處高 津說、 人 藝歿處 國府說 (： 伊廿歿 處說) を 否定 

する ことと なる ので、 隨分 くどく 一ての 考證 をした。 その他の 人 磨 巡遊 伶人 說、 出雲歿 處說、 明石歿 

處說 等に 對 しての 否定 も 亦 同様で ある。 私 はこの 項に 於て 隨分 くどく 繰返して 否定の 考 證を爲 した 

ので あつたが、 それでも 私の 說に從 はない 學 者が 依然として DiS つて 現在に 及んで ゐる。 
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雑記帳 抄 では、 人 麿 傳說の 種々 相、 人 麿 同名の 人々、 その他 古文書 所載の 人 麿 傳關係 記事に 及び、 

人 麿 肖像 補遺 を その 附錄 とした。 

、 なほ、 手帳の 記、 石 見 瞥見 記、 鴨 山 踏査 餘錄、 備後石 見 紀行 等 を も附载 した。 昭和 五 年の 手帳の 

記の 如き は、 人 麿 傳に關 係の 無い ものであるが、 平 福 百， 穗. 中 村憲吉 の， 二 亡友が 未だ 健在の 時で あ 

り、 私 は 手帳 を 紛失した ために、 再度 高 律の 柿 本 神社に 參拜し 得た のであった。 さう いふ 關 係で 私 

の 「柿 本人 麿： に 深い 因緣を 有つ てゐる ものである。 

本篇は 以上の 如く、 雜事を 記入した に 過ぎぬ ので あるが、 今にして 顧れば、 やはり 人 麿 を 全體と 

して 考察す るう へに、 多くの 有益な 事柄 を 含んで ゐ ると 思 ふので ある。 本篇は 昭和 九年歲 末に 原稿 

を 纏めて 印刷に 著 手し、 昭和 十 年 十月 十五 日發 行に なった。 

本篇を 作る に 際し、 小 野 賀榮、 舟 木 賢 寛、 土 居 光知、 柳田國 男、 尾崎恒 雄、 正宗 敦夫、 中島 匿彌、 

村 岡 典嗣、 松衬 勇、： 中 村 達 吾、 中 村 重 孝、 牛 尾 正 一、 岡 鹿 太郞、 大島幾 太郞、 土屋 文明、 岡 田眞、 

金子 規矩 雄、 幸 田 露 伴、 泉哲 三、 大村 吳樓、 柴生 田稔、 德富蘇 峰、 武田 祐吉、 末 田齊、 中島 好吉、 

岩波 茂 雄、 山 口 茂吉、 佐 藤 佐 太郞、 藤 原 運 一、 山 崎慧、 让村 直、 廣野 三郞、 橋本欣 也、 岡 麓、 荻 野 

仲 三郞、 脇 本樂之 軒、 護 城 鳳 山、 藤森朋 夫、 山 ロ隆ー の 諸氏より 多大の 敎 示と 助力と を 得た こと を 


sl^  く 威 謝すろ。 

なほ 本 篇が發 行になる と、 澤.； ^久 2^  (國 語. 國文 )、 豐田 八十 代 (短缺 W 究： ヽ ！^,」 村英ー r 國 民文學 y 西 下 

經ー (國譖 と 國文學 )、 岡 山 厳 (欲と 觀 照)、 早 川幾忠 (高 傲)、 長 谷川 富士雄 (せき、 靑水文 雄 {： 國文學 き、 r 

:ffilK 喜 三 八 < ^水き、 藤 森朋夫 (. 文 學)、 石 田 德太郞 C 創作： > 等の 諸氏から 同情に 滿ち た批 it 乃至 紹介 をた 

ま はった。  . 

評 释篇卷 之 上 

人 麿の 歌に 對 する 結論 を 云々 す る に當っ て は、 つまり は その 一 き 一 首に 言及す るので なければ、 

その 結論に 到った 證據を 示す わけ. に は 行かぬ ので、 私が 總論篇 で 公に した、 「柿 本人 麿 私見 覺書」 の 

終の 方に、 人 磨 作と 明記され たもの、 及び 人 麿 歌集に 出づ とい ふ ものの 屮 から、 傑作 若干 首 を 選び 

その 評釋 をして 載せようと 意圖 したので あった。 さ て評釋 しょうと すると 如何なる 程度に 如 可なる 

體裁 に 爲す べきで あ る か 、 賞 を 主と す る と せ ば、 訓；^ 解釋上 に s な 筆 を 行 る 必耍 が 無くな つ て 

來 るし、 加 之、 契 沖の 萬 葉 代- 記 以來、 現代に 至る まで 諸 先學の 精到なる 注釋 書が 幾つ も 出 來てゐ 
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るので あるか ら、 ただ それ を 繰 返す の は 所詮 屋上 屋を 架す る に 過 ざ， ぬと 思 つたので あった.。 そ こで 

始は、 諸說 の考證 等は拔 きにして、 大體 私の 好し と 恩ふ訓 なり 解釋 なり を 採り、 例へば、 卷三 (二 六 

ャ ッリ ママ コ ゲ V- モミ ェズ 

一) の 人 麿 作、 矢 釣 山、 木立 不 見の 初 句 は、 『矢』 は、 細 井本、 無訓 本に は 『矣』 と あるし、 『釣』 は、 

類聚 古 集、 神 田 本、 細 井本、 無訓 本に は 『駒』 と あり、 京都 大學 本に は 左方に 赭く 『駒ィ 本』 と あわ、 

從 つて 其 等で はィ コマ ャマ と訓 じて ゐる。 若し 矢 釣 山 だとす ると、 髙市郡 飛鳥 村 大字 八 釣の. E であ 

るし、 伊 駒 山 だとす ると、 生 駒 都になる。 射 駒、 伊 駒、 伊 故 麻 等と 書かれた。 私 は 矢 釣 山の 方が 解 

釋し 易い ので、 伊 駒 山 說は棄 てた のであった。 さう いふ 具合に して、 最初 は 筆 を 進めよう とし. たの 

であった が、 評釋を 進めて 行く と必 すし もさう いふ 風にば かり は 行かぬ とい ふこと が 分かった。 そ 

こで 自然に ああい ふ 風な 體裁 になって しまった ものであるが、 人 麿 作 短歌の 部 は、 昭和 三. 四 年 あ 

たりから 書いて ゐて、 昭和 八 年の 暮には 書き 畢 へて 居る。 それから、 ほじめ は 長歌の 評釋 はせ ぬつ 

もりで あつたが、 土屋 文明. 武田 祐吉ニ 氏の 獎勵 によって 長歌の 評 釋に著 手し、 箱 根に 籠って 勉强 

したので 主要な 部分 は其處 で出來 た。 それから 附錄の 藤原宮 I 之 役 民 作歌、 藤原宫 御井 歌、 皇子 尊お 

舍人 等慟傷 作歌の 評釋. を も 籠め て、 昭和 十 年 十二月 末 迄に 出來 上り、 それから 印- M 校正に 著 手して、 

昭和 十二 年 五 五 H に發 行に なった。 


この 評釋篇 は盡く 前賢 先 載の 著書から 恩齊を 蒙った ものである。 その 著書の 大部分 は 纏めて 總論 

篇の人 麿文獻 のと ころに 記して 置いた し、 また 一首 一首の 評 釋の條 下に 記し、 索引で も それ を 明か 

にして 置いた。 さう いふ 風で あるから、 新說 などと いふ もの は 極めて 稀で、 偶 『遊 副』 を、 『ユキノ 

グ レル』 或は、 『ィ ユキ メグ レ ル』 と訓 ませた 如きに 過ぎない。 また 私 程度の 學カを 以てして は濫り 

に新說 などの こと を 云々 すべきで 無い こと も 評釋の 進行 中に 氣 づき、 また 同時に、 未解決の 部分 は 

必す しも 前賢の 說に從 はすに、 カを盡 して 究尋 せねば ならぬ とい ふこと を も 切に 感じた のであった 0 

本 篇は千 頁 を 超えた 大卷 となり、 その 校正、 索引の 作製 等 も， 並大抵ではなかった。 そして それ 等 

は 前篇 同様、 山 口 茂吉. 柴生 田稔. 佐 藤 佐 太郞. 鈴 木三郞 諸氏の 盡カ になり、 發行 全部 は 岩波 茂 雄 

氏の 厚意に よって 出來 あがった ものである。  • 

本篇 の評釋 は、 入 麿 作と 明記 せられて ゐる 歌の 評釋 なので、 私 は 一語 一句 人麼 のい ぶきに 觸れる 

如き 烕齧 を持續 しつつ 筆 を 行った ので あり、 肉體 的に は 甚だ 疲勞を 感じつつ も、 なほ人磨の^aiナ、を 

小 t 々と 感じて 心に 飽 くこと を 知らなかった ものである。  . 

本 篇が發 行になる と、 德富蘇 峰 (東京 HR 新開)、 武田 祐士： ：  (：n 本 短 欲)、 久：^ 潜  一 Q 欲 研究. 帝 國大舉 新 

闩井大 翼 (莉 T 一樹い、 卞野重 治 (日本 讀書 新聞)、 西 下經ー (東京 堂 月報 • 帝 國大學 新 木 村 毅っ来 京：！：：！： 新き、 
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^崎 勤 (新潮)、 山 厳 (欲と 觀 照)、 橋 本德壽 (せ 垣)、 mil:; 光子 (潮き、 两角 井正慶 (多 s、 安ウ E 六 男 (は 

まなす)、 水 野 一 彥 (：扑 情〕、 w 鄕信綱 (.扑 情)、 結 城 哀草果 、山形 新聞」、 森 本治吉 「國 語と 國义 WH,^")、 柴 

生田稔 (文 學)、 柳 田 新太郞 (短歌 新 SS. 短 欲 年鑑) の 諸 先生 諸 友人よ，^ 甚大の 同情 をた ま はった こと を感 

謝する。 

； fls 釋篇卷 之 下  • 

本卷 は、 萬 葉 集 小、 ii 本 朝臣 人 麿 歌集に 出 づと左 註せられ た 歌、 ii 本 朝臣 人 麿 之 歌集、 柿 本 朝臣 

ん麿 歌集 歌： n 等と いふ 題の 附 けられた 長歌 短歌 全部 を評釋 した ものである。 

はじめは 其 等の 歌から、 入 磨 作と 想像 せらる ベ き 歌 を主觀 的に 抽出して それ を評釋 し、 他 は赛て 

るつ も， 0 で、 先づ 二百 餘 きを 選んで 評釋 終了した の は 昭和 九 年 四角であった。 然るに その後、 全部 

を 評釋補 入す る ことと し、 その 業 を 了へ たの は 昭和 十一 年 八 M であった。 能 ふ 限り！ H 課に して 筆 を 

進めた が、 長歌 二 首、 短歌 三百 五十 三 首、 旋頭歌 三十 五 首と いふので、 業餘の 執筆と して は 進报遲 

遲、 時々 筆 を 投じて 茫然た る こと も 一再に とどまらなかった ほどで ある。 


本 卷の評 釋も識 く 先進 諸 拳 者より 恩惠を 蒙り、 特に 萬 葉全卷 の注釋 である、 代 K 記、 考、 略解、 

古義、 新考 (井上)、 全釋 (鴻 巢) 等に 深き 感謝の 意 を 表する ものであって、 なほ、 本卷の 校正 巾、 幸 田 

露 伴 先生 ほか、 H 本學術 ii^ 與會第 十七 小委 員會 の、 瀧 精一、 姊崎正 治、 阿部次郎、 市 河 三 喜、 佐 佐 

しんむ ら いづる  よしを 

木 信 綱、 新 村 出、 鈴 木 虎雄、 武田祐 告、 辻 善 之 助、 橋 本 進吉、 山 田 孝 雄、 吉澤義 則の 諸 先生と 相會 

する 機 會を與 へられ、 折に 觸れて 大小と なく 敎示を あ ふいだ のであった。 なほ、 井上通泰 先生の 萬 

葉 維. 話、 正宗 敦夫 氏の 萬 葉集總 索引、 澤： ぉ久 孝. 久松潜  一 二 敎授の 業 粒より 恩惠を 蒙り、 萬 葉 三 水 

會の、 石井庄 司、 五味保義、 ；：^ 们梅 友、 屮島 光風、 ： 勝森朋 夫、 森 本 健吉、 森 本 治 古、 遠藤嘉 某の 諸 

氏に よつ て 鞭 键激勵 せられた こと も 多大であった。 また 雜誌 ァ ラ ラ ギ で は 土屋 文明 氏 指導 の もとに 

五味保義 氏、 柴生 田稔氏 はじめ 諸 同人 相 勵んで 萬 葉 集 諸 作家 を 研究し、 楠 本人 麼の 歌に も 幾 囘か言 

及した ので、 それから 學んだ 點も僅 小ではなかった。 斯 くの 如くに して、 昭和 十 §： 年 二  十 H 無事 

發行 する こと を 得た ので あるが、 その 發 行に 先 だち、 宮內省 圖書寮 御藏の 「！ ii 本人 麿 集」 全部 を附載 

する 御 許可 を？ 付た こと は 私の 深く 謹し み 感謝す ると ころで ある。 

本 卷が發 行になる と、 德富蘇 峰 (SWHH 新聞：)、 武 田祐吉 (：圔 き、 久松潜 一 (東京 朝：！： 新聞/ 次 W 眞幸 

(國 語と S 文 學)、 森 本治吉 S 欲 研究) 諸 li^ の 同情 溢る るば かりの 紹介 文 をた ま はった。 
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雜纂篇  ，  . 

【柿 本 集 考證】 歌仙 家集 鮮六 中の 柿 本 集 (人 丸 集) に 就いての 考察 意圖 は、 昭和 四 • 五 年 ごろで 

あって、 何時も 屮絕 がちであった ところが、 それでも 幸に 數 人の 助力 者 を 得て 少しづつ 進行した も 

ので ある。 助力 者 は、 故山 ロ隆ー (昭和 六 年)、 佐 藤 佐太郞 (昭和 九 年)、 藤 森朋夫 (昭和 十二 年) の 諸氏で あ 

つたが、 宮內省 圖書察 御藏 本 を 閱覽し 得る に 至ってから、 頓に爲 事が 涉 り、 それ を 私が 每年夏 休 を 

利用して 整理し つ つ 昭和 十三 年に なって 辛うじて 纏めた ものである。 その あ ひだ 時々 幸 田 露 伴 . 山 

田 孝 雄の 二 先生に 敎をぁ ふいだ。 原稿 は 一 とほり 柴 生田稔 氏の 校 閱を經 て それから 印刷所に ま はし 

た。 この 考證は 片手間に した 爲 事の やうな 具合で、 隨分 長い間 かかった ことになる わけで ある。 

【勅撰集 選出 歌 考證】 これ も 何時の 顷 の企圆 であった か、 だいぶ 以前で あるが、 纏まらす に 放棄 

して ゐ たもので ある。 然るに、 雜纂 篇に收 める ために 昭和 十 年に なって 歌 を書拔 き、 私が 小閑 を 得 

次第 ぼつぼつと 書 足して 行った ものである。 それ を 近時 山. ロ茂吉 . 柴生田 稔のニ 氏が 補充 せられた。 

【it 本 朝臣 人 麻呂歌 師說】 川 „ ぉ樹) これ は 景樹の 講話 を 門人 熊 谷 直 好が 筆記した もので、 文政 


二 年 夏と 記されて ゐ るつ 正宗 敦夫 氏が 數十 年：^ 前に 筆寫 して 置かれた の を、 私の 「柿 本人 窨」 のた め 

に 贈られた もので、 て 珍と する に 足りる。 これ をー讀 する に景樹 の 創見が 隨 處に见 あたる が、 そ 

の 巾に、 人 麿が 歿した とき- 依羅娘 子の 作った 歌の、 『石 水貝爾 交而』 の 『貝』 を 『峽』 と 解した の 

が ある。 卽ち， 『貝 は 借 字に て 山の かひの かひな り。 交る は、 泰の 山べ に まじりなん、 などの 交る に 

同じ。 そこに 葬りて ある をい ふ 也』 と ある。 私 は 評 釋篇卷 之 上で、 この 歌 を 解いた とき、 橘 守 部の 

力 ヒカじ  ，. 'ニニ  モ  . 

檢： i 手の 『貝 も峽 なること、 一本に 谷爾と ある：^ て 知るべし』 を 以て プリ オリ テュト としたの であ 

つ. たが、 景樹 の說の 方が すうつ と 先行して ゐ るの は 注意す ベ きで あわ/ 創見の 譽は 景樹に 13^:tJ らる 

べき ものの 如くで ある。 近 藤 芳樹、 安藤 野 雁 等 も同說 であり、 芳 樹の說 は評釋 篇で抄 したが、 野 嘴 

の 萬葉棄 新考 でも、 『貝 は 峽の借 字に て 山の 谷 を 云』 と 云って ゐ るが、 時代 はすつ と 後れて ゐる。 以 

上の 三 學者等 は景樹 の說を 知らす に、 銘々 獨 創の 見と して 發表 したの かも 知れぬ， が、 獨 創の 見は景 

樹に歸 すべき ものである。 因に 云。 文政 二 年 は景樹 五十二 歲に當 る。 それから、 丹 比 4 、人の. 「荒浪 

に 寄りく る 玉 を 枕に 置き 吾 ここに ありと 誰か 吿げ なむ』 等に 就き- 『次の 擬歌は 後 に 心得 違 ひて よめ 

る ものなる べし』 と 云って ゐ るの は、 流石に 眼光が 鋭い。 この 歌をノ 『心得 違 ひて よめる』 と感 する 

人に して、 はじめて、 鴨 山の 所在地 を海邊 でな くと も 好い と 論斷し 得る ので. あって、 私が 「鴨 山考」 
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を 作った 時に、 旣に 丹比眞 人の 歌 は 考の屮 に 入れて はならぬ と論斷 したので あ つた。 

【鴨 山 後考其 他】 人 磨が 石 見國で 死せ むとした 時、 作歌した 中の. 『鴨 山の 厳 根し 纏け る』 の 『鴨 

山』 は 現在 石 見の どの 邊 だら うとい ふこと は、 旣に 大正 三年 あたわから 注意して ゐ たが、 國府 から 

十四 五 里ぐ らゐ 離れた ところ だら うとい ふ こと、 江， 川に 近いと ころ だら うとい ふことの、 大體の 見 

當を つけたの は、 昭和に なって からの 事で ある。 それから 江， 川に 近い 處で、 贺茂 神社の 所在地な ど 

を 調べて ゐる うち、 邑！？ 郡濱原 村に 『龜』 とい ふ 大字の ある ことに 注意し、 それから 考が 急に 發展 

して、 昭和 九 年に 「鴨 山考」 を 作って、 濱 原に 隣る 柏 淵の 目 山 を 以て 鴨 山に 擬 する ことにな つた。 

ついで 「鴨 山考 補註 篇」 で、 川 本 町の 古名が 石 河 邑と稱 した こと を發 見し、 鴨 山 考の說 に 一 證を與 へ， 

たこと を 記載した。 然るに 昭和 十二 年  一 n に 至り、 邑 郡 柏 淵. 村の 大字？ J 抱の 溫，： 地、 卽 t ，？ J 谷に 

『鴨 山』 とい ふ. E の ある こと を發 見し、 「鴨 山 後考」 (llillfw 一月) を發 表して 火體の 結論 を？ 似た， もの 

である。 この 考證に 著 手して から、 不思議に 石 見の 古地 圖が 手に入った 6、 そのほか m 心 ひがけぬ 發- 

兌が あったり して、 この 鴨 山に 關 する 考說 はこ こまで 到達した のであった。 昭和 十三 年 三 二十 二 

日、 河野與 ー敎授 夫妻に あつたと き、 河 野 氏は獨 逸の 考古 學者シ ユリ— マン (sdlliemann) の 話 をし 

て „1^<れ た。 シュソ I マン はホメ  ロスの ト&ャ に 深く 愤 して、 希 臘の地 をながら く踏奔 して ゐ るう 


ちに、 小 亞細亞 の ヒサ y リクの &を發 掘し、 その 第二 層 目の 出土品から 考證 して、 其處 をば ホメ 

スの トロ ャ だと 推定 發 表した。 そして 彼の 死後、 彼の 友ド ェ V. フ フュレ ノト (Dorpfeld) によって 實證 

せられた とい ふ 話で ある。 河 野 氏 は 微笑しつつ 話し、 私 も 微笑しつつ それ を聽 くので あるが、 私 は 

甚だしく 感動した。 私の 空想が つ ひに 石 見 湯 抱に 鴨 山 を 見付けし めた けれども、 私の 歿後、 ドエ レノ 

ゾ- フ ュ ャ ノトの ごとき 人を豫 想し 得る か 否か を もお もった からであった。 その後、 『湯 抱』 とい ふ處を 

土地の人 は 『ュ. 、力 カイ， 一一 と發 昔し、 陸地 測量 部の 地圖 にも 『ュガ カヒ』 と あるので、 これ は、 『湯が 

力 ひ 

峽』 のこと だら つ、 卽 ち 現在 『湯 谷』 とい ふの は、 その 『湯が かひ』 のこと だら うとお も ふやう に 

なった" そして、 この 事 は、， 『石 川の 貝』 は 『石 川の 峽』 やに I だとい ふ說 に關聯 して 居る ので ある。 

その後、 昭和 十四 年 七 ガ號の 短歌 硏究の 萬 葉 集 綜合 研究で、 武 田祐吉 博士 は、 人 麿 臨終 時の 歌 を 

解き- 『人 麻 呂が石 見の 國疳で 死んだ と 見る のが 順當 であるから、 その 附近に 求むべき である。 死ね 

ば 葬られる 替の 山で あり、 以下の 歌の 內容に 依る に 海岸に 近く 且 川に 臨んで 居た 地形で あると S- わ は 

れる』 と 云って ゐる。 私 は 嘗て (鴨 山考 補註 篇)、 武田 博士の 人 麿 國府歿 處說を 否定し くどくどと 說 いた 

のであった。 それから 數年經 過した 今 ：IZ、 博士 は 依然として 國府說 を 固守し- 然 かも、 r 病に 摧 つて 

將に 死なむ とする 心細 さの ま、 に、 もう 墓穴に 横 はって ゐる身 を 想像して 詠んで ゐる。 妻 は 多少 離 
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れた處 にあり、 通 ふの を 常と して：： Is つて、 自分の 來 るの を 待って 居る d 遠い 旅の i 仝で 獨 寂しく 妻 を 

想 ひながら 死んで 行く 人 麻 呂の氣 持が よく 出て ゐる』 と 鑑賞して ゐる。 そして 妻の. ：！^ 羅の娘 子 は 角 

の 里に 住んで 居. 9、 娘 子の 歌の：、 『貝に 交りて』 を、 『川で は あるが 海に 近い 河口の 處に思 はれる。 - 

その 河原で 人 庥呂を 火葬に したやう である。 それで その 骨が 貝に 交って あると いふので ある』 と說 

いて ゐる。 昭和 十四 年の 只今、 萬 葉 學專門 家中の 專門家 とも 謂 ふべき 武田 博士が かう いふ 解釋 をし 

てゐる 以上 は、 私の 鴨 山考の 如き、 シ ユリ ー マン に對 する ド エルプ フエ ルトの 出現 もた だの 一が 想と 

して 後代に 殘る に過ぎない であらう か。 

なほ 少しく 補記す るに、 武田 博士 は 人 麿 は 死に 臨み 娘 子に 使 を 遣れない 事情が あつたの だと 解し 

た。 それにつ いて 私 は 「鴨 山考 補註 篇」 で， 「間 使 ひ』 の 歌の 例 を 列記した. が、 その後、 佐 藤 佐太郞 if 

は、 卷 十六 (一一 一八， 一三) の、 『吾が 命 は 惜しく も あらす さ丹づ らふ 君に 依りて ぞ 長く 欲り せし』 とい ふ 

歌に 注意して 私に 話した。 この 歌に は、 『右 傳へ云 ふ。 時に 娘 子 あり。 持 其の 夫 久しく 年 序 を 

逕 て往來 する こと を 作 さす。 時に 娘 子 係 戀心を 傷まし め、 痫 に 沈み 臥しき。 瘦 IT ま 日に 異にして 忽 

せのきみ  すな 

ち 泉路に 臨む。 ここに 使 を 遣して 其の 夫君 を 喚び 來る。 しかるに 歐歡 流？ S して 斯の歌 を： Z 號み、 登 

はちみ ま か 

時逝沒 りき』 とい ふ 左 註が 附 いて 居る。 卽ち此 歌の 言傳 へで は、 女が 死に 臨んで 男に 使 を 遣った 例 


である。 女で さへ 使 を 遣る のに、 男が なせ 使 を 遣れない か。 この 『事情』 は、 單に人 麿と 娘 子と が 

私通の 間柄で、 人目 をし のぶ 爲 めだ、 とい ふやうな 理由で は 解け 難い 常識で ある。 そこで 私 は、 人 

麿と 娘 子との 距離が その 時 遠かった ので、 使 を 出す 暇が無かった と 解し、 その 場 處を粕 淵 あたりの 

江ノ川 沿岸と 想像した のであった。 武田 博士の 國府 ぉ處說 では、 この 『事情』 がどうしても 解明が 出 

来ない ものである。 

【辛 乃 埼考其 他】 辛の 埼 についての 疑問 はだい ぶ 前からの 事 だが、 それ を具體 的に 書いた の は、 

「評 釋篇卷 之 上」 である。 それで 私の 辛の 埼に關 する ：，？^ 案は盡 きる の だが、 それ を 纏めて 昭和 十二 年 

一月 號の 「文 學」 に發 表した。 この 考は 大體 昭和 十 年に 書いた の だが、 評 釋篇卷 之 上の 發行は 昭和 十 

二 年 五月に なった ので、 それに 先立って 發 表した のであった。 その 時、 石 見の 學者 小篠大 記の 說を 

石 見 八重 報から 手抄して 紹介して 置いた。 この 小考證 と關聯 して、 「琴 髙 磯.」 サの 浦. 床の 浦 其 他」、 

「カラ ノ 浦に 就いて」、 「唐の 島 其 他」 等の 小 文が ある。 是等は いづれ も 小 考證に 過ぎぬ が、 岡 鹿 太郞、 

山 崎慧、 藤 原 I 運 一、 村 岡 典嗣、 岡 田眞、 金 田 賢 作、 山 田 儔 諸氏の 厚意 を 忝う した。 

【藤 原宫 御井に 就いて】 これ は 「評 釋篇卷 之 上」 に その 斷片を 書いた が、 昭和 十 年 十一 から 昭和 

十二 年 六月に 至る までの 調査 を 纏めて、 「藤 原宮 御井 考」 と 題して、 昭和 十二 年 八 パ號の 「文 學」 に發 
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表した。 「二た びき 原宮 御井に 就いて」 は 足立康 士の 駁論に 對 する 私見で、 昭和 十三 年 九パに い 

て 置いた ものである。 それから、 「追記」 は 昭和 十四 年 五 の 調査に ついて 記入した ものである。 ，，！ 

の 論考に ついては、 土屋 文明、 藤森朋 夫、 石井庄 司、 士  c 田 宇太郎、 高 安 やす子、 犬 村„ 乂樓、 上 村 孫 

作、 高 安國世 諸氏から 多大の 助力 を 得た。 

この 御井 考は、 藤 原 宫阯の 研究と 相 待 的、 依存 的な 一 つの 假說 である こと、 度々 本文 巾に 記載し 

たと ほりで あるから、 藤原宫 ぼに 關 する 專門的 研究家 の 助力 を $ たい 希望 を 持って ゐ たのであった 

が、 足 立 博士の 駁論 を讀 むと、 ただ 一笑に 附 せようと する 傾向の ある ものであった。 そして 『御井』 

の 位置 を 定める にっき、 發 掘の 礎石に つき、 大安 殿 (大極殿) であらう、 朝 堂で あらう 等と 云 ふと、 

それ を- 『甚だ 迷惑な』 言葉 だとい ひ、 博士 等の 發掘 作業に は、 『一切の 先入見 を 去り』、 客觀 的な 屮 

正な 見地から 發 掘して ゐ ると いふから、 成程 さう：/ ふ もの か、 さう いふ 客觀 的な 態度なら ば、 千 萬 

年た つても、 あそこが 藤 原 宮阯か 否か、 大宮土 壇が 大極殿 阯か 否か、 とい ふやうな 問題 は 解決 せら 

れ る^が 無い。 今後 博士 はどうい ふ 態度に 出る か、 興味 ある こと だと 私 は 思って ゐた。 然るに 昭和 

十四 年 六月 發 行の 雜誌 月光 創刊 號に、 「藤 原宫」 と 題す る 足 立 博士の 論文が 載った。 その 巾に 次み や 

うな ことが 書いて ある。 


〇 日本 古文 化 研究所に 於いて は、 五：々 をして この 地の 發掘 調査 を 行 はしめ る ことと なり、 昭和 九 年 より 着手し 

雨來 連年 その 發掘 を 繼績し 今 B に 及んで 居り、 この 間發 a- さ れ た る 建築物 の 遣扯 は旣に 十九 楝 の 多き に 上って 

ゐる。 いま これらの 配置 を兒 るに、 「大宮 堂」 より 發 見され た 南面せ る大 殿堂 を 中心とし、 その 左右 及び 南方に 

多くの 殿堂が 左右 對稱を 守 つ て 整然と 相 並 び 、 そ の 全體 の 布 配 は 平 城宮ゃ 平安 宮 に 於け る 朝 堂院の それと {是 に 

よく 一致して ゐる。 これらの 點 から 推察 すれば、 高殿の 遣 阯は疑 もな く 藤 原宮朝 堂院の 一郭と 認 むべき もので 

あり、 r 大宮 堂」 の大 殿堂 阯は 大極殿に 當り、 その 南方に 在る 十二 棟の 殿堂 は 所謂 十二 堂に該 當 する。 靳 くの 如 

く、 今 囘の發 掘に よって、 藤 原 宮^の 正確な 地點を 決定な し 得た と共に、 亦その朝堂院の規模をも知り？-：^べの 

である。 0 この 朝 堂院の 規模 は 頗る 大きく、 南北 約 五町 東西 約 三 町の 範 ffl に € 一り、 二十 數楝の 殿堂. 門. 廻 

等が 堂々 と 布置され てゐ たのであって、 平 城 . 平安 兩宮の 朝 堂院の 規模と 雖 もこれ に 一 藝を輸 して ゐる。 また 

個々 の 殿堂 も 頗る 大きく， 大極殿 は 正面 百 十四 尺 側面 六十 尺、 更に 十二 堂の 中には 正面 二百 五 尺 側面 四个 にに 

も 及ぶ ものが..： ハ楝も ある。 これら は 瓦 葺丹涂 A の莊歴 な ものであるが、 その 木材 は 藤 原 宮役民 作歌に a える 「近 

. 江 國の 衣手の 田 上 山の まき さ くぬ m」 が 用 ひられて ゐ たと 思 ふ と^: ら 深 い 感興 の？ g くを覺 え る 。 

この 博士の 文屮、 大宮土 壇が - 一犬 極 殿 ニ卽ち 私の 御井 考！！ 散見す る 大安 殿に 同じい) に 當り、 そ 

の 大きさ を 計算せられ、 『疑 もな く， f  "決定な し 得た』 とい ふうへ は、 博士の 言に もはや 動搖は ある 

まい。 私が 大宮 土墙を 大安 殿 (大極殿 ー阯 だと. 記载 して f ^土から 批評せられ てから、 一年 ャも經 たぬ 
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うち、 博士 は 私が 記載した とほり のこと を 云 ふやう になった。 藤 原宮阯 研究者の つ 權威』 たる 足 立 

博士が、 かく 決定し 、別に 迷惑 をも感 せられない やうに なった とい ふこと は、 大 に學界 のために 慶 

賀 すべき ことで あり、 同時に 私の 「御井 考」 を 全面的に 否定す る ことな ど は 不可能に なった こと を 喜 

ぶ ものである。 この 足 立 博士の 文 は、 本文 +に抄 す-べき であるが、 本文 は 校正 濟で あるから、 この 

「緣 起」 中に 入れる ことと した。 

なほ 補記せ むに、 昭和 十 g: 年 八：^ 號の國 學院雜 誌に、 足 立 博士 は 「藤 原宮の 位置」 とい ふ 論文 を發 

表せられた。 これ は 藤 原宮の 位置に 關 する 從來の 諸說を 述べ、 高殿 說が 最も 有力 だと 述べる と共に、 

博士 等の 發掘 調杳 について、 次の 如き 結論 を述 ベ て 居る。 

結局 藤 原宮朝 堂院の 一部と 認める の 他な く、  r 大宮 堂」 の大 殿堂 阯は 大極殿 扯と考 ふべ く、 その 南方の 十二 楝の 

殿堂 は 所謂 十二 堂と 認 むべき もので あらう。 尙今 囘の發 掘に よって 夥しき 古 瓦が 發 見され たが、 その 文様 は 明 

ら かに C 鳳 式 の 特徵を 示し、 中には 持統： 大皇 御造營 の 木藥 師寺扯 より 出土す る 古 瓦に 酷似して ゐる もの も ある。 

この 事 は 上記の 建物が 持統 天皇 御宇 頃に 造營 された 事 を 示して ゐる。 斯 くの 如く 今 囘の發 掘に よって- 藤原宮 

趾の 正確な 地點を 決定な し 得た と 同時に、 亦 その 朝 堂院の 規模 を も 知り 得た わけで ある。 〇 この 朝 堂院の 規模 

は 頗る 大きく、 南北 約 五町 東西 約 一 一町の 範圍に C 一り、 二十 數 棟の 殿堂 . 門 . 迥廊 等が 堂々 と 布置され てゐ たの 


. であって、 平 城. 平安 兩宮の 朝 堂院の 規模と 雖 もこれ に 一 簿を輸 して ゐる。 また 個々 の 殿堂 も 頗る 大きく、 大 

極 殿と 推定され る もの は 正面 百 十四 尺 側面 六十 尺、 また 十一 一堂と 推定され る もの、 中には. 正面 二百 五 尺 側面 四 

十 尺に も 及ぶ ものが 六 楝もぁ る。 これら はい づれも 瓦 葺丹塗 の もので あつたが、 その 木材 は、 「近 江 の國の 衣手 

の 田 上 山の まき さく 檢」 が 用 ひられて ゐ たと 思 ふと、 自ら 深い 感興の 湧く を覺 える であらう。 〇 朝 堂院の 規模 

が 上述の 如くで あれば、 內裏 及び 諸 官省を 含む 全 藤 原宮の 規模 は實に 宏大な もので あつたと 思 はれる。 御井 歌 

に宮の 四方の 門が、 それぐ 香具. 耳 成. 畝 傍 及び 吉 野の 四 山に 相對 して ゐ たと 莊 重な 言葉で 詠まれて ゐ るの 

は、 よくこの 藤原宮 の 雄大 莊嚴な 有樣を 偶ば しめる ものが ある。 

右の 如く、 足 立 博士 もこの 土 壇 を 中心として 藤 原宮阯 だとい ふ 結論 を 公に する やうに なって 見れ 

ば、 私の 「御井 考」 を 積極的に 否定す る ことが 出來 なくなつ たので ある。 なせ かとい ふに、 私の 「御 

井考」 は、 そ も 一ても 其處 をば 藤 原宮阯 だとい ふ耍 約. 前提. 條 件の もとに 成立った 一 つの 假說 だか 

ら である。 さう いふ 意味で も、 博士の この 論文 は、 「御井 考」 のために 有益な ものである。 また、 嘗 

て は 喜 田 博士 も、 『近 ごろ 古文 化 研究所の 手に よりて 發掘調 查屮の 鴨 公 村小舉 校庭の 遣^ は、 それが 

內 裏であった か、 朝 堂で あつたか は 暫く 問題と して 保留 するとしても』 (藤 原 京 1* 考) と 云 はれた ので 

あつたが、 このたび 足 立 博士に よって それが 略解 決せられ たの は學界 の^ 事と 謂 はねば ならない。 
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然るに、 博士 は 私の 「御井 考」 を 否定しょう とする ので あろ か .h 、 お の づ か ら 次 の 如き 言 說 とな ふの 

は 止む こと を 得ない。 

藤 原宮の 位置の 決定に 伴 ひ、 萬葉學 者が 第一 に 想起す るの は 御井 歌に 詠まれた 御井の 位置で あらう。 吾々 もこ 

れに 就いては 大 なる 關心を もって ゐ るが、 この種の 井戶は 原則として 內裏 附近に あるべき 苦で、 链禮 的に 用ゐ 

られる 朝 堂院の 附近に はない と 思 はれる から、 その 位置の 決定 は 更に 今後の 調査に 俟 たねば ならぬ。 因に 先頃 

齋 藤茂吉 博士 は、 玉稿 「藤 原宮 御井 考」 (文學 昭和 十二 年 八月 號) に 於いて、 大宮 堂の 東南 約 二 町の 小字 r メク 

口」 にある. 野 井戸 を 以て 問題の 御井に 擬定 されて ゐ るが、 實の ところ この 井戶は 大正 十三 年の 早魃の 際、 その 

S 地の 所有者が 新に ip 井した もので、 今より 僅か 十 救 年 前の 新しい 野井戶 に過ぎない。 

かう い ふ言說 になる の は 自然の いき ほひと 謂 ふ もの で あ らう。 『今より 僅か 十數年 前の 新しい^ 

井 6- に過ぎない』 とい ふ 如き 批難の、 いかに 單純無 邪氣な もの だかと いふ こと は、 旣に、 「二た び 藤 

原宮 御井に 就いて」 の-: :- に 述べ て 置いた ごとくで ある。 

また、 5^ 士が 御井 を內裏 近くに 求めむ とする 意圖の ある こと は 私も贊 成で、 私の 「御井 考」 も それ 

に 他なら ぬ こと は、 旣に 繰返して 書いて あると ほりで ある。 ただ 1^ 士 がその 內 裏の 位置、 從 つて 御 

井の 位 © を どの 邊に 持って行かれ るかが 私の 與味を 以て 觀 察し 得る 點 であ る。 『同 一 宮城 內に 內褢 


と 朝 堂 どが 並び 存 する 狀 態に あった』 (喜 田 博士、  ：《 本 都 制と 藤 原 京) 藤 原 京に あって、 內裏を どの 邊二持 

. つて 行かれる か、 これ は專門 家と しての 足 立 博士に 吾々 は 期待して ゐ るので あるが、 內裏は 大體朝 

堂の 東北に 當ろ として、 比較的 狭い あの 土地の 宮城 周 一お： 內に內 裏 を 推定 するとせば、 そんなに 遠い 

處に. 推定す る わけに も 行かぬ とお も ふし、 規模の 莊 大な內 裏と して どう 整理せられ るか、 また 喜 田 

博士の 隱說、 慶雲 元年 十一月 以後の 擴 張を豫 想に 入れる として、 あの 藤原宮 御井の 長歌 は、 それ 以 

前の、 寧ろ 最初 造營 時の 作歌と 考 へられる から、 その 邊の考 を どう 整理す ベ きか、 『藤 原 京に 前後の 

別が あつたで あらう との 余輩の 假定 說に從 へば、 其の 宮城の 位置 其の 他に 於ても、 亦當然 前後 其の 

別 ある こと を認 むべ く、 彼の 慶雲 元年 十一月 始めて 宮 地を定 むと ある もの は、 其の 慷張 後の 宮城で 

あつたと 解せられ る 一： (喜 田 博士) を 念頭に 置けば、 今 囘の發 掘せられ た 朝堂阯 とい ふの は、 持統 天皇 

御 造 營の當 初の 藤 原宮』 の 朝 堂の 謂で あらう か、 或は 文武 天皇 慶雲 元年 擴張 後の 藤 原 宮の朝 堂で あ 

, つう 、 、 とり 摔」、 A1 も- tj  a  f  、ナウ ユ；^  *o らう。 へ もっとも、 喜 田 博士 は、 土壞を 中心とする 建築物 は、 や はリ宫 殿と 

らう 力 そ y 賴 75;- を もせね は.^ らぬ てあらう I, して 最初に 建てられ たもので あらう。 和 銅 四 年に 燒 亡した もので. に 

無 かちう 0 さう でなければ 餘ノ 

り^^^だと云っ て居ちれる0  ) 

さう いふ 大切で 且つ 興味深い 事柄 を 長い 年月 かかって、 II 々と 究尋 して 行く あ ひだに、 私の 「御 

井考」 は 否定せられ すに、 却って 肯定 せられる ことと なる であらう。 これ は 私の 空想と いふ もので 
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あり， 豫感 とい ふ ものである * 

なほ、 昭和 十四 年から 大和 地方 も 雨雪徽 く、 鴨 公 村 あたり は 昭和 十四 年 十一 から 約 九十 日間 雨 

らしい 雨 降らす、 十一 月下 句に ほんの 小雨、 昭和 十五 年 一 月廿 三日に 三十 分 間ぐ らゐ 降雪が あった 

のみで、 從 つて、 鴨 公 小學校 北方に 接した 大池 など は 底が 顯 はれる までにな つた。 この 時の 井 C 水の 

狀態 を吉田 宇太郎 氏に たづね たと ころが、 二月 二日 附を 以て、 懇に 調査報告 せられた。 第一 部 a、 

水面 は 地表から 〇 • 五 米、 水の 深さ 四 • 五 米、 稍 白獨。 b、 水面 は 地表から 〇 . 五 米、 水深 w  . 〇 

米。 清冽 澄明。 c、 水面 は 地表から 〇 . 五 米、 水深 二  . 三 米、 稍 白獨。 さう して 見れば、 第 一 部の 

井泉の 水量 は 減って ゐる けれども、 涸れる やうな こと は 無い。 これ は 注意すべき ことで ある。 序に 

云。 日本 古文 化 研究所の 作業で、 土 壇 東方 廿五 間に、 大極殿 正門の 阯と おも はれる 基 壇 石の 連績 

群を發 掘した こと を 報せられ た。 {是 に 慶賀に 堪 へぬ。 

〔人 麿 雜纂】 これ はこれ まで 手控 にして 置いた もの を 維 然と 載せた。 伊能忠敬の 測量 日記、 人馬 

賞 餞、 本朝 神社 考、 高津柿 本大明 神略緣 起、 櫟本柿 本 寺赂緣 起、 人 麿 神 疫辆除 靈驗、 堪科人 麿大明 

神 由 緣碑撰 文 、德川 時代 山陰 山陽 交通路、 あての 木、 柿 本 神社 參拜 記念 等で ある。 此等を 纏めた 

後に、 昭和 十四 年初 夏に なって、 人 麿の 子孫 だとい ふ 小 室 氏の 來訪を 受けた ので、 -. 柿 本 氏 小 室 系圖 J 


を 補充した。 此 種類の 雜事は 今後 も 集め 得る と 思 ふから、 幸に 私が 健康で あったら、 補充した いと 

おもって ゐる。 

「柹 本人 麿 御傳」 中 務卿兼 明 親王 撰、 初代 豐田 文 三郞氏 舊藏本 を、 岡田眞 氏が 昭和 十 年 三 =^ 十日に 

影寫し てお くられた ものである。 本篇 の 原稿と する と き廣野 氏の 助力 を 得た 。これ は 人 丸と 赤 人と 

が 雙生兒 だとい ふやう に 書いた ほどの 書で あるが、 神道の 方と 結び付い たこと、 他の 類書と 同樣で 

ある。 

「超大 極秘ん 丸 傳」、 i 歌道 筒 守 二重 之卷」 (抄 y 「歌仙 二葉 抄」 (抄. )、 此等 は、 昭和 十一 年に、 故屮 村；^ 

孝 氏が この 「雜 纂篇 ^ のた め -! 筆寫 してお くられた の を、 ； 應廣 野三郞 氏に 目 をと ほして もらった，， f 

ので ある。 然るに 巾 村 氏 は 本 篇の發 行 を 見， で、 昭和 十 e: 年 三月に 病歿 せられた。 私 は 深く 君の. 化 を 

いたみ、 是等 諸篇の 君の 筆蹟 を 形見と して 永く 愛惜す る ものである。 

【人 麿 地理 踏 查錄】 これ は、 昭和 十二 年 五月の、 ー備 後. 石 見. 諧岐. 伊豫.； 路. 大和，； こ、 昭 

和 十 年 五 の、 「浮 沼 池 • 鴨 出 . 足 道 . 鴨 公 其 他」 との 二つで あるが、 前者 は 「鴨 山 後考」 の 鴨 山 を 

直 地 踏査した 記事で ある。 ついで 私の 「辛 乃 埼考」 に關係 ある 唐 鐘 浦を訪 ひ、 ^i: 國府 阯を訪 うた。 

それから 四國へ 渡り、 讚 岐の砂 彌島を 見、 松 山 • 道 後 を ま はり、 二た び 山陽 道に 入って、 加お 川の 
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近海に 舟 を 浮べて 古への 『加 古の 島』 を 5^ び、 それから 淡路へ 渡り、 『明 石の 門』、 『野 島の 琦』、 『飼 

飯の 海』 等 を IT ひ、 大和へ 行って 藤 原 宮阯の 井泉 を しらべた ものである。 この 旅行 は 一人旅で、 先 

を 急 ざ 急. ぎした けれども、 私に とって 極めて 有益な ものであった。 後者 は、 三 瓶 山の 麓の、 浮 沼 池 

の 寫眞を 撮る のが 目的で あつたが、 同時に、 その 浮 沼 池の 邊と、 私の 發 見した 鴨 山との 交通路 を實 

地に 踏査し ようとい ふので あって、 それが 無事 實 行せられ、 私の 學說に 積極的な 根 據を與 へたので 

あった。 この 道 は 今 は 殆ど 全く 人の 往來 が絕 えて ゐ るので、 世の 學者は 顧みない ので あらう が、 私 

. は 可 なり 重要な 道 だと 思 ふので あるし、 なほ 調査した い 事柄が 幾つ も 私の 心中 を去來 して ゐる けれ 

ども、 それが 私の 如き 個人の 力で は 如何と も爲し 難いので ある。 この 旅行 もまた 一人旅で あつたが 

空想 を恣 にす るに は 却って 好か つた かも 知れない。 

【人 麿 像 補記】 總 論篇. 鴨山考 補註 篇で 記載した 以後に 目に 觸れ たもの のうち、 注目すべき もの 

若干 を 載せた。 なほ 人 麿の 畫像 は全國 では 甚だ 澤山 あると おも ふが、 大體は 僅かの 種類に 分類が 出 

來 ると 推察 せられる ゆ ゑ、 先づ このく らゐ にして 忍ぶ ことと する。 なほ 人 麿 像に 就いては、 白 畑よ 

し 氏の 研究 (美術 研究、 昭和 十二 年 六月) が あるから 參 放すべき である。 

【小 考】 これに は 「諸說 記載に 就いて」、 「いほる 考」、 「うはぎ 補遺」、 「賀茂 *鴨* 神. 龜/ 「亂 友に 


關聯 して/ 「みだる の 語原へ 「月 西 渡/ 「捸を タムと 訓む 小考」 等を收 めた。 いづれ も 小 文で あるが、 

人 麿の 歌 を 解く うへ に 若干の 關聯を 有する ものである。 評釋 篇が發 行に なった 後、 業餘の 小閑 を 得 

て斯 かる 事に こだ はった のであった。 

【人 麿文獻 補遺】 これ は 總論篇 で 文獻を 記載した ものの 補 遣と、 總 論篇發 行：^ 後に 世に 公に せら 

れ た文獻 の大體 である。 助力 せられた 人々 は、 市 毛 豊備、 小 野 寺 八 千 枝、 石田德 太郞、 須签善 勝、 

藤森朋 夫、 佐 藤 佐太郞 諸氏で あるが、 わけても 藤 森朋夫 氏より 多大の 助力 を 得た。 

本卷 (雜 纂篇) を發 行す るに 際し、 御盡 力た ま はりし 方々。 秋岡武 次郞、 足 立康、 石田德 太郞、 市 

毛 登備、 一志 斐雄、 字 都 野硏、 宇野浩 二、 上 村 孫 作、 奥 野 健 治、 大村 吳樓、 幸 田 露 伴、 鹿兒島 壽藏、 

金 田 賢 作、 北村庸 夫、 杲山、 小 坂 順 造、 齋藤泰 全、 ^澤喜 守 雄、 下 村 章 雄、 須签善 勝、 瀧 精一、 竹 

內英之 助、 津田騰 三、 德富 蘇峯、 中 村 g 孝、 中 村 三 二、 苦 木 虎雄、 橋本欣 也、 橋 本 福 松、 廣野 三郞、 

藤森朋 夫、 舟 木 賢寬、 布 野藝運 一、 正宗 敦夫、 宮森麻 太郞、 村 岡 典嗣、 森繁 夫、 森 本 治吉、 矢 代 幸 

雄、 山ロ恭 代、 山 崎慧、 山 田 儔、 吉田 宇太郎、 渡 部 信、 岡 鹿 太郞、 尾 形 鶴吉、 岡 田眞、 小 野 賀榮、 

小 野 寺 八 千 枝、 岩波 茂 雄、 岡 麓、 土屋 文明、 柴生 田稳、 佐 藤 佐 太郞、 山 口 茂吉の 諸氏に 甚深 感謝の 

念 を さ さ げる。 
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本卷に 載せた 寫眞 のうち、 鴨 山 後考、 辛 乃 埼考、 人麼 地理に 關係 ある ものの 大部分 は、 私自身が 

覺 束ない 技で 撮った ものであるが、 それに 上 村 孫 作、 奥 野 健 治 二 氏の 盡 力に 依った ものが 加 はって 

ゐる。 衾 田 慕 地の 寫眞、 吉野宮 瀧 地方、 五條 野 地方の 寫眞 等が 卽 ちそれ である。 

總論篇 で、 人 麿の 日常生活 等の こと を 顧慮した とき、 聯想が 食物の ことに 及び、 果物の こと を も 

少しく 記載した のであった。 然るに、 その 果物の 屮に 柿の 實が 書いて ない。 一. 人が 私に 諧 誠して 

云った。 『柿 本人 麿が it を 食 はぬ とい ふの は を かしいで はない か』。 この 質問 は 如何にも そのと ほり 

で、 あそこの 蔬菜、 果物 等 は 大體を 示す に.^ まって ゐた。 例へば あそこに 揭 げた 蔬菜の ほかに、 蒲 

ほ ほ  つくし  すみれ  すかん ほ 

公英の 葉 だの、 土筆 だの、 墓 だの、 酸模 だの、 木の 若萌の 極々 の もの だの、 それから 後世 救荒 植物 

として 記载 せら れてゐ る ものの 大部分 は、 上代の 人々 はこれ を： n 常の 食用と した かも 知れない ので 

ある。 果物で もまた さう である。 あそこに 掲げた 果物の ほかに、 自然 產の もの も、 旣に その 頃 外 國 

から 渡來 して 栽培して 居た ものが なかなかあった と考 へ る ことが 出来る だら う。 あそ こに は HI 本產 

の 覆 盆 子と か、 葡萄と か、 岩棠 子と か、 木瓜 (1:751  、t) とか、 蓁栗、 榧、 胡頹 子と かいふ ものが 書 

,  くるみ 

いてない が さう いふ もの も 無論 食用に 供した ので あらう。 胡桃な ども 種類に より 一. 例へば 姬 胡桃) 

人， 麿 時代：^ 後の 渡來 とも 思 ふ もめが あるが、 人 麿 時代に 旣に 渡来し C 居た と 謂って 好い もの も あら 


う。 柿な ども また さう である。 和名 鈔に、 音巿 和名 賀岐、 赤實葉 也。 鹿 心 柿、 和名 夜 末 加岐と ある 

から、 渡来 種で あっても 餘程 古く 旣に 渡来して ゐ たと 考 へて 好く、 沛 本と いふ 姓が 第一 一 てれ を證し 

てゐ るので ある。 その 柿 も.^々 に異 つた 種類が 渡來 した ものと 見える し、 三代 實錄 に、 雷雨 震， ー內 

敎坊 柿樹？ 延喜 式、 內瞎 司、 供奉 雜 菜の 條、 柿 子 二 外、 漬 年料雜 菜の 條、 柿 五 汁 料鹽ニ 升。 園 地、 

雑菓樹 の條、 柿 五 株 云々 の 記事が あるから、 實用 向に も 柿樹は どしどし 植 ゑら れ たこと が 分かる。 

その他、 和名 鈔に载 つて ゐる 食用 植物の 一部 は 旣に入 麿 時代に 渡来して ゐ たと 看做し 得る から、 專 

門 上の 知識 を 以て、 私の 書いた 總論篇 の 不備の 點は 自由に 之 を 補 ふ ことが 出來 るので ある。 

この 雜纂篇 も 諸 矢の 助力に より 殆ど 校了と なり、 目下 索引 作製 巾で ある。 昭和 九牟 トー 月 總論篇 

を 出してから、 昭和 十五 年の 三月に 至る まで 足掛七 年を經 過した。 さて この 雜纂篇 の 校正 を 了ら う 

として 顧る に、 補， 盯を加 ふべ くして 私の 力の 足らざる が爲 めに、 如何と も爲し 難い ものが 幾つ も あ 

る^で ある。 

例へば 「小 考」 として 載せた 如き 題目の もの. は、 今後 も續々 と 出で 來 ると 思 ふし、 また、 あの 時以 

後の 考說 として 少しく 加 ふ ベ きものの 出來 あがった の も 幾らか あると も 思 ふので ある。 「小 考」 の屮 
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で、 俅を タムと 訓 ませた の は、 撓と相 通じた のに 據 つたので あるが、 廣雅に 拱拔法 也と ある、 その 

『法』 と 通す る 心 持が 卽. ち 『撓』 なので ある。 さう いふ 事 を ももつ と 突きつ めたい ので あるが 差當 

つて は出來 ない。 また、 嘗て 一 たび 顧みた 事の あった、 (き稱献 隨篇 鴨) 采詩官 の やうな 職と 人 麿との 

關係 であるが、 周に 采 詩の 官 があった と 謂 はれて ゐる 綠" 學) けれども、 本邦に さう いふ 職掌が 

特に あつたか、 古今 集に ある 大歌 系統の ものが、 以前に は雅樂 寮で 取极 つたと 謂 はれて 居る し、 萬 

葉 集卷ー •  二の 歌な ど は 大歌の 種類 だと 考 ふる 學者も 居る 程で、 その 采 詩の 實行は 本邦で は ど. うい 

ふ 具合に 行 はれた か、 東歌の 鬼 集 等 は 地方 官と 宮廷 (|§ も) との 間に 密接の 關係 があった とお も はれ 

るから、 さう いふ 冤 集の 爲 事に 人 麿が 躬 を：^ て從 事した か、 柿 本 朝臣 人 麿 歌集の 歌と 人 麿 自作との 

關係、 從 つて 人 麿と 當 時の 作歌し 得た 人々 との 交流 等に 就いても、 一な ほ 考察 を績 けねば ならぬ 問題 

が、 幾つか 心中 を去來 する ので あるが、 これ も差當 つて は考證 が出來 難い。 そこで 拙著 「柿 本人 麿」 

も大體 このく らゐ にして 切上げる ことと した- 玆に 「緣 起」 の 餘白增 補 を 終る に のぞみ、 更 めて 諸 先 

生 諸 友人の 健康 を 祝す る。  - - 

なほ、 屮川顯 允の 石 見 外 記 贿 II 篇) に、 『石 川』 は、 『石 見 川』 (卽 ち江， 川 一の こと だとい ふ說 

を 立てて ゐる こと を、 濱 田の 三 浦 圧 市 氏が 注意 せられた。 


o 石 見 川お II 石 見 名所 記 一一、 夫 木集ョ ミ人 不知、 「アサ ゴト 二 石 見 ノ川ノ ミヲタ へ ズ 戀シキ 

^ ん 

人 二 逄見テ シ カナ」 トイ ヘル ヲ 引テ、 江， 川 ノ事ト ス 。 拉テ此 川 、ノ 石 見 第  一 ノ 大河 二 シテー 國/ 

中ヲ流 レ恰モ 一條 ノ帶 一一 似 タリ。 顯 允ガ讀 メル 角 彰經石 見 乃國乃 帶爾爲 流石 見 乃 川^ 看 杼不倦 

カモ 

鴨、 イト 拙 キ業ニ コソ。 抑 モ此川 ク源ヲ 巿木三 坂 ノ南溪 ヨリ 發シ、 安藝 備後 ノ地ヲ 繞リ、 大河 

ト ナリテ 再 ビ邑智 郡 一一 入 リ那賀 郡ノ海 一一 入 W  。 此海 ロノ 地 ヲ石見 ノ鄕ト ィ ヘルー 一 ヨリ、 石 見 川 

ト モ 石水ト モ川 ノ名ト ハナ リシ モノ ナリ。 扭叉 鴨山モ 此川ト イト 遠 カラ ス所 ニテ、 古 へ 柿 本人 

麿 、ノ 生國 大和 ノ柿 ノ本ノ 人 六 位以卩 ノ賤官 ニテ石 見ノ任 一一 下 ラレ シガ、 久シク 職田ナ リシ 鴨ト 

云 ヘル 地 二 病 ミ伏シ 玉ヒシ ガ 故鄉忘 レ カネ 妻ノ 依 羅娘子 二 タノ ミス クナ キヲ傷 メル 消息 ヲ タ ビ 

タ ビ贈ラ レシ 一一、 逢 ヒ見ン コトノ 難 クシ テ命終 今日 ヲカギ リトナ レリ。 扭テ 大和 ナ W 妻 ノ依羅 

娘 子 "夫 ノ病ノ サシカ サナリ タル 消息 ヲ讀ミ テ>  周章 驚キ急 二 石 見" 國 へ馳 セ來ラ レシ 二、 夫ノ 

人麿ハ スデ ニ此世 ヲ辭シ 玉ヒ、 角 枕 錦 衾ノ祭 爛タ. -、 獨リ 悲傷 タト へ ン 二 物 ナシ。 萬 葉 集 同ジナ 

ラビ 二見 ユタ レノ、 柿 本 朝臣 人 磨 ガ死時 妻 依 羅娘子 作歌 二 首 ケ好" や；； 且ゲフ 日 

且 今日 吾 待 君 者 石 川 Si ぎ、 ト| 交而 登ィ不  1ロ：<だ ^^ss0^.^0-0^^ 
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歌ノ 意、 今日ん 「日 力 ト^ネ 來 リ妻ヲ 思じッ 、身 マ カリ 玉へ 〉 夫 ノ君ノ 御魂戀 シャ、 モシ ヤコ ノ 

石 見 川ノ河 合一 ー沉 ミモャ ラ デ居玉 フカ。 次 ノ歌ノ 意ハ、 夫ノ君 一一 逢 タク 見 タク 泣 ギカ コッ トモ 

黄泉 ノ山坂 へダ、 レ バ セメテ 、ノ 此石川 ュ雲 トモ 君 ハナ リ テア- フ、 ノ レ 玉へ、 妾、 ノソレ ヲ夫, 君 ヅ 

ト ナガ メ テナ グサ ノン。 案ズか 二、 石 見^ ト石 川" 同ジ川 一一 テ分テ ニット スべ カラ ザル. モノ ナ 

ジ 0 

斯う 記して ある。 この 文章で 注意すべき は、 『案ズ ルー 一、 石 見 川ト石 m ハ， 同 ジ川ニ テ分テ ニット ス 

ベ 力 ラザク モノ ナリ』 とい ふので、 これ は 萬 葉 集に ある、 石 川 は 卽ち石 見 川 一江. 川. 一 だとい ふ考で 

ある。 それから、 『鴨 山モ 此川ト イト 遠 カラ ヌ所 ニテ。 一 とい ふ の は、 人 磨の 歿處鴨 山 もこの 石 見 川 

f 江ノ 川) から 遠くない 處 にある とい ふ說 である。 私 は 川 本 町の 石 水 山弓举 八幡 三 社の 緣起 によって、 

『石 河邑』 とい ふ 名稱を 知. -、 私の 假說に 一 根據を 得た のであった が、 私と 同じ やうな 考を、 旣に 

石 見の 學者 中川顯 允が 立てて 居る の は、 極めて 典 味 ある ことで あり、 威 謝すべき ことで ある。 私 は 

昭和 九 年 夏、 濱田圖 書 館を訪 うて 此 書物 を 一見した のであった が、 旅の 慌 しさに この 文章 を 見お と 

し、 八重 著の 說 のみ を抄 記した ので ある。 然るに 三 浦庄市 氏に よりて 二た び此 書の 說を 顧慮す る こ 

と を 得た の は、 まことに 忝い ことで ある。 顯允 は、 依 羅娘子 は， V 和に： & たこと として ゐ るが、 『久 


シク 職田ナ リシ 鴨ト 云へ V 地 一一 病 ミ伏シ 玉 ヒー 一 とい ひ、 石 川 貝 を 借 字に て 『此貝 ハ借字 二 テ 川合ノ 

義 ナツべ シ』 といって 居る あたり、 思考の 機轉 がい かに も焦敏 であって、 後進の 吾々 はおの づ から 

それ を 尊敬せ ねばなら ぬので ある。 

併し、 石 を 江-川と したの は斯 くの 如くで あるが、 鴨 山 をば 都 農鄕の 中と 考 へて ゐた。 

〇 鴨 山 、ノ 都 農 鄕石見 川 一一 近キ地 一一、 占へ 鴨 トイへ ；-所 ァリ。 此ノ鴨 ノ地ノ 山ナル ベ シ。 榻鴨曉 

筆卷 十七 二  、 加 茂、 山城 • 石 見 ユア リト。 加 茂. 鴨 二 同ジ是 レナ リ。 今 ノ世コ ノ贺茂 ノ地ヲ 求 

ムル、 サ ダカ ナラ ネ バ 、 カモ. 力 ミ 訓通 へ バ 賀茂 • 神トナ へ ノ變 リテん 「ノ 神 付 ノ 山ニテ ハナ 力 

リシ 力。 此 アタリ、 ノ 國府 / 官人 ノ職田 モア リ、 古へ 人 磨 、ノ 國府 ノ 官人 ュ ュ 、 病舸 養生 ノ爲メ  二 

職田ノ 別業 一一 住 セラ レシ 二 モア ラン。 力々. ィフ ハ 全 ク 牽强 ノ 言 二 シ テ、 カナ ラ ズ 徵ト ハナ シ * 力 

タシ。 ソモ /、 此山ハ 萬 葉集卷 ニニ 怖 本 朝臣 人 麿 在， 一石 見國ー 臨， 死時自 傷シテ 作歌、 鴨 山ノ磐 

シ マ ケル  力 モシ-:. 一 ト 

根 之 卷有吾 乎 鴨 不知 等 妹 之 待 乍 將有ト 見 H シ是 レナ リ。 サテ人 麿ノ辭 世、 加茂眞 淵ノ說  一一 、ノ、 

人 麿 石 見ノ國 ニ下ッ テ司ヲ 任ケ、 慶 雲年ノ クチ 二、 ョハヒ 四十 ァ マリ 二 シテ、 任 ノ內ニ 終リ タ 

マヒヌ トァリ 0  £ 

これで ると、 顯 允の 說は、 『神 村』 說 であるから、 私の 鴨 山と は 場 處が違 ひ、 吉田柬 伍 博士の 大 
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日本 地名 辭 書の 說と 合致す る。 これ は 鴨 山 は 都 農鄕の 中に ある だら うとい ふ 前提の 下に 成立つ た說 

であるから、 おの づ から 斯うい ふ 結論と なる ので、 その 不適 當な 前提 だとい ふこと は旣に 幾た び も 

論じた ごとくで あるが、 私の 感服した の は、 『石 川』 を 『江川』 に 見立てた のに あ-^、 この 結論 は 

動かぬ ので ある。 

なほ 此の 「石 見 外 記」 で 注意すべき は、 人 麿の 歌の 中の、 『辛 乃埼』 をば 通 摩 郡 宅 野 近くの 韓島だ 

とせす に、 那賀 郡で 國府に 近く、 カラ は 角の 里に 近い 處で、 辛 乃椅は 今の 唐 鐘で あらう と 云って 居 

る點 にある。 

カー マノ サキ  ナル 

〇 辛 乃 崎 言 高機附 人 麿， 長歌 一一 、 言 佐 敝久辛 乃 崎 有ト見 ユタ, ハ、 タ .、、 辛トノ ミ ィ ヘル 地 二 

テ、 萬 葉 三 一一 苦 毛 零 來雨可 神 之 崎 トイ へ レノ 神ト同 ジク、 之 ハ助字 崎、 ノ先ト 訓通ヒ 出張 タル 地ヲ 

ィフ ナリ。 然レ バ辛ト "何レ ノ所. ゾ トイ 、ノ  .>、 辛、 ノ枯虛 空ナド 、同 ジク、 渺茫タ ル 一草 一木 モ 

生 ゼザル 野原 ヲィフ ナリ。 是" 下國府 アタリ ヨリ 江津邊 へ カケテ 砂山 白濱多 ク目 モト..、 カザル 

ノ 曠野 ナ ルヲ、 辛トノ ミ 名ヅケ タル モノ ナリ。 此ノ辛 ノ地ノ 出張 タ か 崎 一一, 石多キ ヲ以テ 伊久 

一原 i  -原， - 

里爾. ゾ ト、 ノ胃ト ハ咏ゼ ラレ タル モノ ナリ。 石 見 名所 記 一一 辛 乃 崎 可 良 崎 ト折テ ニケ所 トス ル ハ非 


堀 河 knjkrn  s« 「石 見 潟 コト タカ 機 二 ョル 浪ノ々 ダケ テ 歸ルモ ノト シ ラ ズャ」 ト 三 ュ 。 言 高 磯 ノ 

地 イマ ダ思ヒ 得ズ。 モシ ャ 人 麿 ノ  サへグ カラ ノサ キト アル 二 ヨリ テ、 石 見 潟 ニッケ テコト 

高 磯 ト俊賴 、ノ 詠ゼラ レ シカ。 

〇疊 浦 此浦 ハ國分 村 一一 ァリ。 東西 十餘町 南北 六 七 町、 タ-, 、平坦 ナヤ 一枚 石 一一 テ、 中程-一 ハ小 

高々 枕ト思 ハル、 處 モア リ、 マタ 椀 家具 ナ ド ナ ラ ベ タル. ガ如 キ -ぉ モア リ、 オシ ナベ テ 筵 席 ヲ 敷 

タル ガ如キ 二 ヨリ、 タ、 ミガ 浦ト" 名ヅ ケシ モノ ナリ。 一 一一 、ノ 床 ノ浦ト モヨ ベリ. - 其 風景 奇絕 

二 シティ ハ ン カタ ナク、 思フ 二 神 御代 二 大己貴 命 少彥名 命 一 一 柱 ノ 大神天 ガ 下 所作 玉 フ時ノ 神 造 

二 モア ラ ン 力。 サテ是 ョ リ西六 七 町 ヲ隔テ 海中 一一 犬島ト ィ へ k 島ァ リ。 遠ク コ レ ヲ望メ バ 海上 

二 一  玉環ノ 半分 ヨリ 上 ノ出タ て ガ如シ C ソノ 環ノ中 r 洞ュ へ 小船 ナド ニテ通 ラル 、ナ リ。 サテ 

マタ此 一一 猫 島 トイへ レノ島 モア リ。 き^お"】 きね i::" レノ  ノ里 トイへ レノ地 モア リ。 

コ 、 、ノ 唐乃嶺 二 テ辛乃 崎 二 モア ラ ンカト 疑フ地 ナリ。 

力- r カネ  つ 0O  0  0  0  0  0  00  -'  0OO0OO0000O0OO0O000 

卽も、 右 の 文中、 『唐金 ノ里 トイ ヘル 地 モア リ。 コ、 ハ 唐乃嶺 二 テ辛乃 崎 二 モア ラン カト疑 フ地ナ 

. リ』 は、 辛乃埼 をば 唐 鐘の 疊浦を も 含めた 埼を 差す のであって、 取り も 直さす、 私の 「辛 乃 埼考」 の 

結論と 合致す るので ある。 さすれば、 私の 說と 合致す る ものに、 「石 見 八重 蕃」 附記の 小篠大 記の 說 
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と、 この 1 石 見 外 記」 の 中川顯 4=- の說 とで、 共に I 木 游餘錄 の 記事に 類似した 點も あるが、 いづれ に 

しても、 私の 說に 前行して、 石 見の 學者 二人まで 、辛 乃埼 唐鎵疊 浦說』 を 出して 居る の は、 偸 快 至 

極の ことと 謂 はねば ならない。 そこで、 實に 長い間、 辛 乃 椅は通 摩 郡の 韓島 だとい ふ說が 殆ど 學界 

を 支配して 居た のであった が、 この 辛 乃埼唐 鐘說は 近き 將來に 於て 學界 の定說 となる ので はなから 

うかと さへ 思 はれる に 至った。 石 見 外 記の 題言に は、 r 文政 三年 庚 辰 冬 41 月 望、 石 見 濱田臣 中川顯 

允 公 修識』 と あるから、 その 頃から 此說を 持して ゐ たこと が 分かる ので ある。 


引 


、 索引 は 事項索引と 歌 句 索引と に 分かち、 歷 史的 假名 遣に よる 五十音順に 配列した。 

、 事項索引. は 語句 . 人名. 地名 • 書名 等の 索引 を 兼ね、 書名 及び 論文に は 「 」 を附 した。 

、 歌 句 索引 は 本書に 考證 じた 怖 本 集 及び 勅撰集 選出 歌の 各 句 を 出した。 而 して 其 他 本文 中 隨處に 引 

用され たもの は 之 を 略して ゐる。 
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歌 五 首 • 人 麿の 歌 十 首」  七 七 M で 七 五  <丄<  一. ズャ七 S 

みだる (亂) 活用  さ 一六 

「拾遺 集」 

柿 本 集との 關係  El 一一 i  丁 六 五 

選出 人麿歜  •   二 <予 一一 一一 0 

拾遺 抄  ！-了 一一 ニー 一 

凝 見 彌太郞  き S 


柿 本 寺 (大和 樣本)  「新 鏡 古今 集」 (選 》 人 麿 欺) 

修理 勸鐘 I  •  S 起  S 「新 千載 集 一 (菅人 I) ： 

島 田忠夫  乂ー  - 新撰 字 鏡-一  

島 津久基 「日本 文 學史， 一  七 さ 「新撰 萬 葉 集」  

島 本 正義 「雷 丘に ついて」  .5 一新 勅撰集」 (選出 人窘 歌)：. 

濟水文 *  七 01 新貞老 一 萬 葉 集 摘英新 釋」… 

下 村章难 「野 島 之 崎考」  夭 千 〈s 進藤涛 「常 滑 試論」  

常 願 寺 井 (I 井)  i 人馬 霞 (賽曆 一一 一年) •：•：：. 

^ぎ 島  WK. 舊 新 村 出  

^1 一  說雅」  室 ス 

シ ユリ-マン  S 

「害 接」  0 須签善 勝  

ー績 古今 集， 一 (選 ffi 人 麿 欲)  -  一一 一六 二 鈴 江 幸 太  

一 績後拾 遣 集」 (選出 人 唐歌)  S 鈴 木 三 ほ  

「摸 後 撰 集」 (選出 人 麿 欺)  ：. 一一 ーまハ 鈴 木重赠 「祝詞 講義-一 

「镜 千載 集」 (I 人畧)  ーーー《 な だる (崩) 語原 ：：：：： 

「摸 S 本紀」  さーー 鈴 木虎堆  

白 およし r 人 麿 像の 像容」  七 六 一人 S 「砂子の 殘月」  

心 空 「法 S 甚」  0 「住皇 神號 大事」  

「新 古今 集」 (選お 人 麿 歌)  一一 一一 一一 九  洲本  

一. 新 後 拾遺 集」 (選 ffi 人 麿 歌)  05 末田齊  

「新 拾遺 集」 (選 W 人 麿 欲)  ……： g 六 


セ 

「小 考」 (齋藤 茂吉)  WW 

緣起  ：  〈g 

「石 海 集」  《<a 

「說 雅」 (朱 驟聲)  さ S 

「說文 解字 義證」  i 

「仙 覺抄」  一一 一 

千 光寺 (尾 道)  さ 0 

「戰國 策」  七 一七 

千疊敷  ％ー 

ソ 

染谷進 「近 江 荒 都 欲の 反歌」  S 一一 一 

「大 言海」 (大槻 文彥)  七 一一 か 

な だる (崩) 語原  i?l 一二 

「大日 本 海陸 輿地 全圖」  ISE- 

一， 大日 本國郡 便覽」  §a 

一大 日本 國郡 輿地 路程 全圖」  き a 

「大日 本國 細圖」  mos 


一 四 


「大日 本 細見 指 掌全圔 J  i 

「大日 本 地名 辭書」 (吉田 東 伍)  S 〈九 

「大日 本 輿地 全圖 J  き a 

「大日 本 輿地 便覽」 (山 崎義 故)  き 一一 

魔 鐘 (唐金)  EK 六 .Efe 

ies  s 

高 桑 菊 子  七 〈一一 

高峰 正秀 「萬 葉 集 叢考」  H< 

高 砂  夭 一一 

高田 山  85 

高津 (石 見) 

「高津 案內」  六 一一 一九 

高津川  六 0<.さ 一一 一一 

高 津柳本 神社 

參拜 記念  さ K 

筆 柳 . 筆 草  六 一一 ール 

膽司家 傳本柿 本 集  一一 ー〈 

「たか つ の 山」  ssm 

高 取 燒人麿 像  六^^ーー 

「篁 作の 柿 本人 丸 像」  七 W 九 

髙安國 世  天ケ ま 六 

高 安 やす子  き 一 si< ケ七ル 六 


瀧 上 寺 蔵人 耆像   六 <w  田 村吉永 「大津 京 考 • 藤 原 京 

瀧 情 一  犬ん • 拔手 折の 訓  

托農 (宅 野 たる *^ 垂. - 活用  

韓 its  E<a*s4J<  ェ 

琴の 濱  S 

竹 內英之 助  <OHl  千金 村  

武田祐 .fla 「怖 本人 麿 • 萬葉史 生手實 • 萬 葉 集と 忠君  近 森 氏  

愛國」  sm.ij 塁. 七 M 六. 一一. W 八 ム< 丁 ズ六. 七 八ん  ち せん (地 錢)  

人 奢の 歿處  ま 一一 一  長連恒 「柿 本 集 解題. 一  

武智雅 一 「柿 本 集に 就いて」  ま .is 八 勅撰集 選出 人 麿 歌 

竹 味 ユキノ 「詩聖 楝 本人 麿の 生涯と モの 欲」  欲數  

竹 尾忠吉 一. 人 麿の 敎五 首」  七 HK  玉 葉 集  

せ „1 ケ浦  e5 一一 .B 九 五. き 了 〈一一 一一  古今 集  

橘 守 部 「萬 葉 集 椿 檑手. 一  EO 一一. ま 一  拾遺 集  

伊達 子爵 家舊 蔵人 奢 像 …：   六 八. J  續 古今 集  

田 中 勘 次 「古今の 愛誦， 一  ま <  複後 拾遺 集  

田 中 健 三 一 萬 葉 集の 謂と 解. 一  #、<  續後撰 集  

谷 金 村  S  讀 千載 集. 

S  r 歷代名 欲評釋 J  ま 〈  新 古今 集  

谷亮平 r 怖 本 和^ 傭 W 抄に 就て. 一  七 量  新 後 拾 遣 集  

平 春 幸 r 欲 仙 二葉 抄」  六六<  新 拾遺 集. 

九む (囘) 用例  さ 一 M  新績 古今 集  


新 一一-載 集  ぎ 一 

新 勅撰集  t 一一 

風雅 集  f ハ 

「勅撰集 選出 歜考 證」 (齋藤 茂吉)  1 一七 一一 一 

緣起  七 £ 

づ キカ タブ キヌ 

月 西 渡の 訓  七 一一 一一 一一 

次 田 潤 「柿 本人 齊作欲 選 釋* 萬 葉 集 新 講* 萬 葉 集 選 

櫸 • 萬 葉 抒情 歌の 三 様式」  is  一. JJm ケ SJg. まケ 1} さ 

ス 亂の訓  さ 一一 

次 田眞幸 「人 麻呂 の 長歌の 修辭. 下部 留孜 . 夕方 枉 

戀無 乏考」  七爱. 七 m 六 .iK ル 

辻 善 之 助  七 〈ル 

辻 村 直  

津田騰 三  六 0丁<2 

土 屋静男 「人 麿の 歌」  七 さ 一一 

土屋 文明 「人 麿 作風の 變遷 • 萬 葉 集散 人の 研究 • 人 

麿と 卷 十三 • 人 麿の 欲 五 首 • 人 麿の 歌 十 首 • 萬 

葉 集名歜 評釋」  き 一一 一一 .531 ふ 5C. 宝で 宝 八. ま 六 .ズ 丁  六 

都 築 唯 重 「石 見 名所 方角 集」  Els 

つづらつ ゑ (葛 籠 杖)  一一 51 


*tts  霊 

津和野 小川 家の人 麿 像  六 ルー 一 

「帝都」 (喜 田 貞吉)  mm 

「超 大 極秘 人 丸傳」  六 蓋 

寺澤亮  天ル 

動詞 活用の 變化  さ H- 

土 岐善麿  ズー 

「常^ 草」 (仲 野 安雄)  五 S 

德川. t 代 道中 

出 雲 伯 者より 山陽  さーーー 

人馬 賃錢  六 0 ル 

德富蘇 峰  ズー 

ま M   § 

土 佐 光高 筆 人 磨 像  六 八 七 

祈年祭 祝詞  £0 

圖書. iij 本 柿 本 集 第 一  一一 一六 

圖書 .345 本 柿 本 集 第二  一一  W 

豐田 藤彌  ズー 


璺田 文三郎  <0 一一 一  中 t,s 完ニ 「萬 葉 集の 七 及 一 〇」 …… 

豊田 八十 代 「所見 二 つ . 萬 葉 集通釋 • 萬葉卷 一 の 研  中 津賢吉 「柿 本人 麿 論」  

究」  七3ーー丁15量.£^ぐ^ー丁七<:丄  中 野 重 治  

拔手 折の 訓  0 仲 野安堆 「常 磐 草」  

土 居 光知  KB  中 村 厚 惠  

頓阿 「愚問 賢 註」  W0  中 村 耕 三 「鴨 山 は 三 瓶 山なら ず や」 

中 村訓榮  

つ ,  中 村憲吉 「萬 葉 集 短 欲 輪講 I 一  

中 浦 忠太郞  5 七  中 村 三 二  

中 川顯允 「石 見 外 記」  中 村 シグ子  

石 川卽江 ノ川說  <0<  中 村 重 孝  

鴨 山 在 神村說  八 二 中 村 孝  

辛 乃 培 唐鎗說  〈一一 一 中 村 達 吾  

中 川 恭次郎  I 一一  中 村 良 子  

中 河 幹 子  AX 一  中 谷 宇吉郎  

中 河與ー 「柿 本人 麿 碑 撰 文， 佐 美島考  >  人 麿 並びに  永 井一 孝 「歌謠 の 降 盛— 人 磨」 •：： 

人 磨 欲 集の 歌 • 萬 葉の 精神」  WK.lf! ま ム六了 七 さ 了^ 一一 一  永 井 ふさ子  

中島 榮 一  天ん  などる (崩) 語原  

中岛 g 彌  七<8  なみ (波) 語原  

中.！ 1?*- 風 「ff:l^ 存疑 . 廣 島と 柿 本人 磨 . 寄 物 陳思欲  梅 崎 勤  

の 表現」  HI  .Ha.KW.K ル  「南京 遺 ii」 (雅 ©)  


二 


苦 木虎难  §ャ<§ 

西下經  一  Klf-.K ぶ 

W: ft: 井正慶 一柿 本 集對照 表」  お、 S.K< 

IS 田 忍 「人 の歌楚 賞」  0 

两 村眞次 「萬 葉 集の 綜合 研究」  ま a 

H 敏和尙 * 像  六ル a 

「H 本案 内 記」 (鐵道 省)  §ー 

日本 學術 振興 會第 十七 小委 員會  K ル 

「日本 古語 辭 ftj  (松 岡静 雄) 

みだる (亂) 語原  七 一一 三 

日本 古文 化 研究所  

「日本書紀 通釋， 一  き 0 

「日本 地 圖帖」  きん 

rH 本 都 制と 藤 原 京」 (喜 田 貞吉)  §11 一人 01 

「日本 靈異 記」  ±< 

ノ 

S せ  S 

「野 島 之 崎考」 (下 村 章 雄)  

野田實 「久 米の さら 山 和 欲宫」  さ o.w 六 


信實筆 人齊像  S 

祝詞 

大献 祝詞  七 一一 一一 

祈年祭 祝 S1  さ 10 

廣瀬祭 祝詞  

「祝 飼考」 (眞 湖) 

な だる (崩) 語原  さ 二 

「祝詞 講義」 (重 胤) 

なおる (崩) 語原  さ 一一 

、 

はかり (蹤 血)  一一 量 

获野由 之 「萬 葉 集 講義」  ？七 S 

萩原 朔太郎  W<0 

橋 本欣也  七へ 丁 八 S 

橋 本進吉  K ル 

橋 本 淸之助  さ 

橋 本德壽  七 <  一 

橋 本敏夫 「萬 葉 集 十 一 鴨 川の 歌」  W 六 

橋 本 福 松  K1 

長 谷川 富士雄  Km 


畠 山 健 「柳 本人 麿の 欲 • 近 江 荒 都 歌評釋 • 萬 葉集講 


さ 二人 s 

…… きハ 

…… 九 

::: 六 一一 二 

 六 

. 七 五六 .七<1 


き  

B^^ft  

服 部躬治 「人 奮の 大業 平の 眞， 一  

花 田 比 露 思 「稀 本人 寐呂爨 旅 歌 八 首」  

植科人 丸 大明神 碑  

坡 安の 池  ：  

濱津初 「萬 葉 集 研究」  一  

早 川幾忠 「萬 葉 集 短歌 味 解」  

林 一 松  gll 

林 正 森 「雜 說囊 話」  2< 

林道 春 「本朝 神 瓧考」  六 一一 一一 

早 水 城 春 「柿 本人 磨 論」  さ、 0 

原 田 春 乃 「柿 本人 麿 論」  H0 

「槧遊 餘錄」 (吉田 桃樹)  S 八ん .SS 

班田 使  s±.s 七 七 

東 源次郞  さ 一一 一一 

抹手 折の 訓  If  一一 一  a 

久松潜 一 「怖 本人 麿 の 欲 一首 • 日本 文學 評論 史 • 萬 

葉 集 考！^  . 萬 葉 集に 現れた る 日本 精神」  

 さ 丁 七 さ、 一一 丁七 ぶー .K  了  K 九 


日  

「常 陸 風土記」 

、、ほ リて (廬而 ) 例  S 

土方 定ー 「フ。 ー レンツ 著 曰 本文 學史」  H 八 

ヒ デズ ミ の 井 ：••：  き 一 一 

人窘 

閱歴 (班田 使說)  一  遍 

閱歴 (采 詩官 51^)  八 0 八 

關係 地理 (路 査錄)  五六^^ 

作 散 (漢文 學 との 關係)  さ 一一 一 

作歌 (石 見上來 歌)  さ 

作 欲 (Is 岐狭 5^ 島)  六 1? ャ六九 <• さ I 

ヅキカ タブ キス 

作 欲 (月 西 渡の 訓)  1?ー 一一-一 

辭世欺  六 一 

祠廟 (明 石 柿 本瓧)  六 S 丁 六ん 一一 

祠廟 (信 濃墙科 碑)  六 iia 

祠廟 (淺草 寺 境內)  六 1 

祠廟 (高津 柿 本社) ……   5 冗 

祠廟 (日 暮里淨 光寺 境内〕  さ 一六 

S  (美 作 和歌 宫)  さ 一 0 

祠廟 (利益)  六 一六. 六 一で. 六 四 

祠廟 (尾 張 林 泉 寺 境内)  六ーーー八 

1 九 


贫像 (明 石钸 本社 木像：)  六 ルー 一 

付 像 (狩 野採幽 筆)  六 < 一 一一 

肖像 (小 堀辆音 筆)  六 <s. 六 〈五 

肖像 (住 吉廣行 筆)  六 一 七 

小 = 像 (高 取燒陶 像)  -.  究ニ 

ft 像 (瀧 上 寺 蔵)  

W 像 (津和 野 小川 家 像」  六 ルー 一 

せ 像 (土 佐 光起 筆)  六 さ 

5= 像 (土 佐 光高 筆)  ：  六 八^ 

肖像 (頓阿 作 木像)  六 一一 一八 

肖像 (信實 筆)  六 <ル 

付 像 (光貞 筆)  六 さ 

W 像 (文字 人 丸)  六な 一一 

-H 像 (安田 粗彥 筆」  究 一 

肖像 (渡 邊綱彥 蔵)  六 <ル 

竹 像 (小 野 篁 作 石像)  S 一 

勅撰集 選出 歌 (歌 數)  一一 宝. 一一 二 0 

勅撰集 選出 歌 (玉 葉 集)  緩 

勅撰集 選出 歌 (古今 集)  一 ー<ー 

勅撰集 選 ffi^  (拾 遣 集)  一一 

勅撰集 選出 歌 (續 古今 集)  Isl 

勅撰集 選出 欲 (績後 拾 遣 集)  一一： き 


二 〇 

撰 集 選 to 歌 (績後 撰 集)  

勅撰集 選出 欲 (續 千載 集)  一-一 《 

勅撰集 選出 歌 (新 古今 集)  量ル 

勅撰集 選出 歌 (新 後 拾 遣 集)  S 一四 

勅撰集 選出 歌 (新 拾 造 集)  SO 六 

勅损集 選出 欲 (新續 古今 集)  SH ハ 

^撰 集 選出^  (新 千載 集)  SOI 

勒撰集 選出 歌 (新 勅撰集)  一一 一至 

勅撰集 選出 歌 (風雅 集)  一一 一九 六 

傳說  六 一 W . S • さ 一 < • 六 S 0 •  g 子 六 w 1ー • さ 一. S 

(入唐 f^)  六 さ 

傳說 (命日)  SSI 

常 生活 (食物)  八 ec 

歿處  W 一一： 人 二 

「人 麿 . 憶 良 . 家 持」 (志 田 延義)  

「人 麿 歌碑に つ いて」  ^Is 

「人 麿 像 捕 記」 (齋藤 茂吉)  六 八 一 

緣起  <s 

「人 麿雜 慕」 (齋藤 茂吉)  さ 一一 一 

-綠起  さ 一一 

「人 麿 地 理路 査錄」 (齋藤 茂吉)  ま ハル 

緣起  <0 一一 一 


「人 齎文默 補遺」 (齋藤 茂吉)  - へ"  さール 

緣起  八 S 

一人 麿 明神緣 起」 (小 室 氏)  六 一一 六 

人 見圓吉 「人 麿 • 赤 人 • 憶 良」  ま 六 

平 賀元義  K 一一 

平 田 篤 胤 「欺 道 大意. 古史 傳」  七 SI 

祌 • 龜 の相關  さ W 

平 福百穗  KS 

廣 野三郞  七 < 一人 0 一 I 一 

「風雅 集」 (選出 人 麿跌)  一一 一ん 六 

「武江 年表」  六 量 

「抉 桑 略記」  

富士谷 御杖 「萬 葉 集燈」  き ハー 

藤 川忠治  ズー 

藤田涛 「人 磨の 歌 五 首」：.  is ャ七 SK 

藤 田 德太郞 「萬 葉 集の 綜合 研究」  七玉 手ズー 

藤原宫 (藤 原 京) 

宫设  HU5H1 

範圍  WRil 

御井  き S 


街 井 (現在の 井泉)  せ 一七 i 六 六 久0 一一 

「藤 原宫 」( 足 立康)  ま 六 

「藤 原宫の 位置」 (足 立康)  ま 〈 

「藤 原 宫阯傳 說地髙 殿の 調査」 (足 立 • 岸)  

「藤 原宫 御井 考」 (齋藤 茂吉)  玉 一一 一一 

緣起  

「藤 原 京 再考」 (喜 田 貞吉)  g 亍七化 

「藤 原 京に 就いて」 (田 村吉 永)  き玉 

藤 原 運  一  Ksis 

藤 原 公任 「九 品 和歌 丄 一一 十六 人 撰」  S ケゼ 玉 

藤原輔 相の 歌 (怖 本集收 載)  1- 了 一一 一一 一一 

藤 原 爲賴の 欲 (iw 本集收 載)  EBi 三 化 

藤 原定家 「詠歌 大槪」  き 

藤 原 光枝   ：： 六 一一 a 

藤 森朋夫 「人 麿の^ 一首. 人 麿の 欲 五 首 • 人廣 の^ 

十； f3」  き 0.七§-£チ 七 M 六 ふ 了 七へ ケ七 S 人 § 

藤 井高-何 「松の 落葉」  六ん 八 

筆 怖 (明 石. 高津)  六 g- 六 6S 

筆 草 (高津 怖 本社)  六 一一 ール 

舟 木賢寬  き 八. Is 亍七 八！. ズー 一一 

布 野 村  1*?^ 

ふる (觸) 活用  七 一 W 


「分 域 指 掌圖」  き 五 

細 川幽脔 「九州 道の 記」  3ル< 

i 法乘 5 曰訓」 (心 空)  き 

堀 內通孝 「人 磨 作風の 變遷」  七 m ャズー 

r 本朝 神社 考」 (林道 春〕  六 一一 一一 

「本邦 輿地 圜 J:  mos 

孟子  き 0 

盲 杖 櫻 (明 石 柿 本社)  六 

眞刈 幸太郞  151 

正宗 敦夫 「柿 本人 丸 の 御 守」  3琵.七きー.犬3ふ^^ー 

正 岡 子規  HKO 。七 S 七 

間 使 ひ  

松 下大コ 一郎  一 II 

「松の 落葉」 (藤 井高 尙)  六 か 八 

松 帆 村  HKS 

fewB   KS 

松村英  一  

松 山  天0 


松 岡静难 「日本 古語 辭典」 


みだる (亂) 語原  ぉーー 一一 一 

前 川 佐美难  五八 0 

丸山静 「人 麿 再興」  J? さ 

丸 山 冷 長 「人 麿と 其 妻」  JJls 

「萬 葉 集」 

古寫 本と 柿 本 集  七 0 

萬 葉 集と 柿 本 集  soi ぶ 

「萬 葉考」 (眞 淵)  W 一一 一一 

「萬 葉 集 講義」 (山 田 孝 难.) 

いほり (廬) 解  六 九 八 

みだる (亂) 活用  お I 三 

「萬 葉 集. 放證」 (由 豆 流)  soil 

「萬 葉 集 古義」 (雅 澄)  四 八 1 一一 

「萬 葉 集 草木 考」 (岡不 崩) 

字 波 疑の 說  さ 一 

「萬 葉 集 新考」 (野 雁) 

石 水 貝の 解  七 凡 一 

「萬 葉 集 新講」 (次 田 潤) 

イリ I ダリ 

ス亂の ss§  七 一二 

r 萬 葉 集杪」 (仙 覺)  EK 一一 一 

「萬 葉 集燈」 (御杖)  H5 


「萬 葉 集椅燸 手」 (守 部)  S<l 一一. 5! ルー 

「萬 葉 代 匠 記」 (契 沖) 

採 而多宜 麻 之ひ訓  六な 

「萬棻 大和 志考」 (奥 野 健 治)  Hns. 七 七 一一 

ミ 

三 浦庄市  <0 八 

一一 一鬼 實 「怖 本人 麿 論」  HO 

み. だる (亂)  ， 

活用  さケ七 一子 一六 

語原  1? ー兀 .1? 一一 三 

みだり あし (亂 足)  七 一九 

みだ リ かぜ (亂 風)  七 一ん 

みだ リが はし (形容詞)  ま 八 

み だり ご こち (亂 心地〕  ±ル 

みだ リ ごと (亂 語)  七 K 

みだりに (副詞)  七 一六 

一一 ー津濱  KKO 

水 野 一 彥 「再び 人 麿に つ いて」  K 一一 一 .ズ< 

湊町  KK 六 

一一 一成 重 敬    W 

一一 ー檣彌  一 0  さ 三 


「美 作風 土 略」 (岡 村 白 翁)  六 一一 一 

宮崎健 一一 一 「人 磨 に 於け る詞 句の 別傳」  HS 

宫： t 昇 「人 麻 呂集爲 字考」  ま 一一 

宫森 麻太郎 

所 藏人摩 像  六 01 人 § 

武者 小路 實篤  ズー 

村 崎 凡人 「人 唐 調」  七- S 

村 岡典嗣  HKS.KS.551I 

秦 ^   S 

ひろ 

接の 木  さ 一 

室 生 犀 星  K 一一 

メ 

めら 谷川  

モ 

木 公迂人 「人 丸 赤 人の 後 劣」  き 

文字 人 丸  一一 一 

望月 信 成  六<__1 

本 居宣長 「う ひ 山 ふみ • 大赦 詞後釋 一 


な だる (崩) 語原  セ I 一一 

みだる (亂) 活用  七 ニー 一 

森 伊左夫 「柿 本人 麿の 研究」  七 g 

森繁夫  さ 五 

所 藏人麿 像  六き 

森 田 熊次郎  き 一一 

森 本健吉 「人 麿 歌集の 訓法. 萬 葉 集に 於け る 訓詁と 

鑑赏」  5?1^ム1?1チ5?六？七<1^ 

森 本治吉 「小辋 さし 渡す に 就て • 人 麿」  

 七 さ 了； S 予七 W ん。 K  一  i<4- 

森 山 汀 川  K 一一 

もろ こし さと (唐 里)  一一 Bp? 

ャ 

屋上 山  き^? 

家 持 集と 怖 本 集  S 七 

矢 代幸难  <§ 

安田 靑風 「柿 本人 麿 短歌 評釋」  Will 

安田 a 彥筆 人！？ 像  六ルー 

保 田 與重郎 「佐 美 島人 麿 歌碑」  天0.七£ 

安富 六 男  ズ< 

安原 次郞  ••:  ズー 


二 四 

矢 釣 山  K 六 

柳 田國男  KB 

柳 田 新太郎  お 《 

集 瀬 一 雄 「萬 葉 集の 篮赏」  七.？ 一 

八 1： &梅 (明 石 柳 本社)  六 g 

山 岸德平 「平安時代の 文 學と萬 葉 集」  七 六 

山 口 卯太郎  六 一一 六 

山 ロ茂吉 「人 磨の 歌 五 首 • 人 麿の 缺十 首」  

 まハ .Is ャ 七夭ム八 了ズャ 七 さ 人 S 

山 ロ恭代  〈om 

山 ロ隆ー  KB. ま 0 

山崎慧  ズ S. お m 

山 峙義故 「大日 本 輿地 便覽」  き 一 1 

山 下 秀之助  ズー 

山 田梅吉 r 獵路の 池」  £ー 

山田禱  ズ0<.15ー.：^カ1?| 

山 田孝难 「遊 凝 路池時 作歌の 反 欲 • 萬 葉 集 講義」  

 お B 亍 ん 

あは (感動詞) 解  一一 六 0 

いほり (廬) 解  六れ < 

拔手 折の 訓  S き 

みだる (1) 活用  さ 一二 


山中 範太郞  ズー 

山 本 熊太郞  一 

山本ス ェ  W 一一 W 

山 本康夫 「萬 葉 集 卷四珠 衣の 欲」  1? さ 

湯 抱 (石 見粕淵 村)  exo 丄 ルー 一一 

鴨 山  ^^^-s^^i^-  S 

小字 名  ,  eo- 

湯 谷 (石 見 粕^ 村)  …… .sl.lw 七 

結 城 哀草果  K 八 

m 

吉澤義 則  m.K ル 

山 2 田 卞太郎  垩 一一 一二ぶ 六 入 0 一一 

吉田 久四郞  き 一 0 

吉田東 伍 「大日 本 地名 辭書」  B 〈ル 

吉田正 後 「人 麿の 欲 五 首 • 人 麿 Q 歌 十 首」  1?WK. 宝ャ七 IfK 

吉 田祧樹 「槃遊 餘錄」  S< ケ 

原敏堆 「怖 本人 麿と その 顷」  ま 0 

吉水千 之 「萬 葉 集の 昔 韶聲調 • 萬 葉聲調 試論」  さ、 六 

よだれ (诞) 語原  さ 一九 


「類聚 名義 抄 J  さ 一で さ ール. セ iH ハ 

. 「論語」  さ 一 0 

和 欲 三 神 (一一 一聖)  六 六 一一 . H 一一 H ど I 一 丄ハ八 S 

和欲宫 (美 作久米 さら 山)  i 

脇 本 樂之軒  K3 

「倭 玉篇 J  七 1< 

わする (忘) 活用  七 一一 3 

渡 邊辆彥 蔵人 麿 像  六 八ん 

渡 邊輒負 「文化 三年 道中 日記」  六ー 一二 

渡 部 信  <s 

「和名 鈔」  sgc 

宇 波 疑の 記事  き 一一 一 

蕨檯堂  七 八 I 

ヰ 


井上 雪下 「出 雲 風土記に 現れた る 山陰 山陽の 交通」  七 ま 一 

二 五 


井上通泰 「柿 本人 麻呂の 閱歴の 一 暗示 • 萬 葉雜攻 . 

萬 葉雜話 • 萬 葉 集 追孜」  glK.EH.^ 亍 ケ £0 一. 七 〈4- 

人 麿の 阅歴  ゥ  七 七 

井 乃香樹 「新 建 萬 葉學」  七 S 一一 

遠 藤嘉基 「萬 葉 集の 綜合 研究」  七 Is. 七 〈ル 

ラ 

岡熊臣 「怖 本人 麻呂 事蹟 考辨」  a< 四 

岡 峙義惠  Kl 

岡 鹿太郞  K 一  .七^ 

岡 田 桂 「詩 S 人磨點 描」  き 一 

尾 形鶴吉  As 

岡 田 M   £九八.き3.天チ3?<3-551^土人0ー_/ 

小川 恒次郎 藏人磨 像  s 一一 

岡 麓  一… 七 〈I 

岡不崩 「萬 葉 集 草木 考」 

宇 波 疑の 說  き 一 

岡 村 白 翁 「美 作風 土峪」  六 一一-一 

岡 本 明 「萬 葉 名歌 鑑賞 • 萬 葉名敞 評釋」  六 や 55 さ 

岡 山   Kl 


二 六 

荻 野 仲三郞  

尾 崎恒雄  六 一一 0.K™- 

尾 崎雅嘉 「群 書 ー覽」  W 丁 一一 一一 一 一 

小 野賀榮  ズー. Ka 人 S 

小 野 篁 作 人 丸石 像  六ん 一 

小 野 寺 八 千 枝  K  了 八 OM 

MM   so 

「尾 張 志」  六ーーー< 

尾 山 篤ニ郎  Ki 


歌 句 索引 


ァ 

あかし かね つ も   一 

あ 力し つるか も   一二 一一 

あかしの うらの  二  0 ル 丄ー< 一一 

あかしの とより   一 一 一 .-Igs 

あかし もす まも  二 九 一 

あかし やすま も   一 5\ 

あ 力ず も あるかな  15 一 

あかつき つゆに   一 一 一三ん 

あかぬ きみかな  ー四^^ 

あかね さし  10 一一 

あか もぬ らして  ー< 六 *ーーーー|  一  0 

あか ものす そに  ニ亍元 If- 

あきかぜ さむし  Ins. 一 一一 m 

あきかぜし  一一 三 八 

あき 力せ そふ/  一 六 一一 一 

あきかぜに   一 BUMS 二 

あきかぜの  一 一一 や 一三 子ー S . 一 き • 一 一? 一 < 六丄 一三 ャ §ー •  一 IIS 


あきかぜ は  EQSJ 

あきぎ リの  I 一三 〈 

あきされば   一 E 子  一 m 六丄 ±  •  ーー50  • 1 一 S  丁 10  • 曼 八 

あきた かる  一六 IM 一一； - 

あきた もる  Is 一 

あきつの のべに  ニ^^〈 

あきて たちぬる  二  ml? 

あきと い はば や  IHJI 

あきと はい はむ  155 

あきに も あへ ぬ   一 SJI 

あきの あさけ の   一一 Is 

あきの あめ  II 一六 四 

あきのた の  一一 一一 ケ 一六 ヤー 一二 ほ 

あきのつ きょは  10 ケー 一一 一一 一四 

あきの はなと を  Im 一一 一 丄ーーさ 一 

あきの ゆ ふ. せ  ほーぉ 

あきの ゆ ふ * くれ  一六 =1 

あきのよ の  -  1 ぶ 8M 一一  0 ケ 1 一二  0 

あきのよ を  一一 一八 一一 一 

二 七 


あきはぎ さけり   一 

あきはぎ に  ー查 丄六 ん 

あきはき にけ リ   一 一三ぶ 

あきはぎ の   一一 一 ー< 二 六 <• 一六 ケ 一ぶ 一一 4 一一 一一 ル 

あきはぎ は   一 Bra 

あきはぎ を   一 S 亍 一一 KS 

あきはみ つ にて  一六 0 

あきやまに  犬 

あきやまの   一 0 六丄 S. 一一 一 HK 

あきやま を  一天 

あき を しらず て  二 六 < 

あくとき ぞ なき   一一 00 上 一二ぶ 

あけお きて  一一 一ん ra 

あけけ る もの を   一一 SS 

あけなむ あす を  一九-^ 

あけむ あしたに  一一 一一 一一 

あけむ あした を  一一 103 

あけ ゆかば  lies  一一 一 S 

あさか はわたり   ーー^^〈 

あさが ほの  一 一一 一ん 

あさぎり あ ひ  1<0 

あさぎりに  二 0 ケ 一一 〈一一. 一一 一ん < 


二八 

あさ じ もの  一二 一一 

あさせ しらなみ  一一 一一 六 

あさせ ふむ まに  一一 

あ さぢ い ろづ く   ニー ヤー Iss 

あさ ぢが うはば  一 m 六 丄ーー0 一 

あさ ぢが もとに  一き 丄 兰 S 

あさお はら  ルー-一 • 一 ール六 

あさつゆ おきて  一 一一 一九 

あさつゆに  feM 一 さ 

あさ ど を あけて   ー35ャ量 ル 

あさなあさな  ー羞 -ーー00.ー 一二 ヤー W 一一 

あさなあさな みむ  ニー 111 

あさねが み  八 一一 .1|ー|六 

あさば のに  rao=l 

あさ ふす を の の  一 さ 

あさま だき  一三 一一 一 丄ー 量 .slw 

あさみ どり  一一 さ ，00 六 

あさゆく き み を   一一 OHH 一一 0W 

あさゆ ふごと に  一き 一 

あしが もの   一一 一一 E. 一 一 1 

あし がらの  一一 一一 一一 

あしたの はら は  一八 亍ー 


あしび きの  八 子 一 S< 丄 2? 六 • 一 < 一. 一 <ケ 一一 0 一丁 一一 0 六 4 一〒 

一一ん < . Ills .  一  |ー0<  •  一 一一  一 一一  Is  • 一一  一 さ . S  '0 

あしび たく や は  <ャー 一一 一一 0 

あじろぎ に  八チ二 五 0 

あじろぎ の  lis 

あし わけ をぶ ね  ニニ 丄 一一 一六 

あすかが は   一 0eM5(.l= 一 

あすから は  二 0- 

あす ぞ い たちむ  一一 一一 一六 

あすの はるび を  ール六 丄 一一 0= 一 

あす はすぎ なむ   一一 一 ル 

あすよ リは   一二 ヤー <1 一 一 ー< 五 

あせに けリ  一一 一一 六 

あだな リと  一三 

あだびとの  一一 一一 < 

ぁづ さゆみ  <四.ニ<ーーー.爱0 

あづま ぢの   一 55? 

あづまの の   一一 一 i? 九 

あとの こらな む  ニー 一六 

あと はと どめつ  ニー 一二 

あなお ぼっかな  二  en  • 一一 一六 一一 一 

あな かぜ さむめ  一一 一二 


あなしが は  Is 

あはけ ふよ リぞ  一一き 一 

あは ざら ば  <六.ーーー0六 

あはず て は  ニー 八 

あは ぢ しま  一一 三 一一 

あはち はやぶ る  一一 さ 

あはで ぬるよ の  一一 ニー  1 

あはと みえつ つ  一一. n 

あはぬ おもへ ば  ：  〈ぶ 

あはぬ きみかな  一六 六 is 

あはぬ こ ひ   一一 

あはぬ ころ かな   一二  丁 一一 一一 六 

あはぬな みだに   一一 W 六 

あはぬ ひかず を   一一 0= 一 

あはぬ ひこぼし  一 一一 一一 一一 

あはぬ よの   一 «• 一 ー< 一一 一 

あはむ とぞ おも ふ  二 004 二八 

あはむ ひぞ  二 0 

あはれ ときみ を  一一 三 一一 

あ ひお も はぬ  B  一  I 

あ ひ ぬれば   一 |ー0 六 

あ ひみし いも は  1 0 ケー 一一 一一 5 


二 1- 


あ ひみず は  四 一一 一 

あ ひみ そめけ む  〈六 

あ ひみて は  ；•  一一  0  一一 一.  一一 一  0W 

あ ひみぬ い も を  ニール 

あ ふぎみ し  ralo 

あ ふこ， V かたし  一-一一 一一 

あ ふこ と を  〈ケ 一一 一-一 0- 一-一  0 ヤー-一六 ル 

あ ふさ かの   一 H ル • 一 一一 さ 

あ ふべき もの を  ニー 六 

あ ふみ ぢの  一一 ー<  一 

あ ふみの うみ  一一 兀 一一 

あ ふみの みや は  二 四. 一一 ルー 一 
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